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富士 通 株 式 会 社 る 家電 量販 店 販売 推進 部 〒100 東京 都 千代 田 


NIFTY-Serve 
— — フォ ー ラ ム “ を 開設 。 南 野 陽子 の プロ フィ ー ル や 、 フ ァ ン 同士 の 情報 交換 
フォ J な ど 、 ホッ ト な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 提供 
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パソ コン 通信 サー ビス NIFTY-Serve の フォ ー ラ ム に 新た に “NANNO NIFIY-Serve 入会 に つい て は 、 


お 近く の 富士 通 プ ラ ザ ま で お 問い 合わ せ 下さ い 
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98:837; 727-4 2 Wn. こん な に 鮮やか な ビジ ュ ア ル 機 能 を 標準 装 
備 。AV40EX は 、 目 を 見 は る ほど 美しい 26 万 色 カ ラー 表示 や 、 日 本 語 表示 
に 威力 を 発揮 する 400 ラ イン 8 色 表 示 に 対応 。 AV20EX は 、4096 色 同時 
発色 を サポ ー ト し ます 圧倒 的 な ば ジュ アル 機能 は 、 他 を 寄せ つけ ませ ん 。 
@@ 日 本 語 機能 も 強力 。AV40EX に は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ と し て 定評 の ある 
OASYS Lite と 同等 の 約 4 万 語 辞 書 ROM を 搭載 し まほ し た 。 す ば や く 〈、 
そし て 的 確 な か な 漢字 変換 が 可能 で AV20EX で も オプ ショ ン の 日 本 語 
カー ド (\29,800) を 使用 し て 、40EX に 匹敵 する 日 本 語 処 理 が お こ な え ます 。 
る メイ ン CPU の 動作 クロ ッ ク を 25% ア ッ プ (AV40/20 比 )。 回 路 の LSI 
化 に より 、MMR(Memory Management Register) 使用 時 の 処理 スピ ー ド 
アッ プ を 実現 し まし た 。 も ちろ ん 、AV40/20 の 動作 クロ ッ ク も サポ ー ト し ます 。 
⑧ 高 速 日 本 語 処理 を サポ ー ト する F-BASIC。F-BASIC の 日 本 語 処理 
スピ ー ド は AV40/20 に 比べ 最大 2 倍 に 高速 化 。 起 動 時 に メニ ュー 画面 か 
ら 選 択 す る 方 式 な ど 、 き さま ざま な 点 で 、 使 いや すさ も より 一 層 向 上 し まし た 。 


26 万 色 デ ィ ジ タイ ズ 画 面 日 本 語 表示 例 (400 ラ イン ) 


FM77AV40EX 
@6 万 色 /4096 色 表示 (200 ラ イン 時 ) と 400 ラ イ 
ン 8 色 対応 る 強力 な 日 本 語 機能 @ メ イン メモ リ 
192KB( 最 大 448KB)、 グラフィック 用 VRAM 
192KB@ ビ デオ 入力 端子 標準 装備 本 体 標準 
価格 (キー ボー ド 付 )\168.000 
AV40EX 専 用 カラ ーCHT デ ィ ス プレ イ -14 
@14 イ ンチ @40OU 文 字 対応 @I ビ ピン マル チ 和 端子 
@ 400 ラ イン 対応 デュ アル スキ ャ ン @ 標 準 価格 
\69.800 チル ト 台 標準 価格 5,800 


スー パー・ ク リエ イ テ ィ ブ * パ ソ 


人 @ 最 先端 の 情報 が 見 られ る 、 便 利 な 文字 放送 。 テ レビ 放送 の 電波 の す 
き 間 を 利用 し て 、 文字 や 図形 情報 を 送る 「 文 字 放 送 」。 ニ ュー ス や 天気 予 
報 を は じ め 、 交通 情報 、 株 式 市 況 か ら 、 カラ オケ に いた る まで 、 最新 の 情 
報 が 無料 で 見 られ ます 番組 数 は 、 現 在 約 370。 役立つ 情報 が いっ ぱい 
パソ コン を さら に 便利 に する 文字 放送 カー ド 。 新 登場 の 文字 放送 カ 
ー ド (\38,000) は 、 こ の 文字 放送 を 受信 する た め の オ プシ ョ ンカ ー ド 。 AV 
シリ ー ズ 全 機 種 で 使え ます 低 価 格 で 、 小型 な カー ド 型 で すか ら 、 文 字 放 
送 を 気軽 に 楽し め ま す 多 色 表 示 や グラ フィ ッ ク 機 能 、FM 音 源 な ど 高 度 な 
AV 機能 に より 、 文字 放送 の 複雑 な デー タ を パソ コン 上 で 容易 に 再現 。 こ 
の 文字 放送 カー ド に より 、 AV シリ ー ズ カシ パソ コン テレ ビ 、 文字 放送 受信 
の 一 台 3 役 と な り 、「 マ ル チ 情 報 タ ー ミ 8 
ナル 」 と し て 、 さ ら に 便利 に な り ま し た 。 
人 @ 受 信 し た 情報 の 編集 、 加 工 も 簡 
単に で きる 。 文字 放送 を 見 る どけ で 
な く 〈、 パ ソコ ン な ら で は の 活用 も 可能 。 
受信 し た 情報 わ シフ ロッ ピ イ ディ スク に 
保存 し て 、 好 き な 時 に 再生 する こと が 
で きま す 。 また 、F-BASIC や 他 の オォ 
プシ ョ ン ソ フト (FM グラ フィ ッ ク エ ティ 
タ や FM ミュ ー ジ ッ ク エ ディ イタ な ど ) を 
使え ば 、 情 報 の 編集 、 加工 な ども 思 
い の ま ま 。 生 活 に 役立つ 情報 を 楽し 
く 、 有 人 益 に 活用 で きま す , パソ コン の 
世界 を 一 層 広 げ る 文字 放送 カー ド 
AV シリ ー ズ が さら に 楽し く な り ま し た 。 


文字 放送 画面 


| Ғ.М77АМ20ЕХ 

@4096 色 同時 表示 (00 ラ イン )@ 日 本 語 カ ー ド 
(オプ ショ ン ) で 日 本 語 機能 拡充 @ メ イン メモ リ 
12BK 昌 (最大 132KB)、 グ ラフ ィ ッ ク 用 VHAM 
96KB @ ビ デオ 入力 端子 標準 装備 @ 本 体 標準 
価格 (キー ボー ド 付 )\188.000 
AV20EX 用 カラ ーCRT テ レビ -15S 

@15 イ ンチ @CDDO 文 字 対応 人 51 ピ ンマ ル チ 上 端子 
音声 多重 放送 対応 る 標準 価格 \108.000 
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この た び 、FM シ リー ズ 用 ビジ ネス アプ リケーション ソフ ト お よび 関連 図書 を 一 堂 に 集め た ソフ トウ ェ ア ラ イブ ラリ セン タ を オー プン 
問い 合わ せ 先 : 東京 都 港 区 新橋 5-36-11( 横 浜 ゴ ム ビ ル 1 階 ) 富 士 通 FM プ ラ ザ TEL03-434-3280( 受 付 ) 
運営 時 間 :9:00AM 一 5:00PM( 土 * 日 ・ 祝 日 は 休館 ) 


富士 通 プラ ザ 〔【 マ イコ ンス カイ ラブ 含む 〕 @ 九 の 内 (03)215-032| 3/318 (03)251-1448 L6 (011)222-5466 仙台 (022)266-87I| 名 古屋 (052) 


251-7231 ©2885 (06)344-7648 9:8 (082)211—1717 1853 (092) 713-0135 
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DS- ヨ デー タベース を 作成 する (20) 
補 章 3 Scr DefC バ バー ジョン (その 2) dee ai dis que Ea ena the Hee (WHITE RAM) 121 


3D 対 応 レ イト レー シン グ (p.28) 


ゆら ぎの 世界 3D(p.5|) 
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今月 の プロ グラ ム 
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* CP/M.CP/M-86l& Digital Researchtt 
・MS-DOS.XENIX は Miorosoft 社 
・FLEX は TSC 社 
* OS-8/ZMICROWARE*t 

の 各 メ ー カ の 登録 商標 で す 。 

その 他 プ ログ ラム 名 , に ne 一 般 に 
cce ain 

本 文中 で B v ー ク は 明記 し て い 
ませ ん 。 


Ze A E AUR. それ ぞ れ の 
執筆 者 に o また, これ ら プ ログ ラム は , 個人 で 
НЫ 無断 複製 を 禁じ られ て いま す 。 


機能 拡張 可能 な 
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バッ ク ナ ン バー 定期 購読 の お 知ら せ 165 | EDITORS'ROOM- 1: 168 
ーー БОШ О 27 Т кк 
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AV-EX カ が 7 台 あ ちあ れ ば 、 
こ 広 が る パン コン ワー ルド 。 
に チャ レン ジ し た 1 手 ミ の 

Bf ЕНЕСИ 89 


ホッ ト な 季 筋 だ か ら 、 新しい ご と を 始め た い 1。 

チク ラス 上 の 機能 こと 拡張 性 を も っ た パソ コン が 飲 し い ……。 
いろ いろ で き て 、 コ スト パフ ォ ー マ ンス も 抜群 の AV・EX は 、 
そん な フレ ッシュ な 欲求 に 、 い と も た や すく 対応 する 。 

も ちろ ん 、 使 いこ な す ぼ ほど に 可能 性 は グン グン 大 きぐ 広がる ぞ 。 


気 に 入 つた イ メー ジ を 読み 込ん で 、 
_ 自由 自在 に 加工 する 。 


パソ コン て 本 物 そ っ くり の 絵 を 描く の っ て 意外 と むず か し い 。 ава 
に イメ ー ジ を 展開 し よう と 思っ て も 、 何 か ペー ス に な る 映像 が あれ 
ば スム ー ズ だ よね 。 だ か ら 、 ビ ジュ アル を 志す 者 に ハン ディ 全 メ ー ジ 
スキ ャ ナ は 必須 アイ テム か も し れ な い 。 好 み の 写真 や イラ スト を 取 
り 込 み 、 簡 単に 拡大 や 縮小 、 保 存 が で きる 。 カ ー ド づく りな ど に も 
便利 で 、 役 立つ ね 。 

紙上 の 画像 を モノ クロ 最大 16 階 調 、8 ド ッ ト /m の 高 解像度 で 
読み 込め る ハン ディ イメ ー ジ スキ ャ ナ (\24.000)。 使 用 する に は 、 
ハン ディ イメ ー ジ スキ ャ ナイ ンタ フェ ー ス カー ド (\15,000) が 不可 欠 だ 。 


= 


(е) (h ГЕ), ГЕ) 
іш (а 

4 
回 回 


4 ム ハン ディ イメ ー ジ スキ ャ ナ 


バ パソ コン の CRT を キャ ン バ ス に 変え て と し まう ソフ | 
26 万 色 の 絵具 を 使っ た 人 は 、 プ ロ の 画家 で も いな い だ ろ う 。 思 う 存 分 キミ の 色彩 感覚 を ぶつ け て み で < 
な め ら か で 、 鮮 や か な グラ フィ ッ ク が AV40EX の 画面 を 支配 する 。 マ ウス を 動か す だ け で 589 ВАА 
し も 自在 。 筆 の 大 さや タッ チ を 変え た り 、 移 動 ・ 複 写 ・ 拡 大 ・ 縮 小 な どの 画像 編集 は 、 こ れ ま で に な い 絵 画 ア 
ー ト の 世界 を 創る だ ろう 。 

AV40EX に は 、FM グ ラフ ィ ッ クエ ティ タ ПУ1.0(Ұ20,000). 

AV20EX に は 、FM グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ V2.0(\|2,000) を 。 

どちら も 、 ハ ン デ ィ イ メー ジス キャ ナ の 画像 を 取り 込む な ど 、 連 携 プ レイ も 可能 だ 。 


AFM グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ IL V1.0 


y CET P-A 満喫 。 


1 フレ ー ム 目 に 絵 を 描く (。 ペ ー ジ を めく っ て 2 フレ ー ム に 、1 フ レー ム 目 
に 対 昭 させ な が ら 、 位 置 を 移動 させ て 絵 を 描く 。 た っ た 、 こ れ だ け 。 
「GO」 を マウ ス で 選択 する と …… 動く / 
1 フレ ー ム 目 と 2 フレ ー ム 目 の 変 化 の 中 間 を 、 パ ソコ ン が 自動 的 に 
計算 て 表 示し て くれ る の だ 。 パ ソコ ン は いま 、「 動 く 映 像 」 を も っ た 。 

FM ファ ンタ ビジ ョ ン V1I.0(\15,000) は 、 マ ウス だ け で 手軽 に 

アニ メー ショ ン が つく れる 画 期 的 な ソフ ト 。 

この 楽し さ は 、 ち ょ っ と 語り つく せな い 。 - 

FM グラ フィ ッ ク エ ディ タ の 絵 を 背景 画 に 使う こと も で きる 。 AFM フ ァ ン タビ ジョ ン VI0 


富士 通 株 式 会 社 @ 家電 量販 店 販売 推進 部 〒I00 東 京都 千代 田 区 丸の内 |-6-| 人 (03)216-3211⑯ 技 術 的 な お 問い 合わ せ は FM イン フォ メー ショ ン サ ービス A (03)646-0816〔 お 問い 合わ せ 時 間 〕 10:00~18:00 月 ~ 土 【 祝 日 を 除く 〕 


qoe 


сынсын йэ 
自作 曲 を つく る べし / ` 


音楽 知識 ゼロ 、 楽 譜 読 め な い 。 で も 、 音 楽 大 好き ノー 一 当 ん な 全国 2.000 万 人 の ミュ ー ジ ッ ク フ ァ ン に 捧げ 
る ソフ ト が これ 。 た と えば 、 五 線 譜 に 音符 を デタラメ に 並べ て みる 。 自 動 伴奏 機能 に より 、 な か な か シュ ー ル で 、 


だ が マト モ な 曲 と な っ て 聴こえ る で は な いか !? 誰 も が ソン グラ イタ ー 気 分 だ 。 ひ ょ っ と し て キミ の 秘め た る 才能 
を 発見 し て くれ る か も ? 


FM ミュ ー ジ ッ ク エ テイ タ II VI.1(\20.000) な ら 、 
作曲 ・ 編 曲 が 手 軽 に 楽し め る 。 
音楽 の 基礎 的 な 勉強 や 、 

きれ いな 楽譜 印刷 に も 使え る 
有意 義 な ミュ ー ジ ッ ク ソ フト 。 

FM ファ ンタ ビジ ョ ン と の 連携 も 実現 し て いる 。 


FM ミュ ー ジ ッ ク エ ディタ 1 VI.| 


ат Оды. =+ css し て 、 ゆ っ くり 楽し む 。 大 好き な アイ ド 
ル が 出演 する 番組 か ら 、 と っ て お き の 1 シ ー ン を ディ ジ タ イ ズ す る 。 
その 画面 に 、 自 分 だ け の コメ ント や イラ スト を スー パー イン ポー ズ す 
る 8 さら (アイ ドル の 笑顔 が 入っ た 年 賀 状 や カー ド を プリ ント アウ 


トド する 。 テ レビ * ビ デオ と パソ コン が ドッ キン グ す る と 、 も の すこ バイ イ 。 
1/60 秒 で テレ ビ ・ ビ デオ 画面 を パソ コン に 取り 込む 

ビデ オデ ティ ジ タ イ ズ 機 能 。 そ し て 、 パ ソコ ン の RGB 信 号 を 

ビデ オ 信 号 に 変化 する ビデ オ コ ン バー ト 機 能 。 

この ニニ つ の 機能 を | 枚 で 実現 し た の が ビデ オカ ー ド (\29,800) だ 。 
ム ス ー パ ー イ ン ポ ボー ズ 画 面 


— 
キミ の 部 屋 を 、 世 界 の 
жы < + ` „== ` 

最 先端 シー ン へ と オン ライ ン 。 
情報 メデ ィ ア に は いろ いろ ある 。 テ レビ 、 ラ ジオ も そう だ い 、 雑 誌 や 新 
聞 だ っ て その 一 つ だ 。 で も 、 自 分 が 情報 の 発信 源 に な れる の っ で 、 
そう は な い 。 パ ソコ ン 通 信 が こん な に 人 気 を 集め た の も 、 ネ キミ 自身 
が も っ て いる 知識 や 話題 を その まま 日 本 中 、 世 界 中 の 人 々 に 身近 
な ムー ド て で 伝達 で きる か ら か も し れ な い 。 と に か く 〈 参 加 じ で みる 価値 


は ある と 思う よ 。 


NIFTY-Serve 
(NANNO フォー ラム ) 


| パソ コン を も っ て いて 、 ま だ パソ コン 通信 を し て いな い 人 へ 。 


は っ きり いっ て 、 キ ミ は パソ コン の 可能 性 を 半分 も 使っ て いな い ぞ 。 
モデ ムカ ー ド -|200(\39,800) と FM テレ アク ト /AV 通 信 VI.1(\I5.000) 


が 必要 だ / 


スー バー: クリエイティブ パシ コン „1% 


富士 通 プ ラ ザ 〔 マ イコ ンス カイ ラブ を 含む 〕@ 丸の内 (03) 215-0321@ 秋葉原 (03) 25|-1448@ 札 幌 (OII) 222-5466@ (lli; (022) 266-871 1 € 


夢 を カサ = こち に 
алы шта 


. ミ ・ は ・ 知 ・ つ - て ・ い ・ る ・ か 。 旧 
し (FM サー クリ) 
TIRI が ある こと を ! 


@ ま だ パリ ソコ ン が な い 人 = FM シリ ー ズ を 買っ て 、 キ ミ も 会 員 に な ろう ! 


同じ パソ コン を も っ て いる 仲間 と 情報 交換 し た いと き 。 

FM シリ ー ズ を も っ と 使い こなし た いと き 。 

新しい ニュ ー ス や 、 一 歩 す すん だ ノウ ハウ を 知り た いと き 。 

FM ユー ザ ど うし の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 深め た いと き 。 

イベ ント や コン テス ト に 参加 し た り 、 プレ ゼン ト を も らい た いと き …… 
サー クル の 会 員 に な っ て いて よかっ た と 、 し み じ み 思う 。 


する / うれ し い 特 典 の 数 か す 


M シ ャ トル が 
定期 講読 で きる 。 

楽し い 話題 、 役 立つ 情報 、 最 新 ソ フト y 
ウェ ア 紹 介 、 ユ ー ザ 訪問 …… な ど 、FM 
シリ ー ズ に 関す る ニュ ー ス が 満載 。 
FM ユー ザ な ら 必 読 の この 雑誌 を 、 
年 4 回 お 送り し ます 


FM シリ ー ズ の パソ コン や 周辺 機器 、 
アプ リケーション ソフ ト の 新 製品 カタ 
ログ を いち は や 〈 郵 送 。 い つも フレ ッ 
シュ な 情報 を も っ て いれ ば 、 友 だ ち 
に も 自慢 で きる ね 。 


会 員 証 だ つて 
ちゃ ん と ある 。 

FM サー クル の 会 員 に は 会 員 証 を 発 
行 し ます 。 キ ミ だ け の 会 員 コ ー ド も きめ 
られ ます か ら 、 ナ ン バ ー を お ぼ え て お 
け ば 、 サ ー ク ル 事 務 局 と の 連絡 や 情 
報 交 換 も スム ー ズ 。 


が 送ら れ て くる 。 
FM サー クル 会 員 の た め の 、 と て も フ 
ァ ミ リー な 機関 紙 。 ほ か で は ゼッタイ 
手 に 入ら な い 独 占 情報 や 、 ソ フト 使 
いこ な し の ノウ ハウ 。Q&A、 プ レ ゼ ン 
ト も いっ ぱい で すむ 


技術 的 な お 問い 合わ せ は 一 FM イン フォ メー ショ ン サ ービス 〔 お 問い 合わ せ 時 間 〕 月 一 土曜 (祝日 を 除く ) 10:00—18:00 e 札幌 (OII) 222-5476 € 仙台 (022) 267-5250 € 東京 (03)646-08I6 @ 立川 (0425) 28-1567 € 千葉 (0472) 22-3117 


イン トロ バッ ク を 提供 。 

人 気 グ ング ン 急 上 昇 の パソ コン 通信 

サー ビス 、NIFTY-Serve。 い ま FM サ 

ー ク ル 入 会 の 方 に 1.000 円 分 無料 で 

アク セス で きる イン トロ パック を 、 差 し 

上 げ ま すず 
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FM サー クル の 入会 方 法 FM ユー ザー の 方 は も ちろ ん 、 ま だ パソ コン を 
も っ て いな い 人 で も 入 会 で きま す ①FM サ ー ク ル 事 務 局 に 連絡 する ララ 
入会 案内 が 郵送 され て きま す ,⑦ も より の 富士 通 プ ラ ザ に いく うう ラス 入会 
案内 が お いて あり ます 

@ 年 会 費 1 年 間 …… 2.400 円 (郵便 振込 ) 

き お 問い 合わ せ は 〒135 東 京都 江東 区 東陽 4-1-13 東陽 セン トラ レビ ル 
富士 通 オ ー エ ー 則 内 FM サー クル 事務 局 全 (O2)G15-aq739S 


〔 月 ^ 金 曜 ( 祝 日 を 除く )9:30<17:00〕 
БТГЕН FB EP EI Kl E ES REE i Es IBN EJ H) IT] F iz! 5 8 B Ei 8 E FJ Ei ЫЫ F [2 EZ P! EJ Bl 2 ES E 


\/ 
! ろ いろ 。 


ルプ ログ ラム サー ビス を 割引 価格 で / 
FM 掲載 の プロ グラ ム を 中 心 に 、 富 士 通 提供 の も の も 含 
め 、 役 に 立つ プロ グラ ム を フロ ッ ピ イィ ディ スク (3.5 イ ンチ /5 イ ンチ ) 
で 提供 し ます 。 各種 ユー ティ イリ ティ や 基本 ツー ル 、 グ ラフ ィ ッ ク ・ ミ ュー 
ジッ ク デ ー タ 、FM シ リー ズ 情 報 な ど 、 多彩 で 充実 し た 内 容 で FM 
ユー ザ の 幅広 いつ な が り と 、 便 利 さ アッ プ を めざし て いま す FMH 
ー ク ル 会 員 な ら 、 一 般 よ り 200 円 お トク な 価格 で 受け られ ます 。 
ョ お 申し 込み 方 法 ваниниянинининнинниннининян 
「Oh. ノ FM」 と じ 込 み の FM サ ー ク ル 宛 振替 用 紙 に 、 住 所 ・ 氏 名 ・ 
希望 の 号 の ナン バー・ 枚 数 ・ 振 替 金 額 ・3.5 イ ンチ 2D ま た は 5 イン 
チ 2D の いずれ か を 記入 。FM サ ー ク ル 会 員 の 方 は 会 員 コー ド も 忘 
れず に 。 そ の 後 、 郵 便 局 に て 必要 金額 を 振り 込ん で くだ さい 。 
ョ 料金 maumnunanaunaunwmnumununnumumuanmuumumnuu 
3.5 イ ンチ /5 イ ンチ と も 1 枚 FM サ ー ク ル 会 員 1.300 円 (一 般 1.500 円 ) 
nSt(]-StuC musuunmanumuunanaanununmnanmamumnu 
第 5 号 は 63 年 7 月 10 日 に 発行 (以降 毎月 10 日 発行 予定 )。 
※ た だ し 、 郵 便 局内 で 振替 処理 に 約 週 間 。 サ ー ク ル 事 務 局 に て 受け 付 後 、 発 
送 ま で に 7…10 日 ほど か か り ま す (合計 約 2 週間 )。 
お 問い 合わ せ 先 нипшишшшипиииииининишиипиишшп 
マ FM サ ー ク ルプ ログ ラム サー ビス に 関し て は 
《FM サ ー ク ル 事 務 局 )〒135 東京 都 江東 区 東陽 4-1-13 東陽 
セン トラ ルビ ル 富 士 通 オー エー 燃 内 公 (03)615-4739( 月 金曜 
9:30--17:00) 祝日 を 除く 。 
マ プログ ラム の 内 容 そ の 他 に つい て は 
《Oh ノ FM 編集 室 ) 信 (03)265-7998( 月 一 金曜 16:00-18:00) 
※ た だ し 記事 の コピ ビー サー ビス は お こない ませ ん 。 パ ッ ク ナ ン バ パー は 書店 に て ご 
注文 くだ さい 。 
スタ ンプ サー ビス 実施 中 / пшшшишшшшшишшшшшиниш 
FM サー クル プロ グラ ム サ ー ビ ス を 利用 する と 、 点 数 券 が つい て い 
ます 。 こ の 券 を 集め る と 点数 に 応じ て 、 テ レ ホ ンカ ー ド 、 オ リ ジ ナ ル 
ジャ ン ボ タオ ル な ど 素 敵 な プレ ゼン ト を も れ な く 進呈 。 くわ し く は FM 
サー クル 事務 局 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


CONTEST 
オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター コン テス ト 最 優秀 賞 決定 / 
FM サー クル 開設 1 周年 を 記念 し て 、 会 員 の み を 対象 に 募集 し 
た 「 サ ー ク ルレ オリジナル キャ ラク ター コン テス ト 」 の 最 優 秀作 品 
が 決定 し まし た 。 た くさ ん の 応募 作品 の な か か ら 、 神 奈川 県 の 
今 木 さ ん の 作品 が 選ば れ ま し た 。 オ 
メデ トウ ./ こ の か わい い オ リ ジ ナ ルキ 
ャ ラク ター は 、 フ ロッ ピ ィ ラベ ル な どい 
ろ い ろ な と ころ で 使っ て いき ます 。 こ れ 
か ら る 会員 だ けが 参加 で きる コン テ 
スト や イベ ント を 実施 し ます か ら 、 ど う 
ぞ お 楽し み に . ノ 


富士 通 の パソ コン F'M シ リー ズ 


横浜 (045) 201-3101 ө 川崎 (044) 244-5218 ө 新潟 (025) 244-8295 @ 富山 (0764) 42-6877 € 金沢 (0762) 62-7032 € 長野 (0262) 24-3831 ө 静岡 (0542) 52-8674 ө 浜松 (0534) 53-7106 € 名 古屋 (052) 261-5141 ө 京都 (075) 231-6610 
ө 大 阪 (06) 376-0041 € 神戸 (078) 332-1247 € 松江 (0852) 24-0334 € 広島 (082) 211-1759 高松 (0878) 51-8125 ө 福岡 (092) 713-4392 € 大 分 (0975) 38-0616 € 沖縄 (0988) 63-7248 


мЇ+-ЗОнх 


高速 ・ 大 容量 の トラ ンス ポー タブ ル パ ソ コン 
HD タ イプ \488.000 

持ち 運べ る コン パク ト ボ ディ に 、 デ スク トッ プ タ イ プ の 高 性 能 
パソ コン に 匹敵 する 充実 の 機能 を 凝縮 し た 、FM R-30HX。 
高速 処理 を 実現 する CPU80L286 を 搭載 、 余裕 の 大 容量 
IMB メ イン メモ リ ( 最 大 2MB) 、20MB HDD を 標準 実装 し 、 大 
量 の デー タ 処 理 や 高度 で 複雑 な プロ グラ ム 処 理 を スピ ー デ 
ィ ー に こなし ます 。 ま た 、 ネ ットワーク 時 代 に 応え る ホス ト 連 携 
機能 の 大 幅 な 強化 、LAN、 パ ソコ ン 通 信 へ の 対応 な ど 、 飛 
躍 的 な ポテ ン シ ャ ル の 向上 を 実現 し て いま す 。 さ ら に 、 白 黒 
バッ クラ イト 表示 で 見 や すい 大 型 液晶 ディ スプ レイ 、 ス ペー ス 
効率 の 高い プリ ンタ と の 一 体 利用 が 可能 な 新設 計 の 本 体 
デザ イン な ど 、 使 いや すさ も さら に アッ プ 。 も ちろ ん FM R-30 シ 
リー ズ の ハー ド / ソ フト 資産 も 継承 し て いま す 。 FM R-30HX。 
まさ に 、 一 歩 進ん だ トラ ンス ポー タブ ル パ ソ コン で す 。 


еч 


FM R-30sx 


トラ ンス ポー タブ ル の 高 性 能 パ ソコ ン 

FD タ イプ \268.000 

高 性 能 パ ソコ ン を 、 さ ま ざ ま な 場面 で 活用 し た い 。「 手 軽 に 
持ち 運べ る 高 性 能 パ ソコ ン 」、 こ れ が FM R-30BX の 開発 コン 
セプト で す 。 見 や すい 大 型 デ ィ ス プレ イ 、 大 容量 IMB3.5 イ ンチ 
FDD2 基 標準 装備 な ど 優れ た ハー ドウ ェ ア 。 そし て 、 抜 群 の 実 
績 を 誇る ワー プロ ソフ ト 「 一 太郎 」、 図 形 プ ロ セ ッ サ 「 花子 」、 
表 計 算 ソ フト 「|-2-3」 を は じ め 、「Multiplan」「dBASEIIIPLUS」 
な ど 数 多く の 優秀 ソフ ト 。 も ちろ ん 、 高 機能 ワー プロ ソフ ト 
「FM-0ASYS」 も サポ ー ト し 、 パ ー ソ ナル ユー ス か ら ハ ー ド な 
ビジ ネス ワー ク ま で 、 ま すま す 高 度 化す る ニー ズ に フレ キ 
シブ ル に 対応 し ます 。 FM R-30BX。 こ れ が 、 ト ラン スポ ー タ 
プル パソ コン の スタ ンダ ー ド ・ モ デル で す 。 


ж Multiplan は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 、| -2-3 は ロー タス ティ ベロ ッ プ メン ト 社 の 登録 商標 。/ 
dBASEIII は アシ ュ ト ン テ イ ト 社 の 商標 。/ 一 太郎 、 花 子 は 内 ジャ スト シス テム の 製品 。 


ғмПН-7Пно rwxR-BÜ: 


3 ビッ ト の 高速 新 世 代 パ ソコ ン 4 ドッ ト の 高 品位 パソ コン 
HD タ イプ \980.000 


FD タ イプ ¥ 485,000 HD タ イプ \725.000 


選べ る ハー ド 。 


富士 通 の パソ コン 


富士 通 株 式 会 社 W FM 販売 推進 部 27100 東京 都 千 代田 区 丸の内 |-6-| (03) 216-321I 和 技術 的 お 問い 合わ せ は 一 FM イン フォ メー ショ ン サ ービス (03)646-0816 (お 問い 合わ せ 時 間 ) 10:00 一 18:00 月 一 土 (祝日 を 除く ) 


жеде Ус Bi 


сверата 


ーー ぺ * 


сд 


N 


HE 
NFDS) ; 


FMIR-1Hur 


機動 力 抜群 の ラッ プ ト ッ プ パ ソコ ン 


LT1\198.000 FDDX1/ 反 射 型 液晶 タイ フ 
LT2\228.000 FDDx2/ 反 射 型 液晶 タイ フ 
LT3\248.000 FDDX2/ バ ッ ク ライ ト 液 晶 タイ プ 
(LT2 は 10 月 、LT1/3 は 11 月 提供 予定 ) 


富士 通 の ハイ テク ノロ ジー が 生ん だ 新しい ラッ プ ト ッ プ パ ソ 
コン ЕМК-101 超 コ ン パ クト ボディ と バッ テリ ー 駆 動 に よ 
る 優れ た 機動 性 。 も ちろ 人 、 高 性 能 16 ビ ッ ト CPU80CI86F 採 
用 、 大 容量 IMB3.5 イ ンチ FDD2 基 内 蔵 (LT2/3) を は じ め 、 
バッ クラ イト 型 (LT3) と 反射 型 (LTI/2) か ら 選 べ る 2 タイ プ の 
XBTQAZUAT UC. 充実 の ハー ドウ ェ ア です,。 さら に 、 
ROMZ)— FIZ& $MS-DOS"" V3.1 (別売 必須 \20.000)、 ワ ー 
プロ ソフ ト FM-0OASYS VI.0( 別 売 53.000) の 提供 で 、 バ ッ テ 
リー 連続 使用 時 間 の 延長 と ユー ザー ズ メ モリ ー の 有効 活 
用 を 実現 する な ど 、 新 技術 を ふん だ ん に 盛り 込み 、 ラ ッ プ 
トッ プ パ ソコ ン に 要求 され る 機能 を 追求 し まし た 。 まさ に 行 
動 す る た め の パ ソコ ン 、 FM R-I0LT, 3 モデ ル 6 タ イプ を 用 
意 し て 時 代 の ニー ズ に 応え ます 


※MS-D0S は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 。 
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機能 充実 の 汎用 パソ コン i 超 省 スペ ー ス の 卓上 型 パソ コン 
FD タ イプ Y 410,000 HD タ イプ X 650,000 FD タ イプ \378.000 | HD747 X 598,000 


使え る ソフ ト 。 
а е 
FM IN シリ ー ズ 
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R04 8.69 £ 325. 


パソ コン の 新しい 世界 を ひら く 次 世代 OS の サポ ー ト 。 そ し て 、 ひ ろ が りつ づけ る 
アプ リケーション ソフ ト . す べ て は 、 先 進 ユ ー ザ ー の 期待 に 応え る た め に 。 


(① 「 日 本 語 MS 05/2" 
本 格 サ ポー ト 。 


FM R-70/60/50 の 優れ た ハー ド 性 能 を フレ に T 
き 出す 次 世代 0S「 日 本 語 MS 05/27М), 72 A. 
マル チタ スク 機能 。 最 大 255 タ スク の 並行 処理 を 
可能 と し 、 一 台 で 同時 に 複数 の 仕事 が 実行 で き 
ます 。 そし て 、 ア ドレ ス 拡 張 機能 に よる 実 ア ドレ ス 
16MB/ 仮 想 ア ドレ ス IGB と いう 広大 な アド レス 空間 
の サポ ー ト 。 こ れ に より 、 従 来 で は 不可 能 で あっ た 
大 規模 アプ リケーション へ の 対応 も 可能 と な り ま し 
た 。 ま た 、 ア プリ ケー ショ ン 開 発言 語 に 、「Microsofta 
C コ ン パ イラ V5.1」「Microsofts マ クロ アセ ンプ ラ V5.|」 
を 用 意 し 、 さ ら に アプ リケーション 開発 の 効率 化 を 
図る 支援 ツー ル と し て 「 日 本 語 MS 0S/2"W ソ フト 
ウェ ア 開 発 キ ッ ト VI.0」 も 提供 し ます 。 

@ 日 本 語 MS 0S/2TMVI.0 Ұ58,000 

@Microsoft マク ロア セン プラ V5.1 Ұ40,000 

@ Microsoft C コ ン パ イラ V5.1 Ұ98,000 

@ 日 本 語 MS 0S/2TM ソ フト ウェ ア 開 発 キ ッ ト V1I .0 Ұ95,000 
※FM R-70/60/50 に 対応 。FM R-50 用 は 63 年 末 提 供 


D 優れ た 統 台 操作 環境 を 実現 
TEASSMS- WINDOWS" V0. 


「 日 本 語 MS-WINDOWSV2.0」 の マル チ ウ イン ドウ / 
グラ フィ ッ ク 機 能 に より 、「 日 本 語 MS-DOS V3.1 j 
の イメ ー ジ 、 グラ フィ ッ ク 処 理 が スム ー ズ に 行え ま 
+, た と えば 、 複 数 の アプ リケーション を 、 一 画面 
上 に 重ね 合わ せな が ら 表 示 で きる オー バー ラッ プ 
ウイ ンド ウ の 採用 で 、 グ ラフ や 表 な ど を 表示 し 、 そ 
れ を 参照 し な が ら 報 告 書 の 作成 を 行う な ど と いっ 
た こと も 可能 で す 。 また 、 マ ウス と 分 か りや すい ビ 
ジュ アル 表示 に よる 容易 む な オ ペレ ーション 、 マン 
マシ ン イ ンタ フェ ー ス の 標準 化 と アプ リケーション 
操作 の 統一 も 実現 し て いま す 。 

@ 日 本 語 MS-WINDOWSTM V2.0 X20,000 

※FM R-70/60/50 に 対応 。 


@ シソ ブル 操作 で 、 多 彩 な 表現 力 。 
FM-DTP ア プリ ケー ション 


企業 内 の 一 般 文書 作成 や さま ざま な 出版 物 / ド 
キュ メン ト 制 作 を 、 シ ンプ ル な 操作 で スピ ー テ イー 
に 行え る DTP(Desk Top Publishing) シ ステ ム 。 
FM R シ リー ズ 用 の 高度 な DTP アプ リケーション 
が 、 文 書 作成 ・ レ イア ウト 編集 ・ 印 刷 な どの 類 雑 な 
処理 に 威力 を 発揮 し ます 。 また 、 写 植 機 に 近い 高 
品質 文書 の 作成 を 可能 と する レー ザー ビー ム プ 
リン タ も 用 意 し て いま す 。 


3 Microsoft, Multiplan, MS-DOS(4., 2K 国 マ イク ロ ソ フト 社 、|-2-3 は ロ 


ー タ ス ・ デ ィ ベ ロッ プ メ ント 社 の 登録 商標 。 


D ます ます 充実 、FM H ツ リー ズ の 
アプ リケーション | ы 

FM R シ リー ズ の アプ リケーション ライ ン ア ッ プ に 、 ワ 
ー プ ロン ソフト! 一 太郎 」、 図 形 プ ロ セッ サ 「 花子 」 が 新 
た に 加わ り ま し た 。 好 評 の 高 機能 ワー プロ ソフ ト 
「FM-OASYS」 と と も に 、 日 本 語文 書 処理 に 強力 な 
ノ パパ ワー を 発揮 し ます 。 も ちろ ん 、 世 界 の ベス ト セ ラー 
「」-2-3@」「Multiplan 6」「dBASE ШТМ PLUS」 
な ど 優 れ た 0A ツ ー ル 、 ビ ジネス の 即 戦力 と な 
る 業種 ・ 業 務 ソ フト 、 先 進 の Al、CAD、 技 術 
計算 ソフ ト 等 も 豊富 に 用 意 さ れ 、 さ ま ざ ま な 
ニー ズ に 対応 し ます 。 


※ 一 太郎 、 花 子 は FM R-60(16 ド ッ ト 
表示 カー ド が 必要 )/50/30HX/30 
/30BX に 対応 。 


※MS 0S/2、MS-WINDOWS は 、 米 国 マイ クロ 


ソフ ト 社 、dBASE II は アシ ュ ト ン テ イ ト 社 の 商標 。 ※ 一 太郎 花子 は 観 ジ ャ スト シス テム の 製品 。 


FMR-IO0r ruR-30sx 


rMR-3 


機動 力 抜群 の ラッ プ ト ッ プ バ パソ コン 
LT1¥ 198,000 LT2 \228.000 LT3 248.000 
(LT2 は 10 月 、 LTI/3 は 1 1 月 提供 予定 ) 


トラ ンス ポー タブ ル の 高 性 能 バ ソコ ン 
FD タ イプ \268.000 


超 省 スペ ー ス の 卓上 型 パ ソコ ン 
FD タ イプ \378.000 HD タ イプ \598.000 


選べ る ハー ド 。 


通 の パソ コン 


富士 通 株 式 会 社 FM 販売 推進 部 100 東京 都 陸 代田 区 丸の内 に 6-1(03)216-321 M 技術 的 お 問い 合わ せ は 一 FM イン フォ メー ショ ン サ ービス 


(03) 646-0816 (お 問い 合わ せ 時 間 ) 10:00 一 18:00 月 一 土 (祝日 を 除く ) 


夢 を か た ち に 
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日 本 語 MS 0S/GTM 日 本 語 MSB-WINDOWSTVV8.0 FM-DTP ア プリ ケー ショ ン 充実 の アプ リケーション 


ruR-30 ruR-505 ҥємН-БП2 ем: 7йно с. 


高速 ・ 大 人 容量 の トラ ンス ポー タブ ル パ ソ コン 充実 の 汎用 パソ コン 4 ドッ ト の 高 品位 パソ コン 
HD タ イプ \488.000 F 0 000 H5 7 Vesti 000 FD4473485000  HD タ イプ \725.000 
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FM R: シリーズ 


富士 通 プ ラ ザ (マイ コン スカ イラ ブ 含む ) e 刀 の 内 (03) 215-0321 ө KÆ (03) 251-1448 ө 414% (011) 222-5466 e 仙台 (022) 266-8711 € 名 古屋 (052) 251-7231 ө ABA (06) 344- 7648 € 広島 (082) 211-1717 @ 福岡 (092) 713-0135 


MIDORI ELECTRONICS CO... LTD. 


Ше Collection 


こっ て お き の コ ン バ パク 人 バル フォー マー 


リト ル シ リ ー ズ に ニニ ュー バー ジョン 登 場 / そ の 名 も "Little S"Little 5." 
Ci 仕様 の 3.5'HDD。 大 き さ も 好評 発売 中 の Little BB.:F・F“ と 同様 、 
世界 最小 の コンパ クト サイ ズ 。HD ロ も いよ いよ 「 コ レク ショ ン 時 代 」 へ 突入 。 


3.5 イ ンチ ハー ド デ ィ スク の 決定 版 。 世界 最小 の コン 
パクト サイ ズ (高き 12.5cm X 中 5cm メ 奥行 25cm、 重 
き 2.5kg) Cis ЕНЕ eei 3172, 

Little B-20MB、 ア クセ スタ イム 69ms 

Little B4-40MB、 ア クセ スタ イム 40ms 

МЕС PC-9800 シ リー ズ 対 応 (EPSON PC-286 シ 
リー ズ も 可 ) 

eLitle B \94.000 (本 体 の み ) @ Little B4 Y 
158,000 (KEDA) € MDC-512 Y 29,800 (I/F ボ 
ー ド ) eIFK-36 \4.700 (接続 ケー ブル ) eIFK- 
5036 \4.700( 増 設 専 用 ケー ブル ) 

TOSHIBA J-3100 シ リー ズ 対 応 

e Little B Y94,000 e Little ВА Y 158,000 € MDC- 
310 Y39,000(I/FzH — F) eIFK-36 Y 4,700 
NEC N5200 シ リー ズ 対 応 (05、07) 

e Little B Y94,000 e Little B4 Y 158,000 

e [ЕК -5200 \12.000( 接 続 ケ ー ブ ル ) (I/F ボ ー ド 
は NEC 純 正 を 御 使用 下さ い 。) 


3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー テ イス ク ド ラ イブ の ニュ ー フ ェ イ ス 。 
世界 最小 サイ ズ の 1MB 専 用 機 で す 。 

NEC PC-9800 シ リー ズ 対 応 (EPSON PC-286 シ 
リー ズ も 可 ) 

@ Little Е \39.800( 接 続 ケ ー ブ ル 付 属 ) € Little 
Е? \59.800( 接 続 ケ ー ブ ル 付属 ) 


デー タ シ ョ ウ '88 
東京 ・ 晴 海 展示 場 日 館 19 ブ ー ス 出展 
昭和 63 年 9 427 Н(0--30 RO 4 H IRI 


SCSi 仕 様 の 3.5 イ ンチ ハー ド デ ィ スク 新 登 場 。 世界 最 
小 の コン パク ト サ イ ズ に 先進 の 技術 を 淫 縮 。HDD の 
新 世 紀 に 向け て いよ いよ 新 発 売 。 

Little S-30MB、 ア クセ スタ イム 約 55ms 

Little S4-45MB、 ア クセ スタ イム 約 55ms 

富士 通 FM-R シ リー ズ 対 応 

@ Little S Ұ138,000 (30MB) eLittle 54Ү 
188.000(45MB) @ IFK-86 \7.500( 接 続 ケ ー ブ ル ) 
Apple Macintosh 対 応 

@ Little S Y138,000 (30MB) @Little S4 Y 


: , 188.000(45MB) @ IFK-61 Y 7.500( 接 続 ケ ー ブ ル ) ET 
〒227 横浜 市 緑 区 た ちば な 台 2-2 Г X — 


TEL.(045)961-7511(f&z&) ҒАХ.(045)961-7510 


Falcom 


「 イ ー ス 1 


ANCIENT Ys VANISHED 
THE FINAL CHAPTER 


The Impression 


We made Ys 月 because 


2 人 の 女神 と は 誰 の こと な の カ か? 
6 肛 の 草 物 に 革 か れ た 物語 の 本 当 の 意味 と は 2 


優し さか ら 、 感 動 へ 。 


We were interested in exploring this theme further 
Thus. Software for Game 1988 


Works made in Tokyo 


アイ テム 数 が 増え 、 さ ら に 6 種類 の 魔 目前 作 の 4 倍 の 


ま が 加 わり 、 敵 と の 戦闘 パリ エー ショ 成 か ら 


) デ ー タ 量 を 有 し .3 部 橋 
壮大 な スト ー リ ー a] 


rí 1,0% 
47” Ves 
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立体 的 て リア ル な グラ フィ 広 
大 な マッ フ 、 前 作 以 上 の 重ね 合わ せ 
処理 、 ス クロ ー カ р 


イー スル は 、 イ ー ス の 続き で す 


イー ス が な ぐ て も イー ス II は プレ イ で きま す が 、 イ ー ス を ブレ イ し て お く と イー ス | が より 楽し め ま す 。 


モノ トー ン か ら カ ラフ ル へ 。 
分 類 や 仕訳 な ど に 便利 な 
ワイ ドカ ラー バリ エー ショ ン で 
0A に 彩り を 洋 え ます 。 


OA の 進化 に 伴い 、 ま すま す 増 えて い 《 フ ロッ ピー 
ディ スク 。 ОЛ と 意気 込ん で は みた も の の 、 デ スク 
上 に 池 沙 する ディ スク の 整理 に お 手 上 げ で は 、 折 
角 の OA も 形 無し びす 。FJK の カラ ー フ ロッ ピー・ 
レイ ン ボ ー シ リ ー ズ な ら 、 美 し い ワ イド カラ ー バ リエ 


3.5INCH COLOR 
MICRO FLOPPY DISK 


ーション で デイ スク ファ イル の 分 類 や 仕訳 も 簡単 。 
し か も 高 性 換 。4 半 世紀 以上 に わ だ た る エ 
レク トロ ニク ス 用 超 精 密 部 品 の 開発 に よっ て 培 わ 
れ て きた ハイ テク ノロ ジー を 肖 縮 。 さ ら に 、 人 手 に 
一 切 触れ る こと な く 〈 完 全 自 動 化 ライ ン に よっ て 生産 
され る 高 精度 シェ ル や 、 全 数 全 ト ラッ ク の サー ティ 
ファ イ の 実施 に より すべ て の 磁気 記録 特性 を テス 
ト し て エラ ー フ リー を 実現 する な ど 、JIS 規 格 より 一 
段 と 厳し い 独自 の 規格 を 設定 。FJK な ら で は の 
万 全 の 品質 管理 で 、 よ り 高 度 な ユー ザー ニー ズ 
に も お 応え し ます 。 ビ ジネス に パー ソナ ル に 、 美 し く 
OA し た い 方 の た め の レ イン ボー シリ ー ズ 、FJK か ら 。 
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RAINBOW Series 


@ 理 想 的 な ヘッ ド タ ッ チノ 高度 な 研磨 技術 に よる 理想 
的 な ヘッ ド タ ッ チ で エラ ー を 防止 。 狼 スペ マー シ ン グロ ス を 
徹底 追放 高 精度 シェル & メ タル ハブ に より 、 エ ラー 
の 原因 と な る スペ ー シ ン グロ ス を 役 底 的 に 追放 。 常 に 
スム ー ズ な 回 転 で エラ ー フ リー を 実現 。 ӨЗІН У-747 
ァ イ ン ISO 規 格 、JIS 規 格 よ り 一 段 と 厳し い 独自 の 規格 
に より 、 全面 サー ティ ファ イ を 実施 。 品質 管理 に 万 全 
を 期し て いま す 。 代 優 れ た 互換 性 さま ざま な ドラ イブ に 
よる マッ チン グ テ ス ト を 実施 し 、 優 れ た 互換 性 を 実現 。@ 
薄 異 の 3000 万 パス ノ グ ト ラッ クノ 通常 の 使用 状態 で 5 
年 以上 と いう 高 耐久 性 を 実現 (JIS 規 格 の 10 倍 以上 )。 


5.25 イ ンチ 版 も 好評 発売 中 


ЕЕ 621) 5462710 
東京 営業 所 〒111 東京 都 台東 区 柳橋 1-3-6 第 11 日 東 ピ ル 5F 
Tel.03-862-9701( 代 ) Fax.03-862-9155 


厚紙 な ど 


切り 抜く (明り 取り の 窓 ) 


TEDDY ト が な け 


30cm 程 度 


30cm 程 度 


и 


10cn 程 度 | cm 6 cm 


サン プル 写真 の 見 方 


X 1 ⑯( ま た は 凝り 性 な 人 は ⑧ )@ £ 5 AE 
版 を 厚紙 で 作り , 図 2 の よう に 写真 か ら 30 一 40 
cm くら い の 距 離 か ら な が め て みて くだ さい 。 な 
お , 乱視 の 人 は 立体 的 に は 見 えな いか も し れ ま 
VAL, 結局 , どの 道 , 本 物 を 見 た ほう が 綺麗 
で す の で ぜひ 3D ス コー プ を 作っ て , プロ グラ ム 
を 打ち 込ん で , 見 て みて くだ さい 。 
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二 下 や 左右 で は な く , 前 後に ゅ 
=: つい で 見 えま す 。 今回 の 特集 の 
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640X200 ド ッ ト , 8 色 モ ー ド 画面 の CG を 遠景 用 , 近 景 用 等 奥 
行 ご と に 分 け て 描い て お け ば , この ユー ティ リティ を 使っ て 立 
体 的 に 見 せる こと が で きま す 。 原理 は 単純 な わり に 効果 は 絶 
大 / ぜひ 体験 し て みて くだ さい 。 な お , 画面 デー タ は p.87 掲 
載 の 「8 色 グラ フィ ッ ク エ ディ タ GE-8」 の も の が その まま 使え 
di. 
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まず は 何より 3D ス コー プ を FM シリ ー ズ 
に つなが な けれ ば , この 特集 は 始ま り ま せ 
ん 。 と ころ が , 王 作 と いう と , つ いつ いし り 
ご み し て し まう 人 も 多い の で は な いで し ょ 
95? し が か し, ご 安心 あれ / “тї 
と は 名 ば か り で , 初め て ハン ダ ゴ テ を 所 る 
と いう 人 で も 簡単 に 作れ て し まう 程度 の 物 
で す 。 し か も , 親切 な 実体 配線 図 付き / 
部 品 も 手 に 入り に くい も の は あり ませ ん 。 そ 
ФЕ, と っ て も 安価 に 作れ ます 。3D ス コー 
プ 本 体 は , ファ ミ コン, セカ 等 の 家庭 用 ゲ 
ー ム 機 用 の 物 や VHD ビ デオ ディ スク 用 の も 
の が , その まま 共通 に 使え ます 。 しかも, 
ファ ミコ ン , セガ 用 の 物 な ら ば 非常 に 安価 
に 手 に 入る で し ょ う 。 

この 3D ス コー プ は 手軽 で , 安価 で , それ 
で いて 効果 絶大 な 周辺 機器 と な り ま す 。 

あな た も , この 際 , 1 個 作 っ て お いて みて 
は いか が で すか ? 


@ 立 体 に 見 える に は @ 


私 達 が 今生 活 し て いる 世界 は 3 KIE t BF 
ば れ て いる 世界 で ある と いう こと は 皆さん 
も ご存知 で し ょ う 。 これ に 対し て テレ ビ の 
画面 の よう な 平面 の こと を 2 次 元 と 言い ま 
す 。 私 達 の 眼 は 3 次 元 の 世界 の 中 で 生活 す 
る の に 適し て いる た だ た め , 平面 で わあ る テレ ビ 
画面 に 映し だ され た 画像 は どう し て も 実際 
と は 異な っ た 平たい も の に 見 えて し まい ま 
Fa で は どう し LC この よう が 通い が で st 
L. 2 500 U まう が 。 

私 達 は 言う まで も な く 〈 2 つの 目 , 両目 を 
備え を てい ます 。 この 水平 に 離れ た 2 つの 目 
か ら 1 つの 物体 を 見 れ ば 脳 に 到達 する 画像 


は 当然 少し ずつ ずれ だ も の に な る で し ょ う 
(この 差 の こと を 両 眼 視差 と 言い ます )。 7: 
と えば 図 1 の よう に 両目 で 1 つの 点 を 見 た 
tš, も っ と 遠く に ある 別 の 点 で は 見 え ぇ 方 
が だ いぶ 違い ます ね 。 私 達 の 脳 は この 視差 
を うま くさく 処理 し て 1 つの 奥行 の つい た 画像 
を 作り 出し て いる の で す 。 

と ころ が これ と 同じ も の を テレ ビ カ メ ラ 
に 収め て テレ ビ の 上 に 再現 し て み ま し ょ う 。 
する と 図 2 の よう に な り , 画面 に は 視差 の 
な い 映 像 が 映し だ され ます 。 す る と 脳 に 伝 
わっ た 両目 に よる それ ぞ れ の 画像 に は 奥行 
を 作る た め の 材 料 が 含ま れ て いな い の で , 
実物 と は 違っ た 平坦 な 画像 が 脳 の 中 に 再現 
され て し まい , 立体 的 に 見 えな い の で す 。 

この こと を も っ と 簡単 に 体験 する こと が 
で きま す 。 片目 を 眼帯 な ど で 見 えな いよ う 
に し て キャ ッ チ ボー ル を し て み ま し ょ Ja 
片目 を 隠し て し まう と , 脳 に は 片方 の 画像 
し か 伝わら な く な っ て し まい ます ね 。 そう 
する と 奥行 を 出す た め の 視 差 が 脳 に 与え ら 
れ な いた だ ため , 景色 は 立体 感 を 失っ て 平坦 に 
見 を る で し ょ う 。 し た が っ て 空間 を 飛ん で 
くる ボー ル ま で の 距離 が わか ら な いた め う 
まく 捕れ な い は ず で す 。 それ で も 人 間 の 脳 


図 1 2 図 2 i 
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は よく で きだ た も の で , 物 の 見 か け の 大 きき 
か ら 大 体 の を の 物体 まで の 距離 を は じき だ 
し て し まい ます 。 スー パー ボー ル な ど あ ま 
り 慣れ て いな い 物 で 試し て みて くだ さい 。 
この よう に , 物 が 立体 的 に 見 を える に は , 
その も の が 立体 で ある こと と , 両目 で 見 る 
こと に よる 両 眼 視差 が 必要 な の で す 。 


e テレ 画面 を 立体 に e 


55, 今回 の 特集 で は 平面 で わあ る テレ ビ 
画面 上 に 映し 出る れ た 画像 を 立体 的 に 見 え 
る よう に する の が 目的 な の で す が , テレ ビ 
が 現在 の よう な ブラ ウン 管 に よる も の で あ 
る 限り , テレビ 画面 に 直接 3 次 元 の 画像 を 
映し だ すこ と は 不可 能 で し ょ う 。 先ほど の 
よう に 視差 を 作る に は 両目 の 位置 に 配置 る 
れ た カメ ラ で 撮ら れ た 画像 を 両目 に 別々 に 
見 せな けれ ば な り ま せん 。 と ころ が テレ ビ 
画面 は 1 つの 画像 し か 映 せ ませ ん し , 再現 
性 を 考え を る と テレ ビ を 2 つ 以 上 用 意 る せる 
わけ に も いき ませ ん 。 

と ころ で 皆さん は 一 昔 前 で らい の , ある 
民間 放送 同 に よる 立体 放送 と いう の を 覚え 
て な いで し ょ うか 。「 立 体 メ ガ ネ 」 と いう 赤 
と 青 の フ ィ ル ム が 片方 ずつ に 張ら れ だ メガ 
ネ を 掛け て 立体 放送 の 番組 を 見 る と テレ ビ 
画面 が 立体 的 に 見 を る と いう も の で し た 。 

どう いう 原理 か が 。 と いい ます と , メガ ネ 
の 右目 の 部 分 に 赤 , 左目 の 部 分 に 青 の フ ィ 
ルム が 張ら れ て いる と し ます 。 そし て 画面 
に は 両目 の 位置 に 配置 きれ た 2 つの カメ ラ 
で 撮ら れ た 映像 が 重ね て 映し 出る れ ま す 。 
だ だし, た だ 映し 出 き れる だ け で は あり ま 
せん 。 右目 の 位置 に 置か れ だ カメラ に よる 
画像 は 青 の み , 左目 の 位置 に 置か れ た カメ 
ラ に よる 画像 は 赤 の み で テレ ビビ 画面 に 映し 
出さ きれ ます 。 す る と 赤い フィ ルム を 透 す と 
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テレ ビ 画 面 の 赤 の 部 分 は 見 えた なくなり , Ж 
目 に は 右側 の カメ ラ で 撮ら れ た 青い 画像 だ 
けが 見 える こと に な り ま す 。 左目 も 同様 に 
し て, 左側 の カメ ラ で 撮ら れ た 青い 画像 だ 
けが 見 える こと に な り 脳 は これ を 元 に 視差 
を 計算 し て 興行 を 含ん だ 1 つの 画像 を 作り 
15633. 

と ころ が この 方 法 に は 非常 に 苦し い 点 が 
いく つか あり ます 。 ま ず 赤 青 の フ ィ ル ム が 
赤 と 青 を 完全 に 分 離す る こと は で き な い と 
いう こと , 次 に いく ら 視 差 は 含ん で いる と 
は いえ を , 両目 か ら 脳 に 伝え られ る 画像 の 色 
が 全く 〈 違 うとい うこ と, さら に 付け 加え る 
と 各 家 庭 の テレ ビ の 色調 は か な り い い 加 減 
で テレ ビ 局 の 期待 し て いる 赤 や 青 は ほとん 
ど 再 現 き れ て いな か っ た こと な ども あげ ら 
れ ま す 。 し た が っ て この 方 法 は あま り よ い 
効果 を 上 げ ら れ な か っ た と いう 結果 に 終わ 
b 3 дө 

と ころ が 1 つの テレ ビ に 視差 を 含ん だ 両 
H 07:50) 2 つの 画像 を 映し だ す と いう 点 
は , 今回 使う 3 D ス コー プ の 動作 を 理解 す 
る の に 役立ち ます 。 そし て この 3 D ス コー 
プ を 使え を ば カラ ー で , し か も 両目 に は 完全 
に 分 離さ れ た 画像 を も 見 せる こと が で きま す 。 

テレ ビ の 画面 は 60 分 の 1 秒 に 1 枚 の 割合 
で 送ら れ て きま す 。 トー タル すれ ば 滑ら ヵ 
に 動い て 見 える よう な 画面 で も 1 枚 1 枚 は 
静止 し た 画面 を 非常 に 高速 に 切り 換え て い 
る の で す 。 し た が っ て を その 1 枚 ず つ に で た 
ら め な 物 を 使え を ば 人 間 の 目 に と っ て は 画面 
は と て も 動い て いる 一 連 の 出来 事 に は 見 え 
な いで し ょ うし , 2 つの カメ ラ か ら の 画像 
を 1 枚 ず つ 交 互 に 映し 出せ ば あたかも 透明 
な フィ ルム に 描か れ た 2 枚 の 写真 を 重ね た 
よう に も 見 えま す 。 で すか ら 視 差 を 含ん だ 
右目 用 の 画像 と 左目 用 の 画像 を 交互 に 映し 
出す こと も $ で きる の で す 。 

そこ で この 3 D ス コー プ ' が 必要 に な っ て 
くる の で す 。 こ の 3 D ス ュー プ ' は テン レ 画 
面 に 右目 用 の 画像 が 映し 出さ れ て いる と き 
は 左目 の シャ ッ タ を 掛け , 左目 用 の 画面 
が 映し 出さ れ て いる と き は 右目 の シャ ッ タ 


3D ス コー プ 
接続 ケー ブル 各種 
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写真 | 


を 掛け る の で す 。 す る と 両目 の 画像 に は 60 
分 の 1 秒 の 差 が 出 ま す が , 私 達 の 目 や 脳 は 
こう いう こと に は 無力 着 な よう で , boo 
き は 出 ま す が 立 体 的 に 見 を る わけ で す 。 


ロス コー ブ 接 続 


ST, で は 実際 に FM77AV シ リー ズ に 3 
D ス ユー ププ" を つなげ る 方 法 も を 。 いろ いろ 紹 
介し て いき まし ょ う 。 今回 は , 本 当 に た だ 
つなぐ で だ け の 非常 に 簡単 な 接続 方 法 か ら , 
より 鮮明 に 見 える よう に する だ た だめ に ちょ っ 
と し た 工作 が 必要 な も の まで , 4 と お り の 
方 法 を 集め て み ま し た 。 皆さん の 都合 , T 
算 , 工作 の 腕 に 合わ せ て お 好み の 方 法 を 選 
ん で くだ さい 。 なお, 後 の 記 事 か ら の 応用 


Y7 МЕ, すべ て の 接続 方 法 に 対応 し て い 
ます の で ご 安心 を 。 
と りあ えす ず す 必 要 な 物 

idu 当たり 前 で す が 3 D ス コー プ が 必 


要 で す 。 3D ス コー プ は ファ ミコ ン 用 (写真 


1), セガ 用 (写真 2 ), ビク ター や シャ ー フ 


製 等 の VHD ど デオ ディ スク 用 (БЕЗ) な 
と が 利用 で きま す 。 す で に 何かしら の 物 を 
持つ で いる 人 は ,。 る それ を 使う と し て で て 。 < 
の 特集 の た め に 購入 し よう と 思っ た 人 に 
は ファ ミコ ン 用 が お すす めで す 。 なぜなら 
ファ ミコ ン 用 は 初め か ら ジ ョ イス ティ ッ ク ポ 
ー ト の よう な も の に 接続 する こと を 考え て 
作ら れ て いる た め , 添付 の イン タフ ェ ー ス 
まで 流用 し て し ま ぇ ば FM 用 接続 ケー ブル 
の 工作 が 極め て 簡単 に びき て し まう か ら で 
す 。 値 段 も 安い で すし ね 。 ファ ミュ コン 用 , 

セガ 用 は 定価 は 6.000 円 びら いし ます が , fX 


ГУ 


ケー ブル の 作り 方 ° 


ZTF ミリ ー コ シ ピ ュー タタ 1W ヌ ネリ ー デ ディ ー シ ス デム 


(任天堂 。\6,000) 


写真 2 Sega 3D Glasses 


(セガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス , Ұ6,800) 


写真 3 

立体 スコ ー プ VO-U41( シ ャ ー プ , ¥ 13,000) 
葉 原 や 大 手 カ メラ 屋 な ど で は , だ いた い 3, 
000 円 くら いで 手 に 入る よう で す 。 

そし て , 今回 は 。 これ ら の 3D ス コー プ 
は すべ て ジョ イス ティ ッ ク ポ ー ト に つなぎ 
ます の で , ジョ イス ティ ッ ク ポ ボー ト 用 の 9 
ピン D サ ブ ュ コネクタ と 4 芯 以 上 の ケー ブル 
が 必要 で す 。 と いっ て も , これ ら は 別々 に 
部 品 で 買っ て くる より パソ コン ショ ッ プ の 
サプライ 用 品 コ ユー ナー な ん か て 売っ て いる 
「 ジ ョ イス ティ ッ ク 延 長 ケ ー ブ ル 」 を 買っ て 
利用 する ほう が 便利 で し ょ う 。 も ちろ ん , 
いら な 《 な っ だ た だ ジョイスティック 等 が あれ 
ば , その コネ クタ と ケー ブル を 切り 取っ て 
利用 し て も か まい ませ ん 。 今 回 は 、 で きる 
か ぎり 簡単 な 工作 で 済ま せる こと に 重点 を 
置く つも りな の で , 本 記事 で は 市 販 の ジョ 
イス ティ ッ ク 延 長 ケー ブル を 利用 する こと 
に し ます 。 ジ ョ イス ティ ッ ク 延 長 ケ ー ブ プル 
と いっ て 8 も 各社 か らい ろ い みろ 発売 され て い 
ます が , ここ で は 最も 手 に 入り や すい と 中 
われ る ARVEL の AC05 (\1.000) と いう 


ЖІ ジョ イス ティ ッ ク ケ ー プ ブル (ARVEL АС 
ピン 番号 ーー コー ド 色 対応 表 


JT 
ピン 番号 а 5 名 コー ド の 色 
1 FWD Ж 
2 BACK DE 
3 LEFT 燈 
4 RIGHT Қ 
5 +5 V dk 
6 TRIG 1 H 
7 TRIG 2 IK 
8 COM т 
9 | GND 青 


ジョ イス テ ネ ッ ク 
コネ クタ 側 か ら 見 た 
ピン 配置 


製品 を 例 に と っ て 説明 し て いき だ た いと 思い 
ます 。 表 1 に AC05 の ケー ブル 中 の コー ド 
の 色 と ビ ピン 番号 の 対応 表 を 載せ て お きま す 。 
ジョ イス ティ ッ ク か ら 切 り 取 っ た 物 や ほか 
の 製品 を 使う と いう 人 は , 必ず し も ピン 番 
号 と コー ド 色 の 対応 が 表 1 の と お り と は 限 
り ま せん の で , テス タ な ど を 使っ て ご 自分 
で 調べ て て だ きい 。 

AT, ЗАНЫ Сі, сф YRD 
ら 電気 工作 の た め の 用 具 一 式 が 必要 で す 。 
と は いっ て も , ハン ダ と ハン ダ ゴ テ と ニッ 
と ドラ イ バ だ け あ れ ば 充分 で す が 。 

で は , 基本 的 な 部 分 に つい て の 話 が 終わ 
っ た と ころ で , いよ いよ 作り 方 の 説明 に 入 
Ü LE э 
JES SE Yl E EE] 

これ が 1 番 簡単 (写真 4)。 な ん と , Z 
ョ イス ティ ッ ク ポ ー ト の TRIG1 , TRIG2 
出力 端子 と 83D ス コー プ ' の 液晶 シャ ッ タ に 
直結 し て , その まま 駆動 し て し まお うと い 
うか な り 強 引 な も の で す 。 本 来 な ら 24Vp_-p 
/800Hz( らい の (3D ス コー プ の 液晶 シャ 
ッ タ に 関す る 正確 な 資料 が 手 に 入ら な か っ 
だ の で うろ 2 覚え の 値 な の で す が ……) パル ス 
で ドラ イブ し な けれ ば な ら な い 物 を , TTL, 
H レ ベル の 2.4V で 1/60 秒 ご と の ON/OFF 
だ け で 動か し て し まお うと いう 無謀 な 方 法 
гі, を それだけに 。 8 サス コー プ に よっ で , 
動く も の も あり , 動か な いも の も あっ たり 
し ます 。 ど の メー カー の …… と いう 問題 で 
i72 € C, 3 D ス コー の 製品 1 個 1 個 の 
バラ ツキ で 決ま っ て し まう よう で す 。 こ の 
方 法 で 動か な か っ だ 人 は あき ら め て ほか の 方 
СО ғ УР | q だ きい 。 だ と 
え ぇ 動い て も , ほか の 3 方式 ほど よく 見 えな 
COT, 工作 に は まる っ きり 自信 が な いと 
いう 人 以外 に は あま りお 勧め で きま せん 。 
作り 方 は 図 3 を 見 て くだ きい 。 

i, 3 D ス コー フ " は すべ て ステ レオ ミ 
ー ヴ プラ グ で つなが る よう に な っ て りり , ds 
号 の 配置 $ 各 機種 共通 し な っ て いる の で , 
中 ツア ェ ー ス きえ 作れ ば 。 3 D ス コー ジ " 
は どれ で も 差し 換え て 共通 に 使え ます 。 
p ET 2 еі 

前 の 直結 式 を 改良 し た も の で , 電圧 不足 
を 補う た め に 9 V 電 池 と CMOS バ ッ フ ァ を 
追加 し た タイ プ で す (写真 5, 6)。 ち ょ っ 
と 工作 は 手間 が 増え を ます が , それ で も 30 分 
ぐら いで で き 上 が っ て し まう 程度 の も る の だ 
と 思い に ます 。 フ ァ ミ コン 用 , モ ガ 用 , VAD 
用 すべ て 共通 に 使え を ます し , ここ で 紹介 す 
る 4 方式 の 中 で は 1 番 く っ きり と 見 える よ 
うな の で , これ は お 勧め で す 。 


屋 を めい っ ぱい 歩き 回 っ て , その 状態 で 端 


回 路 に は CMOS IC を 1 個 使っ て いま す 。 
CMOS と いう と 「 静 電気 で す で 壊 れる 」 と 
いう イメ ー ジ が 強い で す が , МИЯЛА š ОЙ 


子 の 金属 部 分 に ベタ ベタ る わる , と いう で 
らい し な けれ ば , そう は 壊れ ませ ん 。 


図 3 直結 式 接続 ケー ブル の 作り 方 


部 品 表 


p ; 回 路 図 
ジョ イス ティ ッ ク 延 長 ケ ー ブ ル AC05 


ジョ イス ティ ッ ク ボ ポ ボート 


эе 1 1,000] TRIG1 O anaE A EEE E ш ES, | 
356% 7 LL £ ŠS = gy Zerene 1 100 円 2: CE 
(家電 販売 店 の オー ディ オ コ ュー ナー で 売っ て いる b OTH) TRIG2 
計 1,1001] GND 
配線 較 G u 
@ 3 D ス ュー プ の 
| / ステ レオ ミニ プラ グ 


xm» ORO , (85959) 
に つなが る も の の 場合 


ケー ブル を 途中 で 切断 する 
※ 使 用 し な い コ ー ド は どこ に も つなが な く て 結構 で す 


図 4 別 電源 式 接続 ケー ブル の 作り 方 ro ピン を 
部 品 表 配線 較 күс 5 
Za 4 27 4 2 Z8EE pr — 2 pe 27-8107 
AC05 の た で ドミ ミナト ミミ スズメ コ ; eU] 1,000H] Л ! ! UN 
3.52 2 > А ` = Za y Z > 
sa ones se 1 10011 
4 


е a. са 
て 売っ て いる も の て で 可 


ІШІП 


CMOS IC 74С04 ……… 1 7014 Y y Б 

電池 006P (9V)……… 1 200 円 - 

006P 用 電池 スナ ッ プ … 1 30 円 1 番 ピ ン 

2. 1 20015 ТЕСТ 

ケー ス (適当 な 物 ) …… 1 200 円 (ピン 配置 は 図 3 
計 1,800 円 < 同じ と す 2) 


写真 5 別 電源 接続 ケー ブル 


2 写真 6 
別 電源 式 の 中 身 
ーー 


\ 


74 ara 
74C04 の ピン 配置 < ジョ イス ティ ッ ク 
(IC を 上 か ら 見 た 図 ) ーー m 
TRIG 2 
GND 


ТА 1Ү 2A 2Y ЗА 3Y GND 


1988-9 Oh/ FM 19 


部 品 は 1IC を 1 個 使う だ け な の で , 基板 
な ど 使 わ ず に IC の 足 に 直接 配線 し て 作っ 
て し まっ た ほう が 手軽 で し ょ う 。 作り方 は 
図 4 を 見 て くだ さい 。 


ファ ミコ ン 用 イン タフ ェ ー ス 流用 式 
(製作 : ЖЕДЕЛ) a ws 

ファ ミュ コン 用 3D ス コー フ " を 持っ て いる 
A, まだ た は 買っ て きた 人 は この 方 法 の 接続 
ケー ブル を 作る こと を お 勧め し ます (写真 
7-8), フジ デ ミユ ジル の 3 スミ ヨージ た 付い 
TBA оа, 359065 2 5 S = 
ン の ジョ イス ティ ッ ク ポ ー ト へ 接続 する よ 
うに 設計 る され て いる の で , FM の ジョ イス 
テイ ッ ク ポ ー ト に も 簡単 に 接続 で きま す 。 
それ は も う , 直結 式 に も 迫る くら い の 簡 単 
STT. しかも, まとも な 回 路 が 組ま れ て 
いる の で 画質 も きれ いと いい こと ずく 〈 く め 。 
作り 方 は 図 5 に 示し ます 。 

な お , 前 の 2 例 が TRIG 1 , TRIG2 出力 
を 使っ て 右左 の 液晶 シャ ッ タ を コン トロ ー 
ル し て いま し た が , これ は COM 出力 1 本 
TY 2 Ux P. 

ちな み に ,。 セガ 用 に 付い て くる イン タフ 


部 品 表 


ジョ イス ティ イッ ク 延 長 カ ケー ブル 


1 1,000H] 
ie 75019 
D サ プ 15P コ ネ ク タ 用 カバ ー……… 1 400] 


ЖЕРГІ 


図 6 ЖАҒЫ 7-27)/,04Е90% 
部 品 表 

ジョ イス ティ ッ ク 延 長 ケ ー プ ブル 

АСОБ eM Hee 1 1.000 円 
3.56 ス テレ オミ ニ ジ ャ ッ ク ………… 1 10011] 
жыз sug е 

売っ て いる も の て 可 

CMOS ІС 74€04 m HAM 1 70H] 
COMS ІС 74C86 m 1 70 円 
抵抗 100KQ нн. 1 10 円 
抵抗 1M Or 1 10 円 
コン デン サ 0.01/F D з 1 20H] 
Po M 1 150H] 
ケー ス ( 適 当 な 物 ) 200 円 


VCC48 4A 4Y 38 3A 3Y 


_1A 1B1Y 2A 28 2Y GND 


20 Oh/FM 1988-9 


ファ ミコ ン 用 イン タフ ェ ー ス 流用 
式 接続 ケー ブル 


写真 8 ファ ミコ ン 用 
イン タフ ェ ー ス 流用 式 の 中 身 


ェ ー ス は (詳し いこ と は わか り ま せん が ) 
どう も バス 直結 らし く , これ を FM 用 と し 
て 流用 する の は 困難 で し ょ う 。 


AVIA ЕМДЕЛЕДІ, 


前 に も ちら っ と 書き まし た が , 本 来 液晶 
シャ ッ タ は 800Hz 程度 の パル ス で ドラ イブ 
し な ゆれ ば な ら な いよ うに な っ て いま す 。 


この 方 法 で は , ちゃ ん と パル ス を 作り 出し , 


し か も シャ ッ タ オン 時 と オフ 時 で GND t 
駆動 用 の 端子 を 反転 きせ る こと で , 疑似 的 
に 10Vp-p 近い 電圧 差 を 作り 出し て いま す 


図 5 ファ ミコ ン 用 イン タフ ェ ー ス 流用 式 接続 ケー ブル の 作り 方 


回 路 図 
ДАТА > 2 7Jy 37H 
ポー ト AZAZETA 


ТӘУ O- — сс еу 


COM о—————о#Є> 


GND о———————————————о1ж#=:> 


回 路 図 
ジョ イス テイ ッ ク ボ ポー ト 
74C04 74C86 
COM 
Pe オー セッ ー | 
0.014Е 
IMQ 100К0 


+5V cl 74CO4.74C86 の 14 番 ピン へ 


GND L 74C04.74C86 の т 番 ビ ピン へ 


74C86 の ビン 配置 図 ((C を 上 か ら 見 た 図 ) 


パ バルス 駆動 式 
接続 ケー ブル 


写真 10 パル ス 駆 動 式 の 中 身 


(写真 9.10)。 ほ か の 接続 法 に 比べ る と, 
少々 部 品 点 数 が 多い で す が ,。 すべ て の 3D 
スコ ー プ に 使え , し か も 電池 も いら な いと 
いう 利点 が あり ます 。 た だ , パル ス 駆 動 の 
た め シ ャ ッ タ の 開閉 速度 が ほか の 方 法 よ り 
速い (のか, 右左 の 視差 が あま り に 大 きい 画 
像 が 見 づら いと いう 欠点 も あり ます 。 な お , 
作り 方 は 図 6 を 見 て くだ きい 。 IC 2 個 と な 
る と , ちょ っ と 線 が 込み 入っ て し まう の で 
残念 な が ら 配 線 図 は 付け ませ ん 。 

o, これ も TRIG1, TRIG2 で は な く <,。 
COM で コン トロ ー ル する よう に な っ て いま す 。 


動作 テス ト 


今 まで の 説明 を 読ん で くる と, ずい ぶん 
いい 加減 な 方 法 で 3 D ス コー プ を 駆動 し て 
いる よう て 不安 に 駆 ら れ だ 人 も いる か も し 
gu apa qt ご 安 選 く だ きい 。 SDAA- 
プ に は 液 曲 シャ ッ タ 以外 これ と いっ た も の 
は 付い て おら ず , そし て 液晶 シャ ッ タ は , 
こん な に 適当 に 使っ て も し っ か り 動 作 し て 
Ca ds 

85, 接続 ケー ブル が で き あ が り , 動作 
確認 を し て みよ うと 思っ だら, リス ト 1 の 
プロ グラ ム を 打ち 込ん で 走ら せ て みて (だ 
さい 。 4 の キー を 押す と 左 , [6」 の キー を 押 
す と 右 の シャ ッ タ が 下り る こと を 確認 し て く 


に な る わけ で は あり ませ ん 。 視野 の 大 部 分 

(3D ス コー ププ に よっ て 品質 に 個体 差 が あ 
5) が , 向こう が わずか に 透け て 見 える 程 
度 に 黒く な れ ば OK で す 。 


% 使い 方 


き さ て ソフ ト か ら の この 3D ス コー プ を ど 
う や っ て 制御 する か と いう 説明 わし まし ょ 


o 


АТ 


この 3 せ DD スラ ヨー プ は ジョ イス ティ ッ ク の 
TRIG1, TRIG2 出力 や COM 出 力 信号 を 使 
っ て 左右 の シャ ッ タ 開閉 を し ます 。 ジョ イ 
ステ ィ ッ ク 関 係 の パラ レル I/O は 図 7 の よ 
うに FM 音源 の 内 部 レジ スタ 15 番 と な っ て 
いま す が , FM 音源 の 内 部 レジ スタ を 操作 す 
る の が ちょ っ と や や こし い の で 説明 し ます 。 


リス ト 1 テス ト ア ロク ラム 


1000 AD-7:DT-&H3B:GOSUB 1040 
1010 
1020 

. 1030 

_ 1040 

. 1050 

_ 1060 

| 1070 
1080 
1090 
1100 


AD= 1 5 : DT=&H2E:GOSUB 1040 
AD= 1 5 : DT=&H3D:GOSUB 1040 
POKE &HFD16,AD 

POKE &HFD15,3 

POKE &HFD15,0 

POKE &HFD16,DT 

POKE &HFD15,2 

POKE &HFD15,0 

RETURN 


図 7 FM 音源 プ ジ ョ イ ステ ィ ッ ク 関 係 !/O 


まず , $FD16 番 地 に これ か ら デ ー タ を 書 
き 込 みた い レ ジス タ 番 号 を 書き 込み ます 。 
次 に それ が レジ スタ 番号 で ある こと を 示す 
た め $FD15 番 地 に , 3 を 書き 込み , 続い て 
レジ スタ 番号 の 確定 を 示す た め , $FD15 番 
地 に 0 を 書き 込み ます 。 こ れ で デー タ を 書 
き 込 みた い レ ジス タ 番 号 を FM 音源 に 伝え 


A$=1NPUT$ (1 ) :ON INSTR("46" ,A$ )GOTO 1020,1030:GOTO 1010 
:GOTO1010 
:GOTO1010 


| BASIC チ ェ ッ クサ ム 


LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM 
1000 6A АС DO DO ЗЕ ЕС E9 52 ЕВ E9 :FO 
1100 Е0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :Е0 


4А АС DO DO ЗЕ ЕС E9 52 ЕВ Е9 /DO 


FD15 | FM 音源 | W コン トロ ー ル レジ スタ еі 
Ж Е з[2[1[0 
ооо о | ハイ イン ピー ダン ス 
| 0|0|0| 1| デー タリ ー ド 
|0|0|1| 0| デー タラ イト | 
101 0 | 1| 1| レジ スタ アド レス ラッ チ 
0|1|0]0| ステ ー タ スレ ジス タリ ー ド 
110/011| ジョ イス ティ イッ クボ ポート リー ド 
R 禁 ab 
[ rst XU ККД UO UG SPD OSEE OC TI ILC 0 0 0 | 0 
FD16 W ライ トド ト デ ー タ レジ スタ アド レス 
рт | ps pa | pa D3 D2 pi | po 
R JR Ta ステ ー タ ス 
Dx | SDI Ds | р4 De. | 2р2 йл. | [00 
<FM 音 源 レ ジス タ ア ドレ ス > 
アド レス | H cd Бет ЕЕ 8 d ul dic WES 0 
| 
R7 イネ ー プ ブル レジ スタ | B ポー ト | A ポート NOISE TONE 
入出 力 方 | 入出 力 方 0: 出力 する 0 : 出力 する 
向 向 1 : 出 力 し な い 1 : 出力 し な い 
チャ ネル | チャ ネル | チャ ネル | チャ ネル | チャ ネル | チャ ネル 
0:АЛр0% А) 
1 : 出 力 | 1 : 出力 Ç B A C B A 
| 
R14 A ポ ー ト 1” ub | ジョ イス ティ ックス テー タス 0 :Pressed 1:Not 
デー タレ ジス タ ( 入 力 ) | ( 未 使用 ) | ( 未 使用 ) | TRIG2 | TRIG1 右 Ж 後 前 
R15 | B ポ ー ト ӨЗДЕ ジョ イス 722 Jet J 2 2:2 ] 1 T3 
デー タレ ジス タ (出力 ) ティ ッ ク | COM COM TRIG2 | TRIG1 TRIG2 | TRIG1 
切り 換え 出力 出力 相当 相当 相当 相当 
( 未 使 用 ) | 0 : J 1 出力 出力 出力 出力 
Je j 2 
図 8 垂直 同期 信号 関係 !/O 
РӘШ | mW cw 3 320/640 DISPTMG| VSYNG 
шы スタ 切り 換え ステ ー タ ス | ステ ー タ ス 
1 : 320 a 1 : 表 示 | 1 : 周期 
0 :640 期間 期間 
0s 
ンク 
É 
w | m 上 T 
nro | 0 


る こと が で きた の て 次 に デー タ を 書き 込み 
ます 。 ま ず $FD16 番 地 に 目的 の デー タ を 書 
き 込 み , 次 に $FD15 番 地 に それ が デー タ で 
ある こと を 示す 2 を 書き 込み , 続い て 0 を 
書き 込み ます 。 これ で FM 音源 の 内 部 レジ 
スタ に 1 個 の デー タ を 書き 込む こと が で き 
X e 

2%, で は どこ に , どの よう な デー タ を 
書き 込め ば よい の か と いい ます と 。 まず F 
M 音 源 は 2 つの パラ レル 1I/O を 持っ て お ぉ おり, 
を その それ ぞ れ が 入力 に ぅ 出力 に も 切り 換え 
て 使え る 双方 向 性 な の で , どれ が 出力 用 で 
どれ が 入力 用 か を 決め て や ら な けれ ば な り 
ませ ん 。 これ は FM 音源 の 内 部 レジ スタ 7 
番 に 書き 込む デー タ で 決ま り ,。 この 場合 は 
Аз = АЛ, B ポ ー ト が 出力 に し た い ぃ い 
DT, $BF を 書き 込み ます 。 

これ で 3 D ス コープ を 操作 する 準備 が 整 
いま し た 。 ЕМ 音源 の 内 部 レジ スタ の 15 番 
(ВЖ- Мс, ジョ イス ティ ッ ク ポ ボ ポート 1 
に つなが っ て いる 3 D ス ュー プ " の 右側 の シ 
ャ ッ タ を 閉じ る よう に する に は $3D を , Ж 
側 の シャ ッ タ を 閉じ る よう に する に は $2E 
を 書き 込ん で くだ きい 。 

た だ し 単に 3D ス ュ コープ だ け を 切り 換え 
た だ け で は 視力 検査 の 目隠し に も な り ま せ 
ん 。 モ ニタ テレ ビ に 左右 を それぞれ の た め の 
視差 を 含ん だ 画面 を 切り 換え て 出力 し な が 
ら そ れ に 同期 し て 右目 用 の 画面 が 出力 され 
て いる と き は 右目 が , 左目 用 の 画面 が 出力 
され て いる と き は 左目 が 見 えて いる よう に 
フロ グラ ミシン グ し な 居れ まな り ま せん 。 

AV で は テレ ビビ 画面 の 垂直 同期 信号 が I/ 
O か ら 検 出 で き ます ( 図 8 )。 こ の 垂直 同期 
信号 と は 60 分 の 1 秒 ご と に 送ら れ て 〈 る 画 
面 の 境目 の 信号 な の で これ を 見 て 垂直 同期 
中 に 画面 と 3 D ス コー プ を 切り 換え れ ば 画 
面 の 上 半分 が 右 , 下 半 分 が 左 と いう こと は 
76, 1 画面 ご と に は っ きり 左右 の 切り 換 
ええ が て きる と いう わけ です 。 こめ あたり の 
詳し い プ ログ ラミ ング 方 法 は , 後 の 記 事 の 
応用 ゲ プログ ラミ ング の ソー スリ スト 等 を 見 
て 研究 し て みて くだ さい 。 


° や れ や れ …… 


実は 私 は み だ 目 に は わか ら な い の で す が 
両目 の 視 軸 が 微妙 に ずれ る 持病 が ある の で 
せっ か 〈 作 っ た 3 D ス コー プ " を 掛け て も あ 
まり ピン と 来 な いこ と も あり 苦労 し まし た 
が 。 こ の 3D ス コー プ は Oh Z FM ZZ > 
フ 内 で も , ずい ぶん 好評 で し た 。 せ っ か く 
で すか ら 9 氏 に で も いづ れ 3 D ゲ ー ム を 作 
っ て も らい まし ょ うか が 。 
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for FM77AV シ リー ズ (F-BASIC V3.3, V3.4) 要 :3D ス コー プ 


F-BASIC の グラ フィ ッ ク 命 令 で 3DCG が 簡単 に 描け る . ノ 


3D ス ユー ブサ ポ ボート 用 


_ BAGSIC 拡 張 ブ ログ ラム 


瀬尾 文彦 


さあ , ハー ドウ ェ ア の 工作 が 終わ っ た ら 
次 は それ を サポ ー ト する ソフ トウ ェ ア の 番 
で すね 。 こ の 3D ス コー プ を サポ ー ト する 
ソフ ト を , 誰 で も 簡単 に 使っ て も ら え る よ 
うに, 拡張 BASIC の 形 で お 送り し まし ょ う 。 
も ちろ ん , V3.3/V3.4 系 の すべ て の F-BASIC 
に 対応 ノ 3D ス コー プ を ドラ イブ する 命 
SX, BASIC の グラ フィ ッ ク コ マン ド が あ 
た か も Z 軸 座標 が 指定 で きる よう な 感じ で 
使え る よう に な り ま す 。 皆さん も , この プ 
ログ ラム を 使っ て , 手軽 に 3D グ ラフ ィ ッ 
クス の 世界 を 覗い て みて くだ さい 。 


久しぶり に 拡張 BASIC を 作っ て み ま し 
た 。 分 回 の 材料 は F-BASIC V3.3, 3.4 用 
с, 3D ス ュー プ ジ を 使用 する た め の コ マン 
ド で す 。 今 回 は AV 専用 の BASIC すべ て 
に 対応 する た め , で きる だ け 移 植 性 を よく 
し よう と 考え て 作っ で あり ます 。 で すか が から, 
若干 使い づら いと ころ も ある か と 思い ます 
が 。 そう いう わけ で す の で ご 了承 (だ さい 
ね 。 


е 今回 の 拡張 は е 


冒頭 で も 説明 し た と お り , 今回 の 拡張 B 
ASIC は V3.3 L10 系 , L20, 1,30, V3.4L 10, 
L20 と いう 実に 5 種類 の BASIC に 対応 し 
な く て は な り ま せん 。 し か も それ ぞ れ の В 
ASIC で 内 部 ルー チン の アド レス が 異な っ 
て いま す 。 ま た , 予約 語 の 数 も 違い ます 。 
この た め 変 更 点 が 多く な り , 打ち 込む 方 は 
大 変 な 労力 を 必要 と し ます し , 入力 ミス に 
よる トラ ブル も 生じ よう と いう も の で す 。 
この た め , それ ら の 変更 点 あ も で きる 限り 少 
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Qn! FM 9 


な くす る だめ の 努力 が は どこ きれ て いま す 。 
この 結果 各 バ ー ジ ョ ン 用 の 変更 点 は 実に 4 
パイ ト に お な きま っ て いま す 。 も っ と も ブロ グ 
ラム の サイ ズ が 小さ いと いう こと も 手伝っ 
て は いま す が , な に も 考え ず に 作っ て いて 
は こう は いか な か っ た だ と 思い ます 。 
ここ て 今回 の プロ グラ ム が どう いう も の 
で あっ た か を 説明 し て お きま し ょ う 。 AV 
シリ ー ズ に は 640x200 モ ー ド で 2 画面 を 持 
つづ と の で さる よう に な りり まし た 3D ス 
ュー プ は 少し ずれ た 2 枚 の 画像 を 左右 の 
目 に それ ぞ れ 1 枚 ず つ を 見 せる こと に よっ 
て 疑似 的 に 見 える も の を 立体 に 見 せよ うと 
いう も の で す 。 こ こ で 2 枚 の 画面 に 少し ず 
れ た 画像 を 作る の が 問題 に な り ま す 。 た と 
えば 1 本 の 線 を 立体 に 見 せよ うと 思い ます 。 
LINE (0, 0) — (639, 199), PSET, 7 
と いう 線 を 立体 に 見 せよ うと 思え ば , 
SCREEN, , 0: LINE (0, 0)—(631, 199), 
PSET, 7: SCREEN, , 1: LINE(8, 0)— 
(639, 199), PSET,7 : 5СКЕЕМ,,0 
と し て , この 2 画面 を 交互 に 表示 すれ ば よ 
いこ と に な り ま す 。 こ こ で は 。 2 つの 画面 


の ずれ を 8 ドッ ト に し て あり ます が , これ 


aniFW Oh! 


を 調節 すれ ば 奥行 を 調節 する こと が で き 
ます か ら , これ は 変数 要素 に な り ま す 。 し 


か し , 1 本 の 線 を 描く の に これ だ け の こと 
を し て いらい だ の で は と て も る 大変 で す 。 し か も 
別々 の 画面 に 描く と は いえ ドッ ト が 左右 に 
ずれ て いる だ け で , 結局 は 同じ 図形 を 描画 
する の で すか ら , これ を 2 回 描く (の は メモ リ 
の 無駄 使い と いう も の で す 。 し た が っ て 1 
つの LINE 文 で 2 画面 に 描 じ て くれ れ ば 都 
Бос РЕДОТ ЕТ, 

DX =8:LINE(X1, Y1, DX)-(X2, Y2), 

PSET, 7 
と いう 書式 を 考え る こと が で きま す 。 この 
よう に すれ ば ,DX に ずれ を 入れ て お け ば 2 
画面 に 描 ( よ うな こと が で きそう で す 。 最 
初 は この よう に する つも り で 考え て いま し 
た の Сес риу 
コマ ンド が LINE 文 だ け で あれ ば これ で も 
よい の で す が , ほか に も CONNECT, PSE 
Т, PAINT, SYMBOL が あり ます 。 これ 
ら を 全部 直し て いた の で は と て も 大 変 で す 。 
プロ グラ ム も 肥大 し で し まい まま 。 こ の よ 
うな こと は 進 け た い の で 。 も っ と よい 方 法 
は な いも を の か と 考え て に た と ころ みろ, よぶ 方 
法 を 思い っ つき まし た 。 ダグ ラジ フィ オツ クコ マン 


ド と いう の は すべ で て BIOS を 経由 し て サブ 


シス テム に 送ら れ ま す 。 ま ただ, BIOS の 入 
日 と いう の は 1 か 所 し か あり ませ ん 。 そこ 
で この BIOS の エン トリ に パッ チ を 当て て 
あら か じ め ず れ を 設定 し て お いて 2 回 サブ 
シス テム に 同じ コマ ンド を 座標 を ずら し て 
送れ ば よい わけ で す 。 ま た 都合 の よい こと 
に PAINT と SYMBOL 以外 の 描画 コマ ン 
Кї, サブ システム で は ワー ルド 座標 系 を 
用 いて 実行 され る た め 必 ず し も XX 座標 が 0 
か ら 639 の 間 に な 《 て も エラ ー に は な り ま 
せん 。 ま た , 画面 か ら は み 出 す と き の ク リ 
ッ ピ ング も 勝手 に 行っ て くれ ます 。 こ れ で 
グラ フィ ッ ク を 捕 画 する 部 分 に つい て は 解 
A まし だ 。 

今度 は ずれ を 設定 する コマ ンド と , 2 画 
面 に 描画 する こと を 指定 し た り 2 画面 を 交 
互 に 表示 する コマ ンド を 作ら な く て は な り 5 
ませ ん 。 コマ ンド を 増設 する に は 拡張 子 約 


語 テ ー ブ ル を 書き 換え て や れ ば よい の で す 
が , 今回 は 別 の 方 法 を 使っ て み ま し た 。 拡 
張子 約 語 テー ブル を 書き 換え る 方 法 で は メ 
モリ を で て ます も パイ ナリ セー ジ を し だ 
場合 に 不都合 が 起こ る こと が あり ます 。 今 
回 は どう や っ た の か と いい ます と , T 
と し て コマ ンド を 拡張 し だ た の で は あり ませ 
ん 。 今 回 ずれ を 設定 する コマ ンド に ` SET/? 
е, 描画 の モー ド や 画面 を 交互 に 表示 する 


ため の コマ ンド に ^DISP′ を 使っ て いま す 。 


DISP は 最初 MODE を 使 む うと 思っ て い 
まし た が , MODE は 最初 の 3 文字 が 演算 
FO МОР に ひっ か か っ て し まい 使う こと 
が RG き まん (で し な 。 

525%, それ で は いっ だ い ど うし た の 
か を 説明 し まし ょ う 。 SET, DISP は 次 の 
まう だ 便 記 ます 。 

SET. 8: DISP, 1 
SET の 次 に 空白 も を お いて 8 を 指定 し ます 。 


この 場合 ずれ が 8 ドッ ト で ある と いう こと 
C$, DISP は や は り 5 空白 を な いて 0, 1, 
2 の いずれ か の 値 を と り ま す 。 値 の 意味 に 
つい て は 後述 する と し て , 今 SET も DISP 


も 変数 だ と 考え て くだ きい 。 普通 変数 に 値 


と いう 形 に な っ て いな けれ ば な り ま せん 。 

し か し , 先ほど の 例 で は 変数 と 数 字 の 間 に = 
で は な く 〈 空 白 が 入っ て いま す 。 こ れ で は В 
ASIC の 文法 で は エラ ー に な り ま す 。 いわ 
ゆる 「 文 法 エ ラー : Syntax Error」 と いう 
や や つ で す 。 今回 は この エラ ー に 着目 し て い 
ます 。 BASIC は エラ ー が 発生 する と エラ 
ー の 起こ っ た 場所 を 覚え を て いま す 。 そこで 
エラ ー の 起こ っ た 場所 で 原因 を 調べ て , S 
ET まだ は DISP に 代入 の = が な い の に 式 
が 続い て いる 場合 は エラ ー に は し な いで , 


SET, DISP の 動作 を する よう に し ます 。 


拡張 ASIC を 用 いた 作成 例 


1000 DISP 1:SET 0:LINE(0,0)-(639,199) , PRESET, , BF 


1010 ' 


1020 FOR 1=1 TO 15:X-RND*819*20:Y-RND*199:Z-RND*16 


1030 SET - (2+4) :SYMBOL (X, Y) , "Oh! FM" , (2- INT(2/8) )$2, 2- INT(Z/8) , 1: NEXT コリ 
' 


1040 
1050 SET 0 


1060 FOR I=1 TO 5:Y=RND*199 


1070 SYMBOL(0,Y),STRING$(40,254),2,1,5:NEXT 


1080 ' 


1090 FOR 1=1 TO 5:X-RND*619*20:Y-RND*199:Z-RND*16 


(0) 


1100 SET 2+4 : SYMBOL(X、Y) , "Oh! FM" , (2* INT(2/8)) 42, 2* INT(Z/8) ,T: NEXT 19 


1110' 
1120 DISP 2 


乱数 で Y 座標 の 高 さ を 
決め , ちょ うど 画面 と 
同じ 奥行 に (SET 0) 市 

Оһ!ЕМ 
松 模様 の 線 を 5 本 引く 40 nh!FM 


乱数 で Z 座 標 を 決め у 
_ 画面 より 手前 に (SET 

Z +4) SYMBOLX Ç 5 
(ЕО Оһ/ЕМ” 3 


(D 


Oh'FM Oh'FM 
Oh!FM 


of 
ОҺ!ЕМ 


Oh !FR 


oirhh ЕМ 


(RND ж 164-4) 


08,4 


4 乱数 で Z 軸 方 向 の 座標 
を 決め , 規準 画面 より 
向こう 側 に (SET ニ (Z 填 
4 )) SYMBOL 文 で 15 個 
Ф7Оһ/ ЕМ” を 描く 


= (RND ж 164-4) 
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も ちろ ん 式 が 続い て いて よい の で すか ら , 
SET 変数 名 

kue fu p b tC S £. また, SET, 
DISP は 予約 語 で は あり ませ ん か ら 変 数 に 
SET, TDISP を 使 ゆ さと も て きま す 。 だ だ 
し , 誤動作 を 防ぐ た め に も , 変数 と し て は 
使わ な が いよ うに し て 《 だ きい 。 き て ここ で 
間 題 に な る の は , 予約 語 テ ー ブ ル を 書き 換 
えな いか ら と いっ て エラ ー ル ー チ ン の 位置 
は BASIC ご と に 違う の で は な いか と いう 
こと で す 。 確か に エラ ー ル ー チ ン の 位置 は 
BASIC SEITE OO CU あう 。 LOL, = 
ラー ルー チン に は BASIC の ワー クエ リア 
上 に フッ ク が 出 て いる の で 。 ここ に パッ チ を 
当て る こと が で きま す 。 都合 の よい こと に 
フッ ク の アド レス は 各 BASIC で 共通 で す 。 
で すか ら , この 点 は 各 バ ー ジ ョ ン 用 に 変更 
する 必要 は あり ませ ん 。 

次 に DISP に 関し て で す が , 最初 は 割り 
込み を 使っ て BASIC プ ログ ラム を 実行 中 
に も 画面 を 切り 換え を る よう に し よう と 思っ 
て いた の で す が , 割り 込み を 管理 し て いる 
の が メイ ン て 画面 を 切り 換え る の が サブ に 
あ : る た ゆめ うま くい きま せ ぜん て も と た 。 し だ た が 
っ て , 3 D ゲ ー ム を 作れ る よう な 仕様 に は 
な っ て いま せん 。 2 画面 を 切り 換え な が ら 
表示 させ る と キー 入力 待ち に な り , な に か 
キー を 押す と 止め ゆる よう に な っ て いま す 。 
キー の 入力 待ち に サブ シス テム の コマ ンド 
を 使う わけ に は いき ませ ん の で , この と き 
は キー 入力 の 割り 込み が メイ ン に か か る よ 
うに な っ て いま す 。 画 面 を 切り 換え る タイ 
ミン グ は VSYNC を 監視 し て 行っ て いま す 
DT, タイ マ 割 り 込 み は 使っ て いま せん 。 
画面 を 切り 換 を の と き に は ディ スプ レイ ペ 
ー ジ の み を 切り 換え て いま す 。 ま た , 終了 
時 に は 必ず ペー ジ 0 が 選択 きれ て いま す 。 
描画 は ペー ジ 0, 
REAK| キ ー で も 終了 し ます が , これ は 私 の 


1 の 順 で 描か れ ま す 。 [B 


プロ グラ ム の 仕様 で は な 〈 BASIC の 仕様 
で す が め 。 デ オォ スプ ブレイ ペー ジ が 1 に な っ 
て 終了 し て し まう 場合 が あり ます 。 この 場 
合 、 アク ティブ ペー ジ は 0 の まま で すか ら 6 
画面 に は カー ソル も 出 ま せん 。 したがって, 
ダイ レク ト に SCREEN,,, 0 を 実行 し て 〈 
だ きい 。 


е 入力 方 法 と 文法 e 


プロ グラ ム ( リ スト 1) は $6000 番地 か ら 
に 入っ て いま す が , 実行 時 に は BASIC の 
ワー クエ リア と 変数 領域 の 間 に 隙間 を 作っ 
て そこ に 転送 きれ て 動作 し ます 。 こ の た だ ため, 
起動 時 に 変数 が クリ ア さ れ ま す 。 プロ グラ 
ム の サイ ズ は か な り 小 さい の で , 入力 に は 
それ は ほど 手間 が か か ら な いと 思い ます 。 入 
力 の と き や ロ ー ド し て 実行 する 前 に は 必ず , 

CLEAR, &H5FFF の 
交 実 条 し て か ら 行 っ て くだ さい 。 ブロ グラ 
ム が 小さ い の で , 実行 し 忘れ て も た ぶん 問 
題 は な いと 思い ます が 念 の た め 。 入力 が 終 
わっ た ら , 
SAVEM ` EXBAS3Do', &H6000, 
&H62FFF, &H6000 の 
と し て セー ブ し ます 。 起動 に は, 
CLEAR, &H5FFF: 
LOADM ` EXBAS3Do”,, КО 
と し ます 。 それ で は SET. DISP の 文法 
に つい て 解説 し ます 。 
書式 
SET 式 
DISP 式 
と な っ て いま す 。 SET の 後に 続く 式 の 結 
果 は と 〈 に 条件 は あり ませ ん 。 ほか の 整数 型 
の 変数 に 代入 する と き の 条 件 を 満た し て い 
れ ば エラ ー は 発生 し ませ ん 。 

DISP に 続く 式 は 0, 1.2 の いずれ か の 

値 で な けれ ば な り ま せん 。 0 の と き は 通常 


表 1 各 バ ー ジ ョ ン 
用 変更 点 V3.3 V3.3 V3.3 V3.4 V3.4 
L1X L20 L30 L10 L20 
| 
$6192 АВ АВ AD AC AD 
eu | 1 
96193 98 ЕС 0Е 9I 0E 
$6194 AB AC AD AC AD 
T 
$6195 Е5 49 5В DE 5B 
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の 描画 モー ド に な り , 2 画面 へ の 書き 込み 
は 行い ませ ん 。 したがって, SET 文 で 設定 


し た 値 は 意味 や も ちち ませ ん が , DISP 0 の 
状態 で も SET 文 は 有効 で す 。 1 の と き は 


SET 文 で 指定 され た 値 ご だ けず らし て 2 画 
面 に 描画 し ます 。 SET 文 で 値 を 設定 し な 
いで DISP 1 の モー ド で 描画 し た 場合 は , 
初期 値 と し て ずれ が 0 に な っ て いま す の で 
2 画面 と も 同じ 絵 に な り ま す 。 

2 を 指定 する と, を の 時 点 で 2 画面 を 交 
互 に 表示 し , 3D スコ ュー プ を 作動 させ 立体 
的 に 見 を る よう に し ます 。 ただし, 何 が キ 
ー を 押す まで 先 へ は 進み ませ ん 。 キー を 押 
+ L £ H.C ACR T 2 O # |- СКО ~ 
進み ます 。 3D ス コー プ は ジョ イス ティ ッ ク 
ポー ト 1 に つない で の ぞい て みて て くださ きい 。 

DISP 1 の モー ド が 有効 な グラ フィ ッ ク 
の ステ デー トメ ント と し て は ほ は 。 LINE, СО 
NNECT , PSET , PAINT, SYMBOL , С 
IRCLE が あり ます 。 こ の 中 で , PAINT と 
SYMBOL だ け は 座標 の チェ ッ ク が あり , 
どちら か の ペー ジ へ の 書き 込み が 不当 な 場 
谷 に は Illegul Function Call に な り ま す 。 
PAINT に 関し て は , 処理 の 結果 が 予想 と 
違う 場合 が ある か も し れ ま せん が , それ は 
PAINT の 性 格 に 起因 し ます の で ご 了解 く 
だ きい 。 

グラ フィ ッ ク コ マン ド で も PUT@ は 2 
画面 に 描く こと が で きま せん で し た の で 
自分 で SCREEN 文 を 使っ て 2 画面 に 描い 
で CX だ だき ゅ 。 また, CLS に つい て も を と 
き ア プク ティ イグ な ペー ジ し が 消 肖 し ませ ん 。 
必ず 裏 画 面 も 6 CLS す る よう に プロ グラ ム 
を 書い て くだ さい 。 


お し まい に 


今回 は 久しぶり の V3.3 / 3.4 用 の 拡張 B 
ASIC で あっ た た め , 勘 を 取り 戻す の が 大 変 
で し な だ 。 王 ラ テー ルーチン に 25 ッ を 当 で で 
コマ ンド を 拡張 する 方 法 に つい て は , また 
機会 や 見 て 解説 し た いと 思い ます 。 変 更 点 
に つい て は 表 1 を 参照 し て くだ きい 。 

また , リス ト 2 に ソー スリ スト を 付け て 
太 き ます の で 参考 に し て 《 く だ さい 。 た だ : 
ずい ぶん 特殊 な マク ロア セン ブラ を 使っ て 
いる の で わか り づ らい 点 も ある と は 思い ま 
pou 


START ADDRESS=6000 
ЕМ) ADDRESS=62FF 
ENTRY ADDRESS=6000 


+С +D +E +F :8M 
EC 09 E3 8D :0C 
34 C6 80 8D :FA 
E3 8D 00 5F :37 
8D 2С 8D 11 :F1 
C6 05 ТЕ FB :3C 
06 C6 07 8D :C9 
B6 FD 05 2B :19 
ЕС 80 A6 80 :07 
ЕВ 35 90 00 :03 
00 F6 9E D9 :ВВ 
А6 84 АТ C2 :0Е 
8D 00 DB 20 :ВІ 
26 FF ТА 5A :EC 
AD 9D FF B4 :26 
8D FF А? СІ :7?B 
FF 6E ВЕ 8D :А5 
9B 88 5A D4 :02 
TC tD НЕ ЖЕ 

FF 91 8А 01 :ED 
26 09 86 01 : 

ВТ FD 02 ВТ :4А 
8D 19 20 30 :3В 
20 СА 8D 22 :4А 
ВТ FD 0р ТЕ: 

OD 39 00 00: 

C8-0T-SIT- ВЕ = 

01 86 ЕЕ АТ :В4 
54 FF FF FF :F4 
FF FF FF PF RO 
PE EE ЕБ РЕ EO 
FF FF FF РЕ ¿FO 
ЕЕ ЕР РЕ FE FO 
ҒҒ РЕ FF FF :E0 
EF FF РЕ FF :РО 
62 36 DB 28 :F2 


リス ト 2 “EXBAS3Do? の ソー スリ スト 


EXTENDED BASIC for 3D SCOPE 
Coded & Designed by F.Seo [18th July 1988] 


INCLUDE 6809.LIB 
list 


DEFINE MACROS 


MACRO 
LSRA 
RORB 
ENDM 


MACRO 
LSLB 
ROLA 
ENDM 


MACRO 
ORCC 1$01 
ENDM 


сс 


VALSTA 
ERRCOD 
REDPTR 
-.BIOS 
ERRGAP 
NEW4 
GET_B 
GET_X 
MRAM 
KEYDAT 
IRQCTL 


MACRO 
ANDCC 
ENDM 


MACRO 
DB 
ENDM 


MACRO 
DB 
ENDM 


まき $FE 
$21 ВЕК 
$8C ;CMPX# 


DEFINE SYMBOLS 


EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 


50035 
$00AC 
$0009 
$00DF 
$026F 
$4008 
$AB98 
$ABE5 
$FCB80 
$FD01 
$FD02 
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FD05 

FDOD 

FDOE 

FD12 

FD80 

FBC4 

FF6E 

ЕР9І 

0000 

0380 

D430 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 3401 
0002 1450 
0004 FE0035 
0007 9EDF 
0009 DFDF 
000B AF8D004B 
000P 308C2D 
0012 10 

0013 8E0157 
0016 8D1E 
0018 ВЕ0270 
001B ЕР0270 
001E AP8D0273+ 
0022 308D0170+ 
0026 10 + 
0027 8Е0107 
0024 8D0A 
002C 6PC0 
002Е FF0035 
0031 3501 
0033 7EA008 
0036 

0036 А680 
0038 A7C0 
003A 313F 
003C 26Ғ8 
003E 39 
003『 

003P 

003Ғ 

003F 

003F 3477 
0041 A684 
0043 8110 
0045 2610 
0047 АЕ02 
0049 А602 
0048 8115 
0040 2508 
004F 8119 
0051 2309 
0053 811Е 
0055 2705 
0057 

0057 

0057 3577 + 
0059 ТЕ 

0054 

005C 

005C 

005C E68D0131+ 
0060 27F5 + 
0062 8118 + 
0064 2737 + 
0066 811E * 
0068 102700DD: 
006C 8119 + 
006Е 2654 + 
0070 EC08 + 
0072 ЕЗ800119: 
0076 10280002» 
007A 10 + 
007B 830280 + 
007E 102400CA+ 
0082 1700CC + 
0085 C680 
0087 1700E0 
008A 1700C6 
0080 ЕС08 
008Ғ E38D0OFC 
0093 ЕП08 
0095 C680 
0097 1700D0 
009A 1600A1 
009D 

009D 

009D EC03 + 
009F ЕЗ8000ЕС+ 
00A3 102B00A5+ 
00A7 10 + 
0048 830280 + 
00AB 10240090» 
00АҒ 17009F + 
00B2 C680 
00B4 1700B3 
00B7 170099 
00ВА ЕС0З 
00BC Е38000СЕ 
00C0 ЕП03 


+++ + + + + + ++ ++ 


+++ + + + 


+++ + + 


+++ ++ + + + +++ +++ 


++ + + + + + + + 


+++ + + + 
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SUBSIN 
PSGCTL 
PSGDAT 
VSYNC 
MMR 
ERROR 
KEYIRQ 
IRQCPY 


SUBRAM 
MULREG 


START: 


COPY 


; 


EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 


EQU 
EQU 


$FD05 
$FDÜD 
$FDÜE 
$FDI2 
$FD80 
$FBC4 
$FF6E 
$FF91 


30380 
$0430 


EXTEND PROGRAM 


PSHS 
0RCC 
LDU 
LDX 
STU 
STX 
LEAX 
LDY 


BSR 
LDX 
STU 
STX 
LEAX 
LDY 


BSR 
CLR 
STU 
PULS 
JMP 


LDA 
STA 
LEAY 
BNE 
RTS 


CC 

%550 

VALSTA 

!__BIOS 

'--В10$ 

J.BIOS,PCR 
!'NEW.BIOS,PCR 

ФЕС NBIOS-NEW BIOS 


COPY 

ERRGAP+1 

ERRGAP+1 
J.ERROR,PCR 

NEW ERROR,PCR 

ФЕС NERR-NEW ERROR 


EXTENDED NEW BIOS 


NEW.BIOS: 


PSHS 
LDA 
CMPA 
BNE 
LDX 
LDA 
СИРА 
BLO 
СИРА 
BLS 
СИРА 
BEQ 


NOT_GRAPH: 
JMP.BIOS: 


GRAPHIC: 


PAINT: 


U, Y, X, B, A, CC 

„X 

510 ;SUBOUT 
NOT_GRAPH 

112.,X 

112, X 

1$15 ;LINE 
NOT GRAPH 

1$19 ;SYMBOL 
GRAPHIC 

#$1E ;PUT2 
GRAPHIC 


U, Y, X, B, A, CC 
$7E ; JHP» 
2 


MODE FLAG,PCR 
NOT GRAPH 
1$18 

PAINT 

I$1E 

PUT2 

1$19 

NOT SYMBOL 
'!!8.,Х 

Z FACTOR,PCR 
FC ERR 

1640 


FC ERR 

PAGED 

1128 

SUBHLT 

PAGEI 

1!8,X 

Z FACTOR,PCR 
!18,X 

1128 

SUBHLT 
NORMAL RETURN 


113,Х 

Z FACTOR,PCR 
FC ERR 

1640 


ЕС ERR 

PAGE0 

1128 

SUBHLT 

PAGE1 

13,X 
Z_FACTOR,PCR 
!13,X 


C680 + 
170043 + 
160074 + 


8115 + 
212С + 
8116 + 
2148 + 
17007C + 
C680 + 
170090 + 
170076 + 
E603 + 
3414 + 
3004 + 


EC84 + 
E38D00A6+ 
ED84 
3006 + 
6AE4 + 
26F2 + 
3514 + 

+ 

+ 

+ 


> 


C680 
8073 
160044 


170054 + 
C680 + 
8069 + 
17004F + 
EC05 + 
E38D0085+ 
ED05 + 
EC09 + 
E38D007D+ 
ED09 + 
C680 + 
8052 + 
2024 + 


170034 + 
C680 + 
8049 + 
17002F + 
E605 + 
3414 + 
3006 £ 


EC84 + 
ЕЗ80005Ғ% 
ED84 
3004 + 
6AE4 + 
26F2 + 
+ 
+ 
+ 
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3514 
C680 
802С 


8011 + 
3501 + 
1CFE + 
3576 + 
6F01 * 
39 + 


C602 + 
8C + 


C605 
7EFBC4 


++ 


4F 
8c 


++ 


8601 
A78C10 
3410 
308C06 
C607 
8009 
3590 


+++ + + + + 


0000 
22 
02 
00 


LDB 
LBSR 
LBRA 


NOT_SYMBOL: 
CMPA 
BEQ 
CMPA 
BEQ 


LBSR 
LDB 

LBSR 
LBSR 
LDB 

PSHS 
LEAX 


LDD 
ADDD 
STD 
LEAX 
DEC 
BNE 
PULS 
LDB 
BSR 
LBRA 


LINE: 
LBSR 
LDB 
BSR 
LBSR 
LDD 
ADDD 
STD 
LDD 
ADDD 
STD 
LDB 
BSR 
BRA 


CHAIN: 
LBSR 
LDB 
BSR 
LBSR 
LDB 
PSHS 
LEAX 


LDD 
ADDD 
STD 
LEAX 
DEC 
BNE 
PULS 
LDB 
BSR 
NORMAL RETURN: 
BSR 
PULS 
CLC 
PULS 
CLR 
RTS 


PUT2: 


SN_ERR: 
LDB 
SKIP2 
FC_ERR: 
LDB 
JMP 


%128 
SUBHLT 
NORMAL RETURN 


#$15 
LINE 
き $16 
CHAIN 


(X 
Z FACTOR,PCR 


NORMAL RETURN 


РАСЕ 

%128 

SUBHLT 

PAGE1 

!15,X 

Z FACTOR,PCR 
!15,X 

119,X 

Z .FACTOR,PCR 
''9,1ї 

%128 

SUBHLT 
NORMAL_RETURN 


%128 
SUBHLT 


PAGE0 
CC 


%302 


15 
ERROR 


E ACTIVE PAGE SELECT 


CLRA 
SKIP2 


; 
SUBPRO: 


SEL_PAGE: 
DB 


EG SUBPRO: 


1$01 

'SEL. PAGE, PCR 

X 

!SUBPRO,PCR 
#EG_SUBPRO-SUBPRO 
SUBHLT 

PC,X 


0,0 

522 
200000010 
0 


1 
0 


0164 

0164 
0164 

0164 
016C 

016C 

016F 
0171 

0171 

0173 
0176 
0176 
0179 
017B 
017E 
017E 
0180 
0182 
0183 
0185 
0188 
0188 
0188 
018D 
018D 
018F 
018F 
018F 
018F 
018F 
0191 
0191 
0192 
0192 
0192 
0192 
0194 
0196 
0196 
0196 
0196 
0196 
0196 
0196 
0198 
0194 
019E 
0140 
0142 
0142 
0144 
0146 
0146 
0148 
0144 
01AC 
01AE 
01AE 
0180 
0182 
0183 
0185 
0185 
0187 
0189 
01BB 
01BF 
01C1 
01C1 
01C1 
01C5 
01C5 
01C7 
01C7 

01C9 
01CB 
081СҒ 
0100 
08102 
0102 
0104 
0106 
0108 
01DA 
01DC 
01DC 
01DC 
01E0 
0184 
01Е6 
01Е7 
01E7 
081Е7 
01ЕВ 
01ЕҒ 
081Ғ1 
0185 
01Е7 
0189 
DiFB 
081РЕ 
0202 
0204 
0208 


3410 * 
B6FDÜS + 
2BFB * 
8680 + 
ВТЕ005 + 
В6Ер05 + 
2АРВ + 
CEFC80 + 
4680 + 
ATCO + 
5А + 
26F9 + 
7FFDO5 + 
B6FDO5 + 
2AFB + 
3590 + 
AB98 

ABES 

DGAC + 
C102 + 
102600P6+ 
9ED9 + 
8620 + 
A182 + 
27FC + 
33E4 + 
327C + 
C604 + 
A684 + 
A7C2 + 
A682 + 
5А + 
26F9 + 
8644 + 
AlC0 + 
2706 + 
308D00DB+ 
2004 `+ 
308D00D2+ 
C603 + 
4680 + 
AI1C0 + 
1026FF7A+ 
5A + 
26F5 + 
33E4 + 
3264 + 
8644 + 
A1C4 + 
270B + 
AD9DFFB4+ 
AF8DFFAB+ 
3264 + 
39 + 
AD9DPFA7+ 
E78DFFA2+ 
C103 + 
1024FF57+ 
3264 + 
C102 * 
2612 + 
BEFF6E + 
6F8D006D+ 
3410 + 
308D0082+ 
BRFF6E + 


; SUB-SYSTEM HALT ROUTINE 
SUBHLT: 

PSHS X 
HLTWAT: 

LDA SUBSIN 

BMI HLTWAT 

LDA %380 

5ТА SUBSIN 
HLTWAT2: 

LDA SUBSIN 

BPL HLTWAT2 

LDU #MRAM 
T.L00P: 

LDA X+ 

STA U+ 

DECB 

BNE T_L00P 

CLR SUBSIN 
MOVWAT: 

LDA SUBSIN 

BPL WOVWAT 


RETURN_HALT: 
PULS PC,X 


; WORKING STORAGE 
Z.FACTOR 
DS 2 
MODE_FLAG: 
DS 1 
; JUMP VECTOR 
-GET.B .DBYTE GET.B 
-БЕТ-Х .DBYTE GET.X 
EG.NBIOS: 
; NEW ERROR ROUTINE 
NEW_ERROR: 
LDB !ERRC0D 
CMPB 4502 
LBNE OTHER ERROR 
LDX !REDPTR 
LDA Н 
SPACE_SEARCH: 
CMPA -X 
BEQ SPACE SEARCH 
LEAU 45 
LEAS !!-4,5 
LDB 14 
LDA X 
STORE_LOOP: 
STA -U 
LDA -X 
DECB 
BNE STORE LOOP 
LDA т” 
CMPA U+ 
BEQ MODE_CHECK 
LEAX SET.DATA, PCR 
BRA --LVL1 
MODE_CHECK: 
LEAX MODE DATA,PCR 
--LVL1: 
LDB 13 
СНЕСК_100Р: 
LDA X+ 
CMPA U+ 
LBNE SN_ERR 
DECB 
BNE CHECK_LOOP 
LEAU SS 
LEAS 114,5 
LDA 1D 
CMPA ,U 
BEG MODE 
SET: 
JSR [.GET.X, PCR] 
STX Z FACTOR,PCR 
LEAS (74,5 
RTS 
MODE: 
JSR [-GET_B, PCR] 
STB MODE_FLAG, PCR 
СИРВ %3 
LBHS FC_ERR 
LEAS "4,5 
СИРВ 12 
BNE FLASH_OFF 
LDX KEYIRQ 
CLR ABORT_FLAG,PCR 
PSHS X 
LEAX MY_IRQ, PCR 
STX KEYIRGQ 


3” SYNTAX ERROR" 


020B 
020E 
0210 
0213 
0216 
0218 
0218 
021C 
021E 
0220 
0223 
0225 
0227 
0227 
0227 
022A 
022C 
022F 
0232 
0234 
0236 
0239 
023C 
023E 
0240 
0240 
0240 
0243 
0245 
0245 
0245 
0247 
0244 
024C 
024E 
024E 
024E 
0250 
0253 
0255 
0257 
0257 
0257 
0254 
025C 
025F 
0262 
0265 
0267 
0264 
026D 
026D 
026E 
026E 
026F 
026F 
0210 
0270 
0270 
0270 
0270 
0271 
0272 
0272 
0274 
0277 
0279 
027C 
027Е 
0281 
0283 
0283 
0283 
0285 
0286 
0287 
0288 
0289 
0289 
028A 
0284 
0284 
028А 
0284 
028A 
028A 
028D 
028F 
0293 
0294 
0294 
0294 
0295 
0297 
0297 
0294 
029D 
0290 
0290 
0290 
0290 
0290 


B6FF91 
8801 
BTFF91 
B7FD02 
1CEF 


+++ + + 


А6800053+ 
2609 + 
8601 
B4FD12 
261B 
20F1 


B6FF91 
84FE 
B7FD02 
B7FP91 
1A10 
3510 
BFFF6E 
CCOFSF 
8019 
2030 


キキ ナナ ナナ キナ ナナ イナ 


638C2B + 
2709 + 


8029 
CCOFS3E 
8D0B 
20CA 


+++ + 


8022 
CCOF2D 
8002 
20С1 


++ ++ 


BTFDÜE 
8603 

B7FD0D 
7FFD0D 
FTFDÜE 
8602 

BTFDÜD 
TFFDOÜD 


++ + + + + + + 


39 


- 


4F 
8C 


+ + 


8601 
A78C12 
3410 
308C07 
C607 
17FEE9 
3590 


+++ + + + + 


0000 
22 
04 
00 
00 


B6FDO1 + 
86FF + 
AT8DFFDC+ 
39 + 


ТЕ 


495350 
534554 


LDA 
ORA 
STA 
STA 
ANDCC 
FLASH_ON: 

LDA 
BNE 
LDA 
ANDA 
BNE 
BRA 


DISP_ABORT: 
LDA 
ANDA 
STA 
STA 
0RCC 
PULS 
STX 
LDD 
BSR 
BRA 


SCOPE: 
COM 
BEQ 


LEFT: 
BSR 
LDD 
BSR 
BRA 


RIGHT: 
BSR 
LDD 
BSR 
BRA 


ОРЫН: 
$ТА 
LDA 
STA 
CLR 
STB 
LDA 
STA 
CLR 

FLASH OFF: 
RTS 


FLAG DS 


ABORT_FLAG: 
DS 


; DISPLAY 


DPAGED: 


DPAGE1: 


SUBPRO2: 


DSP.PAGE: 
DS 


EG SUBPRO2: 


IRQCPY 
8200000001 
IRGCPY 
IRQCTL 
%ЗЕР 


ABORT_FLAG,PCR 
DISP_ABORT 

"1 

VSYNC 

SCOPE 

FLASH_ON 


IRQCPY 
4211111110 
IRQCTL 
IRQCPY 
#910 

X 

KEYIRQ 
1$0F3F 
0PNW 
DPAGEO 


!FLAG, PCR 
RIGHT 


DPAGED 
1$0F3E 
0PNW 
FLASH. ON 


DPAGE1 
1$0F2D 
0PNW 
FLASH ON 


PSGDAT 


PSGCTL 
PSGCTL 


1 
1 
PAGE SELECT 


1$01 

!DSP_PAGE,PCR 

X 

'SUBPRO2,PCR 

*EG SUBPRO2-SUBPRO2 
SUBHLT 

PC,X 


0,0 

522 
100000100 
0 

0 


1 


; MY IRQ ROUTINE 


MY _IRQ: 
LDA 
LDA 
STA 
RTS 


OTHER_ERROR: 
DB 
J.ERROR DS 


MODE_DATA 
SET_DATA 


EG_NERR: 
; THE END 


END 


KEYDAT 
まき $FF 
ABORT_FLAG,PCR 


8ЛЕ ; JMP> 
2 

DB *ISP' 

DB "SET" 

OF PROGRAM 
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A for FM-7, NEW 7,77, AV(F-BASIC V3.0) 3 ロス コー プ 対 応 
リア ル な 映像 が 飛び 出す ./ 


3D 対 応 レ イト レー:< 


py G.E.B Production 舞 久 古野 


\ 


Z 
жа 


な ぜ か Oh/FM で 人 気 の あ る , レイ トレ ー シ ン グ に よる グラ 
フィ ッ ク プ ログ ラム の 新作 を お 届け し ます 。 今 回 の も の は , な ん と 
いっ て も 3D ス コー プ 対 応 で , レイ トレ ー シ ン グ の 画像 を リア ル 
に 立体 視 で きる の が 売り も の で す 。 も ちろ ん スコ ー プ を 使わ な く 
て も, 普通 の 表示 で 見 る こと も で き , FM- 7 か ら EX ま て 対応 の 
オー ル マ イ ティ 版 で す 。 


ーー: ニニ ーー ニニ ーー ジー 一 ニー ニー ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ーー ニニ 


8 ビッ ト パ ソ ッ コ ン の 限界 に 挑戦 する , レイ トレ ー シ ン グ 法 に よ 
る 画像 作成 プロ グラ ム は , Oh /FM 誌 上 で も 何 度 か 取り 上 げ ら れ 
сез», 今回 は 3 D ス コー プ 対 応 版 し いう も の を 発表 し ます 。 
か つて ゴル ゴ ・ コ バ ヤ ン シ 氏 が Oh /FM 誌 上 に 最初 の レイ トレ ー シ 
ング (以下 レイ トレ と 略 ) を 世に 送り 出し て か ら 4 年 。 計 算 に や た 
ら 時 間 が か か る こと で 有名 な レイ トレ プロ グラ ム の 人 気 は 衰え る 
こと を 知り ませ ん 。 こ れ は や は 0, AV な どの 多 色 表 示 機 能 を 生 
か せる プロ グラ ム で ある と いう こと や , な に より 作成 され る 画像 
の 美しき が 魅力 し な っ て いる の で し ょ う 。 今 回 は さらに, 3 D ス 
コー ブ ' に よる リア ル な 「 飛 び 出 す オレ イト レ 」 を ぉ 楽し みく だ さい 。 

まず は 定石 どおり プロ グラ ム の 特徴 , 仕様 で す 。 

1) AV シリ ー ズ で は 3 D ス コーブ 対応 で リア ル な 立体 像 が 作れ る 。 
2) 3 D ス コー プ が な く と も , old7 か ら 40EX ま で FM-7 系 フル 対応 。 
3) コン パイ ラ で 作っ た の で 結構 高速 で ある 。 

4) 機能 的 に は 一 彫 氏 版 レ イト レ (本 誌 "88 年 3 月 号 ) と ほぼ 同等 。 

と いっ た だ ところで,。 3 D ス ュー グ 以 外 は これ と いっ て 目新し い 
と ころ は な い の で す が , 今回 は この バー ジョ ン で 発表 きせ て いた 
だ く こ と に な り ま し た 。 い まだ に 名 作 ゴ ル ゴ ・ コ バ ヤ シ 氏 版 を 超 
えら れ な い の で あり ます が , そこ は 3 D ス コー プ ブ 対 応 と いう こと 
で カン ベン 願い た いと 思い ます 。 

さき て, その 3 D ス ュー プ の 効果 で びす が , な か な か 大 し た も の が あ 
б ます 。 球 な どの オブ ジェ クト が , ス クリ ー ン の 前 に 実体 と し て 浮 
いて いる か の よう に 見 を , 思わ ず 横 や 後ろ の を の ぞ き 込み た く な り 5) 
ます 。 と 〈 に, AV40EX の み 可 能 な 4096 色 で の 立体 像 は 感動 的 で す 。 

3 D 表 示 の 原理 は , 右目 と 左目 用 の 2 つの 画像 を 作成 し て 交互 
に 表示 し た も の を 3 D ス コープ で 見 る と いう の は , 特集 の ほか の 
も の と 同じ で す 。 レイ トレ の 場合 , 普通 は 1 本 の 線 で ある 視線 を , 
右目 と 左目 の 2 本 独立 に トレ ー ス し て 2 枚 の 画像 を 作り ます 。 し 
た が っ て 普通 の 絵 を 1 枚 描く 場合 に 比べ . きっ か り 2 倍 の 時 間 が 
か か る と いう わけ で す 。 こ れ は レイ トレ の 場合 各 画 面 上 の 点 を 独 
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立 に 計算 する た めし か た の な いこ と で す 。 た だ で さき を ぇ 時 間 の か か 
る レイ トレ 計算 が , きら に 倍 の 時 間 か か る よう に な る の で す が , 
この 3 D 表 示 は それ だ け の 価値 は ある の で は な いか と 思い ます 。 

3 D ス コー が な い 場 合 で も , 普通 の レイ トレ プロ グラ ム と し 
て 使う こと が で きま す 。 この 場合 は FM-7 0640 х 200х 8 色 表示 
か ら AV40 の 26 万 色 表 示 ま で サポ ー ト し て いま す 。 た だ し , この 
プロ グラ ム は F-BASIC V3.0 上 で 動作 する た め に , 2 D デ ィ ス ク 
の み し か 使え ませ ん 。 です から 生成 し た 画像 を ディ スク に セー ププ 
し た 場合 , 4096 色 3 D 表 示 モ ー ド で は , ディ スク 1 枚 に 1 つの 絵 
し か 入ら な いと た いう こと に な っ て しま いま す 。 これ 以上 に する に 
は ファ イル の 圧縮 や 特殊 フォ ー マ ッ ト 化 を 考え な けれ ば な ら な い 
の で 今回 は 見 送り まし た 。 

完成 し た 画像 ゲー タ を セー ブ / ロ ー ド する プロ グラ ム は , 今回 
AV シリ ー ズ の み 対 応 と な っ て いま す 。 FM-7 で 完成 し た 絵 を 保 
存する に は , 一 園 氏 版 の svy& を ld プロ グラ ム を 少し 手直し すれ ば 
使え を る 4 で し ょ うし , 機会 が あれ ば 発表 きせ て いた だ く こ と も ある 
か と 思い ます 。 

ソー ス デ ー タ は , ゴル ゴ ・ コ バ ヤ シ 氏 版 や 一 園 氏 版 の よう に BA 
SIC の DATA 文 で は な く 〈, REM 文 形式 の 独立 し た ファ イル に な っ 
て いま す 。 ま た フォ ー マ ッ ト ぅ 違っ て いる た だ め 以 前 の ソー ス デ ー 
タタ を その まま この ファ ログ ラム て 使う こと は で きま せん 。 し か し 基 
本 と な る オブ ジェ クト の 定義 の し か た は 共通 し て いる の で , デー 
タ の 移植 は を それ ほど 困難 で は な いと 思い ます 。 ま た デー タ の 作り 
方 等 に 関し て も , 過去 の レイ トレ の 記事 が 参考 に な る と 思い ます 。 


ө プロ グラ ム の 構成 


今回 の プロ グラ ム は C 言 語 で 作成 し 。 Draco C コ ン パ イラ で マ 
シン 語 プ ログ ラム を 作り まし た 。 こ の た め 本 体 だ け で 20K バ イト を 
癌 える 長大 な ダン プリ スト と な っ で し まい まし た 。C な どの ュ コシ 


パイ ラ で 作成 し た プロ グラ ム を 発表 する 場合 、 ソ ー ス リス ト の ほ 
う を 掲載 する と いう の が 世間 一 般 の 常 な の で す が 。 FM シリ ー ズ 
の 場合 , C の 定着 度 が まだ 低く 〈, 皆 が Draco C を 持っ て いる わけ 
で は あり ませ ん の で ダン プ 掲 載 に さき せ て いた だ きま し た 。 
プロ グラ ム は 本 体 rt (リス ト 1) と 画面 ロー ド / モ ー ブ の プロ 
グラ ム svld (リス ト 2 ) が あり , F-BASIC V3.0 上 で 動作 し ます 。 
どちら も $1000 か ら 始 まっ て いる の で , 
CLEAR 300, &H1000 © 
と し た あと モニ タ 等 を 使っ て 打ち 込み , 普通 に SAVEM コ マン ド 
で モー ブ し て くだ さい 。 本体 プ ゲロ グ ラム rt の ほう は , 起動 する と 
X КАМ を 拡張 し , デー タ 領 域 ど と と っ て いま す 。 こ の だ た め レ イト 
レ で 扱え る プリ ミ テ ィ ブ の 数 が 多く と れ ま す 。 
プロ グラ ム の 起動 は , 
EXEC &H1000, “(パラメータ)” の 
と いう 形 を と っ て いま す 。 Draco C で 作成 し た プロ グラ ム は , 普 
通 は CRUN と いう 拡張 コマ ンド (Draco C に 付属 ) で 起動 で きる 
よう に な っ て いる の で す が ,。 ラン タイ ムル ー チ ン に 手 を 加え て , 
EXEC で パパ ラメ ー タ 列 を 与え て 起動 で きる よう に し まし た 。 
まず rt の ほう の パラ メー タ は , 
EXEC &Н1000_ "< ソー ス フ ァ イル 名 > <3'2 2 = 25” 
と いう 形 を と り ま す 。 ソ ー ス ファ イル 名 は 後述 する ソー ス デ ー タ 
が 書か れ た REM 文 形 式 の ASCII ファ イル を 指定 し ます 。 オ プシ 
ョ ン は 。 今回 の バー ジョ ン で は 小文字 c の 一 種類 だ け で す 。 こ の 
c オ プシ ョ ン を 書く と , レイ ト レ の 計算 ・ 表 示 を 開始 する と き に , 
画面 モー ド の 設定 と 画面 クリ ア を 実行 し ませ ん 。 詳しく は 後述 し 
ます が これ は 主 に , 途中 で 中 断 し た 計算 の 続き を 行う と き に 使用 
К< бс 
rt を 起動 する L, 指定 され た ファ イル か ら ソ ー ス デー タ を 読み 
込ん で 計算 ・ 表 示 を 始め ます 。 1 画面 描き 終え る と , 3 D ス コー 
プ モ ー ド の と き に は 3D 表 示 状 態 に な り , 肉眼 で 見 る と ちら つい 
て 見 えま す 。 3 D モ ー ド で な いと き は ,。 その まま 停止 し ます 。 い 
ずれ の 場合 も [BREAK | キー を 押す と BASIC に 戻り ます 。 計 算 途 
中 で の 中 断 も [BREAK | キー で で きま す 。 
次 に svld の ほう は , 
EXEC &H1000 、 “< モー ド > < 画像 ファ イル 名 >” の 
の ょ うに 起動 し ます 。 こ の プロ グラ ム は , 画面 ゲー タ の ロー ド / セ 
ー ブ を 行う も の で , セー ブ の ほう は 普通 rt と 同時 に 使用 し ます 。 
ここ で まず この シス テム で 扱う 画像 データ の 形式 に つい て 説明 
し て お きま す 。 レ イト レン で 計算 きれ た デー タ を 表示 する と き に , 
FM-7 か ら AV40 まで と 3 D ス コー プ ' に 対応 する た め , 多く の モ 
ー ド を も っ て いま す ( 表 1)。 計 算 時 や 画像 ゲー タ を ロー ド す る と 
き に は , これ ら の モー ド を 指定 する 必要 が あり ます 。 rt は ソー ス 
ファ イル か ら こ の モー ド を 読ん で 《〈 る の で す が svld で は パラ メー 
タ と し て 与え る よう に し て いま す 。 モ ー ド は 表 1 に 示す と お り の 
文字 で 指定 し , さら に この 前 に ロー ド / モ ー ブ の 区 別 を 表す 文字 
(lors) を 加え ます 。 具体 的 に は た と えば AV で 8 色 3D モ ー 


表 1 レコ ー デ ィング モー ド 


3DAa-ZH | E Ж 表 om Е 
86 | жле | ое | ве 1 — 

1 6 E 0 レー ぇ デー タ て 合用 
хва | х? х4 | X8 | X=lor's 

77AV navw/Ex| 77AV | ттт | 最低 位 対応 機種 


2D フ ォ ー マ ッ ト Bf 


48 | 72 | 48 24 


F ド の モー ブ の 場合 "s8d ?, AV40 で 26 万 色 モ ー ド の ロー ド の 時 
ІШ Хр” と ゆっ た よう に な りき ます 。 

これ ら の モー ド を 設定 する と き の サ ブシ ステ ム の 切り 換え な ど 
i£, rt, svld それ ぞ れ の プロ グラ ム が 自動 的 に 行い ます 。 た だ し 
機種 に よっ て 不可 能 な モー ド (FM-7 で 4096 色 モー ド 等 ) を 指定 
し た 場合 , 画面 が お か し く な る こと が あり ます 。 また, AV40 で 
26 万 色 モ ー ド を 使う 場合 、26 万 色 サ プシ ステ ム が ロー ド さ れ て い 
る 必要 が あり ます 。V3.0 の BASIC で は 26 万 色 サ プシ ステ ム を 用 
意 し て くれ な い の で , あら か じ め V3.4 等 を 立ち 上 げ , 26 万 色 サ ブ 
モー ド に し た あと V3.0 の シス テム ディ スク を ドラ イブ 0 に 入れ て 
リセ ッ ト を か ける , と いう 手順 で 26 万 色 サ ブ を 用 意 し て くだ きい 。 

さて svld プ ログ ラム は , モー ド に し た が っ て 画像 ファ イル を 読 
み 書 き し ま す 。 画像 ファ イル の フォ ー マ ッ ト は , それ ぞ れ の モー 
FTO VRAM の 内 容 (3 D モ ー ド の と き は 2 画面 分 ) その も の 
C, ヘッ ダ な どの 情報 は あり ませ ん 。 し た が っ て 画像 ファ イル が 
どの モー ド の も の で ある か は , 表 1 の よう に ファ イル の サイ ズ で 
判別 し ます 。 モ セー ブ し た 画像 を 別 な が モード で ロー ド し て も 無 意 味 
で す が , 3 D モ ー ド の デー タ を 普通 の モー ド で ロー ド す る と , 1 
画面 分 の 左目 用 デー タ だ け を 表示 する こと は で きま す 。 

ロー ド / セ モー ブ と どちら の モー ド で も , デ ー タ の 出し 入れ が 完了 す 
る と rt と 同様 に (3 D モ ー ド な らち ら つ いた 状態 で ) 止 まき る の で , 
キー で BASIC に 戻る こと が で きま す 。 | 
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以上 の よう に レイ トレ の 計算 ・ 表 示 を する 本 体 と , デー タ セ ー 
ブ す る プログラム が 分 か れ て いる た だ た め , 実際 に 使用 する と き は 続 
け て 実行 し て や ら ね ば な り ま せん 。 こ れ は FM-7/77 シ リー ズ に キ 
ャ ラク タ VRAM が な いと いう 不幸 の た め , 1 つの プロ グラ ム が 
終了 し て BASIC に 戻っ た と た ん に 画面 が 破壊 され て し まう と い 
うこ と を 防ぐ で ぐために 必要 な こと で す (も し キャ ラク タ VRAM が 
あれ ば , rt が 終わ っ て か ら ゆ っ くり と svld を ロー ド し て 実行 する と 
いう こと が で きる の TC J pesa =s Jo 


実行 の 手順 は 
ФІ.ОАрМ “ти мкФ п — Е 
②EXEC&H1000、 ヾ test.s"ーー バ パラ メー タ を 与え て 実行 


QGLOADM'svld"——7— 4 €—»530)n—V 
④EXEC&H1000、.s4d test.p/——- 7 —-« — 7 (4096 色 3D モ ー ド ) 
と いう よう に な り ま すか ら , これ ら の 命令 を 1 行 に 書い て 実行 す 
れ ば よい の で す が , 普通 は 次 の よう な バッ チ プ ログ ラム を BASIC 
で 書い て 実行 すれ ば 便利 で し ょ う 。 

10 CLEAR 300,&H1000 

20 LOADM "ті" 

30 EXEC &H1000 "test.s" 


40 LOADM "sv1d" 
50 EXEC &Н1000 "544 test。Dp" 一 4096 色 3D モ ー ド の デー タ を モー ブ 


マシ ン 語 ブログ ラム は $1000 か ら 


testS と いう ソー ス デ ー タ を レイ トレ 


次 に 1 枚 の 絵 を 分 割 し て 計算 ・ 作 成す る 方 法 を 説明 し ます 。 ま 
ず r 実 行 中 に [BREAK| キ ー を 押す と 実行 を 中 断 し て BASIC に 戻 
り ま す が , この と き あ ら か じ め デ ー タ を モー ブ す る よう に バッ チ 
プロ グラ ム を 書い て お け ば , [BREAK| キ ー を 押し た と ころ まで に 
描か れ た 1 画面 分 の デー タ が モー プ で きま す 。 次 に 続き を 計算 す 
る と き は , この 途中 まで 描か われ た デー タ を ロー ド し て か ら rt を 実 
行 し , 中 断 し て いる と ころ か ら 描 か せよ うと いう わけ で す 。 

rt は [BREAK] キ ー に よ ょ っ て 中 断 さ れ た と き に , そ の と き 計 算 し 
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て いた 画面 上 の 点 の y 座 標 を $6FFF 番 地 に 書き 込ん で か ら 終 わり 
iT, し た が っ て この アド レス を 読む こと に よっ て 中 断 さ きれ だ ラ 
イン が わか り , 続き を 計算 する と き は この ライ ン か ら 計 算 す れ ば 
ょ い の で す 。 rt に 計算 開始 ライ ン を 与 を る に は , ソー ス デ ー タ の 
中 の 描画 範囲 (後述 ) を 書き 換え る こと に よっ て 行い ます 。 
途中 か ら 続 き を 計算 する と き に は , あら か じ め そ れ ま で の 画面 
デー タ を ロー ド し て お いて か ら r を 実行 し ます 。 こ の と き の メ パラ 
メー タ で c オ プシ ョ ン を 指定 し て お け ば , 画面 を シク リア せ ず に 上 
描き し て くれ る わけ で す 。 

この よう な 場合 の バッ チ プ ログ ラム の 例 を , 以下 に あげ て お き 
£d. 


10 CLEAR 300,&H1000 
15 LOADM "svld" 


16 EXEC &H1000 "12 test2.p" — 途中 まで 計算 し た デー タ を ロー ド 
20 LOADM "гї" 
30 EXEC &H1000 "test2.s с" ーー 続き を 計算 


40 LOADM "svl1d" 
50 EXEC &H1000 "52 test2.p"— 新しい も の を モ キープ ブ 


* ソー ステ ー タ の 形式 € 


レイ トレ で 扱う 物体 を 定義 する ソー ス デ ー タ は , BASIC の REM 
文 で 書か が れ た も の を ASCII セ エー ブ し た も の を 扱い ます 。 こ れ は ア 
プ ブ ソ リュ ー ト アセ ン ブ ラ の ソー ス と 同じ 形式 で , BASIC の エ デ 
ィ ッ ト 機 能 の ほか に , スク リー ン エ ディ タ な ど を 使っ て 作り ます 。 

デー タ は すべ て 数 値 で , 空白 か リタ ー ン で 区 切ら れ て 並べ られ 
ます すず 。 つ まり 1 和 宇 E1 う の プリ ツ ミ ティ ププ の デー を 書く も いつ だ 
制約 は あり ませ ん 。 ま た 昔 で 始ま る 行 (も ちろ ん の あと の #) 
は コメ ント と 見 な る され, 読み 飛ば きれ ます 。 

デー タ 構 造 は 大 きく 3 つ に 分 か れ て いま す 。 最 初 が 環境 設定 や 
画面 情報 を 定義 する 部 分 で 31 個 の 数 値 が 並び ます 。 次 が 光源 を 定 
義 す る 部 分 で , 光源 数 に 続い て 各 光 源 8 個 の デー タ を 与え ます 。 
光源 は 可視 の 無限 遠 光 源 の み で , 有限 光源 は あり ませ ん 。 次 に 物 
体 の データ が 続く わけ で す が , この ブロ グラ ム で は ゴル ゴ ・ コ ユ コバ 
ヤシ 氏 版 や 一 彫 氏 版 の よう に オブ ジェ クト と プリ ミ テ ィ ブ の 区 別 
が あり せん 。 色 や 物体 表面 に 関す る デー タ は , 各 プ プリミティブ 
ご と に 与 を な けれ ば な り ま せん 。 こ れ は 書く で き デ ー タ 数 が 多く 
な る 反面 , 自由 度 が 高く な り ま す 。 物 体 の 定義 データ は , シェ ー 
ディ ング パラ メー タ 等 の 共通 部 分 と , プリミティブ の 種類 に よっ 
て 可変 数 の 部 分 が あり ます 。 

以下 で は サン プル ( 下 の 写 真 ) の ソー ス デ ー タ (p.41 の リス ト 5) 
を 元 に 順次 説明 し て いく こと に し ます 。 

以下 の 各 パ ラメ ー タ の 内 容 や , 値 の 与え 方 は , 本 誌 '88 年 3 月 号 
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の 一 彫 氏 に よる BASIC 版 レシ イト レプ ログ ラム の も の と 対応 し て 
いる の で て, е ご 覧 くだ きい 。 ま た 使用 し た 光 の モデ 
‚ 一 園 氏 版 と 同じ な の で , 説明 を 省略 し ます 。 
. dr 

@ レ コー ディ ング モー ド rmode 

これ は 表示 モー ド を 設定 する も の で , サブ シス テム の 切り 換え 
と , 3 D 表 示 を する か どう か の フラ グ も ここ に 含ま れ ま す 。 具体 
的 に は 表 1 の モー ド 欄 の 番号 で 指定 し ます 。 

⑧ 描画 範囲 , 解像度 sx, sy, ех, еу, ах, dy 

画面 上 で 実際 に 計算 し 表示 する 範囲 を , 長方形 領域 の 上 と 右 
ト の 座標 値 で 設定 し ます 。 部 分 的 に 見 て みた い 場 合 や , 分 割 し て 
計算 する と き に 適当 な 値 を 書い て くだ さい 。 解像度 は ピク セル の 
大 きき る を x,y の ドッ ト 数 で 指定 し ます 。 画 面 全体 の 様子 を 確認 
する と き に x,Y を も を 8 ぐ で らい に 設定 し て ラフ な 計算 を し た り で き 
ます 。640x200x 8 色 モ ー ド 時 に は , x 方 向 の 値 は 1/2 に し て 320 
ドッ ト 相 当 に 換算 し て 設定 し て くだ さき るい ぃ 
OEC aspect 

320X200 ド ッ ト モ ー ド で の ドッ ト の 比率 (у/х) C+, 純正 デ 
ィ ス プレ イ の 場合 ,、 マ ニュ アル に は 0.899 と あり ます が , 実測 値 
で は 0.81 く らい が 適当 の よう で す 。 
信 最 大 光線 追跡 回 数 maxtn 

視点 か ら 光 を 追跡 し て , 反射 物体 に 当たっ た と き 何 回 まで 追跡 
を 続け る か を 指定 し ます 。 レイ トレ の 特徴 で ある 「 写 り 込 み 」 と 
影 を 制御 し ます 。 こ の 値 を 0 に する と 影 の 計算 を 行い ませ ん 。 1 
の と き は 影 の み 計算 し , 反射 の 追跡 は し ませ ん 。 2 以上 で は 指定 
数 一 1 回 まで の 反射 追跡 を 行い ます 。 こ の 値 は 大 きい ほう が リア 
ル な 画像 が 得 ら れる 代わ り に , 計算 時 間 $ も 増大 し ます 。 
る ⑧ 最 小 光線 追跡 光量 mintv 

これ も 反射 に よる 光線 追跡 を 制御 する も の で , 光量 が 減衰 し て 
いっ だ と き に どこ で 打ち 切る か を 決定 し ます 。 通常 は 0.05 く らい 
に 設定 し て ぢ おけ ば よい の で す が , maxtn が 小さ いと き は そちら の 
ほう で 抑制 され る の で 意味 や も た な 《 な り ま す 。 
る ⑧ 計 算 誤 差 九 め 値 eps 

浮動 小数 演算 の 誤差 に よっ て , 本 来 0 に な る べき 値 が 真 の 0 に 
な ら な か っ た だ たり し ます 。 こ の と き 0 と みな し て も よい 最小 値 を 指 
定 し ます 。 あ まり 小さ く と る と , 画面 上 に あばた 模様 が 発生 し た 
л 物体 の 大 き さ が 10 以 内 くら い の と き に, 1 x10-A(1e— 

) 程 府 に する と よい で し ょ う 。 
2. anti 

物体 の 境界 に 現れ る ジャ ギ を 少し で も 目立た な くす る た め に , 
ラス タ 方 向 に ぼかし を 加え る フラ グ で す 。 実際 に は , 隣り の ドッ 
F と の 平均 を と っ た 色 で その 点 を プロット し ます 。 
@ 視 野 面 決定 パラ メー タ ер, ге, sre, edeg, ew 

物体 が 置か れ て いる 空間 内 で , どこ を 見 て 画面 を 作る か を 設定 
する デー タ で す ( 図 1 )。 視点 ( 目 の 位置 ) と 参照 点 (視野 の 中 心 ) 
に 加え て , 画面 の 上 方 向 の 一 点 ( 副 注視 点 ) を 定め て や り ま す 。 
視野 面 は グラ フィ ッ ク で 表示 きれ る 画面 と 対応 し ます が , 視野 面 
の 大 きき は edeg と い う 視野 の 横 方 向 の 広がり を 表す 値 で 決定 きれ 
ます 。 こ の 値 が 大 きい k. 広角 と シズ で 見 だ た よう に パー ス が より 
強調 され ます 。 視野 を 決め る と き は 普通 , 参照 点 や 見 た い 物 の 中 
心 付 近 に 置き , 見 る 方 向 へ 適当 に 離し て 視点 決め, あと は 視点 < て 
参照 点 の 距離 と edeg の 角度 で 見 える 範囲 を 調整 する よう に し ます 。 
ew は 3 D 表 示 の と き に 有効 な デー タ で , 視点 て 参照 点 間 の 距離 


ル に つい 


と 両 眼 の 幅 の 比 を 与え ます 。 普通 は 0.01 一 0.1 く らい が 適当 で , 
大 きく 《 な る は ほど 立体 感 が 強調 され ます 。 

久光 に 関す る パラ メー タ hal, mist, sky, env 

光 が 空 気 中 を 進む と き に 減 誤 す る こと を 考 應 し た モデ ル の パラ 
メー タ と し て half が あり , これ は 光 が 半 減 する 距離 を 指定 し ます 。 
mist は 霞 を 表現 する フラ グ で , これ を 1 に し て おく 〈 L, 減衰 し た 
光 は , 次 の 空 の 色 に 溶け 込ん で いき ます 。 sky は 空 , すなわち 追跡 
し た 光 が 何 の 物体 と も 変わ ら な か っ た と き に 見 える も の の 人 色 を 
設定 し ます 。 以下 色 の パラ メー タ は B.R.G. の 順に 各 0 ~1 の 範囲 
の 値 で 与え を ます 。 env は 環境 光 の 色 で ,。 影 に な っ て 光 が 全 〈 当 た っ 
て いな い 点 を 含め , 全 画 面 に 加え られ る 光 で す 。 

⑧ 光源 に 関す る デー タ ур, ср, els, elk 

光源 は 無限 遠から 来る 平行 光線 の み 扱 えま す 。 光 源 の 数 は 20 個 
まで 置け る よう に な っ て いま す 。 補 は 光 の 来る 方 向 の ベク トル , 
cp は 光 の 色 を それ ぞ れ 表し ます 。 以下 ベク トル と し て 与え る パラ 
メー タ は , 必ず し も 正規 化 (長き を 1 に する こと ) き され て いる 必要 
は あり ませ ん 。 この 無限 遠から の 光 は , 見 か け 上 の 大 きき さ を も ち , 
その 広がり の 角度 を els, 光 の 広がり 方 を 表す 係数 を elk と し て 設 
定 し ます 。 els を 0 に する と 光源 は 見 えな く な り , elk は 大 きく する 
ほど 中 心 に 光 が 集 中 する よう に な り ま す 。 


一 物体 の デー タ 


物体 定義 に 関し て は , ゴル ゴ ・ コ ユ コバヤシ 氏 版 や 一 彫 氏 版 と 少し 変 
わっ た 仕様 に な っ て いま す 。 以 前 の レイ トレ プロ グラ ム で は , Ek 
や 平面 の よう な 基本 的 な 物体 ( ゲ プリミティブ ) を いく つか 組み 合わ 
Ж, £n 50 AND を 取っ て で きる 物体 を オブ ジェ クト と し , б 
や 物体 表面 の 状態 を 与え を て いま し た 。 今回 の プロ グラ ム で は , Z 
れ ぞ れ の プリ ミ テ ィ ブ ご と に 属性 値 を 与 を る よう に な っ て いま す 。 
この 方 法 だ と , 多く の プリ ミ テ ィ ブ を 組み 合わ せ て 物体 を 作る 場 
合 、 ソ ツー ス デ ー タ に 書く べき こと が 多く な っ て し まい ます が , X 
行 速 度 の 面 で 不利 だ とい うこ と は あり ませ ん 。 む し ろ こ の 方 式 の 
ほう が 自由 度 が 高く , 面 ご と に 質感 の 違う 物体 を 構成 し た りす る 
の が 楽に な り ま す 。 デ ー タ が 多く な り 繁 雑 に な る こと に つい て は , 
より 5 高 レ ベル な 物体 定義 グ ゲー タ か ら こ の レイ トレ ー サ の ソー ス フ 


ァイル を 作成 する , プリ プロ セッ サ の よう な も の で 解決 し た いと 
考え て いま す 。 現在 アイ ディ ア だ け の 段階 で びす が, 機会 が あれ ば 
まだ 発表 し だ いと 思い まず 。 

ST, この よう に プリ ミ テ ィ ブ の 定義 が 一 次 元 的 な の で , プリ 
ミ テ ィ ブ の 組み 合わ せ に よる AND 定義 を 表す の に link と いう フ 
ィ ー ル ド を 設け て いま す 。 プ リ ミ テ ィ ブ の 定義 は まず この デー タ 
か ら 始 まり , 普通 の プリ ミ テ ィ ブ の 場合 , 0 か ー 1 の 値 を と り ま す 。 
ここ で 一 1 が AND 定義 の 開始 プリ ミ テ ィ ブ を 表し , 次 に 一 1 の 
プリ ミ テ ィ ブ が 現れ る まで の 0 の プリ ミ テ ィ ブ を 合わ せ て АМО 
を と り 物 体 を 構成 し て いる の で す 。 つ まり 従来 の プロ グラ ム で の 
オブジェ クト と いう 概念 は ,、 link=ー 1 で 始ま り 1]ink= 0 の ブリ 
ミ テ ィ ブ の 並び に 相当 する わけ で す 。 を そし て これ ら の 組 を 全部 集 
め た も の を OR し て 物体 を 構成 する と いう こと で , CSG 風 の 定 
義 を 実現 し て いる と いう わけ で す 。 

さら に 計算 時 間 の 短縮 に 役立つ 境界 体積 (ヒン ジ プ リ ミ テ ィ 
プ と も 呼ば れる ) の 定義 6 で きま す 。 こ の 場合 は link を 1 L 5 大 
き な 数 に し て , この 境界 体積 が 囲む プリ ミ テ ィ ブ の 数 を 指定 し ま 
す 。 つ まり 境界 体積 の 定義 に 続く link 個 の プリミティブ が 囲ま れ 
る も の だ と いう こと で す 。 こ の へ ん の し くみ に つい て は , 従来 の レ 
イト レプ ログ ラム と 同じ 概念 に な っ て いま す 。 ま た 境界 体積 の 指 
定 は , 入れ 子 に する こと も で きま す 。 

る て , プリ ミ テ ィ ブ の 属性 に つい て は , 以下 の よう な パラ メー 
タ が 続き ます 。 た だ し 境界 体積 の プリ ミ テ ィ ブ に つい て は , 以下 
7 つ 分 の デー タ は 必要 が な い の で 書き ませ ん 。 

GE son 

物体 は 面 で 表 さ きれ て いま す が , この 面 の どちら 側 を 「 中 」 と 判 
断 す る か を 決め る フラ グ で す 。 極性 が 1 の と き は , プリ ミ テ ィ ブ 
の 内 部 が つま っ て いる 物体 , 極性 が 一 1 の と き は その 部 分 だ け 抜 
けた 物体 と 定義 きれ ます 。 球 や 円 柱 の よう な プリ ミ テ ィ ブ の 場合 , 
内 部 は 常識 的 に わか り ま す が , 平面 の 場合 は 法 線 ベ クト ル を 定義 
し た 方 向 と 反対 側が 内 部 に な る こと に 注意 し て くだ さい 。 

人 @ 物 体 色 рс (Ь, г, в) 

これ は その プリ ミ テ ィ ブ の 表示 が も つ 色 で , や は り 5 各々 0 て 1 
の 数 値 で 設定 し ます 。 

る シェー ディ ング パラ メー タ ref, high, k 

物体 表面 の 反射 状態 な ど を 決定 する パラ メー タ で す 。 ref は 反 
HET, 表面 に 当たっ た 兆 の うち どれ だ け 反 射す る か を 比率 で 表 
し た も の で , 0 て 1 の 値 を と り ま す 。 つ まり この 値 が 大 きい と , 
周り の も $ の が よく 映る と いう わけ で す 。 high は ハイ ライ ト 強 度 と 
呼ば れる パラ メー タ で , 表面 の 「 光 沢 」 を 決め ます 。 金 属 の 表面 に 
光 が 当 た る と 白く 光る アレ が ハイ ライ ト で , high は この 光り 方 の 
強 さ を 表し , 続く パラ メー タ で ある k が ハイ ライ ト の 広がり を 決 
め ま す 。 k が 大 きい (て 30) と ハイ ライ ト 部 分 は 鋭く 小さ きく な り , m 
に k が 小さ く な る と 。 ぼ や けた よう な 質感 に な り ま す 。 こ れ ら 物 
体 の 表面 で の 光 を 計算 する アル ゴリ ズム は , Blinn モデ ル と いう の 
を 使っ て いま す 。 


画 物 体形 状 デ ー タ 

ここ で いよ いよ プリ ミ テ ィ ブ の 形 が 決ま り ま す 。 扱え る プリ ミ 
ティ ブ の 種類 は 図 2 の よう に な っ て いま す 。 ソ ー ス デー タ の 形式 
は , プリ ミ テ ィ ブ の 種類 を 表す 0 6 の コー ド に 続い て , すべ て 
の タイ プ の プリ ミ テ ィ ブ 共通 な 中 心 座標 値 (6.m,n) を 書き ます 。 
続く 形状 パラ メー タ は プリ ミ テ ィ ブ の 種類 に よっ て 数 と 意味 が 異 
な り ま す 。 そ れず ぞ れ の デー タ に つい て は 図 2 を 参照 し て くだ さい 。 
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以上 の ょ うに, 可変 長 の 物体 パラ メー タ の 組 が , 物体 を 定義 し 
て いる ブロ ッ ク の 初め に 書か れ て いる プリ ミ テ ィ ブ 数 だ け 並 ぶ と , 
ソー ス デ ー タ は 終わ り と な り ま す 。 レ イト レー ス 本 体 デ ログ ラム 
rt は 起動 時 に この ソー ス フ ァ イル を 読み 込み , 適当 な 変換 を し た 
あ と, 数 値 デ ー タ と し て メモ リ 上 に も ち ま す 。 読み 込み の 際 の デ 
ー タ チェ ッ ク は , 必要 最小 限 し か 行っ て ませ ん の で , 値 が 適当 で 
な か っ た だ たり, 過 不 足 が あ っ た 場合 は , 生成 され る 画像 が むか し く 
な る ば か りか , ゼロ ディ バイ ド 等 の エラ ー で 止ま る こと も ある の 
で 注意 し て くだ きい 

プリ ミ テ ィ ブ の 数 に つい て は , E に 上 限 を 設定 し て いま せん 。 
これ は デー タ 領 域 シ セス タッ ク と プリ ミ テ ィ ブ デー タ 領 域 で 使っ て 
いく だ めで す 。 あ まり プリ ミ テ ィ ブ の 数 が 多い と 。 スタ ッ ク に よ 
っ て プリ ミ テ ィ ブ デー タ が 壊 き れる 恐れ が ある と いう こと で す 。 
実際 に は スタ ッ ク と フ " リ ミ テ ィ ブ デー タ 領 域 合 わせ て 28K バ イト 
ほど あり , プリ ミ テ ィ ブ 1 つの デー タ 領 域 は 68 バ イト で すか ら , 


300 く らい の プリ ミ テ ィ ブ で も 充分 扱え を る と いう 計算 に な り ま す 。 
図 2 プリ ミ テ ィ ブ の 種類 


2 次 曲面 


方 向 ベ クト ル 
(а,Ь, с) 


方 向 ベ クト ル 


€ 終わ り に E 


結局 ソー ス デ ー タ の フォ ー マ ッ ト 解 説 で 誌面 を 使っ て し まい , 
レイ トレ の 原理 的 な こと や ,。 モデ ル に つい て の 説明 を すっ と ば し 
て し まい まし た 。 こ の 点 に 関し て は , 一 園 氏 の 記事 な ど で 各 自 補 
足し て いた だ きだ た いと 思い ます 。 こ の プロ グラ ム 作 成 に あ だ っ 
て も, 一 園 氏 の プロ グラ ム は 大 い に 参 考 に な り ま し た 。 

さき て,。 こ の よう に レイ トレ の プロ グラ ム が で きた らき さっ を く 〈 絵 
を 表示 きせ て み ま し ょ う 。 今回 は 前 述 の リス ト 5 の ほか に , タイ 
トル 横 の 4 つの 玉 (リス ト 3 ) と 以前 ゴル ゴ ・ コ バ ヤ シ 氏 が 発表 
し た 人 形 (リス ト 4 ) の 2 種類 の デー タ を 載せ て お きま す の で 
打ち 込ん で 表示 きせ て みて くだ きい 。 そ し て , レイ トレ の 素 晴 ら 
し さき を 実感 し た あと は , 今度 は 皆さん の 番 で す 。 ぜ ひと も 皆さん 
も 何 か 「 作 品 」 作 り に 挑戦 し て みて 《 く だ きい 。 レイ トレ ー シ ン グ 
プロ グラ ム は , グラ フィ ッ ク エ ディ タ と 同じ く , あま て 道具 な 
の で すか ら TS Е 
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'# metaric cylinder 
' 


'# recording param. 


# で 始ま る 行 は コメ ント で ある 


画面 設定 


'# eye data 


レコ ヨー ディ ング タイ プ 
全 画面 描画 
解像度 は 1X1 ド ッ ト ニ 1 ピク セル 
本 当 の 縦横 比 


計算 精度 設定 
反射 計算 は , 最初 の 1 回 で 打ち 切り 


リス ト 5 


「 あ ば た 」 が 生じ た ら 。 少し 大 きく し て みる 


簡易 アン チエ イリ アジ ング を する 


視点 
it 1 
副 注視 点 


1/2 視 野 角 一 


'# Primitives 


- Range Primitive 


лоо 


«o со 


оо о 


center sphere 


3D モ ー ド 時 の 目 幅 比 


光 の 半減 距離 し か すみ フラ グ 


той, 淡い プル ー 


RUE 


ШЖ ЖОҚ 
2 一 # 


境界 体積 合 む り 全 プリ ミ テ ィ ブ 数 


surface of floor — № 


(1x H 


少し だ け 反 射 


平面 


シリ ンダ を 含む 境界 体積 
以下 の 4 つの プリ ミ 


シリ ンダ 


物体 より 1 まわ り 大 きい 半径 


シリ ンダ の 実体 定義 
outer cylinder — 外側 の シリ ンダ 


КДН ) 代表 的 な 金属 の 質感 


90%) $l 


リンダ 


z 軸 に 平行 


top of cylinder — シリ ンダ の 頭 を CutG 
AND デ プリ ミ テ ィ デ ブ 


平面 


inndr cylinder 一 内側 の シリ ンダ G 
AND プ リ ミ 


522) y 2 


⑧ 一 ? よ り 1 ま わり 小さき い 


中 心 部 の 球 C 


半径 6 


xz 平 面 上 の 点 か ら , 原点 を 見 る 
z 軸 方 向 が 画面 の 上 に な る 
60' の 視野 角 は , 広角 レン ズ 


AND を 


と る 


В 


この 範囲 の プリ 


ミ テ ィ プ を 囲む 


境界 体積 


ЕА cc ABI 


全体 で OR を と る 
% 


完成 ⑥ 


1988-9 Oh/FM 41 


テグ PIL 3 Пу 


for FM77AV シ リー ズ (F-BABIC V30) 要 :3D ス コー プ 


「8 色 グラ フィ ッ ク エ ディ タ GE-8 」 デ ー タ コン パチ ブル 


640X200/8 色 CGC に 遠近 感 を つけ る 


コロ ロー タ mr 


志村 泰 規 


さて , 3D ス コー プ 応 用 プロ グラ ム の 第 
2 弾 は , 640X200/8 色 モー ド で 描か れ た 
CG を 遠近 の 情報 を 持た せ て ロー ド し 立体 
的 に 見 せる ユー ティ リティ の 登場 で す 。 遠 
E, 近 景 と いう よう に 分 け て 描い た CG を , 
この ユー ティ リティ を 使っ て いろ いろ な 奥 
行き に ロー ド す る だ け で , すばらし い , 深 
み の あ る 3D コン ピュ ー タ グラ フィ ックス 
の 世界 が 楽し め ま す 。 

な お, 画像 デー タ の 形式 は 後 の 記事 の 「G 
E-8」(p.87) と コン パチ ブル に な っ て いま す 
DT, そちら も 打ち 込め ば , CG 作成 が 楽々 
行え , と っ て も 便利 で す 。 


て 見 える ハズ で す 。 今 度 は , 逆 に 鉛筆 の 尻 
の 目 を 使い ます 。 そ し て この 2 つの 目 は 互 の ほう を 見 つゆ て くだ さい 。 す る は 今度 は 
い に 少し ずつ ズレ た 画像 も 見 て いま す 。 よ 鉛筆 の と が っ た ほう が ズレ て 見 える は ず で 
ほど の こと が な いか ぎり 違う も の を 見 て い す 。 いま 2 つ 実験 を し て も らい まし た が , 


皆さん は も が や ファ ミュン で 3D スコ ー ます 。 嘘 だ と 思う 人 は , 自分 の 鼻 か ら 10cm 皆さん が 見 つゆ て いた 点 ( 注 視点 と いう ) は 
. o ぐら い 離 し た 所 に 指 を 持っ て いっ て , ЯН どちら も は っ きり と ズレ ず に 見 えた の に ., 
- 度 で も 見 た こと が ある 人 は , その 追 力 に と 左目 の 交互 で 指 を 見 て て だ さい 。 右目 で 注視 点 よ り 遠 く (あるいは 近く 〈《 の 点 は ズレ て 


人 0 が St だ ご と で て し よう 。 シャ ー グ の ネツ 見 た と き と た 左目 で 見 た と き ETR АНЕ Ж 見 を だ はず で す 。 し か し 両方 と も 同じ ズレ 
コン メシ リー ズ の ステ レオ グラ ス や , VHD う 角度 か ら 見 た た め に 指 の 見 える 位置 が ズ Р ОТЕ, 3669995 
の それ も 全く 同じ 原理 で 立体 画像 を 作り 5 出 レ て いた だ ただ はず で す 。 この ズレ が 立体 感 を 生 が 広がる よう に な り ,。 遠く に な っ て 《 る と 

て いま す 。 本稿 で は , AV シリ ー ズ の も つ む も と に な っ て いる の で す 。 ズレ が 大 きけ 近く の と き と は 逆 の 方 向 に ズレ が で きる の 
640x200, 8 42 画面 モ ー ド を 利用 し て 立 れ ば 大 きい ほど その 物 を 近く (ある い は 遠 у» 


体 画像 を 作り 出す オーー ティ リティ を 紹介 し () に ある と 感じ ます 。 こ れ を 利用 し た の この プロ グラ ム で は , AV シリ ー ズ の も つ 
ます 。 す べ で て の こと が 拡張 BASIC (Е-ВА + < いま , ズレ が あ 8 色 2 画 面 を 使い 画面 1 に 左目 で 見 た と 
SIC V3.0 用 ) で 簡単 に びき る よう に な っ て と 近く か 遠く の どちら か に 見 える と いう き の 画像 を . そし て 画面 2 に は 右目 で 見 た 
いま す の で , 誰 で も 気軽 に 立体 画像 を 楽し よう な こと を 書き まし た が 。 いったい ネ その と き の 画 像 を 描い て お き , それ ら を 高速 に 


ん で も ら え る と 思い ます 。 区 別 (近く か 遠 СРЕ ч 戸 い 違い に 表示 きせ ます 。 し が し それ だ いけ 


D の ょ うに な っ て る の で し ょ う 。 その 説明 を — で は 立体 に は 見 を ず , た だ 画面 が プレ て , 
プロ グラ ム の 原理 0 


する 前 に 皆さん に 1 つ 実 験 を し て も らい ま ち 選 つい で いる だ け に も が 見 えま 導 ん 。 を 
を 管 で は 。 こ の ブロ グラ ム が どう や っ て を し て 鉛筆 の 尻 の ほう を 向 こ うに 向け て , は 。 高速 液晶 シャ ッ タ と いう 物 が 右目 と 


し ょ う 。 ま ず , 外 筆 を 1 本 用 意 し で くだ さい 。 こ で 。3D スコ ー ダ を 使う お け で すず 。 S 


立体 映像 を 作り 出し て いる の か 説明 し まし 自分 の 鼻 の 10cm ぐ らい 前 に 持っ て いき ます 。 左目 に を それぞれ 1 個 ず つつ いて いて (レン 
ょ う 。 あっ, その 前 に 人 が どう や っ て 立体 それ で は , ちょ っ と ムズ か し い の で す が , スズ の よう に メグ が ネ に は ほ ま っ て いる や つや めき 
と いう も の を 感じ る か に つい て おち ぉ お話 し た は ほ その まま 鉛筆 の と が っ だ ほう を 見 つゆ め てく と で す ), 信号 を 与え を て や る と 光 を 通し に く 


うがい いで すね 。 人間 は 物 を 見 る の に 2 つ だ さい 。 そう する と 鉛筆 の 尻 の ほう は ズレ くす る こと が で きま す 。 つ まり , 右目 用 の 
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画像 を 表示 し て いる 間 は 左目 の シャ ッ タ 
に 信号 を 与え て 暗く し , 左目 で 右目 用 の 画 
像 が 見 を な いよ うに し ます 。 こ れ と 同じ こ 
と を 左目 に も 行い ます 。 以 上 の 動作 を 高速 
に 行う こと て で 立体 画像 を 作り 出し て いる わ 
け で す 。 わ か り ま し た か ぁ ?7? 随分 まわ り 
《 く どい 言 いま わし を し て し まっ だ の で 頭 が 
こん が ら が っ ちゃ っ だ 人 も いる で し ょ う ね 。 
を うい う 人 人 は も う 1 回 読ん で くだ きい ね (な 
AC, 書い て ちゃ っ た けど , こん な 原理 な 


ん か 理解 し な くだ っ て 別に か まわ な いで す 
よ Js 


打ち 込み 方 


$C, それ で は 打ち 込み 方 を 説明 し まし 
22 リス ト 4 は マシ ン 語 で て すずの で 
CLEAR, &H5FFF の 
と し て か ら 打 ち 込 ん で くだ きい 。 モー デジ 
方 法 は , 
SAVEM “ЗрСК5”, &H6000, 
&H6B4C, &H6000 の 
で す 。 も ちろ ん , ファ イル 名 は 好き な も の 
で か まい ませ ん 。 
リス ト 2 は , ご く 普 通 の BASIC プ ブログ 
ラム で す の で , 普通 に 打ち 込ん で 普通 に セ 


ー プ し て 《 だ さい 。 ナ ニ !? 説明 に な っ てい 
vot? それ で は 。 いちおう セー ブ す 
る と さき の ココ マン КЕ РСЗ АИ テ か 
ね 。 
SAVE "3Dinit" の 

СОКТУ» 

で は , いよ いよ この プロ グラ ム の 使い 方 
の 説明 に 入り まし ょ う 。 


拡張 BASIC 書 式 


( OVRAY | 


(OVer RAY load: オ ー バ レイ ロー ド ) 


ロー ド 中 の 画面 が . VRAM 上 の 絵 よ り も 
手前 に ある と し て ロー ド す る 。 つまり, m 
ー ド 中 の 絵 の 透 明 色 部 分 どけ に VRAM 上 
の 絵 が 残る こと に な り ま す 。 
機能 : オー バレ イロ ー ド を 行い ます 。 
書式 :OVRAY 画面 番号 . ドラ イブ 番号 , 
К> К, НЕ 〔, 透明 色 2…… , 8 
明 色 8 ) 


ж: ("と "で 囲ま れ た 引数 は 省略 が 
可能 な こと を 意味 し ます 。 

解説 : ドラ イブ 番号 で 示さ れる ドラ イブ か 
ら オ ー バ レイ ロー ド を 行い ます 。 画 像 デ 


3D L1 ー ダ forAV 実 行 例 (タイ トル の 写真 の CG の で きる まで ) 


1000 CLS 

RODOUIVEGAD 4, に 22%5 (1) 
1020 CHROMAKEY 2,1,-16,5 : ' Z2" @) 
1030 OVRAY [,1,2,7 : * тэл“ @ 
1040 OVRAY 3,1,6,5 : ' Pu モナ イト ④ 
1050 OVRAY 0,1,10,7 : "カニ б) 
1060 OVRAY 5,1,16,0 : ' P9 (6) 
1070 FLASH = 
1080 AS-INPUTS(1) 

1090 IF А$="1" THEN CHGSCR 1,1 : GOTO 1080 
1100 IF A$-"0" THEN CHGSCR 0,0 : GOTO 1080 


1110 GOTO 1070 


ー タ は , 後 の 記 事 の グラ フィ ッ ク エ ディ タ 
GBS コン クチ ジル で 5 アミ イル は フ デ 
イル 名 で は な く , 画面 番号 で 管理 され て い 
ic. 画面 番 号 は 0 か ら 5 まで で す 。 詳し 
《 は p.87 の グラ フィ ッ ク エ ディ タ の 記事 を 


ご 覧 くだ きい 。 ドッ ト 数 は 画面 に ロー ド す 
る 際 に ペー ジ 0 と ペー ジ 1 の 画面 で 立体 画 
像 を 得る た だ た め に 左右 に ダレ を 起こ きせ る と 
き に , 何 ド ッ ト ず つ ず ら す か を 指定 する た 
め の も の で す 。 人 負 の 数 (マイ ナス ) も 使え ま 
す 。 負 の 数 を 指定 し た と き は , 正 の 数 (7 
ラス ) が 与え を られ た と き と 逆 方 向 に ズレ ま 
す 。 つ まり , СЕТ り 手 前 に 浮か せ た い と 
き は 正 の 数 を , 逆 に CRT の 向こう 側 に 沈 
め だ た いと き に は 人 負 の 数 を 指定 すれ ば よい の 
で す 。 158 色 ま で 指定 で きま す (8 
色 し か な いか ら そ れ 以 上 指定 で き て も 意味 
が な いも ん ね )。 


( CHROMAKEY J 
(CHROMAKEY load: ク ロマ キー ロー ド ) 


ロー ド 中 の 画面 が 。 VRAM 上 の 絵 の 向 
こう 側 に ある と し て ロー ド す る 。 つ お 07 
УКАМ 上 の 絵 の 透 明 色 部 分 び が け に ロー ド 
中 の 絵 が 残る こと に な り ま す 。 
機能 : クロ マキ ー ロ ー ド を 行い ます 。 
書式 : CHROMAKEY 画面 番号 , ドラ イ 
プ 番 号 , ドッ ト 数 , 透明 色 1 〔, 透明 色 2, 
"S , AHE 8 1 


解説 : ドラ イブ 番号 で 示 る れる ドラ イブ か 
ら ク ロマ キー ロー ド を 行い ます 。 引 数 の 解 
説 は 、 オ ー バ レイ ロー ド の も の と 一 緒 で す 
の で そちら の ほう を 参照 し て くだ さい 。 

( VLOAD ) 

(Visual LOAD (コジ ツケ ノ ) : ビ ジュ アル ロー ド 
機能 : 画面 の ロー ド を 行い ます 。 
書式 : VLOAD 画面 番号 ドラ イブ 番号 


解説 : 画面 の ロー ド を 行い ます 。 た だ し , 
普通 の 画面 ロー ド と は 異な り , VRAM の ペ 
ー ジ 0 と ペー ジ 1 に 同じ 画面 と シロー ド し ま 
Fe 


VSAVE 
( (Visual SAVE: ビ ジュ アル セー プ ) 1] 
機能 : 画面 の モー ブ を 行い ます 。 
書式 : VSAVE 画面 番号 , ドラ イブ 番号 


解説 : 画面 番号 で 示さ れ た ドラ イブ へ 画面 
Фер し ます 。 だ だ に モー スク きれ る 画 


1988-9 Oh./FM 43 


面 は を の 時 点 で アク ティ ブ に な っ て いる 画 


面 び だけ で す 。 BASIC の グラ フィ ッ ク 命 令 や , 


GE-8 以外 の グラ フィ ッ ク エ ディ タ 等 て 描 
いた 絵 を 使い た いと き は , それ を 一 度 画 面 
に 表示 させ , この コマ ンド を 使っ て , ЖОС 
説明 する 専用 ディ スク に セー プ ブ し 直し て く 
だ さい 。 


{ CHGSCR | 
(СНапбе SCReen: チ ェ ン ジス クリ ー ン ) 


機能 : ディ スプ レイ ペー ジ と アク ティ ブ ペ 
ー ジ を 切り 換え ます 。 

書式 : CHGSCR ディ スプ レイ ペー ジ , ア 
САУ クン ペー の 


解説 ディ スプ レイ ペー ジ と は , CRT デ ィ 
スプ レイ に 表示 きれ る VRAM の こと を きる 
し , アク ティ プペ ー ジ と は , 書い た り 消 し 
だ た だ り で きる VRAM の こと を きる し ます 。 АУ 
で は 640X200 ド ッ ト の 8 色 モ ー ド の と き に 
2 ЖС (画面 ) の VRAM を 持っ て いま す 。 2 
LT, 画面 の こと を ペー ジ と 呼び , 1 枚 ず 
つ ペ ー ジ 0,。 ペー ジ 1 と 呼ん で いま す 。 し 
だ た が っ て 引数 は どちら も 0 か 1 の どちら か 
に な り ま す 。 つ まり この コマ ンド は AV 系 
の F-BASIC (V3.3, V3.4) の SCREEN 
文 に ある 第 3, 第 4 引数 と 同じ 働き を し ま 
す 。 


図 1 


図 1-1 


図 1-2 


例 : 
CHGSCR 1,0@ 
CIRCLE (320, 100), 50, 7 の 
E 記 の よう な ар еЗ, 
画面 表示 は ペー ジ 1 で , CIRCLE 文 で 円 を 
描い た の は ペー ジ 0 と いう とこ た に な 9 ます 。 
つま り , 書き 込む ペー ジ と 表示 し て いる ペ 
ー ジ と が 違う の で , CIRCLE 文 で 円 を 描い 
て いる と ころ は いっ きい 見 られ ませ ん 。 
CHGSCR 0, 0 の 
を 実行 きせ る と 先ほど 描い た 円 が 見 れ ま す 。 


( FLASH ) 
(FLASH: フ ラッ シュ ) 


機能 : ペー ジ 0 と , ペー ジ 1 を 互い 違い に 
表示 させ る と と も に , 3D スコ ー プ の ドラ 
イブ も 行う 。 

書式 : FLASH 


解説 : 実際 に 画面 を 3D 化 さ きせ て 見 る た め 
の 命令 で す 。 ペ ー ジ 0 と , ペー ジ 1 を 高速 
с, 互い 違い に 表示 を 繰り 返す と と も に , 
38 スラー ジ の ドラ イジ や 行い ます 。 2m 
は [BREAKI| 以 外 の キー が 押さ れる まで 繰り 
返さ れ ま す 。 VLOAD, OVLAY, CHROM 
AKEY 等 で 画面 を 作り 終わ っ た ら , FLASH 
を 実行 きせ て ジョ イス ティ ッ ク ポ ー ト 1 に 
3D ス ユー プ を つなぎ 画面 を 見 て て だ きい 。 


図 2 


図 2-1 


ブロ グラ ム の 動か か し 太 


で は , 使用 で きる 機能 に 関す る 説明 が 終 
お わら 2 た と で ろ で 。 ピロ グラ ム の 実 条 玉 法 に 


つい て 説明 じ ま し ポラ 8 リス ト 1 の マシ シン 
語 プ ログ ラム は , 前 の 章 で 説明 し た BASIC 
の 拡張 コマ ンド を 拡張 する た め の プ ログ ラ 
ム で す 。 実行 方 法 は , 

CLEAR, &H5FFF の 

LOADM "3DGRS",, КО 
CY. この プロ グラ ム の 場合 , よほど の こ 
と が な いか ぎり CLEAR は 切ら な く て も い 
ハズ が な ん で す が , 万 が 一 と いう こと 8 お 
りえ ます の で ぜひ 皆さん は マシ ン 語 プログ 
ラム を 入力 また は 実行 する 際 に は CLEAR 
を 切る 癖 を つけ て お いて くだ きい 。 次 に リ 
スト 2 で す が , これ は 2D フ ォ ー マ ッ ト き さき 
れ て いる ディ スク を , 拡張 命令 で 取り 扱え 
る さよ うに 画面 セー ザ ブ ロ ー ド ディ スク 04 
F, 画面 ディ スク と 略 ) に 初期 化す る た め 
の も の で す 。 初期 化 され て いな いと 拡張 命 
令 で は 画面 ディ スク と し て 取り 扱え ませ ん 。 
初期 化す る に は まず ,。 シス テム デイ スク に 
添付 きれ て ぃ いる 「SYSDSK」 を 使っ て ディ 
スク を を フォー マツ マト てく だるい AV 
40 の 人 は 2D フォー マッ ト に し て くだ さい 。 
Шы, シス テム コー ド は 入っ て いて も 入っ 
て な 《 て も か まい ませ ん 。 フ ォ ー マ ッ ト が 
終わ っ た ディ スク を リス ト 2 を 使っ て 初期 
化す れ ば , 画面 ディ スク の で き 上 が り で す 。 
リス ト 212 BASIC ラロ グラ で が めで 。 
ロー ド し て RUN する こと で 実行 "せる こ 
гаса 


実際 の 使用 例 


ここ まで の 僕 の 下手 くそ な 日 本 語 で 書か 
れ た 説明 を 読ん で き て 80% 以 上 理解 で きた 
人 は どの く 〈《 ら いい る の だ ろう か …… SOZ 
ログ ラム が 何 も を す る た め の も の か すら わか 
ら な い 人 も いる の で は …… な ぁ ー ん て いう 
不安 を ぶっ と ば す た め に 実際 の 使用 例 を 2, 
3 あげ て 説明 きせ て いた だ きま す 。 
(な ん か , お ちゃ ら け た 文 と 普通 の 文 が 入 
り 乱 れ て いる な ぁ 。 気 を 付け な くち ゃ )。 
まず , 画面 ディ スク に , 図 1 の 3 枚 の 絵 
が 入っ て いる も の と し て 話 を 進め まし ょ う 。 
ディ スク に 入っ て いる 画面 番号 は , 図 1- 1 
は 1 番 , 図 1- 2 は 2 番 , 図 1-3 は 3 番 に 


入っ て いま す 。 な お , 画面 ディ スク は ドラ 
ДОДЕ Зе に し で お きま し ょ よ 


2o UL , 


VLOAD 2, 0Q 

OVRAY1,0,8,5Q 
ЕЗ 5t,R2-TOX5:5àk5z3.cCG 
dee cud ode ode arb a CI 
ET 

VLOAD 2,0 
の と ころ は , 2 番 の 絵 を ドラ イブ 0 から 読 
み 込 むせ と いう も の な の で , た だ 岩場 (の つ 
も りな ん で す ) の 絵 を 読み 込む だ どけ で す 。 
問題 は 次 の , 

OVRAY 1, 0, 8,5 
で し ょ う 。 こ れ は , オー バレ イロ ー ド を 
行 あ と いう こと な の で ,。 今 この 時 点 で CRT 
に 表示 きれ て いる 画面 を 向こう 側 に , そし 
て 今 か ら オ ー バ レイ ロー ド し よう と し て 
いる カニ の 絵 を 手前 に 置い た と 頭 の 中 で 考 
あま За © 命令 を 見 て みる と, カラ 
ー コ ー ド 5 の 色 (水色 だ ね ) が 透明 色 と な 
っ て いま すか ら , カニ の 絵 の 中 の 水色 の 部 
分 が ガラ ス の よう に 透明 に な っ て し まっ た 
と 考え て 2 枚 を 正面 か ら 見 る と , ホラ , М 
ДО УМ G まう まだ スプ 
す ド ッ ト 数 の と ころ が 正 の 数 し な っ て いま 
TOT, カニ は 岩場 より も 手前 に 浮き 出 て 


見 ある 24 に 所 学 て いま ず 5 お な か な に | V 
LOAD 命 令 で ロー ド さ きれ た 絵 は ズ ラ す ドッ 
ト 数 が 0 の と き と 同 じ 遠 さ (? ) に ロー ド き る 
れ ま す 。 ズラ す ド ッ ト 数 が 0 の と き は 本 来 
の CRT の 位置 に , 正 の と き は 手前 に , fü 
の と き は 奥 の ほ うに 表示 され る と いう こと 
bE Cds € I SU. KU, 


VLOAD 1, 0Q 
CHROMAKEY 2, 0,- 8,10 
か る ます 大き で じょう る? LART 
みて くだ さい 。 どうですか ? 大 体 で も わ 


ТАЛҚАН あと は 自分 で いろ いろ や 
っ て いる うち も に 感覚 で わか る よう に な り ま 
す 。 答え は 図 2- 2 の よう に な り ま す 。 を それ 
で は 一 緒 に 考え て み ま し ょ う 。 クロ マキ ー 
2... 
の 絵 を 奥 に 置い て 考え ます 。 今度 は 透明 色 
Б E жеті ног. Ж 
の 絵 の 青 の 所 だ け ス ケ て 興 に ある カニ の 絵 
が 見 える と 考え る と , ちゃ ー ん と 答 ど お ぉ お り 
Е 5 ら 思 いま 9。 る むむ て は, 
VLOAD 2, 0Q 
OVRAY 1, 0, 8, 5 の 
OVRAY 3, 0:-8, 50 

Йер; 

VLOAD 2, 0 の 


CHROMAKEY 3,0, 210 


OVRAY 1,0,8, ү 
EUT БЕЗ apa CTS 答え は 図 2 
-3 と 図 2-4 で す 。 これ を 読ん で も 全然 わ 
か りゃ ん と いう 人 は , 実際 に いく つか ロー 
RU た の し て が て 4《 だ さき (R。 


ちょ っ と お知らせ 


この 拡張 BASIC で は , 画面 セー ブ デ ィ 
スク 以外 の ディ スク に は いっ さい 書き 込み 
を 行い ませ ん 。 で すか ら 安 心して 使っ て 
くだ きい (еа Е ШРС Ф), 


dt. エラ ー に つい て な ん で けが , Xikm 
ラー 等 は し っ か り 出 ます が , ディ スク の エ 
ラー (ディ スク が 入っ て いな い , 読み 取り 


エラ ー 等 ) が ある と 何 $ 言 わ ず に 返っ て 
で ML まい ます ua の めん みみ さき Us 


終わ り で ぇ ー い 


ec, 手 が ち ょ うど クタ クタ に な っ て きき 
だ と この で 終わ 9 です) か が だ うう 
ょ うか 。 自 分 で 描い た 絵 を も, この ユー ティ 
リティ て 遠近 感 を つけ , 3D スコ ュー プ を 通 
し て 見 た と き は ちょ っ と 感動 きせ られ まし 
Ro 皆さん も , ぜひ , この 感動 を 味わっ て 
み で て くだ さい 。 


き 


リス ト 1 38DGRS? 


ADDR 
6000 
6010 
6020 
6030 
6040 
6050 
6060 
6070 
6080 
6090 


+0 
33 
3F 
88 
45 
53 
52 
C4 
4A 
00 
11 
OF 
EF 


+1 
8С 
26 
41 
52 
4Е 
4Е 
46 
27 
A9 
17 
39 
BD 


%2 %3 
28 10 
F8 9F 
ЕЕ 02 
41 53 
55 4Е 
4D 41 
41 
4А 
10 


+С +D +E +F :SM ADDR +0 +1 +2 +3 
02 АТ 80 31 :56 6200 АА АТ 8р 02 
ВЕ 02 04 33 :BA 6210 81 10 10 27 
48 41 49 СЕ :р0 6220 80 5Е 33 8р 
52 49 4E D4 :51 6230 69 8Е 80 00 
41 D9 43 48 :5В 6240 ЕЕ 5F 6A Е4 
56 4С 4F 41 :CF 6250 86 ЕЕВТ ЕС 
80 F4 27 1А А1 6260 OF ЕЕ АТ C8 
19 4A 10 27 :24 6270 24 01 39 34 
15 6F 8D 01 :ED 6280 17 06 9C 17 
01 04 17 01 :75 6290 00 6F 30 8D 
BE E7 8D 00 :3D 62A0 33 8D 06 C6 
EE BD 92 92 :1E 62B0 EC 8D FE F8 
D6 9D D8 81 :D1 62C0 30 8D 07 96 
35 10 E7 80 :5B 62D0 C8 4F АТ 88 
FF 99 A6 1F :AC 62Е0 E6 8D FE C9 
8D 00 AD 86 :FC 62F0 8D 05 5A 26 
44 F3 B9 0A :B1 SUM 6р ЕЕ 27 01 
+С *D +E *F :SM ADDR +0 +1 +2 +3 
39 8D 04 17 :45 6300 39 34 76 6D 
00 82 ВО 92 :Е5 6310 56 44 56 54 
ІС 4D 26 14 :FB 6320 C5 34 04 C6 
17 97-Е5 17 :C5 6330 4F A6 C9 00 
CC 29 00 FD :3D 6340 C4 07 27 0D 
80 B6 FC 84 :EC 6350 F3 35 F6 86 
12 44 24 FA :09 6360 03 58 86 01 
BD 92 92 C6 :EE 6370 C6 28 А6 80 
58 EA 8D 00 :22 6380 С0 5А 26 ЕЕ 
9D 39 00 00 :Е5 6390 8D 07 ВТ 36 
00 00 00 00 :06 63A0 10 8В 04 8E 
8C F1 EC 8C :71 63B0 F6 34 16 5F 
8C DE 8E 00 :37 63C0 АТ 8D 00 44 
AT 8D 04 D9 :EF 63D0 00 31 C6 05 
03 27 10 8E :43 63bE0 81 11 25 EE 
06 4F A6 8C :98 63F0 BD FE 02 35 
44 0D 4F 94 :99 SUM 5В FB C6 18 


+5 +6 +7 +8 ЖӨ «А +В +С «D +Е +Е :5М 
30 8р 01 ҒА 17 02 ВС A6 8р 01 Е4 :9А 
34 Аб 8С 87 C6 0С 3D СВ 02 Ет 8С :04 
44 86 04 34 02 Аб 8р ЕЕ 73 17 01 :67 
8E 10 00 8р 20 31 ЗЕ 26 ҒА 6С 8р :5B 
26 ЕЕ Е2 32 61 Вб Ер ОҒ 17 04 бА :9D 
ТЕ Ер 05 35 FF A6 80 A7 CO A6 89 :2B 
Аб 89 1Е ЕЕ АТ С9 00 9F 5С C1 50 :95 
6F 8D 01 10 17 00 2A 30 8D 07 DA :АЕ 
07 17 00 D4 86 FF АТ 8р 00 FA 17 :5C 
C4 17 06 7D 17 00 СІ 17 00 ВЕ БЕ :9р 
В0 34 76 6р 8р FF 03 10 26 00 5В :A8 
56 44 56 54 17 00 CE 33 8р 06 АА :4C 
34 04 C6 50 EO EO A6 CO A7 80 A6 :р5 
A6 C9 00 9F A7 89 00 9F 5A 26 EB :DD 
07 27 0D 30 8D 07 6b 8D 09 8D 07 :95 
35 F6 86 4F 64 80 66 80 4A 26 FB :3A 
AT 6B C3 38 D6 F8 1F 6E C3 F4 39 :D9 
*5 +6 +T +8 *9 +A +В +G «D. +Е: €F 48M 
FE A8 10 26 FF A5 EC 8D FE 9D 44 :B5 
00 73 33 8D 06 4F 30 8D 07 3B 33 :15 
EO EO A6 CO АТ 80 Аб C8 4F АТ 88 :4C 
AT 89 00 9F 5A 26 EB E6 8D FE 6D :75 
8D'08 02 8D 09 8D 07 8D 05 5A 26 :02 
68 82 69 82 4A 26 FB 39 34 46 17 :FD 
FC 82 СЕ FC 83 A6 8D 00 ІВ АТ CO :19 
CO Аб 88 4F АТ CO Аб 89 00 9F АТ :D4 
FD 05 35 C6 00 34 46 4F C6 FO 33 :5С 
5A 26 FB 35 C6 34 76 8E 80 00 8D :3E 
00 8D 09 8B 04 8E AO 00 8D 02 35 :D4 
59 АТ 8D 00 4D ЕТ 8D 00 4B 86 01 :03 
8D 00 3D 86 0A АТ 8D 00 35 30 8D :A7 
FE 05 4D 26 0C 6C 02 6C 05 A6 05 :C5 
96 АТ 8D 00 1А 86 08 АТ 84 34 14 :BF 
86 0A АТ 84 5A 26 D8 32 64 B6 FD :62 
8D 4B 2E 22 24 4F 3A 39 75 9B A9 :75 
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6780 20 8D 18 17 ЕЕ 34 86 ЕЕ ВТ ЕС 82 ТЕ FD 05 17 ЕЕ :60 START ADDRESS=6000 
6190 29 86 80 ВТ ЕС 80 ТЕ Ер 05 35 F6 34 76 17 ЕЕ 1A :E8 END ADDRESS=6B4A 
67A0 86 01 ВТ FC 82 FF ЕС 83 ЕТ FC 85 ТЕ FD 05 17 FF :49 ENTRY ADDRESS=6000 


リス ト 2 "3Dinit" 


1000 ' Disk initialyzer for GRAPHICS DISK 

1010 ' 

1020 PRINT " Drive 0 72 ラス スク 9 クリ ラフ ィ ッ クー テア スク = УЧА" 

1030 INPUT " イイ ヌス カカ ? ",А$ : IF A$-"" THEN PRINT CHR$(&HIE); : GOTO 1030 
1040 IF А%-"Ү" OR A$-"y" THEN FIELD %0,2 AS A$ : LSET A$-"GE" : DSKO$ 0,0,3 
1050 END 


$ LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM 
BASIC チ ェ ッ クサ ム 1000 00 00 B9 07 9D рт 00 00 00 00 :34 


00 00 B9 07 9D D7 00 00 00 00 /34 
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for FM77AV40EX(F-BASIC V3.4L80) 要 :3D ス コー プ 


"РМР. 「PEDIT Mk.B」 デ ー 


320 Х200 /4096 5 CGL- 3 JE 5 _ 


300—5 mp 


前 の 記事 で は FM77AV シ リー ズ 全 機種 で 使 
える 3D ロ ー ダ を 紹介 し まし た が , それ を よ 
り 高 品位 な 4096 色 CG て 実現 し て くれ る の が , 
この 「3D ロ ー ダ for40EX」 で す // 残念 な 
が ら こ の ユー ティ リティ は 4096 色 画面 を 2 
枚 持 て る FM77AV40EX 専 用 に な っ て し まい 
ます が , その すばらし い 表 現 力 は 8 色 CG 用 
と は ケタ が 違い ます 。 

ВБ, この ユー ティ リティ は , AR, 近 
景 と 分 け て 描い た CG を 奥行 き を 付け て 配置 
し ロー ド す る も の で , 「FM グ ラフ ィ ッ クス 
エディ タ 」, 「PEDIT Mk.8」 な ど で 描 いた 
CG が その まま 利用 で きる よう に な っ て いま 


す 。 
ae 


FM77AV40EX 専 用 の 4096 色 3D ロ ー ド ンプ 
ログ ラム で す 。 ご 存じ の よう に 40EX で は 4096 
色 モ ー ド で 2 画面 を 持つ こと が で きま す 。 
そこ で 今回 の 特集 用 の 3D ス コープ を 使っ て , 
4096 色 の 3D を 楽し ん で も ら お うと いう わけ 
ЖЛ» 


打ち 込み 方 € 


念 の た め , 
CLEAR, &H5FFF © 
を 実行 し て お いて か ら , リス ト 1 の プロ グ 
ラム を 打ち 込み ます 。 終 わっ た ら , 
SAVEM "VLOADMo', &H6000, 
&H70FF, &H6000 © 
РБЕ qa, 


fy; e 
この プロ グラ ム は 本 誌 


787% 6 月 号 に 掲載 


され だ VBIOS の ルー チン を 利用 し て いま す 。 
その た め 「FM グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ 」「PEDIT 


Mk.8」,「 色 彩 世 界 」 な ど , 富士 通 の 「FM 
グラ フィ ッ ク エ ディ タ 」 と 同形 式 の デー タ 
構造 を 持っ た エディ タ で 描い た 絵 を を の ま 
ӘЛІН СЕС 7. Ы, この プア 
ログ ラム は サブ ルー チン パッ ケー ジ 集 の 形 
に な っ て お り , CATL 文 を 使っ て 呼び 出す よ 
うに な っ て いま す 。 ま た, 引数 は 文字 型 
整数 型 し か 渡し て は いけ ませ ん 。 今回 サー 


ビス し て いる も の は スタ ンダ ー ド な セー 


と ロー ド , それ に オー バレ イロ ー ド と クロ 
тап КОСТ, オーバ レイ ロー ド と い 
う 2 う の は セー ブ き れ た 画面 デー タ の 1 色 を 透 
明 色 と し て ロー ド し ます か ら , ロー ド す る 
と き に 表示 中 の 画面 を 残し な が ら ロ ー ド す 
る こと が で きま す 。 つまり, 表示 中 の 画面 
の 手前 に ロー ド し た 感じ に な る わけ で す 。 
クロ マキ ー ロ ー ド と いう の は オー バレ イ の 
ЖС, ロー ド す る と き に 表示 中 の デー タ の 
1 色 の と ころ に の み デ ー タ を ロー ド す る と 
いう も の で す 。 これ で す と , 表示 中 の 画面 
の 後ろ の に ロー ド し た よう に 見 えま す 。 

プロ グラ ム は S$6000 番 地 か ら $70FEF 番 地 ま 


タコ ン バ パチ ブル 


で で す が , 位置 独立 な の で ほか の アド レス 
に ロー ド し て 使う こと も で きま す 。$6000 番 
地 か ら 4 つの サー ビス ルー チン の エン トリ 
が 3 バイ ト ず つ あ り ま す 。 し た が っ て , BASIC 
か ら は 次 の よう に エン トリ を 定義 し ます 。 
УЅАУЕ = &H6000 
VLOAD = &H6003 
OVLAY = &H6006 
CHROMA - &H6009 
BLOCK = &H600C 
FLASH = &H600F 
下 か ら 2 番目 の BLOCK は どちら の ペー ジ を 
選択 する か を 指定 する た め の ル ー チ ン で す 。 
ロー ド 関 係 で は 2 枚 両方 の VRAM ブロ ッ ク 
に 絵 を ロー ド し て いま す が , セーブ は 現在 
セレ クト され て いる ブロック し か セー ブ し 
な い の で セー プ す る 前 に 指定 し ます 。 ま た , 
F-BASIC で は VRAM ブロ ッ ク を 変更 する の 
は ザ が ポ ボード し て いな い の で 。 グラ フイ ィ ッ ク 
コマ ンド な ど で 捕 画す る と き に ブロッ ク を 
選択 し た い 場合 に も 使え ます 。 
最後 の FLASH は , 3D ス コー プ を ドラ イブ 
し , で き あ が っ た 画面 を 見 る た め の も の で す 。 
それ ぞ れ の 使い 方 は 次 の よう に な り ま す 。 
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| -VSAVE- | 


Е$=`1: YUMA?” : X20: Y=0 : DX=319 : 
рү —199 : CALL VSAVE (F$, X, Y, DX, DY) 


| -VLOAD-— | 


RESMAN X —-1 :Y—0:27-—16: GALE 
(F$, X, Y, Z) 


( -OVLAY = 4 


F$=`2: TAMINA’ : X=10: Y=5 : Z=8: 
iSC=4095 : CALL OVLAY (F$, X, Y, Z, SC) 


E 


F$- 


—CHROMA- | 


АТ :Х=-1: Y=0 : Z=-16 : SC= 


&HFFF : CALL CHROMA (F$, X, Y, Z, SC) 


| —BLOCK— 」 


P=0 : CALL BLOCK (P) 

以上 の よう に し ます 。 F$ に は ファ イル ディ 
スク リ ジ タ を 記述 し ま 二 XY は ロー ド し 
た 画面 デー タ を 実際 に 画面 上 に 置く と き の 
左上 端 の 座標 で す 。 ま た 双 に 一 1 を 代入 し 
て 呼び 出す こと に より モー ブ し た と き の 座 
標 に ロー ド す る こと が で きま す 。 セ ー ブ プ 時 
に は , X,Y で セー ブ す る 範囲 の 左上 端 の 座 
標 を 指定 し , DX, DY で セー ブ 領 域 の X, Y 
方 向 の ドッ ト 数 一 1 を 指定 し ます 。Z が , 

奥行 き を つけ て 見 せる た め に ブロ ッ ク 0 と 
1 で ずら す ド ッ ト 数 で す 。 も ちろ ん 負数 も 


使え ます 。 た だ し , ロー ド 開 始 の と き に 座 
標 の チェ ッ ク を 行っ て いま す の で , ブロ ッ 
ク 0 , 1 の どちら 5 か で も 画面 を は み だ す よう 

な 指定 が あっ た 場合 は エラ ー に な り ま す 。 

グ ' ア ラフィ ッ ク エ ディ タタ 等 で 作成 し た 絵 を こ 
の ユー ティ リティ で 使う と き は , 絵 の 右左 
を 8 ドッ ト 條 くら 5 い 切 りつ ゆめ て セー ブ し て 
35% と に いで に に ょ う 。 な お, 絵 が ロー ド Š 
れる 座標 は , Z=8 と し た 場合 土 4 ド ッ ト と 

は な ら ず プ ブロック 0 が 元 の 座標 , ブロ ッ ク 
1 が 元 の 座標 より 8 ドッ ト 右 一 ずれ た 座標 
と な り ま す 。 ブ ロッ ク 選 択 の P は 0 まだ た は 
1 を 指定 し て て だ きい 。SC は オー バレ イ や 
クロ マキ ー を 行う と き の 透 明 色 に する 色 で , 
G 輝度 x256+R 輝 度 X16 十 B 輝 度 の 0 一 


ロリ ローダ for 40UEX 実 行 例 。。 トル 写真 の 〇 は の で きる まで ) 


1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 


SCREEN @1:DEFINT А-2 
VLOAD-&H6003: FLASH-&H800 
BLOCK-&H600C:OVLAY-&H800 
P-0:CALL BLOCK(P):CLS 
P=1 :CALL BLOCK(P):CLS 
X=24:Y=0:Z=-16:F$="I.5 
CALL VLOAD(F$,X,Y,Z) 
Х516:Ү-0:2-0:Е%-"В" 
CALL OVLAY(F$,X,Y,2,SC) 
X-14:Y-0:2Z2-4:F$-"HILL 
CALL OVLAY(F$,X,Y,2,SC) 
X-12:Y-0:2-28:F$-"GIRL 
CALL OVLAY(F$,X,Y,Z2,SC) 
X-8:Y-0:27-16:F$-' TREE 
CALL OVLAY(F$,X,Y,2,S8C) 
EXEC FLASH 
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F 
6 


.D" 


.D" 


.D" 


.D" 


.D" 


:SC=0— > 


4095 の 値 で 指定 し ます 。 オ ー バ レイ や クロ 
マキ ー に つい て の 機能 が いま いち 理解 で き 
な い 人 は , 前 の 記事 の 「3D ロ ー ダ forAV」 
や ?87 年 6 月 号 の 「 オ ー バ レイ ロー ドク ロ 
マキ ー ロ ー ド プ オ ォ オー で ラップ ロー ド 」 の 記 
事 を 参考 に し て 《 だ さい 。 な お , 言い 忘れ 
て いま し た が , 透明 色 は 1 色 し か 指定 で き 
ませ ん 。 


ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +В 
6000 16 01 1B 16 01 34 16 01 3D 16 01 3D 
6010 01 82 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
6020 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
6030 10 26 00 СЗ 30 04 58 ЗА ЕС 00 р9 ЕЕ 
6040 CO АЕ C4 33 8р 10 А0 ЕЕ 00 D9 33 41 
6050 5А 26 F9 6F С4 Вр ЕВ 06 35 16 Ер 00 
6060 ВІ B6 00 1р 10 2А 00 8С 84 03 АТ 42 
6070 02 DE C6 06 A6 А0 АТ СО 5A 26 F9 33 
6080 93 ED 49 ED 8р ЕЕ 9F ЕС 93 ED 4B ED 
6090 ЕС 93 ED 8р FF 94 34 10 86 04 30 8р 
60A0 17 01 78 10 25 00 05 A6 8р FF ТВ 4С 


| ~FLASH~ | 


EXEC FLASH 
£? 
EXEC &H600F 
u—[ U24622 27: ІСІЗЕІ,А5Н В 
いい ます 243D ア タプ タ は ジョ イオ АТА > Ж 
ー ト 1 に つない で お いて 〈《 だ きい 。 ほか の 


+D +E +F :SM ADDR +0 +1 +2 +3 
01 72 16 :С4 6400 30 8р 0р ЕЗ 
00 00 00 :83 6410 50 ЕТ 8р ЕЕ 
62 El 03 :76 6420 07 Е0 8р FE 
34 16 Еб :35 6430 02 El EO 25 
80 АТ CO :7B 6440 01 5А 2В 06 
33 80 ЕЕ :1А 6450 АТ 8р ЕЕ 1р 
43 10 8E :СЕ 6460 5Е 35 90 34 
80 ЕЕ 93 ЕС :10 6470 Ер 05 2А ЕВ 
8D FF 99 39 :E3 6480 ВТ D4 10 35 
FF 74 AT 84 :B5 6490 82 34 16 EC 
06 EC 8D :39 64A0 24 FD E2 EC 
40 24 34 :E1 64B0 04 35 96 34 
0B EC 0B 2B :FC 64С0 26 EF 02 CC 
04 EC 8D :4C 6400 6F 8D FD 90 
83 01 40 :E2 64E0 A4 27 28 43 
5F 8C C6 11 :1D 64F0 C6 06 A6 А0 
5D 44 4E BF :5E SUM BD 39 55 D6 
+C «D +E +F :SM ADDR +0 +1 +2 *3 
Ер 8р 17 03 :15 6500 8D Ер 69 63 
83 C6 05 :СЕ 6510 12 63 8р Ер 
30 8D FE :D7 6520 8D Ер 45 31 
FE ED 17 :B4 6530 4C 81 11 25 
E4 34 02 C6 :C6 6540 93 A6 8D FD 
35 02 8D :4D 6550 15 86 08 А0 
8D 90 EC 09 :3D 6560 76 AE 8D FD 
01 ТЕ FB :92 6570 41 30 8D FD 
10 27 FF :3A 6580 4C АТ 8D FD 
30 8D 00 :87 6590 EO 26 ІҒ A6 
FD 02 1C :86 65A0 30 05 3A AT 
F9 B6 FD :ЕТ 65B0 FE 65 35 F6 
2F CC 0F 3E :7D 65С0 ЕС ВО 6F 8D 
D3 B6 FF :46 6500 74 AE 8D FC 
ВЕ ЕЕ 6E :AB 65Е0 21 34 02 30 
ВТ FD 0D :CF 65FO 8D FC ТЕ 26 
83 F2 44 :BB SUM 4Е AD 92 6С 
+С +D +E +F :SM ADDR +0 +1 +2 +3 
FD 0D 39 00 :96 6600 35 02 35 F4 
TF 1A 50 A6 :5E 6610 17 FD 70 17 
10 EF 8C :7E 6620 FC 4A 30 8D 
26 06 35 :CD 6630 26 FC 55 8D 
20 36 0C :69 6640 8E 34 02 8D 
00 00 00 :64 6650 FF 7D 1F 89 
00 00 00 :00 6660 6E IF 89 35 
00 00 00 00 :00 6670 89 4F ED 8D 
8C C6 3C :65 6680 17 FF 4C 5A 
8C C6 47 8C :70 6690 43 27 1B 17 
3D B7 FD 8D :58 66А0 FB D8 EC 0D 
43 26 3B :Ғ0 66B0 FB C6 C4 07 
8C 98 ED 05 :4B 66C0 FB A8 Еб 8D 
8B 58 58 58 :FB 66D0 AB 44 56 44 
EF 02 EC 8C :07 66E0 07 AB 8D FB 
43 27 07 :8B 66F0 FB 86 ЕЗ 8D 
FE 3C F3 :01 SUM EA 45 84 DB 
+С +D +E *F :SM ADDR +0 +1 +2 +3 
CO EO FO :С5 6700 ЕВ 69 A6 8р 
00 00 00 :F0 6710 6E 4С 34 02 
00 00 00 00 :13 6720 10 2А 02 9F 
42 СЕ 30 31 :12 6730 ED 0B EC 8D 
DE 25 0A 35 :4F 6140 35 FF BE FD 
0A 10 27 FF :9A 6750 12 13 8D 1р 
8C AD АТ 07 :45 6760 28 6A 63 26 
1E 5A 26 CA :95 6770 FF 34 06 FD 
EF 02 CC 00 :ED 6780 60 B7 D4 30 
81 45 10 :E2 6790 80 8D 20 17 
10 66-02 :922 67A0 30 17 FC El 
1E 86 08 C8 :14 67В0 FD FD 80 34 
1А EF 02 CC :7Е 67С0 FE 0D АТ CO 
8D OE 07 :E7 67D0 04 Еб 8D ҒА 
F4 16 FE :39 67E0 26 EF 32 61 
92 34 10 :4E 67F0 34 04 A6 8D 
Е5 47 DF :8Е SUM 3D D8 F8 FC 


機能 は 引数 を ちっ て いる の で CALL 文 を 使い 
まし た が ,FLASH は 引数 が あり ませ ん か ら 
EXEC を 使い ます 。 ア ド レス を 直接 指定 し な 
い 場 合 に は , 変数 FLASH に &H600F が 代入 
され て いな けれ ば な り ま せん 。 こ の ルー チ 
ン は , 何 か キ ー を 押す と 終了 し , 戻っ て き 
ます 。 な お , この ルー チン は , КАМЛ OFF 
の 状態 で お 使い くだ きい 。 


リス ト 1 "VLOADMo" 


+4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F :SM 
80 05 E6 8D ЕЕ 62 ЗА E6 84 СІ С0 24 :ЕЕ 
57 35 10 34 10 86 02 El 8D FE 41 25 :FC 
3B 4C 20 ЕЗ АТ 04 A6 8D FE 32 44 34 :92 
07 АТ E2 Е0 EO 86 01 21 4F АТ 06 86 :62 
AB 8D FE 17 20 F7 A7 05 A6 8D FE OF :DC 
33 8D OE 8F EF 8D FE 16 6F 8D FE 14 :4A 


82 34 02 86 80 B7 FC 80 ТЕ FD 05 35 :77 
09 10 2B FD EC E3 0D 10 83 01 40 10 :B9 
0B 10 2B FD DC ЕЗ ОЕ СІ C8 10 24 FD :BA 
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START ADDRESS=6000 
END ADDRESS=70FF 
ENTRY ADDRESS=6000 


1. 2 
$i for FW7AVZU-—X(F-BASIC V3.3/3.4) 要 :9D ス コー プ 


3D ス コー プ 応 用 サン プル プロ グラ ム の 最 
後 を 飾る の は , ご 存じ 「 ゆ らき ぎの 世界 」 シ 
リー ズ の 第 4 fr, 画面 が 前 後に ゆら いて 見 
える 3D バ ー ジ ョ ン の 登場 で す 。 た だ , 画面 
を 見 る に は ちょ っ と 苦し い 姿 勢 を 強い られ 
る か も し れ ま せん が ? まあ , ちょ っ と ご 
覧 くだ さい 。 


FM77AV の ハー ドウ ェ ア ス クロ ー ル 機能 
の 応用 ゲ プログ ラム シリーズ,「 ゆ ら ぎ の 世界 」 
を 3D ス ュー ジ に 対応 きせ て , 4096 色 画面 が 
立体 的 に ゆれ 動い て 見 える プロ グラ ム を 作 
っ て み ま し た 。 多少, 見 苦し い 点 も ある か 
も し れ ま せん が , 
さい 。 


まあ 打ち 込ん で みて 〈 く だ 


まず リス ト 1 の デー タ 作 成 プ デ ロ グ ラム と, 


リス ト 2 の 実行 デ ゲロ グラ ム を 入力 , セー ブ 
L, 次 に CLEAR, &H7AFFQ を 実行 し た 
後 , リス ト 3 の マシ ン 語 プロ グラ ム を 入力 
L, 'YU3MG" と いう ファ イル 名 で モ セーブ 
Bede 
SAVEM “ҮТ/ЗМС”, &H7B00, 
&H7BC5, &H7B00 © 

な お , 使用 する BASIC の バー ジョ ン は V 
33, V3.4 で あれ ば 何で も か まい ませ ん 。 

リス ト 1 の デー タ 作 成 ア ログ ラム を 実行 
する と , デー タ の パラ メー タ (最初 は 1 と 
BUS ы АС СОЕ Z S) EL, ЧЕ 
成す る デー タ の ファ イル 名 を 聞い て くる の 
で 入力 し て や っ て 〈《 だ きい 。 す る と, 15 分 
で らい か か っ て 24K バ イト に お よぶ デー タ を 
マシ ン 語 ファ イル と し て 作成 し ます 。 


古島 終 作 


デー タ が で きた ら 3D ス ュー プ を ジョ イス 
デオ オック ボー ド 1 ЕЭС, リス トド ト 2 の 
実行 ゲロ グラ ム を RUN の し ます 。 画 面 を ゆ 
らし は じ め る 水平 位置 (最初 は 1 を 入力 し 
で みて 《 く ださい) E. 作成 し た デー タダ の 
アイ ル 省 を イン シン ジッ ド す る と 、 デ ー ズ も で 
シン 語 プ ログ ラム を 読み 込ん で か ら デ ィ ジ 
タイ ズ 画 面 に な り ま す 。 好き な シ ー ン の と 
ころ で 何 か キ ー を 押す と , 画面 の 中 ほど に 
「 ジ ャ ミ 」 が 入り , を の 右側 が グレ て いる 何 
だ か 変 な 画面 に な が り ま す 。 

こ ど で 3D ス コー ジ ШӘ, ゴロ 
ン と 横 に な っ て 寝 て て だ きい 。 正 確 に いう 
と 左 耳 を 下 に し て 90" 首 を か し げ れ ば 結構 で 
す 。 す る と 画面 の 右側 が モコ モコ と 浮き 上 
が っ て 見 える は ず で す 。 首 も か し げ て いる 
の が つら く 〈 く な っ だ た だら, スペ ー ス キー を 押せ 
ば 終わ り に な り ま す 。 


基本 原理 は 「 ゆ ら ぎ の 世界 」 と 同じ で す が , 
右目 用 と 左目 用 の 画面 は 別々 に ゆ が ま せ て 
いる た だめ, 視差 が 生じ て 立体 的 に 見 を る の 
で す 。 この , ゆ が ま せ 方 と いう の が VRAM 
オフ セッ トレ ジス タ の 分 解 能 の 都合 で 。 上 
下方 向 に め が ま せ て いる の で ,「 首 を か し ば げ 
な けれ ば 立体 的 に な ら な い 」 と いう 見 苦し 
いこ と に な っ て し まっ た の で す 。 

な お , 画面 全体 を ゆめ ゆら し て し まう と (= 
ラス 位置 に 4 を 入力 する ), 奥行 を 比べ る も 
の が な く な っ て , 
る の で , 画面 左側 は ゆ が ま せな いよ うに で 
きる よう ごま も 大 この 結果 『 ジ ャ ミュ 
と 「 色 ズレ 」 が 生じ て これ また 見 苦し い の 


いま ひと つ 立 体感 に 欠け 


シリ ー ズ 第 4 弾 / 


ら ぎ の 世界 3D 


て す が 。 ご れ ば が 肖 が し て で だ きい 。 

また , 1 秒 分 の オフ セッ ト 値 を を の まま 
デー タ に し た の で , デー タ が や た ら と 大 き 
《 く な っ て し まい まし た 。 改造 の 余地 は 少な 
いと 思い ます が , リ スト 1 の 230 行 の Y の 値 
は , ЖТ, 画面 位置 X で 生じ る 視差 と し 
て ある の で 自分 で 変え た て み る の も よい ぃ いで し 
ょ う 。 ま だ 同じ (240 行 の 40 を 80 に 変え る と 
8 色 モ ー ド (SCREEN @ 0) で 使用 で きる 
デー に な り ま す 。 

それ か ら デ ィ ジ タイ ズ カ ー ド を 持っ て い 
な い 人 は リス ト 2 の 10 行 の CLS を な 〈 LX, 
80 行 を REM に し て , LIST や FILES な ど を 
と り , 画面 を 適当 に 文字 で 埋め て 実行 し て 
みて くだ る さい 。 


新しい 映像 を 求め て 


この プロ グラ ム で は あん まり 立体 的 に 見 
えな いか も し れ ま せん が , この 原因 は ,「 近 
て に 見 える 物 は 大 きく 見 える 」 と いう 3 次 
元 映像 の 常識 に 反し て , 画像 の 大 き さ は 変 
え で いな いか ら だ と 思わ れ ま すず す 。 し か し 1 
つ だ け 「 す ご く 立 体 的 に 見 える 」 方 法 が あ 
り ま ょ す 。 あ な た の 視覚 機能 が , 大 きき が 変 
わら な く て も 立体 的 に 見 を える よう に 変革 き 
れれ ば いい の で す 。 EUR. 論文 調 で ……。 
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人 間 の 視覚 は ちもと も と 融通 の きく も の で 
ある 。 上 下 が 逆 に 見 を える と いう 眼鏡 を か け 
САНЫ, 何 日 か する と 普通 に 生活 で きる 
よう に な る 。 ま た だ た, 生ま 和 れれ て か ら 盲 目 で 
っ た 中 年 男性 が 開眼 手術 を 受け た 。 役 の 目 
は ず で に 見 を る は うに な っ た か 7? - 15, SH 
膜 に 映像 が 映っ て も , 彼 の 脳 は その 映像 を 
いき な り は 理解 で き な か っ だ た だ だめ, や っ ぱ 
り 「 見 を えな か っ た 」 の で ある 。 視覚 と いう 
の は 網膜 に 映っ た 映像 を 脳みそ が 処理 し , 


処理 過程 は 人 間 が 生ま れ た と きか ら 学 習 し 
て 築 か や れ た も の な の で ある 。 そう で ある 以 
E, あな た も 訓練 すれ ば この プロ グラ ム の 
映像 が 「 す ご く 立 体 的 」 に 見 える よう に な 
る か も し れ な い 。 それ どこ ろか 根本 的 に 異 
な る 映像 (た と えば 4 次 元 空間 の 映像 ) を 
も 理解 で きる か も し れ な い 可 能 性 を 人 間 の 
視覚 は 秘め て いる の で ある 。 

また , 人 間 の 視覚 は 現実 の 3 次 元 世 界 に 
対応 し た 映像 の 処理 過程 を 持っ て いる の だ 


し た 映像 し いう も の が 存在 する か も し れ な 
v. 形状 を 認識 する に あたっ て , より コン 
トラ スト を つけ た ほう が 理解 し や すい よう 
に ,「 リ アル 」 な レイ トレ ー シ ン グ の 映像 よ 
り ス ケス ケ の ワイ ヤ フ レ ー ム の 映像 の ほう 
が 立体 構造 を 把握 し や すい か も し れ な い の 
だ 。 今 の CG が 追い 求め る 方 向 と は 違う , も 
っ と 別 な と ころ に 真 に 「 リ アル 」 な 映像 が 
ある か も し れ な い の だ 。 新しい 映像 の 時 代 
を 目指 し , 全国 の AV ユー ザ よ , 立ち 上 が れ / 


理解 し て は じ め て 視覚 と な り , そし て その が , 逆 に 人 間 の 生体 的 な 視覚 構造 に 最も 適 
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100; 2" YS 3D DATA MAKER 
И. ' by S.Furushima 
1:20:57 


130 CLEAR,&HICFF:DA-&H1D00:CLS 


140 INPUT " ナミ ノリ キサ 1,2,3";L 
150 INPUT " ナミ ノ オオ キサ 5-20 ";H 
160 INPUT " FILE NAME "FS 
170 LR=1 

180 ' 

190 FOR 1-0 TO 59 


200  LR--LR 

210 TD*3.14159/30*I 

220 FOR X-0 ТО 199 

230 Y-.]1*H*(1* SIN(T) )*(1+1SIN(3.14159/100*(150+X) ) ) 
240 V=40*INT(-Y*LR+ 。5 ) 

250 A=VAL("&H"+HEX$(V)) 

260 C=INTCA/256):D=A-C*256 

270 POKE DA, C 

290 DA=DA+ 2 

800 NEXT X LINE +0 +1 «2 «3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM 
310 PRINT 59-1 : 
320 NEXT I 

$30." 

340 SAVEM F$,&H1D00,DA,0 


10 CLEAR,&HICFF : CLS 

20 INPUT "354 イチ 0,1,2,3,4";Х 

30 X-INT(X)*2:1F X«0 OR X>8 THEN 20 
40 INPUT "FILE NAME" ;A$ 

50 LOADM A$ 

60 LOADM "YU3MG":POKE &HTB5D,X 

70 SCREENGI 

80 SINPUT 

90 EXEC&H7B00 


ADDR +0 +1 42 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +В «С *D 4E +Е :8M 
7В00 34 ТЕ 1А 50 B6 FD 05 2B ЕВ 86 80 ВТ FD 05 B6 FD :6р 


BASIC チ ェ ッ クサ ム 


LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM 
10 1D Е9 12 91 D2 2Е 31 ЕЗ 6С 00 :2А 


START ADDRESS=7B00 
1D E9 12 91 D2 2F 31 E3 6C 00 /2A END ADDRESS=7BC5 
ENTRY ADDRESS=7B00 
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] 枚 の フロ ッ ピ イ に 億 の 情報 を 詰め 込む 


25 ^ack/UnPack 


DS- ヨ を フロ ッ ピ ィ ベ ー ス で 使う と き , ディ スク の 容量 が 
操作 の ネッ ク に な る こと が あり , と くに 3520K バ イト の 5 ら D 
や 3.5' ら PD で は ディ スク の 入れ 替え を 必要 と する こと が 句 繁 に 
起こ り ま す 。 そん な と き , アセ ン ブ ラ や の ソー ス や 各種 の 
デー タタ を 圧縮 し て セー ブ し , 必要 時 に 展開 で きる よう に な っ 
て いれ ば , 操作 性 が 向上 し , また 記憶 コス ト を 最小 限 に 抑え 
る こと が で きる わけ で す 。 そ の よう な 圧縮 〆 展 開 ツ ー ル と し . 
T, ここ で は 統計 的 技法 と 列 長 エ ンコ ー ド 化 技法 を 併用 し た , 
Pack プ UnPaok を ご 紹介 し ます 。 単体 の ファ イル 圧縮 / 
展開 ツー ル と し て は も ちろ ん , フィ ル タ と し て も 使用 で きま 
FOT, パイ ブ を 使っ て ほか の コマ ンド 等 と 組み 合わ せ て , 
いろ いろ な も の を 圧縮 展開 し て みて くだ さい 。 


OS-9 は た だ た だい へ ん 使い や すい オペ レー ティ ング シス テム で て で 
「8 ビッ ト の UNIX 」 と いう 地位 を 確固 た る も の に し て いる は よう 
に 思え を ます 。 と くに その ファ イル 構造 は , BASIC 等 で よく ある 
ょ うな ラン ダム プシ ー ケ ン シ ャ ル と いっ た 区 別 は な く , すべ て の 
ファ イル を バイ ト 単 位 で 扱う よう に な っ て お り , 最も 自由 度 の 高 
いも の に な っ て いま す 。 これ は , どの よう な ファ イル で も 作り 出 
すこ と が で きる こと を 意味 し て いま す (も ちろ ん , ユー ザ が 責任 
を も っ て 管理 し な けれ ば な り ま せん が )。 さ ら に , 入出 力 の 統合 化 
が 図ら れ て いる こと に より , ファ イル が 簡単 に 加工 で きる こと と 
併せ て , あま り に も 簡単 に 必要 な ファ イル が 作れ て し まい ます 。 

この た め , つい つい ファ イル を 作り すぎ て フロ ッ ピ ィ を 満杯 に 
し て し まう こと が , まま あり ます 。 2D の よう な 容量 の 小さ いも 
の で は , フロ ッ ピ ィ の 入れ 替え ぇ 等 の 作業 を 頻繁 に 行わ な けれ ば な 
ら ず 。 かり に 最近 安く な っ て きだ た ハードディスク を 導入 し て それ 
を 解決 し て も , バッ クア ッ プ 用 の フロ ッ ピ ィ 代 が 馬鹿 に な り ま せ 
ん 。 操 作 性 を 向上 きせ , 記憶 コス ト を 最小 限 に 抑え ふえ る た だ ため に , X] 
果 的 な ファ イル 圧縮 を 容易 に 行 を る ツー ル が 欲し て な り ま す 。 

既存 の も の と し て は , PDS と し て 出回っ て いる ar が 非常 に 効 
率 の よい 圧縮 を する こと で 有名 で す が , も と も と ファ イル 管理 用 
の ツー ル て 機能 が 豊富 な こと が 売り な の で , た ん な る ファ イル 上 圧 
縮 ノ 展開 ツー ル と し て 使う に は 大 きす ぎ , また 重 す ぎ ま す (サイ 
ズ が 27.5K バ イト も あり , また level 用 は ファ イル 圧縮 展開 
機能 を 省 い た サブ モッ ト 版 に な っ て いま す )。 実 際 の 運用 を 考え 
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冨岡 孝夫 


る と , 多少 圧縮 率 は 落ち て も , サイ ズ が 小 き 〈 て 高速 な ほう が 使 
い 回 し が 利く ケー ス が まま あり ます 。 と 〈 く に OS-9 らし い 使 用 方 
法 p パ イジ を 通し て チン SB Ао, АЛЫС 
て 組み 合わ せ で 使う と き が そう で すず すし,。 また だ, メモ リ が 充分 に な 
い 場 合 (と くに level1l ) に は サイ ズ は 絶対 的 に 意味 を もち ます 。 
ZIT, 気軽 に 使え る 高速 プ 省 え スペース の 圧縮 展開 ツー ル と 
し て Pack/ UnPack を 作っ て み ま し た の で ご 紹介 し ます 。 こ れ は , 
圧縮 の アル ゴリ ズム に 統計 的 圧縮 技法 (ファ イル 内 の コー ド を, 
その 出現 確率 に 応じ た 符号 に 変換 し て 圧縮 する 方 法 ) と 列 長 エン 
ュー ド 化 技法 (同じ コー ド が 複数 個 隣 り 合 っ て いる 場合 、 コ ー ド 
メ 個 数 の 表現 に 変換 する 方 法 ) を 組み 合わ せ た も の で , 充分 な が 高 
速 性 を 維持 し な が ら 高 効率 の 圧縮 を 行い , 代表 的 な 圧縮 技法 の ハ 


圧縮 ファ イル の 構造 


普通 に 使う ぶん に は あま り 関 係 あ り ま せん が , これ と 組み 合わ 
せ て 使う ツー ル 等 を 作ら れる 方 の た め ゆめ に ファ イル 構造 を 簡単 に 説 
明 し ます 。 

まず , 圧縮 ファ イル の 先頭 部 分 に は 識別 用 の ヘッ ダコ ュー ド が 付 
いて いま す 。 こ れ は 図 1 の よう に , 2 バイ ト の 識別 コー ド ($1587) 
か ら 始 まっ て , 4 バイト の 復元 す イ ズ を 置き , これ ら の パリ ティ 
バイ ト が 続き ます 。 ラ パリ ティ バイ ト が 人 奇数 の と き は , 出現 回 数 が 
2 回 以下 の も の を まとめ て 表現 する 待 号 の 生 文 待 号 が 混じっ て い 
る こと を 表し , それ に 続い て 生 文 符号 を 代表 する 現 コ ー ド が 置 
か れ ま す 。 

ちな み に 普 通 の ファ イル の 先頭 部 分 に 圧縮 ファ イル の ヘッ ダコ 
ー ド と 同じ 5 の が 現われ る 確率 は , : 


確率 = 2 A 2 X -128 ^ 8388608 
で すか ら , 普通 の ファ イル と 混同 する 可能 性 は 事実 上 無視 し て か 
まわ な いで も まう 。 

ŠT, この ヘッ ダコ ユー ド に 続い て 圧縮 符号 の 長き と 割り 当て ら 
れ た コ ュ コード, それ に 元 の 原 コ ユー ド を 表わす , 語頭 符号 長 , 語頭 等 
в, 原 コ ー ド か ら な る 要素 群 が 置 か れ ま す ( 図 2 )。 これ は 語頭 
符号 長 を 4 ビッ ト で 表し , その あと に 任意 の 長き の 語頭 符号 k 
8 ビッ ト の 原 コ ー ド が 続き ます 。 語頭 符 号 長 が 31 ビ ピット の と き は , 
これ に 続く 要素 が , 同じ コー ド が 複数 個 隣 り 合っ て いる 場合 , コ 
ー ド メ 個 数 の 表現 に 変換 する 方 法 の 列 長 エン コー ド 化 を 施さ る れ て 
いる こと を 示し ます 。 語頭 符号 長 が 0 の 場合 は 要素 の 終わ り を 示 
L + < 
T Ob t (£: ОРЕН 0727-- ИСЗ. 


フ マ ン 符号 化 技 法 と 同等 の 圧縮 能力 を も ち ま す 。 サ イズ は Pack 
が 3.75K バイ ト , UnPack が 1.25K バイ ト te 8 €, level 1 で 
も 充分 使え を, level 2 な ら メ モリ に 常駐 きせ る こと も 充分 可能 で 
す 。 ま だ バイ ト 単 位 の 通常 の OS-9 の ファ イル で 冗長 性 が 発見 で 
きる も の で あれ ば , な ん で も 圧縮 が 可能 で す の で , アモ セン ブラ や 
C の ソー ス の よう な テキ スト は も ちろ ん の こと , 表 計 算 ツ フト や 
画像 等 の デー タ の 圧縮 に も 使え ます 。 き ら に , フィ ル タ と し て 使 
用 する こと を 重視 し て 作成 し まし た の で , UNIX 上 の 同様 の ッ ー 
ル の pack unpack / pcat LIENT b, 使い や すき は こち ら の 
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打ち 込み 方 


圧縮 を する Pack を リス ト 1 に , 展開 を する UnPack U Z F 
2 に 掲載 し ます 。 い ずれ も ダン プリ スト の 形式 で す の で , 774 
ルク リエ ー タ fcr (OS-9 プ ログ ラミ ング ツー ルズ 収録 ) か 高 機 
能 デ バッ ガ 等 で 入力 し て くだ さい 。 fer を 使う 場合 は , 

OS9 : b fcr の 

File Creator V1.2 

.New Path name ? 

.Мах sector ? 11 の 

.Start sector ? 0 の 
と いう ふう に 起動 し て . あと は F-BASIC の ダン グ 入 力 ツ ー ル と 
同じ 要領 で 入力 し ます 。 細 か い 操 作 方 法 は マニ ュ ア ル を 参照 し て 
くだ きい 。 誤り な く 〈 入 力 で きた ら , /D0/CMDS の 下 に セーブ し 
て お きま す 5 


Pack の 


-K 


事実 上 の 制限 は な い 


УСУ FANN 


ТІ 一 復元 サイ ズ は 最大 4 G バ イト となり, 


ー 上 の 項目 の パリ ティ バイ ト 
で 奇数 パリ ティ の と きのみ 存在 する 


2 語頭 符号 対応 表 の 要素 構造 


Pack の 使用 方 法 


Pack は 以下 の よう な 書式 で 使い ます (「<」「>」 で 囲ま れ た 部 
分 は 構文 要素 の 性 格 や 意味 を 表現 し , 「{」「}」 で 囲ま れ た 部 分 は 
繰り 返し を ,「[」「]」 は 省略 可能 な こと を , 「 | 」 は 選択 可能 な 
こ & を 表し ます )。 

Pack [—siopr] [[< 入 力 フ ァイル 名 >] < 出力 ファ イル 名 >] |. 
[一 iopr ] {< 入力 ファ イル 名 >} < 出力 ディ レク トリ 名 > | 
-Г#Ју 人 < 入力 ファ イル 名 >) 

「 一 」 で 始ま る 構文 要素 は オプ ショ ン 指 定 を 意味 し て いま す 。 書 
式 で は 先頭 に 書い て あり ます が , どの 位置 に 書い て も よく , まだ た 
何 個 も 同時 に 指定 し て も か まい ませ ん 。 各 オフ "ショ ン の 機能 は 以 
FERITE, 

Pe ШЫҒЫН C EE DAE AT GEMT $0», 列 長 エン 

ュー ド 化 を 行う 下限 を 設定 し ます 。 ディ フォ ルト で は 
だ いた い の も の が 一 番 短 く 圧 縮 き れる 16 に 設定 され て 
いま す が , 確率 分 布 の 変動 に 対応 びき る よう に マニ ュ 
アル て で 数値 指定 でき る よう に な っ て いま す 。 設 定 可 能 
な 値 は 2 て 255 で す 。 なお, 207%) は 複数 の 任意 
の 数 値 の 意味 で 使っ て いる の で , 「#」 自 体 は 記し ま 
C". 
f^) OS9: Pack text packed text - 80 
deo 出力 ファ イル と 同名 の ファ イル が すでに 存在 する 場合 
с, 重ね 書き を 行う か どう か 質問 し て きま す 。y を 押 
せ ば 重ね 書き を 行い 。 それ 以外 の キー の と き は 何 も ぅ 出 


ЖӨНІНЕ 
[ 225 кы; (4 ビット ) 
` PL con 語頭 符号 で 語頭 符号 長 で 示さ れ た 任 
語頭 符号 の 要素 si EDEN 意 長 の 2 進 列 が 置か れる 
22-2 [з еркш. 県 コード 
3 語頭 符号 の 要素 (8 ビッ ト ) 
Е - * 
頭 : 
“i | 31 で 次 の 要素 が 列 長 エ ン ュ ユー ド 化 の 開始 情報 
対 語頭 符号 の 要素 
: 
の | i T 
5 語頭 符号 の 要素 
0 1 語頭 符号 対応 表 の 終端 を 示す 
T 変換 きれ た 語頭 符号 の | 
並び 
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力 し な いで 次 の 処理 に 進み ます 。 
例 ) OS9: Pack text packed text —1@ 
overwrite packed text? y@ 

T m 出力 ファ イル と 同名 の ファ イル が すでに 存在 する 場合 
に , 無 条 件 で 重ね 書き を 行い ます 。 

КОРР 圧縮 が うま くい か な く 《 く て , か えっ て 出力 ファ イル の は ほ 
う が 大 きく な っ た 場合 で も , エラ ー で 止め な いで 変換 
作業 を 続け ます 。 

8 と の 程度 圧縮 きれ た の か , 入力 ファ イル と 出力 ファ イ 
ル の 大 きき と 差 , それ に 圧縮 効果 尺度 (RT — A 
+ 原 デ ー タ ) を 表示 し ます 。 

例 ) OS9: Pack text pk t 一 s10 の 
127872  71597— 56275 55.99% text 

— ye ファ イル の 圧縮 は 行わ な いで , 入力 ファ イル と 出力 フ 
ァイル の 大 き さ と 差 , それ に 圧縮 効果 尺度 を 表示 し ま 
す 。 こ の 場合 , 出力 ファ イル 名 は 不要 で す 。 

例 ) 059: Pack text -v10 © 
source destin differ scale 
127872 71597— 56275 55.99% text 
当然 の こと な が ら , 書式 の 末尾 に 「# 数 値 」 を 付加 し て ワー ク 
エリ ア を 指定 で きま す の で , で きる 限り 大 き な 値 や 与え て くだ さる 
Oo 大き な 値 で あわ あれ ば ある ほど 作業 時 間 が 縮まり ます (ディ フォ 
ルト で 4K バイ ト , level2 で あれ ば 最大 60K バイ ト ま で と れ ま 
"diis 
例 ) 059: Pack text packed text —sopl2 #32К@ 
入力 ファ イル 名 と 出力 ファ イル 名 を 省略 する と, 標準 入力 と 標 
準 出力 に 入出 力 が 切り 換わり ます の で , 何 か で 処理 し た 結果 を る を 
の まま 圧縮 する フィ ル タ と し て 使え ます 。 こ の 場合 ワー クエ リア 
を で きる 限り 大 きく と っ て 《 だ さい 。 
例 ) OS9: Sort datal ! Pack packed datal —i6 #60k © 
059: Merge datal data2 data3 ! Pack data.z #60k の 
また , 出力 ファ イル 名 の 代わ り に ディ レク トリ 名 を 指定 する こ 
と も で きま す 。 こ の 場合 , 複数 の 入力 ファ イル を 指定 で きる の で 
バッ クア ッ プ を 取る の に 便利 で す 。 出 力 フ ァイル 名 は , 入力 ファ 
イル 名 に 「 .z」 の 拡張 子 を 付加 し た も の に な り ま す (PORT О 
付加 は 自動 的 に 行わ れ ま す )。 
例 ) OS9 : Pack text1 text2 /D0/WP_ TXT #32k の 
% Pack ж #60k の 
1 Ysh の ワイ ルド カー ド を 使い ,。 カレ ント 
ディ レク トリ 下 の す べ て の ファ イル を 圧縮 


UnPack の 使用 方 法 


UnPack は 以下 の よう な 書式 で 使い ます 。 
UnPack [一 bio ] [< 入力 ファ イル 名 >] [< 出力 ファ イル 名 >]] | 
{人 [< 入力 ファ イル 名 >}) < 出力 ディ レク トリ 名 > 
「-」 で 始ま る 構文 要素 は オプ ショ ン 指 定 を 意味 し て いま す 。 書 
式 で は 先頭 に 書い て あり ます が , どの 位置 に 書い て も よく 《, また 
何 個 も 同時 に 指定 し て も か まい ませ ん 。 各 オプ ショ ン の 機能 は 以 
下 の と お り で す 。 
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な Re 出力 デバ イス が シー ケン シャ ル デ バ イス の 場合 に 意味 
を も ち ま す 。 指定 き れる と バッ ファ リン グ し て デー タ 
を 出力 し ます 。 指定 され な い 場 合 は テキ スト で ある と 
判断 し て 行 単位 に 出力 し ます 。 主 に CRT や プリ ンタ 
に グラ フィ ッ ク デ ー タ を 送る と き に 指定 し ます 。 
例 ) 059: UnPack graphicl.z /term 一 b #32k の 
NE CL 出力 ファ イル と 同名 の ファ イル が すでに 存在 する 場合 
с, 重ね 書き を 行う か どう か 質問 し て きま す 。 y を 押 
せ ば 重ね 書き を 行い , それ 以外 の キー の と き は 何 5 出 
力 し な いて 次 の 処理 に 進み ます 。 
例 ) 059: UnPack textz text +0) 
overwrite text? y@ 
ー Oo …… 出力 ファ イル と 同名 の ファ イル が すでに 存在 する 場合 
z, 無 条 件 で 重ね 書き を 行い ます 。 
当然 の こと な が ら , 書式 の 末尾 に 「# 数 値 」 を 付加 し て ワー ク 
エリ ア を 指定 で きま す の で , で きる 限り 大 き な 値 を や 与 えて くだ さ 
Co. 大き な 値 で われ ば ある ほど 作業 時 間 が 縮まり ます (ディ フォ 
ルト で 4K バイ ト , level2 で あれ ば 最大 60K バイ ト ま で と れ ま 
EH 
入力 ファ イル 名 と 出力 ファ イル 名 を 省略 する と , 標準 入力 と 標 
準 出力 に 入出 力 が 切り 換わり ます の で , フィ ル タ と し て 使え ます 。 
例 ) % UnPack textl | Pr —bn >/p の 
UnPack datal | Wc- 1Q 
また , 出力 ファ イル 名 の 代わ り に ディ レク トリ 名 を 指定 する こ 
と も で きま す 。 こ の 場合 , 複数 の 入力 ファ イル を 展開 で きる の で 
便利 で す 。 入 力 フ ァイル 名 に 「.z」 の 拡張 子 が 付い て いる 場合 
は , 取り 除い て 指定 ディ レク トリ に 出力 し ます 。 
例 ) OS9:UnPack textl.z text22/D0/WP _ TXT #32k の 
25 UnPack ж #60k の 
bh エラ 一 番号 
Pack と UnPack の 動作 中 に な ん ら か の 障害 が 発生 し た 場合 , 
処理 を 中 断 し て 終了 する こと が あり ます 。 そ の と き 返 し て 《 る エエ 
ラー 番号 に は 以下 の よう な も の が あり ます 。 
57: プロ モス の スタ ッ ク が 不足 し た こと を 示し ます 。 
100: 圧縮 が うま く で きず , 出力 ファ イル の ほう が 大 きく な っ 
で し まっ た こと 和志 し まず 。 
101 : 原 デ ー タ の 出現 回 数 の 計測 時 に カウ ンタ が 16,777,215 個 
を 超え て オー バフ ロー し た こと を 示し ます 。 
102: 圧縮 符号 (語頭 符号 ) の 長き が 24 ビ ッ ト を 超え た こと を 
SU Ed. 
103: 圧縮 ファ イル の フォ ー マ ッ ト が お か し いこ と を 示し ます 。 
この ほか , OS-9 側 の エラ ー 番 号 を 返す 場合 が あり ます 。 こ れ 
ら は 主 に デバ イス の 入出 力 に 関係 する も の が 多く , ファ イル 名 が 
重複 する 場合 等 に 発生 し ます 。 ま た , パイ プ で つない だ 先 の ワー 
ク が 不足 し て いる と きも エラ ー が 出 ま す 。 


終わ り に 


ファ イル の 圧縮 は 使い 始め る と や め ら れ な い 性 質 も も っ て いる 


ょ う で す 。 平均 する t, 表 計 算 ッ マフ ト の デー タ の ょ うに 数 字 の 羅 
列 が 多い も の な ら 40~50%, ソー ス の ょ うな テキ スト な ら 60~70 
% 程 度 の 圧縮 に な り ま す が , この 程度 で も 感覚 的 に は フロ ッ ピ ィ 
の 容量 が 倍増 し た よう な 気 に な り ま す 。 最 近 で は 手持 ちの ソー ス 
ファ イル を は ほとん と ど 圧 縮 し て 使っ て いま すし , つい に 病 高 じ て ア 
モン ブラ 等 で 子 デ ロ セ ス を 起動 し て , その 出力 を 入力 する と いう 
ょ うな 拡張 を する し まつ で す 。 

モジ ュー ル サ イ ズ と 圧縮 展開 速度 を 併せ て 考え れ ば , 比較 的 
高い 圧縮 性 能 を 得 た と 思っ て いま す 。 な に か と 便利 に 使え を ます の 
で ぜひ ご 活用 くだ さい 。 

な お , 統計 的 圧縮 技法 な よび 列 長 エン ュー ド 化 技法 は どの よう 
な アル ゴリ ズム に な っ て いる の か 触れ ませ ん で し た が , ほか の 技 


Sector=0 


OFFSET +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +С +р +E +F SUM 


Sector=1 


Sector=2 


OFFSET +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B «С +D +E +Е SUM 


法 (ハフ マン 符号 化 技法 , Ziv & Lempel 技法 等 ) を 含め て , Ж 
説 する 機会 が あれ ば と 思っ て いま す 。 

それでは, また 何 か む も る しろい プロ グラ ム が で きた ら お 目 に か 
“УД 25 
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Sector=3 


OFFSET +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F SUM 


Sector=4 


OFFSET +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +В +С *D +Е +F SUM 
00400 4E A6 46 97 50 30 18 A6 E4 26 28 30 08 ЕС 84 93 :7С 
00410 4A 26 04 A6 02 91 4C 22 F2 31 28 31 38 EC A4 93 :F2 
00420 4A 26 04 A6 22 91 4C 25 F2 34 20 AC E1 22 42 8D :02 
00430 60 20 34 30 08 EC 03 93 4D 26 04 EC 05 93 4F 25 :DD 
00440 F2 31 28 31 38 EC 23 93 4D 26 04 EC 25 93 4F 22 :E2 
00450 F2 34 20 AC Е1 22 1A EC 03 EE 23 ED 23 EF 03 EC :FD 
00460 05 EE 25 ED 25 EF 05 30 08 31 38 34 20 AC Е1 23 :C3 


Seetor-5 


OFFSET +0 *1 *2 *3 +4 +5 +6 +7 +8 *9 +A ЭВ +C *D +E +F SUM 
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Sector=6 


OFFSET +0 +1 +2 +3 


006FO 27 02 СВ 05 
SUM 1F A8 15 00 
Sector=7 


OFFSET +0 +1 +2 +3 


Sector=8 


OFFSET +0 +1 +2 +3 


Sector=9 

OFFSET +0 
00900 44 
00910 96 
00920 03 
00930 А6 
00940 81 
00950 6С 
00980 1А 
00970 Е4 
00980 45 
00990 81 
00940 86 
00980 DD 
009CO 4C 
00900 26 
009Е0 69 
009F0 5р 
SUM CF 
Sector=10 
OFFSET +0 
00A00 20 
00410 7B 
00A20 65 
00A30 20 
00A40 65 
00A50 73 
00A60 73 
00A70 20 
00A80 ВР 
00A90 63 
00AA0 72 
00ABO 6F 
00АСО 72 
00ADO 74 
00АЕ0 77 
00АҒО 77 
SUM 12 
Sector=11 
OFFSET +0 
00800 6E 
00B10 61 
00B20 20 
00B30 74 
00B40 8C 
00B50 20 
00B80 65 
00B70 00 
00B80 00 
00890 00 
00BA0 00 
00BBO 00 
00BCO 00 
00BDO 00 
00ВЕ0 00 
00BFO 00 
SUM 54 


Sector=0 


t 
OFFSET +0 +1 +2 +3 
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Sector=1 

OFFSET +0 
00100 96 
00110 51 
00120 08 
00130 86 
00140 17 
00150 DD 
00160 26 
00170 DD 
00180 27 
00190 81 
00140 рр 
001BO 00 
001С0 1Е 
00100 31 
001Е0 D7 
001Ғ0 10 
SUM 28 


Sector=2 Sector=4 

OFFSET +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +В +C +D +E +F SUM OFFSET +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F SUM 
00200 04 27 B3 96 02 26 08 10 9F 02 20 AA 9F 1F 39 16 :2C 00400 8С 39 30 8C 0B 8D EC 1Е 20 30 8B A6 84 26 F6 39 :ТЕ 
00210 FF 03 D7 11 4F D6 12 48 E5 84 27 01 4C 54 26 0A :CA 00410 75 73 65 3A 20 75 8E 70 61 63 6B 20 5B 2D 62 69 :9C 
00220 56 30 01 9C 21 25 03 17 00 8E 0A 11 26 E9 D7 12 :24 00420 6F 5D 5B 20 3C 69 6E 66 69 6C 65 3E 5B 20 3C 6F :5E 
00230 39 9E 1F 10 9E 19 OF 04 ОҒ 06 96 06 27 06 0A 08 :BE 00430 75 74 66 69 6C 65 ЗЕ 5D 5D 7C 0р 20 20 20 20 20 :AA 
00240 96 05 20 49 DE 13 96 12 A5 84 27 02 33 42 44 26 :CE 00440 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 ТВ 20 3C :77 
00250 09 46 30 01 9C 21 25 02 8D 5E ЕВ C4 27 04 EE C4 :D6 00450 69 6E 88 69 8C 65 3E 7D 20 3C 64 69 72 65 63 74 :09 
00260 20 E6 97 12 11 93 02 26 06 86 02 97 04 20 CB A6 :35 00460 6F 72 79 3E 0р 20 20 74 6F 20 65 78 70 61 6E 73 SE 
00270 41 D6 00 27 08 91 01 28 04 C6 08 8D 95 D6 04 27 :F3 00470 69 6F 6E 20 68 72 6F 8D 20 63 ВЕ 6D 70 72 85 73 :33 
00280 0С OA 04 27 04 97 05 20 ВІ 97 06 20 AD АТ А0 0С :6F 00480 73 85 64 20 73 6F 75 72 63 65 2E 0D 20 20 2D 62 :F7 
00290 2A 26 0С 0C 29 26 08 0С 28 26 04 0C 27 27 11 D6 :5E 00490 20 3D 20 66 ВЕ 72 20 61 6C 77 61 79 73 20 62 75 :6C 
002A0 2B 26 04 81 0D 27 05 10 9C 1B 25 8E 8D 2C 20 8A :EC 004A0 66 66 65 72 20 77 72 69 74 65 OD 20 20 2D 69 20 :F1 
002B0 10 9C 19 27 02 8D 23 39 34 26 9E 1D 10 9E OF 96 :3F 004B0 3D 20 66 6F 72 20 61 73 6B 20 6F 76 65 72 ТТ 72 :C8 
002C0 07710 ЗЕ 89 34 01 24 0A СІ D3 10 26 FE 4C 10 8E :F4 004CO 69 74 65 20 6F 66 20 79 6F 75 0D 20 20 2D 6F 20 :BD 
00200 00 00 ІҒ 20 D3 1р DD 21 35 АТ 34 10 1F 20 93 19 :38 00400 Зр 20 66 ВЕ 72 20 61 6C 77 61 79 73 20 ВЕ 76 65 :BF 
002Е0 ІР 02 9E 19 96 08 OD 2B 27 05 10 ЗЕ 8A 20 03 10 :E6 004E0 72 77 72 69 74 65 Ор 00 33 А0 F8 00 00 00 00 00 :75 
002F0 ЗЕ 8C 10 25 FE 24 31 84 35 90 30 3F 9C 0р 23 39 :10 004F0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 
SUM 68 8F CA 98 ТА 4D 5E 22 СА 55 4Е 37 DF CF EA El :BE SUM 94 1Е 4F 95 9B 4A E9 64 DD 31 49 41 24 C1 5E B5 :59 
Sector=3 

OFFSET +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F SUM 

00300 Аб 82 81 20 27 F8 9C OD 23 2F A6 82 81 20 26 F6 :C6 

00310 33 84 11 93 0р 23 22 АВ С2 81 20 27 F5 34 10 86 :9C 

00320 81 10 ЗЕ 84 35 10 25 11 10 ЗЕ 8F 86 0р АТ 80 10 :77 

00330 9E 15 86 2Е 8р 04 10 9F 17 39 34 12 А6 80 81 20 :05 

00340 23 04 АТ А0 20 Еб 35 12 АТ А0 39 5Е 34 36 96 OA :В4 

00350 27 16 9E 19 86 2F АТ 80 86 01 C6 0Е 10 ЗЕ 8р 9E :А5 

00360 19 86 01 10 ЗЕ 84 АТ 61 10 9E 19 30 8C 3B 86 20 :DF 

00870 8р С8 АЕ 62 86 ЗЕ 8р C2 86 20 АТ А0 1F 20 93 19 :51 

00380 1F 02 9E 19 86 01 10 ЗЕ 8А 30 E4 10 8E 00 01 A6 :91 

00390 61 10 ЗЕ 89 4р 27 03 10 ЗЕ 8F 30 8С 15 8р 54 35 :75 

003A0 06 81 59 27 02 81 79 35 BO ВЕ 76 65 72 77 72 69 :F6 

00380 74 65 OD 34 32 А6 80 81 OD 27 2D 81 2D 26 F6 86 :А4 

003CO 20 АТ ІҒ A6 80 81 20 27 EC 81 Ор 27 1B 31 8C 1A :67 

00300 ВЕ E4 Еб А4 27 0С Al А1 26 F8 ЕВ ЗЕ 6C C5 6C E4 :16 

003Е0 20 FO A6 E4 26 D9 0C 2E 35 B2 62 2B 69 2D 69 2C :72 

003FO 6F 2C 00 10 8E 00 50 86 01 D6 0B 27 01 4C 10 ЗЕ :B4 

SUM 00 32 39 СС СЗ CA 2С 99 9D DD 5F B8 4B Е4 А1 СО :АА 


3 El о GO U 97 рә] лу - 


夏休み の 成果 
待つ て ます 


この 夏休み , めい つば い ゲ ー ム 作り に 費 
や し た 方 も , よう や ぐ く 宿 題 を 終え て これ か 
ら 作 り 始 め る 方 も , 「 第 1 回 ・ 無 差別 級 オ 
リ ジ ナ ル ゲ ー ム コン テス ト 俺 の ゲー ハム が 
一 番 オ モ シ ロイ 」 (仮称 ) へ の 応募 の 用 意 は 
で き :G ま みか で ご れ ほ アク ジョ ヨシ, 
パズル , RPG, シミ ュ レ ーション 等 の ジャ 


ン ル は いつ さい 問わ ず , オリ ジ ナ ル で , 雑 
誌 に リス ト 掲 載 で きる サイ ズ の も の な ら な 
ん で も OK, と に か がく オモ シロ さだ け で 決め 
て し まお うと いう , 文字 どおり 無 差 別 級 の 
コン テス ト で す 。 全 く オ リ ジ ナ ル の も の は 
も ちろ ん の こと , 1 月 号 掲載 の ゲー ム 作 成 
パッ ケー ジ を 使っ を も の も 当然 OK で す 。 


と に か ぐ 力 作 を 待つ て いま す 。 ゲ ー ム 作り の 
に 自信 の ある 方 も , な い 方 も , 夏休み の 成 
果 を , 日 曜 プ ログ ラマ の 成果 を , この 機会 
に お 送り くだ さい 。 

18325: 帽 日 本 ソフ トバ ンク Oh/ ЕМ 
集 室 ゲー ハム コン テス ト 係 CT102 東京 都 
千代 田 区 九段 南 2-3-26 井 関 ビル ) 
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for FM-7,NEW7,77,AV(F-BASIC V3.0Le) 要 : 漢 字 ROM,8・9 ピ ン シ リ アル ドッ ト プ リ ンタ 


文字 間 設 定 や 縮小 漢字 も 自由 目 在 


F-BASIC V3.0LZ を 非 漢字 プリン? 対応 に / 


3 月 号 の F-BASIC V3.0Lg (以下 バグ 
取り バー ジョ ン の 上 L え も 含め て Ls と し ます ) 
は だ い へ ん すばらし い 。 ス クリ ー ン エディ ッ 
ト ・ 疑 似 400 ラ イン アダ プ ブタ 対応 ・ 外 字 登 録 
Spese まだ まだ いっ ぱい ある 。 た だ だ, 対応 し 
て いた だ ブリ ンタ は 漢字 プリ ンタ …… 。 私 は 
シリ アル ドッ ト プ リ ンタ を 横目 で 見 な が ら 
UE; LIST を 出し だ いみ 」 ПІРКІМТ したい 
аз だ あめ き 。 ディ ステ アモ シブ プラ を 
取り 出れ だ の で し た 。 


- 特徴 / 


今回 発表 する プロ グラ ム で は , Let, JJ 

下 の よ うな 機能 を 付加 する こと に な り ま す 。 

(1) "ЕСТ の 使え る 8・9 ビン ジリ アル 
ドッ トト プリ ンタ で, LLIST; LPRINTSE 
が で て でき ます 。 

② KMODE 0 の 画面 と 同等 の 8 х16(14) 
ドッ ト の 圧縮 フォ ント を 出力 し ます 。 

残念 な が ら 16x16 ド ッ ト の フォ ント で 

は あり ませ ん 。 メ モリ 節約 の た め , 漢字 
1 文字 ご と に ビッ トイ メー ジ に 変換 し て 
出力 する 方 式 で , 1 行 用 の バッ ファ は 使 
用 し て いな い だ め で す 。 ま た , 外字 は サ 
ポー ト し 宿 い ませ ん 。 

コン トロ ー ル コー ド に よる 字 幅 の 変化 
に も 対応 し て いま す ( 表 1 参照 )。 

許 密 ビッ トイ メー ジ (1 行 960 ド ッ ト ) 

を 使用 し , フォ ント の 前 後に 空白 を 出力 
LC, 漢字 1 字 が キャ ラク タ 2 字 分 に な 
る よう に し まし た 。 縮 小文字 の 場合 の み , 
7・8 番目 , 15・16 番 目 の デ ー タ を OR し 
た 横 14 ド ッ ト の フォ ント で す 。 

Ф プリ ンタ の 印字 桁 数 改行 幅 等 の 設定 
は 自由 で す 。 


60 Oh/FM 1988-9 
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表 1 対応 コン トロ ー ル コー ド 


ESC. P (&HIB-*"P") 
ESC M (“НІВ--“М”) 


パイ カ 女 字 の 設定 


SI (&HOF) 縮小 文字 の 設定 
SO (& НОЕ) 音 幅 印 字 の 設定 
ESC SI (&HIB+&HOF) * SI t |ñ] Ü 
ESC SO (&H1B+&H0E) *SO と 同じ 


DC2 (&H12) 縮小 文字 設定 の 解除 。 
DC4 (&Н14) 倍 幅 印字 設定 の 解除 
LF (&H0A) 改行 


エリ ー ト 文字 の 設定 


4 ドッ ト ・ フ ォ ン ト 16 ド ッ ト ・4 ド ッ ト 計 24 ド ッ ト 


72 ドッ ト ・ フ ォ ン ト 16 ド ッ ト ・2 ド ッ ト 計 20 ド ッ ト 


フォ ント 14 ド ッ ト 
"空自 を 含め て 横 2 倍 し ます 


“SI を 解除 し ます 
ZSO を 解除 し ます 
ZSO を 解除 し ます 


®© マニ ュ ア ル で 文字 間隔 を 設定 で きま す 。 


実は バグ だ っ た の で す が , 縮小 文字 が 
設定 され て いる と き に ESC M" を 送っ 
て も 漢字 の 印字 は 変わ り ま せん (設定 は 
qO T b. $ k), もち が し 人 あこ は る Cy 
も しろ い の で を その まま に し て あり ます 。 
いっ その こと 文字 間隔 は 自由 に 設定 で き 
る よう に し て し まえ を , と 考え , 前 後 の 空 
白 の ドッ ト 数 を &&H0000 に 置く よう に し た 
oc, 

POKE &H0, n 
(n 2 Ez АҒ, 0 —255) 

t3 nBECRET."'ESCP'C4, 
“ESC M" で 2 に 設定 きれ, "SI で 無視 
され ます (3 月 号 の 辞書 管理 プロ グラ ム 
を 実行 し た と き は 再 設定 し て くだ さい )。 


© フリ ー エ リア は 変わ り ま せん 。 


"KANJIm" を 調べ て みる と , メモ リ の 
#526 13 4 НЕС002° b “НЕВІЗ CC, E 
う や ら を その 後 が 使わ れ て いな いみ た いで 
d. そこ で サブ ルー チン を &HFB14 か 
ら &HFBFF に 配置 し た の で , フ リー エリ 
ア に は 影響 し ませ ん ( 図 2 参照 )。 


D ハー ドコ ピー が 取れ だ た だ 。 


3 月 号 で は 漢字 が 出 な いこ と に な っ て 
いま し た が , も の は 試し , と ば か り に IPEF10 


を 押し て で みた ので" す 。 する と きれ い 
に 取れ まし た 。 だ だし, 漢字 の 左 と 右 が 
2 行 に また が っ て いる と , デー タ が 化け 
js. 

キー クリ ッ ク 音 の 復活 。 

7 月 号 の デバ ッ グ ルー チン は 漢字 プリ 
ンタ 用 制御 コー ド が あっ た と ころ に 移動 
534%, ЕМУ ЕЕЕ 
34 
JEDE Э 5:95 DRA Š 

な いわ け で は あり ませ ん 。 


欠点 өөө | U 


Ф (当たり 前 で す が ) 漢字 アゲ リン タ 使 用 時 
に 比べ て 印字 品質 が 悪い 。 

© 印字 が 遅い 。 5580, せわ し な い , 
еїс. 

@ アン ダラ イン , 強調 印字 , 
の 特殊 印字 は で き ない 。 

④ デー タ ・ 設 定 が 化け る こと が ある 。 

LPRINT 文 な ほど で , デー タ と し て 角 是 

80—&H9F,&HE0— &HFF 2L, 
字 と 判断 され て し まい ます 。 ま た , bx 
の ユン トロ ー ル コー ド が 含ま れ て いる と, 
漢字 の 設定 が 変化 し ます 。 を その 場合 は , 


2 重 打ち 等 


RANIDORECHOTIEB OS. 2270 005 改行 幅 15/216 イ ンチ 
ffl : LPRINT CHRS(&HIB)4-Q^4- TE: 
CHR$(130) 
К 印字 桁 数 130 宇 АЯН 
LPRINT CHR$(&H1B) + 3” + 
СНЕ$ (15) まず , マシ ン 語 の リス ト 1 "*&NJmSUB” 


1 リス ト 4 の 実行 結果 (65% に 縮小 し た も の ) 
жа 印字 サン プル プロ グラ テム Ver2.0 ++++++++++ 


河 字 は 倍 窓 ビット イメージ で 出力 され 放す 。 


* 如 コ ント ロー ルコ ー ド の 対応 に つい て 


80 (&HOE) ПА QK / ... デー タ を ら 回 づつ 打ち ます + 注 1 
SI (&HOF) / ЖЕАЛтТ/.. 8014 fo で 構成 され て いま す x 352 
Esc Р (&Н1В+'Р'/) / 2 文字 / ... 4+15+4 Mb 

Esc М (kH1B+'M') / エリ ー ト 文字 / ... 2+16+2 トッ ト 

Esc 50 (&H1B+&HOE)/ 倍 四 拡大 / ... SO と 同じ 

Esc SI (&H1B+%HOF)/ OZF / o... SI と 同じ 

DC2 (&H12) / 由 ー 小 解除 / ... SI を 解除 し ます 

DC4 (&H14) / тан / ... SUE RRERL X Y. 

LF (&HOA) / 改行 / ..、S0 を 解除 し ます 


* 注 1 LF(CHR$(&HOA) ) に よる 解除 に は 対応 し て い ます が 、 ア リン ター の 自動 Hf に よる 角 除 は され ませ ん 
+ 注 2 和 † 源 地 に お いて 角 小 文字 は エリ ー ト 文字 に 優先 し ます 


オキ オオ メオ メキ FU 字 サー ンプ ブル ++++++++++ 


+++ FICA PITCH жж» 
Ap Uu $045 


NORMAL /ENL Fx C3 Ес D 
ui ТЕ mem du — 


CONDENSED /CONDENGED. ENLARGED 
LAN IAE Ута 

++* ELITE PITCH +++ 

аот h euT ЕЖА 


NORMAL /ENL АКБЕР 
ж /+к тар A 


HARDC 0 も 出来 ます 


1 
Ready 
FILES 
FE 2 285 9 辞書 2 2BS 6 KANJIm.K 2 B S 3 vv'vaL/S 0-8 5 1 
TUUM 2 B 8 1 PEKE OAS 4 ELIm 2 BS 1 NEM.KNJm OAS 1 
KNJmSUB 2BS 1 KANJIm 2 B S: 3 — 239 Оза S 5 М7: 0. zogen A 
777%) OAS 1 59А77А48Ө 0868 1 НАКОСУАК O А S 1 NYT ОА 5-11 
0177 A O AS I KNJmSUBa 0-46 5 437 085 5 1742 0 AG 7 
94 Clusters Free 
Ready 
RUN"1277* f 
2 メモ リマ ッ プ 
ГК 

ЕВІЗ BASIC 

FB14 ドッ ト プ リ ンタ 用 ROM 

FBEF MISI 

FBF0 フォ ント 出力 用 バッ ファ 

FBFF 


FC00 | RAM 


を 打ち 込ん で 
SAVEM “KNJmSUB”, &Н425С, 
&H4346, &H8FD0 の 

と セー プ し ます 。 開始 番 地 が 変 な の で 気 を 
つけ て くだ きい 。 実行 番地 は 何で も か まい 
ませ ん 。 次 に BASIC の リス ト 2 "NEW. 
KNJm" を 打ち 込み ます 。 RS-232C 用 の デ 
ー タ は と くに 必要 と いう わけ で は な い の で 
どう ぞ ご 自由 に 。 プ リン タタ 関係 ど けが 変更 
きれ ます 。RUN の きせ て 何 が キー を 押す と, 
今 ま で の “ХАМЛт” は 名 前 が 変わ り , ЭТ 
し に “KANJIm* が モー ブ き され ます (万 一 
の 打ち 込み ミス の た め , Le を 書き 換え る と き 
は 必ず バッ クア ッ プ を 取っ て か ら に し て 
だ きい )。 


付録 * 


上 記 の よ うに , 今 回 の プロ グラ ム で は , ESC 
І” (960 ド ッ ト ) を 使っ て いま す が , リス 
ト 3 パ ハ ンカ ク .o” を 走ら せる と "ESC 7” 
(1920 ド ッ ト ) に 書き 換え られ ます 。 つま り , 
漢字 の 幅 が 半分 に な っ て し まう の で す ( 図 
3 参照 )。 気分 は も う 『 き ょ うふ の 水曜 日 』。 
隣接 する ドッ ト が 印字 され な い の で , プリ 
ント し だ た だ 当 人 で も な か な か 解読 どき な い の 


3 
リス ト 8 の 実行 結果 (652% に 縮小 ) 


ана Ж Жул} ons 


яны フイ カビ ピッ 了 チ t 012345578%АВ 
いる は に ほへと ちり ぬる を ТЫНА 
イロ ハニ ホー トチ リネ メル ター {пл ІН 
ABCDEFGHIJKL  ABABCDEPCHIJIL 
012345678910 012345618910 
Шен аш ша [езү ЖШ к-с, 
東京 都 千 代田 区 刀 氏 南 2 Li 
(株 ) 日 ツラ トバ ンタ (g 897 |у? 
さて 、 本 当 に 読め ぬる か な Y зам 


kk エリ ー ト ピッ チ а 01234567898B 
いる は に ほへと ちり ぬる を уаты 

イロ ハニ ホー トチ リ メ ヌル {кл к} 34M 
ABCDEFGHIJKL ABCDERGEI JEL 
012345678910 012345010910 
EGET ORSRLEATRESCRR SR [rr] 
東京 都 千代 田 ビ 刻印 南 2 i 

ОЮ 日 キッ ラ ト バ ンタ 0 827167) 

さて 、 本 当 に 読め る か な Y tt ЫМ 


まま нын 0123456789AB 
いる は に ば へ と ちり ぬる を 355411152 
イロ ハニ ホー トチ リネ メル ウタ {лс УАУ 
ABCDEFGHIJKL  ABCDERCEIJIL 
012345678910 012345676910 
PERRE ФИН | 
東京 都 千 代田 区 九 民 南 2 122 гі, -Ү8 
аю BEVI pty WRN 
«Тт, PAAT ET bih? 
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が 難点 で す 。 設 定 の し か た に よっ て は ( 読 で れ ば 印字 品質 は ぼう し て も 落ち ます が , 

め る か どう か は 別に し て ) 最 大 136 桁 の 印字 漢字 を 意識 し な いで , キ ャ ラク タ 感 覚 で プ 参考 文献 

が で きま す 。 リ スト 3 は ポジ ショ ン イ ン デ o リン ト ア ウト する ′ こと が で きた と 自負 し D 「 使 える マシ ン 義 慣用 句集 」,Oh/FM 86 年 12 月 
5, 日 本 ツ ソフ トバ ンク 


ィ ペ ン デ ント で ,EXEC す る た びに 漢字 の 半 
角 ・ 全 角 が 切り 換わり ます 。 ま た , 先頭 番 
地 十 を H18 を 見 る と , 今 の 状態 が わか り ま す 
(&H00: 全角 , “НЕЕ: 半角 )。 

な お , リス ト 4 8 は サン プル 兼 テ スト 
プロ グラ ム , リス ト 9 は リス ト 1 の アセ ン 
ブル リス ト で す 。 無事 自分 の プリ ンタ で 打 


て お な おり ます 。 ご こ 科 で ジリ アル ドッ トブ プリン 
タ で Lg 用 の プロ グラ ム の デバ ッ グ が で きる 
zu TE dm) АЕ 
バッ グ の お 友だち な の で す 。 私 は けっ こう 
いろ ん な 印字 モー ド で リス ト を 取る の で , 
か な り ム キ に な っ て 桁 合 わせ に 走っ て し ま 
いま し た 。 印字 品質 を 考え る と , ちょ っ と 


2) 志村 泰 規 , 「F-BASIC V3.0Level у і, Oh / ЕМ 
*87 年 12 月 号 , 日 本 ソフ トバ ンク 
3) 「 オ ー ダ ー メ ー ド の BASIC」, Oh /FM '884 2 
月 号 , 日 本 ツ フ トバ ンク 
4) 志村 泰 規 ,「F-BASIC V3.0Level ғ 」, Oh / FM 
788 年 3 月 号 , 日 本 ソフ トバ ンク 
5) 志村 泰 規 、「LE で 232C を 使う 」, Oh / FM "88 年 
7 H>, 日 本 ツ フ トバ ンク 


ち 出せ る か どう か の テス ト (に し て は 量 が 大 げき だ っ た か な , と いう 気 も し ます が 。 6 「M-1009 取 扱 説明 書 プラ ザー 
多い の で す が ) $, ログ ラム 改造 時 の 参 i, メモ リ 上 の テキ スト や 。 短い 文 を ダ 222. シス テム 仕様 」, 
эч 
考 に し て くだ き ゅ 。 オ ャ クト に デル し し だ は も Жой と の ау грма, й бча: мк УНЫ, 
ある 人 は ぜひ 使っ て くだ さい 。 富士 通 


ГЕМ-7 F-BASIC 解 析 マ ニュ アル フェ ー ズ IL 
探究 編 」, 秀和 シス テム トレ ー デ ィング 


lis, 開発 に 使用 し た プリ ンタ は , ブラ 9 
ザー の M-1009 で す が , た いて い の 8・9 ピ 
ンジ リシン シタ で や 大 来 夫 で す 。 


vixi»? 漢字 プリ ンタ に 比 


ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +А +В +С +D *E *F :5М 
4250 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 34 14 30 8С :04 
- 4260 78 81 12 26 02 ВЕ 01 81 14 27 04 81 OA 26 02 ВЕ :85 
4270 02 6р 84 27 10 C6 02 81 4р 27 05 81 50 26 04 58 :3F 
4280 ЕТ 00 00 6F 84 81 OF 26 02 АТ 01 81 OE 26 02 АТ :А8 
4290 02 81 1B 26 02 АТ 84 35 94 34 16 30 8C 3E 6D 8C :ЕТ 
42А0 ЗА 27 01 58 ЕТ 03 27 0A Вр ЕС E6 4F BD ED 00 5А :B7 
42В0 26 ҒА 35 96 34 16 30 8С 23 ЕТ 03 6D 8С 1р 27 02 :3D 
42С0 68 03 BD ЕС Еб AE 62 A6 80 BD ED 00 6D 8C 0C 27 :06 
42D0 03 BD ED 00 5A 26 Е0 35 96 00 00 00 04 1B 4C 00 :53 
42Е0 00 34 76 30 8C 52 31 84 C6 08 34 06 C6 08 ЕТ E4 :0Е 
42F0 37 06 AA СО EA CO 49 69 80 59 69 07 6A E4 26 F6 :B6 
SUM 75 ВА ВІ AC 69 5C B9 BB 33 1A 93 ТС 12 61 31 ЕЗ :78 
ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +С +D ЗЕ +F :SM 
4300 30 А4 6A 61 26 E6 35 06 6D 8C CF 26 11 F6 00 00 :DB 
4310 8D 87 C6 10 8D 9E F6 00 00 17 FF 7D 35 F6 31 26 :20 
4320 C6 07 A6 A4 AA 21 АТ А0 A6 21 5A 26 F9 AA 22 AT :DC 
4330 A4 C6 OE 17 FF TE 35 F6 33 89 01 39 DF DF 34 02 :21 
4340 86 02 B7 00 00 35 82 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :F6 
SUM АР FA 9B 2C 5C 58 89 9C 46 4D 29 02 1E 75 87 CF :EE 
START ADDRESS-425C 

END ADDRESS-4346 

ENTRY ADDRESS=8FD0 

1000 ' 

1010 ' JE 79/22 対応 27 ロ グラ Уег1.5 

1020 ' 1988/6/18 by ў 2 # ,ПҮО 88 

1030 ' 

1040 CLEAR,&H2FFF 

1050 KANJI ON:PRINT:PRINT 

1060 COLOR 4 

1070 PRINT"*** 非 漢字 プリ ンタ 対応 KANJIm 作成 プロ グラ ム Ver 1.5 ***" 
1080 LOADM "KANJIm" 

1090 LOADM "KNJmSUB" 

1100 PRINT:COLOR 6 

1110 PRINT " Drive 0 に F-BASIC V3.0 Levele (> ) の ディ スク を 入れ て 、 何 か キー を 押 


し て 下さ い “ 


1120 PRINT:COLOR 7 

1130 IF INKEY$="" THEN 1130 

1140 NAME "KANJIm" AS "KANJIm.K" 

1150 PRINT" 今 ま で の 'KANJIm' は 、 'KANJIm.K' に な り ま し た " 
1160 ' 

1170 RESTORE 

1180 READ A$ 

1190 IF А%-"ж" THEN 1240 
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IF LEN(A$)=4 THEN ADDR-VAL("&H"*AS):GOTO 1180 。 BASIC チェック サム 


POKE ADDR, V VAL("&H"*A$) :ADDR=ADDR+ 1 LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM 
GOTO 1180 1000 00 00 00 00 05 98 B3 ЕС 47 АТ :3A 
7 1100 7С 71 7D 64 Е? DB 00 24 81 51 :81 
1300 00 00 00 82 A0 13 EA TC 08 00 :UD 
1300 00 00 00 8 : 
SAVEM "KANJIm",&H3000,&H4346,&H3000 140000. 00» QQ Се өп A2 IAS O ip QUE. ос 


PRINT " あたら し い 'KANJIm' が 作成 され まし た "ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


PRINT:COLOR 4 
PRINT"COMPLETED! !" 
COLOR : END 

М 


Coe 非 漢字 プリ ンタ 用 パッ チ デ ー タ жж 


DATA 3012,F0 

DATA 3048,EF 

DATA 3403,BD,FB,14,8D,40 

DATA 340Е,34,46,1Е,89,А6,8С,25,17,ЕЕ,2Е,СЕ,Е6,85,17,08,28,Вр,ЕВ,99 
DATA 3423,46 

DATA 3427,12,12 

БАТА 4841,04 《 プ ブリ ンタ の 初 其 役 定 が パイ か ビザ の 時 | Чо る ご を) 


^ *** R S— 2 32C デ バッ グ 用 パッ チ デ ー タ (キー クリ ッ ク 複 18) жж 
DATA 3715,17,FD,24 

DATA 3A69,34 

DATA 3474,86,81,В7,Е0,03,31 

DATA 343C,86,40,B7,FD,02,39 

DATA 30D2,83,D4 

DATA * 


+0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +С +D ЗЕ *F :5М 
34 ТЕ 1А 50 ВТ FD OF 86 5A 63 8C 0С 26 02 86 4C :B5. 
ВТ FB 96 ТО FD ОҒ 35 FF 00 00 00 00 00 00 00 00 :05 


EB ТА ВО CD B4 0С 44 85 5A 63 8C 0С 26 02 86 4C :BA 


ADDRESS-5000 
ADDRESS-5018 
ADDRESS-5000 


1000 ' 

1010 ' 72r:2?02"5, Ver 2.0 

1020 ' 

1030 LPRINT CHR$(&H12 ) ;CHR$ (&H14) ; CHR$ (&H1B) ; "M" 

1040 LPRINT" sooxxeeecck 印字 サン アプ アル プロ グラ ム Wer2.0 жжжжжжжжжж" 
1050 LPRINT 

1060 LPRINT" 漢字 は 倍 密 ビッ トイ メー ジ で 出力 され ます 。" 

1070 LPRINT 

1080 LPRINT" * 各 コ ント ロー ルコ ー ド の 対応 に つい て " 

1090 LPRINT 

1100 LPRINT"SO (&HOE) / 倍 幅 拡 大 / ・…・:・ デ ー タ を 2 回 づつ 打ち ます * d 
jl " 

1110 LPRINT"SI (&HOF) / 縮小 文字 /.. 14 トッ ト で 構成 され て いま す * 注 
1120 LPRINT"Ese P  (&H1B+'P') / je イカ 文字 / ... 4+16+4 トド トット" 

1130 LPRINT"Esc М  (&H1B+'M') / ェ エリ ー ト 文字 / ... 2+16+2 "yp" 

1140 LPRINT"Ese SO (&H1B+&HOE)/ 倍 幅 拡大 / ... SO と 同じ " 

1150 LPRINT"Ese SI (&H1B+&HOF)/ 縮小 文字 /.. SI と 同じ " 

1160 LPRINT"DC2 (&H12 ) / 縮小 解除 / ... SI を 解除 し ます 

1170 LPRINT"DC4 (&H14 ) / 倍 幅 解除 / ... SO を 解除 し ます 

1180 LPRINT"LF (&H0A ) / 改行 /.. SO を 解除 し ます 

1190 ' 

1200 LPRINT CHR$(&HOF) 


1210 


LPRINT" ж 注 1 LF(CHRS(&HOA)) に よる 解除 に は 対応 し て いま す が 、 プ リン ター の 自 
нен Ене л. 


LPRINT" * 注 2 1 漢字 に お いて 縮小 文字 は エリ ー ト 文字 に 優先 し ます " 


1236 LPRINT CHR$(XH12) 

1240 LPRINT" ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ HER ンプ ル жжжжжжжжжж" 

1580 LERINT BASIC チ ェ ッ クサ ム 

1260 '**** ハク イカ 9297: жжжж LINE «0 «1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 «9 SUM 
1270 LPRINT CHR$(&H1B);"P";CHR$(&H14) 1000 00 00 00 52 ЗЕ D9 40 D9 6A D9 :D3 
Dd Xe CA EARR 
1290 LPRINT "パイ カビ ピッ チ で す 。" : 
1300 LPRINT 1400 77 D9 DE 2D 09 Cl C$ 62 07 00 :F3 
1340 LPRINT "NORMAL /";CHRS$(AHÜE):"ENLARGEDS! 24 7 ----5--4----2-2.22-......-. 
1320 LPRINT "ЖОЙ /"jCHRS(&HOE)j" 倍 幅 拡 大 " 55 51 Т1 5E F4 F5 B3 FD C8 59 /2Е 
1330 LPRINT | | a 

1340 LPRINT CHR$(&HOF ) ; "CONDENSED /";CHR$(&HOE);" CONDENSED. ENLARGED" 

1350 LPRINT "RO 小 /" ;CHR$ (&HOE) ; "$ v 8 BB B A " ;CHR$ (&H12) 
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1360 
1370 
1380 
1390 
1400 
1410 
1420 


LPR INT : 
"жжжж 

LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 
LPRINT 


LPRINT 

エリ ー ト E993 жжжж 

CHR$ (&Н1В);"М"; 

"жжж ELITE РІТСН жжж" 
"X cy — КЕ оре он 


"NORMAL /";CHR$(&HOE);"ENLARGED" 


1430 LPRINT "普通 
1440 LPRINT 

1450 LPRINT "HARDC 0 も 出来 ます " 
1460 LPRINT" ү” 

1470 HARDC 

1480 END 


1000 ' 

1010 ' 桁 ずれ テス ト 

1020 ' 

1030 TEST$=" 桁 ずれ ゆる さん !『" 

1040 ' 

1050 LPRINT CHR$(&H12 )+CHR$(&H14) 
1060 LPRINT CHR$ (&H1B)-*"P"; 

1070 LPRINT "Ese P / Pin” 

1080 L-40 

1090 GOSUB 1230 

1100 ' 

1110 LPRINT CHR$(&H1B)-*"M"; 

1120 LPRINT "Ese М / エリ ー ト 『" 

1130 L-48 

1140 GOSUB 1230 

1150 ' 

1160 LPRINT CHR$ (&H1B)*"P"«*CHR$ (&HOF) ; 
1170 LPRINT "SI / 027292" 

1180 1=66 

1190 GOSUB 1230 

1200 ' 

1210 END 

1220 ' 

1230 ' 

1240 FOR I-1 TO L 

1250 
1260  LPRINT N$; 

1270 NEXT 

1280 LPRINT 

1290 FOR I-1 TO L/8 

1300 LPRINT TESTS ; 

1310 NEXT 

1320 F=L MOD 8:IF F=0 THEN 1340 
1330 LPRINT LEFT$ (TEST$ ,F*2) 
1340 LPRINT:LPRINT 

1350 RETURN 


1000 ' 
1010 ' 
1020 ' 
1030 AS$=STRING$(40,"*") 

1040 ' 

1050 ' 

1060 LPRINT:LPRINT "と この プロ グラ ム は v 
1070 LPRINT:LPRINT " HARDC 0 

1090 LPRINT:LPRINT "で は や っ て み ま 
1100 LPRINT:LPRINT 

1110 * 

1120 LPRINT CHR$ (&H12) *CHR$ (&H14) 

1130 LPRINT CHR$ (&H1B) *"P";CHRS$ (&H1B) *"2" 
1140 LPRINT "Ese P ( neth ) + Ese 2 (改行 
1150 HARDC 0 

1160 ' 

1170 LPRINT CHR$ (&H1B) *"M";CHR$ (&H1B)+" 0" 
1180 LPRINT "Ese M ( エリ - ト ) + Ese 0 (改行 
1190 HARDC 0 

1200 ' 

1210 LPRINT CHR$(12) 


HARDC 0 テス メト 


/" ;CHR$ (&H0E) ; "f M ER X " 


1/6inch ) 


1/8inch ) 


1220 LPRINT CHR$ (&H1B) *"P";CHR$ (&KHOF)*CHR$ (&H1B) +" 0" 


1230 LPRINT "SI ( シュ クシ ョ ウ 
1240 HARDC 0 

1250 LPRINT 

1260 ' 

1270 LPRINT "ちな み に 、 
1280 LPRINT 

1290 HARDC 2 

1300 ' 

1310 END 


) + Ese 0 (改行 


LARDO 2 。 で す 


1/8ineh ) 


IF 1410 THEN N$-"."«RIGHTS(STR$(I),1 )ELSE N$=RIGHT$(STR$(1 ) , 2 ) 


BASIC チ ェ ッ クサ ム 


LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM 


"+А5$ 


"+А5$ 


"+А5$ 


BASIC チ ェ ッ ク サ ム 


LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM 


1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 
1160 
1170 
1180 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1360 
1370 
1380 
1390 
1400 
1410 
1420 
1430 
1440 
1450 
1460 
1470 
1480 
1490 


1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1070 
1080 
1090 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 


1160 
1170 
1180 
1190 
1200 
1210 
1220 
5000 
5010 
5020 
5030 
5040 
5050 
5060 
5070 


' 半角 漢字 テス ト 


CLEAR ,&H4FFF 

IF PEEK(&H5000 )<>&H34 THEN LOADM" ハ っ カク 0" 

LPRINT "жжжжж 半角 漢字 デス ト キネ ネネ **":LPRINT:LPRINT 
t 


' жжжжж ウイ жжжжж 

' 

LPRINT СНЕ$(&Н1В)+"Р" 

LPRINT "жжжжж パイ カビ ピッ チチ жжжжж 
GOSUB 1270 

t 


0123456789AB" 


' жжжжж エリ ー ト жжжжж 

t 

LPRINT CHR$(&H1B)+"M" 

LPRINT "жжжж エリ ーー トビ ピッチ **** 
GOSUB 1270 

' 


0123456789AB" 


' жжжжЖж リュ クジ ヨウ жжжжж 

t 

LPRINT CHR$(&H1B)+"P"+CHR$(&HOF) 
LPRINT "жжжжжж ру” жжжжжжЖ 
GOSUB 1270 

' 


0123456789AB" 


END 
' 


' LPRINT SUBROUTINE 
' 


RESTORE 
READ A$ 
IF A$="@" THEN LPRINT:RETURN 
FOR I-1 TO 2 
LPRINT А$+" "s 
EXEC &H5000 
NEXT 
GOTO 1310 
т 


' LPRINT DATA 
' 
DATA 
DATA 
DATA "A B 
DATA "0 
DATA "Ë 
DATA "Ж 
( 
& 


z 
ox 
= 
ғ 


ўш АТто о |: б 


E 
б 
- 
2 


Моос 


ПАТА " 
DATA " 
DATA "а" 


LK PF ZH e tr ж 
АЧ Ноле) } 
УМБ > O — (у 
S -EPHmeo 
Өз > 25 о — = 
Учоо x S 
g$ Sy po = > ë ë 


や 


© эдиз Lh 


CLEAR 500,&H4FFF 

IF PEEK(&H5000) «»&H34 THEN LO 
GOSUB 5000 

М 


"ハッ カク .0" 


" жжжжж Initialize жжжжж 
LPR INT CHR$(&H12 )+CHR$(&H14 ) 
POKE &Н5018,&НЕЕ:ЕХЕС &H5000 
' 


' жжжжж Main ***** 
FOR I=4 TO 0 STEP -1 
LPRINT 

РОКЕ 0,1 


BASIC チ ェ ッ クサ ム 


LPRINT "*** 前 後 の 空白 ":1i:" ド ッ ト ( 最大 ":INT(1920/(16+I*2)):" 橋 まで 印字 で 
КЕТ улт" 3 


EXEC &H5000 
LPRINT JU$ 
EXEC &H5000 
LPRINT 
NEXT 
' 


' MAKE "j"35"L..." (R = 1143 E) 
RESTORE 

FOR I=1 TO 4 

READ A$ 

JU$=JU$+A$ 
NEXT 


BASIC チ ェ ッ クサ ム 


LINE +0 +1 *2 +3 +4 
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5080 RETURN 
5090 ' 


5100 DATA "ЖЕЖ = R hO тал, W WT Kit O Kirk. ЖЖ. Жж." 
5110 DATA "食う 寝る 所 に 住む 所 、 ヤ プラ 小路 の プラ 小路 、 パ イボ ポパイ ポ 、“" 

5120 DATA "パイ ポ の シュ ー リ ン ガ ン 、 シ ュー リン ガン の グー リン ダイ 、" 

5130 DATA "グー リン ダイ の ポン ポコ ビー の ポン ボコ ナー の 長 及 命 の 長介 " 


01000 本 まま まま まま を まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま ま 02190 42BE 27 02 42C2 BEQ 14 then branch 

01010 ж 02200 42С0 68 03 LSL 3,Х / num.=num.*2 
01020 ж Subroutines (ог Level е 02210 42C2 BD ЕСЕб JSR XPRINT ('Ese' "L" num. ,0) 
01030 * with 8,9 pin sirial dot printer 02220 42C5 AE 62 LDX 2,8 pul up X 

01040 * 02230 42C7 A6 80 LOOP3 LDA „X+ ж A=[X+] 

01050 ооо 02240 4269 ВВ ED00 JSR PRINT : | (lprint А) 
01060 OPT NOM, NOOBJ , NOS , P=120 02250 42CC 6р 8C 0C TST X«F.SO,PCR : | SO flag clear? 
01070 NAM KmSUBs 02260 42CF 27 03 42D4 BEQ *+5 | then branch 
01080 тті, Sirial Sub Ver 5.0 02270 42D1 BD ED00 JSR PRINT | / (1print A) 
01090 本 本 本 まま まま まま まま まま まま まま 本 まま まま 本 ま まま まま まま キキ まま まま まま 02280 42D4 5A DECB | end? 

01100 * Control cords 02290 42D5 26 РО 42CT BNE LOOP3 : no,then next 
01110 本 本 まま まま 本 すま まま まま まま まま 本 ま まま まま まま まま キキ キキ まま まま 02300 42D7 35 96 PULS  A,B,X,PC : end GPRINT 

01120 000E SO EQU $0Е 02310 まま まま キキ ま まま まま まま まま まま まま まま キキ 本 キキ キキ キキ キキ まま まま キ キキ まま 

01130 000F SI EQU 50Ғ 02320 ж Works 

01140 0012 DC2 EQU 812 02330 Р222222222222272222222222222222222224 

01150 0014 DC4 EQU 814 02340 429 00 F.ESC FCB 0 ; Esc flag 

01160 000А LF EQU $0A 02350 42DA 00 Р.51 FCB 0 ; SI flag 

01170 001B ESC EQU $1B 02360 42DB 00 F.SO FCB 0 3 SO flag 

01180 まま を を 本 本 本 本 本 本 本 本 キキ 本 本 本 本 本 を を を キキ キキ キキ を キ 本 本 キキ キキ 02370 42DC 04 GDATA FCB 4 ; data num. for XPRINT 
01190 ж Subroutines іп "Level е" 02380 42DD 1B FCB ESC,'L,0,0 ; data for XPRINT 
01200 本 まま まま まま まま まま まま まま を 本 ま まま まま まま まま まま まま まま まま まま 42DE 4C 

01210 ECE6 XPRINT EQU ЅЕСЕВ ; [X]-bytes,[*1,2..]-data 42DF 00 

01220 ED00 PRINT EQU $ED00 ; 1 byte printout (A reg.) 42Е0 00 

01230 * 02390 ыы ыыы 

01240 ж Symbols used іп РАТСН 02400 * 

01250 ж 02410 ж **.. Kanji printout !! жж. 

01260 ЕС00 5415 EQU $ЕСОО ; sift JIS -> JIS on D 02420 * 

01270 F4FF KANROM EQU $F4FF ; read KANJI-ROM to [U,..] 02430 ыы ы 

01280 本 を 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 キキ 本 キキ キキ キキ キキ オキ キキ 02440 ж ( PATCH at BASIC List, for $340F - $3428 ) 
01290 * Works in "Level e" 02450 * 

01300 まま まま 本 まま 本 ま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま ま 02460 * ORG $340F (%ЕССТ) 

01310 ECF3 GRAPH EQU $ECF3 ; for keep graphic charactor 02470 * 

01320 0000 SKIP EQU 50000 : addres of skip factor 02480 ж Original ---› New 

01330 * 02490 * 

01340 * Symbols used іп РАТСН 02500 ж 30 8С2Е LEAX KDATA2,PCR / 34 48 PSHS A,B,U 
01350 * 02510 * BD 1А BSR XPRINT / 1F 89 TFR A,B 
01360 Е685 BUFF1 EQU 8Е685 ; buffer for 'KANROM' 02520 * 34 04 PSHS B / A6 8C25 LDA  GRAPH,PCR 
01370 ECF4 KDATA1 EQU ЗЕСЕ4 ; data $03,$1B,'(,'H 02530 ж 1F 89 TFR A,B / 17 FF2F LBSR SJIS 
01380 ECF8 KDATA2 EQU $ECF8 ; data $07,$1B,'$,'6,.... 02540 ж AB 8C20 LDA GRAPH、PCR / CE F685 LDU #BUFF1 
01390 EX*ETEXTESTATESEESASASESSRRESASEATANES 02550 * 17 FF2A LBSR SJIS / 17 0828 LBSR KANROM 
01400 Ы 02560 * 80 28 BSR PRINT / BD FB99 JSR ROLL 
01410 425С ORG $425C (SFB14) 02570 + IF 98 ТЕН В,А / 35 46 PULS U,B,A 
01420 * 02580 * 35 04 PULS B / ВЕ 8C14 CLR GRAPH,PCR 
01430 22222222222222222222222222422 EE EEEE 02590 * 8F 8С14 CLR GRAPH,PCR / 12 NOP 

01440 + 02600 + 8D IF BSR PRINT / 12 NOP 

01450 + +++ 1 Charaetor printout !! +++ 02610 ж 

01460 ж 02620 キキ 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本村 本 本 本 本 本 本 キキ キキ キキ キキ キキ 

01470 ллы 02630 ж Roll & condense from [U] to BUFFO 

01480 * ( PATCH at BASIC List, for $3403 - $3407 ) 02640 22222222222224222222222222224242244 

01490 ж 02650 42Е1 34 16 ROLL PSHS  A,B,X,Y,U 

01500 * ORG $3403 ($ECB8 ) 02660 42Е3 30 8С 52 LEAX X«BUFFO,PCR : set buffer addr 
01510 * 02670 42E6 31 84 LEAY AX 

01520 * Original ーー New 02680 42E8 C6 08 LDB #508 : counterl1=8 

01530 * 02690 42ЕА 34 06 PSHS А,В : set counterl 
01540 ж 30 8C36 LEAX  KDATAI,PCR / BD FBl4 JSR CHECK 02700 42ЕС C8 08 ROLO LDB #508 : ж counter0=8 
01550 ж 8D 26 BSR XPRINT / 8D 46 BSR PRINT 02710 42ЕЕ ET E4 STB ‚58 : | set counter0 
01560 * 02720 42Р0 37 06 PULU А,В | read data from U 
01570 イイ オミ すす ドコ ミミ キキ ミミ キミ キミ ミミ ミミ ます すす すす 3 する 3 02730 42F2 AA CO ORA „U+ | left font OR 
01580 * Seareh Control code on Areg. 02740 42Р4 EA co ORB ,U* | right font OR 
01590 本 本 まま まま すま まま まま まま まま まま まま まま まま を ま を まま まま まま まま まま 02750 42F6 49 ROL1 ROLA i é 

01600 425C 34 14 CHECK PSHS в,х 02760 42F7 69 80 ROL ‚X+ | | store left 
01610 425E 30 8С 78 LEAX <F.ESC,PCR : set X for index 02770 42F9 59 ROLB : 1 

01620 4261 81 12 СМРА #DC2 : DC2? 02780 42FA 69 07 ROL ums : | | store right 
01830 4263 26 02 4267 BNE CK.DC4 : no,then branch 02790 42FC ВА E4 DEC SS : | | counter0, 0? 
01640 4265 6F 01 CLR 1,Х (F.SI) / clear БІ flag 02800 42FE 26 F6 42F6 BNE ROL1 | no,then branch 
01650 4267 81 14 CK.DC4 CMPA #DC4 t DC4? 02810 4300 30 A4 LEAX 4 | pul up X 

01660 4269 27 04 426F BEQ CLR.SO : then branch 02820 4302 8A 81 DEC 1,8 | counterl, 0? 
01670 426В 81 0A CMPA *LF Н / LF? 02830 4304 26 E6 42EC BNE ROL0 no,then branch 
01680 426D 26 02 4271 BNE TSTESC : 1 no,then branch 02840 4308 35 06 PULS D 

01690 426Ғ ВЕ 02 CLR.SO CLR 2,x (F.SO) clear БО flag / 02850 Аы 

01700 4271 6р 84 TSTESC TST 6 (F.ESC) Esc flag clear? 02860 ж Main printout from [X] 

01710 4273 27 10 4285 BEQ CK.SI : then branch 02870 本 を まま を を を を キキ を を を を を を を まま キキ まま すま を を を を を を を を を を を を 

01720 4275 C6 02 LDB #$02 : / skip factor=2 02880 4308 6D 8С СЕ TST <F.SI,PCR : SI flag clear? 
01730 4277 81 4D CMPA эм : I 'Ese'"M"* 02890 430В 26 11 431E BNE SFT.IN : no,then branch 
01740 4279 27 05 4280 BEQ STSKIP 1 then branch 02900 430DF6 0000 LDB >SKIP : / 

01750 427B 81 50 СМРА ЕР : 1 / 'ESC'"P"? 02910 4310 8D 87 4299 BSR GSKIP | (printout skip) 
01760 427D 26 04 4283 BNE CLRESC : 1 /-і- no,then branch 02920 4312 C6 10 LDB #16 I 

01770 427F 58 ASLB : 1 | | skip factor=4 02930 4314 8D 9E 42B4 BSR GPRINT : | (printout font) 
01780 4280 FT 0000 STSKIP STB >SKIP : | | store skip factor 02940 4316 F6 0000 LDB >SKIP I 

01790 4283 6F 84 CLRESC CLR „X (F.ESC) | clear Ese flag 02950 4319 17 FF7D 4299 LBSR GSKIP | (printout skip) 
01800 4285 81 OF CK.SI CMPA #51 : БІ? 02960 431С 35 F6 PULS  A,B,X,Y,U,PC : / end ROLL 

01810 4287 26 02 428B BNE CK.SO : no,then branch 02970 X999 939594 944131999 44 3 434 44 4324444999 

01820 4289 АТ 01 STA 1,Х (Е.51) / set БІ frag 02980 * Shift In printout from [Y(=X) 

01830 428B 81 OE CK.SO CMPA #50 : so? 02990 "ТТ ЫС Н 

01840 428D 26 92 4291 ВМЕ CK.ESC : no,then branch 03000 431Е 31 26 SFT.IN LEAY 6,Ү : Y=BUFF0+6(=X+6 ) 
01850 428Е АТ 02 STA 2,Х (Е.50) / set SO flag 03010 4320 С6 07 LDB #7 : counter вет 

01880 4291 81 1В CK.ESC CMPA *ESC : Ese? 03020 4322 А8 A4 LDA .Ү : А-(Ү(-Х%6)1 

01870 4293 26 02 4297 BNE END.CK : no,then branch 03030 4324 AA 21 ORA 1,Ү : А-А OR [Y+1(=+7 ) 1 
01880 4295 АТ 84 STA Xx (F.ESC) / set Esc flag 03040 4326 АТ A0 LOOP STA .Ү% : ж [Y]=A:Y=Y+1 
01890 4297 35 94 END.CK PULS Х,В,РС : end СНЕСК 03050 4328 A6 21 LDA 1,Ү : ! А=[Ү+1] 
01900 本 本 まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま 03060 432A 5A DECB А | end? 

01910 * 03070 432B 26 F9 4326 BNE LOOP : no, then next 
01920 * Bit image Printout subroutines 03080 4320 AA 22 ORA 2,.Y : A=A OR [Y+2(=+15)] 
01930 ж with checking SO Flag 03090 432F АТ A4 STA Di : [Y(=+13)]=A 

01940 * 03100 4331 C6 0Е LDB #14 

01950 ыыы 03110 4333 17 FFTE 4284 LBSR  GPRINT : (printout font) 
01960 ж Breg. dot skip 03120 4338 35 F6 PULS  A,B,X,Y,U,PC : end ROLL 

01970 チミ ネネ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミキ ミミ ミミ ミミ ミミ まま まま まま まえ まま えま: 03130 ТТ ыыы ДЫ 

01980 4299 34 16 GSKIP PSHS А,В,Х 03140 * 

01990 429B 30 8С ЗЕ LEAX <GDATA,PCR : set X for XPRINT 03150 * Set blos entory addres 

02000 429E 6D 8C 3A TST <F.SO,PCR : SO flag clear? 03160 М and inltiallze skip to 2 dot 

02010 42A1 27 01 42А4 BEQ *+3 : then branch 03170 * ( Font buffer, while on URA-RAM ) 

02020 42A3 58 LSLB : / В=В*2 03180 е 

02030 4244 ЕТ 03 5ТВ 3,x : set data number 03190 "ыыы 

02040 42А6 27 0A 42B2 BEQ END.G : B=0? then end 03200 4338 33 89 0139 ВОЕЕО LEAU 80139,Х 

02050 42А8 BD ECE6 JSR XPRINT : 7 ('Ese' "L",B,0) 03210 433C DF DF STU <$DF 

02060 42AB 4F CLRA : 1 A=0 03220 433Е 34 02 PSHS A 

02070 42AC BD ED00 LOOP2 JSR PRINT : 1 ж (lprint А) 03230 4340 86 02 LDA #502 

02080 42АЕ 5А DECB : | |! end? 03240 4342 ВТ 0000 STA >SKIP 

02090 42В0 26 FA 42АС ВМЕ LOOP2 : | no,then next š 03250 4345 35 82 PULS A,PC 

02100 42B2 35 96 END.G PULS А,В,Х,РС : end GSKIP 03260 * 

02110 ыыы EEG GI GEHE GA 03270 8FD0 END $8FDO 

02120 * Bit image printout TOTAL ERRORS 00000--00000 

02130 * from [Х], for В byte TOTAL WARNINGS 00000--00000 

02140 2222122222222222222222222222222222244 

02150 42В4 34 16 GPRINT PSHS A,B,X PROGRAM BEGIN ADDR-425C 

02180 42B6 30 8C 23 LEAX XGDATA,PCR : set X for XPRINT PROGRAM END — ADDR-4348 

02170 42В9 ЕТ 03 STB 3,X : set data number PROGRAM ENTRY ADDR-8FDO 

02180 42BB 8D BC 1D TST <Е.50,РСЕ : SO flag clear? 
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TRIALI 


各 放 送 局 で は , 新しい 放送 メデ ィ ア と し 
て ,「 文 字 放 送 」 な る も の を 通常 の 電波 と 
- 緒 に 流し て いま す 。 最 近 で は ! 衛 星 放送 」 
の ほう が 話題 を きら っ て いる 感 が あり ます 
25, それ と は 別 の 意味 で 便利 な 放送 で す 。 

今回 , 富士 通 か ら FM77AV シ リー ズ 用 の 
周辺 機器 と し て 「 文 字 放 送 カ ー ド 」 と 呼ば 
れる ,AV を 文字 放送 アダ プ タ に し て し まう 
オォ オプション カード が 発売 され まし た の で 
レポ ー ト し ます 。 


ーー 文字 放送 と は や ーー・ 


交 字 放送 は , 通常 の テレ ビ 放 送電 波 の 隙 
is 走査 線 525 本 の 5 t, 使用 し て いな い 
- 下 の 各 2 本 ) を 使っ て 放送 され て いる た 
2.22 dlc 
デ プ タ を 使う 必要 が あり まし た 。 し か し , < 
の アダ プ タ は 一 種 の コン ピュ ー タ な の で , 


BS チュ ー ナ 並み の 値段 が し まし た ( 表 1 参 
Ba) 。 を そこ で 。 パン ラン と 共有 で きる 部 分 
p MR а I же 91216) h 

E 人 000 0000-2 9 
ME 010000215 
LLI の a udis 
zin BER. OEA 
те Ln ) ju ts UA 
L3 А z = ІҢ 
や た っ / 巨人 の 勝ち だ 


НІ, AV シリ ー ズ , FM-11, ロ シ リ ー ズ てこ て 機 
種 と り ご どり の ソフ ト , ハー ド が 出 そ ろ い まし た の で , 
まとめ て 紹介 し ます 。AV シ リー ズ に は テレ ビ 放 送 
電波 の 隙間 を 利用 し て 送ら れ て くる 文字 放送 を 見 る 


ーー 


“4. 


瀬尾 文彦 


Soft&HardTRIALS 


こと の で きる "文字 放送 カー ド 」, FM-11 に は 高速 通 
信 を 可能 に する 増設 RS-83pC「 コ ムカ ー ド 1]1」, = 
し て ロ シ リ ー ズ で は , 発売 の 待た れ て いた 日 本 語 ワ 
ー ド プロ セッ サ 「 一 太郎 」 で す 。 


AV で 手軽 に ニュ ー メ デバ 


は 今 ま で の AV を 
利用 し て , それ で 
足り な い 部 分 も カ 
ー ド と し て 発売 し 
た も の が この 文字 放 放 送 カ ー ド な の で す 。 
$t, 文字 放送 と いう くら いで すか ら , 
送ら れ て くる も の は 基本 的 に は 文字 デー タ 
C, その ほか に , 
い だ よ うな グラ フィ ッ ク デ ー タ も 含ま れ て 
いま す 。 また, 音楽 デー タ も 送ら れ て いま 
す 。 廊 字 放 送 の 音 
^ ム 5 声 の 合わ せ て 11 声 で , 専用 アダ プ タ 内 
の FM 音源 で 鳴ら すこ と を 想定 し て いる の 
TTD, AV で は ご 存じ の と お ぉ り 6 声 し か 
出す こと が で きま せん 。 を そこで, 文字 放送 
カー ド て は 。 ママ の 6 声 を で デイ に 
する か , 3 声 も メロ ディ に し て , 残り を リ 


ズム に する か を 切り 換え る こと が で きま す 。 


文字 放送 は , MEET, NHK2 2 E 


《 く すべ て の УНЕ 放送 局 で 放送 し て いま す 。 


各 文字 放送 は 。 まず メイ ン メ ニュ ー が あり , 
その 中 か ら 見 た い 番 組 を 選ん で 見 る よう に 


表 1 各社 の 文字 放送 アダ プ タ (A), 
Шелл тағыст, イン チ ) 


松下 電器 産業 TH-29ST1 1529 299.000 円 
THZ29TA2 529 270.000 円 
TH-26TA2 Т,26 240,000F3 
TH-19T2 Т,19 169,000 円 
TU-842 A 109,800Ғ3 
富士 通 ゼ ネ ラ ル TXR-25MX1 Т,25 236,000 円 
TXR-21 A 99,800F3 
TXR-20 A 99,800F3 
SONY KV-25XT1 Т,25 240.000 円 


ライ ン と ペイ ント で 描 


『 泊 は メロ ディ 6 声 と リズ 


文字 放送 カー ド || 
「 文 字 放送 カー ド (FM77-171)」 は , 
FM77AV シ リー ズ (AV/AV20/AV20EX/AV 
40/AV40EX) で 文字 放送 を 受信 する た め 
の オプ ショ ンカ ー ド 。 添付 ソフ ト に よっ 
C, 単に 番組 を 見 る だ け で な く , 放送 信 
二 を の ビ イデ ィ イメ ンク 選 セ ー ラ た 
デー タ を FM グラ フィ ッ ク エ ディ タ や F-B 
ASIC で 加工 し た りす る こと が 可能 に な る 。 
O 〇 価格 : 38,000Ғ3 
問い 合わ せ 先 : 
進 部 ) 


富士 通 帆 (FM 販売 推 


な っ て いま す 。 番組 の 内 容 は 様々 で す が , 
どこ の 局 で も ニュ ー ス と 天気 予報 な どの 情 
報 は 必ず 入れ て いる よう で す ( 表 2 参照 )。 
も ちろ ん 各局 と も いろ いろ 考え た 企画 が あ 
b, た と えば テレ ビ 東 京 (日 経 テ レプ レス ) 
で は , 株 式 市 況 な どの ビジ ネス 情報 を メイ 
ン に し て いる よう で す 。 を その 他 。 各 大 学 の 
キャ ン パ ス 情 報 が ある と ころ や , 電車 の 終 
電 情 報 , 成田 フラ イト イン フォ メー ショ ン 
な ども あり ます 。 ま た, 音楽 デー タ が 送れ 
る の を 利用 し た カラ オケ な ども 放送 きれ て 
いま す 。 中 に は ファ ミコ ン の ゲー ム の 発売 


情報 な ん て いう の も あっ た り し ます 。 


文字 放送 と いう 性 格 か ら , 送ら れ て くる 
番組 の 一 固まり を 「 マ ガ ジ ン 」 と いう 単位 
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で 呼ぶ を う で す 。 こ の マガ ジン は , 0 か ら 
9 まで あり ます が , 現在 で は 0 し か 使わ れ 
て いま せん 。 こ の マガ ジン の 下 に 番組 が あ 
bd. Mi t p= == xC OU, タツ ウン 
情報 で あり , 各 放 送 司 か ら の お 知ら せ で あ 
っ た り し ます 。 これら の 番組 に は , 0# か ら 
999# ま で の 番号 が 付い て いま す 。 1 つの 番 
組 は 通常 複数 画面 に わた っ て いて , £01 
画面 を ペー ジ と いい ます 。 ページ は 自動 的 
に 進む も の と , 視聴 者 が 進め る も の が あり 
ます 。 1 番組 の ペー ジ は 多く て も 16 ペ ー ジ 
くら いで , と くに 指定 を しない 限り , —Ж 
ずる と 1 ページ に 戻り ます だ 清 Жу 
も の を 選ん だ と き に 必ず 1 ペー ジ 目 か ら 始 
ま る BO Tw に 6 は 。。 同 じ デ ー タ 
を で る で る 回 し て 送っ て いる た めで , 見 始 
ӘУЕ Sp. Z D t š k ë uC u. 2 ペー 


表 2 文字 放送 番組 プロ グラ ム 例 


* 日 本 テレ ビ ・AXES 4 
(首都 園 で は 4 チャ ン ネ ル ) の 番組 表 
期間 : 7 月 2I 日 一 8 月 5 日 
放送 時 間 : 前 8:00 一 深 2:00 


0005 総 目次 
001: 各 番 組 の 総 一 覧 目次 
@ ニ ュー ス 
0I0 キ 01II# 報道 特別 番組 枠 
(020%,021% 前 10:00 じ 深 2:00) 
020% ヘッ ドラ イン [N| 021% NNNIN 
0225 読売 新聞 [N| 023: 読売 経済 IN) 
024: 読売 ふる さと 情報 
025# ワー ルド ナウ (世界 の トッ プ IN)) 
@ 天 気 予 報 
0305 全国 各地 の 天気 
0315 各地 の 気温 ・ 日 出入 ・ 潮 汐 
0325 関東 地方 の 天気 と 富士 山 レ ー ダ ー 
@ ス ポー ツ 
050# スポ ー ツ ヘッ ドラ イン 
05!# スポ ー ツ [N] 9005 プロ 野球 速報 
053# ゴル フ ダ イジ ェ ス ト 
054# ジャ イア ン ツ ホッ トラ イン 
055# プロ 野球 レコ ー ド ファ イル 


る 高校 野球 関東 地区 予選 
060% 試合 日 程 065% 千葉 
061: 東 東京 066# 群馬 
062: 西東 京 067# 栃木 
063% ЖЕЛІ 0685 茨城 
0645 埼玉 

(Ба 


085% 新幹線 , 首都 國 運 転 状況 
088# 道路 交通 情報 (① 混 雑 ・ 事 故 
0895 道路 交通 情報 ② 
案内 ・ 工 事 ・ 催 事 交通 規制 
090# JAL フ ライ トイ ン フ ォ メ ーション 
091% 日 本 エア シス テム 
フラ イト イン フォ メー ショ ン 
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ジ か ら 見 る こと に な り ま す 。 つまり, AE 
組 が あま り ペ ー ジ 数 が 多い と, Х| {ШШ 
が な か な が か が 見 る こと が で き な い と いう こと 

о ОСТУ СОТЕН で ほ 
し いこ と は , 1 つの 放送 局 に つい て だ くき 

ん の 番組 が ある の で す が , それ は それ ぞ れ 
kr で な 見 の こと が で きき な と いう こき て ў» 


@ 医 学 
1005 テレ ビ 教 養 訓 論 
101 & カル テ 百 話 ( 名 医 の カル テ か ら ) 
102 キ テレ ビ ・ メ ディ カル フォ ー ラ ム 
|035 ドク ター ズ メ モ 
104# 口 の 病気 ・ 歯 の 病気 
105# キ テレ ビ ・ デ ンタ ルフ ォ ー ラ ム 
106% JDA( 日 本 歯科 医師 会 )[N] 
@ 趣 味 娯楽 
110% クイ ズ AXES-4 
ШЕ ミュ ー ジ ッ ク 情 報 
2# コン サー ト 案 内 
113# た の し い 園芸 
117 世界 の 時 計 ( 前 8:00 ド 深 2:00) 
18 キ テレ ビ ウ ォ ッ チ 
120# Nowl エ キサ イ テ ィ ング カレ ッ ジ 
ө 
1215 働く 女性 の ヘル ス ア ッ プ 講座 
122% Women's Medical Message 
ea 8m 
130: 季節 の 料理 
153# キ マン パワ ー の 人 材 情報 
155# と っ て お き 情 報 ミュ ー ジ カル へ ご 招待 
人 @ 公 営 レ ー ス 案内 
158 今日 の レー スガ イド 
160 京王 開 競輪 () レ ー ス 結果 
161 # ② 出 場 選手 
170# 立川 競輪 レース 結果 
171$ @ 出 場 選手 
180: 川崎 競輪 レー ス 結果 
181 & ② 出 場 選手 
@⑯ カ ラオ ケ 
1008 パラ ダイ ス 銀 河 ブ 
抱き し め て TONIGHT 
701% TATOO0 プ みん な の うた 
702 豊後 水道 / 不 如 婦 ほととぎす 
703# 津軽 じ ょ ん が ら 流 れ 唄 別れ の 予感 
70448 みち の く ひ と り 旅 旅 姿 三 人 男 
字幕 放送 
999 & TVA v 2 (4 11:00 D» 11:30 


各 番 組 の ペー ジ に つい て だ け , 少し 待た き 
れる わけ で すね 。 

と ころ で , 番組 番号 は 0# か ら 999# ま で あ 
る と 書き まし た が , この 中 で 0# と 999# は 特 
別 な 意味 も も っ て いま す 。 ま ず , оға, Æ 
組 の 総 目次 に な っ て いま す 。 で すか ら , fa 
か 番組 を 見 て いた と き , ほか の 番組 を 選び 
た だい 場合 は 0O# を 指定 すれ ば この 目 次 に 戻る 
こと が で きま す 。 AV の 場合 は HHOME| キー 
を 押し て も 目次 に 戻る こと が で きま す 。 一 
H, 999# は 字幕 放送 に な っ て いて , M t Z 
ば NHK で は 「 ノ ン ち ゃ ん の 夢 」 や 「 武 田 信 
玄 」 な ど が 字幕 放送 に な っ て いま す 。 字幕 
放送 で は , その ほか の 番組 と は 違い , その 
と き そ を の チャ ン ネ ル で 放送 し て いる 画面 に 
スー パー イン ポー ズ さ れ た 画面 に な が り ま す 
(外部 テレ ビ チ ュ ー ナ を 使う 場合 は スー パ 
ー イ ン ポ ー ズ が で きま せん )。 文字 放送 の 
ほか の 番組 は 通常 の テレ ビ 番 組 と は 無関係 
な 内 容 で す が , この 字幕 放送 に 限っ て は , 
通常 の 放送 と 連係 し た 番組 に な っ て いる わ 
け で す 。「 サ ザ エ さる ん 」 も 字幕 放送 を し て い 
る よう で す が , あれ は 字幕 で 見 て いて お も 
じ グ が い の で 0 арды 


文字 放送 カー ド は オプ ショ ンス ロッ ト に 
装着 し ます 。 こ の カー ド を 装着 する に は , 
AV (20/40 を 合 む ) と EX (40EX/20EX) 
と で は 少し 異な り ま す 。 EX で は , 直接 ビ 
デ ォ 信号 を 本 体 か ら 受 け 取 る こと が で きる 
の に 対し て 。 AV で は アナ ログ マル チケ ー 
ブル か ら 受 け 取 る だ た めで す 。 こ の た だ ため , Ж 
字 放送 カ ー ド の モッ ト に は AV 専用 の ケー 
ジル も あい で いま すさ まだ た カー ボド に AVW 


に 装着 する こと を 知ら せる た め に ショ ー ト 
ピン を 抜き ます 。 EX で は も ちろ ん 抜き ま 
せん 。 ほ か の カー ド と 装着 方 法 が そう 変わ 


d 


地図 の 付い た 道路 情報 


жЕ 


これ が 噂 の カラ オケ 番組 


る わけ で は あり ませ ん か ら , そん な に 難し 
く 《 く は な いと 思い ます 。 

装着 が すん だ ら , ëZ (X*k Kl 
СЕЕ а а 
CRNO 9 ао A X 
ク 」 を ドラ イジ "0 に 入 衝 て RESET ん # 
し ば らく 〈《 す る と 画面 に は 「 文 字 放 送 を さ が 
し て いま す 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され 
icd. 文字 放送 を 見 る た め に は , AV,EX 
の ディ スプ レイ の チャ ン ネ ル を 見 た い 文 字 
放送 を 流し て いる 局 に 合わ せま す 。 も し 本 
体 に 接続 し て いる ディ スプ レイ が テレ ビ と 
し て の 機能 を も っ て いな い 場 合 は その デ 
ィ ス プレ イ に ビデ オ 入 力 が あれ ば そちら に 
ビデ オ な ど を つない で 。. そちら 5 で チャ ン ネ 
ル を 合わ せま す 。 EX で は 直接 本 体 に ビデ 
オォ 信 号 を 入力 し て も か まい ませ ん 。 Nis, 
文字 放送 の 信号 は ビデ オォ に 録画 する こと は 
で きま せん か ら , 「 武 田 信 玄 」 を 録画 し た 
ビデ オ を 再生 し て 字幕 放送 を 見 よう と 考え 
СЬ, それ は で きま せん 。 

文字 放送 を 流し て いる と 判断 する と, 4 
度 は 「 目 次 を き が し て いま す 」 と 表示 され , 
ГУБ СЪБ b (C778 0x4) Lo» А 
ッ モ キー ジ に な り ま す 。 そし て 総 目次 が 表示 
きれ る わけ で す 。 も し 文字 放送 が 見 つか ら 
な けれ ば その 旨 を 表示 し ます の で , チャ ン 
ネル を 変え ん る な り し て くだ さい 。 総 目次 が 
表示 され た な ら ば , 目次 か ら 番 号 を 選ん で 
も よい し , あら か じ め 番 組 表 が 手元 に ある 
な ら ば それ を 見 て 直接 見 た い 番組 を 選択 す 
る こと も で きま す 。 と 。 ここ まで は 普通 の 
交 字 放送 アダ プ タ で も で きる こと で す 。 L 
か し, ここ で 使っ て いる の は 文字 放送 アダ 
プ " タ で は な く 〈(, FM77AV な の で す 。 ア ダブ 
に は で き な が いあ な る も も で きま す 。 
まず , 画面 に 表示 中 の ペー ジ の 内 容 を フ 
ロッ ピ イ ディ スグ ク に 収め て お く こ と が で き 
ます 。 も ちろ ん , 収め て むく こと が で きる 


の で すか ら , それ を 再生 する こと が で きま 
す 。 セ ー ブ し た デー タ に は 音楽 の デー タ も 
一 緒 に 入っ て いま すか ら , カラ オケ を セー 
FLTT п ドク て 楽し じ な よう 
С の SC NEL, 

о Ро ИА Suc ud 
と き と 同 じ 操 作 で 見 る こと が で きま す 。 ま 
た , 画面 データ な ら 5FM グ ラフ ィ ッ クエ デ 
ィ タ で , 音楽 デー タ な ら F-BASIC V3.3/3.4 
の MM と Ui 扱う こと が で きる よう な セ や 
デン モー t あり 2 

プリ ンタ が あれ ば , 画面 の 情報 を 印刷 す 
る こと も で きま す 。 ブ プリ ンタ は 24 ド ッ ト の 
シリ アル ドッ トブ プリンタ, 熱転写 プリ ンタ 
の ほか に , 9 ピン の シリ アル ドッ ト プ リ ン 


と №. ) | 
[ta 754 4 


タ に も 対応 し て いま す 。 も ちろ ん カラ ー プ 
リン タ で も 0K で す 。 


その ほか 


文字 放送 で 表示 きれ る 文字 は , オリ ジ ナ 
ルフ ォ ン ト が 使わ れ て お り , その フォ ント 
は 文字 放送 アダ プ タ , AV で は カー ド が も 
っ て いま す 。 つまり, 文字 放送 で は 文字 を 
フォ ント 込み で は な く 文 字 コ ー ド と し て 送 
2 で の ぬこ と に な り ま まま 。 で まま が か ら 。」 ЕС 
か の ソフ ト ハ ウス で は , た と えば 株 式 市 況 
の 番組 を も と に 株 価 分 析 プ ログ ラム な ど を 
作る こと を 考え ん た よう で す が , な に し み 放 
送 局 が 必ず 同じ フォ ー マ ッ ト て 送っ て くれ 
る と は 限ら な い の で , な か な か うま く は い 
2 で ぬい そう で す 。. ま た 区 字 放 送る プ 
ログ ラム の 配布 に 使 せ うと いう 案 も 出 た を 
CT» 今 の と ころ 実現 し を うに は あり 
ませ ん 。 

と こる で , この カー ド に は 。 富士 通 の ほ 
か の オプ ショ ンカ ー ド と は 全く (違っ た 点 が 
1 つ あ り ま す 。 それは , この カー ド は 文字 
放送 カー ド シ ス テム ディ スク 以外 で の 使用 


— 


Z a HEIL РИИ seq e 
b, ほか の オプ ショ ンカ ー ド で は ユー ザ デ グ 
ログ ラム か ら の 利用 方 法 な ど が あり , また 
I/O ア ドレ ス な ど が マニ ュ ア ル に 記載 きれ 
て いた の で す が 。 この カー ド に 限り 。 25 
いっ た だ た で い の も の は いっ きい あり ませ ん 。 
いっ て みれ ば ハー ド 込 み の ソ フト , と いっ 
た 感じ で す 。 も っ と も カー ド の 使い 方 が わ 
か ら だ が ら と いぼ が SB ДИНЕ 
いと いう よう な オプ "ショ ンカ ー ド で は あり 
ませ ん か ら , な く て も 気 に は な り ま せん が 。 
それ に し て も , 普通 の 放送 の 影 で 廊 字 の 
情報 が 垂れ 流し に な っ て いる の で すか ら , 
これ を 利用 し な いと いう 手 は あり ませ ん 。 
し か も , それ が タダ な の で すか ら 。 た と を え を 
ば 外出 か ら 帰 っ て 「 巨 人 は 勝っ た か な 」 と 
野球 の 結果 を 知り た いと 思い ます 。 し か し , 
テレ ビ を つけ て みて も 相変わらず マン ネリ 
な ドラ マ て や 娯楽 番組 し か や っ て いま せん 。 
プロ 野球 ニュー ス は 30 分 以上 待た な く て は 
な すり ませ ん 。 を ん な どき, ть ЫЕ 
AV の 電源 や 入れ て 文字 放送 カー ド シ ス テ 
ム デ ィ ス ク を 立ち 上 げ て や れ ば , 即座 に 知 
り た い 情 報 を 選ん で 見 る こと が で きる の で 
す 。 電 話 で も プロ 野球 速報 は や っ て いま す 
P, な ん と いっ て も こち ら は タダ で すか ら 
ね 。 ま 12, 映画 や コン サー ト の 情報 な ども 居 
な が ら に し て 手 に する こと が で きま すか ら 。, 
便利 きわ まり な いも の で あっ た り し ます 。 
な た 記し キャプ テン シス テス A の よう な 双方 
向 の メデ ィ ア で は あり ませ ん か ら , その 場 
で チケ ッ ト の 予約 を し た り , 株 を 売り 買い 
し だ りな ど と いう こと は 残念 な が ら で き きま . 
せん 。 し か し , 交通 情報 は 地図 付き で 見 られ 
ます し , 各 放 送 局 ご と に 特色 が あり ます か 
5, けっ こう お も し ろく 〈 役 に は 立ち ます 。 
普通 の 文字 放送 アダ プ タ に 比べ る と 格段 
に 安い この カカ 三栖 50 コ 0 め 2 の オブ プシ ジョン 
と し て は けっ こう お も し ろ い と 思い まず 。 
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Hard 
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パソ コン 通信 を する に つけ , 各種 機器 
接続 する に つけ , RS-232C は パソ コン を 
扱う うえ で 欠か せま せん 。 と 〈 に 最近 は RS 
232C で つなぐ で も の が ,。 ママ ー ソ ナル ユー ス 
で も あれ これ と 複数 に な る ケー ス が 多く な 
у, 増設 用 の RS-232C カ ー ド の 需要 が 以前 
せま で て 増 お で いま す 。 

FM-11 用 の 場合 だ と , 従来 か ら 富 士 通 
な どか ら 増 設 用 カー ド が 発売 きれ て いま し 
た が , これ ら は 主 に 計測 制御 機器 と の 接 
続 を 考慮 し て 作ら れ た だ たらしく, 仕様 が パー 
ソナ ル ユ ー ス に 則 し て いな か っ た り , 価格 
的 に 手 が 出 な いも の だ っ だ り し て , 手ごろ 
な も の が 求 ゆ られ て いま し た 。 

先ごろ 発売 きれ た エス ピー エル の コム 
カー ド 11 は , 仕様 的 に は , モト ロー ラ 社 の 
MC68681 や シリ アル イン タフ ェ ー ス 用 の 
チッ プ に 使用 し , 2 回線 を サポ ー ト , 富士 
通 純 正 の RS-232C カ ー ド で は な し えな か っ 
た 通信 速度 を 実現 する な ど , こち ら の 期待 
に 応え る と ころ が あり , また 価格 的 に も わ 
り ま を 手 ざ みな と ころ で す 。 

今回 の TRIAL T, この コム カー ド 11 
を , OS-9/6809 る 動作 OS し と し た パッ コン 
通信 で の ター ミナ ル 用 途 を 想定 し . その 試 
用 結果 を 報告 し ます 。 


商品 構成 一 一 


コム カー ド 11 の パッ ケー ジ は 以下 の よう 
な 構成 に な っ て いま す 。 

1) イン タダ フェ ー ス カー ド 

2) 第 2 ポー ト 用 接続 ケー ブル 

3) サポ ー ト ソフ トディ スケ ッ ト 

4) マニ ュ ア ル 

この うち 2) は , 第 2 ポー ト の コネ クタ の 形 
状 が カー ド の 面積 的 な 都合 で カー ド エ ッ ジ 
型 に な っ て いる だ た だめ, それ を 通常 使用 し て 
いる Dsub-25 型 に 変換 する 変換 ケー ブル で 
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Southern-Net Jun. Dime 


du まだ 。 VOF 
ォ ズ ク 中 に は 。 О 
5-9 /6809 用 の ディ 
スク リプ タ と ドラ イ 
A, 通信 用 ター ミナ ル 
ソフ ト , ター ミナ ルツ NW 
フト 制御 ファ イル 例 が 入 
っ て いま す 。OS-9/6809 の ほか に は , 
MS- DOS 用 が 準備 され て いる そう で す が , 
ほか の OS は 了 巴 定 が な いそ う で す 。 


——k- Ийе — 


それ で は , この カー ド に 使用 きれ て いる 
MC 68681 か ら 説 明 し て いき ます 。 こ れ は 
非同期 シリ アル 通信 ポー ト を 2 つづ 持ち , Ж 
信用 に 3 バイ ト の FIFO レジ スタ を 装備 し 
た シリ アル イン タフ ェ ー ス LSI で , 50—38 
400bps の 通信 速度 に 対応 し , さら に は 内 部 
に ボー レー ト 用 プロ グラ マブ ル タ イ マ を 保 
有する 高 性 能 多 機能 な も の で す 。 

富士 通 純正 の 11 用 RS-232C カ ー ド て 使用 
し て いる , イン テル の і 8251 で は 受信 用 v 
ジス タ が 1 つ し か な いた だ め , 次 の デー タ が 
1 ビッ ト で も 入る と レジ スタ の デー タ を 壊 
し て し まう の で , 文字 落ち , 文字 化け を 防 
ぐに は , デー タ を 受信 し た 段階 で 素早 ぐ 取 
り 込ま な けれ ば な り ま せん 。 

これ に 対し て MC68681 の ほう で は , 3 バ 
イト の 受信 用 レジ スタ を 用 意 し て いる の で 
最初 の デー タ と は 別に 3 バイ ト (すなわち 
24 ビ ッ ト ) ま で は , 余裕 が あり ます ( 図 1)。 

単純 に 考え れ ば , i 8251 で は 8 ビッ ト 分 
の デー タ が 来れ ば 割り 込み が か か る の に 比 
^, MC68681 で は 8 填 24 ビ ッ ト 分 の デー 
タ が 来 た 段 階 で 割り 込み 処理 に 入り ます か 
6, CPU と し て は 4 倍 の 時 間 分 余裕 を も 
ЗР と の まき は (お uo 
S-9 の よう な マル チタ スク の OS で は , 通 
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信 等 の 割り 込み が 繁 雑 に 起こ る と, CPU が 
その 処理 ば か り に 追わ れ て , ほか の 仕事 が 
で きか な で な っ で まう が の て Crib» 
た いこ と で す (MS-DOS を 使っ た こと が 
ある 人 な らら ば, ブリ ンド トド アウ ト ん で いる 間 
に ほか の 仕事 が で きる と いっ だ プリン トス 
プー ラ 機 能 が 。 事実 上 ほとん ど 役 に 立た な 
い の ば よく ざ 存 E で て L К 25 Ее А 
有力 お まま な が ら な い の で すか が か ら の Jio 

また , ユ ム カー ド 11 は ボー レー ト 用 プロ 
グラ マブ ル タ イ マ を 内 蔵 し て いる た だめ, fé 
来 Slow と Fast の 2 段階 切り 換え し か で き 
な か っ た ソフ トウ ェ ア で の 通信 速度 の 変更 
が 75 から 19200bps ま で 多段 階 に 好き な よ 
うに 行 々 まず す 。 こ の た だめ, こ 和 から 増え る で 
あろ う 2400/4800bps 対 応 の BBS や , 300bps 
OAO0BBSU b, ディ ッ プ スイ ッ チ の 変更 
な くし て 容易 に アク セス が 可能 に な り ま す 。 


・ーー イ ンス トー ルー 一 


この カー ド で は , I/O 占 有 ア ドレ ス を 4 
バイ ト で 済ま せ $FD00~$FDFC の 範囲 で 


設定 で きま す 。 

筆者 の 持っ て いる 評価 版 の 初期 値 は $FD 
70 に な っ て お り , 変更 の 必要 は あり ませ ん 
で し た が , 必要 が あれ ば ディ ッ プ スイ ッ チ 
に より 設定 し ます 。 こ の スイッチ は 該当 ア 
ドレ ス の ビッ ト 位 置 と 並び が 逆 に な っ て い 
る の で , 2 進数 に 慣れ て いな い 人 に は 少々 
手間 か も し れ ま せん 。 

IRQ (割り 込み ) の 設定 は と くに 変更 の 
必要 は な いと 思い ます (ちな み に IRQ は 
No. 9 に 設定 )。 

以上 で ハー ド の 設定 は お し まい で す 。 基 
板 へ の 取り 付け は , スロ ッ ト の ずれ が な け 
れ ば , と くに これ と いっ た 注意 は な いで し 
ха 188, 2 ポー トド ある うら う ひ も の 1 ポート 
iX, 通常 どおり 本 体 後部 ヘ へ コネクタ が 突き 
出る 形 に な っ て いま す が , も う 一 方 の コネ 
クタ は カー ド の 上 部 に あり , 付属 の 変換 ケ 
ー ブ ル を 使っ て 空き スロ ッ ト の フタ に 固定 
し て 使う の で , 空き スロ ッ ト ヘ ケー ブル を 
引き ずり や すい スロ ッ ト 位 置 を 選ぶ 必要 が 
あり ます 。 

次 に ソフ ト で す 。 図 2 の よう に 用 意 さ きれ 
て いる 中 か ら 必 要 な も の を も コピー し , 
カー ド 用 の デバ イス ディ スク リプ タプ ドラ 
イ バ を 組み 込ん だ シス テム ディ スク を 作る 
わけ で す が , 作業 自体 は お な じみ の も の で 
+, 定石 どおり OS9Boot に 組み 込む の が で ベ 

図 2 ディ スク の 内 容 (製品 版 ) 

/d1 コ ユ ム カー ド 用 ドラ イ バ 
t1 


= 


デバ イス ディ スク リプ タ 


ト t2 デバ イス ディ スク リプ タ 
tla デバ イス ディ スク リプ タッ ソース 
foa デバ イス ディ スク リプ タッ ー ス 


ES telcom 1l.v 通信 ソフ ト (Vterm 用 ) 
telcom 11.k 通信 ソフ ト (漢字 plus 用 ) 


telcomrc 初期 設定 ファ イル 例 
phonebook 電話 番号 ファ イル 例 
TYPE1 calli = == 
I 
PCS 4 
| BBS ア クモ ス 用 
| シェ ルプ ブロ グラ ム 例 
3 1 (Vterm 用 ) 
ami ---! 
TYPE2 бай = = 
Lu 
PCS ! BBS7 Z+ Z Hi 
' シェ ルプ ログ ラム 例 
ug9 1 (漢字 plus 用 ) 
аті -- E 
read. me 


図 1 バッ ファ 構成 
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〇 コー ラ 


10110101 


10110101 


П 
MC68681 バ ッ フ ァ 事 情 


スト で す が , め ん どく きけ れ ば その つど ドラ 
イ バ と ディ スク リプ タ を ロー ド し て も か まわ 


な いわ け で , と くに 難し いこ と は あり ませ ん 。 


た だ , 実害 が ある と いう ほど で は あり ま 
せん が , 不 親切 に 感じ た こと が あり ます 。 

Т ОРО ЕТЕУГЕ 
か 用 意 さ きれ て お ら ず , T3, 4 と し て 使い 
だ いと き は ジー ス を 修正 し て アセ ン デ ブル し 
な けれ ば な ら な いこ と で す 。 

エス ピー エル の 意図 と し て は , 本 体内 
蔵 の RS-232C の 代替 と し て 1 と 華 2 を 用 意 
し た よう な 感じ で す が , 3 回 線 に 増やし た 〈 
て 買っ た 方 は 元々 ある T1 を 生か す た め に 余 
分 な 作業 を し な けれ ば な ら な いわ け で す 。 

全般 と た し て は , 多少 不 親切 な と ころ は あ 
り ま す が , 一 般 的 な FM-11+ OS-9 ユー ザ 
で の あれ は ば は 、 イ シス トー だ て つま すず さて ご も は 
まず あり を な いと 思い ます 。 


ーーー ド ライ バテ スト 一 一 ・ 


で は , 早速 コム カー ド 11 の サン プル 版 で 
の 通信 テス ト を 行い た いと 思い ます 。 

現在 使用 きれ て いる FM-11 の シス テム は 
か な り 5 多岐 に わた っ て いま す 。 

CPU が , 6809, 63С09, 780, 8088, V20, 
68008, 68000 と 7 種 あ り , また OS も F-B 
ASIC V3.0/ V4.0 / V5.0, OS-9/6809, OS 
-9/6809 (63C09 対 応化 修正 版 。 通称 OS- 
9/6309), FLEX, CP/M-80, CP/M-86, 
MS-DOS V2.1/V31, a-UX, CP/M-68 
K, OS-9/68000 と 各種 存在 し , さ ら に 漢 
字 Plus や 63C09 化 サブ シス テム ,Vterm40、 
Vterm25 と いっ た 画面 表示 系 が 存在 し ます ! 

この すべ で て に 対し て 評価 は と て も し きれ 
ませ ん が , ここ で は CPU に 6809 な よび 63 


o 


10110101<-10110101 


аа Z 


すぐ で 読み 出さ な いと デー タ が 
のど を 大 っ て き て し まう ! 


i 8251 バ ッ フ アァ 事情 


C09, OS は OS-9/6809 と OS-9/6309 を 取 
り 上 げ , その 評価 結果 を お 伝え し ます 。 

な お AG LZONCCTP CU 
ます 。 こ の ザン プル 版 の ドラ イ バ で は , 08 
グ の た めか , Xon/off の 制御 が 完全 で は な 
5, 9600bps で ファ イル の 転送 等 を 行う と , 
ドラ イ バ が Xoff を 送っ た まま スト ッ プ し て 
し まい , 相手 側 の 送信 が で き な く な っ て し 
まい ます (後述 する よう に 製品 版 で は 改善 
きれ て いま す )。 ま ただ, X-modem, Y-mo 
Чет を サン プル 版 で は サポ ー ト し て お り ま 
せん (これ も 製品 版 で は サポ ー ト る され て い 
ます )。 こ のだめ) [ИТФ xp Ka 
ント ロー ル な し で 9600bps まで を も チェック 
し まし た だ た 。 なお, 比較 対象 と し て あげ た 本 
体内 蔵 の 回 線 で は , 現在 出回っ て いる な か 
で 最も 優秀 し いわ れ て いる , PDS の ADEK 
氏 作成 版 UART ド ライ バ を 使っ て いま す 

(富士 通 純正 の ドラ イ バ で は 問題 が あり す 
ぎ て 比較 対象 に な ら な いた め )。 こ ちら も X 
コジ Кие ІС ӘЖІМІ SY 

テス ト は 漢字 6000 字 (6 画面 ) 分 の テキ 
スト ファ イル を 転送 する も の で 

F 1 回 線 の み , 本 体内 蔵 の み . コム カー ド 
1 同 線 十 本 体内 蔵 、 コム カー ド 2 回 線 に つ 
tC ad 
この 表 の RS232C (0) は 本 体内 蔵 の も OC, 
(1) と (2) は コム カー ド の 回 線 で す 。 数 値 が 書 
か 和 れ て いる 回 線 が テス ト し た 回 線 で , 棒 線 
の 引か れ て いる 回 線 は 使っ て いま せん 。 た 
と ぇ えば, RS232C(1) と RS232C(0) に 数 値 
が あれ ば , コ ムカ ー ド 11 の T1 と 本 体内 蔵 
同時 に テス ト じ たり いう に と て す 。 この 
数 値 は bps を 単位 と し た 通信 速度 で , ОЖ 
側 に 記さ れ た 条件 (メイ ン ン サブ CPU の 動作 
速度 お よび 使用 0S) で 実用 上 問題 な く 使え 


コム カー 


GE) 63C09 は 6809 カ ー ド の , V20 は 8088 カ ー ド の CPU を ユー ザ 側 が 差し 換え た も の 。F-BASICV3.0 は Oh/FM'86 年 8 月 号 を , MS-DOS V3.1 は パッ コン リー 
ルド 87 年 9 月 号 を 参照 。0S-9/6309 は ,OS-9/6809 に 63C09 対 応 の パッ チ を 当て た も 5 ので, 詳し く は NANNO-NET に 問い 合わ せ の こと 。 
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る 最高 通信 速度 も 表し ます 。 数 値 の 後に あ 
5, © は 文字 化け 文字 落ち が 全く な か っ 
た だ た さと で を) OE ほな で な んで な の か る っ た だ る と も を, 
へ は 多少 あっ た こと を 示し ます 。 

見 て の と お り , メイ ン 68B09 ( 2MHz ) 
+ サブ 68B09 ( 2MHz ) + OS-9/6809 O 7 
ー マ ル 状態 で も 2400bps x 2 回 線 を 扱う こ 
と が で き , まだ た メイン 63C09 (3MHz) FF 
ブ 63C09 ( 4MHz) +OS-9/6309 の チュ ー ン 
ナッ プ 状 態 だ と 1 回 線 で な ら 4800bps ま で 良 
好 な 状態 で 扱え まし た 。 

コム カー ド 11 の ほう は , ドラ イ バ の 最適 
化 が 充分 に な され て いな い 感 じ どの サン プル 
版 で の 数 値 で すか ら , 改良 すれ ば か な り の 
数 値 が 期待 で きる は ず で す (と くに , Xon/ 
off が 完全 な ら , 4800bps x 2 回 線 や 9600 
bps + 2400bps も 充分 いけ そう な 感じ が し 
ます )。 と いう わけ で , 改良 型 ド ライ バ を 作 
成 し 比 較 し よう と 思っ だ た の で す が , 残念 な 
こと に ドラ イ バ の ソー ス ち お よび TI/O マ ッ プ 
は 公開 きれ て お ら ず , 私 の 力量 で は 今回 の 
テス ト に 間に合い ませ ん で し た 。 製 品 版 で 
は ドラ イ バ も 改良 され て お り , も う 少 し ハ 
ー ド の 性 能 を 生か し 切っ た 数 字 に な っ て い 
る と 思い ます (し か し , BBS の ホス ト 等 の 
信頼 性 を 要求 きれ る シス テム に 使用 する こ 
と を 考え る と , 製品 版 に 付い て いる ドラ イ バ 
の シス テム コー ル 以 外 の 資料 も ぜひ と も 公 
開 の 方 向 に 動い て も らい だ た いも の で す )。 な 
io, 高速 通信 時 の 他 回 線 へ の 悪影響 は と 
に 感じ られ ませ ん で し た 。 

ここ で 敬い た の は , ADEK 氏 版 ド ライ 
233, 本 体内 蔵 で メイ ン 63C09 ( 2MHz ) + 
サブ 63C09(2MHz)+ OS-9/6309 の 場合 
に 9600bps に 楽々 と 追い つい て きた こと で 
す 。 し か し , この ドラ イ バ は 通信 速度 を 上 
げ る た め に 多少 ドラ イ バ の 範囲 を 超え た 処 
理 を 行っ て いる よう な の で , 本 体内 蔵 1 回 
線 し か サポ ー ト され ませ ん し , また, これ 
で 高速 通信 を 行 を ば ほか の 回 線 に 多大 な 影 
響 を 与え ます 。 

時 間 的 な 都合 で 製品 版 で の テス ト が で き 
ず , サン プル 版 で の 参考 程度 の 数 値 し か 得 
られ ませ ん で し だ た だ が, この よう に ユ ム カー ド 
11 の シス テム は , サン プル 版 レベ ル で も 充分 
に 実用 レベ ル の 高速 通信 を 行う こと が で き , 
また ソフ ト の 改良 に よっ て は より 0 高速 な 通 
信 に 使 を を う で す 。 t < に 複数 回 線 を 利用 
LRR と あ に 痢 効 玉 と いえ る 2 し よう 。 
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表 1 テス ト 結 果 
テス ト No。 | メイ ン CPU | サブ CPU OS RS232C(1) | RS232(2)C | RS232C(0) 

1 2MHz 2MHz | OS-9/6809 | 2400 op == == 
2 2MHz 2MHz | OS-9/6809 ーー — 1200 O 
3 2MHz 2MHz OS-9/6809 | 2400 О ーー 1200 A 

4 2MHz 2MHz OS-9/6809 | 2400 O | 2400 ol ーー 

5 2MHz 2MHz | OS-9/6309 | 2400 al — 
6 2MHz 2MHz OS-9 6309 = ーー 9600 О 
7 2MHz 2MHz 05-9/6309 | 2400 О == 1200 O 

8 2MHz 2MHz OS-9/6309 | 2400 O | 2400 О ーー 
К а 3MHz 4MHz OS-9/6309 | 4800 i. с UNES e 
10 3MHz 4MHz OS-9/6309 ーー сай | 9600 Ө 
"N 3MHz 4MHz OS-9/6309 | 4800 © = 1200 © 

12 3MHz 4MHz OS-9/6309 | 2400 @| 2400 © ーー 
+ 回 キー で telcom の コマ ンド モー ド に 戻 
telcom b, telcom 自 体 を 終了 し た い 場 合 は きら に 


この ソフ ト は コム カー ド に 標準 添付 され 
て いる 通信 ター ミナ ル ソ フ ト で す が 非 常に 
お も し ろ い ソフ ト で す 。 

- 般 に ター ミナ ルソン フト と いう - と 。 一 度 
に 1 コマ ンド を 指示 し て 実行 する も の が は ほ 
と ん ど で す が , この telcom で は , 通信 手順 
を ファ イル 化 ( プ ログ ラム 化 ) し て 一 気 に 実 
行 す る こと も で きま す 。 広告 で は 「 通 信用 
ユマ ネン ドイ ンタ ジリ 」 ら うだ っ て いま すみ 
D, どちら か と いう と 「 通 信 機 能 付き 多 機 
能 シ ェ ル 」 と いっ だ ほう が ふる わし いも の 
X^ (E b MNA EZ SE 
と MS-DOS の COMMAND. COM の イメ 
ー ジ が つき まっ で て し まう )。 使 える ラマ ン 
Fb, 通信 モー ド の 設定 を する telcom の コ 
マン ド だ け で な 《。 普通 の OS-9 コマ ンド 
を も 混在 る きせ て 使用 で き , キー1 つ で 通信 
モー ド と ロマ ンド モー ド る を る 位 っ た り 此 たり 
で きる の て 通信 し な が ら は ほか の 作業 も 楽に 
行え を ます 。 

で は 実際 に telcom を 使用 し て み ま し ょ う 
( 図 3 )。 ま ず OS-9 の プロ ンプ ト が 出 て い 
る 状態 で 「 telcom 」 と 入力 し ます 。 す る と , 
「11 : 」 た いう ブロ シフ トト が 表示 きれ ユマ ン 
ド 待 ち 状 態 に な り ま す 。 こ の 状態 で コム カ 
ー ド 11 の 通信 速度 や パリ ティ の 設定 等 行う 
コマ ンド が 実行 で き ( 表 2), その まま OS- 
9 の コマ ンド も 使用 可能 で す 。 実際 に 通信 
を 行う 場合 に は [ESCI キ ー を 押し , 通信 モ 
ー ド に 入れ ば BBS 等 に アク モス で きま す 。 
通信 モー ド か ら 脱 出し た いと き は [GRAPH| 


T quita EAJJ Ud. 

注目 し た い の は telcom の 制御 構造 で , こ 
の 状態 か ら 簡 単 な と ェ ル ブログ ラム を 実行 
可能 で す 。 図 4 は サン プル 版 に 添付 され て 
い だ ブ ログ ラム で す が , これ を 実行 きせ る 
に は 「do」 と いう コマ シド を 用 い 。 ЯУ 
ョ ン て 指定 され た ファ イル を 展開 実行 し ま 
+, もちろん, telcom の 起動 時 に オプ ショ 
ン と し て ファ イル 名 を 指定 する こと も で き 
ます 。「label」 で ラベ ル 名 の 指定 が で きる 
LD, 分 岐 命令 の 使用 が 可能 と な っ て お り 。 
これ を 利用 し た 「wait」 と いう コマ ンド は , 
第 1 パラ メー タ か ら の 入力 (この 場合 は 
「 con 」 で すか らら コンソール) を 第 2 マラ メ 
ー タ の 時 間 (20 ms ご と に 設定 可能 で , こ 
こ で は 200X20ms で 4 秒 ) 72065,” 
内 で 文字 と マッ チン グ で きれ ば , ラベ ル の 
と こる まで 分 昧 で きま す 。 

この よう な コマ ンド を 活用 すれ ば オォ ー ト 
ログ イン 等 が 簡単 に 行え を る わけ で , 非常 に 
便利 な わけ で す 。 

まだ, 通信 に 限っ だ こと だ け で は な 〈, 
OS- 9 全体 か ら 見 た 上 で も 強力 な ツー ル と 
な る こと は 間違い な 〈, 単なる 通信 ソフ ト 
と じ て は 納まり きれ な いで し ょ う 。 な に し 
>, OS-9 上 の コマ ンド と ticom の コマ ン 
ド を 何 の 区 別 も な 〈 使 を る の で すか ら 。 こ 
れ は も う シ ェ ル に 通信 機能 が 付加 きれ た と 
見 る ほう が 自然 で し ょ う 。 

だ だ , - エ ス ゼー エル と し て は 通信 必 マ 
ト に シー ケン サ 機 能 を 多少 付加 し た 程度 に 
し か 見 て いな い の か も し れ な いよ う で , も 


う 少 し 改良 し て も ら え ぇ えれ ば 完璧 な の に ナー 
と 感じ ます 。 今後 パー ジョ ン ア ッ プ "が 行わ 
れる 際 に は 以下 の よう な こと を 考慮 し て も 
ら え ぇ れ ば , より 強力 な ツー ル に な る で し ょ う 。 

第 1 に, コマ ンド モー ド の と き に 使え る 
制御 構造 等 を 強化 し て も ら 5 えれ ば , k b £ 
軟 な シェ ルプ ブロ グラ ミン グ が 可能 に な る で 
し ょ う (製品 版 で は IF 文 が 追加 きれ る な 
E, か な り 強 化 き れ て いま す )。 

第 2 に , 内 部 コマ ンド Gü PR 
字 だ け で は な く , 大 文字 が 使用 で き 
ibo Lac ЖТ» 

第 3 に , 通信 先 か ら も OS-9 の コマ ンド 
を 使用 で きる よう に し て ほし い 。 こ れ は 要 
する に 個人 用 BBS で すね 。 健 者 は 11 と は 
別に EPSON の WordBank-note を 持っ て い 
ます が ,。 い つも 外出 先 ( と くに 勤務 先 ) か ら 
これ で 自宅 の ディ スク を 覗け た ら な ぁ と 思 
っ で いま NCU BBS シ ダテ ム に し て し 
まう ほど で も な い 。 そ うな る と , シェル が 通 
bk て いる と 簡単 に 外線 待ち が で 

, 強力 な 武器 に な る と 思う の で す が ……。 

Оа s OD, ©з 
難 な こ と で は な いと 思い ます 。 で す が こ れ 
だ け の 機能 を 備 を た な ら ば , ほか に 例 を 見 
な いも の が で き 上 が る に 違 いあ り ま せん 。 
を し て , この telcom を 土台 に し て , また 様 
様 な 用 途 が 広がっ て いく で し ょ う 。 


まとめ 


どう も, Етан фе С, = 
ムカ ー ド 11 の よい 点 を 充分 に 説明 し きれ な 
い 感 じ は あり ます が , 当初 予想 し て いた ょ 
り は よい 出来 で し た 。 

コム カー ド 11 の ハー ド 自 体 の 性 能 は , 使 
用 し て る デバ イス を 見 れ ば !「 ま あの 予想 どぉ お 
り 」 と いう と ころ で す 。 一 部 に 出回っ て いる 
手製 の イン テリ ジェ ント カー ド ほ どの 機能 
は あり ませ ん が , 5 回 線 と か 8 回 線 に 増設 
する の で な けれ ば これ で 充分 で す 。 CPU 
を 63C09 に 差し 換え て , OS-9/6309 で 使え 
ば , 少々 の 高速 通信 で も 充分 対応 びき る で 
(25 (る さらに duart ドラ イ バ を 63C09 用 
に 書き 換え れ ば 完璧 で す )。 

FA AT AA 2720 2 NA АУ вче) 
いて は , еш ы こも で し か が 
な い の か も し れ ま せん が , РЕҢ b ОЖ 
じ が し ます 。 今後 の 改良 に 期待 と いう と こ 


3 使い 方 の 例 
ЖЖЖЖ ККЖ okc oj kc oko ke kc kc ok ok ke occ ok oe oce deo oec oe ok sc fe oe kc e oe obe bc oc ook ooo oco cox kc ecole 
059: telcom(cr) 
...telcom-11 ver.2.30 subset (Jun. 15) Copyright (C) 1988 by S.P.L. 
.enter command mode 
Ии 9600 (сг) 
11:stop 1(cr) 
11:parity none(cr) j 


Adre 
directory of . 01:08:02 
LIB sys CMDS startup 
DEFS 0S9Boot typel type2 
11: [ESC] 
..enter terminal mode 
[GRAPHT+Q] 
...enter command mode 
11:quit 
0S9: 
表 2 コマ ンド 一 覧 (製品 版 ) 
break プ ブレー クタ 信号 を 送る 
3 ワー キン グ デ ィ レ クト リ を 変更 する 
char キャ ラク タ 長 を 変更 する 
clear ロー ルフ パッ クック ツテ を クリ ア す る 
close ダウ ン ロ ー ド ファ イル を クロ ー ズ する 
БЕЗ RS-232C の デバ イス を 変更 する 
dial E 電話 を か ける (電話 番号 ファ イル 中 の 相手 先 名 で か けら れる ) 
do コマ ンド ファ イル を 実行 する 
Eoy フロ ー 制 御 の 方 式 を 変更 する (Xon/off また は CTS/RTS) 
| goto СЕ 指定 きれ た ラベ ル か ら 実 行 す る 
halt ダウ ン ロ ー ド ファ イル へ の 書き 込み を 一 時 中 断 す る 
help ヘル プ メ ッ セ ー ジ を 表示 する 
|i 条件 が 成立 し た し き に コマ ンド を 実行 する 
map pm キー ボー ド マ ク ロ を 設定 する 
ЕР” AC が 押さ きれ た と き に 指定 され た ラベ ル か ら 実 行 す る 
ореп ダウンロード ファ イル を オー プン する 
parity パリ ティ を 変更 する 
quit telcom 11 を 終了 する 
тесу プロ トコ ユル を 使っ て ファ イル を 受信 する (X-modem/Y-modem) 
roll р ロー ル バ ッ ク バ ッ フ ァ の 内 容 を 表示 する 
save ロー ル バ ッ ク バ ッ フ ァ の 内 容 を ファ イル へ 保存 する 
set 変数 に 値 を セッ ト す る 
send プロ トコ ル を 使っ て ファ イル を 送信 する (X-modem/Y-modem) 
shell OS-9 の シェ ル を 実行 する 
show wait コ マン ド を 実行 中 に デー タ を 表示 する 
speed il スピ ー ド を 変更 する (75 一 19200bps) 
start ダウ ン ロ ー ド ファ イル へ の 書き 込み を 再開 する 
stat RS-232C と の デバ イス の 状態 を 表示 する 
stop I スト ッ プ ビッ ト 長 を 変更 する 
term ター ミナ ルモード に 移る 
unmap キー ボー ド マ ク ロ を 削除 する 
| umet pear] 変数 を 削除 する 
wait ` 文字 列 を 待っ て 指定 され た ラベ ル か ら 実 行 す る 
| write 文字 列 を 送る | 
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サン プル シェ ルフ ァイル tmode echo 

tmode -echo do pcs 
show off 
send con "----------------------------------- Ұ04Ұ0йа” label а 
send соп "| number | ВВ5 name 1#04#0а” 
send con "|-------- +------------------------ 1#04#0а” tmode echo 
send con "| Ü l(return to command mode) |\0d\0a" do pcs2 
send con "| 1 | ascii-net/PCS1 1%04Ұйа” 
send con "| 2 | ascii-net/PCS2 1#04#0а” label x 
send соп "| 3 | AMI-net 1#04#0а” 
send соп "| 4 | 05-9//6 1#04#0а” tmode echo 
send con "| 5 | жжжжжжжжж 1#04#0а” Яо ami 

k: send con "----------------------------------- #04#0а” 
send con "select number: " label м 


Walt con 200 "0" e *1*.p-"2* a "3" x "4" 7578 


send con ”2%04Ұйа ascii-net/PCS2\0d\0a" 


send con "3¥0d¥0a AMI-net\0d\0a" 


send con "4Ұ04Ұйа 0S-9/UG\0d\0a" 


send con "5Ұй4Ұйа Error #04%0а" 


label e tmode echo 
send con "0\0d\0a no call. abort¥0d¥0a” do ug9 
tmode echo 

do label s 
label p tmode echo 
send con "1\0d\0a ascii-net/PCS1\0d\0a" do 


ろ で す が , 現状 の まま で も , 富士 通 純 正 の 
も の より は は る か に 良好 で す 。 

逆 の 意味 で 添付 の telcom に つい て は , 最 
初 そ う 気 に か け て いな か っ だ だ け に , その 
ユニ ー ク な 形態 (?) が 非常 に 気に入っ て いろ 
いろ と 注文 (いき きか 悪 の り 気 味 の ) を 付け 
て し まい まし た 。 エス ピー エル 側 か ら す 
れ ば , telcom を 売る た め に , それ を 有効 に 生 
か す ハ ー ド を 付け た よう な ニュ アン ス も な 
く は な いよ う で す が , ある 意味 で 納得 が い 
きま す ( し か し , これ を 内 蔵 回 線 対応 に し て 
単体 で 販売 し て も 売れ る よう な 気 が し ます )。 

$t, コム カー ド 11 は 「 買 いか 否 か 」 と い 
5 問題 で すす が , (ADEK 氏 作 成 版 UART 
ドラ イ バ が 好成績 を あげ た た め , 圧倒 的 な 
優位 に は 立て ませ ん で し た が ) 「 買 い 」 と 思 
っ て 間違い な いで し ょ う 。 

まず , 多 回 線 BBS を 11 で 開く な ら , а 
ムカ ー ド 11 が 価格 と 性 能 の 面 か ら 最善 の 選 
JuDd-3154:5T 5.32 ドラ イペ の ツー 
ス の 問題 は 残っ て いる も の の , 富士 通 純正 
品 と 比べ る な ら , こち ら を 選択 し て 悔い る 
Z k ki sC аЬ 

ij. モデ ム 以 外 の 小物 で も RS-232C 
を 使う も の が 入手 し や すく な り , 同時 に 2 
回 線 使い た い ケ ー ス も 起き や すく な っ て い 
まま 。 だ と えば ジリ アル マウ ウス を つか なかい 
で マ 必 区 で メニ ュー 選択 て きる よう に し た 
b, ハン ディ イ イメー ジス キャ ナ を つない で 
画像 を 通信 し た り , また パー ソナ ル ワ ー プ 
2 つが いて У е дА ЕВУ) 
が る こと が 当 央 り 前 の こと ほな っ て きい 
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ます 。 を そうなると, 1 回 線 を 切り 換え ぇ て 使 
うな ん て や っ て られ な いわ け で , 安い 増設 
カー ド が 欲し て な り ま す 。 

さら に , 11 ユ ー ザ で あれ ば 2 台 以 上 パッ 
ュ ン を 持っ て お られ る 方 も 多く , 9600 bps 
で 複数 台 を つなぎ た いこ と も まま あめ を て し 
ょ . う 。FM-11 を 開発 機 に 。 AV を グラ フィ 
ッ ク タ ー ミ ナル に と いう 使い 方 は 耳 に し ま 
すし , また 筆者 の よう に 2 G6O112RS-232 
ССЖ О, 表 で OS-9, Ж0 1 1 つ を MS-DO 
S 用 に 割り 当て て 使う こと も で きま す (С 
れ で マン ハッ タン を 載せ れ ば 3 つの シス テ 
ム が 並列 動作 が 可能 に な り ま す )。 仕 事 の 関 
係 上 , MS-DOS を 併用 する 必要 に 迫 ら れる 
こと は よく あり ます が 。 いち いち キー ボー 
ド を 取り 換え た り し な く て も よく , な に か 
に つけ て 快適 に 2 台 の 11 を 操 れ ま し た 。 

価格 設定 も 34,800 円 と 手頃 で すか ら , О 
S-9 を 使用 し て いて 回 線 の 増設 と し た い 人 
ЕЕ ЕҢ TUE. 


ーー 製品 版 で の 改良 点 一 


本 誌 校 了 の 直前 に 製品 版 が 手 に 入っ た た 
b. ドラ イ バ の 再 テ スト まで は や れ ま せん 
で し た が わか っ だ たこ と に つい て まとめ て 
なき ます 。 

iq. ディス クリ デジ デ タ ヒド ライ が の は っ 
CT 3, Xon/off が まっ と うに な り 9600bps 
で も 充分 いけ そう で す 。 初期 設定 速度 も , 
それ に 合わ せ て か , Tl: 9600bps, T2: 2400 
bps に な っ て お り , サン プル 版 よ り も 高速 


通信 で きま す 。 ま だ た だ た, ドラ イ バ に 用 意 き れ 
て いる サー ビス リク エス ト の 解説 が 付加 き 
れ て いて , オリ ジ ナ ル の 通信 ソフ ト が 組み 
Sg 415g Us 

K telcom の ほう で す が , telcom11 と 
いう 名 前 に な り , 標準 の Vterm 用 と 漢字 pl 
us 用 が 用 意 き れ て お り , 大 幅 な 機能 強化 が 
図ら れ て いま す 。 

モ な 改良 点 と し て は , まず , ① 制 御 命令 
に を 使 を 4 よう に な っ た こと , ② 文 字 変 
数 が 使 を を よう に な っ た こと が あげ られ ま 
す 。 文 字 変数 に は キー ボー ド か ら 1 行 入力 
を 受け る 入力 文 に 相当 する も の も あり , 2 
の 2 つ を 組み 合わ せる こと に より ,。 
プロ グラ ム の 細か な 記述 が で きる よう に な 
b, メニ ュー 形式 の も の や 自動 運転 等 も 可 
BRE b # L qos 

іг, ③ 受 信用 の バッ ファ が 拡張 され て , 
画面 か ら 潜 れ た デー タ を 数 ペー ジ 前 まで 参 
照 す る roll 命令 が 追加 され た こと , ③④ キー 
マク ロ も 使用 可能 に な り , よく 使う コマ ン 
ド や 操作 を [ESCI キ ー と アル ファ ベッ ト 1 
文字 を 押す だ け で 実行 で きる よう に な る だ 
こと も あげ られ ます 。 当然 の こと な が ら , 

5 X- modem, Y-modem も フル サポ ー ト る 
а г 

と の は よう に 。 サ ンジ ブル 版 で 気 に な っ て い 
た こと も か な り 解 消 る され て お り , と くに tel 
com に つい て は 機能 的 に は 全 FM 用 の 中 で 
最強 の 部 類 の 1 つ に 入る まで に 改良 され て 
いま す 。 こ の コム カー ド が , 通 信 に お ける 漢 
字 plus と な っ て も 不思議 で は な いで し ょ 5. 


シェ エッ レ 


Soft 


& 待望 の ベス ト セ ラー ワー プロ 


Нага 
TRIAL Il 


「 一 太郎 と いう 名 を 聞い た こと が な い >* 
ソ ュ ン ユ ー ザ は 考え られ な い 」 く らい 代表 
的 な 日 本 語 ワ ー プ ロッソ フト の 一 太郎 は , 19 
83 年 発売 の 日 本 電気 の PC-100 に バン ドリ 
ング され た だ JS-WORD を 原型 と た し た も の で , 
その 後 PC-9801 版 JS-WORD (2.0) (PC- 
9801H, アス キー か ら 発売 ), JX- WORD 
太郎 (IBM JX ノ PC-9801 用 ), 一 太郎 (P 
C-9801 用 ), 一 太郎 Ver.2 (PC-9801 用 ), 
一 太郎 Ver.3 と いう 具合 に , ユー ザ の 意見 
を 取り 入れ た 種々 の 改良 が 加え られ て きま 
し た 。 定評 ある 操作 性 と 高 機能 性 に より , 
現在 PC 市 場 の か な り の パー セン テー ジ を 
制圧 し て いる ほか , 23-3100, IBM パー 
ソナ ル シ ス テム / 55%, 日 本 の 代表 的 な 16 
ww トペ バツ マン の 多 で 主力 ワー プ ョ ッ フ 
ト と し て 動い て いま す 。 

を の 一 太郎 が , 今回 富士 通 FMR (EE 
換 機 の 松下 電器 PanacomM) に も 移植 き 
れ ま し た の で 一 - 太 郎 (R -50 用 ) を 試用 し て 
感じ た こと を , 一 - 太 郎 の 特徴 や PC 版 と の 相 
違 点 等 に つい て 触れ な が ら 述 べ て いき ます 。 


ーーFMRH 版 の 概要 一 一 


ジャ スト シス テム 初 の FMR 用 ソフ ト の 
FMR 版 一 太郎 は , PC 版 一 太郎 Ver.3 を 素 
直 に 移植 し て きた も の で す 。 基 細 な 点 を 除 
け ば , 機能 的 な 拡張 や 削減 は いっ きい あり 
iA, iic, 操作 性 , 文書 ファ イル , # 
書 フ ァイル 等 は , PC 版 の 一 太郎 Ver.3 t ЭЕ 
常に 高い 互換 性 を ちっ て いま す 。 こ の た め , 
会 社 等 で 一 太郎 を 使用 し た 経験 が ある ユー 
ザ な ら , な ん の 戸惑い じ ち ゃ なく 〈 く FMR 版 一 太 
郎 を 操作 する こと が で きま すし , 単語 登録 
を 重ね た ユー ザ 辞 書 や , 蓄積 され た 文書 フ 
ァイル な ども 全く その まま 利用 する こと が 
T Boedo 

一 番 の 違い を あげ る な ら , PC 版 一 太郎 
Ver.3 で 外 き る きれ て いた プロ テク ト が 復活 し 
Je S b C d. Еи TAATA AED 
作業 用 ディ スク (フロ ッ ピ ィ 。 ハー ド デ ィ 
スク と も 可 ) に イン スト ー ル する 回 数 を , 

` 正規 お ょ び 了 予備 の 2 回 に 制限 し た タイ プ の 


も の で す 。「 ユ ー ザ を 信頼 し て 外し た が , 
と どう も 裏切ら れ だ よう だ …… 」 と いう 趣旨 
の ジャ スト シス テム 側 の 発言 を 考え れ ば , 


子 想 で き な い こと で は あり ませ ん で し た が , 


ある 意味 で お 互い に 残念 な こと で す ( た が だ , 
この プロ テク ト の た め に 使い 勝手 が 悪く な 
っ だ 。 と いう こも は と くに あり ませ ん ) 

FMR 版 一 太郎 の 対応 機種 は , R-60FD プ 
HD ( 要 16 ド ッ ト カ ー ド ), R50-FD/HD, 
R-50S,R-30FD/HD/BX/HX (ЕР H 
D/BXIA XH RAM) C, 標準 的 な シス 
テム 構成 で 動作 し ます 。 す べ て 640x400 ド 
ッ ト 画 面 で 動作 し , PC98XA 版 の ょ うな 超 
高 解像度 画面 に 対応 し た も の は な い の で , 
16 ド ッ ト 表 示 カ ー ド が つなげ な い R-70 で は 
利用 で きま せん 。 

キー ボー ド の ほう の 対応 は , ЕМЕ O 
一 太郎 な の だ か ら 当 然 親指 シフ ト を 利用 で 
きる だ ろう , と 期待 し て いた の で す が , X 
念 な が ら 基 本 的 に は JIS キ ー ボ ー ド の み に 
な っ て いま す (カタ ログ 
記 )。 し か し , 実際 に 親指 シル フト ボー ド を 
接続 し た 状態 で 操作 し て みた と ころ , いち 
お う 「 か な 」 入 力 が で きる こと が わか り ま 
し だ た 。 た だ, か な 入力 状態 に 移る た め に は 
| 無 変換 | キー を 2 度 押 す と いう 不 規則 な 操 
作 を する 必要 が あり ます (当然 この こと は 
マニ ュ ア ル に は 書い に て あり ませ ん )。 ま だ た だ 
漢字 変換 に 関す る 操作 も 異な っ て いま すか 
о, 実際 的 に は 「 親 指 シ フト も 使え を な いこ 
と は な いけ れ ど 」 と いう レベ ル に 止ま り そ を 
DUE dos 

シス テム 構成 は FD タイ プ +CRT+FMP 
R 系 プリ ンタ の 最小 構成 か ら OK で す が , 
可能 な 限り ハー ド デ ィ スク か RAM デ ィ ス 
ク を 使い た いと ころ で す (RAM デ ィ ス ク 
を 使う 場合 , 標準 の 1M バ イト で は 辞書 を 
置け る だ け の 大 きき を 設定 で き な い の て , 
増設 RAM が 必要 で す )。 なお, エプソン 製 
プリ ンタ 等 は ノー サポ ー ト で す 。 

な お , FMR 互 換 の PanacomM と の 共用 
性 に つい て は , 触れ られ て いま せん が , 営 業 
政策 的 な も の な の か , わざ わき さ 共 用 性 が な 
いよ うに 組ん だ の か は , 機会 が な が か っ た の 


マニ ュ ア ル に ピ 明 


一 太郎 VBL3FMR 


Ја 


ー 太 郎 Ver3FMH ` | 


べ ベスト セラ ー ワ ー プ ロッ フト 一 太郎 の 
FMR 版 。 優 れ た 変換 効率 と 速度 を 誇る 
日 本 語 変換 シス テス ATOK6 を 搭載 し 、 同 
時 に 2 文書 まで マル チ ウ ィ ン ド ウ で 扱う 
編集 機能 , 袋 と じ ノ 段 組 み プ タッ クシ ー 
WENE b 可能 な 印刷 機能 等 を も つ 多 機能 
型 ワ ー プ ロッ ソフ ト 。「 和 花子 」 の 図形 ゲー タ を 
初め と する 各種 の ソフ ト と デー タ の や 5 
取り が 可能 。 
〇 価格 : 68,000 円 
6 問い 合わ せ 先 : 帆 ジ ャ スト シス テム 

(T770 徳島 県 徳島 市 沖浜 東 3-46 

7%0886-55-1121) 


で 確認 びき て いま せん (機会 が あれ ば , Pa- 

nacomM の 16 ド ッ ト 表 示 カ ー ド が 接続 で きる 

R-70 コ ン ッ マチ 機 で ,20MHz の 80386 上 で 動く 
- 太 郎 を 見 て みた いも の で す )。 


一 太郎 の 特徴 一 一 


- 太 郎 は 非常 に 多く の 機能 を も っ て いる 
29, その すべ て に 触れ る こと は 不可 能 で 
す の で , 機能 の 概略 に つい て 述べ て み ま す 。 
詳し く は , コマ ンド 体系 と 機能 一 覧 を 参照 
LELES 

まず は , 変換 機能 に つい て で す 。 一 太郎 
の 漢字 変換 は , ATOK6( エ イト ッ ク 6) と ょ ば 
れ て いる 日 本 語 変換 シス テム で 行わ れ ま す 。 

ATOK6 は 連 文 節 変換 を 基本 と し た も の 
C, 変換 操作 の 必要 の な い 自 動 変換 も サポ 
ー ト し て いま す 。 だ た だ だ し 自動 変換 は (ハー 
ドウ ェ ア の 能力 等 の 問題 ああ り ) 能力 的 に 
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KERT, 必ず し も 使い や すい も の で は な 
いた だ ため, メー カー 側 で も 連 文節 変換 の 使用 
を 推奨 し て いま す 。 

ATOK6 の 変換 能力 は , 比較 的 堅い 文章 
で あれ ば か な り の ヒッ ト 率 に な り ま す 。 反 
әс, 口語 体 に つい て は ほとん ど 考 應 され 
hasda us ЭС (e айар. や 3. 
ЖЕ) 文書 A と 文書 B に , 一 太郎 の マニ 


し た が , 事務 的 な 色彩 の 濃い 廊 書 A の ほう 
が ヒッ ト 率 が 高い こと が わか り ま す 。 誤 変 
換 の 箇所 は , 同音 異義 語 で 意味 解析 な し で 


同音 異義 語 に 関し て は , サ変 動詞 (— + 
2, と いう 用 法 の ある も の ) に も な る 名 詞 
と な ら な い 名 詞 の 区 別 は 行わ れ ま す 。 た と 
ぇ えば 「 き いけ ん する 」 な どの 場合 は 「 再 建 , 
細見 」 と いう サ変 の 単語 し か 候補 に あがり 
ませ ん が ,「 き さい けん を 」 と し た 場合 に は 
「 再 建 , 細見 , 債権 , 債券 」 と 4 つの 候補 
が あがり ます 。 変換 能力 の 指標 と し て よく 
使わ れ て いる 「 貴 社 の 記者 が 汽車 で 帰社 し 
た 」 と いう 例文 が あり ます が , ATOK6 で 
は 意味 解析 を 行っ て いな いた め , 結果 (第 
1 候補 ) は 「 貴 社 の 貴社 が 貴社 で 帰社 し た 」 


ds 

ユー ザ に よる 単語 登録 は , 文章 の 入力 中 
いつ で も 行う こと が で きま す 。 登 録 自 体 は 
非常 に 簡単 な 作業 な の で す が , 単語 に 指定 
で きる 品詞 の 種類 が 非常 に 少な 〈 US, 
名 詞 ( す 変 )、 固 有名 詞 、 その 他 ) 動詞 , 
形容 詞 , 形容 動詞 な ど を 登録 し た いと き に 
は 困り ます 。 СИЕ Б жЕ 
し い 操 作 を 強要 し な い だ め の 措置 だ と 想像 
し ます が , いわ ゅ ゆる ワー プロ の へ ビー ユー 
ザ は 不満 を も つと ころ で す 。 

この よう に , 漢字 変換 の 能力 は 完全 に 満 


は 判定 不能 な 場合 (変え る , BUE, 線 を , 
定型 的 な ) や , 単に 単語 が 登録 きれ て いな 


(貴社 が 第 1 候補 の 時 」 と な っ て し まい ま 足 で きる も の で ある と は に いえ ませ が ーー 


い 場 合 ЖЕЙ, 2uv C40, ひら が な コマ ンド 体系 図 中 の アル ファ ベッ ト は , [ESC] キ ー を 押し た あと に 入力 する 
ヒ 漢字 の 違い (これ は 誤 変 換 の うち に 合 め [ак 4 Lus 
гоа 3 К үс ЕЛКА L : 読み 込み н : 半角 
ЖӨ ЛЕЛЕ UE 6 d e ATOK ESI o L—K : 全角 
6 の 弱点 を 最も 端的 に 表し て いる の が , X ы алаты ГА 55267 
x 3 1 š I-P : 一 覧 Gi: 取り 消し ライ > 
LADRO ng (SHOR EMT а. 
めい た だ き )」 の 誤 変 換 で す 。ATOK6 は こ as sai ГЕР ra 
- -— I: = > Ze j- rzi » ・ = ЛД 2 me EUF 
の よう な 接頭 語 の 処理 に は 非常 に 弱い КЕЗ Er: олан ン CAD: END ^ hos 
と ん ほし て で いない) よう で す ぁ S tum pus ке HM トー Z : 文字 種類 一 L : 下 付き 1/4 角 
БАРА құзды фы まっ A に KS Y 削除 FT: 上 付き 174 角 
の だ め に , 辞書 に は 「 お 買い 上 げ 」, lias L B : デ イィ イス ク 初 期 化 — B : 倍角 
し 」,「 お 花 」 な ど と いう 単語 が まる ご と 登 a S E Бү: БК 
; j ды トーC : 文字 単位 I—F : 独 仏文 字 
録 さ きれ て いま す が , 登録 きれ て いな い 単 語 A : 全文 書 —P : 発 音 記号 
で は 人 手 に よる 文節 の 切 り 直 し 作業 が 必要 Г-М Sa Ea : pai [-H RI 
a. ——C ・ 文 字 単 位 L.S : 特 殊 文 字 
に が ЗУ» L_B : ブ ロッ ク 単 位 トー H : 補助 登録 一 S : 短文 
ATOK6 で は , 文節 の 区 切り を カー ツル | 一 C : = ピーーーー : 行 単位 тш 
à ys ЙЕ А —C : 文 字 単 位 CT 外字 
キー で 簡単 に 変更 びき る よう に な っ て いま L_B・ プ ロッ ク 単 位 ШЕТТЕ 
す 。 こ れ は プロ グラ ム に よる 廊 節 の 判定 は ШУ P оман pm О dna Ne due rre d 
— "T > к 4 に 7, ィ ーC : 文 字 単 位 С: ー ズ 
確実 に 行 を る も の で は な い の で , 人 間 に 処 Е LB s ッ ク 単 位 B: E PONE 
理 を 任せ よう と いう 姿勢 か ら で し ょ う 。 女 2810-е ын. B [5 maaa 
крт: Е | Ё V トーS : ス ル L : 連動 変更 
節 の 区 切り 直し が し や すい ため , ブロ グラ F : ヘッ タダ ・ フ ッ タ K : 88 — ——.—1,2,3,4,5,6,7,8,9,0,Q, W, ER, T (15:898) 
ム に よる 区 切り 間違い が 起こ っ て も 面倒 な geh ат ы з 
iuc て IEEE 25 L r ー ジ 表示 БЕН 
E n СТЕ ORIRE Z JER — H : 補助 印刷 E : 列 
ずる ご EC が で き - ま す 。 トーR : スタ イル 記憶 S : ブ ロッ ク 化 
Е қатым I—C : 連続 印刷 L— L ・ 一括 変 換 一 了 一 C : 一 括 入 ガ 
「 公 日 歯医者 に 行っ た 」 と いう 文章 を 入 トーE : 印刷 中止 トーL : к 
力 する 場合 を 例 に , 変換 動作 に つい て 簡単 Rr DRE у 
Жей 8S 検索 ーーーーS “検索 — S : 再 変換 可能 入力 
に 述べ て み ま す 。 — R : 置換 —K : か な 再 変 換 
「 き ょ う は | いし ゃ に いっ な た 」 TT ab LEA Cy E 
E トー J : ジャ ンプ グー ィ ーS : X8 V : 計算 V : 数 値 入力 
と 入力 し て スペ ー ス キー を 押す と , 第 1 候 Bep Ë [c gana 
補 と б て I—B : TE トーA : 文書 内 計算 
em トーN : 次 ペー ジ D : 計算 式 削除 
「 際 日 は | 医者 に 行っ た 」 に =P む ページ L— X ・ 組み込み ーー コー1.: 挿入 
と 表示 され ます ( 網 部 は 反転 第 1 文節 を es Үл vit 
е жə А ваа ТУЮ Z : 抜 大 縮小 
示す )。 し か し , 廊 節 の 区 切り が 意図 し た トー F ・ 書 式 設定 一 一 C : セン タリ ング Г ны ык 
も の と 培う の で , e — C XO KY b £ ra Es : o es 
ie — L : E トー Е: рут S : 穴 開け 設定 
1 文字 移動 し ます 。 E : 均等 割り 付け -Е AMORE: 
「 [きょう | は いし ゃ に いっ た 」 pone Е 
ЖУ a pan : インデ ント 設定 С: арн 
ここ で スペ ー ス キー を 押す と ER m : ロ ッ ク モ ー ド 入 
「 人 日 歯医者 に 行っ た 」 Y E 524710 
^ 
s. — P : 改 行 幅 トー O : オフ ショ ン S: シ ステ ム 設 定 
と 変換 きれ ます 。 も し, 「 今 日 」 を 「 き ょ トーK : 段 組 み ト LE: ファ イル 設定 
うぅ う 」 と し た けれ ば , 文節 が 選択 る きれ て いる ss ls Li dae 
, А z ісе ・ マ ー ク 設定 EX 設定 
状態 の ほ と き に [PF6] を 押せ ば , ひら が な 変 G : 画面 表示 j C : コマ ンド 登録 表示 
換 き れ ます 。 E хто — yL i 下 付き 1/4 有 Q : 終了 8 : キープ 後 終了 
T : 上 付き 1/4 角 Е : 強 制 終了 
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般 的 な 使用 に は 充分 耐え る 性 能 を 持っ て い 
る と 判断 し て いま す 。 あ まり 複雑 な 文法 
(意味 ) 解析 を 行う と , と くに フロ ッ ピ イィ 
ディ スク に 辞書 を 置い た 場合 に は 変換 に 非 
常に 時 間 が か か っ て し まう と いう 問題 が あ 
る の で す が , ATOK6 は この 点 を 考慮 し て 
設計 きれ て いる の か も し れ ま せん 。 し か し , 
最近 は ハー ド デ ィ スク も か な り 並 及 し て き 
て いる の で , 次 の 版 で は ハー ド デ ィ スク で 
の 使用 を 前 提 と た した, 比較 的 高度 な 解析 を 
行う モー ド も 装備 され る こと が 期待 され る 
E5434 

当然 の こと な が ら , ATOK6 は フロ ント 
エン ドド プロセッサ (БЕР) の か た ち に な っ 
て いる た だめ , MS-DOS の 標準 的 な キー 入力 
方 法 を 用 いて いる ソフ トウ ェ ア で あれ ば ど 
れ で も 利用 で きま す が , マニ ュ ア ル で 組み 
込み 可能 で ある と と くに 明示 きれ て いる メン 
2 b em Е Е Cbotusl=2=3 0 10) 07, 
dBASE III Plus, Multiplan V3.1, MS- 
Chart V2.1 が あげ られ て いま す 。 も ちろ ん 
MS-DOS の コマ ンド ライ ン か ら も 利用 可能 
で す 。ATOK6 が 始め た この 方 式 は , ^L 
な っ て は 珍 し いこ と で は な い の で す が , E 
の ソフ ト で 5 も ATOK6 が 使え る と いう の は , 
漢字 入力 の 操作 環境 を 統一 で きる と いう 面 


次 に テキ スト の 編集 機能 
ワー プロ に 必要 と され る , ЖА, ШЕ, 移 
動 , 複写 と いっ た 機能 が ほぼ 完全 に 揃っ て い 
ます 。 同 時 に 2 つの 異な っ た 文書 を 編集 可 
ВЕС, ウィ ンド ツウ は 最大 4 画面 まで 開く こ 
と が で きま す 。 文章 を 書い て いる 途中 で 文 
と 文 の 順 座 を 入れ 換え る よう な 場合 は も ち 
DA, СОРУ h &^—7 b fil 
単に 行う こと が で きま す 。 カ ー ン ソル 移動 等 
も ジャ ンプ 機能 を 使え ば 即座 に 任意 の 場所 
に 移動 で きま す 。 

文書 内 の 文字 検索 や 置換 は , 高速 テキ ス 
ト エ ディ タ と 比較 する と 速度 的 に か な り 遅 
いと いわ ざる を 得 ま せん が , 一 度 に 大 き な 
文書 を 扱わ な けれ ば と くに 問題 は な いで し 
ょ う (1 つの 文書 ファ イル は あま り 天 きく 
する べき で は あり ませ ん 。 フ ァイル を 小さ 
くす る ほう が , 読み 込み , 保存 等 も 高速 に 


行 を ます )。 な お , 一 太郎 は エディ イタ と 比 
較 し た 場合 , 検索 置換 どけ で な く ほ ば ぼ す 


べ で て の 機能 の 処理 速度 に つい て 決し て 速い 
と は いえ ませ ん 。 し か し , 我慢 どき な い ほ 
EU bus 01445 З pi L C Rq. Z 
ロ の ライ タ , ブログ ラマ て など が 不満 を も つ 
程度 で す 。 

表現 力 に 


つい て は , 最近 出回り 始め た レ 


ほる ww で で さす の 


デ な 機能 は あり ませ ん が , 一 般 的 に ワー フ " 
ロ に 必要 と きれ て いる 修飾 機能 に つい て は 
ほぼ 揃っ て いま す 。 

文字 飾り な ど は 豊富 に 揃っ て いて , Жон 
15 種 類 . アン ダラ イン 15 種 類 , 取り 消し ラ 

ン 3 種類 , 網 掛け 7 種類 , 上 付き ン 下 付 
алт, 倍角 文字 , а (カラ ー プ リン 
タ が 必要 ) な ど と 多彩 で 

jS. —7u.-v7 ез t irs = 
リン タ 側 で 用 意 し て いな い 機 能 (Кто 
抜き , WA, イタ リッ ク , ee 
大 き な 文 字 な ど ) は 実現 する こと が で きま 
XA. また, 数式 を 表現 する こと も あま り 
得意 で は あり ませ ん (簡単 な 分 数 , べき 乗 , 
簡単 な 化学 方 程 式 程度 な ら 可 能 。 平 方 根 を 
表現 する に は か な り 工 夫 が 必要 )。 

文書 中 へ の 図形 の 組み 込み は , 付属 の イ 
メー ジ カ ッ タユ ュー ティ リティ を 用 で て 他 タ 
フト で 表示 きれ た 画面 を 切り と っ ただ も のか, 
図形 ウフ ト の 花子 で 描い た デー タ (ベク ト 
ル デ ー タ で も 可 ) を 組み 込む こと が で きま 
す 。 一 太郎 自身 は 図形 の 編集 機能 は も っ て 
UFAS 

Жі, 使用 で きる 廊 字 セッ ト は JIS 第 1 
水準 、 第 2 水準 (全角 漢字 ), АМК (半角 
XE) の ほか , 特殊 文字 , 独 仏文 字 等 も サ 


で 非常 に 大 き な メ リッ ト が あり ます 。 4 XwbwuweRoDIPZ 200) 4 5»: ポ ボート し て いま すず 。 た だ し MSDOS 
変換 例 文書 A 印字 例 (FMPR-355 に よ 5,45% 1) ] 
Med) を 丘 才 と 名 た だ 期 (お 買い 求め いた だ き )、 あり が と う ご ざ いま す 。 
ワー ド プ ロ セ ッ - は デー タ ・ フ ァイル の 互換 性 と 柔軟 性 、 日 本 
語 入力 部 分 の フロ ント プロ セッ サ か (フロ ント プロ セッ サ 化 )、 デー タベース や =p ーー 
表敬 さん .( 表 計算 ). ソ フト と の デー タ の 共通 利用 、 図形 デー タ の 取り 込み な ど 帝 
に 時 代 を リー ド す る 機能 を 提案 し 、 新しい 可能 性 に チャ レン ジ し て 参り まし た ( 「 一 太郎 」 を お 買い 求め いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 
iuit た ) жанады ы е sh ss ーー 
ユー ザ の いら よせ られ る (寄せ られ る ) 貴重 な ご 意 = に 時 代 を リー ド ' z z 
見 は 、 より 合 れ た ソフ ト を 生み 出す 源 と な っ て お り ま すず г-жи: ы. 高 た 時 代 を リー ド す る 新しい 機能 を 捧 寮 し その 可能 性 に チャ レ 
きら に 、 図形 ソフ ト 「 花 子 」 を 始め (は じ め ) 周辺 ソフ ト や 解説 書 な ど が 多数 発 ンク し で まり まし か 
売 され る な ど 「 一 太郎 」 は ます ます 有用 な ソフ トウ ェ ア と な っ て いま す 。 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ は あら ゆる 分 野 で 必須 の も の と な りつ つ あ り ま す 。 中 で 
ーー A ` Ше- ЕТЕ; た 必須 の - - L に ` Р > 
の と な る で し ょ う 。 「 一 太郎 」 は 優れ た 機能 や オー プン な 設計 し そう に より (H 様 の 賀 重 な ご 意見 ・ ご 牙 望 は さら に 便 れ た ソフ ト を 生み 出す 源 と な っ て お り ま す 。 
計 思 想 に と より) この 時 代 に 最も マッ チ し た 製品 で ある と 確信 し て お り ま す 。 「 一 太郎 」 は 高度 な 機能 を 実現 する と 同時 に 、 使い や すさ を 第 一 に 設計 され ま 
「 一 太郎 」 が みな さま の (皆様 の ) 有 能 な 右腕 と し て 活躍 で きる こと を 心 よ り 念 Lk, ビジ ネス ユー ス の 文書 の 作成 に は 、 マル チ フ ァイル ・ マ ル チ ウ ィ ン ド ウゥ ウ 機 
願 居 た し ます .( い た し ます )。 能 ・ ロ ッ ク ・ 穴 開け 機能 パワ フル な 機能 が 戚 力 を 発 押し 、 無駄 を 省 いた 効率 的 な 


* あ きら か な 誤 変 換 は 5 か 所 あっ た 。 
* 出荷 状態 の ラー ジ 辞 書 を 使用 
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た の が 、 ワ ー ド プロ セッ サ 「 一 太郎 」 
а). 


いう な ら 、 早 く 、 うま く 、 


ст 


с que EM 


е 9+5 | 3 


帰る 
КЕ Су, 
4 る い は 不 ろ っ ぴぃ で ぃ す 
22 保存 され 、 い つ で 直し た り 
БЕСКЕ ку 文書 な ど は 、 ちょ っ と 訂 
と を つの) 文書 N Eb (いく つと も) 記 用 し て 合え ま 
一 太郎 は 、 кыы кышты ышна ға x 
て い の 文 書 は 作成 で き 
лш ш; гр кетей 
* 原 文 と 相違 し た 変換 部 分 は , カッ コ 原 文 を 示し た 。 
* あ きら か な 誤 変 換 は 9 か 所 あっ た 。 
* 出荷 状態 の ラー ジ 辞 書 を 使用 。 
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* 原 文 と 相違 し た 変換 部 分 は , カッ コ で 原文 を 示し た 。 


だ けれ ど 
」 湖 と は (こと は ) 、 時 に (とき に LU の で す 。 


と ば っ た 構成 


考慮 され て いま す 。 
「 一 太郎 」 は 、 


Бл ыд А いん だ け 


簡単 に 文書 を つく る た 
作業 も 簡単 
ろ い ろ な 表現 が 可能 で す 。 
くに .( フ ロッ ピ ィ ディ ス 


Femin- つの .( ひ 


本 を マス ター すれ ば た い 
«б, 
て お り ま す 。 


文書 作成 を 実現 し ます 。 
マン ド 登 録 ・ 先 指定 等 に より 、 


この 一 方 で 、 


初心 者 の 方 は も と より 吾 練 し た 方 に も 必ず ご 満足 いた だ ける こ 


と と 確信 し て お り ま す 。 


「 一 夫 郎 」 が 皆様 の 有 能 な 右腕 と し て お 投 に た つこ と を 、 開発 者 一 同心 より 願っ 


リ ビ ー ト 機能 ・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー へ の コ 
お 客 様 の 習 王 度 に 応じ て 効率 よく 操作 で きる よう 


さて 、 今日 お 客 様 が 蓄積 し た デー タ の 互換 ・ 活 
用 は ハー ドウ エア ・ ソ フト ウエ ア 開 発 の 重要 な 
課題 と な っ て お り ま す 。 

これ を 考慮 し 、 「 一 太郎 」 は 日 本 語 D0S 上 で 
動作 する 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ ・ デ ー タ ベー 
スソ フト ・ 図 形 ソ フト 等 の 文書 ・ デ ー タ を 比較 
的 簡単 に 取り 込み 活用 する こと が で きる よう に 
いた し まし た 。 今 ま で 作成 し た 文書 ・ デ ー タ を 
無駄 に せ ず 有効 に 活用 する こと が で きま す 。 


左 図 は 、 難 社 製品 図形 プロ セッ サ 「 花 子 」 で 作 
成 し た 図形 を 組み 込ん だ も の で す 。 

「 花 子 」 で 作成 し た スト ロー ク デ ー タ は その ま 
ま 「 一 太郎 」 に 組み 込む こと が で きま す 。 


「 一 太郎 」 開 発 者 一 同 
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標準 テキ スト ファ イル と 互換 性 の ある 文字 

全角 漢字 と 半角 文字 。 全角 外字 だ け で す 
か ら , 他 ソ フト と デー タ の 共用 を する 場合 
に は 注意 が 必要 で す 。 

ST, これ ら の 機能 を 呼び 出す た め の 操 
作 方 法 で す が , 一 太郎 は 基本 的 に Multipla 
n 箋 と 同じ よう な ツリ ー 型 の メニ ュー 方 式 
か を と っ ろ っ て てい ます 2。 

一 太郎 を 起動 する と その まま 編集 画面 に 
な り ま す が , ここ で [ESC| キ ー を 押す と 第 
1] 階 憶 の メニ ュー が 現れ ます 。 こ こ で カー 
ソル キー な ど を 使っ て 反転 カー ソル を 移動 
きせ る か ,, КАНО E 
示さ きれ て いる ) を 入力 する こと て 機能 が 


択 さ れ ま す 。 一 部 の 機能 は ツリ ー の か な n 
機能 一 覧 

馬 対 応 機器 

e*t 


+ FMR-60 (16 ド ッ ト カ ー ド が 必要 ) 

+ ЕМЕ-50ЕР HD 

・FMR-50SFD 

* FMR-30FD/HD/BX// HX 
@ 必 要 メ モリ …… 実 装 容量 1M バ イト (CHKDSK ュ マン 
ド で 表示 きれ る 「 使 用 可能 メモ リ 」 の 容量 が 480K バ イ 
ト 以 上 必要 )。 
プリ ンタ …… ЕМРЕК-453,/353А,/356,/354,/355,/30 
2A,/203, FMLBP- 111。 
@ キ ー ボ ー ド …… 原則 と し て JIS キ ー ボ ー ド の み (実際 
に は 親指 シフ トキ ー ボ ー ド ぁ 使 用 で きる が , 操作 性 に 問 
題 あ り )。 
田 文 字 入力 漢字 変換 

一 大 郎 の 漢字 変換 を 行う ATOK6 は 一 太郎 だ け で な く , 
ほか の MS-DOS 上 の ソフ ト の 中 で も FEP と し て 使用 で 
きる 。 こ の た めこ の 項 で は 一 太郎 で の 機能 と FEP と し て 
の 機能 が 異な っ て いる と き に は 分 類 し て 説明 し た 。 とく 
に 断り の な い 項 目 は 共通 し た 仕様 で ある 。 
入力 モ ー ド …… ロー マ 字 , カナ 漢字 , 半角 英 数 カナ 。 
ュー ド (JIS プ シフ ト JIS/ 区 点 コ ー ド ), 記号 ( 最 下行 
で JIS 漢 字 を 一 覧 選択 し て 入力 する モー ド で , 主として 
記号 外字 入力 に 使用 ) の 4 モー ド あ り , [PF10] CN 
次 切り 換え る 。[CTRL]+ [前 行 ] で ロー マ 字 漢字 また 
は カナ 漢字 に , [CTRL]+ [次 行 ] で 半角 英 数 カナ に ワ 
ンタ ッ チ 切り 換え も 可能 。 FEP モ ー ド で の ATOK ON グ 
OFF は [か な 漢字 ] キー で 行う 。 
@ 変 換 方 式 …… 自 動 変換 連 文 節 変換 プ 単 文節 変換 が 可 
ВЕ (FEP モ ー ド で は 連 文 節 変換 プ 単 文節 変換 の み ) С, 
SHIFT+ PF10 で 切り 換え を る (デフ ォ ル ト の 指定 も 可能)。 
単 文節 変換 は 読み に 助詞 が 含ま れ な いも の と し て 処理 す 
る の で , 人 名 地名 複合 語 等 の 入力 に 用 いる 。 連 文節 
変換 モー ド 時 , SHIFT+ スペ ー ス で 変換 する と 単 文節 
変換 で 変換 きれ る 。 
@ か な / 英 数 字 の 入力 …… 読み の 入力 後に 。 ひら が な 変 
換 プ カタ カナ 変換 / 半 角 変 換 無 変換 (ロー マ 字 入力 時 
に 英文 字 に 変換 ) が 可能 。 あ ら か じ め 文 字 種 を 指定 し て 
か ら 入 力 す る , ひら が な 入力 プ ご カタ カナ 入力 プ 半 角 入力 
ノ 無 変換 入力 も あり 。 
@ 記 号 の 入力 方 法 …… 主 に 記号 入力 モー ド で 行う 。 単語 
登録 すれ ば 漢字 変換 に よる 呼び 出し も 可能 で , 一 部 記号 
は 辞書 に 登録 済み (た と えば 「 太 」 は 「 ほ し 」 の 読み で 
「 〇 」 は 「 ま る 」 の 読み で , 一 般 の 単語 と 同様 に 登録 き 
れ て いる )。 部 首 変 換 (部 首 の 読み = きごう )、 コ ー ド 入 
力 で も 呼び 出し 可能 。 
⑧ 外 字 の 入力 方 法 …… 主 に 記号 入力 モー ド で 行う 。 部 首 
変換 (部 首 の 読み = が いじ ), コー ド 入 力 で も 呼び 出し 
ті, 単語 登録 すれ ば 漢字 変換 に よる 呼び 出し も 可能 。 
信 漢 字 変換 で 使用 され る キー 
・[ ス ペー ス ] 変換 次 候補 選択 (読み が 入力 され て い 
る と き ), 全角 スペ ー ス (読み が 入力 され て いな いと き ) 
・[SHIFT]+ [スペ ー ス ] = 単 文節 変換 ( 連 文節 変換 モ 

ー ド 時 ) 
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深い 階層 の 部 分 に 割り 当て られ て いる 場合 
も あり , 初め の うち に どこ に どの 機能 が あ 
る の か わか ら な く な っ て し まう こと も ある 
ЭСТОН NWULCUSCX, EERE 
書 の 保存 な 5[ESC] [T|[S| の ょ うに し て え ス 
ピー ディ ー に 機能 を 選択 する こと が で きま 
“Ге 

ファ ンク ショ ン キ ー を ロー タリ サリー 切り 換 
2... 
が わか りや すい と い 意見 も あり ます が 。 

一 太郎 の よう ағыс 手 を ホー ム ポ ジ 
ショ ン か ら 大 きく 移動 きせ ず に 済む こと , 
コマ ンド 体系 を 覚え て し まえ ば 非常 に 素早 


機能 を 選択 で きる と いう 長所 も あり ます 。 


筆者 個人 は , フラ ァ ン クシ ョ ン 方 式 ま きり も 一 


・[ 変 換 ]= 変 換 を 次 候補 群 表示 
・[SHIFT]+ [変換 ]= 前 候補 群 表 示 
・[ 1 ] = 前 候補 選択 
・[-]/[CTRL]+ [K] = 文節 区 切り を 左 に 移動 
- [2]Z7 [CTRL] + (L] = 文節 区 切り を 右 に 移動 
- [IZ [CTRL] + [N ]= 1 文節 確定 
・[ リ ター ン ]/[CTRL]+ [M] = 全文 節 確定 
・[ESC]/[CTRL]+ [ [= 未 確 定 文字 の 取り 消し 
・[SHIFT]+ [ 1] = 未 確 定 文字 の 先頭 1 文字 確定 
信 一 度 に 入力 で きる 読み の 文字 数 …… 100 文 字 ま で の 読 
み を 一 度 に 漢字 に 変換 可能 (FEP モ ー ド で は 28 文 字 ま で 
に 制限 され る )。 
る 読み の 入力 位置 …… カー ソル 位置 で 入力 表示 する (F 
EP モ ー ド で は カー ツル 位置 また は 最 下行 の いずれ か で 
[CTRL]+ [PF6] で トグル 切り 換え する )。 
人 変換 候補 の 表示 位置 …… 現在 選択 中 の 候補 は 読み の 入 
カカ 位置 に 表示 し 、 候 補 群 は 最 下行 に 表示 きれ る 。 
信 数 字 を 含む 読み の 処理 …… 数 字 は 原則 と し て 無 変換 。 
た だ し , ユー ザ 登 録 単語 の 読み と 解釈 され た 場合 は 変換 
され る 。 数字 の み の 文節 を 変換 し た 場合 は 漢 数 字 等 に 変 
換 き れる (9: 「15」 を 変換 … 第 1 候補 「15」 第 2 候 
補 「 一 五 」/ 第 3 候補 「 十 五 」 ン 第 4 候補 「 索 拾 五 」) 。 
これ は 学習 され な い 。 
⑱ カ タカ ナ 語 を 含む 読み の 処理 …… 一 般 的 な カタ カナ 語 
は 辞書 に 登録 済み 。 辞 書 に な い カ タカ ナ 語 を 含ん で いる 
と き は 文節 を 切り 直し て カタ カナ 変換 部 分 確定 する 。 
カタ カナ 語 は ユー ザ が 登録 する と 変換 効率 が 向上 する 。 
⑱ ア ルフ ァ ベ ッ ト 語 を 含む 読み の 処理 …… 出 荷 時 の 辞書 
に は アル ファ ベッ ト 語 は 登録 きれ て いな い 。 ア ルフ ァ ベ 
ト 語 を 含ん を で いる と き は 文節 を 切り 直し て 無 変換 部 
分 確定 (カナ 入力 で は 部 分 確定 の み で よい ) する 。 ア ル 
ファ ベッ ト 語 は ユー ザ が 登録 し て お 〈 と 変換 効率 が 向上 
する (WM: 「OA」 と いう 単語 を 登録 し て お け ば 「OA き 
き 」 の 読み で 「OA 機 器 」 と 変換 きれ る が , 登録 し て い 
な い 場 合 は 文節 を 切り 直 き な けれ ば 正しく 変換 され な い )。 
Жы, ロー マ 字 入力 時 に 英字 の 読み を 入力 する に は PF1 
1 で 無 変換 入力 モー ド に 切り 換え る 必要 が ある 。 
ФА 接尾 語 の 処理 …… 接 頭 語 の 処理 は な し 。 接 尾 
語 は , 一 部 処理 きれ る ( 例 :30 歳 (数 字 の 後ろ )、 電電 
債 (名 詞 の 後ろ ), 感染 症 , 20 回 (数 字 の 後ろ ), 親睦 会 
(名 詞 の 後ろ の ) E), 学習 状態 に よっ て は 接尾 語 処理 が 
行わ れ な い 場 合 も ある 。 
人 複合 語 の 処理 …… ATOK6 に より 解 析 さ きれ た 文節 (HN 
語 ) の 区 切り が 正しけれ ば 特別 な 操作 な し に 変換 可能 。 
違っ て いた 場合 は カー ソル キー で 区 切り 直し て 変換 すれ 
ば よい 。 
0 単語 の 学習 …… 同音 語 が 複数 ある 場合 合 、 主 に 最後 に 確 
定 き れ た 単語 が 第 1 候補 に な る 。 学 習 領域 が いっ ぱい に 
な る と 古い 学習 結果 か ら 順に 失 れ る 。 
念 文節 の 学習 …… 文 節 の 切り 直し 操作 後に 確定 操作 を 行 
っ た 単語 は 自動 的 に 学習 きれ る 。 学習 領域 が いっ ぱい に 
な る と 古い 学習 結果 か ら 順 に 失 れ る 。 
学習 切り 換え …… 学 習 は [SHIFT]+ (РЕЗ) СОМ,//О 
FF トグル 切り 換え 。 一 太郎 , FEP モ ー ド と も 。 デ フォ 
ルト 状態 も 設定 可能 。 


太郎 の 方 式 の ほう が 好ま し いと 思い ます 。 
し か し , や は り 深 い 階 層 を 頻繁 に 選択 する 
の は 少々 面倒 で あ る と いう 点 も 否め ませ ん 。 
この た め ,CTRL+ キー に 任意 の 機能 
を 割り 当て られ る よう に も な っ て いま す 
(最大 10 機 能 ま で )。 ンク ショ ン キ ー に 
割り 当て て し まえ ぇ ば, ワンタッチ で 目的 の 
機能 を 呼び 出す こと が で きま す 。 

- 太 郎 は この よう に 豊富 な 機能 を 取り 入 
和 れ だ た め 。 ヴ ログ ラム が だ い べ へ ん 内 きく な 
っ て いま す 。 漢字 変換 の 快適 さ な ど も 考え 
る と 。 な る ペ ベ く て バード デ ィ ス ク で テス る で 合 
用 する ほう が 望ま し いで も まう 。( ツ ロッ ピ 
ィ デ イス クベ ー ス と は 比べ も の に な ら な い 
ほど 格段 に 操作 性 が 向上 し ます 。 


@ 未 確定 文字 列 へ の 復元 …… 確 定 直後 で あれ ば [CTRL] 
+[ | ] で 確定 の 取り 消し が 可能 。 確 定 後 . な ん ら か の キ 
ー 操 作 を し て し まっ た あ ょ で は 取り 消し 不可 能 。 

@ 再 変換 …… 再 変換 可能 な 状態 で 入力 し た 文字 (漢字 を 
含む ) は 再 変換 可能 。 再 変換 可能 で な い 状 態 の 文字 は , 
ひら が な ・ カ タカ ナ に 限っ て 「 か な 再 変換 」 機 能 で 再 変 
換 可 能 。 FEP モ ー ド で は 再 変 換 は いっ さい 不可 能 。 

@ 入 力 で きる 文字 種 …:JIS 第 1 水準 漢字 、 第 2 水準 漠 
T. 半角 文字 , 全角 外字 (一 太郎 で の 特殊 文字 , 独 仏文 


d. 発音 記号 、 半 角 外字 は ATOK の 管理 外 ) 。 

@ 使 用 可能 外字 数 …… 全 角 外字 王 83 文 字 (半角 外字 は A 
TOK の 管理 外 ) 。 

@ 外 宇 登録 方 式 …… 一 太郎 の 外字 登録 機能 を 使い カー ツ 


ルキ ー 等 を 用 いて 編集 。 編 集 時 に ほか の 外字 , 16 ド ッ ト 
漢字 , 特殊 文字 の 参照 な ども 可能 。 
@ 単 話 登 録 …… 文 書 編集 画面 の と たき, SHIFT+ PF5 で 
登録 モー ド に 入る (FEP モ ー ド で は ATOK が ON の と き , 
ЅНІЕТ + PF5 で 登録 モー ド に 入る )。 単語 は 画面 」 POR 
字 を 範囲 指定 し て 選択 (単語 の 長き は 全角 換算 25 文 字 
50 バ イト まで ), 読み は キー ボー ド か ら 入 力 。 読み の 長 
き は 16 文 字 (濁点 も 1 文字 に 数 える ) IFT, か つ (X 
録 す る 単語 の 全角 文字 数 ) X6 一 1 文字 以下 。 読 み と し 
て 使え る 文字 は 半角 文字 セッ ト (半角 の 英 数 カナ 記号 等 ) 
の 中 か ら .『Z5 ,.0 ІТ SS, * 7 」 ち お よび ス 
ー ス を 除い た も の 。 た だ し 単語 の 先頭 に 『 あ いう え ぉ 
ゃ ゅ ょ っ を ん "一 一 』 は 使え な い 。 単語 の 品詞 と し て 
「 名 詞 プ 名 詞 ( す サ変 ) 固有 名 詞 プ その他 」 を 指定 する 。 
@ 辞 書 登録 済み 単語 数 …… 標 準 辞書 三 約 47.000 語 . ラー 
ジ 辞 書 = 約 55,000 語 。 
@ ユ ー ザ が 追加 登録 可能 な 単語 数 …… 標 準 辞書 = 約 8,00 
0 語 , ラー ジ 辞 書 = 約 2,000 語 (漢字 2 文字 の 単語 の 場合 。 
語 の 文字 数 に より 変動 する )。 
念 辞書 メン テ ナ ン ス …… ー- 太 郎 で は 単語 登録 、 ユ ー ザ 登 
録 単語 の 削除 , ユー ザ 登録 単語 の 一 覧 が 可能 (FEP モ ー 
ド で は 単語 登録 の み 可 能 )。 付 属 の 辞書 拡張 ユー ティ リ 
ティ (UTEXE) を 使用 すれ ば , ユー ザ 登 録 単語 領域 の 
拡大 (辞書 サイ ズ が 約 650K バ イト に な る まで 可能 ), ユ 
ー ザ 登録 単語 と 出荷 時 登録 きれ で いた 名 詞 の 1 単語 単位 
削除 ・ 範 囲 指定 削除 , 単語 の 一 括 登録 (単語 , 読み , 品 
詞 を 書き 込ん だ ファ イル か ら 一 括 し て 読み 込み , 登録 を 
行う ) が 可能 。 
@ 辞 書 フ ァイル 切り 換え ……[SHIFT]+ [PF1] で 辞書 
ドラ イブ 名 , 辞書 ファ イル 名 の 切り 換え が 可能 (一 太郎 , 
FEP モ ー ド と も , デ フォ ルト 状 の 設定 が 可能 )。 た だ し , 
辞書 ファ イル を サ プ デ ィ レ クト リ に 置く こと は で き な い 。 
借 外 字 フ ァイル 切り 換え …… [SHIFT] + [PF1] を 2 回 
押す か , 辞書 ファ イル 切り 換え の 後 , 外字 ドラ イブ 名 , 外字 
ファ イル 名 の 切り 換え が 可能 。 (一 太郎 , FEP モ ー ド と も , 
デフ ォ ル ト 状 態 の 設定 が 可能 )。 た だ し , 外字 ファ イル 
を サ プ デ ィ レ クト リ に 置く こと は で き な い 。 
人 句読点 変換 切り 換え …… ロ ー マ 字 入力 時 ,『「[] , 。 
グー』 を 『「」、。 ・ー』 に 即時 変換 し て 入力 する が し 
な いか を [SHIFT]+ [PF3] で トグル 切り 換え 可能 (一 
太郎 , FEP モ ー ド と も 6 も, デフ ォ ル ト 状 態 の 設定 が 可能 ) o 
テン キー か ら 入 力 す る 『。ー』 は 常に 変換 きれ な い 。 
@ コ ー ド 体系 切り 換え …… ユ ー ド 入力 ・ 記 号 入力 時 に 使 
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きき に , FMR 版 と PC 版 は 非常 に 高い 握 
換 性 を 有 し て いる と 述べ まし た が , それ が 
どの 程度 の も の な の か , 相違 点 は ある の か 
どう か に つい て 述べ て で みたい と 思い ます 。 

まず 操作 性 で す が , 機種 の 相違 の た め キ 
ー の 割り 当て (名 称 ) が 異な っ て いる こと 
を 除け ば 全く と いっ て いい ほど 同一 で す 。 
キー の 相違 点 を 以下 に 示し ます 。 

ЕМЕ) ТЕТІ PC JR 


КЇТ: ROLL UP 
前 行 | …… ROLL DOWN 
HOME +- HELP 
無 変換 | …… NFER 


用 する コー ド 体 系 を 『 シ フト JIS/JIS/ 区 点 』 に 切り 換 
え ぇ 可能 で , [SHIFT]+ [PF4] で 順次 切り 換え る (一 太 
Bb, FEP モ ー ド と も 6 も デフォルト 状態 も 設定 可能 ) 。 


還 テ キス ト 編集 プ 修飾 


人 同時 編集 可能 文書 数 …… 2 文書 まで 同時 編集 で きる 。 
ウッ ウィン ドウ を 開い て 相互 編集 (コピ ー, 移動 な ど ) が で 
š, ウィ ンド ツウ を 開か な いと き に は [CTRL]+ [W] で 文 
書 を 切り 換え る (この と きも 相互 編集 は 可能 )。 

@ 最 大 編集 可能 文書 量 …… 作 業 フ ァイル サイ ズ に よっ て 
決ま る 。 作業 ファ イル は 使用 し な いか , 150--1000К>ғ 
イト の 指定 が 可能 。 作 業 フ ァイル を 使用 し な い 場 合 、 全 
角 で 約 25,000 文 字 以 内 で , か つ 約 2.000 行 (カラ ー 表 示 時 ) 
な いし 約 2.250 行 (モノ クロ 表示 時 ) 以内 。150K バ イト 
の 作業 ファ イル を 使用 する とき , 全角 で 約 43.000 文 字 , 
か つ 約 3.450 行 (カラー 表示 時 ) な いし 約 3.700 行 (モノ ク 
ロ 表 示 時 ) 以内 。1000K バ イト の 作業 ファ イル を 使用 す 
る c š, 全角 で 約 250,000 文 字 ま で 可能 。 同 時 に 編集 す 
る 2 文書 の 合計 容量 で 制限 を 受け る 。 

@ 挿 入 上 書き の モー ド …… 通常 は 挿入 モー ド 。 挿入 キ 
ー で 挿入 上 書き を トグル 切り 換え 。 
OH- Y LBN E 


1」/[CTRL]+[E] = カー ソル 上 移動 
< [L] [CTRL] + [X] = カー ソル 下 移動 
- [—]Z[CTRL]+ [5 ]= = カー ソル 左 移動 
- [>] [CTRL] + [D ]= カー ソル 右 移動 
・[ 前 行 ] プ [CTRL]+[Q] = 1 行 ス クロ ー ル ダウ ン 
・ [次 行 ] プ [CTRL]+ [2Z] = 1 行 ス クロ ー ル アッ フ " 
* [CTRL] + [N]= 次 画面 表示 
・ [CTRL] + [B] = 前 画面 表示 
・[CTRL]+[A]= 右 スク ロー ル 
・[CTRL]+T[F]= だ スク ロー ル 
・[CTRL]+[K] = カー ソル を 行 の 左端 へ 移動 
・[CTRL]+[L]= ミ カー ソル を 行 の 右端 へ 移動 
・ [CTRL]+[0]= ヵ カー ソル を 一 番 右 の 文字 の 隣り へ 移動 
・[CTRL]+[T]= カ ー ソ マル を 行 の 中 央 へ 移動 
・[CTRL]+[J]・[S]= 文 頭 ヘ ジャ ンプ 
・[CTRL]+[J]・[E]= 文 末 ペ ジャ ンプ 
・ [CTRL]+ [J]・[P]= ペ ー ジ 指定 ジャ ンプ 
・[CTRL]+[J]・[M]= マ ー ク 箇所 に ジャ ンプ 
・ [CTRL]+[J]・[M]= マ ー ク 箇所 に ジャ ンプ 
・ [CTRL]+ [J]. [W] /[CTRL]+ [W]9 * 4 К 
切り 変え 


る ジャ ンプ 機能 …… 文 書 先頭 , 末尾 , 任意 ペー ジ , マー 
ク 位 置 に ジャ ンプ 可能 。 

@ マ ー ク …… 文 書 中 に 6 箇所 まで の マー ク を 設定 し て , 
ジャ ンプ 機能 で 移動 可能 。 

⑧ 文 字 の 移動 …… 行 単位 文字 列 単 位 、 ブ ロッ ク ( 息 形 ) 
単位 で 可能 。 ウ ィ ン ド ウ 間 、 2 文書 間 で 5 実行 で きる 。 
全文 字 の 複写 …… 行 単位 文字 列 単位 、 ブ ロッ ク ( 息 形 ) 
単位 で 可能 。 ウィ ンド ウ 間 , 2 文書 間 で も 実行 で きる 。 
人 の 文字 の 削除 ……DEL, - BS キー で 1 文字 ずつ 行う ほか 
с, 行 単位 文字 列 単位 、 全 文書 の 削除 が 可能 。 

る @ ペ ー ス ト …… 移 動 , 複写 、 削 除き れ た 文字 は 、 ペ ー ス 
ト 機 能 で 任意 の 箇所 に 張り 付け 可能 。 

人 @ 短 文 呼 び 出 し 機能 …… 全 角 128 文 字 ま で の 短文 を 100 個 


А) …… ХЕЕЕ 
か な 漢字 | …… CTRL|+ IXEER |(FEP で 
の みろ 関係 あり ) 
PF12| Eu. GRPH| 十 | スペ ー ス 
РЕП] …… GRPHI+ 英字 
ひら が な | Жый た 
カタ カナ | …… カナ 


この ほか キー ボー ド 関 連 で は , 同じ キー 
を 押し 続け た た き の キ ー リ ピー ト の 周期 が 
違う (FMR= 周 期 0.03 秒 。 PC= 周期 0.04 
秒 ) た め に , FMR の ほう が カー ソル の 動 
き や ス クロ ー ル が スピ ー デ ィ で す (89252 
高速 に な る )。 

画面 表示 関連 で は , 高速 表示 画面 で の 上 
付き / 下 付き プア ンダ ライ ン 等 の 表示 方 法 


登録 可能 。 読 み を 入力 後 , PF3 キ ー で 呼び 出す 。 短 文 に 
は 文字 飾り 等 も 含め る こと が で きる 。 

全文 字 サ イズ …… 全 角 漢 字 、 全 角 外 字 , 特殊 文字 は 倍角 
指定 が 可能 。 半角 文字 は 上 付き , 下 付き 指定 が 可能 。 す 
べ て の 文字 は 縦 倍角 指定 が 可能 。 縦 倍角 は 行 単位 で 指定 。 
@⑥ タ プ ブ …… タ プ 位 置 は 移動 可能 。 

ФӨлутук--- 任意 の 位置 , 範囲 インデ ント 可能 。 
る ⑧@ セ ンタ リン グン 右寄せ ノ / 左 寄せ …… 可能 。 
QXRIA3S 1 娘 字 まで の ぶら 下げ 禁則 。 

ex 3)01&5 カー ソル 位置 か ら 文 末 方 向 文 頭 方 
向 に 検索 可能 。 簡単 な り イ ルド カー ド が 使用 可能 。 

念 文字 列 の 置換 …… カー ソル 位置 か ら 文 末 方 向 グ 文頭 方 
向 に 検索 可能 。 簡単 な ウイ ルド カー ド が 使用 可能 。 逐 次 
確認 する か , 一 括 し て 置換 する か を 選択 する 。 

Ө # Оо ИЕ Жее ой» XE 
の 挿入 、 削 除 等 で 野 線 が 崩れ る こと は な い 。 
ӨНЕ? ОИ РИС АО HO XE 91] 
PUMRUCGOmr6LBcddT25.TMAMIDOUEO 
た 文字 は 捨て られ る 。 

人 計算 集計 機能 ・…… 電 卓 (四則 計算 , ルー ト , メモ リ 
付き ) 機能 が あり , 計算 結果 を 女 書 中 に 出力 可能 。 野 線 
で 表 組 みさ る れ た 数 値 を 集計 可能 。 集計 は 任意 の 計算 式 
(四則 演算 ) を 登録 し て 行う 。 

信 文 字 の 飾り …… アン ダー ライ ン 15 種 類 ( 色 指 定 可能 ) 
網 か け 7 種類 ( 色 指 定 可能 )、 取り消し ライ ン 3 種 類 ( 色 
指定 可能 )、 強 調印 字 、 娘 字 の 色 指 定 が ある 。 これら を 
複数 組み 合わ せる こと も 可能 。 

グラ フィ ッ ク の 取り 込み ……- 付 属 の イメ ー ジ カッ タ で 
取り 込ん だ グラ フィ ッ ク デ ー タ (ビッ トマ ッ プ ) を 廊 書 
中 に 組み 込み 可能 。 まだ, 花子 で 作成 し た 図形 デー タ 
(ベク トル デー タ ) を 文書 中 に 組み 込み 可能 。 グ ラフ ィ 
ッ ク と 文字 を 重ね る こと は で き な い 。 
グラ フィ ッ ク の 編集 ……ー 太郎 で は 不可 能 。 取り込む 
グラ フィ ッ ク デ ー タ を 範囲 指定 し て 文書 に 組み 込む こと 
は で きる 

0 画面 表示 ……20 行 25 行 切り 換え 。 縦 横 2 分 割 (最大 
4 画面 ) の ウィ ンド ウ を オー プン 可能 。 高 速 表 示 画 面 , 
詳細 表示 画面 。 高速 表示 画面 で は 網 か け , Кі, 特殊 文 
字 な ど は 省略 表示 され る 。 詳細 表示 画面 で は 網 か け , F 
線 、 特 殊 文字 な どの 種類 を 確認 する こと が で きる 。 詳細 
表示 画面 で は 縮小 表示 (通常 の 1 プ 4 サ イズ ) も 可能 。 
この 状態 で も すべ で て の 入力 , 編集 作業 が で きる 。 詳細 画 
面 の カラ ー 表 示 , モノ クロ 表示 。 モ ノ ク ロ 表示 に する と 
詳細 画面 の 編集 速度 が 向上 する 。 ま た ,、 文書 の 編集 可能 
な 行 数 も 増え る 。 

@ レ イア ウト 表示 プイ メー ジ 表 示 …… レイ アウ ト 表 示 で 
は 1 ペー ジ 単 位 で 用 紙 の どの 範囲 に 文字 が 印字 きれ る の 
か を 確認 可能 。 イメ ー ジ 表示 で は , 実際 に 印字 きれ る イ 
メー ジ を ほぼ その まま 画面 上 で 確認 可能 。 レイ アウ ト 表 
示 グ イメ ー ジ 表示 画面 で の 編集 は 不可 能 。 

條 文書 ファ イル 形式 …… 1 文書 あたり 3 つの ファ イル が 
作ら れる 。 拡 張子 が J 駿 W で ファ イル は MS-DOS の 標準 
テキ スト ファ イル 。 拡張 子 が ATR の ファ イル は 文字 委 
5 等 の 情報 が 記録 きれ て いる 。 拡 張子 が CTL の ファ イル 
書式 等 の 情報 が 記録 きれ て いる 。 拡 張子 が JXW 以 外 の 
ファ イル も 編集 可能 。 その 場合 , 文字 飾り 情報 等 は 記録 


が 異な っ て いま す 。 PC 版 で は 上 付き ン 下 
付き 文字 は , 字 の 上 に 縦 線 を 重ね る こと で 
表し て いま し た が , FMR の ハー ドウ ェ ア 
に は (テキ スト 画面 で ) これ を 表示 する 機 
能 が な いた め ハ イラ イト 表示 に し て いま す 。 
これ は 文字 に 縦 線 が 重なっ て いる より も か 
えっ で 見 や すく 。 具合 が よい よう で Ta 

FMR は アン ダラ イン の 機能 ち も も っ て いな 


OT, 0435574 24. ERST AOCL 
まい ます が , この 点 で は PC 版 に 軍配 が あ 
259733. 


これ も ハー ドウ ェ ア が ら 5 み で す が 。 PC 
版 で は カー ソル を ブリ ンク ( 点 減 ) きせ る 
か , 点灯 させ た まま に し て お ぉ おく か の 切り 換 
え が で きま し た が FMR で は ハー ド 必 ェ 


きれ な い 。 拡 張子 JXW の ファ イル で DOS 上 の テキ スト 
と 完全 に 互換 性 の ある 廊 字 は 全角 漢字 半角 文字 全角 
外字 の み 。 

候 文 書 フ ァイル 名 の 扱い …… MS-DOS の ファ イル 名 を 
指定 する 。 ほ か に 廊 書 ご と に 簡単 な 見 出し を 付け る こと 
も で きる 。 フ ァイル 名 は 一 覧 表 か ら の 選択 , ユ ー ザ に よ 
る 入力 と も 可能 。 

念 文書 ファ イル 名 に 使え る 字 種 文字 数 …… MS- DOS 
に 準拠 (8 文字 まで の 英 廊 字 , カナ , 漢字 等 ) 。 

⑧ 文 書 フ ァイル の バッ クア ッ プ …… 旧 ファ イル を バッ ク 
アッ プ フ ァ イ ル と し て 残す か 残さ き な い か の 設定 が 可能 。 

シス テム 設定 の 機能 で 選択 し て お 〈 。 

人 @ 文 書 フ ァイル 名 の 変更 …… 文 書 保存 時 .、 また は ファ イ 
ル 名 変更 機能 で 行う 。 

人 @ 文 書 フ ァイル の 削除 …… 一 覧 選択 方 式 で 削除 可能 。 

⑧ 凶 文書 か ら の 取り 込み …… カー ソル 位置 へ の 挿入 読み 
込み が 可能 。 ) 
@ 文 書 フ ァイル へ の パス ワー ド の 設定 …… 可 能 。 

る @ ヘ へ ルプ 機能 ……HOME キ ー を 押す こと で , 場面 に 応 
じ た 詳 し い ヘ ルプ が 表示 され る 。 

@ リ ピー ト 機 能 …… 直 前 に 実行 し た 機能 を [CTRL]+ 
[R], また は PF4 で 再 実行 可能 。 

⑧ 誤 操作 へ の 対応 …… 多 く の 編 集 操作 に 対し て アン ドッ ゥ 
(実行 取り 消 り が 可能 。 ア ンド ゥ が 有効 な 主 な 機能 は 、 削 
Ж, 移動 、 コ ピー, ペースト, クリ ア , 文字 飾り , 野 線 
な Es 


Шет, ERI 


[| EXC) 

・ 使 用 可能 な 用 紙 サ イズ : A4, B5, B4, АЗ, 104 >“, 
15 イ ンチ , 自由 サイ ズ 。 

・ 1 行文 字数 、 1 頁 行 数 , 左端 / 有 端 マ ー ジ ン , 上 端 グ 
下端 マー ジン の 設定 が 可能 。 

・ ヘ ッ ダ ブフ ッ タ 機能 

・ 印 刷 部 数 指定 

・ ペ ー ジ 印刷 ONZOFF, ペー ジ 印 刷 位置 指定 可能 。 

人 書式 変更 …… 書式 設定 は 編集 中 に 任意 に 行え る 。 郵 線 
を 含む 文章 の 場合 。 野 線 の 幅 よ り 小 きい 1 行 娘 字数 に 変 
更 す る こと は で き な い 。 

代行 ピッ チー…… 用 紙 サ イズ と EITA, dui Bis — 
ジン の 設定 か ら 決 定 き れる 。 で ロ 改 行 。 1/2 改 行 , 1/3 改 
fr, 自由 ピッ チ 改 行 等 も 可能 。 行 ご と の 改行 幅 を 編集 画 
面 が ら ミ リ 単 位 で 確認 で きる 。 

ӨхтЕ --. 用 紙 サ イズ ヒ と 1 行文 字 , 右端 左端 て 
ー ジ ン の 設定 か ら 決 定 さ れる 。 均 等 割 9 付け 密着 割 b 
付け が 可能 。 

念 縦 書き 印刷 …… 可能 。 半角 英 数 カナ 女 字 は 横書き 。 
@⑧ 差 し 込み 印刷 …… 可能 。 

Флоу 709 "TS 5 り 。 

ӨС BRAR 可能 。 段 組 は 2 段 組 、 3 段 組 
を 選択 可能 。 

@ タ ッ ク シ ー ル 印刷 …… 可能 。 

人 @ 還 刷 部 数 指定 …… 可 能 (1 一 999) 。 

0⑧ 指 定 ペ ー ジ 印刷 …… 印刷 する ペー ジ の 範囲 を 指定 可能 。 
OERO PE- [ESC] キ ー で 強制 的 に 印刷 を 中 断 可 能 。 
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ア に カー ソル ブリ ンク の 機能 が な いた め , 
カー ソル ブリ ンク の 切り 換え は な く な っ て 
いま す 。 

画面 に 表示 きれ る 廊 字 の フォ ント は 当然 
機種 に 依存 する わけ で す が , お も しろ いこ 
と に FMR 版 の 詳細 表示 画面 で は , 半角 文字 
が PC の フォ ント に な っ て し まい ます 。 高 
速 表 示 画 面 で は FMR の フォ ント て で 表示 る 
れ ま す が , 詳細 画面 で は 一 太郎 の プロ グラ 
ム に 内 蔵 き れ て いる フォ ント (PC の フォ ン 
ト が 内 蔵 き れ て いる ) が 使用 きれ る よう で 
す 。 こ の た め , 詳細 表示 画面 に 切り 換え る 


と 半角 の 文字 の 高き が 若干 小さき く な り ま す 。 


この ほか に 気がつい た 点 と し て は , 文書 
の 保存 読み 出し な ど で フ ァイル 名 を 入力 
する と き , その 部 分 の カー ソル の 動き が 非 
常に 鈍く な る こと で す 。 どうも 原因 は グラ 
フィ ッ ク 画 面 で 文字 を 表示 きせ て いる だ め 
の ょ よう な の で す が , PC 版 で は この よう な 
こと は 起こ ら な か っ た の で 不思議 で す 

ファ イル の 互換 性 に つい て は ,- マニ ュ ア 


_ — iE RE — — — 
@CPU 速 度 測定 ……CPU の 純粋 な 実行 速度 (I/O 操作 な し ) 


を 測定 する た め , 単なる 多重 ルー ププ" ログ ラム を 実行 。 
機 名 実行 時 間 | 

FMR-50 (8MHz) 26.6 

PC9801VX21(10MHz) 21.3 

PC9801VX21( 8 MHz) 27.5 

ハー ド デ ィ スク / フ ロッ ピ ィ ディ スク 速度 測定 …… ハー ド 


ディ スク お よび フロ ッ ピ イィ の 転送 速度 を 測定 の た め ,582144 
バイ ト の ファ イル を COPY コ マン ド で 転送 。 


機 種 名 нр-нр | HDFD 
FMR-50 (8MHz) 9.0 25.1 
PC9801VX21(10MH2) 12.2 27.6 
PC9801VX21( 8 MHz) 12.4 __29.5 


人 @ 起 動 時 間 測定 …… JXW の と 打ち 込ん で か ら 文 字 入力 が 
で きる 状態 に な る まで の 時 間 を 測定 。 


機 種 名 x FD HD 
FMR-50 (8MHz) 27.1 6.7 
PC9801 V X21 10MHz) 20.6 5.5 
| PC9801 VX21(8 MHz) 23.2 5.9 
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べ て * に 置換 し , 次 に * を 0 に 置換 する 。 

機 HM 名 実行 時 間 (1) | 実行 時 間 (2) 
FMR-50 (8MHz) 23.3 24.2 
PC9801VX21(10MHz) 25.6 27.6 
PC9801VX21( 8 МН2) 29.8 32.4 

人 読み 込み / 保 存 速 度 測定 ……50K バ イト の 文書 の 読み 込 
み / 保 存 に か か る 時 間 を FD ベ ー ス で 測定 する 。 

OM 名 読み 込み 保存 
FMR-50 (8MHz ) 19.0 15.5 
PC9801V X21 (10MHz) 17.6 17.8 
PC9801 VX21(8 MHz) ` 20.8 18.5 
人 一 括 変換 速度 測定 …… - 括 入力 し た 文書 A の 「 か な 」 の 


み の 文 書 を 一 括 変換 す る の に 要する 時 間 を 測定 する 。 標 準 
は 一 太郎 付属 の 標準 辞書 (サイ ズ 445952 バ イト ), ラ ー ジ は 

- 大 郎 付属 の ラー ジ 辞 書 (サイ ズ 560640 バ イト ). 拡 張 は 芋 
者 が 単語 登録 し て 使用 し て いる 辞書 (サイ ズ 582144 バ イト )。 


機 種 名 標準 | ラー ジ | 拡張 | 
FMR-50 (8MHz ) 1:33.7 | 1:34.3 | 1:30.6 | 
PC9801V X21 (10MHz) 1 :25.8 | 1:24.2 | 1:24.8 
PC9801VX21( 8 МН2) 1 :36.2 | 1 :38.5 | 1:38.3 


人 @ 文 書 内 計算 速度 測定 …… 計 算式 [(A+B+CTD+TETF+TG 
+H+D =K] に 従っ て 40 行 文 一 括 し て 計算 する 。 


機 種 名 実行 時 間 
FMR-50 (8MHz ) 29.6 
РС9801У X21 (10MHz) 23.5 
PC9801VX21( 8 MHz) 27. 8 
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ル に も ピ 明記 され て いま す が 完 全 に 互換 性 が 
554342 た だ し PC で ぜ で 作成 じ セ た 次 者 フラ 
ァイル に NEC 特 殊 文字 (9801 に 内 蔵 き れ て 
いる JIS ュ コー ド の 未 使用 領域 に 割り 当て ら 
れ た 独自 の 文字 ) が 含ま れ て いる 場合 は , 

当然 を の 部 分 の 互換 性 は あり ませ ん 。 また, 
ーー.JXW フ ァイル (MS-DOS の 標準 テキ ス 


ト フ ァイル ) の 中 の 野 線 コー ド は PC の NE 
C 特 殊 文 字 に 準拠 し た も の に な っ て いる の 
で (PC 版 の 文書 ファ イル と 互換 性 を と る 
іс), FMRE 上 の ほか ソフ ト (また は MS- 
DOS の TYPE 等 で ) 表示 させ る と その 部 分 
は 化け て 表示 る され て し まい ます (一 太郎 だ 
け で 使っ て いる 分 に は 当然 問題 な い )。 
辞書 に つい て も , 筆者 が PC で 使用 し だ 
も の を FMR 版 に 移し て 使っ て み ま し た が , 
全く 問題 な く 使用 で きま し た 。 一 括 変 換 を 
する と き に は , 同じ 辞書 を 使え を ば FMR 版 
の 結果 と PC 版 の 結果 は 完全 に 一 致し まし 
た 。 こ の ほか , 全角 外字 , 半角 外字 , 短文 , 
表 計 算 用 計算 式 に つい て 互換 性 が 確認 で き 
まし た 。 
互換 性 と は 関係 あり ませ ん が , МАСЫ 
の 印字 出力 の フォ ント が 違う こと も わか り 
まし た 。PC 版 は PC-PR201 プ リン タ に 合わ 
xj (あま り 美 し ない) フォ ント に な っ 
て いま し た が , FMR 版 で は 対応 プリ ンタ 
に 合わ せ た 字 体 に 変更 きれ て いる よう で す 。 
次 に 処理 速度 に つい て 調べ て み ま し た 。 


と いっ て も , ハー ドウ ェ ア に よる 違い も あ 
る の で , ハー ドウ ェ ア の み の 試 験 も 併せ て 


行い まし た 。 こ の 違い を 頭 に 入れ て か ら , 
一 太郎 の いろ いろ な 実行 速度 を 見 て いく こ 
と に し ます 。 左 の 速度 比較 に 示し た 表 が を 
の 結果 で す 。 上 の 2 つが 参考 用 の ハー ド の 
性 能 比 較 で , FO 5 つが 一 太郎 で の 処理 束 
変 の 比較 で す 。 表 中 の 数 値 の 単位 は すべ て 
秒 で す 。 

起動 速度 に 関し て は , な ぜ か FMR の は ほ 
う が 遅 く な っ て いま す 。 理由 は よく わか り 
ませ ん が , 起動 時 に 行う 処理 内 容 が 増え た 
た めで し ょ うか 。 

次 の 置換 速度 で す が , FMR で は か な り 
改善 され て いる よう で す 。 こ れ は お を らく 
一 太郎 内 部 で の アル ゴリ ズム が 改良 され た 
た めで は な いか と 考え られ ます 。 


読み 込み 保存 速 度 で は , ハー ドウ ェ ア 
の 速度 に 依存 する た め FMR の ほう が 若 十 
速く な っ て いま す 。 

括 変換 の 速度 は , PC (10MHz) > F M 
R ( 8MH2>PC(8MHz) の よう な 結果 が 出 ま 
dira この 場合 は .。 ディ スク の アク セス 速 

EDŽ 4 b も CPU の 処理 速度 の 差 の ほう が 
көре 与え る 影響 が 大 きい た めで し ょ う 。 

最後 は 文書 計算 の 速度 で す 。 これ は 全く 
ファ イル の 入出 力 は 伴わ な い の に FMR だ 
けが 遅く な っ て いま す 。 な ん ら か の チェ ッ 
クル ー チ ン が 増え た ため に 実行 速度 が 遅く 
な っ た の で は な いか と 想像 され ます 。 

パッ ケー ジ 内 容 は , ユー ザ の レベ ル に 合 
わせ て , 入門 編 (170 ペ ー ジ ), 解説 編 n 
, 活用 編 (165 ペ ー ジ ) 03 
ql 2 = = тие, тусин cie 
の オォ オーバ レイ シー ト 等 か ら な っ て いて , 
普通 使う 分 に は 充分 な も の が 入っ て いま す 。 
気がつい た 点 と し て は , PC 版 に 付属 し て 
いた クイ ッ ク シ ー ト (発音 記号 入力 モー ド 
と 独 仏 文字 入力 モー ド の キー アサ イン 表 と , 

編集 中 の キー 機能 の 一 覧 表 の 載っ た 下敷 の 
よう な シー ト ) が 付属 し て いな いこ と で す 。 
と くに 後者 の 一 覧 表 は 初心 者 に と っ て は 便 
利 な も の な の で , 付属 し な く な っ だ こと は 
残念 で す 。 


9 ペー ジ ) 


お わり に 


これ だ け の 文章 で は 一 太郎 の すべ て に 触 
れる こと は 不可 能 で す 。 一 太郎 は を それだけ 
興 が 深く , 豊富 な 機能 を も っ た だ た ソフト ウェ 
ア だ と いえ る で し ょ う 。 こ の 稿 で は , ЕМ 


R 版 の 使用 感 を 。 その 雰囲気 や 設計 思想 的 
な も の と 共に 伝え よう と 努力 し て みた だ つも 
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試用 し て 感じ た こと を まとめ る な ら ,「 な 
ん と 素直 に PC 版 を 移植 し た も の だ ろう 」 
の 一 語 に つき ます (一 時 は 「PC 版 用 に 出 
て い ぃ る 一 太郎 の 解説 書 を 参照 し て くだ きい 」 
以上 の こと が 書け る か 悩ん で し まい まし た )。 
良く も, 悪く も ,「 一 太郎 」 な の で す 。 絶 
対 的 な 評価 し し て の 善し悪し は , 最終 的 に 
は 個々 人 の 好み や クセ に 関わ っ て くる うえ , 
私 自身 $ 一 太郎 以外 の ワー プロ を あま り 使 
っ て いな い の で 比較 評価 の し よう が な い の 
С, ここ で は 触れ ませ ん 。 むろん 不満 が な 
いわ け で は な く , 最 優秀 な も の と も 思っ て 
いま せん が , 優れ た ワー プロ ソフ ト の 1 つ 
で ある こと は 間違い な いと 思い ます 。 多く 
の 人 に 選ば れ た 実績 を も っ て いる 一 太郎 は , 
安心 し て 選べ る ツ フ トウ エア だ と いた る で 
(425 


(① ロ ー ル プレ イン グ 
(ОГАУ) ⑧3.5D:9,800 
円 ④ 2 ドラ イブ 。 マ 
ウス 対応 ① ス ター ク 
ラフ ト (03-988-2988) 


tá ファ ンタ ジー シリ ー 

ES ズ の 最新 作 「 フ ァ ン タ 
ジー 忠 」 が 発売 に な り ま し た 。 ファ ンタ ジー 
シリ ー ズ は も と も と 米国 88| 社 の ソフ ト で , 
それ を スタ ー ク ラフ ト が 移植 し た も の で す が , 
スト ー リ ー 性 の 強い シナ リオ と 完成 度 の 高い 
ゲー ムシ ステ ム で 人 気 の 日 PD で す 。 


さて , この ファ ンタ ジーI 由 で す が , いよ い 
よ 完 結 編 と いう こと で 宿敵 ニカ デモ ス と 直接 
対決 する こと に な り ま す 。 ニ カ デ モ ス は 1 作 
А, 作 目 に も 登場 し た 魔王 で , これ まで は 
あと 一 歩 の と ころ て 決着 を つけ る こと が で き 
ませ ん で し た が , つい に その 永い 戦い に も 終 
止 符 が 打 た れる と いう わけ で す 。 

た だ し , そう 簡単 に ニカ デモ ス に 会 える わ 
けが な い の は 当然 と いえ る で し ょ う 。 そ の 第 


一 歩 と な る の は , 冒険 に 出る パー テイ の 編成 
を する こと で す 。 フ ァ ン タ ジ ー で は 15 の 種族 
と つの 職業 と の 組み 合わ せ で キャ ラク タ が 
作ら れ ま す 。 こ の キャ ラク タタ 作り と パー ティ 
の 編成 は 。 た い へ ん に 重要 な 部 分 で すか ら 自 
分 が 納得 の いく よう な パー ティ が で きる まで 
何 度 で も トラ イ し て みて くだ さい 。 ま た, Z 
れ ま で の ファ ンタ ジー シリ ー ズ で 使用 し た キ 
ャ ラク タタ を 使う こと も 可能 で す の で , 愛着 の 
ある キャ ラク タ が いる 人 は そちら を 使う の も 
楽し いと 思い ます 。 

パー ティ の 編成 が 終わ っ た ら 街 を 出 て 冒険 


に 出発 し ます 。 街 の 外 に は モン スタ ー が う よ 
う よ し て いま すか ら , 歩き 廻っ て いる と その 
うち に モン スタ ー と 遭遇 する は ず で す 。 88 
し て も すぐ に 戦闘 に な る わけ で は な く , 彼 我 
の 戦力 を 考え て 「 挨 拶 す る 」「 降 参 を 認め る 」 
「 逃 げ ける 」 な どの コマ ンド を 選ぶ こと も で きま 
d. 戦闘 に 決着 が つく と , 経験 ポイ ント と 金 
貨 , アイ テム な ご が 手 に 入り ます が , 金貨 
と アイ テム は 戦闘 だ け で な く ダ ンジ ョ ン 内 で 
みつ ける こと も 可能 で す 。 

こう し て 街 の 外 で 戦闘 や いろ いろ な イベ ン 
ト を 行い , 街 に 戻っ て キャ ラク タ の レベ ル を 
上 げ る と いう 作業 を 繰り 返し て ゲー ム を 進め 
て いき ます 。 次 に や る べき こと は , ある 場所 
へ 行く と 指示 され る の で , 何 を や っ て いい の 
か わか ら な いと いう こと は な いと 思い ます 。 

ゲー ム の シス テム は 基本 的 に は これ まで の 
シリ ー ズ と 変わ っ て いま せん の で , (tB, 
ら 作 目 を プレ イ し た 人 は すぐ に わか る と 思い 
ます し , FM 版 で は マウ ス を 使う こと も で き 
る の で , より 操作 性 も 向上 し て いま す 。 
ゲー ム の 難易 度 と し て は , シリ ー ズ の 中 
で も 楽 な ほう か も し れ ま せん が , シナ リオ の 
よさ は あい 変わ ら ず な の で 充分 に 楽し め る ゲ 
— 95 


ТРЕ ыш 


に いな | 


1988-9 Oh./FM 81 


(リリ テア ロイ ヤル 


ЕСІ 5D, 5D:6,800 円 
- ④1 ドラ イプ 。 ジ ョ イ 
ステ ィ ッ ク ・ マ ウス 対応 
ゲー ム ア ー ツ 
(03-984-1136) 


皆さん も これ まで に 一 度 ぐ らい は トラ ンプ 
の 1 人 遊び を や っ た こと が ある ん じゃ な いか 
と 思い ます が , この ソリ テア ロイ ヤル (Y 
リ テ ア と いう の は トラ ンプ の 1 人 遊び の こと ) 


Cort @1988 САМЕ ARTS 
Damai Sehr Rasa E. E 
Desire arte, 


а 


ォ ー プ ニン メ 


2-АЕЖ 
マイ ト ア ンド マジ ッ ク 終 わり まし た 。 そ こ 
で お よ ば ず な が ら ヒ ント を 少々 。 まず, ソウ 
ル メ イズ の 行き 方 か ら 。 知 っ て いる 人 も いる 
か も し れ ま せん が , 最初 に アラ マー 王 に 会 い 
ます 。 こ の アラ マー 王 は ニセ 者 で , その 見 破 
り 方 は , デュ ー ム 城 に 行っ て 王様 の 亡霊 に 会 
っ て アイ テム を も らい , その アイ テム で ニセ 
者 の 正体 を 見 破る と , めで た く ソ ウル メイ ズ 
に 行け ます 。 ソ ウル メイ ズ の スタ ー ト 位置 は 
(6.0) で す 。 脱 出 法 は (0—15. 12-15) を マ 
ッ ピ ング すれ ば わか り ま す (英字 7 文字 )。 ち 
な み に ア 
(7.0) で 三方 が バリ ア で 囲ま れ て いま す 。 

(相馬 郡 Izrzsn 7) 
イー ス I で 「 聖 霊 の 衣 . が みつ か ら な いで 
困っ て いる 人 が いる と 思う の で , ヒン ト を 書 
きま す 。 あ れ は 氷 の 面 に あり ます 。 そ いで も 
っ て 見 た だ け で は わか ら な い 場 所 に ある ん で 
すね 。 壁 に 沿っ て 歩い て いる と , 1 か 所 入れ 
る と ころ が あっ て そこ の 中 に あり ます 。 取ら 
ず に 先 に 進ん じゃ っ た 人 も , 戻っ て 取っ た ほ 
うがい いで す 。 絶対 , 本 当 に 。 


(名 古屋 市 Ж 照夫 16) 
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スト ラル プレ ー ン の スタ ー ト 位置 は , 


は そう いっ た 1 人 遊び を ] 1 種類 集め た カー ド 
2 За ДУ TE etg. 

1 1 種類 の ゲー ム の うち 「Ohildren's games; 
と いう つの ゲー ム は HERS ео 
純 な 絵 合 わせ を 主体 と し た も の で , これ は こ 
の ソフ ト に 慣れ る た め の も の と いえ る で し ょ 
525 

それ で は 残り は と いう と , 「 ピ ラミ ッ ド 」「 ゴ 
ルフ 」「 ク ロン ダイ ク 」「 キ ャ ン フ ィ ー ル ド 」「 コ 
ー ナ ー ズ 」「 カ ルキ ュ レ イシ ョ ン 」「 シ ャ ッ フ 
ルアン ドド ロー」「 リ ノー」 の つの ゲー ム が 
用 意 さ れ て いま す 。 名 前 を 聞い た だ け で は , 
ご どん な 内 容 か わか ら な い 人 も 多い で し ょ う が , 
や っ て みれ ば ルー ル は 簡単 で すし , ああ これ 
な ら や っ た こと が ある と いう も の も 多い と 思 
いま す 。 


た と えば 「 ク ロン ダイ ク 」 は , ЖШ 
の BB 年 6 月 号 に 掲載 され た こと で ご 存 
じ の 方 も 多い と 思い ます 。 

と いう よう に , ゲー ム 内 容 自体 は 
どれ も シン プル な も の ば か り で すか ら 


うる星 や つら で , 危険 状態 の レー ダ を サン 
グラ ス 部 隊 に 「 使 う 」 と , サン グラ ス 部 隊 が 
ズ タ ボ ロ に な る (これ は 笑え る )。 何 度 や っ て 
も レー ダ は な く な ら な いか ら , ゲー ム を 終わ 
ら せ る まで に 試し て みて くだ さい 。 

(福岡 市 清田 正和 20) 
ヒラ ニ プ ラ で , 食料 が ひと けた の と き に 村 
人 に 会 うと , 食料 を 5 くれ る 。 ま た , ツイ ン 
島 の 北 の 森 の 中 で アサ メ の 剣 を 拾う こと が で 
きる 。 (奈良 市 向井 Ж 14) 
も う 終 わら せ て し まっ た 人 も いる と 思い ま 
TH, イー ス I の 隠し コマ ンド で す 。 こ れ は 
ゲー ム を 終わ ら せ て いな いと で きま せん 。 ま 
ず , 画面 を フィ ー ナ が 出 て いる 最後 の 絵 に し 
T, そこ で [gl[][9] と 打ち 込み ます 。 す る と 
画面 に メッ セー ジ が 出る の で , それ に し た が 
っ て ディ スク を 入れ 換え て や る と ミュ ー ジ ッ 
クモ ー ド に な っ て 次 々 と BGM を 演奏 し 始め ま 
す 。 途 中 で 次 の 曲 が 聞 きた く な っ た ら ス ペー 
スキ ー を 押し て くだ さい 。 

(川口 市 松本 卓也 17) 


一 言い わせ て / ノ / 


この と ころ 話題 に な っ て いる RPG に つい て 一 


言 。 コ ンピュータ RPG で は 当然 の 行為 で ある , йй 


1 回 プレ イ す れ ば 覚え て し まえ る で し ょ う 。 
さて それ で は ゲー ム の 遊び 方 で す が , これ 
に は 大 きく 分 け て 弓 つ あり ます 。] つ は CHA 
LLENGE モ ー ド で , これ は 日 つの ゲー ム の 
中 か ら ] つ を 選ん で プレ イ し ます 。 こ の モー 
ド で 各 ゲ ー ム に つい て の 最終 形 を 完成 させ る 
と カー ド の 絵柄 を 新しい も の と 変え る こと が 
で きま す 。 カ ー ド の 絵柄 は 多数 用 意 さ れ て い 
る の で , すべ て 見 られ る よう が ん ば っ て くだ 
さい 。 次 の TOUH モ ー ド は 日 つの ゲー ム を 通 
し て 行い 最高 得点 を 競う も の で す 。 紀 つ 目 の 
EXEHOISE は 文字 どおり 練習 の モー ド で , 
自分 の 選ん だ ゲー ム を 何 度 で も 同じ カー ド の 
並び 方 で プレ イ で きま す 。 

と いう と ころ が この ゲー ム の 概要 で す が , 
1 人 で ちょ っ と 時 間 つ ぶし を し た いと き な ど 
に は 最適 な ソフ ト で す 。 ま た , パス ワー ド 機 
能 と いう も の が あっ て , これ を 使え ば 他 機種 
の 人 と の デー タ 交 換 も 可能 で すか ら , ハイ ス 
コア を 競う な ん て こと も で きる で し ょ う 。 


が 出 た ら 何 も 考え ず に 殺し て し まう と いう の 
は , テー ブル トー ク RPG か ら 考 えれ ば ちょ っ と 
お も し ろ 味 に は 欠け ます が , コン ピュ ー タ RPG 
の ほう は 冒険 者 か ら 英雄 まで を 1 つの ゲー ム 
で 楽しめ ます し , スピ ー デ ィ な 展開 や ハデ な イ 
ベン ト な ど コ ンピュータ RPG だ け の 要素 も あっ 
て , それ が 魅力 と いえ る の か も し れ ま せん ね ( 実 
は 私 は テー ブル トー ク 派 な の で す )。 

(川崎 市 ハー フエ ルフ の タニ ス 17) 
PRPG と いえ ば ほとん ど が レベ ル が あり ます よ 
ね 。 僕 は 前 か ら あ れ が 嫌い で す 。「 経 験 値 200 
で 次 の レベ ル 」 な ど と いう 数 値 で 人 間 の 力 を 
割り 切ら な いで ほし い 。 現実 の 人 間 の 力 と い 
う も の は , も っ と 別 な 方 法 で て 向上 する は ず で 
す 。 で すか ら 「 レ ベル 」 な ん て な く て も いい 
と 思う 。 現に, アル シス ソフ ト の 「 リ バイ バ 
ー」 は レベ ル が な く て も 充分 に 楽し め ま す 。 

(流山 市 高尾 幸 志 15) 
p プロ 野球 FAN を や っ た 感想 で す が , 投手 は 
1 人 1 人 に 投げ 方 や 球 種 の 違い が あり , いい と 
思い ます 。 打 者 も , 外人 は 体 が 大 きか っ た り 
バッ ティ ング フォ ー ム に 変化 が あっ た り し て , 
よく 個性 が 出 て いる と 思い ます 。 不満 と し て 
は , 少し 外野 が 狭い 気 が す る の と 打球 が 速い 
と スク ロー ル が つい て いか な い の が ちょ っ と 


FM マエ ス F ロ . 


① ミ ュー ジッ クツ ー ル 
OAV] (88.5D:12,80 
0 円 ④1 ドラ イブ 。 ミ 
ュー ジッ クボ ックス , 
イメ ー ジ スキ ャ ナ , マ 
ウス 対応 ジェ ー・ イ 
ー・ エ ル (03-312-7321) 


久しぶり に 富士 通 以 外 の ソフ ト 人 ウス か 
ら 音 楽 ソ フト が 発表 され まし た 。 音楽 ソフ ト 
も 最近 は 機能 が 似 た り よ っ た り と いう も の が 
多い 中 で 。 こ の FM マエ スト ロ は ご どう で し ょ 
SN 

従来 の 音楽 ソフ ト は パソ コン の キー ボー ド 
で 直接 に 演奏 デー タ を 入力 し た り , マウ ス な 
ご で 諸 面 に 音符 を 置い に いく , と いっ た 手法 
を 用 いて いま し た が , 今回 発売 され た , この 
FM マエ スト ロ は な ん と イメ ー ジ スキ ャ ナ を 
BEE анар 選 が で きる と いう の 

売り で す 。 音 源 は 内 蔵 OPN の FM 音源 選 音 , 
ee っ ы 
M 音 源 日 音 を 使用 で き , 各 パ ー ト それ ぞ れ 77 
AV/ ス テレ オミ ュー ジッ クボ ックス 内 蔵 の 77 
音色 の 中 か ら 自 由 に 割り 当て て 演奏 させ る こ 
と が 可能 に な っ て いま す 。 

さて , この FM マエ スト ロロ では, 演奏 デー 
タ の 入力 に パソ コン の キー ボー ド を 使っ た リ 


ИСТ! 75 

(千歳 市 洞 内 邦彦 16) 
PRPG を や っ て いて 街 の 中 で 人 に 会 っ た と き に , 
いつ も 同じ こと ば か り し か 話し て くれ な いと 
な ん か つま ら な いっ て 感じ が し ませ ん か 。 そ 
こ で 考え た ん で す が , パ ソコ ン 通 信 で RPG を や 
っ た ら ど う で し ょ う ? 多勢 の プレ イヤ ー が 
同時 に プレ イ し て , 街 や ダン ジョ ン と か で 会 
っ た りす る と 話 や ケン カ も で き , その うえ パ 
ー テ ィ を 組ん で 一 緒 に 行動 する こと も で きる 
ん で ま よ /。 ま ご いっ Jd FT 
ЕЛЕМЕС ЛЫ ОМС Lao だ ただ も 。 
困る の は 最終 目的 。 誰か 1 人 が その 目的 を 達 
し て し まっ た ら , や っ ぱり ゲー ム は 終了 な ん 


14) 


これ が イメ テー デス キャ ナ の 画商 
アル タイ ム 演 奏 入 力 や 、 マウ ス を 使っ て 画面 
上 の 五線譜 に 音符 を 置い こい く , と いっ た い 
くつ か の 入力 方 法 が あり ます が , な ん と いっ 
て も イメ ー ジ スキ ャ ナ を 使っ た 楽譜 読み 込み 
が で きる こと が 最大 の 特徴 で す 。 こ れ は , 市 
販 の 楽譜 な ど を イメ ー ジ スキ ャ ナ で な ぞ る こ 
と に よっ て メモ リ に 楽譜 の イメ ー ジ デー タ を 
取り 込み , これ を 解析 する こと に よっ て 演奏 
デー タ に 変換 し て いき ます 。 速度 や 精度 の 点 
か ら 当 然 実 用 に は 耐え ませ ん が , た と えば 0 
h / FM の 記事 を な ぞ っ て , その 文字 情報 が 
どん な 楽譜 に 化け る か を 楽し む な ど , これ ま 


で 考え られ な か っ た よう な 画 期 的 な 遊び が 可 


ミュ ユー ジッ クエ ディ イッ КЕШІ 


新作 ソノ フト 


〇 アー クス (ウル フチ ー ム ) 
ウル フチ ー ム の 第 2 弾 ソ フト 。 ウ ルフ チー 
ム お 得意 の アニ メ 風 な グラ フィ ッ ク と ドラ マ 
チッ ク な 展開 が 見 も の の ロー ルプ レイ ング ゲ 
ー ム 。 
〇 麻雀 狂 時 代 SPECIAL (マイ クロ ネッ ト ) 
ビデ オ ゲ ー ム か ら 移 植 さ れ た 麻雀 ソフ ト 。 
役 を 上 が る と 対戦 相手 の 女の子 が 服 を 脱い で 
いく と いう オマ ケ 付 き 。 キ レイ な グラ フィ ッ 
ク は 一 見 の 価値 あり 。 


Ж T 
ゲー ム ハ ン ド ブッ ク ・ シ リー ズ II② 
ウィ ザー ポリ 3 


ゲー ム ハ ン ド ブッ ク ・ シ リー ズ は も と も と 
ウィ ザー ドリ ィ の 1 作 目 か ら 始 まっ た わけ で 
TH, その ウィ ザー ドリ ィ の 現時 点 の 最新 作 
(米国 で は ウィ ザー ドリ ィ 4 が 発売 され て いま 
TH) の 攻略 本 で す 。 内容 は ,. モン スタ ー, 
アイ テム の カタ ログ を 中 心 に , 各階 別 の 攻略 
法 と 完全 MAP な ど 基 本 的 な と ころ は 変わ っ て いま 
せん 。 た だ し , それ だ け で 終わ っ て いな い の 
が ゲー ム ハ ン ド ブッ ク ・ シ リー ズ の いい と ころ 
で , この ウィ ザー ドリ ィ 3 で も ゲー ム の 背景 


ワーム (ご peman 


能 に な り ま す 。 富士 通 の 広 告 の 「 き め て 。 | 

な ど は どう いう 音 に な る の で し ょ うか 。 ち な 
み に , 市 販 の 楽譜 を 読み 込 も うと する と , 1 

パー ド に ] 音 が 割り 当 こ られ て いる と いう シ 
ステ ム か ら か , 和音 の 楽譜 を 読み 込 も うと す 
る と うま く 読 み 込 むこ と が で き な い よう で す 。 
また 取り 込ん だ と き に , 一 緒 に 歌詞 が 印刷 さ 
れ て いる 部 分 や , 不 必要 な パー ト も 一 緒 に 取 
り 込 まれ て し まっ た 場合 に , 文字 を 音符 と 見 
間違え た りう まく 五 線 を みつ けら れ な いと い 
っ た こと が ある の で , 取り 込み 時 に は 注意 が 


必要 で す 。 
一 方 の 演奏 に つい て は , テン ポ が 曲 の 頭 で 
し か が 設定 で き な い こと , ボリ ュー ム が 固定 で 


ある こと , 音色 エディ ッ ト が で き な い こと , 
コマ ンド に あたる 音 長 指定 や タイ , ディ チ 
ーッ 2 が な だ な ご ど な ご は 最近 の コシ ピュ 
ー タ ミュ ー ジ ッ ク の 動向 か ら 見 る と , その 能 
カカ が は な は だ し く 劣 る こと は 否め ませ ん 。 

し か し , イメ ー ジ スキ ャ ナ を 利用 し て , 楽 
譜 の よう な アナ ログ デー タ の パタ ー ン 認識 を 
実現 し た こと 自体 , 実用 性 は と も か く , その 
企画 は 高く 評価 で きる と 思い ます 。 


$ ССОРА E 


サ ズ ジム を 決め る 


スト ー リ ー を 物語 風 に 紹介 し て 
いた り , 実際 に ゲー ム を プレ イ 
し た 人 た ちの 話 を ケー スス タデ ィ 
と し て 載せ る な ど 読 み 物 と し て 
も 充分 に 楽し め る よう に な っ て 
いま す 。 フェ イザ ー イ ンタ ー ナ 
ショ ナル 著 , ピー・ エ ヌ ・ エ ヌ 
刊 。1.500 円 


VH 506545 m 


当 ゲ ー ム サロ ン で は , 読者 か ら の お ハガキ 
を お 待ち し て いま す 。 

ゲー ム の 必勝 法 や 知っ て いる と 得 な 情報 な 
€, (ゲー だ 情報 — 45, 5077 КО 
ここ が よかっ た 悪かっ た と いう よう な ソフ ト 
評論 か ら 自 分 で 作っ た キャ ラク タ の 自慢 話 , 
ゲー ム 全 般 に つい て は ! 一 言い わせ て / үл, 
それ ぞ れ 送っ て くだ さい (1 枚 の アン ケー ト 
ハガキ に 両方 書い て も OK)。 ほ か に ゲー ム に 関 
する イラ スト (カラ ー ペ ー ジ な の で 色 が 付け 
て ある ほう が ベタ ー) も 募集 し て いま す の で 
力作 ・ 怪 作 の 投稿 を 待っ て ます 。 

当 サ ロン に 掲載 され た 方 に は , その 月 号 の 
表紙 の 付い た Oh /FM ノ ー ト を さしあげ ます 。 
ゲー ム に 関す る 熱い お た より を ドシドシ 送っ 
て くだ さい 。 


4 サー ドリ 43 


1988-9 Oh./FM 83 


〈① ア クシ ョ ン RPG @[AV] (83.5D:7,800F3 
④1 ド ライ プ 。 ジ ョ イス ティ ッ ク -FM 音 源 対応 
⑧ 日 本 ファ ルコ ム (0425-27-6501) 

いや は や 久しぶり に 「 オ スス メ 」 の 大 物 ソ 
Zh, イー ス 』 が ディ スク 4 枚 組み / (うち 
] 枚 は ユー ザ デ ィ ス ク ) で 登場 で す 。 振り 返 
っ て みる と , どか 月 の 間 「 オ スス メ 」 が な か 
っ た の で すか ら , FM の ゲー ム フ ァ ン は 光 
L USED A U агай И Чао (85%, Wh 
が 出 て くれ な きゃ, お すす めす る こと も で き 
な いで す が ら ね え )5 C5, 5 275UM» £S 
な ん て っ た っ て 天下 の 日 本 ファ ルコ ム さ ん の , 
あの イー ス の 続編 な ん で すか ら , オモ シロ サ 
は 保証 付き と いっ て いい で し ょ う 。 と いう わ 
け で , 前 置き は この くら い に し と いて , さっ 
そく ゲー ム の 紹介 に 入り ます 。 


эзе АЁ 
ACC A 


PL AYER 
— = —— 


C, まず は 少な いと は 思う けど ご 前作 イ ー ス 
を 遊ん で いな い 人 の た め に ちょ っ と だ け 『“ イ 
ー ス "の 物語 を 説明 し て お く と , 

「 ミ ネ ア の 町 に た どり 着い た 1 人 の 少年 , 
その 少年 の 名 は アド ル 。 彼 は その た どり 着い 
た 町 の , た だ な ら ぬ 空気 を 感じ 取り , サラ と 
いう 女 占 い 師 の 言っ た 『 イ ー ス の 折 冊 の 本 を 
取り 返さ な けれ ば ……』 と いう 言葉 に 導 か れ 
神殿 の 地下 迷宮 ・ Be. дг CP = AOS] 
へ と 冒険 を 繰り 広げ てこ いっ た 。 無数 の 魔物 や , 
数 々 の ワナ を くぐり 抜け , 最後 の 敵 ダ ルク ・ 
ファ クト を 倒し 最終 章 が 記さ れ た 選 國 目 の イ 
ー ス の 本 を 見 つけ る 。 

戦い は 終わ っ た 。 や わら か な 光 が 彼 を 包ん 
で ゆく 。 そ し て , アド ル の 新た な る 冒険 が 始 
сы DL Gb ET 

これから イー ス を 遊ぼ うと いう 人 も いる か 
も し れ な い の で , あん まり 詳し いこ と は 書け 
ませ ん けど , жб, だ いた いこ ん な 感じ で す 。 
それ に し て も , この 「 新 た な る 冒険 が 始ま ろ 
うと し で いた や ААЖ ӘР СЕУ> 
ィング の 画面 で 出 て き て た ん だ けど , 覚え て 
まじ た で そう で すこ イー ス の 物 有 語学 学 R 劇 


84 Oh/FM 1988-9 


の 冒険 一 は まだ 終わ っ て いな い の で す 。 イー 
AT が この 続き と いう わけ な ん で すね 。 

Е, 秩序 と 自由 の 国 , イー ス が 誕生 し た 。 
イー ス は 美しい ら 人 の 女神 と , 知恵 と 徳 の 深 
い 日 人 の 神官 に よっ て 治め られ , や が て , Ж 
あふ れる 恵み 多き 国 と し て すばらし い 繁 栄 を 
GFE No 

し か し ある と き に 現れ た 「 魔 」 に よっ て 平 
和 だ っ た イー ス の 地 に 災い が 荒れ 狂っ た 。 Б 
人 の 神官 た ち は 早 急 に 災い の 元凶 で ある クレ 
リア を 地下 深く 封じ 込め た が , 生ま れ て し ま 
っ た 「 魔 」 の 勢い を 止め る こと は で き な か っ 
た 。 人 人 ん 々 が 最後 の 比 サ ル モ ン の 神殿 に 追い 詰 
め ら れ た と き , 神官 た ち は 黒い 真珠 の 力 に よ 
N, 神殿 を 天空 に 昇 ら せ , 災い の 狂気 か ら 逃 
れ た 。 魔物 た ち は , 天空 に 昇っ た サル モン の 
神殿 を 追い か け , 魔力 を 結集 し て ダー ム の 塔 
を 作っ た 。 

そし て , 平穏 な 日 々 が アア 百 年 の 間 , 続い た 。 
今や 女神 も サル モン の 神殿 も 忘れ 去ら れ イ ー 
ス の 歴史 を 知っ て いる の は 神官 の 家系 だ け に 
な っ た ころ , クレ リア が 「 銀 」 と いう 名 の 鉱 
物 と し て 掘り 出さ れ た 。 か つて の イー ス が ク 

レ リ ア に よっ て 栄え た の と 同じ よう に , 475, 
銀 に よっ て 人 人 々 の 暮らし は うる 


ニニ = に あり まじ た 
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ちょ うど ご その 頃 , アド ル と いう 少年 が この 
Ае Дес OmU CUMES с (ue, cO ЕЛ, 
ЛЭ Е KS TI —АФОЖБШЛМ# 5 
れ た 。 74-АОЖӨӘӨН ХЕ 5258, 大 いな る 
力 が 生ま れる ……」 や わら か な 光 が ア ドル を 
天空 へ と 導い て ゆく 。 本当 の 戦い は これ か ら 
始ま る の だ 。 

сет, СА Z b. Us G т 
ら イ ー ス 』 へ と 展開 し て いく わけ で す が , 話 
の 上 だ け じ ゃ つま ら な い の で , そろ そろ 本 題 
に 入り まし よう 。 

や っ ぱり , イー ス I の 紹介 と いう こと な の 
で 前 の イー ス を 無視 する わけ に は いき ませ ん 
か ら , イース と 比較 し な が ら 見 て いく と , まず: 
オー プ ニ ン グ の デモ 。 こ れ は 。, 前 作 イ ー ス を 
「 静 止 画 」 と する と , こっ ち は 「 動 画 」 で , Е 
楽 も 画面 :《( ア ニメーション) も バリ バリ に と こ 
な し て いる 派手 な デモ で す 。 パソ コン ショ ッ 
プ で も か な り デ モモ を や つて いた だ の で も う 知 っ 
て る と は 思う けど , 一 見 の 価値 アリ で す 。 見 
た こと が な い 人 は , イー ス 1 を 買っ て , рә 
CcDOcHNUCCJS«US uelis ct 
4 AZ ] 枚 の 約 半分 を デモ に 使っ て いる くら 
LY (し か も メモ リ に 一 気 に 読み 込ん で いる か 


お う 。 が , 災い の 元凶 クレ リア 
に 手 を 出す と 「 魔 」 が 再び よみ 
が える , と いう 言い 伝え の と お 
り , 黒い マン ト の 男 が 地下 深く 
か ら 「 魔 」 を 解き 放し て し まっ 
た だ Jp p SERT TA 
の すべ て を 手中 に 治め る と いう 
野望 を も つつ 魔 導 士 の 仕業 で あっ 
Ico 


ら 音 楽 が 途切れ な い の 
09) ЖОС САР 
CAWehucbt-r 
ルコ ム さ ん の イー ス 1 
に か ける 意気 込み が わ 
ЖӘСЕті dst 
ちろ ん , AV 専用 で すか 
ら デ モ 中 の 画面 は 4096 
色 モ ー ド を 使っ て いる 
の で , PCBB な ん か よ 
り も キレ イ で す 。 
«c, ゲー ム の 中 身 
の ほう で す が , こっ ち 
は 基本 的 な シス テム は 
イー ス と あま り 変 化 あ 
Ез ТТЕРІ カラー 
で スク ロー ル す る 画面 
の な か を 歩き 廻っ た り , 
デカ キャ ラ が 出 て きた 
0, 人 て と 会 話し た り と , 
前 作 イ ー ス と 全く 同じ 
са し か し , 細かい 
部 分 で 。 た と えば ドア 
の 入口 に 入る と き に も 


УО ОА Ур ,-4%Ч 


テレ バシ ー の 魔法 


SN 
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ИШЕ] 
EY ———8ss 
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— ニー 


SN 
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ENKMY 


イー ス だ と ちゃ ん と キャ ラク タ の 位置 を 入 
口 に 合わ せな いと 入れ な か っ た の が , イー ス 
I で は ちょ っ と ずれ て いて も 入れ る よう に な 
っ て いる の で , 高速 モー ド で 遊ん で いて も 快 
適 に 操作 で きま す 。 ほ か に も , 重ね 合わ せ の 
処理 が さら に 複雑 に な っ て いた り と , いろ い 
ク ろ 改 良さ れ で いて , た だ で さえ 凄い シス テム 
DN b Ə сй ета уса с КОЕ рс со 

ゲー ム は 最初 ラン ス (広島 の じゃ な いで す 
а) と いう 村 か ら 始 まり ます 。 こ こ に ある 店 
で 武器 や 薬 な ど を 買っ て , いざ 冒険 へ (経験 
値 か せ ぎ と も いう )。 初め の うち は , と に か 
く 経験 値 を か せい で 早く レベ ル を 上 げ て 強く 
な ら な くち ゃ な ら な いん だ けど , ここ で イー 
ス と イー ス l の 大 き な 違 い が 出 て きま す 。 イ 
ー ス の と き は カモ の モン スタ ー を 見 つけ た ら 
そい つ を 倒し 続け て 経験 値 を 上 げ て いっ た も 
の で し た が , イー ス I で は 自分 の レベ ル が 上 
が っ て いく と, 以前 倒し た と き に は 5 ポイ ン 
ト の 経験 値 が も ら え た モン スタ ー な の に , レ 
ベル が 上 が る と ] ポイ ント し か も ら え な く な 
Qc SES AE ДЫН cU CL БІР 
レベ ル が 上 が っ て も HP/BTR/ ロ EEF と いっ 
た パラ メー タ 類 が 前 作 よ り も 上 が り に くく な 
っ て いる の で , イー ス の と きよ り も 経験 値 を 
か せ ぐ と いう 行為 が 強く オモ テ に 出 て いま す 。 
イー ス の と ぎ に は 後半 に 入っ た 時 点 で ほとん 
ご 最高 レベ ル に 達し て いた の に , イー ス I だ 
と へ ヘタ を する と , ゲー ム を 終わ ら せ て も 最高 
レベ ル に な ら な いと きも ある くら いな の で す 
(実際 , 私 は 最高 レベ ル じ ゃ な い の に ラス ト の 
英 と 戦っ て し まい , た い へ ん 苦労 させ られ ま 
し た 。 ま あ , それ で も な ん と か 勝て まし た が 


Фе, 新しい 要素 と し て 魔法 も 加わ っ て , 
戦い 方 に も 幅 が 広がり まし た 。 た だ し , 魔法 
が 使え る よう に な る まで に は , 数 多く の 目的 
を 達成 し な いと な ら な いん で すけ ご ど ね 。 で , 
と の 魔法 は ファ イヤ ー, ライ ト , リタ ー ン , 
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テレ パシ ー な ご が あっ て , か な り 重 要 な 役割 
を 果たし て いま す 。 な か で も , テレ パシ ー は 
動物 に 化け て , モン スタ ー た ちと 会 話す る こ 
と が で きる し , ファ イヤ ー は 飛び 道具 (Ф) 
な の で 自分 は 全く ダメ ー ジ を 受け ず に 敵 を 倒 
すこ と が で きま す 。 さ ら に , この ファ イヤ ー 
の 魔法 と ある アイ テム を 併用 する と シュ ー テ 
ィング ゲー ム も 真っ 青 の 誘 導 ミ サイ ル に な っ 
て し まう の で す 。 と くに 後半 は , ほとん ご ど フ 
ァ イ ヤ ー の 魔法 に 頼り っ きり に な っ て し まう 
傾向 が あっ て , せっ か く の 攻 撃 用 の 武器 が あ 
ん まり 役に立た な いよ うな 気 も し ます が , ま 
あ , そこ は いい と し て お きま し ょ よう 。 

マッ プ の 構成 も 。 か な り バ リエ ーション が 
Љо TH- B — Ж-Е 
dme (ここ か ら 先 , まだ まだ ある けど , それ 
は 実際 に 遊ん で の お 楽し み ) と いう 具合 で , 
イー ス の と きよ りか な り 広 が り の ある 展開 を 
楽し ませ て くれ ます 。 

も ちろ ん ファ ルコ ム 恒 例 (P) の デカ キャ ラ 
ちゃ ん た ち も 一 段 と パワ ー ア ッ プ し て の 登場 
で す 。 グロ な キャ ラク タタ あり, シブ い キ ャ ラ 
クタ あり で , ゲー ム を 引き 締め て くれ て いま 
す 。 そ れ に な ん と , デカ キャ ラ と 戦っ て る 最 
中 に 状況 が まず く な っ た ら 逃 げ 出 すこ と も で 
きる よう に な り ま し た 。 前 は 入っ て し まっ た 
ら 最 後 , 死ぬ まで 戦わ な いと いけ な か っ た の 
с, 今度 は 勝て そう も な いと き や , 危な く な 
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強い 武器 を 売っ て いる 店 


у-и (3 ピー 情報 


っ て きた と き は 逃げ 出し て も いい , 2x05 
され ず に 済む の で す 。 な ん て 人 情 深 い デ カキ 
ャ ラ さ ん た ちな ん で し ょ う (人 格 的 な 成長 
も し た ん で すね ) 。 ま た ., 戦闘 シー ン の 派手 さ 
は 出色 の 出来 で , 写真 を 見 せら れ な い の が 残 
念 な ん で す が , ラス ト な ん ぞ は , た だ ひ た す 
B Uu сӯ, МО, イー ス 』 を プレ イ し 
€, あの 凄い シー ン を 堪能 し て くだ さい 。 

イー ス も そう で し た が , イー ス I も スト ー 
リー 的 に 無理 の な い 展開 を し て いる の で 難易 
度 は そう 高く あり ませ ん 。 そ の 分 と いう か , 
シナ リオ は か な り 細 か く 書 き 込 まれ て いて , 
物語 と し て も な か な か 楽し め る , きち ん と し 
た 日 は で す 。 前 作 イ ー ス か ら の つなが り も し 
っ か り と ある の で , 広告 に も 書い て あっ た と 
50, も う 一 度 イ ー ス を 遊ん で か ら イ ー ス I 


を プレ イ す る と , より 楽し め る よう に な っ て 


Uk 8% 

Фе, ゲー ム の シナ リオ に は 全く 関係 な い 
で す が , ご 存じ ファ ルコ ム の BBGM も 健在 で , 
FM 音源 に よる パリ バリ の ゲー ム ミ ュー ジッ 
ク を 聞か せ て くれ ます 。 私 が 聞い た 話 で は イ 
DADE Е даат Коа 
い の で す が , 今回 も か な り の 力作 と 言え る で 
ЖЭ» 

トー タル に 見 て この イー ス HI は , イー ス の 
続編 で 同じ シス テム と いう と ころ か ら Part ら 
と いっ て も いい か も し れ ま せん 。 し か し , Part 
は ハズ レ や すい と いう 映画 に あり が ちな 壁 を 
カル く 乗 り 越 えて , 完成 し 尽く され た と いっ て 
も い UNG ら UN の 周 来 だ な ら っ @ ぐ いま す 。 た だ (AV 
ユー ザ に は 関係 な いで す が ) FM-7/77 で は 
遊べ な い の で が っ か り し て いる 人 も 多い と は 
思い ます が , この イー ス I を 実現 する に は AV 
の 大 量 の メモ リ を 必要 と し て いる よう な の で , 
し か た が な い , と し か 言い よう が な いみ た いで 
す (な に し ろ イ ー ス の と き で さえ FM-7/77 
で は FM 音源 の 日 GM を 鳴ら すこ と が で き な か 
っ た の で すか ら КОЛО )s 

ご に が くれ は も づ 。 MxHAUCOCDSS 
めで きる ソフ ト 。 AV を 持っ て る 人 は も ちろ 
ん , 持っ て いな い 人 で も 友人 の を 借り る な り 
し て で も 遊ん で みて くだ さい 。 最後 の 戦闘 シ 
ー ン を 見 た と き , この ソフ ト の 凄 さ を 実感 で 
ФОС ОЕ S (Tarosa) 

TRR n) 


ENEMY 


1988-9 Oh./FM 85 


この コー ナー は , 売り 物 に する ほど で は な いけ ど , ちょ つと 使え る お 手製 ゾ 
フト を お 互い に 融通 し あう だ め の 伝 言 板 で す 
は ちよ つと 違う の で す 。 な ん と , AV シリ ー ズ の 4096 色 モー に を フル に 活か し , 
3.5 イ ンチ 320K デ ィ ス フク い つば ぱい に シス テム と デー タ の つま つ だ RPG が お す 
そ 分 け に / これ は 考 に 入れ て プレ イレ て みる つき や ない // 


る 作者 は 語る 


初め ゆま し て 。FM77AV シ リー ズ 専 用 の ソ 
フト を 作っ た の で 送り ます 。 

A Hi "epp (ox—505) と 言い 
ます 。4096 色 モー ド を フル 使用 し た RPG で す 。 
も ちろ ん , BGM も FM 音源 で す 。 高速 に スク 
ロー ル し て , 数 々 の 試練 を 乗り 越え を る お も し 
ろ い ゲー ム で す 。 制 作 に は 1 年 以上 か か り , 
いろ いろ な こと を シス テム ディ スク 上 で 行っ 
た の で , グロ グラ ム が 巨大 に な っ て し まい ま 
し た 。 こ れ で は Oh FM の 誌面 上 に は 載せ ら 
れ な いと 思う の で , 希望 者 の 方 に お する 分 け 
し ます / - 

ちな み に 私 は 高校 2 
年 の 16 歳 で す 。 こ の 1 
年 余り は 地獄 の 日 々 で 
し た 。 HR ERU 
俺 の 1 年 を 返せ ーー / 

poste 失礼 いた し まし 
た 。 これ か ら 5 も 0h/F 
M を 陰ながら 応援 し ま 
TOT, と どう か 頑張 っ 
て で ぐだ さい 。 で は また だ に pi うま で 

--І Love Oh / FM— 


Ф 投稿 担当 者 は 語る 


うん , あれ に は 向い た よね 。 届い た 日 ? 

ぇ えーっと, パラ パラ (ノー ト を めく る ), i 
初 の バー ジョ ン が 5 月 9 日 。 ま だ エン ディ ン 
グ が 入っ て な いや つ 。 AV 用 の ゲー ム ら し い 
АЛ, どん な も ん か な と 立ち 上 げた らい き な 
り 4096 色 の オリ ジ ナ ルフ ォ ン ト が スク ロー ル , 
お まけ に 重い ノリ の BGM で し ょ 。 こ りゃ た 
だ ご と で は な いっ て あん Q 皆 を 呼ん で 。 


借 その 場 を 通り が か っ た 

ゲー マー 氏 は 語る 

あれ ーー っ , それ どこ の 新作 で すか あ ? 
$9 G&H 担 当 者 は 語る 

ГӨЛ Н Cd 2. АА, も ちろ ん 拝見 し 
まし た 。 投稿 レベ ル で は めった に な い 出 来 と 


言っ て い ぃ でしょ 張 。 た だ 残念 な こと に 
ディ スク を ほとん ど 使 いつ ぶす くら い 夫 きい 
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Ж» が , し か し , 今回 は いつ も と 


か い CE 


の で , と て も 本 誌 に は 載せ られ な い 
ん で すね 。 xo, も し 載せ る と .2 

を 2 で あわ ね , キャ ラク タデ ー タ ЖЕ 
多少 は 圧縮 が 可能 し し て 、 た と えば 全 | 
部 で 250K に な る と する と , 本 誌 の オォ | 
ー ソ ドッ クス な 1 ペー ジ 10 ブ ロッ ク の 
ダン プリ スト で 100 ペ ー ジ ……『「 表 司 麻 雀 」 
な ど で 小 きく 見 づら いと 不評 を 買っ た 1 ペー 
ジ 15 ブ ロッ ク で も 60 ペ ー ジ 以上 で すか ら ね 。 
それ を 打ち 込ん で くだ さい と いう の は , ちょ 
っ と 。 面 クリ アゲ ー ム で は あり ませ ん か ら 
「 少 年 マイ ク の ひと り 旅 」 の と き の ま よう に 一 


部 だ け 載 せる わけ に も いき ませ ん し 。 は あ , 


STATUS" 
(үс 


Oh/FM か らら パッケージ 販売 で すか 。 も ちろ 
ん 市 販 パ ッ ケ ー ジ 化 と も な れ ば , スト ー リ ー 
と か ゲー ム バ ラン ス と か も う 少 し ツメ は 必要 
と いう こと で , 一 応 は 検討 し た の で す が ,。 を 
うぅ う で すね , 流通 に か ける と な る と 原価 の 問題 
T, 作者 の 方 が 想定 し て いる 金額 より 安 《 な 
る こと は まず な いで し ょ うか ら , ゲー ム フ ァ 
ン に は か えっ て お する を 分 け の ほう が いい ん じ 
ゃ な いで すか 。 
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49 R.A 隊 上 員 A は 語る 


隊長 , 投稿 の が ゲーム で 遊ん で ば か り い な い 
C, 早く 水曜 日 の 原稿 に た りか か っ て 《 だ さき 
ТА 


る R.A 隊長 は 語る 
うお お お お お お お お お お お お お お っ / グ 
近所 の 人 は 語る 


普段 は お と な し い , 
EDZA 


4 BU, 作者 は 語る 


AV シリ ー ズ を も っ て いる 人 に は , ぜひ と 
も この 「 艇 礼 用 」 を プレ イ し て いた だ きた だ たい 
と 思い ます 。 そ ん な に 時 間 は か か ら な いと 思 
う し, ЖЯКЖая Кп (5 なく, 927. 

ご 希望 の 方 は , 現金 書留 か 定額 小 為替 で 2, 
500 円 を 下記 まで ぉ 送り くだ さい 。2,500 円 の 
内 容 は ディ スク 代 ・ マ ニュ アル 代 ・ 送 料 ・ 封 
筒 代 ・ 手 数 料 で , 3.5 イ ンチ の ブラ ンク ディ 
スク を お 送り いた だ いた 場合 は 2,000 円 で け 
2459€ 15 

最後 に な り ま す が , 


いい WI だ っ た ん て が 


ひょう げん Club の 皆 


さん と , Music を 作っ て くれ た 山口 きん , $ 

Жал, ご 協力 本 当 に あり が と う ざ ぎ ざい まし 

736 

Q'"7T319-11 茨城 県 東海 村 白 方 1564-61 
1%0292-82-1048 野崎 広之 


Or FM-7, NEW 7, 77, AV(F-BASIC V30) イン 


本 当 に 久しぶり に FM-7 系 用 の 日 色 グ ラフ ィ ッ クエ ディ タ の 登場 で す 。AV が 発売 され 
て か ら と いう も の は , 市 販 さ れる も の も 掲載 され る プロ グラ ム も 409B 色 用 ば か り 。 確か 
に 表現 カ な ど は , 40 ヨ B 色 の ほう が 上 な の は 当然 で す 。 し か し , 日 色 に は 日 色 の よさ が あ 
る は ず で す 。 た と えば デー タ 量 が 小さ い の で あつ か い が 楽 だ っ た り , 操作 性 も CDLOH の 
部 分 だ け を 考え て も シン プル その も の で 使い や すい と いえ る で し ょ う 。 つ まり , お 絵 書 き 


感覚 で 楽し め る と いう わけ で す 。 


また , この 「GE-8」 は 機能 的 に も , 自分 で 付け た い 機能 を 拡張 で きる (機能 拡張 の 使 


用 法 は 来 月 号 ) ほか , 


特集 の 日 色 3 ロ コンバータ 用 の 絵 の 作成 に も 使え ます 。 


と いう わけ で 。 こ の 「GE-B」 も レト ロ 的 な お も し ろ さ と いう の で は な く , フ ユ ー ザ か 
ら AV ユ ー ザ まで 使っ て 楽し ん で ほし い プ ログ ラム で す 。 


072 ス し ぶり 


Каб ==: 05:0 0 Lb5soSuiu b 
. OPEDIT Mk.4 (米村 氏 製 作 の グラ フィ ッ 
クエ ディ タ ) が 本 誌 に 掲載 され て か ら 3 年 
半 で らい だ た っ て だ ん で すね ェ ー。 


僕 の 好き な 物 た ち を 描い て み ま し た 


で も っ て , FM-7 上 で 走る グラ フィ ッ ク 
エディ タ (以下 СЕ” ЕҢ) は それ 以来 1 
本 も 発表 きれ て な い ハ ズ ( 違 っ た ら ゴ メン )。 
で , 今回 FM-7 用 の GE を 作っ た の で す が , 
だ けど , 最近 の 市 販 の GE は すん ご く 〈 性 能 ヵ 
いい か ら , 比べ られ る と 困っ ちゃ うん で す 
Xu. Ev 9956, と ぐに ぎわ だら だ た 機 


能 は な いけ れ ど , 操作 性 だ っ た ら 負 け な い 
と いう GE を 発表 きせ て いた だ きま す 。 だ い 
た いで すね ー, 満足 に 絵 も 書け な い 僕 に GE 
製作 の 話 を も ちか けた の が そもそも の 間 違 
い だ っ た と 思う ん だ けど な ーー (特集 の ほう 
に カニ の 絵 が ある で し ょ 。 あ れ が 僕 の 書け 
る 絵 の 限界 で す )。 な ん て 気 の 弱 い 話 か ら 始 
め て し まい まし た けど ,。 ここ に 発表 する か 
ら に は 皆さん に 使っ て いた だ だ き た いと いう 
の が 本 心 で す の で , ぜひ 打ち 込ん で みて 
Au 


グラ フィ ッ ク エ ディ タ 


_ こい つの 特徴 | 


NE キ 
ー ボ ー ド も サポ ー ト ば も で て に ます た だ 
キー ボー ド 使 用 時 の 操作 性 は 保障 し ませ ん 。 
と 書く と 7 ユー ザ の 人 が ペー ジ を めく っ て 
いっ ちゃ いそ う で す が , キー ボー ド て で 使っ 
て も を その へ ん の GE より は 使い 勝手 が よい 
と いう こと だ け は 保障 し て お きま し ょ う 。 
7 ユー ザ の 中 で どの くら い マ ウス ユー ザ が 
いる か は わか り ま せん が , 
クイ エム の だ た め に マウ ス を 買っ て し まっ た 


マン ハッ タン レン レ 


テリ ジェ ント マウ ス , FM マウ ス 対 応 


7 ユー ザ も 大 勢い る と 信じ て いま す ( 僕 だ け 
で は が ない バズ だ /)。 

次 に , PEDIT Mk.8 の よう に エディ ッ ト 
中 の 画面 を 常に 拡大 し な が ら エ ディ ッ ト で 
きま す 。 ま た , 大 ざっ ぱ で いい と き な ど は 
か えっ て う ざ っ だ た いと き が あり ます の で 
OFF に する こと も 可能 で す 


左上 が ズー ム 機 能 

メニ ュー が 階層 化 さ れ , 選択 
に 下 に 表示 され て いま す ( 図 1) 
$45, zi vir MSS SUM Rt 


ZORE, 
時 に は 常 


の 下 に る さらに コマ ンド メニ ュー が ある こと 
を 表し て いま す (OS-9 等 で いう ディ レク ト 
リフ ァイル みた だ いな も の で す )。 まだ , ユマ 
ンド 表示 が 赤字 で ある と き は , その コマ ン 
ド を 選ぶ と 直接 実行 する こと を 意味 し ます 。 
どー で す ? 細か いと ころ に まで 気 を 配っ 
て ある 親切 設計 / し か も , FORMAT や 
CLS% E, 危な い コ マン ド は 2 回 選ば な け 
れ ば 実行 きれ な いよ うに な っ て いる ん で す 。 
強い て 言え ば 初心 者 仕様 の CE っ ちゅ ー わ 
け で すね 。 

t, 勢 じ に よく 2 つ 特 徴 を あげ た と ころ で 
最後 に もち も う ひ と つ , これ は 大 きい 。 自分 の 
欲し い コ マン ド が 簡単 に 拡張 で きる と いう 
こ と で す 。 今回 は 説明 で きま せん が 次 号 で 
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01 コマ ンド ー 


EDIT CURVE 
| PSET 
SIZE 
LINE LINE 
COLOR BOX 
BOX FILL 
COLOR 
PAINT PAINT 
クロ マキ ー 
ТШЕ 
LIMIT 
|ë COLOR 
DISK SAVE 
LOAD 
FORMAT — FORMAT 
シュ クシ ョ ウ LOAD 


DRIVE 
ыкы MOUSE 

NUS S um 
CLS ——————— CLS 


詳し 拡張 方 法 と 拡張 コマ ンド を 説明 する 
つも 0 で す の で よろ し く 。 


CE ABAT- ГЕ 


КЫ 


СГЕАК 
&H4FFF の 
っ て や っ て お いて ね 。 
そう し な いと 途中 で 
ブッ ト ご な だ て こと 
に も な りか ね ませ ん 
よ (ブッ トン だ か ら 
っ て 編集 部 の 僕 宛 に 
ブッ トビ ご 祝儀 を 送 
る 必要 は あり ませ ん 。 
麻雀 を 知ら な い 人 に 
は わか ら な い ネ タ で 
し だ た)。 € 5 2:6, 4T 
ち 込 み 終 わっ た ら , 
SAVEM 
"MENUm', 


&H5000, &H69E7, &H5000 の 
と し て セー ブ し て お いて くだ きい 。 ブ ログ 
ラム は この 3 本 で 全部 で す 。 
3 本 の プロ グラ ム を すべ で て 打ち 込み 終わ 
っ た ら , 1 枚 の ディ スク に 入れ て お きま し 


ET, リス ト 1 は BASIC プ ログ ラム で す 
DT, 素直 に 打ち 込ん で SAVE し て くだ き 
い 。 セー ブ 方 法 は , 

SAVE “СЕ-8” の 
BC も し で あい て 記 Ss 

ЖЕ, リス ト 2 で す 。 これ は , “ОРОКЕ” 
と いう 命令 を BASIC に 増設 する た め の も 
の な の で す が , これ は 本 誌 "88 年 2 月 号 の 私 

の 記事 中 に ある も の と 同じ も の で す の で て 

に 打ち 込ん で ある と いう 人 は それ を を 
の まま 使っ て いた だ いて けっ こう で す (1988 
年 2 月 号 「 拡 張 BASIC は こん な と き 便 利 」 
中 の リス ト 5 で す )。 あ ん な の 打ち 込ま な か 
っ た よー ん と いう 不届き も の は , 

CLEAR , &H4FFF © 
と し て か ら , BASIC の MON コ マン ド な り 
その 他 の 打ち 込み ツー ル を 使う な り し て 打 
ち 込 ん で くだ きる い 。 打ち込み 終わ っ た ら , 

SAVEM "DPOKE', &H5000, 

&H50A6, &H5000 の 
と し て セー= グ し て お いて くだ さい;。 

次 の リス ト 3 。 これ も マシ ン 語 プロ グラ 
AS ACT ES ザイ ズ が チト で が いら 。 で す 
か らら MON コマ ンド な ん か で ポッ ツ ポッ 打ち 
込む の は 避け まし ょ う 。 そん な ヒマ が あっ 
た ら マ シン 語 打 ち 込 み ツ ー ル で も 打ち 込ん 
С, それ を 使っ て 入れ だ ほう が 速い と 思い 
ます ょ 。 あ ー そ 一 そ を 一 。 打ち込む 前 に は , 
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i5 вайа 


нЕ RE 


, それ で は 動か そ ー ө, 


それ で は , 起動 の し か た を 説明 し まし ょ 
jo ちょ っ と 面倒 くる きく な っ ちゃ っ た ん で 
すけ ど 慣 れれ ば どう と いう こと は な いで し 
dr dv, 

LOADM "DPOKE',, RQ 
と し て , BASIC を 拡張 し て か ら , 
RUN 'GE-8" О 


起動 時 の 画面 


と し て く 〈 く だ さい 。 す る と GE-8” が 勝手 に 
リス ト 3 の MENUm* を 読み 込ん で 8 色 対 
応 GE が 起動 し ます 。 も し この と き DPOKE 
文 が 拡張 きれ て いな いと 警告 メッ セー ジ を 
出力 し て ゲロ グラ ム は 強制 的 に 中 断 さ れ て 
し まい ます の で DPOKE 文 を 拡張 し て か ら も 
う 一 度 RUN "GE-8" の ⑦ を や っ て 《 だ さい 。 


@ 有 いたら 使 あー か @ . 


で は , СЕЗ (オッ ト , ここ で 初め て 出 て 
ЖӘНЕ, これ が この グラ フィ ッ ク エ デイ 
タ の 名 前 で す ) の 使い 方 を 説明 し まし ょ う 。 
まず は , 各 機 能 を 通し て GE-8 内 に お いて 共 
通 な 点 と , 本 稿 内 に お いて の 用 語 の 定義 を 
GUT た だ さま すず 。 

まず は , マウ ス の ボタ ン で す が , 左 ボ タ 
ン を SW1, 右 ボ タン を SW2 と し ます Cd, 
FM マウ ス と MSX マ ウス に 関し て は , 操作 
方 法 は 全く 同じ で す )。 また , キー ボー ド 使 
用 時 に お いて は , スペ ー ス キー が SW1, Y 
ター ン キ ー が SW2 に それ ぞ れ 対応 し て い 
ます 。 を その 他 の キー ボー ド の 詳し い 操 作 説 
明 は あと の ほう で 出 て きま す の で そちら の 
ほう を 見 て くだ さい 。 

Са, 次 に メニ ュー の 基本 的 な 見 方 に つ 
いて 説明 きせ て いた だ きま す 。 図 2 を 見 て 
くだ きい 。 メ ニュ ー と は , 画面 の 下 の ほ う 3 
に 青い バッ ク で 表示 され て いる コマ ンド 選 
択 用 の エリ ア の こと も いい ます 。 ご こ て で 
メニ ュー 枠 内 の 左上 の ほう の 黄色 で 表示 き 
れ て いる の が , メニ ュー 名 で , 自分 が 今 ど 
の メニ ュー を 見 て いる の か わか る よう に な 
っ て いま す 。 を の 右 ど な り に ある の が , Ж 
ー ム 機能 の ON/OFF ス イッ チ で す 。 これ が 
ON に な っ て いる と き は , EDIT コ マン ド 下 
の COLOR を 除い た すべ て の コマ ンド 実行 
時 に , カー ソル の まわ り が 拡大 きれ て 画面 
の 左上 また は 右上 に 表示 きれ ます 。 つ いで 
に 説明 し て し まう と , この ズー ムウ ィ ン ド 
ウ 内 に カー ソ ツル が か か り そ う に な る と , Ж 
ー み ウイ ンド ウ は それ を セラ リ bip С, 
左上 に いた と き は 右上 に , 右上 に いた だ とき 
は 左上 に と 逃げ 回 り ま す 。 カ ー ソ ル の 中 心 
部 が ウィ ンド ウ 内 に 入る こと は 絶対 あり ま 
せん が , CURVE や PSET コ マン ド を 使用 
中 に 勢い よく ウィ ンド ウ 内 に 突っ 込ん で 〈 
る と , ウィ イン ドウ を 切り 換え る と き に 少々 
タイ ムロ ス が あり , その た め に 本 来 滑ら 
に つなが る 線 が カク カク に な っ て し まう 應 
れ が ある の で , ウィ ンド ウ 近 辺 で は マウ ス 
を ゆっ くり 動か す よ うに し て くだ さい 。 

KU, その と な り の も の は , г? АЖ 
調節 スイ ッ チ な る も の で , これ が Slow の と 
き に は , マウ ス の 移動 量 が 1/2 に な り ま す 。 
細か い 作 業 を 行う の に 便利 で し ょ う 。 Zi, 


2 メニ ュー の 説明 


ズー ムウ ツィ ンド ウツ 


カー ソル (クロ スカ ー ン ソル ) 


メニ ュー の 名 前 
ズー メ 機 能 ス イッ チ 


〆 


マウ ス 速 度 調節 スイ ッ チ 


<<< >>> _ MOUSE: Norm 


ZOOM ON 
| | 


| 


pris 


コマ ンド 


ズー ム ス イ ッ チ と マウ ス 速 度 調節 スイ ッ チ 
は , を そこ に カー ソル を も っ て いっ て SW1 を 
押す こと に よっ て ON/OFF を 繰り 返し ま 
す 。 

次 に コマ ンド 選択 の 方 法 に つい て 説明 し 
まし ょ う 。 コ マン ド を 選ぶ と き に は 。 カー 
ツル を を その コマ ンド の と ころ に も っ て いっ 
て SW1 を 押す こと に よっ て 行い ます 。 カ ー 
ツル が コマ ンド 表示 部 内 に 入る と その 部 分 
の 色 が 反転 し ます 。 ま た , カー ソル が コマ 
ンド 表示 部 分 に 入っ て いな い の に 色 が 反転 
し て いる も の が ある し とき は , SW2 を 押す こ 
と に よっ て , その コマ ンド が デフ ォ ル ト ( 省 
FOD) コマ ンド と し て 実行 きれ ます 。 ど 
の よう な と き , デフ ォ ル トコ マン ド が セッ 
ト さ れる か と いう と , 基本 的 に は , その メ 
ニュ ー ト で , 最後 に 選択 きれ た コマ ンド が 
デフ ォ ル トコ マン ド に され る よう に な っ て 
OTH, メニ ュー に よっ て は それ が 行わ 
れ な いも の も あり ます 。 メ ニュ ー を 抜け て 
1 段 上 の メニ ュー に 帰る と き は , EXIT と 
書か れ た コマ ンド を 選び ます 。 メ ニュ ー に 
ょ っ て は EXIT の な いも の も あり ます が , 
その よう な と き は , 何 か 1 つ コマ ンド を 選 
A», SW2 を クリ ッ ク (押す ) すれ ば 抜け 
られ ます 。 だ た だ し メイ ン メ ニュ ー (最上 段 
の メニ ュー) か ら 抜 ける と いう こと は あり 5 
ませ ん 。 こ れ で だ いた い の 操 作 の し か た は 
お わか り い た だ けた と 思い ます の で , 各 コ 
マン ド の 使い 方 の 説明 に 入り まし ょ う 。 
* CURVE 

この コマ ンド は 曲線 を 引く た め の コ マン 
ド で す 。 SW1 が 押 き れ て いる 間 マ ウス る 動 
PFE, カー ソル の 軌跡 むり に 線 を 引っ 
ば り ま すず 。 な お この コマ ンド は 。 キー ボー 
ド で は 使用 で きま せん (だ っ て SW1 に 相当 


する スペ ー ス キー を 押し な が ら カ ー ソ ルキ 
ー を 押し た っ て FM-7 じ ゃ 読み 取れ な いん 
だ も ん 。 AV は 別 ぴ だけ ど ね …… ) 同じ よう な 


CURVE を 使っ て 書い て み ま し た 


こと は 後述 の LINEK コ ユマ ンド で で きま す の 
て を も ら を ご 覧 《 く だき さい 。 メ ニュ ー に 族 る 
に は SW2 を クリ ッ ク し て くだ る きい 。 さ また 。 
この と き に 引か れる 線 の 色 は COLOR ュ ユマ 
ンド て 選択 し て ある 色 で す 。 次 の PSET と 
LINE メ ニュ ー 下 の コマ ンド も 同じ で す 。 
ж PSET 

この コマ ンド は , SW1 が 押さ きれ た 時 点 の 
カー ソル 座標 に 点 を 打つ と いう も の で す 。 
これ が 本 来 の 機能 な の で す が , SW1 を 押し 
な が ら マ ウス を 動か す と アラ 不思議 (どこ 
D7), カー ツル と 同じ 太 き の 線 を 引っ ぱっ 
て くれ る ん で すね ー。 しかし, 本 来 は 点 を 


点 の 大 き さ は この 5 種類 


打っ て いる だ け で す の で , ズー ム ON 時 な 
ど に マウ ス を 速く 動か し たり する と 間 が 大 
きく な り , 破線 に な っ て し まう こと も あり 
id. キーボー ド の 人 は , この ユマ ンド で 
線 を 引っ ぱる と いう の は 使え ませ ん (本 当 
は で き な い こと は な いけ ど , 面倒 くさ い )。 
メニ ュー に 戻る に は SW2 を クリ ッ ク し て 
《 だ きい 。 
w SIZE 

この コマ ンド は , PSET で 打つ 点 の 大 き 
きる を 指定 する た め の も の で す 。SIZE 0 ~ 
SIZE4 の 5 段階 が あり ます 。 本当 は , ちゃ 
ん と 画面 に 5 種類 の 太る の カー ソル を 表示 
し て 選択 び で きる よう に し た か っ た の で す が , 
この よう な 形 に な っ て し まい まし た 。 許 し 
て 《 だ さい ね っ 。 
* LINE | 

この コマ ンド は 読ん だ と お り 画 面 に 直線 
を 引っ ぱる た め の コ マン ド で す 。 こ の コマ 
ンド を 選ぶ と まず 十字 形 の カー ソル (これ 
を クロ スカ ー ン ソル と 呼ぶ ) が 出 て いま すね 。 
この 状態 の と き に は , 直線 の 始点 を 決め る 
こと を 意味 し ます 。 こ こ て で 適当 に 始点 を 決 
め て SW1 を 押す と 今度 は カー ソル が 線 の 
カー ツル (ライ ンカ ー ソ ル と 呼ぶ だ ー よ ) 
に 変身 し ます 。 こ こ で マウ ス を 動か し , B 
分 の 引き た いよ うに カー ソル を 移動 きせ た 


LINE 


見 た と お り の ライ ン 
ら 5SW1 を 押し ます 。 す る と , その と おり の 
ライ ン が 引か れ ま す 。 それと 同時 に 今 引い 
た ライ ン の 終点 が , 新しい 始点 と し て (や 
っ て みる と す で わ か り ま す ) また ライ ン を 
引け る よう に な り ま す 。 こ こ で 続け て ライ 
ン を 引く な ら 先 ほど と 同じ よう に し て 〈 く だ 
きい 。 また 新しく 始点 を 決め る に は SW1 を 
押し て くだ きい 。 す る と カー ソル が クロ ス 
カー ツル に 戻り , 再び 始点 を 決め る こと が 
で きる よう に な り ま す 。 こ の コマ ンド から 
メニ ュー に 戻る に は , クロ スカ ー ソ ル が 出 
て いる と き に SW2 を 押す と 戻れ ます 。 
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ж BOX 

この コマ ンド は 画面 に 四角 形 (長方形 ) 
を 書く た め の コ マン ド で す 。 こ の コマ ンド 
を 選ぶ と, クロ スカ ー ソ ル が 表示 され 始点 
の 決定 を 要求 きれ ます の で , 素直 に 始点 を 
決め て SW1 を 押し て くだ きい 。 する と 今度 
は , カー ソル が ボッ クス カー ソル に 化け ま 
す 。 こ の とき は 終点 (っ て 言う の か な ? ) 
を 決め て SW1 を 押し て くだ さい 。 そ うす る 


2 ВО 


BOX コマ ンド 


t, 長方形 を 書い て くれ ます 。 ま た 終点 を 
決め る と き (ボッ クス カー ソル の と き ) に 
SW2 を 押す と 始点 の 入力 の と ころ に 戻り 
ます 。 も ちろ ん を の と き は 箱 を 書き ませ ん 。 
この コマ ンド を 抜け る に は クロ スカ ー ソ ツル 
が 出 て いる と き に SW2 を 押し て くだ さい 。 
w BOX FILL 

この コマ ンド は , BOX の と き と 同 じ よ う 
に 箱 を 書く て ため の コマ ンド で す 。 が, BOX 
と は 違い 箱 の 中 を COLOR で 指定 され て い 
る 色 で 塗り つぶ し ます 。 その だ め に BOX 
( 箱 ) FILL (満た す ) と いう 名 前 が 付い て い 
る の で す (GE に よっ て は BOX FULL の と 
きも ある )。 操 作 方 法 は BOX の それ と 全く 
同じ で す の で そちら を 参照 し て くだ さい 。 
ж COLOR 

CURVE, PSET, LINE, BOX, BOX 
FILL, PAINT の 各 コ マン ド 中 で の 書く と 
き の 色 (PAINT の 場合 は 塗る 色 ) を 指定 す 
る ため の も の で す 。 
ж PAINT 

ゴメ ン な きい 。 これ は 中 間 色 ペイ ント で 
は な くく て, モノ カラ ー ペ イン ト ( 単 一 色 ペ 
イン ト ? ) CT, この 原稿 を 書い て いる 時 
点 で 中 間 色 ペイ ント ルー チン も いち お う は 
動い て いる の で す が , まだ 不安 な と ころ も 
ある の で 次 号 で 拡張 する と いう 形 に な っ て 
た , ま ゅ まし た 。 で は 。 この モノ ペイ シド の 
使い 方 を 説明 し まし ょ う 。 モ ノ ペ イン ト な 
ん て 言っ て いる の で 何 か 特 殊 な ペイ ント か 
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と 思わ れる 方 も いる と 思い ます が , これ は 
F-BASIC で サポ ー ト し て いる の と 全く 〈 同 
じ も の で す 。 使い 方 は , LIMIT て 境界 色 を , 
COLOR で 塗る 色 を 決定 し た うえ ぇ で , РАІ 
NT コマ ンド を 選び ます 。 す る と クロ スカ 
ー ソ ル が 表示 され ます の で , 塗り 始め る 点 
に カー ソル を も っ て いき SW1 を 押し ます 。 
を そう すると, 境界 色 で 囲ま れ た 内 側 を 塗り 
к өзі, こと GL つの 入間 し て お 
(E, この PAINT と いう コマ ンド は も の 
すご く 人 危険 な ユマ ンド で す 。 た だ たとえば, Ж 
界 色 の 指定 を 誤っ た り , 境界 色 で 囲ま れ た 
と ころ に 1 ドッ ト で も スキ 間 が ある と そこ 
か ら PAINT も れ を 起こ し , せっ か が 〈 書 い 
た 絵 が メチ ャ クチ ャ な ん て こと に も な りか 
ね ませ ん 。 を そこ で , PAINTT の 前 に は , 画面 
を DISK に モー ブ し て お いて か ら 行 っ た は ほ 
うぅ が 無難 だ と 思い ます 。 こ の コマ ンド を 抜 
ける に は SW2 を 押し ます 。 
x クロ マキ ー 

クロ マキ ー と いう の は TV な ど で よ く 〈 使 
われ る 特殊 効果 の 1 つ で , た と えば ,「 お れ 
た ち ひ ょ ー き ん 族 」 の 中 で , タケ チャ ンマ 
ン (ちと 古い ?) が 空 を 飛ん で いる と ころ 
な ん か に 使わ れ て いた (ハズ ) で す 。 こ の 
場合 は タケ チャ ンマ ン の バッ ク を 青 一 色 に 
し て お き , その 青い 部 分 に ほか の 映像 ( ビ 
ル な ど ) を 重ね 合わ せ て あたかも 空 を 飛ん 
で いる よう に 見 せ か け て いま す 。 こ の GE-8 
の クロ マキ ー も , だ いた い 同 じ で , LIMIT で 
指定 され た 色 の と ころ を , TILE て 選択 き 
れ て いる タイ ル パ タ ー ン に 置き 換え る も の 


四角 の 部 分 が クロ マキ ー 処 理 さ れ て いま す 


で す 。 使 い 方 を 説明 し まし ょ う 。 ま ず コ マ 
ンド を 選択 する と クロ スカ ー ソ ル が 出 ま す 


DT, クロ マキ ー を か けた い 範 囲 の 左上 に 
カー ソル を 移動 せ すさ る, SW1 を 押し て くだ る き 
Oo RE, カー ツル が ボッ クス カー ソル に 
化け ます の で , クロ マキ ー を か けた だ たい 範囲 
の 右 下 に カー ツル を も っ て いき SW1 を 押 


し て 範囲 を 指定 し ます 。 な お , この と き 
SW2 を 押す と , カー ソル が クロ スカ ー ソ ツル 
に 戻り , 左上 指定 に 戻り ます 。 範囲 指定 で 
は , 左上 , 左下 の 順 で 指定 し な けれ ば クロ 
マキ ー は 実行 きれ ませ ん 。 メニ ュー に 戻る 
сіз, クロ スカ ー ソ ツル が 出 て いる 時 点 で 
SW2 を 押す こと に よっ て 行え ます 。 
т TILE 

クロ マキ ー を 行う と き に 使う タイ ル パ タ 
ー ン を 設定 する た め の コ マン ド で す 。 コ ユマ 
ンド を 選ぶ と , 画面 左上 の ほう に あら か じ 
め 設 定 さ れ て いる タイ ル バ パタ ー ン が ズラ ッ 
と 並ん で 表示 され ます の で , 自分 の 使い た 
v (また だ は 変更 し た だい) と 思っ だ タイ ルフ パ 
ター ン の と ころ に カー ソル を も っ て いき , 
SW1 を 押し ます 。 す る と , その 上 に 拡大 き 
れ た パタ ー ン が 表示 きれ ます 。 こ の と き に , 
自由 に パタ ー ン を エディ イッ ト で きま す 。 エ 
ディ ッ ト の し か た だ は, 8 x 8 の パタ ー ン 拡 
大 エリ ア の 下 に , 色 が 並ん で いる な か で 
自分 が 使い た いと 思う 色 の と ころ に カー ン ツ 
ル を も っ て いき SW1 を 押す と その 色 が 選 
択 で きま す 。 色 を 決め た ら , その 色 の 点 を 
打ち た いと ころ (8 X8 枠 の 中 で ) に カー 


タイ ル パ タ ー ン の 設定 


ソル を も っ て いき SW1 を 押す だ け で す 。 
SW1 を 押し な が ら カ ー ソ ル を 動か す と そ 
の まま 動い た と お り に 点 を 打っ て いっ て く 
れ ま す 。 こ の と き に SW2 を 押す と , 8X8 
枠 は 消 ぇ を 再び パタ ー ン 選択 に 戻り ます 。 š 
た , ここ で SW2 を 押す と メニ ュー に 戻り ま 
す 。 
* LIMIT 

これ は , クロ マキ ー を 行う と き に , ЕО 
色 と ど の 色 を タイ ルフ パタ ー ン に 置き 換え る 
ょ うに する か 指定 する た め の も の で す 。 本 
来 。 この コマ ンド は 中 間 色 ペイ ント の 境界 
色 指 定 の た ゅ に あっ だ コマ ンド な の て LI 
MIT (境界 ) と いう 名 前 に な っ て いま す 。 
次 号 で 拡張 する 中 間 色 ペイ ント で も この 


LIMIT を 使い ます 。 
ж SAVE 

CRT デ ィ ス プレ イ に 表示 され て いる 絵 
を ディ スク に 記録 し て ぢ お く コ マン ド で す 。 
これ を 選ぶ と , DATA0 一 5 まで の サブ メ 
ニュ ー が 表示 る され ます の で , 自分 で セー ブ 
し た いな と 思う 画面 番号 を 選ん で SW1 を 
押す と モー ブ さ る れ ま す 。 確 認 な ど は いっ さき 
い 行 いま せん の で 注意 し て くだ さい 。 絵 の 
デー タ の 管理 は 。 すべ て ファ イル ネー ム で 
は な (画面 番 号 で 行い ます 。 画面 セー ブ デ 
ィ ス ク は , GE-8 で で フォー マット, も し く は 
今 号 の 特集 内 の 8 色 用 3D ュ ン バ ー タ (私 の 
プロ グラ ム で す よ ) の 記事 に 従っ て 初期 化 
し て 作り , それ 以外 の ディ スク に は セー ブ 
(m= だ より で きき さん 。 ちゃ ん を も ID 
の 確認 を も 行っ て いる の で ,F-BASIC の ディ 
スク な ど に 誤っ て 絵 を セーブ プ し ちゃ っ た と 
ゅ うこ も は あり ませ ん 。 
ж LOAD 

SAVE コ ユマ ンド で セー ブ き れ て いる 絵 を 
読み 込み ます 。 画面 番号 の 選択 な ど は SA 
VE コ マン ド の と き と 全 く (同じ で す 。 言 い 忘 
れ て いま し た だ た が, SAVE/LOAD 時 に は , 部 
分 モー ブ や 部 分 ロー ド (画面 の 指定 し た エ 
リア の み の セ ー ブ / ロ ー ド ) と いう ぅ 機能 は あ 
り ま せん 。 常 に 全 画 面 指定 で す 。 
w FORMAT 

_GE-8 で 読み 書き で きる よう に V3.0 の 2D 
ディ スク を 書き 換え ます 。 先ほど も 書い た 
よう に この コマ ンド か , p.46 の ブログ ラム 
以外 で 書き 換え られ た ディ スク に つい て は 
GE-8 で は いっ さい 読み 書き で きま せん 。 ご 
注意 くだ さい 。 な お , FORMAT の 場合 は , 
ID の 確認 が 行え を な いた め , コマ ンド を 選択 
する と, DRIVE で 指定 され た ドラ イブ の デ 
ィ ス ク を 勢い よく (? )FORMAT し 始め ま 
す の で た い ぃ へ ん 危険 で す 。 こ の だ ため に , v 
ザ と FORMAT コ ユマ ンド に サブ メニ ュー を 
付け て , 2 度 選択 し な いと 実行 び できない よ 
うに な っ て いる の で す 。 て くれ で ぐれ も 大 切な 
ディ スク を 壊す こと の な いよ うに し て くだ 
きい 。 な お , GE-8 用 の 画面 セー ブ デ ィ ス ク 
t, 特集 内 の 8 色 3D ユン バー タ 用 の 画面 
ー ブ デ ィ ス ク は 共用 で きま す の で 本 ブログ 
ラム で 絵 を 描い て 8 色 3D コンバータ で 立体 
画像 を 楽し むと いっ た 使い 方 も 可能 で す 。 
ж シュ クシ ョ ウ LOAD 

これ は , 画面 を 任意 の 大 きる に 縮小 し て 


ロー ド す る と いう も の で は な くく 。 ディ スク 
中 に どん な 画面 が ロー ド さ る れ て いる か 確認 
する た だ た め に 小さき 〈 表 示し て , その 後 , 元 の 画 
面 を 復元 する と いう も の で す 。 具体 的 に 説 
明 し ます と , 選ば れ た 画面 番号 の 絵 を 左上 
すみ に 1/16 の 大 き さ る で 表示 し ます (ちょ っ 
と 小さ すぎ た か な ? )。 そ し て , その 絵 を 見 
て 確認 し た ら 65SW1 を 押し ます 。 す る と , 7 
ラ 不 思 議 (この 表現 好き で すね ー)。 А, ЯН 
小 ロ ー ド で 壊 き され た 部 分 を 復元 し て , また 
画面 番号 選択 の と ころ に 戻り ます 。 こ の っ ュ コ 
マン ド か ら 抜 ける に は , EXIT を 選ぶ し か 
あり ませ ん 。 


左上 が LOAD さ れ た も の 


ж DRIVE 

この コマ ンド は , SAVE, LOAD, FOR 
MAT, シュ クシ ョ ウ LOAD 時 に お いて 動 
作 の 対象 と な る ドラ イブ を 指定 する た め に 
使用 し ます 。 た だ し , F-BASIC を 立ち 上 げ 
た と き に , 指定 し た ドラ イブ より 上 の 番号 
(要する に BASIC で 使う と する L,Device 
Unavaliable や Illegal Function Call の 出 
て し まう ドラ オジ ) を 指定 し な ぶ で 《 だ さき 
v, LOAD, SAVE, シュ クシ ョ ウ LOAD で 
は 正常 動作 を し ます が ,FORMAT は 行え ま 
せん 。 くれ ぐれ も 注意 し て くだ きい 。 
ж DEVICE 

この コマ ンド は , カー ツル デバ イス を 指 
定 す る た め の も の で す 。MOUSE を 選ぶ と 
MSX マ ウス モー ド に , キー ボー ド を 選ぶ と 
キー ボー ドモ ー ド に な り , 以後 その デバ イ 
ス か ら の 入力 し か 受け 付け な く な り ま す 。 
x СӘ 

これ は 非常 に 危険 な ユマ ンド で す 。 今 ま 
で 描い て いた 絵 を 一 瞬 に し て 消し 去る た め 
の コマ ンド で す 。 黒 の BOX FILL の 全 画 面 
指定 で も 同じ こと が で きる の で す が , ちょ 
っ と お 洒落 に し て み ま し た 。 


* * * 


以上 で GE-8 の 全 コ マン ド の 説明 を 終わ 
り ま す 。 ひと と お り サ テッ と 読め 絆 だ 愉 た 
いわ か る で し ょ うし , あと は , 実際 に 使っ 
て い だ だ で く の が 一 番 だ と 思い ます 。 

メニ ュー 表示 は BASIC で 行っ て いる の 
С, スピ ー ド 的 に や や 不満 な と ころ も あり 
ます が , 仕様 と し いう こと で 今回 は カン ベン 
じ に で で くださ MY。 

8%, ここ まで は マウ ス 中 心 で し た の で 
次 に キー ボー ド 使 用 時 に つい て 少し 説明 を 。 
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キー ボー ド 使用 時 に は , マウ スモ ー ド と 
の 差 を で きる だ け 少 な (する た め に ,。 いく 
つか 違っ た 動作 が で きる よう に な っ て いま 
す 。 ま ず , キー ボー ド 使 用 時 に は , 独立 し 
た 2 本 の カー ツル を 持つ こと が で き , これ 
ら を 「 描 画 用 」,「 メ ニュ ー 選 択 用 」 と いっ 
た ょ よう に 役割 を 決め て 使い わけ る こと が で 
きま す 。 こ の 2 本 の カー ソル の 切り 換え に 
は [CI の キー を 押す こと に よっ て 行え ます 。 
KU, メニ ュー の コマ ンド の 左側 に 番号 が 
ふら れ そ の 番号 の [PE | キー を 押す こと に よ 
っ て コマ ンド を 選択 で きる よう に な っ て い 
ます 。 ま た , D-o- erT, その 
ドッ ト 数 ご と に カー ソル が 移動 で きる よう 
に な り ま す 。 [0] の 場合 は 10 ド ッ ト お き に な 
b i+, [SHIET]+ カーソル キー を 押す と 
20 ド ッ ト お き に カー ソル が 動き ます 。 こ の 
へ ん の 動作 は BASIC の GCURSOR = м 
аә 


 өБоонехе Е 


прете вориди 
を 終わ り ま す 。 機能 が 少し 不足 だ と 思う 方 
も いる で し ょ う が , 来 月 号 で 中 間 色 ペイ ン 
ト を サポ ー ト し , その と き に コマ ンド の 拡 
張 法 や , 内 部 ルー チン , ワー クエ リア に つ 
いて の 解説 を 行う つも り で す の で ご 期待 く 
だ さい 。 あ っ , それ と , この GE-8 は 第 7 号 
の FM サー クル プロ グラ ム サ ー ビ ス に 入 
れ ら れる 了 予定 で す が , その バー ジョ ン で は 
ちゃ ん と 次 号 で 紹介 する 中 間 色 ペイ ント や 
その ほか の お いし い コ マン ド が 増え て いる 
は ず で すか ら 安 心して 《 く だき さい ね 。 それ で 
は , また 次 号 で お 会 いし まし ょ う 。 き よー 
な ら 。 
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1000 ' 
1010 " 
1020 * 
1030 ' 
1040 


P 
| 
| GRAPHIC EDITOR FOR FM-7 SERIES 
| “ЕВ” 
| Version 1.000 

1050 | 

1060 | 

1070 | 

1080 ` - 

1090 ' <<< SCREEN INITIALYZE >>> 

1100 WIDTH 80,25:CONSOLE 22,3,0,1:COLOR 7,0:CLS:SCREEN 7,7 

1110 FOR І-0 TO T:COLOR-(I,I):NEXT 

1120 ' <<< INITIALYZE >>> 

1130 PRINT CHR$(27)-*"h" 

1140 CLEAR ,&H4FFF:MA=&H5000:IF PEEK(MA) く >&H16 THEN LOADM "MENUm" 

1150 IF PEEK(&H203)=6 THEN WIDTH:BEEP:PRINT "DPOKE フ "っ h" カク チョ ー サル テ 19023" : END 

1160 DIM N$(10),LIM(T7) 

1170 Z0OM=PEEK(MA+&HD8 ) : DC= PEEK (MA *&HD6 ) + 1 : DP= РЕЕК (MA*&HDA ) + 1 

1180 DD-PEEK(MA-*&HDF)*1 

1190 INPUT "CURSOR DEVICE : [ 0:MSX MOUSE 1:KEY BOARD 2:FM MOUSE ] :",A$:A-VA 

L(A$) 

1200 IF А%-"" ОВ А<0 OR A>2 THEN PRINT CHRS$ (XH1E);:GOTO 1190 

1210 POKE MA*&HET,A 

1220 FOR I-1 TO 10:KEY I,CHR$(&HTF*1):NEXT:CLS 

1230 FOR I-0 TO 7:LIM(PEEK(MA* I*&HED) ) -1: NEXT 

1240 ' 

1250 ' <<< MAIN MENU >>> 

1260 RESTORE 1600:DF=DM:GOSUB 1290:DM-SEL 

1270 ON SEL GOSUB 1740,2230,2800,2840 

1280 GOTO 1260 

1290 ' <<< MENU Э #7 >>> 

1300 EXEC MA*&H09 

1310 READ N,C,TITLE$:POKE MA*&H69,N*2:POKE MA+&HC4 ,C 

1320 FOR 1=0 TO N-1:READ N$(I):NEXT 

1330 ' 

1340 LINE(0,175)-(639,199) , PSET, 1,BF 

1350 SYMBOL(0,175),"««« "«TITLE$*" >>>" 1,1,6 

1360 IF ER$«»"" THEN BEEP:SYMBOL(350,175) ,ER$, 1, 1,2:ERS$-"" 

1370 IF ZOOM-1 THEN A$-"ON" ELSE A$-"OFF" 

1380 SYMBOL(160,175), "ZOOM "*A$,1,1,7 

1390 IF MOUS-0 THEN A$-"Norm" ELSE A$-"Slow" 

1400 SYMBOL(240,175),"MOUSE: "*A$,1,1,7 

1410 ОРОКЕ MA*&H8A,0;160;175,;223;182,128;240;175;327;182 

1420 FOR I-0 TO N-1 

1430 A$-NS(I):IF ВІОНТ%(А%,1)-"%" THEN DIR=1:A$=LEFTS(A$ ,LEN(A$ ) -1 ) ELSE DIR=0 

1440 X1=I*80+(I>7)*640:Y1=184-(I>7)*8:X2=X1+71:Y2=Y1+7 

1450 IF PEEK(MA+&HE7 )=1 THEN А$=В1ОНТ$(5ТВ$(1+1),1)+":"+А$ 

1460 IF LEN(A$)>9 THEN S$-"" ELSE S$=SPACE$((9-LEN(A$ ) ) / 2 ) 

1470 ОРОКЕ MA*&H6A-18*I*9,1*1;X1;Y1;X2; Y2 

1480 SYMBOL(X1,Y1),8$*A$,1,1,4-(DIR-1)*2 

1490 LINE(X1,Y1)-(X2,Y2) ,XOR,6* ( IZ (DF-1) ) *5,BF 

1500 NEXT 

1510 EXEC MA 

1520 Т1=РЕЕК (МА+&НСС) : Т? = РЕЕК (MA*&HCD) : SEL= PEEK (MA*&HC5 ) 

1530 IF T2-255 THEN IF DF-0 THEN 1330 ELSE SEL-DF:GOTO 1550 

1540 IF T1-0 OR SEL-255 THEN 1510 

1550 PLAY "T255L6406F" 

1560 IF SEL- 0 THEN ZOOM-1-ZOOM:POKE MA+&HD8 ,ZOOM:GOTO 1330 

1570 IF SEL-128 THEN MOUS-1-MOUS:POKE MA+&HE2 ,MOUS :GOTO 1330 

1580 EXEC MA+&HOC:RETURN 

1590 ' --- MENU tajd“ ヨウ ノ 7"-2 2"3 ーーー 

1600 DATA 4,7, "МАІМ MENU" , " EDI T€" , "DI SK96" , "DEV ICE%" , "СІ,5%" 

1610 DATA Т.Т, "ЕрІТ", " CURVE" , "PSET" , " SIZE96" , "LINE" , "COLOR%" , " PAINT" ," EXIT" 

1620 DATA 5,7,"PEN SIZE","SIZE 0","SIZE 1","SIZE 2"."BIZE 3","SIZE 4" 
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1630 DATA 8,7,"COLOR" , "20" ," P1" , "Рл", "оо", "ZU", "Ед" 4a" ," £(o" , "n" 
1640 DATA 7,7,"5"4; SAVE","DATA 1","DATA 2","DATA 3","DATA 4" "БАТА 5","DATA 16", 
" EXIT" 

1650 DATA Т,Т,"л" А: LOAD","DATA 1","DATA 2","DATA 3","DATA 4","DATA 5","DATA 6", 
" EXIT" 

1660 DATA 7,7,"232239LOAD","DATA 1","DATA 2","DATA 3","DATA 4","DATA 5","DATA 6" 
" ЕХІТ" 

1670 DATA 2,7,"DISK FORMAT" ,"FORMAT","EXIT" 

1680 DATA 5 T,"LINE","LINE","BOX","BoxFill","COLOR*" ,"EXIT" 


1690 DATA 4,7,"h-Jl 7")" 4A" ,"MSX 392" ," t4" - E^" "FM 324" ," EXIT" 
1700 DATA 6,7, "DISK" , " SAVE" , " LOAD" , " FORMAT%" , "シュ 2 ショ ウ L%" , "DRIVE" ," EXIT" 
1710 DATA 6,7, "PAINT", "PAINT" "クロマキー" ,"TILE" , "LIMIT" , "COLOR" , "EXIT" 
1720 DATA 4,T7,"DRIVE Zz22"","DRIVE 0","DRIVE 1","DRIVE 2","DRIVE 3" 
1730 DATA 2,7,"CLS","CLS","EXIT" 

1740 * <<< EDIT >>> 

1150 RESTORE 1610:DF-DE:GOSUB 1290:DE-SEL 

1760 IF SEL-7 THEN RETURN 

1770 ON SEL GOSUB 1800,1820,1840,2690,1870,1900 

1780 GOTO 1750 

1790 RETURN 

1800 ' ((( CURVE ))) 

1810 EXEC MA*&H03:RETURN 

1820 ' ((( PSET ))) 

1830 EXEC MA+&HOF :RETURN 
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1840 
1850 
1860 
1870 
1880 
1890 
1900 
1910 
1920 
1930 
1940 
1950 
1960 
1970 
1980 
1990 
2000 
2010 
2020 
2030 
2040 
2050 
2060 
2070 
2080 
2090 
2100 
2110 
2120 
2130 
2140 
2150 
0 
2160 
2170 
2180 
2190 
2200 
2210 
2220 
2230 
2240 
2250 
2260 
2270 
2280 
2290 
2300 
2310 
2320 
2330 
2340 
2350 
2360 
2370 
2380 
2390 
2400 
2410 
2420 
2430 
2440 
2450 
2460 
2470 
2480 
2490 
2500 
2510 
2520 
2530 
2540 
2550 
2560 
2570 
2580 
2590 
ЕХТ 
2600 
2610 
2620 
2630 
2640 
2650 
2660 
2670 
2680 
2690 
2700 
2710 


RAS 


PEN SIZE ))) 


RESTORE 1620:DF-DP:GOSUB 1290:DP-SEL 
POKE МА +&НРА , SEL-1 :RETURN 


“QEL 


COLOR ))) 


RESTORE 1630:DF=DC:GOSUB 1290:DC=SEL 
POKE MA+&HD6 ,SEL- 1 :RETURN 


SG 


PAINT >>> 


RESTORE 1710:DF=DPA :GOSUB 1290:DPA=SEL 
IF SEL=6 THEN RETURN 

ON SEL GOSUB 1950,1990,1970,2010,1870 
GOTO 1900 


= KOL 


チュ ー カ っ ショ ク PAINT >>> 


EXEC MA+&H21 : RETURN 


" <<< 


241) 92-2 ту" уһ >>> 


EXEC MA+&H24 : RETURN 


KEE 


クロ マキ ー »25 


EXEC MA*&H27 : RETURN 


SS 


LIMIT (キョ ウ カ イシ ョ ク ) >>> 


EXEC MA*&H09 : LINE(0,175)-(639,199) ,PSET, 1, BF 
SYMBOL (0,175),"<<< LIMIT >>>2",1,1,6 : POKE MA*&H89,8 
FOR I-0 TO 7 
X1-1*80:X2-X1*71:Y1-184:Y2-Y1*7 
LINE(X1,Y1)-(X2,Y2) , PSET , I, BF 
LINE(X1,Y1)-(X2,Y2) , PSET, 7,B 


IF PEEK(MA*&HET)-1 THEN SYMBOL(X1,Y1),STR$(I*1),1,1,7,,XOR 


IF 


LIM(I)-1 THEN SYMBOL(X1*16,192) ,"LIMIT",1,1,7 


ОРОКЕ MA*&H6A*I*9,1*1;X1;Y1;X2;Y2 


NEXT 


EXEC MA 
IF PEEK(MA*&HCD)-255 THEN EXEC MA+&HOC : GOTO 2160 


SEL=PEEK(MA+&HC5 ) : IF SEL-255 THEN 2120 ELSE SEL=SEL-1 
LIM(SEL)=1-LIM(SEL ) : SYMBOL(SEL*80+16,192) , "LIMIT", 1, 1, LIM(SEL)*8*1:GOTO 212 


LC= 0 :CN=0 :AD=MA+&HED 
FOR 1=0 TO Т 
IF LIM(I)-1 THEN POKE АР, І :CN=CN+ 1 : AD=AD+ 1 : LC= 1 


NEXT 
IF CN 


<8 THEN FOR 1=1 TO 8-CN:POKE AD,LC:AD-AD*1:NEXT 


RETURN 


' <<< 


DISK >>> 


RESTORE 1700:DF-255:GOSUB 1290 
IF SEL-6 THEN RETURN 
ON SEL GOSUB 2280,2330,2550,2380,2430 


GOTO 
e oi 


2230 
SAVE >>> 


RESTORE 1640:DF-255:GOSUB 1290 
IF SEL-7 OR SEL=&HFF THEN RETURN 


DPOKE 


MA*&HDC , (SEL-1)*6*1,1,0 


EXEC MA-*&H12:GOSUB 2470:RETURN 


OLR 


LOAD >>> 


RESTORE 1650:DF=255:GOSUB 1290 
IF SEL=7 OR SEL=&HFF THEN RETURN 


DPOKE 


MA+&HDC , (SEL-1)*6+1,1,0:POKE MA+&H10E,0 


EXEC MA+&H15:GOSUB 2470:RETURN 


dit 


2227532 LOAD >>> 


RESTORE 1660:DF-255:GOSUB 1290 
IF SEL-7 OR SEL-XHFF THEN RETURN 


DPOKE 


MA*&HDC, (SEL-1)*6*1,1,0:POKE MA*&HIOE,255 


EXEC MA+&H15:GOSUB 2470:GOTO 2380 


! <<< 


DRIVE CHANGE ››› 


RESTORE 1720:DF-DD:GOSUB 1290 
IF SEL-XHFF THEN RETURN 


DD-SE 
К 


L:POKE MA+&HDF , SEL- 1 : RETURN 
ERROR CKECK ))) 


ER-PEEK(MA-&HE0):1F ER=0 THEN ER$="" :RETURN 
RESTORE 2520 


FOR I 


-0 TO ER-&HOA:READ ER$:NEXT 


RETURN 


ЩН; 


DATA "Drive Not Ready","Disk Write Protected","Hard Error","CRC Error" 
DATA "Deleted Data Mark","Time Over Error","Not Save Disk!" 


' <<< 


ERROR MESSAGE ]]] 


DISK FORMATTING >>> 


RESTORE 1670:DF=255:GOSUB 1290 


IF SE 


EXEC MA*&H18:FIELD %0,2 AS 


FIELD 


DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
"OK 


L く > 1 THEN RETURN ELSE FOR I-0 TO 500:NEXT 


#0,128 AS I$:LSET I$=IPL$ :DSKOS PEEK(MA+&HDF ) , 0 , 1: RETURN 


+0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +Á +B +C +D +E +F 
32,8C,FD,8bE,FD,05,A6,84,2B, FC,86,80,A7,84,A6,84 
2A,FC,31,8C,10,C6,3D,CE, FC,82,A6,A0,A7,C0,5A,26 
F9,6F,84,20,FE,03,3D,0C,12,15,05,11,06,07,47,20 
52,20,41,20,50,20,48,20,49,20,43,20,20,20,53,20 
41,20,56,20,45,20,20,20,44,20,49,20,53,20,4B,12 
1F,08,11,05,46,20,4F,20,52,20,20,20,60,47,45,38 
27,00,00,00,00 

LINE >>> 


RESTORE 1680:DF-DL:GOSUB 1290:DL-SEL 


IF SE 


L-5 THEN RETURN 


ID$:LSET ID$-"GE":DSKO$ PEEK(MA-*&HDF),0,3 
RESTORE 2620:1IPL$-"":FOR I-0 TO &H84:READ A$:IPL$=IPL$+CHR$ (VAL("&H"+A$ ) ) :N 


BASIC チェ ッ ク サ ム 
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2720 ON SEL GOSUB 2740,2760,2780,1870 

2730 GOTO 2690 

2740 ' <<< ІЛМЕ >>> 

2150 EXEC MA+&H06:RETURN 

2760 ` <<< BOX >>> 

2770 ЕХЕС MA+&H1B:RETURN 

2180 ' <<< BOX FILL >>> 

2790 EXEC MA+&H1E:RETURN 

2800 ' <<< CHANGE CURSOR DEVICE ››› 

2810 RESTORE 1690:DF=PEEK(MA+&HE7 )+1:GOSUB 1290 
2820 IF SEL=4 THEN SEL=0 :RETURN 

2830 POKE MA+&HE7 , SEL-1: RETURN 

2840 ' <<< CLS >>> 

2850 RESTORE 1730:DF=2:GOSUB 1290 

2860 IF SEL=2 THEN RETURN ELSE EXEC MA*&H2A:RETURN 


リス ト 2 “ОРОКЕ” 


ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +С +D +E +F :5М 
5000 33 8С 25 C6 ТЕ 9E 33 34 10 37 02 АТ 80 5А 26 F9 :17 
5010 9F 33 86 07 ВТ 02 03 35 10 ВЕ 02 04 33 88 23 ЕЕ :02 
5020 02 10 BD 8F 39 ТЕ 8E 82 43 48 41 49 СЕ 45 52 41 :E0 
5030 53 C5 4С 4С 49 53 D4 4С 50 52 49 4E D4 53 4F 55 :70 
5040 4E C4 50 4С 41 D9 44 50 4F 4B C5 81 F4 27 03 ТЕ :D8 
5050 92 А0 9D D2 81 DB 26 07 ЕЕ 8C 49 9D D2 20 05 BD :3E 


START ADDRESS=5000 
END ADDRESS=50A6 
ENTRY ADDRESS=5000 
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START ADDRESS-5000 
END ADDRESS-69E3 
ENTRY ADDRESS-5000 


ЭЖ! ә, アド ベン チャ ー ゲ ー ム を 作 つて いる 。 
Wu) 。/ レ コン 通 計 の , 時 ネッ ト の ゲー ム 会 議 の 議長 の 呼び か け で 有 
(5,5. 志 が 集まり , 市 販 用 で な く , PDS 用 の ゲー ム を 何 カ 作ろ うと いう 


x こと に な っ だ の が 去年 の 秋 だ つっ だ 。 

72) まず 原作 の スト ー リ ー を 募集 し た ん だ けど , 応募 が 一 通 だ け だ 
857 овое, ソレ に 決ま っ て レレ まっ だ 。 ツ ソレ と いう の は わた だし の 語 
募 し た や つ で ある 。 ラ ツ キ ー。 

ж. 議長 の に K さ ん (雑誌 の 女性 編集 長 で , XAI) が 中 届 に な つて , 
2 メン バー の 役割 分 担 を 決め た 。 さすが に プロ グラ ム の 組め る 人 が 


.。 Z わた し は その へ ん の こと は サッ パリ わか ら な い の で , 音楽 
42.2. の 係 の ほう に 入れ て も ら つた 。 音楽 の 係 の 中 で も , いち ば ん 音楽 
(C BOORD DRO, 曲 を 作 つて 譜面 書く と ころ まで が わ だ 
© 。、 。 し の 担当 で , その 譜面 を 受け 取 つ て BASIC に 書き 直し て アッ プ 
t^ ロー ド す る の が シン セオ ペレ ー タ の A さ ん , さら に それ を ナン ト 

ж カレ し て ドウ トカ する (ナニ モ わ か っ て な いわ だ た ぐし) の が 学生 の 
Ка: Кей, と いう こと に な っ つて いた 。 
+. と ころ が A さ ん が や だ ら 忙 し て , 「 ゴ メン , まだ 直し て これ 
бж る ゃ 」 と いう の も , 回 を 重ね る と だ ん だ ん 言い づら こく なっ て こる 。 
%4)! c, わ だ し は 彼 か ら プ ログ ラム の 書き 方 を 教え て も ら っ つて , つい 


АСТ に 自分 で 書い ちゃ や つ だ ん だ よー ん (これ が 自慢 し た か つ な )。 


. A さ ん の 作 つ た を フォー マッ ツ ト に , 音 を 入れ 込ん で いつ た だ け だ 

б 25, プロ グラ ミン グ し だ と は 言い が だ いけ ど , いや それ に し て 

“зы も お も し ろ い 。 簡 単 。 や め ら れ な い 。 ホン ト に 楽し いで すね BA 

M SIC っ て 。 

ҮШ әй 徹夜 し て , 明る こく な つて, 「 今 何時 だ ろう 。 午前 10 時 べら いか な 

2047: 。 あ 」 と 思っ て 時 計 を 見 だ ら 詞 の 4 時 だ つ だ 。 ゲ ー ム に は まっ て 
^ * — Bee EORDE. SSDH, これ は 一 種 の ゲー ム み た いな も 


4 

755. мса 5837722 2:503, FM 音源 と の 格闘 , それ も べつ に 
音色 を 作 つ だ り し た ん じゃ 
な くべ て , プリ セッ ト 音 色 を 
使っ だ だ け な ん だ けど , Ж 
Ua-ui tor tru, 
嘘つき は 多い し 

「 あ ん だ の どこ が ホル ン な 
の どこ が 」 
resen, も っ と 大 き 
い 声 出 な い の か コノ ヤ ロ 
^ , 


с, 一 晩 中 ど な つ て い だ 


үзе; 
<° 


D 
ro 


+! 


... 


* 


" p 
è 


45 7 таев PLAY MUSIC / ; 


ん で , 2 日 が か り で 曲 を 完成 させ て , アツ プロ ー ド し て みん な 
に ホメ られ て ( 曲 を ホメ られ だ の で は な く プ ロブ ラム を 書い だ ご 
と を ホメ られ て し まつ だ わたし) 大 満足 し を と いう わけ な の で し 
Es - ム ウジ の ラ 。 

ゲー ム は その 某 ネ ツ ト だ け で な ぐ , 大 の ネツ ッ ト の いく つが に 
PDS と し て の つけ て も ら う と 議長 が 言っ て まし た の で , 完成 の 
あか つき に は , みな さま 遊ん で や つて くだ さい ね ー。 い つ 完 成す 
る が ガ は 謎 に 包ま れ て いる が …… o 

«с, 話 の つい で に 「 わ だ し の スキ な ゲー ム 音 楽 」 に つい て 書 
いて し まお うつ 。 

そん な に だ くさ ん 知っ つて いる わけ で は な いけ ど , 今 ま で 小耳 に 
は さん だ 国産 ゲー ム の 音楽 は . みん な どこ か 傾向 が 似 て いた CC 
この 2 て 3 年 の も の )。 ドラ ム と ベー ス が や だ た ら 細 が ガ ぐ 立ち 回 る , オ 
ブリ ガー ト が キン キラ キン キラ と 派手 で , や は り 細 が ガ い 。 メロ デ 
イィ は 歌謡 曲 つ ぽい か ガ , まだ は は つき り し だ メロ ディ が な い 。 全体 
と し て , アイ ドル の シン グル 曲 ま だ は アフ ショ ンド ラマ の BGM 
み だ い な 感じ 。…… с, その タイ プ の 音楽 は わた し は 個人 的 に は 
あま り の 好み で な い の だ 。 

どう いう の が スキ ガ と 言う と , な ん と 言 つ て も 1 が 「 ウ ル テ ディ 
Was ウル ティ マシ リー ズ は TV し が ガ 音楽 を 知ら な い の で , ほか の 
も きつ と ヨイ に 違い な いと 思う 。 ど の シー ン の 曲 も 好き で , いつ 
も ゲー ム の と き は 音楽 を 消し て し まう わた だ し が , ウル ティ マ I だ 
け は 音 を 出し つ ぱ な し で や つ だ 。 と ぐに 平原 を 歩く こと き の 曲 と , 
お 城 の 中 を 歩く と き の 曲 が い いな あ 。 美しい 。 感 動 。 想 像 力 を か 
きだ て る 。 ア レン ジ な ん て ほとん ど し て な いも 同然 な の に 。 

その 2 は "WEOE: の オー プ ニ ン グ テ ー マ 。 ご これ は カッ コ 
つけ て る けど サマ に な つて て , ほん と カツ コ い い 。 

その 3 は "ABE. 確か PSGG 音 源 の み の , ワザ トビ じゃ な い が 
と 思う ほど ショ ボ く て ゲス っ ぽい 音楽 が , を ま ら な こく ナイ ス で し 
Eo 犬 や ゴキ ブリ や 「 じ よう ひん な レデ ィ 」 だ ち が 「 あ あつ い に 
最後 の と き が 来 だ な ガ お 」 と みよ うな セリ フ を つぶ や き な が ら 息 だ え 
DEE, 後ろ る で 「 チ ャ ララ ン , チ セ ヤー ン 」 と 哀れ を ガ き た だ てるよ 
うな 安い 音 (ホメ て る ん だ よー)。 

その 4 は , も つっ と 古く なり まし て , な ん と 「 ニ ユー トロ ン 」 だ / 
(お お つっ / ) PSG オン リー どこ ろか , 単音 。 メロ ディ の み 。 これ 
», クセ に な る , な ん と も 言え な いい い 味 の 曲 な の 。 九 龍 島 も ウ 
ル テ ィ マ も そう だ けど , 音楽 は , 見 栄え じゃ な い 。 味 だ 。 ツ ボ だ 。 
羽 意 気 だ 。 届 意気 の 向い て る 方 向 だ 。 と , し み じ み うなずい て し 
まう わ だ こ し な の で し た 。 


Тог 


WHGPLAY 
ШАШЫ 


@#J% [= 


FM 音 源 1 個 で は 物足りな い 皆 さん に 送 
2, WHG 専 用 の AFTER BURNER『 Fin 
al Take Off 』 で す 。 こ の 曲 は , ゲー ム フ 
ァ ン な ら ほ と ん どの 人 が 知っ て いる で し ょ 
2. ぜひ, 打ち 込ん で 聞い て みて くだ さい 。 


ФЛУНСІСОМС 


いき な り で す が , 
点 が あり ます 。 

1 つ 目 は , CPU の 限界 に よる , 速度 低下 
の こと 。12 音 全部 使っ て , LFO を 6 つと も 
ON に する と よく (起こ り ま す が ,。LFO O (Q 
ら な い ッ パー ト を OFF に し だ た りす れ ば まず 大 
ERTL’ (この ジロ グラ み ム で は 。 LPO 
を か な りり 弱気 に か け て いま す )。 

そし て 。 2 つ 目 は 。 FLAY 文 ざと の 伺う 
TT To こい つ は か な りや っ か が いで, WHG 
の 場合 、 目 に 見 える ほど 隙間 が 空い て し ま 
まず が 。 Lla 24505. うま く (や 机 は か 
か り 防 ぐことができます 。 だ お うす る か たい 
うと , で きる だ けり 文字 変数 を 使わ な けれ ば 
よい の で す 。 ど と どうやら , 息 つ ぎ は , 文字 変 
数 を 捜し て 読み 込む た め に 出 て くる らし く 
て , PLAY 文中 に 直接 MML を 入れ れ ば , 
98 Oh/FM 1988-9 


WHG に は , 2200Ж 


、_WHG ほ ゲ デ 太 や ロッ クサ ウン ド に 向い て いる の で し ょ うか 。 今月 は 投稿 作品 の 中 か ら 
AFTER BURNER 'Final Таке Off; を ご 紹介 し ます 。WHG が 単に 19 音 使え る 


と いう だ け で な く , ステ レオ で ある ここ と の 威力 を まざまざ と 示し て くれ る , この パワ フル 
な 作品 を お 楽し みく だ さい 。 一 方 , 先月 に 続い こま た ゲー ム サ ウ ンド や と いう 向き に は , 
ご 存じ 浅香 唯 の 『-Girl』 と , そし て (な ん と /) 五木 ひろ し の 『 そ し て … め ぐり 遅い , 

を お 届け し ます 。 と も に HGPLAY 用 で , ポッ プス , 演歌 と ツボ を お さえ た 曲 作 り で お 
勧め 品 。 さ あ / あな た は どれ か ら 打 ち 込 み ま す か や 


S.F.Fukuchan E 


£ ое нша#++А„ それ に 。 


XFA 


数 は , 変数 情報 に けっ こう メモ リ を 食う し , 


文字 変数 の 演算 も する と , それ を 文字 変数 
領域 に 展開 し な く て は な ら ず , また だ くき 
ん メモ リ を 使い ます 。 そ し て , を それ を PLA 
Y 文 中 で や ろう と すれ ば , 思い っ きり BAS 
IC に 負担 を か け て 息 つ ぎの も と に な っ て し 
まい ます 。 メ モリ の 少な い WHG では, で 
きる だ け 直 接 代入 に し て , 必要 な と ころ だ 
け 変 数 に する の が BEST で し ょ う (つい で 
に MML 中 の 「 一 = 変数 :」 も あま り 使 わ 
ЖУЙ 247%); 


Ф プログ ラム に つい て 


F-BASIC V3.0 を 立ち 上 げ , Oh / FM88 
年 5 月 号 の WHGPLAY を 拡張 し て か ら 打 ち 
込ん で くだ きい 。 音色 は ` HGFMDATA ” 
を 使い ます 。 音色 を LOADM す る と き は , 
オフ セッ ト を つけ る の を 決し て 忘れ な いで 
くだ さい ぃ 。 病 走 や ディ スク クラ ッシュ の 原 
因 ほ と な っ て し まい ます 。 

プロ グラ ム 内 で 設定 し て いる 音色 は , O 
h / FM 7884-4 月 号 の 『AFTER BURNER』 
の ギタ ー と , 5 月 号 の WHG の サン プル 曲 
の バス ドラ と スネ ア を , その まま 使わ せ て 


も らち っ て いま す 。 こ の バス ドラ と スネ ア は 。 


PSG ノ イズ を 合わ せ て , 音質 が みん な 同質 


で 使い や すく べく, 気に入っ て いま す 。 

プロ グラ ム は , FM 音源 や ドラ ム , ベー 
A, メロ ディ 2 W, 内 声 部 2 部 に 割り 振り , 
PSGO? T ХОСЕ Аа, ドー ン 3 音 で 
ギタ ー ラ イン を 演奏 きせ て いま す 。 

メロ ディ は , 8 分 音符 エコ ー を か け て い 
ます が 。 う まく 1 音 分 の デー で エエ コーデ 
ー タ も 作っ て いま す 。 つ いで に , 4180 行 の 
REM を は ず す と メロ ディ が な く な り ,4220 
行 の REM を 「 : 」( コ ロン ) に 変え れ ば エ 
ヨー で な 《 く ユニ ー ゾ シン に な り ま す 。 

まだ 。 ギ ター ライ シン は オダ ター プ ユ エニ 
ン + 5 度 の 音 を PSG 3 音 で 鳴ら し て いま す 。 
エン ベロ ー プ は S16 に リレー ス を 長く し た 
だ け で す 。 ま た , 最初 は この ギタ ー ラ イン 
は 入れ な か っ だ た の で す が 。 試し に 1090 行 
の 変数 S 3 の 中 の V12 を V 0 に し て みる と , 
全体 的 に ひど 軽く な っ て し まう の が わか 
っ で いら だ だ 計る か と 思い ます 。 オ クダ ー プ 
ユニ ゾン だ か ら , 変数 に する と 半分 で すむ 
で し ょ う が , 息 つぎ の 関係 で 全部 2 度 ず つ 
入れ る (はめ だ な っ て し まい まし た 。 どうも 
スミ マヤ 2 けれ ど ピ ログ ラム 自体 ほ き 、 で 
きる だ け 簡 略 化 し た つも り で す 。 息 つぎ を 
券 えれ ば これ が 限界 で し ょ う 。 Uum Ol 


に は , FM 音源 の 出力 を 調整 し て 。 ボ リュ 
ー ム を 大 きく し て 聴い じ て み て くだ さる 

WHG は 多少 使い づら い 感 は ある も の の , 
で きた 演奏 は か な りす ご いも の で す 。 E, 
МНС ユー ザ に な っ て , どん どん 音楽 プロ 
グラ ム を 作り ひま しょ よう 。 

イ お まけ で す が , 1290 行 を REM に し て 1300 

ュ ン BASIC Magazine.』 の 楽譜 を 参考 に る {ТО КЕМ を 取る と , の キー を 押 き な い 限 
X cpu qM uu LN り 無 限 ル ー プ に な り ま す 。 

プロ グラ ム は Oh ./FM に 送る 2 ヵ月 も BAT JEU pP 22 С bao で は , 外部 スピ ー カ で , で きる だ け 大 音 


は 前 奏 ギ ター, O2 は メロ ディ の 音色 で す 。 
まだ , MAIN の ドラ ム (D6) は , 0 
好み に 変わ っ て いま す が , b LACAS 
な けれ ば , 4040 行 に 原 曲 の が あり ます 。 


0 後書き 


プロ グラ ム を 作る の に は , CD t ге 


前 に は も うだ いた いで き て いた の で す が , その 後 , 日 に 日 に 改造 し て いき , や っ と 完成 量 で 聴き な が ら …… さよ うな ら 。 
その 頃 は 軽い 気持 ち で 作っ て いた の で に こぎ つ 好 だ た も の で す 。 細 部 に に だ る Ç 
Hb D A 5, ы М PSG ギタ [д | d k. も tg е 
Du の i いい у > っ T> “あの で ç а 29 
кош зеді e А з, AFTER BURNER г Final Take Off 」, マイ コン 
ー は な く , エコ ー デ ー タ まで いち いち 打ち 満足 し て いた だ ける と 思い ます 。 聴く と き BASIC Magazine 1988 年 1 月 号 、 電 波 新聞 社 
リス ト “TAKEOFF” 
1000 ' 
1010 ' AFTER BURNER "Final Таке Off" (C)SEGA Audio (OSEGA 1987 
1020 ' for FM ongen x 2 and "HGFMDATA" ае о 
$ Йо гаре an ү 
p by S.F.Fukuchan TUA ES CA 


1050 CLEAR 2000:GOSUB 5000 作 さ れ ま し た 。 


1060 DEFSTR A-Z:DEFINT I,0:0-47:DIM F(O) ,G(O) :GOSUB 4000 

1070 7-"7154" SPLAYW T,T,T,T,T.T;T; T; T; T, T;T 

1080 O1-53:02-4:81-"L86-01;Q6":82-"V12831Q7L16" :H(0)2"":H(1)-2"&" :A5-B6:AT-"" 
1090 S3-"U0S25VI12L8 


1100 

1440 “Гр. INTO} 

1120 ' 

1130 PLAYW"L8O4V15 ","V1365904L16EF-ABAGX ",S1*" !13VI1105",S1*" !12V1004",S1«" 1 


12V1005", ,"X1821Y6, 0V12L16",S2,82, "X1S19Y6, 3V12L1607",82 

1140 1-0:A4-"A" :AG-E1 

1150 PLAYW D1,B1,L1,Ml1,N1,,D3,P1,Q1,AT,RI 

1160 PLAYW D1,B2,L2,M2,N2,,D3,P2,Q2, "R2CCCCCCCC" , R2 

1170 PLAYW D1,B3,L3,M3,N3, ,D3,P3,Q3, , R3 

1180 PLAYW D2,B4,L4,M4,N4,,D3,P4,Q4, , R4 

1190 PLAYW D1,B1,L1,M1,N1,,D3,P1,Q1,,RI 

1200 PLAYW D1,B6,L2,M2,N2, ,D3,P2,Q2, , R2 

1210 PLAYW D1,B3,"Q8C*2044€!C*.4L16!A0-01;»2C* 8AR" , "Q8A2044!C* . 4L16!A0-01 ;»A8» ER 
","Q8E2040!E.L18! EG-O1; E8>C+R" , ,D3, "RB8EEREREE4. L8A" ">R8C+C+RC+RC+C+4。L8C+" , "R8 
AARARAA4.L8A 

1220 PLAYW "838C.C16837E838C648-[L24DDDL16CCCCCRL8] ",B5,"R8AR644«!C*8.«!AD»LB8R!D 
46-01;Q8A&" , 'R8ERG44€!C*8.«! APL8R!D46-01 ;Q6F&" , "R8C*RC044!E8. ! EL8R! F^46-01 ;Q6C&" 
, ,D3, "RAR4. ARGL18" "RC+R4.C+R く BL16" , "X2L4V14" , "RAR4 . ARGL16" 

1230 PLAYW D1,B1,L1,MI,N1,,D3,P1,Q1,E1,R1 

1240 PLAYW D1,B2,L2,M2,N2,,D3,P2,Q2, E1,R2 

1250 PLAYW D1,B3,L3,"A2815 ]E6E6E6" ,N3, ,D3, P3,Q3, E1, R3 

1260 PLAYW D2,B4,L4,"E2.&E[«60-01;C&" ,N4, ,D3, P4,Q4, E1, R4 

1270 PLAYW D1,B1,L1,Ml1,N1,,D3,P1,Q1,E1,RI 

1280 PLAYW D1,A5,L2,M2,N2,,D3,P2,Q2,E1,R2 ° 
1290 IF 11=0 ТНЕМ 1320 

1300 'IF INKEY$<>CHR$(13) THEN I1=0:GOTO 1320 

1310 A6-"CCC8VI5CC8&":12-1 , 

1320 PLAYW D1,B3,"Q8C-*1","Q8A1","Q8EI", ,D3, P3,Q3,A6, R3 

1330 ON I2 GOTO 1830 

1340 PLAYW "R8@48~[L16DR<B>R8 .] G37L6EEEL8",B5,"824Q4AAR2RV150-02;L805"«F(0) , ">@ 
24Q4EER2R@4405V11C+&" , "»624Q4C* C*R2R64404V1 LE&" , , D3, S3* " [R2. RO2A&" , S3« "R2. RO3A&" 
,E1,S3*"[R2.RO3E& 

1350 ' 

1360 ' [ MAIN 1 ] 

1370 ' 

1380 PLAYW"L8"*D4,"L1603"*B7,"Q8 "+F(1), " Q8C*2. &C* D&" , "Q8" 4M5, " 8-02;Q8L8V12U40 
5"«G(1),"LAVI3"«E1,"A2.ROG&" , "A2. RG&" , , "E2.RD& 

1390 PLAYW D5,B8,F(2),L5,M6,G(2) , E1, "G2. RB&" , "G2. RB&" , ,"D2.RF«& 

1400 PLAYW D4,B9,F(3),L5,"F*2.&F*A&" ,G(3) ,E1, "B2. R?D&" , "B2. R?D&" , ,"F*2.RA& 

1410 PLAYW D5,B10,F(4),"D4.E2C*&" ,"A4.G*2E&" ,G( 4) , E1, "DARE4. RKA&" , " DARE4.RXA&" , , 
"A4RB4.RE& 

1420 PLAYW D4,B7,F(1),"C*2&C*E4D&" ,M5,G( 1) ,E1, "A2. RGK" ,"A2. RG&" , , "E2. RD& 

1430 PLAYW D5,B8,F(2),L5,M6,G(2) ,E1, "G2.R4", "G2. RF*&", ,"D2. «RB& 

1440 PLAYW D4,B9,F(5),L5,"F*2.&F*F*&" ,G(5) EI, "R2. ROD&" ,"F«2. R2D&" , ,"B2.RDAK& 
1450 PLAYW D5,B10,F(8),"D4.E2D&" ,"F*4.G*2B&" ,G( 6) , E1, "DA4RE4. RXGX" , "DARE4. RKXO&" , 
"A4RB4.RD& 

1460 ' 

1470 I-0:A1-F(7) :52-G( 1): A3-"F«EXE2 . &" 

1480 PLAYW"637[[E] ]638CRCG37E038CR637 [[E] ]  , " L8G4. G»GXGR2 D&" , A1, "D2G4. F*&" ,"B2.& 
B»D&" ,A2,E1,"G2.R4" , "G2.RF*&", , "D2 .R<A& 
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1490 PLAYW"@38RCRC@37E@38CRC","D>D<RD>EF+R<<A&",F(8),"F+2.&F+F+&" ,"D2.&DD&" ,G(8) 
,El,"RI","F*2.RF*&",,"A2.RA& 

1500 PLAYW"RC637EQ38CRCQ37EQ038C" , AAAAAAAA",F(9) , A3, "DC*&C*2.&" ,G(9) , E1,"R4A2.&" 
,"F*EA2.&" , ,"AA»E2.& 

1510 IF I THEN 1540 

1520 PLAYW"G37EEEE [[648L16DDRXBBR8.2]] 18", "АААА>Е+СЕ+р<",Е(10), " E2. XEDX" ,"C*2. 
&C*XB&" ,G( 10) ,E1,"A2. RG&" ,"A2. RG&" , ," E2. RD& 

1530 I:1:A1-F(11):A2-G(11) :A3-"F* ]EE4. EEE&" :GOTO 1480 

1540 PLAYW"G37[[[[E] EE] EE] EEE]", "AAAAAAAA" , "К", "E1[" , "C1" "R", "R" "AR", "AR", "E 
R 

1550 ' 

1560 PLAYW"EEEE@48~[[L24EEE&E16E16L12EEE","A>A<AAL12AAAAAAL16",, "O02L16V11"+L7 , , , 
;"R1","E2.&ER",,"XA2.&AR 

1570 PLAYW"E16R88037 ]]!10E32!13E32L4EEE" ,"A2G4F* 403" , F( 12) ,"A4R405! 13G4!F* 402" ," 
V1004R2!11B4!A44",G(12) ,"L16","A4R2.826" , "A4RAG4F* 4826" , " VI4L4S30XIR2CC" , " 5 E4RAD 
4D4826 

1580 D7="Ce37E8E16E16@38CG37E8@38C8 

1590 FOR 1=0 TO Т STEP 2 

1600 PLAYW"838C8037EQ38CQ37E8038C8" , "A8>AR<A8>AR<A8 >AR<A8A8&" , F( 13* 1) , L7, "А>! AXKRA 
»?!AXRA-!A&",G(13* 1) , "RA.CCRA4.CC" , RARAARA4A&" , RARAARA4A&" , ,  RERAERAE& 

1610 IF I-6 THEN D7="@37E4L16EEEEE4E8EE 

1620 PLAYW DT7,"AB8»ARXF-*8»5F-*R(G8»GRXF*85F*R",F(14* 1) , L8,  AAC! AR? ! BA! A4C",G(14* I) 
,"R4.CCR4.CC","AAR2." , "AARAGAF-*" , R2CC" , " EERAD4D4 

1630 NEXT 

1640 ' 

1650 O=21:O3=5:I=0:GOSUB 3000 

1660 IF I1-1 THEN O=21:O3=6:IA=0:GOSUB 3000 

1670 PLAYW "838C4037EQ38C4.037E4" ,"F4.G&G2&" ,F(29) ,"C4.D&D2&" ,"A4.B&B2&",G(29), , 
"F4.G&G2&" ,"F4.G&G2&" , "C. CRC8&","C4.D&D2& 

1680 IF I1-2 THEN 1800 

1690 PLAYW "R4E4[@48L16 DDCC ]G3T7E4L8","G2.R"*A4,F(30) , "D2.R","B2.R",G(30),"R2.C 
CR8","G2.R","G2.R", CR8CRC8" ,"D2.R 

1700 IF I1-1 THEN I1-2:GOTO 1760 ELSE 11-1 

1710 PLAYW D6,"RAARA.A16RA",,"O3L16V12"-L7,"V11!1304L8'A!A€4AA»» !C4X XA» !А&", "0084 
4V11O4L8EER4A4RE&" , "L16" «D3, " S26AARA4»2CA4RXA&" ,"S26AARA4» CARCA&" ,E1, S26 EERAEA4RE& 
1720 PLAYW D6,"RAA16»A16«4AA.A16RG16A16", ,1.7,"! А! А<А>>! 0<<А>>!С4<<А>",  EERF* RE4R" 
>D3 "AAR>DRC4R" , "AAR>DRC4R" , El , "EERF+RE4R 

1730 PLAYW D6, "RAARA.A16RG16A16",,L7 "I!A!A<AA>> !C4< く <A>> ! DX" , "EER4A4RF+&" ,D3," XAA 
R4>C4RD&" , " <AAR4>C4RD&" , E], "EER4E4RF+& 

1740 PLAYW "@38C4@37E16E16@38C @48[L16DDCC] @37E8E8","RA>A<RL6AAA" , "R2.R805"«F(0 
) , "A2.L8RO5V11C+&","!D2.RO4V11E&","F+2.R4",D3,"D2.R<S25A&","D2.R<S25A&" , "L16R8C8 
CC8.CCCC8.CC","F*2.RS25E& 

1750 A4-"R":GOTO 1380 

1760 ' 

1770 O-31:1A-0:GOSUB 3000:IA=1:GOSUB 3000 

1780 O-21:03-6:GOSUB 3000:0-21:1A-0:GOSUB 3000 
1790 GOTO 1670 

1800 ' 

1810 PLAYW "R4E4[@48L16 DDCC ]GQ37E4L8","G2.RO3L16",F(47)*S1*" V1105A&" ,"D2.R"«*S1 
+" V1004FX","B2.R"*S1*" V1005C&",F(47)*"U0041V1505R8" , R2.CCR8V12L16","G2.R"*82, 
"G2.R"*82,"CR8CRX1831V15C8&" , "D2.R"*82 

1820 A5="RA<AR>A<ARA>C+DE8DC く <A8":A7="C1S19V12X1L16" :GOTO 1140 

1830 ' 

1840 PLAYW "@37E8L16[ @48DR<B>R8.] @37E6E6E6" "RA<AR>ARGAEF+ABAGE く AT , "C+2&C+Q4@2 
4«GRA" , "A2&A»Q4024DRE" , "»Q4! E! E(Q8[ Е4.1046824ВЕ>С»", "85306У12041,8ААҺ4.8240ВА" ,D3, 
ぅ っ >"C8C8CC6C6C6 

1850 S="L4@53RQ4V12":PLAYW 5+"О3",5+"О4",5+"О5",5+"О5" 

1860 FOR 1=12 ТО 0 STEP -2 

1870 PLAYW "Af" ELL” "CEIL ALL 

1880 NEXT 

1890 END 

3000 ' 

3010 ' [ MAIN 2 ] 

3020 ' 

3030 FOR I-0 TO 1 

3040 PLAYW"L8"«D6,"L8O3FFFG4DGR4G",F(O),"V11L805C4.D2&D" ,"V10L804A4.B2&B" ,G(O) ," 
L16"«E2,"S25F4.G2R" ," S25F4.G2R" ,"L4V13S19L4X2"*E1," $25C4.D2R 

3050 PLAYW D6 ,"G>C<BA4>A<GF" ,F(O+1), "D4. E4.DC" , "B4. »C4. XBA",G(O* 1) ,E2, "G4.A2R" ," 
G4.A2R",E1,"D4.E2R 

3060 PLAYW D6 ,"FFFG4G>C く <A&" 、F(O+2) ,"C4.D2EX" ,"A4. B2»C&" ,G(O*2) ,E2, "F4.G2A&" ,"F4. 
G2A&" , E1,"C4.D2EX 

8070 ON (1-0)*1 GOTO 3090 

3080 PLAYW "@38C4@37E16E16@38C@37FEDD" , " AA2G16A8. »CXBG4X4",F(O*3) ," E2. RA" ,"C2.XR4 
",G(0*3),E2,"A2.R4" ,"A2.R4",E1,"E2.R4 

3090 O=O+ 4 : NEXT 

3100 PLAYW "@38CRG37E16E16@38Ce37L24EEEL16EEE8EEL8" , "AA»GI6A16 XAAAG4" , F(O-1) ,"E2 
&E"*H(IA) *"E4." ,"C2&C" *H( IA) *"C4. €" ,G(O-1) ,E2, "A2.R" ,"A2.R"TEI ,"E2.R 

3110 RETURN 

4000 ' 

4010 D1-"838CC037E16038CC16C4037E4" :D2="L12837FFFFDD@48 [L16DDCCCRCRL8] _ 

4020 D-"CCCC":D3-D*D*D*D:D4-"R038CG37ERQ38C16C16RG37E.038C16 

4030 D5-"C4037E.038C16CCQ37E038C" :D6-"038C4G037EQ38C4CG3T7E4 

4040 EI-"CCCC":E-"RB8CC":E2-E*E*E*E 'D6-"838C4037EQ38C4.G3TE4 

4050 B1="A8A8>A<ARAA4。>GA" :B2="RA く AR>A く ARAA8 .AR8>EF+ く <" : B32"A8A8»AXARAAB . 2DAR8GA 
4060 B4="RA<AR>A く ARA>EF+ABAGE8 く <" :B5="L8<A.>A16 く <F+>F+ <G>G く G+ >G+L16 く 

4070 B6="RA<AR>A<ARA>>C+DE8DC く <A8 く <" :B7="A8A8>A<ARAA8 .AR8>GA く 

4080 B8-"G8G85»G4GRGG4.R8":B9-"B8B8»5BXBRBB8.BR8»5D8&" :B10="D8>D8 く <R8DRE8>E8 く <<R8AS 
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4090 P1-"O4R8CCRCRCC2":P2-"R8DDRDRDD2":P3-"R8bEEREREE2": P4-"E8. ERA. E8RB8D8 
4100 R1-"O3R8FFRFRFF2":R2-"R8GGRGRGG2" : ЁЗ = "R8AARARAA2" :R4-"A8.AR4.A8R8G8 


4110 Q1-"O4"-R3:Q2- R8BBRBRBB2" :Q3- " 2R8C*C*RC*RC*C*2" :Q4-"C* 8. CXxR4.C«* 8R8XB8 
4120 L1-"A2.&ABX":L2-"B2.&B5C*&" :L3-"C*2.&C*] IQ8C* 16D16" : L4-"C* XA4E2Q6[ [A& 


4130 MI-"F2.&FG&" :M2-"G2.&GA&" :M3-2"A2.&A4" :M4="R2R>ER く Fw 

4140 N1-"C2.&CD&" :N2-"D2.&DE&" :N3-"E2.&E4" :N4="R2R>C+R<C& 

4150 L5-"D2.&DD&":M5-"E2.&EB&" :M6-"B2.&BF*& 

4160 A-"ABADA(":A-A*A:L8-A-*"O5!G4!F*4O02" :LT=A+A 

4170 ' 

4180 'F(O)-"R2.R":RETURN 

4190 ' 

4200 RESTORE 4250 

4210 B-"C*&":F(0)-B:FOR I-1 TO O-1:READ A:IF А-"ж" THEN READ B:READ А 


4220 G(I)-B*A:READ B:F(I)-A*B "О(ІҘ-Е(І) 

4230 NEXT:F(O)="D2 .&D" : RETURN 

4240 ' [1-4] 

4250 DATA C*2&C*DE,C-*&,C* 2&C*DE, EX, E4. D4. KA, 2D&, D4C* く ARBR > ,C*& ,* , E& 
4260 ' [5-9] 

4270 DATA E4DA4.G* ,A AG*RF* 4G«R, A&,A2.&A&,AX,A4.RB42C* , B,RA2.,R 
4280 ' [10-14] 

4290 DATA R2RC-*E,A&,A2&AC*E,A&,* , R, RGGGG.F* 16R, EX, E2. &EX, E, RGGGG.F-* 16R,A& 
4300 ' [15-19] 

4310 DATA A2.&AX,A,RGGGG.F*16R, EX, E2. XEX, E,RDAC* DAE, C* ,RKA2.&, A& 

4320 ' [20-23] 

4330 DATA A2&AB2C164B16,A,*,R,0-03; E4.D2, 4G, G? CXBA4.R,GI16F16, E4. DAEG,A& 
4340 ' [24-28] 

4350 DATA А2«АВ>2С,<А,>04<А>2Е4<А4,>Е,СОЕСОА4ВОС,<А%,А>СЕ4р4С,<А%,А2.ВБ,В 
4360 ' [29-32] 

4370 DATA 5E4.D2&,D&,D2.R,R,XA2.G, E, DECKA4.2D€,A& 

4380 ' [33-36] 

4390 DATA A4»ED4C4< , A& , A2&AEG , A& , AEGA4EG , ?C& , CCBAGAEG , A& 

4400 '. [37-41] 

4410 DATA AEGA42CD, «B, RA2EG, A& , AEGA4EG , >С, CXBAGA? EE , Е, EDCKB45CD , <А& 
4420 ' [42-45] 


4430 DATA A2&A»GG,G& ,GAR2R, E, B2CDC2 , 4G, A4»CXB4AG, AX , A2. &AX,A 
5000 ' 


BASIC チ ェ ッ クサ ム 


LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM 
1000 00 00 00 00 00 А8 04 1A 31 ЗЕ :36 
1100 00 00 00 33 47 1С 47 В2 ВА А4 :ED 
1200 АЕ 56 ЗА 1А 21 98 ЕТ 1А 23 6В :ВІ 


5010 RESTORE 5020:FOR І-1 TO 3:READ А:Ар=&Н5400+ (А-1) *32:ЕОВ J-0 TO 31:READ A$:P 1400 55 C5 Рт 9C D7 D7 00 B8 44 6C :С3 


ОКЕ AD+J,VAL("&H"+AS ) :NEXT 2,1 
5020 DATA 37,72,02,00,01,0D,00,00,00,1F,1F, 1F, 1F,00,1A,11,10 
5030 DATA 00,14,19,15,06,F8,AF, FC,3C,00,00,00,00,00,40,0C 
5040 DATA 38,0F,00,00,00,0E,08,03,00, IF, 1D, 1F, 1D,08,1A,15, 0F 
5050 DATA 1F,12,1F,11,3F, 7D, FF,0F,3C,00,00,00,00,00,00,00 


5060 DATA 44,01,42,23,61,14,12,1C,04,9F,9F,DF,9C,05,04,04,00 
5070 DATA 
5080 ' 
5090 READ ENUM:IF ENUM-0 THEN RETURN 

5100 AD-&H5DAO0*(ENUM-18)*5 

5110 FOR I-AD TO AD*4:READ А:РОКЕ I,A:NEXT:GOTO 5090 
,26,255,0,0,11,255 ,0 


02,01,02,00,C6,56,85,07,01, 1E,19,13,0A,0A,02,08 


5120 DATA 25,255,0,0,1,255 


for 
HGPLAY 


に 


Humoresque H Æ з= 


ヶ 番 を し た 娘 の こと で す よ 。 

その 唯 ち ゃ ん の 夏 の イメ ー ジ ソン グ が , 
この 'C-Girdl です 。 カ ネ ボ ウ の CF や 歌 番 
ЖС, 聞い ゅ だ こと が ある で し も る う 。 も に が 
く カ ワ ュ ユイ し, 歌 も ちゃ ん と 歌え ば 上 手 い 
б» XTEPU $3 

みん な , NANNO だ けが アイ ドル じゃ な 
いん だ よ 。 は ほか に も 日 を 向け な きゃ 。 


Ө 7—72 


5%, 今回 ソフ トウ ェ ア LFO と いう の を 


@C-Girl 
皆 き ん , 
て ます カ の? 
と ころ で , 夏 の アイ ドル っ て 誰 だ か 知っ 
で て ます か が 7 65, その と お り // ШЕ 
ちゃ ん で すね 。 え っ? 知ら 5 ない 7? で は 
お 教 あ し まし じょう 。 今 , これ を 読ん で いる 
人 の 中 で 南野 陽子 と いう 名 前 を 知ら な い 人 
は いな いで しょう 。 を そう , その 人 彼女 が 演じ 
て いた スケ 番 刑 事 の 後 を 継ぎ , 今 は 脱 ・ ス 


も うす っ か り 夏 で すね 。 TAL 


HGPLAY 


SSG で に か け て み ま し た 。 今 まで 。 SSG は な 
ん か 単調 で ベタ ーッ と し て だ けど , これ を 
使う と な か な か いい 音 が 出せ ます よ 。 

や り 方 は いた っ て 簡単 。 音 長 を 細か く 区 
切っ て (32285 50), U コ マン ド を 
バシ バシ 使う だ ご け 。 だ た と えば 三角 波 の と き , 
だ いた い 一 1 ~1 の 範囲 を 行っ た り 来 た り 
き ミ きせ れ ば OK。U ュ コマ ンド の か け 方 を 変え 
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れ ば , どん な 波形 に も な り ま す 。 い ろ い ろ B も し れ な いけ れ ど , それ は 私 の 腕 が 未熟 だ 
@ 最 後に А : 

研究 し て みて くだ さい 。 た だ し , 乱用 は 禁 と 思っ て 笑っ て 許し て くだ きい 。 

物 で す よ 。 だ っ て , 打ち 込み に てく いし, D 書き 忘れ て いた けど , 音色 は `~ HGFMD で は , きよ な 65 バイ バイ また 読ん で チョ 

スト が 長く な る し , メモ リ も 足り な く な る ATA ? で す 。 い つも の よう に F-BASICV RFM 


өс; サド 部分 や 。 効果 か ビ め 上 ころ だ — SOCHGPLAYTBURLCC, ORAT: манына neem ата 


け で 使っ た ほう が いい で す よ 。 だ さい ね 。 あ と , お か し いと ころ が ある か d fü NoBoDY 
1000 ' 

1010 ' や や や や や や る 、 C - C ji т | アダ ダケ アダ ダダ Ver. コン フ 5 し ッ 22BANZA1! ! 
10920 ' 

1025." 

1030 ' FM-7/77/AV/20/40/EX F-BASIC Уег. 3.0 Song By Yui Asaka % 

1040 ' Words By Y. Mori 

1050 ' Use of "HG PLAY" Program Music By NOBODY E 
1080 ' Arranged By К. Inoue 

1070: * With "HGFMDATA" 

1080 ' 

1090 ' Programmed By Humoresque Mai NaeBa (MNB) 

1100 ' 

ELPELO! 


1120 GOSUB 2140:LP=1 

1130 IF PEEK(&H5B01)<>31 AND PEEK(&H5F7D)<>7 THEN GOSUB 2440 

1140 ' 

1150 T$="V15T154R4" 

1160 PLAY HG Т$,Т$,Т$,Т$,Т$,Т$ 

1170 PLAY HG "@49L16O4FFFFF4","@48L16O5FFEEC4" ,'"@49O4L16RRDDD4 " 

1180 ' 

1190 + Intro. 

1200 ' 

1210 PLAY HG "075",,"825","S168U-1","S16U-2", "53171401" 

1220 PLAY HG "O3L8GR»5G4.F$&Ff£4","OA4L4"«DRMI$ , "L804GGGGGGGG" , 'OS3L4G[G[G[G", "O2L4G 
[G[G[G", "O4L8GR?G4. F#&F#4" Р 

1230 PLAY HG "E4.D&D«BAG",DRMI1$ , "GGGGGGGG" ,"L8[G[G[G[G[G[G[G[G" ,"L8[G[G[G[G[G[G[ 
G[G","E4.D&DXBAG" 

1240 PLAY HG "R4>G4 .F#&F#4" ,DRMIS,"EEEEEEEE" ,  LAVISE[E[E(E" ,  LAVISE[E[(E[E" , "R4>G 
4.Е#&Е#4" 

1250 PLAY HG "E4.D&D<BAG",D$(LP),"EEEEEEEE","L8[E[E[E[E[E[E[E[E","L8[E[E[E[E[E[E 
[E[E","E4.D&D<BAG" 

1260 PLAY HG "@53O4V13"+EG$(LP),DRM1$ ,"@53O4U7V13"+EG$(LP),"V15S31O3L8CRC4&C2" ," 
V1583102L8GRG4&G2" , "O3" - EGS (LP) 

1270 PLAY HG EG1$,"838C049D8038CG49R8D","E4. Ft 8XF£4.R8", "E4.F£8XF£2" ,"»C4.D8&D2" 
,EG1$ 

1280 PLAY HG EGS$(LP*2),DRMIS$,EGS$(LP*2),"CRCA4&C2" , " XGRG4&G2" , EGS(LP*2) 

1290 PLAY HG EG2$,"838C049D8038C049D64D64&D16.D64D64&5D16.839G8" , 7 054G4.A8&XA2" , "а 
4.A8&A2" , ">D4.F#8&F#2" , EG2S 

1300 PLAY HG "V15L487605GGGG" ,DRMI$,"62504U0V15GGGGGGOG" ,"S3004L4V14GGGG" ,"S3004 
L4V14DDDD","L8X0S3103Gl&" 

1310 PLAY HG "A8BGE8D8C8",DRMI1$, "GGGGGGGG" , A8BGE8D8C8" , "D8EDC8<A8A8>" , "G1" 

1320 PLAY HG "GGGG",DRMI1$, GGGGGGGD" , "GGGG" , "DDDD" , "G1&" 

1330 PLAY HG "A8BG8&G2",D$(LP*2),"GGGGGGGG" , "A8BS31G8&G2X0U0" , "D8ES31D8&D2X0U0" , 
"010" 

1340 ' 

1350 ' A Part. 

1360 ' 

1370 PLAY HG M$(LP),DRMI$,"857L803GGGGGGGG" ,"S30L408X1V1 1" * PRC$ , "V15S3103GI&" ,"V 
1583103DI1&" 

1380 PLAY HG "G4D4D«B4»5Ff&",DRMI1$ ,"GGGGGGGG" , PRC$ , "01", "Dl" 

1390 PLAY HG "F£1&",DRMI$,"BBBBBBBB",PRC$,"F£1&","4Bl&" 

1400 PLAY HG "Е#1" ,РЕМІ$Ф, "BBBBBB>C#D#" , PRC$ , "Е#1", "ВІ" 

1410 PLAY HG "R4EEERDE&",DRMI$,"EEEEEEEE",PRC$,"E]&","Bl&" 

1420 IF L-1 OR LP-2 THEN L-0:GOTO 1550 

1430 PLAY HG "E4D4.C«B5C&",DRMI$,"EEEEEEEE", PRCS$,"E1","B1" 

1440 PLAY HG "C1",DRMIS$,"XAAAAAAAA",PRCS$,"CI&", "Al&" 

1450 PLAY HG "R2«XA4B4»5","038C0849DQ038C8048»5F16F16D8XA8" , "AAAAAAAA" , PRC$,"CI" , "АІ" 
1460 PLAY HG "C4.R4CDD&&" ,DRM1$ , "»CCCCCCCC" , PRC$ , "Cl&" ,"F1&" 

1470 PLAY HG "D£2.RD&",DRMI$,"CCCCCCCC" , PRC$ , "C1" ,"F]" 

1480 PLAY HG "DDD4D<B4>D" ,DRM1$ , " «GGGGGGGG" , PRC$ , "G1", ">D1" 

1490 PLAY HG "E1",DRMIS$,"»EEEEEEED" ,РЕС$,"Е4.Е#4.04","‹В4.В4. >04" 

1500 PLAY HG "R4E4EF#4G&" , DRM1$ , "CCCCCCCC" , PRC$ , EI&" , "C1&" 

1510 PLAY HG "G4A4.F£&4E",DRMI$ , "CCCCCCCC" , PRC$ , " EI", "C1 «" 

1520 PLAY HG "D1",DRMI1$,"DDDDDDDD",PRC$,"D1&","A4S20V1505L8E4.D4." 

1530 PLAY HG "R1","638C6849D8485D8«049D16D18D4" , " DDDDDDDD" , PRC$ , "D1","G4.F£ 4E8D4" 
1540 L-1:GOTO 1370 

1550 PLAY HG "E4D4CC<B>C&" ,DRM1$ , O4EEEEEEEE" , PRC$ ,"E1","«B1" 

1560 PLAY HG "С1" ,ОЕМ1$, " <АААААААА" , PRC$ , "Cl&" , "Al&" 

1570 PLAY HG "R2«A4B45","038C649D638C8048»5F16F16D8«XA8", "АААААААА" , PRC$, C2.L8UIS 
16V1104B4","A2.L8U-1S16V1104B4" 

1580 PLAY HG "C4.R4CDDf£&" , DRM1$,"»CCCCCCCC",PRCS$ ; ">C1l&" ,"»C1&" a 
1590 PLAY HG "D#2.RD&" ,DRM1$ ,"CCCCCCCC" , PRC$ ,"C4S31D#4D#4.S16<G&" ,"C4S31D#4D#4.S ~ 
16 <G&" 
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1600 PLAY HG "DDDDD<B4>D" ,DRM1$ , '«GGGGGGGG? " , PRC$ , "G1" , "G1" 

1610 PLAY HG "Е1",рЕМ18,"ЕЕЕЕЕЕЕр",РВЕС%, "В42580Е4Е8Е4.516<","В42530Е4Е8Е4.516<" 
1620 PLAY HG "В4Е4Е4Е#4" , ОВМІ $, "СССССССС" , PRCS$ , "Е1", "ЕІ" 

1630 PLAY HG "G4F#4.EF#F#32&G16.&" ,D$ (LP+4) ,"O4L8DDDDDL 3 2Е&О&С&<А#&А&О&Е&ОВЕ#&" 
,"RI","E2REF&G","E2REF£R32G16. " 

1640 PLAY HG "G1","838C4.C8C4C8049D8","03G4.GG4.G&X" ,"V14$3103X0DI1" , " V14GI&" , "V14 
Gi&" 

1650 PLAY HG "R1",D$(LP*6),"G8G8G4G4B4" , " S31V15X0R2U005L8G4G£ 32&A16 .&A8" , "G2831V 
11U01X005L8RG4G£32&A16.&" ,  G2R2" 

1660 ' 

1670 ' B Part. 

1680 ' 

1690 PLAY HG "644V10U705G4.GGA4G&" , DRM1$ , "O4C4.CC4.&C&" , "G4. 830GGS31A4G8&" , "0253 
0GGS31A4" , "U-105816V10G1" 

1700 PLAY HG "G4.GGGGB-" , DRM2$ , "CC4C4CDE" , "G4. $30GGGGB- " , "G&G4 . 530GGGG" , "G4R4G2" 
1710 PLAY HG "G4.FF2&",DRM1$,"4G4.GG4.&G&" ,"S3184. S30FS31F2&" ,"B-831G4. $30FS31F4 
.&","G4.F8&F2" 

1720 PLAY HG "F4RA4F4G4" , DRM2$ , "GG4G4GAB>" , "F4R4F4G4" , "F4R4RF4G&" , "FARAF2 

1130 PLAY HG "F4RAFFFG" ,DRM1$ , "D4.DD4.&D&" , "FARAS30FFFG" , "GFARAS30FFF" , "F1" 

1740 PLAY HG "F4RE-F4DF#" , DRM2$ , "DD4D4DDD" , " S31F4RE-F4DF32S16F£16.&" , '"GS31F4RE-F 
4D","S31F1&" 

1750 PLAY HG "V13876U0L804Q2EQ1F£F£Q2E" ,"L8@49C#@40F#F#@49C#" , "04857 ЕОАЕЯЕЖОВЕ", 
"DL32"+PGL$+PGL$ 、"F32S16L32"+PGL$+"[U-1F#U0F#U1F#U0F#U-1F#UOF#U1F# ","F2&"' 227" 
SSG LFO 9 リツ カ ッ テ マ ん 。 

1760 PLAY HG "QIFÉFEQ2EQIF£","840GG049D840G" , "Q4F#F#Q8EQ4F#" ,PGL$+PGL$,"U0F#[" +P 
GL$+"[U-1F#U0F#U1F#UOF#U-1F#U0F#U1F#","F#2" 

1770 IF LP=3 THEN PLAY HG "Q2EQ1F#F#RQ8@26O4D6E6F6V15","@49C#C#C#C#C#6C#6C#6L4", 
"Q8EQ4F#F#Q8G2604<D>U-10V13D6E6F6U0@57V15" ,PGLS+PGLS+ "R2", "U0F#"+PGL$+PGL$+"R16. 
R4.","V15L8R1":GOTO 1820 

1780 PLAY HG GD$(LP),"@49C#C#C#RR48048>D#32D#16.&D#8<L4" ,B$ (LP) , PGOL$* PGLS*"R2","U 
OF£"«PGL$*PGL$-*"R4.", "V15L8R2UO0" «P$ (LP) 

1790 ' 

1800 ' Elegant Simplicity. 

1810 ' 

1820 PLAY HG "655V1505G2D4.«B&" , DRM1$ , "O3G3GGGGGGG" , "O4U1V13L8G2D4. <В&" , "O3V13U-1 
L8G2D4.«B&","S3103V15G1&" 

1830 PLAY HG "B4RB&B>DGE" , DRM1 $ , "GGGGGGGG" , "B4RB&B? DGE" , " B4RB&B?DGE" , "G1" 

1840 PLAY HG "F£2D4.«B&",DRMI$,"BBBBBBBB" , "F£2D4.XB&" , "F£2D4. XB&" , " XBIVI I" 

1850 PLAY HG "Bl",DRM1$ , "BBBBBBB>D" ,"B1" 、"B1" 、"O6L32U0F#U1F#UOF#U-1F#UOF#U1F#UOF 
#U-1F#U0F#U1F#UO0F#U-1F#UO0F#U1F#UOF#U-1F#UO0F#U1F#U0F#U り -1F#UOF#U1F#U0F#U-1F#UO0F#U1 
F#U0F#U-1F#U0F#U1F#U0OF#U-1F#"' ココ モ SSG LFO 3 リツ カッ テマ ん 。 

1860 IF L-1 THEN L=0:GOTO 1920 д 

1870 PLAY HG ">R4E4EE4E&" , DRMIS,"EEEEEEEE" , ">R4E4EE4E&" , "»RAE4EEA4EX&" , "У1503Е1&" 
1880 PLAY HG "E4D4RC<BA&" , DRMI$,"EEEEEEEE" , E4D4RCXBA&" ,  E4D4RC&BA&" , "EI" 

1890 PLAY HG "A1","838C849D838C8049D8.D16" , " DDDDDDDD" , "А1", "А1", "А106У11" 

1900 PLAY HG "R2RDDEF£","D8D8D8D8038C8C8049D8D8" , " CF» DEFE&F&GGG" , R2R?DEF£","R2 
R»DEF£","R4.U0GUIGUOGU- 1GUOGU1GUO0GU- 1GUOGU 1GUOGU- 1GU0GU1GU0GU- 1GUOGU 1 GUOGU- 1G" ' 
ココ ァ " モ SSG LFO 9 リツ カッ テ イ マス 。 

1910 L=1:GOTO 1820 ; 

1920 PLAY HG "»5RA4EA4EE4E32&F£* 16. &" , DRMIS, CCCCCCCC" ,"»RA4EA4EEA4E32&F£16.&" ,  »RAEA4EE 
4E32&Ff 16.&" , "V1504C1" 

1930 PLAY HG "F£4FK4RGF&F£16&G16&","838C849D8838C4C8049D" , "DDDDDDDD" , "F#4F#4RGF# 
F£165816" ," F#4F#4RGF#F#16&G16","D1" 

1940 IF LP=2 THEN LP=3:GOTO 1640 

1950 IF LP=3 THEN 2000 

1960 PLAY HG "0145", "С#1049", "8015", "GIA" "G18", "G1" 

1970 PLAY HG "G2R2","D64D32.&D8.R8@38C8@49D8.D16D8D8" , "G1" , "G2R2" , "G2R2" , "RI" 
1980 L=2:LP=2:GOTO 1210 

1990 ' 

2000 ' Ending. 

2010 ' 

2020 PLAY HG "GI&",DRMI$ , "GGGGGGGG" ,"S31V1503G1&" , " S31L403V15B. ›С. XB" , " S31L404VI 
5В.›С. <В" 

2030 PLAY На "G2R2",DRMI1$ , "GGGGGGG(B?" , "G1" ,"A.G.G8A8" , "A.G.G8A8" 

2040 PLAY HG "R1",DRMIS$,"EEEEEEEE","E1&" ,"B. 2C. XB", "В. >С. <В" 

2050 PLAY HG "R1",DRMIS,"EEEEEEEC","E1", "A.G.G8A8" ,"A.G.G8A8" 

2060 PLAY HG "R1",DRM1$,"CCCCCCCE","C1","B.5C. XB", "В. >C. <В" 

2070 PLAY HG "R1",DRM1$,"GGGGGGGG" , "ЕІ", "A.G25G8" , "A. G2&GB" 

2080 PLAY HG "R1","638C049D8838C4C8048»5EBC8" , "G4.GXG2" , "G4.G8&G2" ,  L8BABAB&B2" ,"L 
8ABABAXB2" 

2090 PLAY HG "R4.64108G8&G2&" , "GB8E8C8X049D4R4.","»C4. €G&G2&" , " »C4. (G8&G2&" , " »CXB 
AS31B&B2&" , " »CXBAS31B&B2&" 

2100 PLAY -HG "ОПА", "ит" "ала", "Өле", "BIN", "ата" 

2110 PLAY HG НӨЛ, ИЕ, ч, sg" "pt, tgp 

2120 PLAY HG "VOR4", "VOR4" , "VOR4","SI6R4", "S16R4", "51684" 


2130 END 

2140 ' 

2150 * Setting Music Data. 

2160 " 

2170 DRM1$ ="@38C@849De38C@49D" 

2180 DRM2$ -"640G8G8649D838CG49D" 

2190 PRC$ ="C4R4C4R4" 

2200 PGL$ ="[U-1F#UOF#U1F#U0F#U-1F#UOF#U1F#UOF#"! SSG LFO SET 


2210 B$ (1)="Q8EQ4F#F#RQ8@27U7V1203Q2F#8Q8DEF#U0@57V15" 
2220 B$ (2)="Q8EQ4F#F#RQ8R2G57V15" | 
2230 D$ (1)-"838C649D838C8049D64D16.&D64D64D8.&D32." 
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2240 D$ (2)="@38Ce49DD16D16@38C8@49D16D16@38C8" 
2250 D$ (3)-"838C8049D8D4DA4D8D8" 

2260 D$ (4)-"838C049D038C16C16048A16A16849D4" 
2270 D$ (5)-"O4038C4049D8048»A32G32EbE32C32«8038C16C16C8649[[D8D8]]" 
2280 D$ (6)-"O4838C4049D48038C88049D32D32D32D32D4" 
2290 D$ (7)-"R8D8D4D32D32D16D8D8D8":D$ (9) -D$ (7) 
2300 D$ (8)="@49D8D8D16D8D16@48>E16E16E8<A8A8" 
2310 M$ (1)-"85505L8R4G4GF t 4G&" 

2320 M$ (2)-"85505L8R4GGGF t 4G&" 

2330 GD$(1)="Q2EQ1F#F#RV13G5304F#8Q8DEF#" 

2340 GD$(2)="Q2EQ1F#F#Q8G4805G16G8G16E8E8C8" 
2350 EQG$(1)="R4F64&F#64&G6 4&Gf 6 4&A16&A4»5 ECGF" 
2360 EG$(2)-"R8F64&Ff64&G64&F f 64&A16&A8» ECGFGF" 
2370 EG$(3)-"L8E4EC&F&EA&E" 

2380 ЕО$(4)="1,8ЕЕЕС#Е#Е4&Е" 

2390 EG1$ ="EGAA&A4.L64G#&A&A#&B&>C&C#&D&D#&" 
2400 EG2$  -"G64&Gf64&A16.FDD&D2" 

2410 P$(1) -"O2GDEFf£" 

2420 P$(2) -"R2" 


2430 RETURN 
2440 ' 
2450 ' MUSICAL INSTRUMENT. 


2460 ' 

2470 FOR I-1 TO 7 
2480 FOR J-0 TO 31 
2490 ' 

2500 DATA 25 

2510 DATA 00,01,00,00,1F,03,03,03,DC,9F,99,98,0A,0A,0B,07 
2520 DATA 00,00,00,00,45,55,55,55,3D, 1B, 19, 1F,00,08,02,0E 
2530 DATA 26 

2540 DATA 00,01,01,01,20,00,00,00,1F, 1F,5F, 5F, IE, IE, IE, TE 
2550 DATA 0C,0B,0F,0A,0F,0F,0F,0F,3D,19,00,1F,00,00,02,0E 
2560 DATA 41 

2570 DATA 7F,1F,1F,7F,14,00,19,00,5F,1F, 4D, 1F,07,00,00,0B 
2580 DATA 00,00,00,0A,F5,F2,F6,78,3A4,00,00,00,00,00,00,00 
2590 DATA 48 

2600 DATA 00,70,00,00,0C,00,00,00,1F,1F,9F, 1F,00,0F,10,0F 
2610 DATA 00,00,00,00,0F,F8,F8,F8,3E,01,00,50,00,64,84,00 
2620 DATA 55 

2630 DATA 01,02,02,24,1E,0A,00,0A,1F,1F, 1F, 1F,05,05,04,04 
2640 DATA 00,00,00,00,55,55,55,55,3C,23,14,50,00,07,02,00 
2650 DATA 75 

2660 DATA 72,16,12,16,19,05,05,05,14,16,16,17,1Е,07,0Е,0С 
2670 DATA 00,08,05,03,02,48,88,78,3D,FF,00,13,03,03,02,0E 
2680 DATA 76 : SAX 
2690 DATA 41,70,62,21,17,12,00,00,9F,14,5F,54,05,08,08,0C 

2700 DATA 02,06,07,0F,53,29,29,F9,3C,20,00,37,02,07,02,08 


: READ NUM : ADDR-&H5600-* (NUM-1)*32 
: READ DT$ : POKE ADDR*J,VAL("&H"*DT$) : NEXT J,I 


E BASS 1 


CYMBAL 
TAM TAM 
SYNTH 


BRASS 


五木 ひろ し 


ELT лалы 


浅井 (ЖШ 


Тог 
HGPLAY 


Pru 


eur 


7 か 月 間 の ご 無 沙汰 で し た 。 私 , 司会 の 
іні ECITO T, 

毎号 掲載 され る 皆さん の 作品 に 刺激 され , 
「 色 モノ と し て も 黙っ ちゃ お け ね ぇ //| と 
いう わけ で , 前 作 『 ラ ブ ュ ユー 貧乏 』 (886 
2 月 号 ) に 続く 演歌 シリ ー ズ 第 2 弾 ノ A^ 
月 は “五木 演歌 ” を 堪能 し て くだ きい 。 曲 
は ご 存じ 『 を し て … め で り 和 人 逢い 』, 唄う は 
清水 アキ ラ で す …… ° 


104 Oh FM 1988-9 


⑧ 選 曲 に つい て 


一 見 ウケ 狙い に 思わ れ が ち で す が , WA 
は 案外 マジ に 選ん で いる の で す 。 d, 7% 
者 の ウケ も 3 度 ま で 』 Lob bboiT 
ОС, 「 エ エ 加 減 に せ ェ ー」 と いう 上 方 漫 
才 の つっ こみ が 入ら な いこ ろ で や め て お く 
の が 賢明 で あり ます 。 


アレンジ に つい て 
完全 耳 コ ピ で す 。 原 曲 は 3 コー ラス で す 


RETURN 


BASIC チ ェ ッ クサ ム 


LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM 
1000 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 
1090 00 00 00 8B 00 00 ES 71 89 00 :6A 


25, СО DAZ LR Ls 
聴覚 上 で の バラ ンス と 音 の 厚み に 注意 し 
だ つもり で す 。 


る プ ブロ グラム に つい て 
演歌 独特 の こぶ し と ビブ プラ ー ト を 完全 再 
現し た か っ た の で す が , そこ まで 細か が かく 《 く や 
ぅ 


っ て し まう と 打ち 込ん で くれ な いと いう 剖 


сл 


劇 が 起こ り そ う な の で , や ゆめ まし た 。 それ いま す が , ほか に 上 手 い や り 方 が わか ら な (RE. 三 校 調 で #:「 こ うい う の も だ ま に は , 


Cb, カラ オケ テー プ や 場末 の 映画 館 の 幕 ОС, 許し て や っ て くだ さい 。 KC dec UU ылда ыла e 
間 の つなぎ 音楽 に 共通 する 、 あの な ん と も @ 最 後に きい 。 思わ ず 歌 詞 カ ー ド が ほし 〈 く な る は ず 
いえ な い 風 情 は 表現 で き て いる の で は な い А8 で す 。 
で し ょ 2 か 。 今回 は HGPLAY を 使用 し まし た 。 音 色 
й 4” (Е С ° И э эй, 日 本 音楽 著作 権 協会 ( 出 ) 許 諾 第 8870849-801 号 

音量 指定 が 細か い の で 入力 し づら いと 思 は "HGFMDATA" の ほう で す 。 作曲 : НЕЕ 
1000 ' : 
JUN cs QEUUT--- 225000 --- ` HIROSHI ITSUKI 
1020 ' 
1030 ' REAL Ver. 3.0 Arranged by ASA ( 1988. 6. ) 
1040 
1050 CLEAR 2000:T$-"T100" 
1060 ' Drums pattern 
1070 D1$-"Q864106D2" :D2$-"Q804108E2" : TAMI $- "Q6G48L805DO4AR18L16FCR16" 
1080 D3$-"Q7L864106DXD83702F64604C" :D4$-"Q7L884604C64007E83702F63904C" 
1090 D5$-"QT7L804604C04007EQ3702F64604C" —— :D6$-"Q7L864604C64007 EG3 702 F6400TE" 
1100 D7$-"Q6L864804AFR8Q703904C" :D8$="L8@46O4CL16@47C637O2FL8F64804F" 


1110 D9$="Q7L8@4106D@4007E@3702FL16@4007E@3804C" :TAM2$="Q6L8@4007E@4805DO4AF" 
1120 D10$-"Q7L864604C84007 E83702FL1684007E83804C" :D11$="Q7L8@4604CC@3702F@4604C" 
1130 D12$-"Q7L203702F83904C" : TAM3$-"Q683904C8848L2405DDDL8DO4AR8L16CG3702FFF8480 
4F8":D13$-"!12V10Q864106E4L1604007 EEQ3904! C" 

1140 ' Drums eonstruetion 

1150 TAMS( 1 ) =D2$+TAM1$ : TAM$ (2) -D6$* TAMIS : TAM$ (3) =D5$+TAM2$ : TAM$ (4) - TAM3$ 

1160 D$(1)-D3$*D4$:D$(2)-D5$*D6$ :D$(3)=D1$+D2$  :D$(4)-DIS$*D7$ :П%( 5)=D5$+D6$ 
1170 D$(6)-D5$-*D8$:D$(7)-D9$*D11$:D$(8) -DIOS*D11$:D$(9)-D5$*D13$:D$(10)-D5$4D5$ 
1180 D$(0)-D12$ 


1190 

1200 C20: GOSUB 1290:' TO INTRO (C-1) 
1210 GOSUB 1360:' 1.-> 2. (C=2) 
1220 C=C+1:GOSUB 1320:' 2.-> (C23) 
1230 GOSUB 1530:' TO 2 harf(C-4) 
1240 GOSUB 1360:' TO END (C=5 ) 
1250 GOSUB 1780:" TO END (C=5 ) 
1260 END 


1270 ' PLAY DATA 

1280 ' [ INTRO | 

1290 PLAYHG T$-"VI11",T$*"UOVI12",T$*"U3VO8", T$*"UOVO9" , T$ "U-1V09" , T$ "U1V09" 
1800 PLAYHG ,"66104Q7",,"S20","S20","S20" і 

1310 PLAYHG "R2.","R2.","@30Q807L48B&>C&C+&D2" , 'OBLA8B&A&F&D2" , "O7L48F+&>G&G+&A2 
", "O6L48B&>C&C+&D2" 

1320 PLAYHG TAM$(1),"D1","@70Q603V09R8L8A>DEFQ8DB-A" , "S1603R8L8A&>D&E&F&D&B-&A&" 
,"Q8S31V11O4F1" ,"Q8S31V11O3L8R8A>DEFDB-A" 

1330 PLAYHG D$(1),"D4.D8D4.D8","O6V1Q38035L32bEE] EE] EE] EE] EE]EE]D]D]D]D] FFFF[FF[FF 
[FF[FF[F[F[F[F","[[5E4.&D8&F2", " V9S$24F1" ,  V9S24DI1" 

1340 PLAYHG D$(5),"G4.G8C4.C8", "FF]R16EE] EE] DD]DD] «B-B- ] B-B- ]GG]GG] AAAAB-B-[B-[B 
-»[CC[CC[" , " R8L8E&DXXB-&G&A&B-&5C&" ,"B-1", "G2C2" 

1350 PLAYHG D$(5),"F4.L16F*GA8A4A8", " B-B- ]B-B-]AA]AA]AA]AA]AA[ AA[ AA[ AA[ ALA[A[ A 
>V8L16O5Q7@30F&G&A&G" ," B-A&XA2.","A2.L16FGAG" , "F1" 

1360 С=С+1 

1370 PLAYHG D$(5),"G4.G8G4.G8" , U1L406D. «B-8GL16EFF«G" , "S25V1105L4D«B-GD" , "S21V1 
205L4D<B-GD" ,"S2404G1" 

1380 PLAYHG TAM$(3),"D4.D8D4.D8","L4A.D8F.V11044L245GF-*F" , "LAAFDXA" , "V11L4AFD<A8 
V906822U2L24GXF*&FO4U-1" , "D1" 

1390 IF C-5 THEN RETURN 

1400 PLAYHG D$(3),"L2EXA","L8EG404E5? ECB?C* XA? EF" 、"Q8S3104R8L8E>E く <B>C+ く <A>EFS16" , " 
$24G*2EbE2824" , "Q882504R8L8E» ECB2C* XA» EFS24" 

1410 IF C-4 THEN RETURN 

1420 PLAYHG TAM$(3),"»D4.D8D4.«A85", "L24EFED2«4U08 7 4L8B-AF" , " S31Q7L24EFEQ8D8&D2 . " 
;"SI6F2R8L8B-AF","O4DI1" 

1430 ' 

1440 ' カタ リア カセ ー ハ "ー 

1450 ' 

1460 PLAYHG D$(4),"D1","D1","V118S16Q8L804D&<A&>DAG&F4G8&","S16[[D1","S16[[D1" 
1470 PLAYHG D$(5),"(G4.G8G4.G8" , »RA[[ 6830G4B-2&" ,"L4G&[ L8G[GI[G[G[G[GV11" , "S23B-1 
", 829201" 

1480 PLAYHG D$(5),"»D4.D8E4.E8" ,"B-2R2" , " LBAGF&GR8FD&E&" , " «L2FB-2" ," ««L2DE»" 
1490 PLAYHG 0% (5), "<А4.АВА4.А8", "R4E4A4.G8" , L2EXL8[ EL E[ EL EV1 1" , LAAEA.G8" , "A1" 
1500 PLAYHG D$(5),"5»D4.D8D4.D8","F*1]", R8L16D.R32D. R22L8EF&GA2D" , "F« 1&" , "D1" 
1510 PLAYHG D$ (5), "р4.р8080408", "07296 4G4&L8GAB-DB-G" , " CAL8DXB-&B-2" , "L4B-B-R8L8 
GAB-" ,"G1" 

1520 PLAYHG D$(5),"A4.A8A4.A8" ,"L2A(C*»2" , R8L8EAB-AEA4L16GF"," ]JL2AC* " , "A1" 

1530 PLAYHG D$(6),"O4D4.D8D4R8D8","Q8667D2886604L18[ [ [DD] EE&] Få& ] Då& ] F&]A&] " , L2DXL 
8[D[D[D[D&" , "O4U1]L24EFEDA4&D8S22L16DD]E]E]F]F]A]A", "O4U-1]F2S22L16DD]E]E]F]F]A]A 
" 


1540 ' 

1550 ' フー タリ クラ シー クー 

1560 ' 

1570 PLAYHG TAMS$(C),"D1","5»DI1", "OSL8D[DV12L8DCXAB-2CD&" , " V8831»L4A]D]D]D]", "V8S3 
1»L4F]D]D]D]" 

1580 ' 
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1590 PLAYHG D$(7),"G4.R16L16DG8G4G8" , "V8U4Q786R8L8O5B->CD<G4AB-" ,"U0L8DK<L4B- . &L 
16[B-&B-&B-&[B-&[B-&[B-&[B-&[B-V12" ,"Q8S31U1R8L8<B->CD<G4AB-" , "Q8S31U-103G1" 
1600 PLAYHG р%(8),"С4.В16<1160>С8С4С8",">С14","В42С8<04А4В-8",">С1","2,400АВ-" 
1610 PLAYHG D$(8),"F4.R18F18E-8E-4E-8" ,"L8C く AB->C く A く A>AG" ,"A2.&L168 [A&[A&K[A&[AVI2 
" ,"L8C<AB->C<A<A>AG" ,">C2<B-2" 

1620 PLAYHG D$ (8) ,"D4.R16«A16»D8XA45A8" ,"F+1" , "R82L8C&D&C&XAB-5CD" ,"F*1" ,"»D2. <A 
4" 

1630 PLAYHG D$(8),"G4.R16D16G8G4D8" , "L8GXB-»DGB- 4AG" , "D8XB-8&L16B-&B-&B-&[B-&[B- 
&[B-&[B-&[B-V11B-4","L8GXB-5»DGB-4AG" ,"B-4.A8G4F4" 

1640 PLAYHG D$(8),"«B-4.R16F16B-8B-4B-8" , " L4AFFGA-" , " LAF&L16 [ F&[ F&[ F&[ FVI 2L4G&A-" 
; "F2LAED" Е "8-1" 

1650 PLAYHG D$(9),"A4.A8A4R4" ,"A8]G6 7L16» E-KEXF&F *&Gk[G*&[A4R4" "4A&[A&[L8AR8 く し 
32A&A&A&A& [ A&[A&[A&[A[VII","E4S25U-1L1605EF*G[G* [A4XR4" , "R8822U1L1605E-EFF*G[G*[ 
A4<R4[" 

1660 ' 

1670 ' アー アー コッ ヤル ーー 

1680 ' 

1690 PLAYHG D$(5),"»D4.D8D4.D8" , "U0Q8R881205L18A&F&GKEXF&D& <А 2" , "OA4LIGA[A[A[ATAT 
A[A[LAVIIRSLSAKEXF","]]S31U0R804L16AFGEFDXA2" ,"] ]S31A1" қ 

1700 PLAYHG D$(5),"D4.D8D4.D8" , "R8L16AG&F&G&E&F&D&<A2","L16D[D[D[D[D[D[D[D[ V1 2R4D 
4" ,"R8L16AFGEFD«A2255" , "1" 

1710 PLAYHG D$(5),"D4.L8DDEF*D" ,"]67404A1&" , " »D2&D16.R32L8XAB-52C" ,"]F*1","]D1" 
1720 PLAYHG D$(5),"G4.G8G88G4G8" , "B-2» [[R8Q8844L8DB-G" , " XB-4. AL1 6G&[G&[G&[G& [ G&[G 
&[G&[GV1 1" š "В-1" > "G1" 

1730 PLAYHG D$(10 ) ,"D4.R16<A16>D8D4D8" , LA4AFD«A" ,"L16A&[A&[A&[A[V11F&[F&[F&[F[V1 
1D&[ DX[ DX[D[ V1 1 A&[ A&LA&[A[ V1 1" "QBS21>L16A[A[A[A[[V9F[F[F[F[[V9DIDID[D[[V9 く <A[A[ 
A[AL[[V9","[L4»AFD«U-1A]" 

1740 PLAYHG TAMS (3) , "G4.R16D16G8«B-4»D8" , "USR8L8»GGFG] JU06 7 4DG&F&" , "R8L82GGFL16G 
&[G&[ G&[G&[Gk[G&[G&[GV12" , "Q8R8L16B-B-B-B-AAB-B-L88$31AB-5D" , "Q8S3104R8L8GGFG2" 
1750 PLAYHG П6(0),"А8В8В4<А2","Е8Е4.1<<А2221", "R8L8XADAB-AEA4L16GXF&" ,"S31C* 16R8. 
R2.","S31G16R16R4.03A2" 

1760 PLAYHG TAMS (3) ,"»D4.R18«A18»D8D4D8" ,"@9R8L16AB-AGEFD4@67L16DEFAV8" ,"L4D. &[L 
16D&[ D& [ Dk[ D&[ D& [ D& [ D& ре Dk[ DV9" , "OJR8L18AB-AGEFDB8U-1825L1605DD]F]F]A]AV9O4" , "F 
2R805U1822L16DD]F]F]A]AV904" 

1770 RETURN 

17180 ` 

1790 ' [ ENDING ] 

1800 ' 

1810 T$="T88" 

1820 PLAYHG Т%,Т%,Т%,Т%,Т%,Т% 

1830 PLAYHG р18,"1,2Е","І,8Е84<Е>Е<В", "R8L8EOS5 EO4B" , "S16G*2" , " SIGE2" 


1850 PLAYHG T$,T$,TS,TS,TS,T$ ASIE Tox ZZ 7 


"pon n "m "on w өрү" "дү" LINE «0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 «T +8 +9 SUM 
1860 PLAYHG D2$+ R2","XA1","»C*XADLAE.F.", O5C*O4AL4O5E.F." , "EI", "Al av ETHER а 
1870 T$-"T52 1100 7D 72 D8 DA 00 FD A4 AA Fl 00 :DB 
1880 PLAYHG Т%,Т%,Т%,Т%,Т%,Т% 1200 T0 84 D9 83 84 8A DT 00 00 AA :DF 


1890 PLAYHG "64106E2&L16EXE&[ E&[ E& [ E& [ E&[ E&[ E" , " »D2&L16D&D& [ D&[ D& [ Dk[ Dk[ D& рё", " 60 DA S1 CO OD 00 00 A0 SE 08 F Pf 
D4&D8»V8630L8B-GAFG" ,  L32EFE&D8&D4&L 1 6D&DXD&D&D&D& [ D& [ Dk" , "L1 6F2&FXF&FXF&KF&F&[ Fk 1400 за за ТАТЫ UNUS di DR 


[F&" , "L16D2&D&XD&XD&D&D&D& [ D& [ Озе" 1700 ІС 8A 8E 4E FE 8E 80 Е0 00 00 БЕ 
1900 PLAYHG "R1","[[D4&[[D4R2", "E6[DX[ [DR12R2" , " D&D&[ D& [ Грк [L8[D&[D&[D&[D[R4" ," 1800 00 79 71 2C 73 71 EF 70 71 5B :25 
F&F&[[F&[F&[[L8[F&[F&[F&[F[R4" , "D&DX[D&[ [D&[ [L8 [D&[DK[D&[D[R4" 3890/35 IEO" 00 00: 00 0000700100 007 ұра 
1910 RETURN C8 ЕЗ 14 FC 32 5А АЎ 8B FB 7D /F3 


機種 対応 表 


[for НОРІ АҮ! HGFMDATA は Oh/FM オ リ ジ ナ ル 音 色 集 (88 年 と 月 号 掲載 )。HGPLAY 
MH: FM 音源 内 蔵 マ シン (FM77AV/AV80/AVe0EX/AV40/AV40EX。 と 同じ も の を 使用 (ただし. ロー ド す る 際 に オフ セッ ト ガ 必要 な の で 注意 ) 
FM-77L2). あ る い は FM-7.NEW7. 77, 11( 日 除く ) に FM 音源 カー ド を 装 

着 し た 場合 。 1 に 関し て は 本 誌 85 年 8.9 月 号 掲載 の FM-11 7 コン バチ 化 作 (Гог PLAY e] 

戦 』 に よっ て F-BASIC V3.0, FM 音源 カー ド を 拡張 し て ある こと 機種 : FM 音源 内 蔵 マ シン (FM77AV/AV0/AVe0EX/AV40/AV40EX。 
ソフ トウ ェ ア : F-BASIC V3.0 で , 本 誌 87 年 10 月 号 掲載 の "HGPLAY」 FM-77L2), あ る い は FM-7.NEW7, 77. 11(BB 除 く ) に FM 音源 カー ド を 装 
を 打ち 込ん で いる 方 (HGPLAY の 用 変更 京 は 87 年 1 月 号 D. 1 08 に 掲載 ) 着 し た 場合 。11 に 関し て は HPLAY と 同様 


音色 : HGAVDATA は V3.3/3.4 コ ン パ チ の も の (87 年 10 月 号 掲載 ), HGF ソフ トウ ェ ア : F-BASIC V3.0 で , 本 誌 B5 年 月 号 お よび 9 月 号 掲載 の 『@ 
MDATA は Oh/ FM オリ ジ ナ ル 音 色 集 (BB 年 月 号 掲載 ) 驚く PLAY @』 を 打ち 込ん で いる 方 ` 


[for WHGPLAY] [for V3.3/3.4] 


機種 : FM 音源 内 蔵 マ シン (FM77AV / AV80/ AV?O0E X/ AV 40/ AV 40EX, 機種 FM77AV/AV20/AV20EX/AV40/AV40EX 
FM-77L8) に 本 誌 '88 年 5 月 号 掲載 の 増設 用 改造 FM 音源 カー ド を 装着 し た 場 ソフ トウ ェ ア : F-BASIO У3.31 10/11/12/20/30., V3.4LI0/0 

合 , あ る い は FM-7, NEW, 77 に FM 音源 カー ド と 増設 x3 音源 カー ド 

зы Тай W7, 77 に FM 設 用 改造 FM 音 [for PSG] 

VZHk72r7:F-BASIC V3.0 で , 本 誌 B8 年 5 月 号 掲載 の 『WHGPLAY』 機種 : FM-7, NEW7, 77, AV, 11(BG を 除く )。11 に 関し て は HGPLAY と 
を 打ち 込ん で いる 方 同様 

音色 : HGAVDATA は V3.3/3.4 コ ン パ チ の も の ('B7 年 10 月 号 掲載 ) ソフ トウ ェ ア : F-BASIO V3.0 


※ パ バッ ク ナ ン バー は !86 年 9 月 号 以降 の も の な ら 在 庫 が あり ます 。 入 手 の し か た その 他 は p.i65 を ご 覧 くだ さい 。 
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回 マン シン 


先月 号 の 命令 表 は いか が だ っ た で し ょ うか ? この 連載 を 読む 
put の よき パー ドナ 一 に 78 る 2 と 思い ます の で 央 事 に し で くだ る 
с. それ か ら , お 願い し て お いな た 宿題 の ほう は 進ん で いま すか ? 
マシ ン 語 ブログ ラム の 打ち 込み も 学習 の うち と 考え て が ん ば っ て 
みて くだ さい 。 と いつ だ と рона Hle o E. 

MINE Сала (LDA・STX な ど ) を 命令 表 の 中 か ら 
ШЕ С ӨЛЕ うま くみ つが づつ た で し よう 2 が? そう , 
ате емле так елене 
を そして, X, マレ ジス タ の は , その 次 の 表 に ある は ず で す 。 を そし 
た ら 営 光 ペ ン な ど で 印 を 付け て くだ る с], sU—ULts 
К МОЗ ЭСЕР ЧУТ £ 9 4 EIRIN < 
れ か ら も 当道 場 で 出 て きた 命令 に は こう や っ て どん どん 印 を 付け 
て いっ て くだ きい 。 増え て いく 印 が , あな だ た の マシ ン 語 学習 の 進 
歩 の 度合 い ほ いう わけ で す 。 


第 DD 目 5 と B を 足し て みよ う 


$c, これ まで は 比較 的 じっくり と 本 連載 を 進め て 
そろ を そろ ピッ チ を 上 げ な いと , な か な か 「 形 」 あ る マシ ン 語 プロ 
グラ ム に は た どり つけ ませ ん 。 で すか ら 少 し テン ポ を 速め て いき 
まし ょ う 。 と いっ て も , ギア を 1 段階 上 げた 程度 な の で ご 心配 な 
Kia 

今回 は 数 学 に つい て の お 話 を し よう と 思い ます 。 と ころ で 皆 き 
ん は , 数 学 あ る い は 算数 と いえ ば 何 を 連想 し ます か 7? 複雑 な 公 
式 や 微分 、 積 分 は た また 頭 の 中 に 数 字 や 記号 が 飛び 交 い 混乱 する 
人 も いる か も し れ ま せん 。 

し か し , マシ ン 語 で は そん な 心配 は いり ませ ん 。 単 純 で す 。 数 
学 と いっ て も だ だ の 2 種類, 「 足 し 算 と 引き 算 」 た だ それ だ け で 
Fo 小数 や 分 数 な ど は , それ を 組み 合わ せ て 表し て いく こと に ヵ 
る の で す 。 それ で は まず , 小学 校 で も 最初 に や る 「 整 数 の 足し 算 」 
ӨТК УЖ e tsa b UE Fs 

itio dde, 足し 算 は レジ スタ を 中 心 と し 

す 。 具体 的 に は A レジ スタ に 5 
ess つう まり 。 


きま LT 


с, 計算 が 行わ れ 
と いう 数 字 デ ー タ が 入っ て いて , 
「A レ ジス タ に 入っ て いる (書か 


語 に お ける 数 学 SR 8 


[=] 


れ て いる ) 数 字 に 6 を 足し て , その 答 も を A レ ジス タ に 語 
う 内 容 の 命令 は アセンブラ 言語 で は 

ADDA #6 
と いう 具合 に な り ま す 。 

これ を 実行 し て や れ ば , A レ ジス タ に 入っ て いる 数 字 に 6 が 足 
され る の で すね 。 そし て , A レ ジス タ に は , 11 が 書き 込ま れ ま す 。 
こ で 大事 な こと を まとめ る と , 
計算 の 中 心 は レジ スタ で あり , レジ スタ の 数 字 デ ー タ に 別 の 数 
字 を 足し て , その 結果 は 再び レジ スタ に 書き 込ま れる 。 
つま り , 足し 算 の 結果 は 必ず レジ スタ に 格納 され, メモリ に は し 
まわ れ ま せん 。 も し 結果 も メ モリ に 入れ だ た いな ら ADD (足し 算 ) 
命令 を 実行 し た 後に ST (スト ア / 転 送 ) 命令 で , お 望み の メモ リ 
に 書き 込め ば いい の で す 。 

im, さそ で に 続い で 。 数 値 の 前 に `$” を 書く と アセ ンプ 
ラ 言 語 は その 数 値 を 16 進 数 と みな し て 扱っ て くれ ます 。 ま た, 
“%”% に 続け て `101” と か 書け ば , 直接 , 2 進数 を 使う こ 
で きま す 。 革 は 今 ま で に 何 度 か が 出 て きた 「 次 に 書か れ て いる 数 
RE Eug d туеше o 2 

$C, 任意 の 数 字 を 足す 命令 が ある な ら , 希望 し た ア 


FU と い 


ドレ ス の 


メモ リ に 入っ て いる 数 字 を 足す 命令 が あっ て し か る で きだ と もち 思 
い の あ な た だ は , 普通 の 考え の 持ち 主 ほ と いえ る で し ょ う 。 


その 指定 し た メモ リ に 書か れ た 数 字 も レジ スタ に 入っ て いる 数 
字 に 足す 命令 $ あ り ま し て , 
ADDA 5678 
ЕЗ, ここ で も 。 結果 ば レジ スタ に 入 り 。 


アシ ダラ 言語 送ら , 


指定 し た メモ リ の 内 


容 は 一 切 変 化し ませ ん 。 


A レ ジス タ に 足し 算 の 命令 が ある な ら ば , шаны” 
よう な も の が ある と 考え ん る の が 人 情 と いう も の で , B レ ジス タ に 
入っ て いる 数 字 に , 直接 好き な 数 字 を 足す 命令 , 


ADDB #20 
を し て , 指定 し た メモ リ の 数 字 を 足す 命令 , 
ADDB 5678 


kd eei ce ade ы Аа 
を 命令 表 の 中 か ら 捜 し 店 


〈 く 新しく 〈 出 た 命 
ӨЗЕНМЕН О 5 
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09 目 ら 進 演算 の 詳解 


話 を 元 に 戻し まし て , 足し 算 の 様子 を も う 少 し 詳し く 見 て み ま 
し ょ う 。 マ シン 語 で は 数 字 を 2 進数 で 表す , も うい うま で も な い 


こと で すね 。 を それでは, 足し 算 で 数 字 と 数 字 を 足す ,。 つ まり 2 進 


数 同士 の 計算 は 一 体 ど う や る の で で しょう? 
初め の 頃 に 2 進数 で 甚 定 を し た こと が あり ます が , あれ を シン 
プル に し た よう な も の で す 。 と りあ え ぇ ず 簡 単に する だ た め に 4 ビッ 
ECEAT EELE Ta ST 
0011 + 0001,2) 
の 計算 は も う 簡 単 で すね 。 第 1 項 の 0011 ゅ の 第 0 ビッ ト の 1 に 1 
を 足し て , 10@ と なり , 第 1 ビッ ト へ 繰り 上 が り ま す 。 第 1 ビッ 
ト で は , 1 と 繰り 上 が り の 1 を 足し て さら に 第 2 ビッ ト へ と 繰り 
上 が り ま す 。 結局 
0011: +0001» =0100‹› (34124) 
と な る わけ で す 。 
次 に , 少し 数 学 的 に や る な ら ば どう で し ょ う 7? た と え ぇ ば, 
0101: 01100 ++. (a) 


の 計算 も する と き の 場 合 で す 。 ここ で 2 進数 を 10 進 数 に 変換 する 


ょ きのこ と を 思い 出し て くだ さい 。 たしか, 第 n ビッ ト の 有無 で 


21 を 足す か 否 か を 決め る ん で し た ね 。 
で すか ら , 01010), 0110 は , 
0101 —2? + 20 
011002) —2? + 2! 
と な り ま す 。 ゆえに 
0101.0 +0110 
= (22 2) Gt-EH) 
=2°ж2421+12° 
=2%+2!+ 2° 
=1011‹› 
bib, ここ で の ボイン ト は , 
QN-I-ON ON k p = Ns 


(a) 式 は , 


図 1 加算 回 路 (1 ビ ッ ト 分 ) 


Cou ( 格 上 が り ) 


真理 値 Ж 


= 
P 
© 


-ісіс|-|сі-|-і|с 


Са (下位 ビッ ト か ら の 桁 上 が り ) 
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図 2 въ РЯ d 


А (数 1) 


QUEA) 


В ( 2) 


図 1 の 部 分 


と いう 関係 で す 。 

と まあ , この よう に し て , 2 進数 の 計算 を 数 学 的 に 説明 し て み 
た わけ で す が , 実際 に は liat 10) =10 L u 5 2 進数 の 計算 と 
繰り 上 が り る ぇ え で きれ ば 充分 だ と 思い ます 。 


と ころ で , CPU も いち いち 「2 の 何 乗 が …… TYTY] ERA 
な が ら や っ て いる か と いう と そう で は あり ませ ん 。 それ な り に 加 
Я (足し 算 ) 回 路 し いう も の が あり まし て , 図 1 が それ に あたり 
ます (だ た だ し これ は 1 桁 ニ 1 ビット 分 で , 実際 に は これ を 8 個 並 
^£). А, B は それ ぞ れ 被 加 数 と 加 数 に つなが り ま す 。 ま ただ 
Cin は 下位 の ビッ ト か ら の 繰り 上 が り を 受け 入れ る 線 で , Cout は 
上位 ビッ ト へ の 繰り 上 が り を 示し ます ( 図 2 参照 )。CPU の 中 に 

この 加算 回 路 が あり まし て , これ で ADDA/ADDB 命 令 を 実行 
する の で す 。 ち なみ に 減算 回 路 と いう も の は 存在 し ませ ん が , E 
て 述べ る テク ニッ ク て で て 引き算 を 実 現し ます 。 


現状 を し っ か り 把 握 / 
ЗОД で レジ スタ 七 変化 


ST, 話 を 8 ビッ ト に 戻し まし ょ う 。 単に 桁 数 が 増え る だ け で 
すか ゆめ 。。 な ん で ご と は が いで しょう 。 < L SG 
LDA せ $93 
ADDA #$5A 
の 命令 を 考え て くだ さい 。 まず, 1 つ 目 の 命令 で A レジ スタ 
$93=10010011 ゅ が 入り ます 。 そし て これ に 
$5A=01011010② を 足せ ば いい の で す 。 つ まり 
100100112 +01011010 1X. 
=11101101‹ = ЕЮ 


と な り 5 ( 図 3 参照) これが A レ ジス タ に 入り ます 。 問題 あり ま 
せん ね 。 で は 次 に , 

LDA # $93 

ADDA %%А?2 


図 3 $93--$5A—$ED 


| ($93) ($5A) 


1 0014 0 Tr t 01011010 


| j 
10010011 


1001063101 
F $ aia E 


ID 0-14 1101 


ы «X 


160 tO PET 09 


е I 1503 


SED 


| で は いか が で し ょ う ? 2 進数 で 計算 し て , 

| 10010011 --10100010 2 

| —100110101(5 = $135 

| L, お や お ね や? 9 ビッ ト に な っ て し まい まし た 。 本 来 の 8 ビッ 
ト の 最上 位 、 第 7 ビット か ら 繰 9 上 が り が 出 て し まっ た の で す 。 
これ で は A レ ジス タ に 入り ませ ん 。 ま きる か 1 ビッ ト と 8 ビッ ト に 


分 け て 2 つの メモ リ に 入れ る わけ に も いき ませ ん 。 困り まし た わ , 


Ei bed. EF ? 

実は , この よう な 状態 は オー バフ ロー と 言い まし て エラ ー の 1 
種 で す 。 こん な と き は 構い ませ ん か ら , 答 の 下位 8 ビッ ト (001 
0101 = $35) を を の まま A レ ジス タ に 入れ て し まい ます 。 Z L 
С, 第 7 ビッ ト か ら の 繰り 上 が り が あっ た 印 じ と し て CC レジ スタ 
の 第 0 ビット を 1 に し ます 。 

ここ で 出 て きた CC レジ スタ を 皆さん 覚え を てい ます か? 実は 
これ も 8 ビッ トレ ジス タ で A。 B レ ジス タ と 同じ で す 。 し か し 。 
その 働き は 全く 異な り , エラ ー な ど を 始め と する 様々 な 状態 を 記 
録 す る の が 役目 で す 。 演算 な ど は 全然 し まほ せん の で , LDCC/AD 
DCC/STCC と いっ た 命令 は あり ませ ん 。 

具体 的 に 見 て み ま し ょ う 。 まず, CC レジ スタ の 第 0 ビッ ト 
( 図 4 218) 3, C727" と よ ば れ て いま し て , 

「ADDA/ADDB 命 令 を 実行 し た と き 」 に , オー バフ ロー を 起 
こし た 場合 、 つ まり 第 7 ビッ ト か ら の 繰り 上 が り = 桁 上 が り が あ 
っ た と き に は 1 に な り , 問題 な けれ ば 0 に な り ま す 。 

この 「 桁 上 が り 」 の こと を 英語 で Carry (キャ リー)′ と ょ よぶ 
ご と の がら “С>?” ONT ESI, 

そし て 命令 を 実行 し た 結果 の 8 ビッ ト (オー バフ ロー を 無視 し 
た 下位 8 ビット) 05%, 第 7 ビット (MSB) の 内 容 が CC レジ 
スタ の 第 3 ビット に コ ユ コピー され ます 。 こ れ に は “N フ ラグ tv 
う 名 前 が 付い て いま す 。 

同じ く 結 果 の 8 ビッ ト を 調べ て “0” (8 ビッ ト す べ て 0) な 
О СС ЛЖ Ж 2 ビッ ドド が тер さも な けれ ば 50 に 


集まれ / マ シン 語 新入 生 


図 4 簡易 版 CC レ ジス タ 解 説 


CC レン スタ 


B 


0 4 Tab io kes > Lut Ti, 2Ъ%Ф Z (2 
Gro) 22.2 up 

これ ら は 「 命 令 を 実行 し た あと その 結果 に 従っ て 1 に な っ た り 
0 に な っ た りす る 」 の で す 。 を そして, お 互い の 「 フ ラグ 」 の 間 に 
は 何 の 関 係 も あり ませ ん 。 


デー タダ が 0 な ら 1 に な る 


6 


5 hM. |з руп [o | — 
< E ULRSISSECHEED b ЖІ 
? ЛИ 48 借り が 生じ る と 1 に な る 


デー タ の MSB が コピ ー る れる 


ここ まで ナイ ショ に し て まし だ た が, 本 当 は 転送 命令 (LDA や S 
TX) を 実行 し た と きも フラ グ は 変化 し て いた ん で す よ 。 気 が 付 
いて い だ 人 も いる か も し れ ま せん が …… 転送 する デー タ の 最上 位 
ビッ ト (МВ: 8 ビッ トド デー タダ な 6 第 7 ビット 、。 16 ビ ゼット な たら 
第 15 ビ ッ ト の こと ) は 必ず N フ ラグ (CC レジ スタ 第 3 ビット) 
а= pu To 

Z フ ラグ (第 2 ビット ) に つい て は 「 転 送 デ ゲー タ が 0 なら ば , 
クジ ラグ БІ СЖЖ, ぞう で な け 邊 RZ ラ ラグ は 0 た な か りり まま 9 
ああ っ や や こし いっ / 

C フ ラグ (第 0 ビット) は どう し まし ょ う ? オー バフ ロー も 
桁 上 が り も 関係 ありま せん し , 迷っ ちゃ いま すね 。 それ じゃ あほ 


この よう に , 命令 に よっ て 変化 する フラ グ は 異な り ま す 。 それ 
を 表す の が 命令 表 の 一 番 右 側 に 書い て ある `.” や ヾ 1? と いっ 
た 記号 の 並び な の で す 。 記 号 が 8 つ あ る の は CC レジ スタ の 8 ビビ 
ッ ト に 対応 し て いる の で す ( 図 4 参照 )。 


805 赤字 の 計算 / 負 の 数 の 処理 


$C, 今 ま で 数 字 デ ー タ と いえ ば , 0 か 自然 数 (0 一 255 ま た 
は 0 一 65535) で し た が , 世の中 プラ ス だ け で な く マ イナ ス の 数 
字 だ っ て あり ます 。 そ れ に つい て 今度 は 少し な 話し し まし ょ う 。 

それ で は , また だ た 4 ビッ ト の 数 字 を 考え まし ょ う 。 4 ビット の 場 
合 、 普通 な ら 0 一 15 の 数 字 が 表せ る の で し た よね 。 

ここ で は 下位 3 ビッ ト と 最上 位 1 ビ ッ ト に 分 け て し まい , 下位 
3 ビッ ト で 0 一 7 の 数 字 を 表し ます 。 を そし て 残り 1 ビッ ト で 符号 
を 表し ます 。 最 上 位 が 0 な ら 正 , 1 な ら 負 の 数 とい うわ け で すね 
( 表 1 参照 )b。 た と ぇ ば ー 3 を 表す な ら , 1 (符号 ) と 011 (数 字 
03) を 並べ て , 1011@ ニー 3 と な り ま す 。 こ れ で 無事 に - 7 一 
7 の 数 が 表せ ます 。 メ デ タ シ メデ タ シ …… と これ で 妥協 し ちゃ あ 
いけ ませ ん 。 実は これ より も と っ て も うま しい 方 法 が ある の で す 。 

その 方 法 は と いう と まず , 4 ビッ ト で 数 を 表す と き , 0 一 7 を 
表す ぶん に は 今 ま で どおり で す 。 次 に 負 の 数 を 表し だ たい とき, た 
と ぇ えば ー5 な ら ば , な に も 考え ず に 16 を 足し て し まい ます 。 

(= 5) +16=11 まさ due (b) 


1988-9 Oh/FM 109 


表 1 第 1 案 
2 _ 2 進数 表示 | £ ü | 
[з @:Е/б-1:) | 数 値 ( 絶 対 値 ) | _ sc 
1 11 —7 
1 110 ー6 
1 101 ー5 
1 100 E 
1 011 2-3 
1 010 = 
1 001 zi 
0 000 0 
0 001 1 
0 010 2 
0 011 3 
0 100 4 
0 101 5 
0 110 6 
0 111 7 
表 2 第 2 案 (2 の 補 数 表示 ) 
2 進数 表示 | 見 掛け の 数 値 | 真 の 数 値 
1000 8 —8 
1001 ] 9 ー7 
1010 10 е E 
1011 11 —5 で て 表 き れ た 見 掛け 
a の 数 値 が 8 以上 15 
1100 12 ー 4 以下 な ら "16" を 引 
| 1101 13 =% いて し まう 。 
1110 | 14 = 
1111 15 = 
0000 0 0 
0001 1 1 
= ж oW = 
0111 7 7 


11 な ら ば 4 ビッ ト の 2 進数 で 1011 ゅ と 「 見 掛け 上 」 表 きれ ます 
( 表 2 参照 )。 

ЖС, ヒ ョ イ と 4 ビッ ト の 数 字 を 出る され だ とき, それ が 0 一 7 
の 数 字 な ら , その まま 正 の 数 0 一 7 で ある と 考え まし ょ う 。 

も し 8 一 15 の 数 字 (MSB が 1) な ら ば (110010: 9) な ら 
Ж, 16 が 足し て ある と 強引 に 思い 込ん で, 16 を 引き (9 一 16 ニ ー 
7 ) それ が , 本 当 の ( 負 の ) 数 と 信じ ます 。 


この 怪し げ な 技法 。 これ が 実は 「2 の 補 数 表示 」 と よ ば れる も 


の で す 。 ち ょ っ と 面倒 みた いで す が ,。 し っ か り と 覚え て くだ きい 。 


$c, 実際 の 8 ビッ ト で は , 表す 範囲 が も っ と 広がり まし て , 一 
128 一 127 の 数 を 示し ます 。 0-127 (第 7 ビッ ト が 0 ) の 場合 は 
を の まま の 数 を 表し , 「 見 掛け が 」128 一 255 (第 7 ビット が 1) 
DE есі, 256 が 足し て ある と 考え で て で, 256 を 引 ら だ 一 128 ニ ーー 
1 を 表す と 思っ て くだ きい ( 表 3 参照 )。 

同様 に 16 ビ ッ ト で は , 「 見 掛け が 」 0 一 32767( 第 15 ビ ッ ト が 0) 
な ら , その まま の 値 。「 見 掛け が 」32768 一 65535 (第 15 ビ ッ ト が 
1) で は , 65536 を 引い て 一 32768 一 一 1 な ん だ と 考え ます ( 表 4 
参照 )。 
mm だ CC の Re が で し ED だ の デー タ で も. WE 
位 ビ ッ ト (МВ) が 0 な ら 正 の 数 (また な は 0), を うし て 1 な ら 
ば 負 の 数 に な っ て いま す 。 つ まり MSB は 符号 を 表し て いる の で 
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X3 8 ビッ ト の 2 の 補 数 表示 


| 2 進数 (8 ピッ ト ) | 16 進 表記 | 見 掛け の 値 | Kofi 

10000000 $80 128 ー128 

10000001 $81 129 A 

10000010 $82 | 130 | -126 8E» һо2 ж 

10000011 $83 | 131 ー125 Ee cr edt 
Т Ж... 3 создой 

11111101 $FD 253 -3 C55, 

11111110 $FE | 254 2% 

11111111 $ЕЕ 255 et 

00000000 $00 0 0 

00000001 $01 | 1 1 
t 1 * № T 

01111111 $7F 127 127 
X4 16 ビ ッ ト の 2 の 補 数 表示 

2 進数 (16 ビ ッ ト ) | 16 進 表記 | 見 掛け の 値 | 真 の 値 |. 
1000000000000000 | 88000 ] 32768 | -32768 
1000000000000001| $8001 32769 | -32767 
1000000000000010 | $8002 | 32770 | -32766 | | 16 ビ ピット の 2 進数 

қ 4 | で MSB (第 15 ビ ッ 

1000000000000011 | $8003 | 32771 | -32765 | | Dang it. n” 
- 人 i| керәш 
1111111111111101 | $ЕЕЕР | 65533 ー3 || ichs. 
1111111111111110 | $ЕЕЕЕ | 65534 —2 
1111111111111111 | $ЕЕЕЕ | 65535 -і 
0000000000000000 $0000 | 0 0 
0000000000000001 | 80001 1 1 
= : 省 и = 
O111111111111111 | $7FFF | 32767 32767 


す 。 こ れ で MSB の ビッ ト の 内 容 を CC レジ スタ の N フ ラグ に コピ 
ー す る 理由 が 明らか に な り ま し た ね 。N フ ラグ は 常に デー タ の 正 
負 を 表す の で す 。 こ れ が 「 2 の 補 数 表示 」 の 特徴 の ひと つ で す 。 

「 2 の 補 数 表示 」 と いう の は 少し わか り に くい 概念 か も し れ ま 
せん が , マシ ン 語 で は よく 用 いら れる 表現 方 法 で す の で , 上 の 表 
を 参考 に し て 理解 する よう に し て くだ さい 。 


060 符号 反転 180 度 


少し 前 の , X (b) を ちょ っ と 変形 する Е, 
(一 5) +16=16+(— 5) 
=16 一 (+ 5 ) =11 
t, 5 に バー” を 付け だ , 一 '5 を 表す に は 。 16 か ら 「5」 を 引け 
ば いい の で すね 。 ア ンダ ライ ン の と ころ を 2 進数 で は , 
10000» — 01012 = 1011‹2) 
と 計算 し ます が , も う ひ と つ , 100005 211110 + 10 な る 関係 
も 考え て , 
10000 ゅ 一 0101⑫) 
= (1111 + 10) 一 0101⑫) 
= 11110) — 01010) + 1 


= (111102) —01010›) + 105555559: (е) 
—]1010:5-E- 1 の イー ジー ツー マ (а) 
=1011(2› 


ここ で 。 A (с) の (11150-01010) に 注目 し で で だ きい 。 01 
01e) と (1111 ゅ 一 0101@) ) =1010② を 見 て 何 か 気 付き ませ ん か ? 


01015 51010, ちょ うど 対応 する ビッ ト で は お 互い に 0 と 1 が 
反対 な の で す 。 

つま り 5 の 負 の 数 を 作る に は , 16 か ら 5 引 くだ の と 考え ず と も , 
5 三 0101, の 0 と 1 を 入れ 替え て 1010@ を 作り , これ に 1 を 足せ 
ば ( 式 (d ) 参照 ), 

1010‹2) + 12 =10112=— 5 

まとめ る と , ある 数 N が 2 進数 で 表 さ きれ て いる と き 。, 
ーN を 作る と き に は (数 の 正負 を 反転 きせ る に は ), 
・ ビ ッ ト の 0 と 1 を 入れ 替え る 
・ そ れ に 1 を 足す 


その 負 の 数 


この 2 つの 操作 だ け で いい の で す 。 な ん か だ まき され た よう な 気 が 


し ます が , いろ いろ な 数 字 で 試し て 見 て て だ きい 。 き っ と 納得 し 
て いた だ だ ける で し ょ う 。 こ の 応用 と し て , 1010 =- 5 の 待 号 を 
反転 きせ て み ま し ょ う 。 0 と 1 を 入れ 替え て 0100⑫⑰, それ に 1 を 
ELT 
010002, + 1 =01012 = 5 
な か な が お も しろい で じょう? 
は の テク ニッ ク で す 。 
ет, この 符号 反転 を 実行 する 命令 も 用 意 き され て いま す 。 ま ず 
AB レジ スタ に 入っ て いる デー タ (8 ビット) の ビッ ト の 0 と 
1 を 入れ 替え る 命令 は , 
COMA (A レ ジス タ の デー タ に 関し て ) 
COMB (B レ ジス タ の デー タ に 関し て ) 
で す 。 ア レ ? オペ ラン ド が あり ませ ん ね 7? £5, これ が か つ 
て お 話し だ オペ コー ド だ け の 命令 な の で す 。 符号 を 反転 きせ る ( 
ビッ ト の 0 と 1 を 入れ 替え て 1 を 足す ) 命令 $ あ り ま し て , 
NEGA (A レ ジス タ の デー タ に 関し て ) 
NEGB (B レ ジス タ の デー タ に 関し て ) 
9, ОСЫН Сағ, 
と いっ だ と ころ で 次 の 章 へ 進み まし ょ う 。 
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と ころ で 馬 ん で こん な 論 テ コリ ン な こと を する の で し ょ うか ? 
ТЕЛЕЗ ЕЗ-Ң し る 足す きのこ 8 を 考 A で な ので K A3. 
3c (= 1)200110 1111€ 
=00100 = 2 
БОЕ эзе Ж ТЕ, 
2+ (— 7)20010(0 410010» 
1011 ゅ テー 5 
人 間 が 負 の 数 を 含む 計算 を も する と き は , どっ ちの 絶対 値 が 大 きい 
か 悩み な が ら や る の で す が , 「 2 の 補 数 表示 」 で は , な に も 考え 
ず に いき な り 足 し 算 が で き て し まい ます 。 な か な か 都合 が いい ビ 
ゃ あり ませ ん か 。 ほ か に も いく つか 例 を 図 5 に あげ て お きま すか 
ら 見 て 召 い て くだ さい 。 
それから 1 か ら 2 を 引 《 と き に は , 
12-72-41 + (= 2) 
—0001(0 +1110 (2) 
=11110)= — 1 


これ も 「2 の 補 数 表示 」 な ら で 
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と いう よう に ,「 引 (数 (2) の 符号 (ЕҢ) を 反転 きせ て (一 
) 加え る 」, これ で 引き 算 が で き て し まう の で す 。 
先ほど 電気 回 路 に は 減算 回 路 は 存在 し な いと いい まし た が , 実 
は こう や っ て 引き 算 を 実行 し て いる ん で す よ 。 それ や ゃ やあ 0 と 1 
を 入れ 替え る (ビッ ト の 反転 ) は ぼう する の か ? それは, 図 6 
の ょ うな 回 路 (た だ し これ は 1 ビッ ト 分 , 実際 に は 8 個 並 べ る ) 
で 簡単 に 1 と 0 (電気 信号 で は 0V と 5V) を 入れ 替え る こと が で 
きま す 。 1 を 足す の は 加算 回 路 を 使え を ば わけ あり ませ ん 。 ま ぁ こ 
の よう な ハー ド の 話 は また の 機会 に し て , 今 は 負 の 数 の 表し 方 を 
じっくり 習得 し ちゃ いま し ょ う 。 
を その よう な わけ で , 引き 算 も 簡単 に びき る こと が わか り ま し た 。 
そし て , 実際 引き 算 を する 命令 な いう の も あり ます 。 
A レ ジス タ か ら 数 字 を 引く の は , 
SUBA #$10 
レジ スタ が から 指定 し た メモ リ の デー タ を 引く の は 
SUBA $2000 
同様 に 。 B レ ジス タ に 関し て は , 
SUBB #$20 
SUBB $2001 


5 符号 付き 計算 の 例 


ー1 十 (一 1) : Mile +1111 = 1: 1110 ゅ テー2 
ーー この 1 は 『 切 り 捨て 』」 て し まう 


—7 +2 : 1001@ 十 0010 ゅ =1011 ゅ テー5 


ー5 十 5 : 10112) 01010 = 1: 0000 о-0 
この 1 は ! 全 9 捨て 」 て し まう 


ー1 十 4 : 1111eg 土 0100 ゅ 1! 0011273 
ーー と の 1 は 「 切 り 捨 で 」 て も まう 
4 ビット か ら あ ふれ た (繰り 上 が り の ) ビ ピット は , そ の まま 無 祝 し て し まう 


図 6 反転 回 路 


(原理 的 に は ) 
Vcc トラ ンジ スタ と 抵抗 1 本 / 


OUT 


IN 真理 値 表 


1 0 
IN ーーー occ 220- 


ディ ジタル 回 路 の 記号 
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と いう と ころ で す 。 CPU は 自ら の 体内 の 回 路 も セコ セコ 操っ て る 
52 き の は まう に し で 引き 條 を 実行 する の て すね 
だ だ ちょ っ と 注意 し な きゃ や い 仁 が い の は 。 クララ グ の こと で 


す 。 ADD 命 令 の と き は 第 7 ビッ ト か ら の 繰り 上 が り が あっ た だ と 
m Cus T6540 fd. し る の の 5 SUBITI. ジジ 
スタ の 値 よ り 引 〈 数 の ほう が 大 きい と き , つま り 「 繰 り 下 が り / 
桁 借 り 」 の と き に , C フ ラグ が 1 に な り ま す 。 この 区 別に 気 を 付 
UG SX Su 

それ じゃ あ 同 じ 調 子 で X, Y マ レジ スタ に も 同様 に 足し 算 / 引 き 
算命 令 が ある だ ろう と 考え て 胸 を ワク ワク させ た 人 に は 期待 外れ 
で す が , こち ら の ほう の 命令 は どこ を 捜し て も あり ませ ん , 残念 
で し た (信じ られ な い 人 は 命令 表 で 確認 し て くだ さい 。 目 を 皿 の 
違う 所 し で 捜し て も な い は ず で す )。 

少し 前 に も ぉ 話し た と 思い ます が , レジ スタ に は 役割 り 分 担 が 
あり まし て , А, B 両 レジ スタ は , 足し 算 な どの 演算 を 主 に 行 
о, X, マレ ジス タ は , 主 に 「 ど の メモ リ を 対象 に する か を 指定 
тр と き の ア ドレ ス を 入れ て お きま す 。 詳し く は , 次 の 章 を ご 
らん くだ きい 。 


レジ スタ で メモ リ を 
ОВ сз 


ちょ っ と 話 は 脇 に と それ ます が , ここ ら で メ レジ スタ の 正体 を 明 
5 が に し で ね おき まし よう 。 

この メレ ジス タ は 16 ビ ッ ト (2 バイ トレ ジス タ ) で ある こと は 
BON EU Y S. 6125, これ は あま うど デ ド レス を 完 す の と 
[ДЕ о МЖ (マイ ト 数 ) で す 。 こ の こと を よ j ぉ 一 《 第 を て いて 
(NS, 

と ころ で , た と えば B レ ジス タ に デー タ を 読み 込む と き , 読み 
込む ゲー タ が どこ に ある か を 考え て み ま し ょ 5 

LDB #$12 
の と き は マシ ンコ ユー ド の 中 ,。 オ ペコ ュー ド の すぐ 後ろ の の オペ ラン ド 
が デー タ に な り ま す 。 

SOS, 

LDB $2010 
の と き に は , デー タ の ある メモ リ が どこ に ある か を 直接 「$2010 
順 地 害さ /」 と 指定 し て mw ます 。 つ まり アド レス は ,。 オペ コード 
の すぐ 後ろ の の 2 バイ ト の オペ ラン ド な わけ で す 。 

55, PACA NELES, AAV RLY ARB, この 「 デ アド 
レス (16 ビ ッ ト )」 を 覚え る の が 役目 な の で す 。 を そう , メレ ジス 
タ が , デー タ の 入っ て いる メモ リ を 指定 する の で す 。 

ちょ っ と わか り に くい で すか ら 具 体 例 を 出し まし ょ う 

LDX 62114 

LDB ,X 
まず メレ ジス タ に $2114 が 入り ます ね 。 その 次 の LDB 命 令 で は , 
メモ リ の デー タ を 読み 込む と き に , メレ ジス タ が 「$2114 番 地 だ 
Eu Ее, НЕСІ. つま り メ レジ スタ に 入っ て ひる ア 
ドレ ス (16 ビ ッ ト デ ー タ ) の 示す メモ リ , $2114 番 地 を 対象 に す 
る の で す 。 

ISSR T 
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LDB $2114 
と 変わ りあ り ま せん が , だ た と えば アド レス が プロ グラ ミン グ 時 に 
決め られ な いと き な ど に は この 方 法 を 使い ます 。 
そう そう 双子 の 弟 Y レ ジス スタ の こと を 忘れ て いま し た 。 を そう 
で す 。 マレ ジス を 使っ て も 同じ こと が で き る ん で - あ ば 。 だ 6 А 
ば , 
LDY $5116 
LDX Y 
Y レ ジス タ が $5116 番 地 を 指定 し て , CPU は $5116, $5117 番 地 
か ら 2 バイ ト の デー タ を 読み だ し , メレ ジス タ に 入れ ます 。 これ 
は , 
LDX $5116 
と 同じ で す 。 
こと で きも ちょ っ つと ひね た だ た カク ニッ ク お お 紹 共 まし まう 。 
LDX $4164 
STX ,X 
この 結果 は ぼう な る で し ょ うか ? ぜひ 考え て みて 《 く だ きい 。 
も う ひ と つ テ クニ ッ ク が あり ます 。 
LDX $2114 
ADDB ,Х- 
これ は 先ほど と ひと 味 ち が いま す 。ADDB 命 令 で B レ ジス タ に $ 
2114 番 地 の デ ー タ を 足し た あと , 自動 釣 に X レ ジス タ の 値 が 増 や 
きれ , $2115 と な り ま す 。 連続 し た メモ リ を 操作 する と き に 便利 
で すね 。 ア モン プラ 表記 で +" の 記号 に 注意 し て ぐだ きい 。』 b 
な み に , ご の よう に し て で 丈 。Y マ レジ スタ を 使っ て アド レス を 指定 
する 方 法 を 「 イ ン デ ックス モー ド 」 と いい ます 。 


PH 目 符号 付き P 符号 な し ? 


ここ で 。 “1001000 と いう 8 ビッ ト の デー に つい て 考察 
まし ょ う 。 あな た は у оъ а 7 。 [ああ の, 
MSB が 1 だ か ら , 見 掛け は 200 で 256 を 引い て “一 56” だ /」「 前 
回 まで 符号 も $ 何 も な し で や っ た と き は 200 と 数 えた だ た から, これ が 
中 も MY "や どっ ちち も 正解 で す 。 と いう より , この 8 ビッ ト の 2 
進数 で は 両方 の 数 ぇ 方 / 読 み 方 が びき る の で す 。 

$C, AO 2 進数 を 今回 の 「2 の 補 数 表示 」 と 思っ て 見 れ ば M 
SB を 符号 と 思う わけ で (-128-127, これ を 「 符 号 付 き 」 と い 
いま す 。 

そして, た だ が むし ゃ ら に ,。 0 一 255 の 数 字 と 思う な ら 符 号 (M 
SB) と いう の は 関係 な い の で , 「 符 号 な し 」 と いい ます 。 あ る 2 
進数 を 「 符 号 付 き 」 と 思う か 「 符 号 な し 」 と 考え る か ? それ は 
明記 され て いな いか ぎり あな た 次 第 し いう わけ で す 。 


また 来 月 


今回 は か な り い ろ い ろ な こと を 一 度 に や っ て し まい まし た が 
1 章 ず つっ 進め て いく つも り で や っ て みて くだ きい 。 を そし て を の 章 
を 完全 に マス ター し た ら 次 の 章 に , と いう で らい が いい ぃ で し ょ う 。 
それ で は また 来 月 お 会 いし まし ょ う 。 


し 


for FM77AV/AV20/AV20EX / М/40 / А/40ЕХ (F-BASIC 3.3/3.4) 


第 10 回 逆襲 の V3.3L30/V3.4L20(2) 


(V3.373.4 用 コマ ンド ヒス トリ 付 ) 


今月 も 言い わけ か ら で す 


1 が 月 遅れ に な り ま し た が 、 今 月 は 7 月 
号 で の 休載 の , 言い わけ か ら 入 り ま す 。 

実は で びす ネェ 。 7 月 号 の 原稿 , 筆者 は ち 
лу АЙТЫСТАҒЫ, (や の ん と 。 に も か 
か わら ず 載 ら な か っ た と いう の は , 2 大 特 
集 と 2 大 新 連載 の パワ ー に 押さ れ て , 誌面 
が 足り な く な っ て , それ じゃ あ 例 の 裏 番組 
を 切る か っ て ん で , ШО TL REUS A 
が な くだ な っ қылы £ 5, 
Се ДОЛ Su ЖҮРСӨ = sz K ray 
алын что arsa 
う そろ そろ 連載 1 年 に な ろう と い 
今 演 に 常駐 部 を や っ て い ぃ いたり し ます 。 
* う わけ で も な い の で す が , 
今回 は 非常 駐 部 の 概要 を 明らか に し て , 読 
者 の 方 で も , ある 程度 自分 で 見 当 も つけ て 
態 0 る よう に し で きた いら と 思 ら ます 。 
名 付け て , 

「 非 常駐 部 へ の 招待 も う 山 下 は あて に 
で き な い 」 な ん て 企画 な ん で す が 。 v 
が の 3 の し まう が 。 


非常 駐 部 へ の 招待 


ENDS 駐 部 の 話 を し 
ます 。 と ころ で 淀 尽 部 ・ 非 常駐 部 と いう 用 
KH EAR ERU り 前 の よう に 使っ て 
820472070; ここ で ちゃ ん と 整理 し て お 
きだ いと 思い ます 。 イ ンタ プリ タ 傾 域 の う 
b, 常時 実 CPU ア - 配 置き れ て い 
C, と くに MMR を 意識 し な く て も 利用 で 

きる 領域 が 常駐 部 で , 必要 に 応じ て 実 CPU 
グ ド レ ス 上 に マッ ピン グ し て や ら な けれ ば 
な ら な しい 領域 が , 非常 駐 部 で す 。 


бй s 


3.0012, 


«= 


t 3X ik, ЗЕ 


Ft Р! 


駐 部 


信 回 は この うち の 非常 駐 部 を 扱っ て 
話 の 流れ と し て は , 
に ある 各 モ ジュ ー ル の 構成 を 把握 し て 
それ か ら 非 常駐 部 上 の サブ ルー 
クモ ス す る 方 


け で す が , 


55-7, 
チン の , 具体 的 に ア 


見 て いき た 
@ 非 常 


で は 非常 

も の が ある の か , 
SE 2 
追加 され た 
ん だ か ОЬ, 
b それなり 
コテ vm し CO な の で 
す が 。 だ いだい 次 の 
よう に 分 類 で きる と 
思い ます 。 す な わ ち , 
・ 一 般 非常 駐 部 

(非常 駐 1 一 A) 
・ 非 常駐 I 
・ 日 本 語 非常 駐 部 
の 3 種類 で す 。 それ 
ぞ れ の 特徴 を まとめ 
Tas k. だ だい たい 


b 1,75% 
ЗЕ ВЕ; 
だ xc た や 


次 の よう に な り ま まま 。 


@ 一 般 非常 駐 部 
(非常 駐 1 — A) 
般 非 常駐 部 と い 
う 2 の は , グ ラフ ィ ッ ク 
コマ ンド や 倍 精 度 関 
数 な どの 処理 ルー チ 
ン を 受け 持つ 非常 駐 
C, 40274 B 
と に 分 割 さ きれ た 10 個 
(V3.3L1X で は 9 個 ) 
の モジ ュー ルカ * ら , 


EE 部 に は , 
と いう と ころ か ら 5 見 て 
H 本 語 機能 が 


いと 思い ます 。 
駐 部 の 種類 と 概要 


いく 
まず 非常 


まな ど を 


üw a s うっ 


F-BASIC $, 


AE 


成り 立っ て いま す 。 
各々 の モジ ュー ル の 役割 は どい た い 表 1 


の よう に な っ て お あり, 実 CPU アド レス の 
$8000 ~ $8FFF 番地 に マッ ピン グ し て , 用 
に る まみ た なっ て УД 


この 一 般 非 常駐 部 は ,。 主要 サブ ルー チン 
の アク セス に 「 和 常駐 部 な 非常 駐 部 連絡 エリ 
ア 」 が 利用 で きる な ど (これ に つい て は 後 
Ж), 比較 的 扱い や すく で き て いま す 。 

ө 非常 駐 I 


非常 駐 I は 図 1 の よう に , サウ ンド 関係 


表 1 Е び 非 常駐 1 の モジ ュー ル 名 と その 内 容 
モジ ュー ル 名 | n7 ドレ ス 内 容 
| $38000 に | イニ シャ ライ ズ 処 理系 т 
非常 駐 1 \ | * ERASE, CHAIN, NEW. エ ラー 処理 系 
_ $38FFF i ・ カ セッ ト 処 理系 【V3. 3LIX/L2X L2X0 A) 
| $07 7000 ・VR/ AM 画面 制御 処理 系 
非常 駐 2 ) | ・DEF KANTICV3.3L2X の みる) 
$07FFF | ・ ジ ョ イス ティ ッ ク 処 理系 〔\3.3L3X/V3.4L2X の み ) 
$06000 
非常 駐 3 í | ・ グ ラフ ィ ッ クコ マン ド 処 理系 
$06ЕЕЕ 
非常 駐 4 Me S ・ ハ ー ド コピ ー 処 理系 
тел TE * DEF KANJI(V3.3L3X/V3.4L1X/L2X) 
$05ЕЕЕ $8FFF 
$040 00 E 
Mo ; | ・ 倍 精度 関数 処理 系 
^ — * MON 
$04FFF 
| $03000 | E 2 
— ・ デ ィ ス タク 処 理系 
ДЕР " В S ・ ジ ョ イス ティ ッ ク 処 理系 〔V3.3L1X/L2X/V3.4L1X) 
$03FFF 
š $02000 "日 本 語 関 数 処理 系 ғ 
Жк? е 
$02ЕЕЕ z n d 入力 処理 系 (INPUT.READ) 
・RENUM 
テキ スト 処理 系 
・ 音 声 合成 処理 系 
$01000 . デジタイズ 理系 
非常 駐 8 ! ・ ク ロッ ク 処 理系 (TIME,DATE) 
| $01FFF ・ VRAM 画面 モー ド 処理 系 の 一 部 【V3.3LIX の み ) 
| ・ カ モッ ト 処 理系 〔V3.3L3X/V3.4L1X/L2X) 
| ・PRINT@(V3.3L3X/V3.4L1X/L2X〕 
| $00000 a 
| зво ; Б ド 処 理系 
$00FFF а. 
irn ・SYMBOLe 
ы қ (V3.3L1IX に は 存在 し な い ) 
SOEFFF 
P Ps iu a Ln "POETS 
$orFFF | реке | РМ 
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Bii ЭБЕН の 構造 (KCPUZ ド レス ) 
サウ ンド 関係 50000 
Wn Dua 
は ュー バッ ッッ) | 
$D6000 
FM 音源 用 
処理 ルー チン 
pus dii 
管理 
$DFFF 
12 日 本 語 非 常駐 部 の 階層 構造 


日 本 語 機能 の 呼び 出し 


H AiE FH 
BIOS 
(400line) 

(11 RIGET А 


日 本 語 モ ー ド 用 
BIOS 
(200line 用 ) 


IE i 
GET 
(2001іпе 
用 ) 


辞書 アク モス ルー チン 
(RCB イ ンタ フェ ー ス ) 


外字 フ ォ ント 


の ワー クエ リア と, FM 音源 用 の 処理 ルー 
チン エリ ア か ら 成 る 非常 駐 部 で , 3 CPU 
アド レス 上 の $D000 ~ $DFFF 番地 に マッ 
622 の し で 全う よう だ なあ で て の ます 。 2 
こ に ある 処理 ルー チン は , OPN BIOS の 管 
理 下 に 置か れ て いて , ОРМ BIOS 以 外 の ル 
ー チ ン か ら , 直接 呼ば れる こと は あり ませ 
ん (だ だし, ワー クエ リア の ほう は この 限 
り で は あり ませ ん )。 
ө 日 本 語 非常 駐 部 

日 本 語 非常 駐 部 は , AV シリ ー ズ の 日 本 
語 カ ー ド の 機能 を , BASIC か ら も 利用 で 
きる よう に する た め , V3.3L2X 以 降 か ら 新 
設 る れ た 非常 駐 部 で , 物理 アド レス の $20 
000 て $2FFFF 番地 に 置か れ て いま す 。 

ВЕЗЕ ЖЕНИС, どの よう な モジ ュー 
ル が ある か は 表 2 を 参考 に し て くだ さい 。 
これ ら の モジ ュー ル は 。, 一 般 非 常駐 部 の モ 
ジュ ー ル の よう に , 各々 が 独立 し て いる と 
いっ だ も の で は な く , 図 2 の よう に 上 位 の 
モジ ュー ル が 下位 の モジ ュー ル を , サブ ル 
ー チ ン と し て 用 いて いる 階層 的 な 関係 と な 
UU Ed. 


な お 以上 の 非常 駐 部 の モジ ュー ル は , い 
ずれ も リロ ケー タブ ル に は 作ら れ て いま 
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CPU アド レス 以外 に マッ ピン グ し て も, YF 
プ ブルー チン を 利用 する こと は で きま せん 。 


г 非常 駐 部 サブ ルー チン の 呼び 出し 方 


で は , 非常 駐 部 上 に ある 各 モ ジュ ー ル の 


表 2 日 本 語 非 常駐 部 の モジ ュー ル 名 と その 内 容 
モジ ュー ル 名 жатты, | pe 
日 本 語 モ ー ド BIOS $20000 $8000 | 2001ine モ ー ド 時 で の 日 本 語 処理 の イン タフ ェ ー ス を 
(2001ine) í ) 受け 持ち ます 。 具 体 的 に は 。 
$21FFF $9FFF ・ 日 本 語 モ ー ド の 初期 化 処理 
($8FFF) ・ 日 本 語 モ ー ド 時 の BIOS 
| | の エン トリ が 用 意 き れ て いま す 。 
日 本 語 モー ド BIOS $22000 $8000 4001ine モ ー ド 時 で の 上 記 処 理 を 行い ます 。 
(400line) \ ) (日 本 語 GET の 機能 を 含み ます ) 
$23FFF $9FFF 
上 ($8FFF) 
語 | 日 本 語 GET $24000 $7000 2001ine モ ー ド 時 の 日 本 語 モ ー ド で , BIOS を 通し て , 
В | (2001ine) í ' サ プ シ ステ ムコ マン ド GET($04) がり リクエスト され た 
[9] $24FFF $7FFF と き の 日 本 語 対応 化 処理 が 行わ れ ま す 。 
8, $25000 | prg Za ЖАСАҒАН 
— í EI te: 
$25FFF 
日 本 語 変換 $26000 | $5000 2001ine モ ー ド 時 の か な 漢字 変換 機能 を 受け 持ち ます 。 
(2001іпе) $ ' 
$27FFF $6FFF 
日 本 語 変換 | $28000 $5000 | 400line モ ー ド 時 の か な 漢字 変換 機能 を 受け 持ち ます 。 
(400line) $ j 
$29FFF $6FFF | 
ユー ザ 辞書 | $28000 | 4001ine 用 日 本 語 変換 モジ ュー ル の 裏 バ ンク 上 に 人 存在 す 
$ る ユー ザ 辞 書 用 の デー タ 領 域 で す 。 
$29FFF 
辞書 アク セス | $2A000 $A000 辞書 アク セス に 関す れる レ ジス タリ クエ スト タイ プ の 
ルー チン ! ! BIOS で す 。 (な お この ルー チン の 使い 方 は 、 マ ニュ 
Е $2DFFF | $DFFF | 7 љгВІОЅМ С, HAREE E LONGER n 
機 | て い 474) 
能 本 語 メ ッ セ ー ジ | 82Е000 日 本 語 モ ー ド 時 の エラ ー メ ッ セ ー ジ デー タ 々 領域 で す 。 
m "| 領域 ・ 辞 書 ROM ) また , バン タク 切り 換え で . 辞 書 ROM に も な り ま す 。 
МЕКОМ $2EFFF 
ユー ザ 辞 書 外字 領域 $2F000 外字 の フォ ント デー タ 領 域 で す 。 
' 
$2FFFF 
3 し な が う て 。 。 表 T。 表 2 に 示し だ 実 実 CPU アド レス の うち $8000 て $SFEFF 番地 


まで を , 非常 駐 部 の マッ ピン グ 専 用 領域 に 
し て いる の で , この 領域 に マッ ピン グ す る 
限り , MMR の 退避 ・ 復 帰 は 省略 で きま す 。 
し た が っ て , 一 般 非常 駐 部 (非常 駐 1 ~A) 
の サブ ルーチン を 使う 限り ,。 リス ト 1 の 処 


槻 要 が が だ いだい わか っ た だ た ところで, ご れ め H, リス ト 2 の よう な 形 で 済ま すこ と も 
非常 駐 部 上 に ある サブ ルー チン を , 実際 に で きま Ss 


ユー ザ が 利用 する 方 法 を ; 考え て み ま しょ 
Ja 

常駐 部 上 の サブ ルー チン を 利用 する 場合 
は , その エン トリ アド レス さえ わか っ て い 
れ ば , あと は パラ メー タ を モッ ト し て , ІР 
び 出 す (JSR-ADRS) だ け で 済ん で いま し 


だ 。 と ころ が , 非常 駐 部 の サ プ ル ー チ ン を 
利用 する 場合 は , この 呼び 出す とこ ろ で , 
①MMR の 退避 

@② 非 常駐 部 の マッ ピン グ 

③ 呼 び 出し 

④ MMR の 復帰 


と いっ た 手続 き を , し な けれ ば な ら な く な 
り ま す 。 た だ たと えば , 非常 駐 ほ 8 に ある サ プ ブル 
ー チ と を 使い だ が 必 処 ば 。 パラ メー タタ の セッ 
ト 後 , リス ト 1 の よう な ルー チン を 組ん で 
呼び 出す こと に な り ま す 。 

R t, FBASIC イン タフ リタ て ば , 


e 「 常 駐 部 … 非 常駐 部 連絡 エリ ア 」 
を 使っ た 非常 駐 サ ブルー チン の 利用 


$C, 先述 の ょ うに 非常 駐 部 上 に ある サ 
プ ブルー チン を 呼び 出す の は , 常駐 部 上 の サ 
ブル ー チ ン に 比べ て 面倒 な の で す が , 実は 
この 面倒 を 解消 する た ゆめ に, usted 
常駐 部 連絡 エリ ア (以下 , 連 絡 エ リア )」 と 
いう も の が 用 意 さ る れ て いま す 。 "これ は 
非常 駐 部 上 の サブ ルー チン の うち , と くに 
常駐 部 上 の ルー チン か ら 直 接 呼 び 出 す 必要 
の ある も の に 対し て , 上 記 の ①ー④ の 処理 
サジ ルー チン 人 El て DOES 
の で す 。 つ まり, 主要 な 非常 駐 部 上 の サブ 
ルー チン に 対し て は , 上 記 ①ー④ の 処理 を 
する 代わ り に , 「 連 絡 エ リア 」 上 の 対応 す 
る エン トリ を 呼び 出す こと で , 代用 で きる 
わけ で す 。 こ の 「 連 絡 エ リア 』」 に どの は 


リス ト 1 非常 駐 部 の 呼び 出し 例 (1) 


СС,А,В---- CC.AccA の 退避 、 ぉ および MMR 退 避 域 の 確保 
2,5 | MMR: iB 


LUE JE БЕШ CI OU EN SES) v LE 


mee A- 
ADRS 
СС,А 
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Sp: MMR の 復帰 
$FD88 1IR の 復帰 
СС,А CC.AccA の 復帰 
1,5 スタ ッ ク の 調整 


※ こ の 例 で は 。 非 ? 
非常 駐 部 に 対し て 使う 場合 GER 


CC.AccA の 復帰 
サ プ ル ー チ ン の 呼び 出し 
CC, Acc AO BUR 


リス ト 2 非常 駐 部 の 呼び 出し 例 (2 


СС,А CC.AccA ilis 


#$0 em кк 
nm ШІ 部 (この 場合 は 非常 入 8) の マッ ピン グ 


СС,А 
ADRS 


CC, AccAO fihi 
サ プ ル ー チ ン の 呼び 出し 


うな エン トリ が 用 意 き れ て いる か に つい て 
は , 今月 号 の 分 の エン トリ マッ プ " を 参考 に 
し て で だ きい 。 また 表 3 に は , この 「 連 絡 
На-) 7107 FLARA, ZnT 
る 非常 駐 部 の モジ ュー ル 名 が まとめ て あり 5) 
ます の で , どの モジ ュー ル で 処理 され て い 
る の か を 確認 する の に , 
* * 
以上 , あま り 突 っ 込ん だ 話 は で きま せん 


で し た が 。 今月 まで の 話 で , F-BASIC 4 


ンタ プリ タ の 構造 は | ど だい たい 見 えて きた 
の で は な いで し ょ うか 。 


ヒス トリ forV3.3/34 


前 々 回 が 休載 , 前 回 が ニュ ー バ ー ジ ョ ン 
へ の 移植 スペ シャ ル と 続い た の で , 2 か 月 
ぷり の ニュ ー バ ー ジ ョ ン で な い V3.3/3.4 も 
含め た 「 今 月 の 成果 」 ほ と いう こと に な り ま 
T. 今月 は 比較 的 新 し め ゅ で, "88 年 5 月 号 
で 滝本 氏 が 発表 きれ た ,「 コ ユマ ンド ヒ スト 
リ 」 を 移植 し て み ま し た 。 


利用 し て 《 だ さい 。 


繰り 返す よう な 場合 に 威力 を 発揮 する と 
Bd. 

る て 具体 的 な 使い 方 で す が , BASIC Hk 
RR “ЖО” を 実行 し て や る こ L C, 1 つ 
前 に 実行 きれ た コマ ンド が , 表示 きれ る よ 
うに な り ま す 。。 そ し て 再 実 福 し だ いと き は 
表示 る きれ た コマ ンド まで カー ソル を も っ て 
いっ て や っ て , 修正 また は な ぞ どっ て や れ ば よ 
いわ け で す 。 さらに 前 の コマ ンド を 呼び 出 
し だ た いと き は , “~※ ま の” を 繰り 返し て や れ ば , 
次 々 と 前 の コマ ンド に 戻っ て いき ます 。 Z 


ひ 〇 用語 変 更に つい て 


、 本稿 で は これ まで , 物理 アド レス $2A00 
0 一 $2DEFFF 番 地 の 置 か れ た , 辞書 アク セ 
ス の だ た め の レ ジス タイ ンタ フェ ー ス タイ プ 
の BIOS の こ と を , 日 本 語 BIOS と 呼ん で い 
まし た 。 これ は , 本 誌 87/2 月 号 の 特集 "日 
本 語 を 扱い や すく "で 用 いら れ て いた 定義 


で すし , また けっ こう 普及 し て いる 使い 方 
だ と 判断 た だ な だめ です 。 し か し 。、 ビ どう も 客 
士 通 の マニ ュ ア ル で は , 上 記 の BIOS 機 能 
の こと を "日 本 語 機 能 " これ を 実現 し て 
いる モジ ュー ル の こし と を 辞書 アク も スル 


ー チ ン ” と 呼ん で お り , 日 本 語 BIOS と い 


2 言葉 は 。 日 本 語 モ ー ド 時 に 置き 換え られ 


る BIOS ル ー チ ン (920000--929ЕЕЕ Jt 3 

で の モジ ュー ル ) の 総称 と し て , 用 いら れ 
で て いる よう で すら つま わり これ まで и 
用 いて きた 定義 で 日 本 語 BIOS と いう 言葉 
を 用 いる と , 富士 通 の マニ ュ ア ル と の 間 に , 
ニュ アン ス の 違い が 出 て き て し まう わけ で 
す 。 そこ て で 今月 か ら 本 稿 で も 富士通 の マニ 

ュ ユア ル に 合わ せ て , 今 ま で “日 本 語 BIOS* 

と 呼ん で いた も の を , “辞書 アク セス ルー 

ЖУ” と 呼ぶ よう に し , 日 本 語 BIOSE C 

う 言葉 は , 日 本 語 モ ー ド 用 BIOS に 関わ る 

すべ で て の ルー チン の 総称 に 対し て , 使う よう 

に し ます 


表 3 非常 駐 モ ジュ ー ル と 連絡 用 エリ ア の 対応 関係 
対応 する 連絡 用 エリ ア の アド レス | 
モジ ュー ル 名 2. V3.3L3X/ 
| mme] V3.3L2X | V3.4L1X vare 
$922C | $9246 $925A | $925A 
非常 駐 1 ) \ ' ' 
$929D $92AA $92A0 $92A6 
$929E | $92AB | $92A1 %92А7 
非常 駐 2 ) \ D ' 
$92C1 $931B | $9305 $931D 
|| $92С2 | $931С | $9306 | $931E 
非常 駐 3 ) ' ) ) 
|| $936E | $93C2 $93C4 $93DC 
る と 仮定 し て いま す の で , ほか の $936F $93C3 $93C5 $93DD 
Soma "E 必要 が あり ます 。 非常 駐 4 j \ í í 
$9385 $93D9 $93E1 $93F9 
ГЕ. $9386 | $93DA | $9ЗЕ2 | $93FA 
非常 駐 1 A の み 有 効 ) 非常 駐 5 j \ $ \ 
$93DE | $9432 $943A | $9452 
$93DF | $9433 $943B | $9453 
非常 駐 6 j f í j 
$94C6 | $951A | $9514 $951A 
$94C7 | $951B | $9515 $951B 
非常 駐 7 j ) ) \ 
$9508 | $9562 $9567 $956D 
$9509 | $9563 $9568 $956E 
非常 駐 8 $ í í $ 
$95B6 | $95EC | $9608 $950Е 
$95B7 | $95ED | $9609 | $960Е 
A = k ы 非常 駐 9 j ) $ D 
今回 紹介 する コマ ンド ヒス トリ と $95F8 | $953A | $9655 | $965В 
いう の は , ダイ レク トモ ー ド て 実行 |пжағ-квов А аи 
され だ ユマ ンド を バッ ファ に 保存 し ее $964C | $9671 | $9677 
M с бы t E $9672 $9678 
て お き , 必要 に 応じ て 画面 上 に 再 表 3 Ese ip А А 
I ( м, idi $968D | $9693 
示し て や る 機能 の こ と で す 。 一 度 画 1 БЕЛІГІ, S96sE | ЕНЕРІ 
面 が ら 消 を えて し まっ た 長い コマ ンド 非常 駐 A = | i 1 
も Ж 4 $965Е $9690 $96A3 
を 再 実行 し た いと き や , アセ ンプ ラ 
に よる 開発 時 の よう に , 同じ 操作 を 何 度 も 回 の V3.3/3.4 版 で は , バッ ファ エリ ア と し 


て 300 バイ ト を 確保 し て いま す の で , だ い 
た い 20 ぐ らい 前 まで に 実行 きれ だ た ユマ ンド 
は , 呼び 出す こと が で きま す 。 


ラム に つい で 


プロ グラ ム に つい て は , 5 月 号 で 滝本 民 
が たいへん に 詳し 解説 きれ て いる の で , 
ここ で は 相違 点 の み を , まとめ て お きま す 。 
まず 仕様 上 の 違い で す が , バッ ファ サイ 
ズ を 300 バイ ト 固 定 と し まし た 。 こ れ は V 
3.0 の 裏 RAM に 相当 する エリ ア が V3.3/3.4 
に は な い の で , バッ ファ サイ ズ を 指定 で き 
る よう に し て も ,。 あま り 動 か が かぜ な い だ ろ う 
と 考え たから です 。 こ の バッ ファ サイ ズ で 
不足 する と いう こと は , まず な いと 思い ま 
す 。 逆 に , バッ ファ サイ ズ が 大 き 過 ぎ て , 
や り 過 ぎ て し まっ た と き に 再び 表示 させ る 
の が 大 変 ど と 思わ れる 人 が いる か も し れ ま 
せん が , F-BASIC の スク リー シン エディ イタ 
で は , コマ ンド ヒス トリ に よっ て 呼び 出 き 
れ だ コマ ンド が ,。 す で ぐに スク リー ン 上 か りら 
消え て し まう わけ で は な い の で , うっ か り 
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や り 過 ご し て スク リー ン か ら コ マン ド が 消 
ZB の 58 の で ЕШ; BEA EHE 
思い ます 。 

ОС グラ な の 達 に に つい て で す が , 
em トウ ルー ナツ タッ イー ジャ ライ ズル ルー チ シ 
が 違う 以外 . アル ゴリ ズム の 変更 は ほとん 
ど あ り ま せん 。 た だ V3.3/3.4 用 で は , 複 
数 の サブ シス テム に 対応 きせ な けれ ば な ら 
な か っ た た だ ため, コマ ンド の 再 表示 処理 に は , 
か な り 内 部 ルー チン を 多用 し て いま す 。 š 
だ 。 プ ブー トル ー チ ン ・ イ ニシ ャ ライ ズル ーー 
チン に 関し て は , 通常 本 連載 で 用 いて いる 
も の に 合わ せ た だ ため , 起動 する と メイ ン ル 
ー チ ン は , シス テム エリ ア の 直前 に 転送 き 
る sk 3 15020 $4. 

な お ゼ リ ス ト は , リス ト 3-1 が V3.3L1X 
JH, リス ト 3- 2 が V3.3L2X 用 , リス ト 3- 
3 が V3.4L1X 用 , リス ト 3-4 が V3.3L3X/ 
V3.4L2X 用 と な っ て いま す 。 


今月 の アフ タフ ォ ロー 


先月 号 で は , 本 連載 で 発表 し て きた 拡張 
BASIC の V3.3L3X/ V3.4L2X へ の 移植 を 行 
っ た の で , 今月 は 本 連載 以外 で 発表 きれ 
だ V3.3/3.4 用 の プロ グラ ム を , V3.3L3X/ 
V3.4L2X へ 移植 し た いと 思い ます 。 

そう いっ た わけ で , V3.3/3.4 用 の ソフ ト 


画 リ スト 3 -1 “HSTRY31” 


ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A 
5000 32 8С ЕС BE 05 9р 30 89 FD 44 34 
5010 10 8E 02 ВС A8 CO АТ 80 31 ЗЕ 26 
5020 00 00 00 00 00 00 00 00 86 ТЕ ВТ 
5030 СЕ ВЕ 02 76 30 8D 00 C6 ВЕ 05 9D 
5040 89 FE 00 ВЕ 01 E1 10 DE 3F BD 9F 
5050 BD E6 9E 86 38 ВТ FD 88 ТЕ 82 4B 
50680 6F 72 79 20 43 6F 6D 6D 61 6E 64 
5070 6E 64 65 64 20 21 21 0D 0А 13 0А 
5080 2Е 36 2Ғ 31 30 20 20 20 62 79 20 
5090 61 73 68 69 74 61 00 0А 0А 00 00 


START ADDRESS=5000 
END ADDRESS=51B8 
ENTRY ADDRESS=5000 
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C, 内 部 ルー チン に 依存 する た め V3.3L3X 
/V3.4L2X で は 動か な い , と いう も の を ち 
ょ っ と 探し て みた ので す が , これ が 意外 と 
少な か っ だ た ので, とりあえず 87 年 7 月 号 の 
特集 に あっ た 「 汎 用 デー タ 処 理 パ ッ ケ ー ジ 」 
t, 88 年 2 月 号 の 浮動 小数 点 演算 加速 カー 
ド 用 「F-BASIC 関 数 演算 ライ ブラ リィ 」 
を 移植 する こと に し まし た だ 。 汎用 デー タ 
処理 パッ ケー ジ に つい て は 。, 入出 力 ルー チ 
ン を リス ト 4 の V3.3L3X/V3.4L2X 用 に 置 
き 換え て や れ ば , V3.3L3X/V3.4L2X に も 
対応 する よう に な り ま す 。 また 関数 演算 ラ 
イブ ラリ ィ は , V33L3X/3.4L2X 用 を リス 
ト 5 に 用 意 し まし た の で , こち ら を 利用 し 
TAR S US 

浮動 小数 点 演算 加速 カー ド は , ほん と に 
高速 な の で , ぜ ひと も うち の 40EX に 乗せ た 
いと 思っ て いる の で す が 。 すでに 全 ス ロッ 
ト が ふる が っ て いま す の で ,。 まず は 拡張 用 
1/O ボ ックス で も , 設計 し だ いと 思い ます 。 


今月 の エン トリ マッ プ 


ЕУ КЕЛ ママ ジ た だ つい ゅ いで В, ABTG 
常駐 部 エン トリ マッ プ の 改訂 版 を や っ て い 
る わけ で す が , 今月 は その 2 回 目 で , TH 
駐 部 っ 非常 駐 部 連絡 用 シー チン エリ ア 」 に 
つい て で す (先月 の BIOS と いい , 最近 は 


画 リ スト 3 -2 


5080 


START ADDRESS=5000 
END ADDRESS=51B8 
ENTRY ADDRESS=5000 


ADDR +0 +1 +2 +3 +4 
5000 32 8C FC BE 05 
5010 10 8E 02 ВС A6 
5020 00 00 00 00 00 
5030 CF BF 02 76 30 
5040 89 FE 00 BF 01 
5050 BD ЕВ 1С 86 38 
5080 6F 72 79 20 43 
5070 6E 64 65 64 20 


5090 61 73 68 69 74 


解説 と エン トリ マッ プ の 連係 が , 
ERU CAO ACD Y ut. 

き て , 今月 の エン トリ マッ プ の 目新し い 
と ころ で す が , 今月 か ら V3.0 の アド レス 
の うち , ІНУЗ0 ЕТ V3.0 で アド レス の 異 
な っ て いる も の に つい て は , 9 V3007 
ドレ スズ ス も も か る まう に し て で ぬ ま UL75。 

お す び 

と いう こと で 今月 も 終わ り で すず 。 今 月 
分 まで で , 本 誌 で 発表 きれ た V3.3/3.4 用 の 
ソン フト は , いち お う 全 部 V3.3L3X/ У3.41,2Х 
に 対応 きせ た つも りな の で , も は や 40EX/ 
20EX ユー ザ も , BASIC の バー ジョ ン の 違 
ぃ に よる ハン ズ イ は な が なくなっ だ は ず C で うす 。 

ま だ, 今 ま で あま り 資 料 の な か っ た 日 本 
語 非常 駐 部 に つい て も, だ いたい どこ で 何 
を や っ て いる か で ぐら い は , 今月 の 解説 で わ 
か っ て きた と 思い ます の で , 興味 も も っ た 
人 は , ぜひ 自分 で も , 解析 し て みて くだ きい 
(それ で も っ て , その 解析 結果 を 送っ て き 
て くれ た ゆり まる と 。。 2403594505595 

さて 来 月 は , まだ 半分 以上 残っ て いる 常 
駐 部 エン トリ マッ プ の 改訂 版 を 終わ ら せ た だ 
いと 思っ て い ゐ の で リエ ント リマ ッ プ スペ 
シャ ルル q に か っ て し まう の て は な いし が た, 
懸念 し て いま す 。 


な か な か 


"HSTRY32" 


+5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F :5М 
9D 30 89 FD 44 34 10 33 8D 00 18 :30 
CO АТ 80 31 3F 26 F8 39 00 00 00 :В0 


WU ZX F3-3 “HSTRY41? 圏 リス ト 5 "EXFN342” 


ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +В +C +D +E +Е :5М ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +В +C +D +E +F :SM 
5000 32 8С ЕС ВЕ 05 9D 30 89 FD 44 34 10 33 8р 00 18 :30 5000 32 8С ЕС BE 05 9D 30 89 Ер СЕ A6 8С 6A 27 04 30 :95 
5010 10 8E 02 ВС A6 CO АТ 80 31 ЗЕ 26 F8 39 00 00 00 :В0 5010 89 ЕС 84 34 10 33 8C 14 10 8E 02 32 4D 27 04 10 :7А 
5020 00 00 00 00 00 00 00 00 86 ТЕ ВТ 02 75 30 8D 00 :ЕЕ 5020 8E 03 ТС A8 CO АТ 80 31 ЗЕ 26 F8 39 86 ТЕ ВТ 02 :1E 
5030 СЕ ВЕ 02 76 30 8р 00 C6 ВЕ 05 9D 9F 45 9F ЗЕ 30 :DC 5030 78 30 8D 00 A8 BF 02 79 А6 8C 3C 27 06 30 8D 02:71 
5040 89 FE 00 ВЕ 01 El 10 DE ЗЕ BD А0 D0 30 8D 00 0А :49 5040 1р 9F DC 30 8C 31 BD АЕ E0 A6 8C 2B 27 06 30 8C :17 
5050 BD E6 ВТ 88 38 ВТ FD 88 ТЕ 82 3C 0С 48 89 73 74 :34 5050 49 BD AF Е0 30 8C 62 BD AF Е0 30 8C ТЕ BF 05 9D :9A 
5080 6F 72 79 20 43 6F 6D 6D 81 6E 64 20 45 78 70 61 :ЕТ 5060 9F 45 12 12 12 12 9F ЗЕ 1Е 14 30 89 FE 00 BF 01 :B4 
5070 8E 64 65 64 20 21 21 OD 0A 13 OA 20 31 39 38 38 :2B 5070 E1 BD A1 4C ТЕ 9F CA 01 0C 46 50 41 20 45 78 74 :AT 
5080 2F 36 2F 31 30 20 20 20 62 79 20 48 2E 5C 81 6D :Ғ0 5080 65 6E 64 65 64 20 46 75 6E 63 74 69 6F 6E 20 53 :D9 
5090 61 73 68 69 74 61 0D 0A 0A 00 00 00 00 00 00 00 :9B 5090 75 Т0 70 6F 72 74 65 84 0D 0А 00 46 50 41 20 45 :C6 
50A0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 50А0 78 74 65 6E 64 65 64 20 50 6F ТТ 65 72 20 53 75 :01 
50В0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 50В0 70 70 6F 72 74 65 64 OD OA 00 20 20 20 20 31 39 :ЕЕ 
50С0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 50С0 38 37 2Ғ 31 30 2F 32 32 20 20 56 31 2E 31 20 62 :3A 
50D0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 5000 79 20 41 2E 20 52 68 79 6F OD 0A OA 00 Еб 62 СІ :F4 
50E0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 50Е0 0A 25 29 СІ 16 22 25 CO 0A 10 AE 8C 20 ВЕ 00 00 :38 
50Ғ0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 50Ғ0 АҒ 26 17 00 F9 ЕТ 8С 13 32 63 96 17 81 02 27 1D :74 
SUM С4 3С 2С 53 ІВ 93 9F D9 07 ЗЕ 18 OD 42 5F 48 СС :C5 SUM D3 7р 1F DA D6 8C 84 77 4C бА СТ ВІ 26 9С 25 68 :23 
ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +С +D +E +F :5М ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +Е :SM 
5100 34 ТТ 1А 50 EC 6B 10 83 А0 1Е 26 61 ЕС 84 10 83 :47 5100 81 04 27 39 81 08 27 6E ТЕ СВ СЗ 00 39 FD EO 50 :75 
5110 2А 00 10 27 00 59 34 10 5Е 5С A6 80 27 OE СІ FF :D4 5110 04 50 14 50 10 50 Ір 50 0Е 50 ОҒ 50 0А 30 8С ЕЕ :ЕТ 
5120 26 F7 6F 84 ВЕ 01 2C СС FF 00 20 06 8E 01 2C 4F :C6 5120 СЕ 00 74 АЕ 85 AF 2А 86 04 97 17 8D 60 20 1А 44 :F1 
5130 43 50 30 8B 34 06 31 8D 00 ТЕ 31 А9 01 2С 35 06 :06 5130 04 44 14 44 10 44 1р 44 OE 44 OF 44 QA 30 8C ЕЕ :AF 
5140 31 AB 43 53 C3 00 01 33 AB A6 A2 АТ C2 30 1F 26 :3A 5140 CE 00 74 АЕ 85 AF 2A 8D 52 ВЕ 64 00 AF 2A 17 00 :0F 
5150 F8 35 10 33 8D 00 61 1F 32 ВЕ А0 АВ 80 27 06 6C :7D 5150 A5 25 01 39 A6 8C B4 81 04 26 03 ТЕ BD A9 81 0А :07 
5180 C4 АТ А0 20 F6 30 8D 00 4F AF 8D 00 49 35 ЕТ 6F :4D 5160 26 03 ТЕ BF 9F ТЕ A8 CD 48 04 48 14 48 10 48 1р :5D 
5170 84 AE 8D 00 41 8D 39 AE 8D 00 3B E6 84 4F C3 00 :В8 5170 48 0E 48 0Е 48 0A 30 8C EF CE 00 74 AE 85 AF 2A :F8 
5180 01 30 8B 4F E6 84 27 1B AF 8D 00 2A C3 00 01 30 :11 5180 8D 3C 8E 68 00 AF 2A 17 00 95 25 C8 39 8E 95 02 :8F 
5190 8B 1F 10 30 8D 00 21 34 10 A3 Е1 10 83 01 2C 24 :44 5190 AC A4 26 FC EC 42 ED A8 10 20 53 8E 95 04 AC A4 :2F 
51A0 02 20 08 30 8D 00 11 AF 8D 00 ОВ BD АЕ B8 35 ЕТ :8E 51A0 26 FC EC C4 4D 26 04 4F 5F 20 09 80 02 25 F8 58 :17 
51B0 E6 80 BD AF 7E 39 51 B8 00 00 00 00 00 00 00 00 :92 51B0 68 48 46 56 ED A8 10 EC 42 ED A8 12 20 30 8E 96 :3A 
--------------------------------------------------------- 51С0 0С AC А4 26 ЕС 4F Еб C4 27 07 СЗ ЗЕ ТЕ 48 68 48 :1р 
SUM АС Е2 А9 8А ВЗ 45 73 А2 03 ЕС 13 ВА А5 53 73 23 :18 5100 46 ED А8 10 4F 5F ED А8 12 EC 41 ED АВ 10 ЕС 43 :41 
51Е0 ED А8 12 EC 45 ED А8 10 A6 47 5F ED A8 12 8E 08 :06 

START ADDRESS-5000 51Е0 02 AC A4 26 FC 39 8E ВІ 04 АС А4 26 FC EC А8 10 :06 
BNDADDREBSSSIBS ааа 0 . 5 7 | aeaee amer с на 
ENTRY ADDRESS-5000 SUM 40 DF E6 F6 EA Al 75 16 BF 24 D7 4E C9 22 F2 FA :F0 
` ” ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +В +C +D +E +F :SM 

画 リ スト 3 - 4 HSTRY42 5200 АТ 48 27 09 58 49 1А 01 56 8B 02 25 0B ED C4 EC :8B 
ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +В +C +D +E +F :5М 5210 A8 12 ED 42 8D D8 5F 39 ЕС A8 12 8D D1 53 39 8Е :04 
5000 32 8С ЕС ВЕ 05 9D 30 89 FD 44 34 10 33 8р 00 18 :30 5220 B2 0С АС А4 26 FC ЕС A8 10 34 06 ЕС АЗ 12 EC А8 :48 
5010 10 8E 02 ВС Аб С0 АТ 80 31 ЗЕ 26 F8 39 00 00 00 :В0 5230 10 ED 41 ЕС A8 12 ED 43 ЕС A8 10 ED 45 ЕС A8 12 :90 
5020 00 00 00 00 00 00 00 00 86 ТЕ ВТ 02 75 30 8D 00 :EF 5240 АТ 47 8D АА 35 06 АТ 48 84 ТЕ 83 ЗЕ ТЕ 23 08 10 :CD 
5030 СЕ ВЕ 02 76 30 8D 00 C6 ВЕ 05 9D ЭЕ 45 9F ЗЕ 30 :DC 5250 83 00 ЕЕ 22 07 20 01 5Е ЕТ С4 5F 39 53 39 34 10 :3E 
5040 89 FE 00 ВЕ 01 El 10 DE ЗЕ BD A1 4C 30 8D 00 0С :C8 5260 AE 62 8C А5 65 26 04 81 DD 27 05 35 10 TE D6 36 :29 
5050 BD E4 F9 86 38 ВТ FD 88 TE 9F CA 0С 48 89 73 74 :1F 5270 32 64 86 ТЕ 97 5C 96 17 81 02 26 05 BD CB FA 20 :8B 
5060 6F 72 79 20 43 6F 6D 6D 61 6E 64 20 45 78 70 61 :E7 5280 06 81 08 26 02 97 15 BD A6 B0 BD A5 4E BD Аб D9 :62 
5070 6E 64 65 64 20 21 21 0D 0A 13 0A 20 31 39 38 38 :2B 5290 96 17 81 02 26 05 BD СВ FA 20 OE 81 08 26 02 97 :53 
5080 2F 36 2F 31 30 20 20 20 62 79 20 48 2E 5C 61 6D :F0 52A0 15 96 5р 81 08 26 02 97 15 96 74 26 1A CC 81 80 :7C 
5090 61 73 68 69 74 61 0D 0A 0A 00 00 00 00 00 00 00 :9B 5280 DD 74 4F 5F DD 76 DD 78 DD ТА 97 ТС 96 15 26 04 :E6 
50A0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 52C0 86 08 97 17 TE A5 5A 96 82 28 03 5F 20 E2 CE 00 :29 
50В0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 5200 74 10 AE 8D FE 37 17 FF 15 96 17 81 08 27 11 81 :0Е 
50C0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 52bE0 04 27 03 TE CB C3 8E 44 80 AF 2A 17 FE AD 20 08 :4F 
50D0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 52F0 8E 48 80 AF 2A 17 FE C6 6F E2 96 8A 2A 26 8E 04 :5D 
5059. 00-00 00» 00. 00 00 00 QU 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 | ニーヨ ーー ニー ニー ニニ ー ニ ーーー ニ ニニ ーー ニー ニニ = ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ニー ニーー ニ ラミ = ニニ ニョ ニニ ニニ ニー ニ 
50Е0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 SUM 35 89 9С А4 69 С5 42 9А 1Е A8 ЕТ 86 BD 83 79 2B :20 
SUM С4 ЗА 6E 53 1B 93 9F D9 07 5С АТ 89 42 5F 48 СЕ :2F ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F :5М 
5300 01 AF 2A 17 FE E8 ВЕ 00 B8 AF 2A 17 FE EO 8E 00 :79 

ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +С *D +E +Е :5М 5310 01 AF 2E АЕ А4 8С 08 01 27 03 ТЕ А8 CD 03 ВА 63 :D2 
5100 34 77 1А 50 EC 6B 10 83 А0 2B 26 61 EC 84 10 83 :54 5320 Е4 17 FE СА 96 5D СЕ 00 82 81 08 27 11 81 04 27 :73 
5110 2А 00 10 27 00 59 34 10 5F 5C A6 80 27 ОЕ СІ FF :D4 5330 03 ТЕ СВ СЗ 8E 44 14 AF 2А 17 FE 5F 20 08 8E 48 :40 
5120 26 ЕТ 6F 84 8E 01 2С СС FF 00 20 06 ВЕ 01 2С 4Е :C6 5340 14 AF 2А 17 FE 78 8E 04 23 AF 2А 17 FE AO 8E 00 :4B 
5130 43 50 30 8B 34 06 31 8р 00 ТЕ 31 А9 01 2С 35 06 :06 5350 10 АЕ 2А 17 ЕЕ 98 СЕ 00 74 96 15 26 0Е 86 04 97 :р8 
5140 31 AB 43 53 СЗ 00 01 33 АВ Аб А2 АТ С? 30 1Е 26 :3A 5360 17 8E 64 00 AF 2A 17 FE 8р 20 0C 86 08 97 17 8E :7A 
5150 F8 35 10 33 8р 00 61 1F 32 6F А0 Аб 80 27 06 6С :7р 5370 68 00 АР 2A 17 FE А8 24 03 ТЕ BD А9 A6 EO 27 25 :DB 
5160 С4 АТ А0 20 F6 30 8р 00 ДЕ AF 8р 00 49 35 ЕТ 6F :4D 5380 8E 58 А1 AF 2A 8E 95 01 АС А4 26 FC 86 02 АТ А8 :CD 
5170 84 АЕ 8р 00 41 8D 39 AE 8D 00 3B Еб 84 4Е C3 00 :В8 5390 10 17 ЕЕ 5А ВЕ 00 01 AF 2Е АЕ А4 8С 08 01 27 05 :ЕЕ 
5180 01 30 8B 4Е E6 84 27 1B AF 8D 00 2A C3 00 01 30 :11 53A0 03 ТС 17 FE 49 TE A5 5A 00 00 00 00 00 00 00 00 :5A 
PUS ss sp P0:30 90.00 2]. St WD AS PL pO ps 01.26.24 2f ニニ ニーー ニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ラニ ーーーー ニー ニー つ ーーーー ン ズー ビーーーーーー ピ ニー ニニ ーー ニッ ーー ニ 
51А0 02 20 08 30 8D 00 11 AF 8D 00 ОВ BD AF 35 35 ЕТ :0С SUM 2D СА 3E ВІ 89 59 СЕ Е0 8C ТЕ 80 39 44 0С 48 C9 :9В 


Eee START ADDRESS=5000 

SUM АС E2 А9 8A 30 45 73 A2 03 F9 13 ВА А6 00 73 23 :20 END ADDRESS=53A7 
ENTRY ADDRESS=5000 

START ADDRESS=5000 

END ADDRESS=51B8 

ENTRY ADDRESS=5000 


画 リ スト 4 "V3.4L2X" 

ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C «D +E +F :SM 
6Е00 16 00 06 16 00 4С 16 00 11 34 56 86 03 ВТ FD 88 :F4 
6Е10 BD 8C C8 BD AD 5E ІР 12 35 D6 34 76 8D 0B EE 8C :D1 
6E20 2D AE 8C 2C 5F 9D 70 35 F6 86 02 34 02 AF 8C IE :41 


START ADDRESS=6E00 
END ADDRESS-6E6E 
ENTRY ADDRESS=6E00 


1988-9 Oh/FM 117 


v 


| V3.0 ман V3.ALIX 
 |DDA8 |931B 935F * SYMBOL(ST) 
|DE33 |9321 9365 - GCURSOL(ST) 
EO5B |9327 936B -*(X, Y)" 評 価 
- $00C5-C6 — X 座標 
V3.3LIX | V3.3UX | V3.ALIX C 内 g $00C7-C8 — Y 座標 
91ED ЕСІ [921 9221 非常 駐 部 か ら の 常駐 部 エン トリ 呼び 出し ルー チン DF13 932D 9387 9371 9389 ・SUBOUT BIOS コー ルル ー チ ン 
9204 |921E [92388 |9238 | 上 記 ル ー チ ン 用 ジャ ンプ テー ブル ・$0100- 一 サ プ シ ステ ムコ マン ド 
r es соз = BASIC コー ルド スタ ー ト з e EAE 
9232 |e24C |9260 S Se $ ILI ГТ DF27 |9333  |938D [esr 938F | -SUBIN BIOS コー ルル ー チ ン 
9238 |9252 |9266 |9266 | USART イニ シャ ライ ズ - $0100- 一 サ プ シ ステ ムコ マン ド 
・IXーUSART 1/0 7 アド レス ・$AccB 一 出力 デー タ 長 
|923E |9258 |926C |926C | CHAIN(ST) s EABE |9339 |9393 |9370 [9395 | 表示 色 バ ラメ ー タ (テキ スト カラ ー コ ー ド ) 評価 ルー 
925E |9272 |9277 | NEW 処理 用 パッ チ рей 
パッ = で 
л эшк 9284 | ERASE(ST) 933F |9399 |9383 |939B | RCB DB へ の 表示 色 バ ラメ ー タ 設定 ルー チン 
9270 |95Е5 |95EB | カセ ッ ト 1 プ ロッ ク 入 力 ル ー チ ン “шев 
・$00EB・EC バッ ファ アド レス Асер ーー 表示 色 パ ラメ ー タ キ 
80206 ー 入 力 後 モ ー タ ON : 800 AccD,US 
OFF : $FF ・IX 一 一 表示 色 格 納 ア ドレ ス 
・$00ED ブロック タイ プ ・IX 一 表示 色 の 次 の パラ メー タ の 設定 アド レス 
$00EE 一 入力 デー タバ イト 数 表示 色 パ ラメ ー タ は 次 の よう に 使い 分 けら れる 
$02D5 エラ ー ス テー タス ・8 色 コー ド ノ テ キス トカ ラー コー ド 
カモ セット 1 ブロック 出力 ルー チン * AccB : 10: B 
-SÜ0EB-EC — 一 バッ ファ アド レス ып : R 
・$00ED 7050747 bit2 :G 
・$OOEE て 出力 デー タバ イト 数 ・4096 色 コー ド 
-$02D6 出力 後 モ ー タ ON:SOO ・AccD : AccB 下位 4 ビット : B(0—15) 
OFF : SFF AccB 上 位 4 ビッ ト : R(0—15) 
MOTOR OFF 処理 AccA 下位 4 ビット 1G(0—15) 
MOTOR(ST) 26 万 色 コ ー ド 
MOTOR ON 処理 Асер, US : 
E ET AA "— 
STIRIG(FN) AccB : R(0~63) 
JOY STICK 4 イニ シャ ライ スズ 処理 US 上 位 8 ピット : G(0—63) 
DEF KANJI(ST) 
SCREEN イニ シャ ライ ズル ー チ ン 
KANII(ST) これ ら の 使い 分 け は $01DA 番地 の サブ シス テム の 
SCREEN(ST) 状態 フラ グ か ら , 自動 的 に 判断 され る 
YAMEA-UEGEW — FL 色 モー ド 用 ) EABB |9345 |939F 2 ӨЛІ | 表示 公 バ パラ メー タ ( グ ラフ ィ ッ クス カラ ー コ ー ド ) 
・AccA 一 アク セス ペー ジ 評価 ルー チン 
AccB 一 ディ スプ レイ ペー ジ 
E が Blue、 bit1 が Кей, bit2 が “АВ . 
Green に 対応 し て , 1 で イネ ー プ ブル AccD ー カ ラー コー ド 
CONSOLE(ST) ЕШ 1 AccD、 US 
LOCATE(ST) = 934B |93A5 |938F |93A7 "SU チェ ッ ク + 表 示 色 パラ メー タ ( グ ラフ ィ ッ クス 
コン ソー ルイ ニシ ャ ライ ズ カラ ー コ ー ド ) 評 価 ル ー チ ン 
(WIDTH 0 に 相当 する 処理 を 行う ) ・AccB 
PALETTE(ST ) AccD желет С 
SIMPOSE(ST) 
SIMPOSE(FN) DB 
WIDTHIST) — [9351 |9ЗАВ | 93AD | 8 色 コ ー ド 上 4096 色 コー ド 変 換 ル ー チ ン 
最終 フィ ー ル ド の 先頭 桁 位置 を 求め る ・AccB 8 色 コ ー ド 
・AccA 1 行 の 長 さ AccD 一 4096 色 コー ド 
AccB 最 終 フィ ー ル ド 桁 位置 — — |9357 |9381 |9398 |93B3 4096,2 — Kogt- KERL- 
COLOR(ST) ・AccD 一 4096 色 コー ド 
SINPUT(ST) AB el Ë 
TXAVFEHEOBHULO:.2.—F £O 9350 |9387  |93A1 |93B9 輝度 の 評価 ルー チン E 
СЕБ: БИРИ Li) елене 
$00C5-C6 — X1 座標 Е. o 
$00C7-C8 — ҮІ 座標 кай Han 
500С9-СА — X2 座標 i ADT 2908 
рне ーー |9363 |93BD |93A7 |93BF | 配列 変数 の 格納 番号 を 求め る 
9322 |930C |9324 - テキ スト 画 面 の 範囲 内 か の チェ ッ ク ル ー チ ン ② $00D9-DA-- 変 数 名 先頭 アド レス 
$00C5-C6 — X 座標 SO0D9・DA 一 変数 名 最終 アド レス 
$00C7・C8 — Y 座標 ІХ 一 変数 格納 アド レス 
Е036 |92СЕ |9328 |9312 |932А “Г(хі, Y1)]— (X2, Y2)" 評 価 am 9396 IET 非常 駐 | 非常 駐 | 320X200 ド ッ ト (4096 色 ・26 万 色 ) モ ー ド 時 の 漢字 1 文 
* $00C5-C6 一 ХІ 座標 | 字 出 カル ー チ ン 
$00C7-C8 一 Y1 座標 ーー ゴーー イ ーー [esa [9365 8 色 コ ー ド 史 26 万 色 コ ー ド 変数 ルー チン 
EE ЕСЕ 
[9318 |9930 | - LINE(ST) | hap, US л ы; - 
931E |9336 - AINT(ST) —— |—— | 一 一 一 |9383 |93СВ 4096 色 コー ド 嘱 26 万 色 コ ー ド 変換 ルー チン 
9324 |933С ・POINT(FN) ・AccD で 4096 色 コー ド 
932A |9342 - PRESET(ST) | ・AccD US 一 26 万 色 コ ー ド 
9330 |9348 | - PSET(ST) ーー サー |——— [espe |93p1 | 26 万 色 コ ー ド 8 色 コ ー ド 変換 シー チン 
9336 |934E X. Y" の 評価 - AccD, US 一 6 万 色 コ ー ド 
pore E ns C 
F | | 93BF |9307 z: — К=4о%6ф@ 2 — К 
9342 |935A | -GET(ST) * AccD、US ~-26 万 色 コ ロー ド 
9348 |9360 - PUT(ST) Ас) 一 4096 色 コー ド 
= ・CONNECT(ST) ms 93C3 EC |93pD | HARDC(ST) 


ADDC 


9359 


V3. 


4 


V3.3L30/ і 
V3.0 |уззих | уз. зіох | үздік |02330 5 s | v3.0 V3.3UX | VAUX | s 420 ns 
9380 |9304 |9306 |93EE | HARDCO 処 理 |74E6 Ts 94F9 |9500 |956 | ディ スク ファ イル 関係 JOB ルー チン 
・$00C5・C6 キャ ラク タ X」 座 標 | (7323) * $9025-902B(V3.3/3.4) 
$00C7-C8 キャ ラク タ Y」 座 標 $71FC-720B(V3.0 旧 ) 
$00С9-СА ー キ ャ ラク タ X5 座 標 $7027-702D(V3.0 新 ) 
$00CB-CC ー キ ャ ラク タ Y2 座 標 d 
_| 92A4 |92BC |93DC |93F4 | DEF KANJ(ST) 2 ONE vaga d COT Vu 
9386 |93DA |93E2 |93FA | 倍 精度 EXP 処 理 (DEXP(FAC1) 必 FAC1) d PD IN SAT эё 
9397 |93EB |93F3 |9408 | 倍 精 度 LOG 処理 (DLOG(FAC1) 必 FAC1) 59027 ーー ドラ イブ 番号 
939D |93F1 |93F9 [9411 倍 精 度 SQR 処理 (DSQR(FAC1) 選 FAC1) : 89028 JOB 番号 
93A3 |93F7 |93FF [9417 倍 精度 SIN МЖ (р<ІМ(ҒАСІ)<2ҒАС1) 0—SEEKD 
9349 |93FD |9405 |9410 倍 精度 COS 処理 (DCOS(FAC1 )=РЕАС1) 0 の 0 
93AF |9403 |9408 |9423 倍 精 度 TAN ЗАЯ (ПТАУ(ҒАСІ)->ҒАСІ) 2—DREAD 
93B5 |9409 [9411 |9429 倍 精度 АТМ 処理 (DATN(FAC1) 必 FAC1) ] ЧОЕ 
-|93BB |9408 |917 |942F | 倍 精度 べ キ 乗 処理 2 ・$9029ー セ クタ 番号 -1 
9ЗСІ |9415 [941D 9435 | 倍 精 度 ベ キ 乗 処理 1 Wrap 
ЕАСГЕАС? Ф FACI を 行い た いと き по а SUA 
1 (① べ キ 乗 処理 1 を コー ル ・$902B 一 トラ ッ ク 番 号 
Fe 0--39(79)) 
i ЕАС1+ЕАС2 9 FAC1 を 行う ( 
| нус э? ku ーー |%АС |9500 |9507 |950C 1 BIOS 簡易 コー ルル ー チ ン 
3  |ABF4 |93C7 |941B |9423 |9438 | MON(ST) | ・AccD ー パ ラメ ー タ (相対 値 +2, 二 3) 
| AC37 |93CD |9421 9429 |9441 16 進 数 表示 ルー チン ①(1 バ イト ) ・$9034 一 コマ ンド 
AccA «fi ーー |9483 |9507 |950E |954 | FAT 更新 処理 ルー チン 
942F IET 16 進 数 表示 ルー チン ②(2 バ イト ) ーー | 94C7 |95ІВ |9515 |951B | 日 本 語 関数 (JIS、KNJJIS、AKCNUS, KTYPE, KLEFT | ` 
AccD =й | $, KRIGHTS、 KMIDS、 KEXT$, KLEN, KINSTR) NS 
$us рир | DA RAOXRSPFRAACADSZHWOFU 94CD |9521 |9526 |952C | JS コ ー ド ゆ ウシ フト JIS コー ド 変換 ルー チン 
ІХ 一 キャ ラク タコ ー ド 格納 アド レス I св 
943B |9453 ディ スク ファ イル : OPEN AccD — シフ ト JIS コー ド 
ーー |— [|9527 [952С |9532 シフ ト JIS コー ド ら JIS コー ド : 
941 |9459 | エラ ー 処 理 (ディ スク 拡張 用 ) 変換 シー チン 
- ・AccD 一 シフ ト JIS コード 
9447 |945F | ディ スク ファ イル :PUT | AccD-JIS コー ド 
D617 |9403 |9520 |9532 |9538 プリ ンタ 1 文字 出力 (LPTO : OUT) 
944D |9465 ディ スク ファ イル : CLOSE AccA 一 出力 コー ド 
m i ІХ 一 LPTO ルー チン ペク トル アド レス 
9453 |946B | ディ スク ファ イル :GET ーー |94D9 |9533 |9538 [953E | フリ ンタ 出力 ルー チン 
AccB プリ ンタ No. 
9459 |9471 ディ スク ファ イル : POS SO5FA 漢字 印字 禁止 フラ グ 
$060C 一 プ リン タタ イプ 
945F |9477 | FILES(ST) 0… ビ ジネス 
1… シ リア ルド ッ 
9465 |947D | ディ スク ファ イル :INPUT | VUE I at 
2… 漢 字 
946B 9483 ディ スク ファ イル : EOF/LOF 9539 953E 9544 Input-Past End チェ ッ ク ル ー チ ン 
| 800С0 — 0 : no error. 
9471 |9489 | 文字 変数 へ の 文字 列 代 入 処 理 (ディ スク 拡張 用 ) 944 |954A | 1 行 入力 処理 (INPUT 処理 用 ) 
| 954A |9550 | INPUT(ST) 
9477 BF | GET[#)(ST) 9550 |9556 LINE INPUT(ST) 
9556 |955C | READ(ST) 
955C |9562 RENUM(ST) 
эйр [9495 | PUT(#)(ST) 9562 |9568 シフ ト JIS a- FSJ コー ド 変 換 ル ー チ ン 
ТТ) Ip STICKUEN) AccB аы нс 
9404 |92BE | STRIG(FN) (әлі ыы 
949A |924 | JOY STICK イニ シャ ライ ズ 処 理 ІХ エ ソ ー ス コー ド 格 納 番地 
94A0 |94A6 KILL(ST ) US 変換 コー ド 和 格納 番 地 
ーー |9500 [9563 |9568 |956Е | SEARCH(ST) 
949E |94AC | DSKINKST) ---- |950F |9569 [956E 9574 | CALL(ST) 
ーー |9515 |956F [9574 |957A | TALK(ST) 
- 9575 |957A |9580 | BAUD(ST) 
94AC |9482 | DSKOS(ST 
КОКЫТ) (C732) |95ІВ |9578 |9580 |9586 リン クボ ポイ ンタ 付け 替え ルー チン ① q 
ЕП IX 一 行 の 先頭 オフ セッ ト ア ドレ ス : 
АА |9482 |9488 | NAME(ST | 
| ) (C730) [9521 m 9586 |958C リン クボ ポイ ンタ 付け 替え ルー チン ②③ 
( 行 の 先頭 か ら 行う ) 
9488 |94BE | FILED(ST 
1 ーー |9527 |9587 |958С |9592 プロ グラ ム 1 行 挿 入 ル ー チ ン 
94BE |94C4 | LSET(ST) $033A—$043B— 7 A R1» 7 7 
| $0013ー デ ー タ 長 + 2 
94C4 |94CA | RSET(ST) $05D1 一 置き 換え 成功 (0) 
ДЕ 失敗 (SFF) 
94CA |9400 | DSKF(FN) (8FIC) |9520 |9580 |9592 |9598 行 の サー チル ー チ ン ① 
・$05E7・E8 一 サー チ 開 始 行 の オフ セッ ト ア ドレ ス 
9400 |9406 | CVI(FN) SO05D8・D9 一 サー チ す る 行 番号 
50501 一 みつ か っ た 場合 (0) 
9406 |94DC | CVS(FN) みつ か ら な か っ た 場合 (SFF ) 
| S05DA-DB 一 行 番号 オフ セッ ト ア ドレ ス 
94DC |94E2 | CVD(FN) ーー |9533 |9593 |9598 |959E | 行 の サー チル ー チ ン ② 
・$05D8・D9 一 サー チ す る 行 番 号 
|94E2 |94E8 | MKIS(FN) $05D4・D5- 現 在 の 行 番 号 | 
SO05D6・D7 て 現在 の 行 の オフ セ モット アド レス 
94Е0 94Е8  |94EE MKS$(FN) $05D1 一 みつ か っ た 場合 (0) 
みつ か ら な か っ た 場合 (SFF ) 
94E6 |94EE |94F4 | MKDs(FN) $05DA-DB 一 行 番号 オフ セッ ト ア ドレ ス 
94EC |94F4 [РА | LOCS(FN) 9539 |92EC |920С |92F4 | PALETTE(ST) 
ーー |954A  |ozr2 |9282 92FA | SIMPOSE(ST) 
eg 94FA |9500 | DSKIS(FN) 9550 92F8 |92Е8 9300 SIMPOSE(FN) 
C87B |9556 |92FE |92EE |9306 WIDTH(ST) 
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E 


Өзі 月 号 「BASIC ゲ ー ム 作成 パッ ケー ジ [AV 編 〕 p.36 
p.36 の リス ト 4b *MC′ の 8830 行 と 8840 行 で 間 
違い が あり まし た 。 以下 の よう に 訂正 し て 《 だ さい 。 


ュ ン パイ ラ 


8830 IF A»-1 AND (7%="+" OR Z$="#") THEN P-P*1:A-A*1:1F A>12 THEN A=1 
8840 IF A>=1 AND Z$-"-" THEN P-P*1:A-A-1:1F A-0 THEN A-12 


90942 月 号 「 時 を か ける 少女 」 p.101 一 
V3.3/3.4 で お 聴き に な る 方 は 、「,,,」 の 捜 入 の ほか に , 1350, 
1380, 1500, 1580, 1750, 1780, 1850, 1930、2090 行 の 「S」 の 
後に 省略 きれ た 「0」 を 加 を て くだ さい ('「S1」 あ る い は 「S0」 
と ある 部 分 は を の まま で けっ こう で す )。 
@88 年 6 月 号 「F-BASIC 解 体 全書 」p.76 
p.76 の リス ト 5 “STARTUP” の BASIC チ ェ ッ クサ ム が 間 違 
っ て お り ま し た 。 下 に 正常 な BASIC と チェ ッ ク サ ム を 掲載 する と 
と も に お 詫び に いた し ます 。 


LINE +0 %1-%2 #8 +4-+5 +6 47 +8 +9 SUM 
1000 00 00 00 00 00 00 07 47 29 6B :E2 
1100 ЕТ 3F 39 00 FA 56 F5 ЕЕ F8 CE :58 
1200 00 А4 5B 5D 57 Ер 00 54 СТ 00 :CB 
1300 D1 02 52 41 00 52 21.00 00 AT :51 
1400 63 ВТ 73 74 59 00 00 00 00 00 :5А 

1B 6D 59 12 АА А5 1р 89 E8 EO /В0 
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= 
V3.0 | V33Ux | v3.312x | узаих | V330 m g V3.0 |v3.3Lix | iux | узлы | V3 33 n s 
|- 955C |9304 92F4 |930С 最終 フィ ー ル ド の 先頭 桁 位置 を 求め る DB2A |95BD |95F3 |961A |9620 | BEEP(ST) 
AccB = 1 桁 の 長き DB3F |95C3 |95F9 |9620 |9626 BEEP ON 処理 
AccA 一 最終 フィ ー ル ド の 先頭 桁 位置 DB44 |95C9 |95FF |9626 |962C BEEP OFF 処理 
|c7CA |9562 |930A |92ҒА |9312 COLOR(ST ) DB38 |95CF |9605 |962C |9632 ВЕЕР 処理 ( 一 定時 間 鳴 ら す ) 
9568 |9310 |9300 |9318 SINPRT(ST ) 9505 |9608 |9632 |9638 PLAY ワー クエ リア イニ シャ ライ ズ 
----- |956E |95A4 |95A9 |95AF | 年 月 日 の 設定 (RT から 取り 込む ) 95DB |9611 |9638 |963E PLAY(FN) 
9574 |95AA |95AF |95B5 CLOCK(ST ) (EBE5) |95E1 |9617 |963E |9644 ВЕЕР, FM 音源 、SSG の 停止 ルー チン 
E291 |957A |95BO |95B5 |95BB | DATE(FN) (EBBA) |95Е7 |910 |9644 |964A SOUND(ST ) 
E190 |9580 |9586 |95BB 195C1 DATE(ST ) 95ED |9623 |964A |9650 BGM(ST) 
|184 |9586 |95BC |95С1 |95С7 TIME(FN) ーーー |95F3 |9629 |9650 |9656 OUTM(ST ) 
E15C |958C |95C2 |95C7 |95CD | TIME(ST) | 963B |9656 |965С 200line モー ド 用 日 本 語 処理 初期 化 ルー チン (1) 
E44E |9592 |95C8 |95CD |9503 0 時 割り 込み の イネ ー ブ ル (画面 分 割 な し ) 
タイ マ , イン ター バル タイ マ ,。 イン ター バ 
ル ワ ン シ ョ ッ ト 割 り 込 み の マ スク * AecBe-0 : KANJI ON 
E3BA |9598 |95СЕ |95D3 |9509 INTERVAL(ST) 1 : KANJI OFF 
(E36D) |959E |9504 |9509 |95DF 時 刻 の 読み 出し — = 9641 |9666 |966C 200line モー ド 用 日 本 語 処理 初期 化 ルー チン (2) 
а S02F4—F9 ー TIMER 値 (画面 分 割 あり ) 
ーー |95А4 |95DA |95DF |95E5 VOICE(ST ) 
pe 9256 |9270 |95Е5 |95ЕВ カセ ッ ト 1 プロ ッ ク 入 力 ルー チン * AccBe-0 : KANJI ON 
“ 500ЕВ-ЕС バッ ファ アド レス 1: KANJI OFF 
$02D6 OVES SUN : E qx eB 
OFF : $FF 
800Ер 一 プロ ッ ク タ イプ (IX) : スク ロー ル 開 始 行 
$00EE 一 入力 デー タバ イト 数 (IX 十 1) : スク ロー ル 終 了 行 
$02D5 ~ エ ラー ステ ー タ ス 
ーー |925C |9276 |95ЕВ |95ҒІ カセ ッ ト 1 ブ ロッ ク 出 カル ー チ ン ーー 96 |9672 | 2006 €— ЕН 
・ 500ЕВ-ЕС バッ ファ アド レス 日 本 語 モ ー ド 時 BIOS(RCB) エ ント リ 
SOOED 70,2717 ーー ーー |9672 |9678 400line モー ド 用 日 本 語 処理 初期 化 ル ー チ ン (1) 
SOOEE 一 出力 デー タバ イト 数 | |= (|9688 400line モー ド 用 日 本 語 処理 初期 化 ヤ ルー チン (2) 
$02D6 出力 後 モ ー タ ON : $00 = — |9688 968E 400line モー ド 用 
L OFF : $00 日 本 語 モ ー ド 時 BIOS(RCB) エ ント リ 
D772 |9262 927C 95F1 95F7 4 MOTOR OFF 処理 ---- |— |9659 968E 9694 1 SYMBOL@(ST ) 
D758 9268 [9282 95F7 95FD MOTOR(ST) ж V3.0 用 の アド レス で 2 つの エン トリ が ある 場合 は , 
D76F |926E |9288 |95FD |9603 MOTOR ON 処理 ІН V3.0 ア ドレ ス 
9C2B |AE3D |AF38 |9603 |9609 PRINT@(ST) (f V3.0 ア ドレ ス ) 
(EC72) |95B7 |95ED |9609 |960Ғ PLAY(ST) |] となり ま す 。 


SYS BKA SE ENS SYS PYS BNA PNS PNG PN PKS BYG PNS PNS PYG PKG PRS DI DKS 
[ТАТА ТАЗ oo ТАТ AAAA ТАТ ТАД ТА одо одо одо одо ойо ONO е АТ ONO 


@0S-9 プ ログ ラミ ング ッ ー ル ズ 収 録 の スク リー ン エ ディ タ SED 
ノ SED77/SEDAV に , ご くま れ に 動作 不良 を 行 す バグ が ある こ 
と が わか り ま し た 。 直さ な 〈 く て も 実用 上 は 問題 あり ませ ん が , А 
に な る 方 は 以下 の 修正 簡 所 を SED の サー チコ マン ド で 捜し て 修 
正 し て か 5, 再 コ ンダ イル し て くだ きい 。 なお, SEDVZ,. SEDAV 


40 な よび 最近 出荷 し た も の に つい て は , この 修正 は 不要 で す 。 
修正 簡 所 
1.sed.c — — 関数 finit 


tolowers(linbuf); 
sep= spcskp(linbuf); 
の 間 に 
tochr(linbuf, EOL, NULL); 
を 挿入 する 。 
2.mc4.c 一 一 関数 sput(cd) 
if (!(toptr= gtendptr(0) ) | frmptr > = toptr) 
return; 
の return : を 
return(sbptr): 
に 修正 する 。 
0988 8 月 号 「D-ASM」 &「BAS-DUET」 
上 記 2 つの 記事 の 虫 つ くろ い は , 本 誌 p.140 に 掲載 し て あり ま 
す の で を そちら を ご らん くだ る きい 。 


05-9 デー タベース シス テム を 
作成 する 


WHITE HAM 


жез ScrDef バー ジョ ン ( そ の ら ) 


ペー ジ 数 の 関係 で 先月 載せ きれ な か っ た , ScrDef て バージョン イン を 加え だ な が バー ジョ ン を 作成 し て いる と くさ が で すき 205, 
の リス ト 7 一 10 を 紹介 し ます 。 使い 方 等 は 先月 号 を ご 参照 くだ さ マニ ュ ア ル の 書き 起こ し や , 総合 的 な デバ ッ グ 等 が 残っ て いて , 
い 。 皆さん の お 手元 に 届く に は も うし ば らく 〈《 か か る と 思い ます 。 リ フ 

これ で Modula-2/09 か ら MW-C へ の 書き 換 ぇ 作業 を 終わ っ た わ ァ イ ン し た 結果 は , 折 に 触れ 誌上 で 発表 する こと も ある か と は 思 
UC, 非常 に 難航 し た この デー タベース マネ ー ジ メン トシ ステ ム いま す が , まず は この へ ん で 区 切り を つけ きせ て いた だ きま す 。 
の 構築 作業 も 峠 を 越し た と いう と ころ で し ょ うか 。 現在 , リー ダ кош, お 付き 合い いた だ き あ り が と う ご ざ いま し た 。 

ー ズ サー ビス に 向け て , 全体 と し て の 統一 性 を た りな が ら リ ファ 


40: Locate(0, 1); 
リス ト 7 DBSLib3.c ds ват аа ANNI E pis 
š 43: 
44: 
z: /* Library Routins related to SerDef (3) */ 452 dxprint current fieza pane 7 
г 46: 
Fo INO M жығы 41: void PutFldNam(SPtr, sf1d, atrflg) 
5: #include "stddef.h" Ден асе қабы 
6: finelude "DBDDef.h" 9 Жш өш | 
7: Жілсішде "ScrDDef.h" i IN atrf1gi 
5 " Var.h" i 
ОЕА РИНЕ 52: char tbuf[LenOfDBF], tbufl[LenOfDBF], tbuf2[Le 
10: nOfLabel * 1]; 
11: /* Set up "Set Attribute" Sereen */ 53: char *ptr, *index(); 
12: 54: int fldix; 
55: FldInfo *fptr; 
13: boolean SetUpSc n(fdl, SPtr, msg, atrf1g) , 
14: int fdl; растев Е g 56: SerF1d *sfptr; 
15: SorStrüo *SPtr; 51: StrChain *streptr, *SreLabel(); 
; 58: 
16: char *msg; 
š š 59: ЕгаѕеКесї(10, 1, 79, 1); 
da нах NER 80: Locate(10, 1); 
19: сіз(); 61: sfptr = &(SPtr -> InpField[sf1d]); 
Е 1 62: if (!atrflg) Í 
20: CurSF1d = CurPage = 0; 
21: printf("Xs DATA BASE = %s Default DBF = XsYn Сар PSA ТЫН, sfptr -> Label); 
", msg, DbNm, CurDBF); Еб OS дыы 
29: PutPage(CurPage + 1); 65: if (streptr = SreLabel(tbuf2)) í 
23: PutFldNam(SPtr, CurSFld, atrflg); 66: StrCpyB(tbufl, strcptr -> StrP + strle 
24: if (!PageOutput(CurPage, fd1)) /ж print curren 87: minh у pow 
Sue ES poca T АВД 68: if (ptr = index(tbufl, '.')) Í 
26: HiliteFld(SPtr, CurSFld, TRUE); /* invert curr LS GetTok(tbufl, T, tmpBüf, TRUE); 
ent field area */ 10: sfptr -> DBFidx = DBFExist(tmpBuf ) 
21: if (atrflg) í ; 
a š i i Ti: strepy(tbufl, ptr + 1); 
28: PrintAttrNam(); /ж print Attribute name */ 12: } else sfptr -> DBFidx = DBFix; 
t 3 13: e2bstr(tbuf1); 
29: active м,” Сира а ЖШН Дж Invert 74: ] else StrCpyB(tbufl, sfptr -> sFldName); 
30: ] T5: | else StrCpyB(tbufl, sfptr -> sFldName); 
ү 76: b2estr(tbuf1); 
: t UE); 5 ; 
Pes ] a Т1: if (sfptr -> DBFidx && sfptr -> DBFidx != DBFi 
33: x) f 
42) 18: StrCpyB(tbuf, DicBuf.DirEntry[sfptr -> РВЕ 
5 idx - 1].DFName); 
RE /* print page number ж/ төз реште but): 
37: void PutPage(pag) 80: strepy(tmpBuf, tbuf ) : 
38: int pag; 81: streat(tmpBuf, "."); 
39: { 82: streat(tmpBuf, tbuf1); 
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171: 


172: 
173: 


174: 
175: 
176: 
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} else strepy(tmpBuf, tbuf1); 
printf("Field = 96s", tmpBuf); 
e2bstr(tbuf1); 
if (FldExist(&DieBuf, sfptr -> DBFidx, tbufl, 
&fldix)) Í 
GetFldPtr(&DicBuf, sfptr -› DBFidx - 1, fl 
dix, &fptr); 
GetTypeStr(fptr -> DAttr.DType, tbuf); 
] else strepy(tbuf, "Undefined"); 
printf(" (%5) жп", tbuf); 


/* get Field Infomation Ptr from Field Number */ 


boolean GetFldPtr(DPtr, idx, FldNum, aFPtr) 
HeadBlock *DPtr; 
int idx, FldNum; 
FldInfo **aFPtr; 
{ 
FldInfo *FldPtr; 
int ЕМит; 


FldPtr = DPtr -> DirEntry[idx].ListEntry; 

FNum = 0; 

while ((FNum < FldNum) && FldPtr) Í 
FldPtr = FldPtr -> NxtFld; 
FNum++ ; 

] 

*aFPtr = FldPtr; 

return(FldPtr != NIL); 


/* print Page contents */ 


boolean PageOutput(pag, fdl) 
int pag, fdl; 
Í 
int 4, pos; 
boolean edflg - FALSE; 
char tbuf(LBufSize]; 


if (lseek(fd1, 01, 0) == ERR) 
return(FALSE); 
i = 0; pag**: 
while (i < pag) 
if (readln(fd1, tmpBuf, LBufSize) <= 0) 
return(FALSE) ; 
pos = GetTok(tmpBuf, 1, tbuf, FALSE); 
touppers(tbuf); 
if (!stremp(tbuf, ".PAGE")) 
i++; 
| 
EraseRect(0, 2, 79, 21); 
Loeate(0, 2); 
while (!edflg) Í 
if (readln(fdl, tmpBuf, LBufSize) <= 0) 
return(FALSE) : 
pos = GetTok(tmpBuf 1, tbuf, FALSE); 
touppers(tbuf); 


edflg = !'stremp(tbuf, ".PAGE") || !'stremp( 
tbuf, ".FIELD"); 
if (Тейгіс) 
if (writeln(1, tmpBuf, LBufSize) -- ER 


R) 
return( FALSE) ; 
1 
геїигл (ТЕЧЕ); 


/* invert screen field */ 


void HiliteFld(SPtr、 sfld, md) 
SerStrue *SPtri 
int sf1di 
boolean mdi 
Í 
int i; 
SerF1d *sfptri 


sfptr = &(SPtr -> InpField[sf10]); 
Locate(sfptr -> X, sfptr -> Y); 
if (md) 
SetRvrt(); 
StrCpyB(tmpBuf, sfptr -> Label); 
b2estr(tmpBuf):; 
if (!sfptr -> DivideFlag) 
PutField(1, tmpBuf, sfptr -> Width); 
else ! 
PutField(1, tmpBuf 、 sfptr -> Divideldx.Sto 


p); 
for (i 1: i < sfptr -> Dividetdx.sStarti 
же) 1 
boeate(sfptr =Y X, sfpir -> Y + із; 
PutField(1、 sfptr -> Divideldx.Sto 
p); 


l 
[ 
if (md) 


UnsetRvrt(); 


/* print Attribute name */ 


void PrintAttrNam() 
{ 
int i. bs 


EraseReet(0, 22, 79, 24); 

Locate(0, 22); 

puts("[Attr]"); 

Locate(0, 24); 

fputs("[Format]", stdout); fflush(stdout); 

for (i = 0; i < MaxAttr; i++) Í 
Locate(attr[i].px - 2, аїїг[і].ру); 
ШЕ Құ 67) P i Ls k = 83 
ргілїї ("%1:%5", j, attr[il].Nam); 
fflush(stdout); 


/* invert active Attribute */ 


void HiliteAttr(SPtr, sfld, md) 
SerStrue *SPtr; 
int 6714; 
boolean md; 
{ 
int t; 
SerFld *sfptr; 
InpFldAttr *ipfptr; 
static int idx[] = | NoEntry, NoUpdate, Today, 
Required, Comment |; 
statie int idx1[] = í Left, Right, Center, Com 
та |; 


sfptr = &(SPtr -> InpField[sf1d]); 
ipfptr = &(sfptr -> Attribute); 
for (1 - 0; £ € S; 1++) 
if «(BitTest(idx[1], 1pPptr -> AttrSet)) 
HltAttrNam(&attr[i], md); 
if (ipfptr -> CMPD.Calc.StrP) 
HltAttrNam(&attr[5], md); 
for (і = 0; Т € 4; 1++) 
if (BitTest(idxl[i], ipfptr -> Format)) 
HltAttrNam(&attr[i + 7], md); 
if (isDType(sfptr -> DBFidx, sfptr -> sFldName 
, real) 1! isDType(sfptr -> DBFidx, sfptr -> sFIdN 
ame, caleulate)) 
HlitAttrNam(&attr(11], md); 
if (ipfptr -> DefaultStr.StrP) 
HitAttrNam(&attr[6], md); 


/* invert attribute name */ 


void HItAttrNam(atr, md) 
AttrStrue жаїг; 
boolean md; 
i 
Locate(atr -> px, atr -> ру); 
if (md) 
SetRvrt(): 
fputs(atr -> Nam, stdout); fflush(stdout)i 
if (md) 
UnsetRvrt(); 


/* is this Field "data type" ? */ 


boolean isDType(dix, flnm, DatType) 
int dix, DatType; 
char *f lnm; 
í 
int fldix; 
FldInfo *fptr; 


StrCpyB(tmpBuf, flnm); 
if (!FldExist(&DioBuf, dix, tmpBuf, &fldix)) 


return(FALSE); 
GetFldPtr(&DicBuf, dix - 1, fldix, &fptr); 
return(fptr -> DAttr.DType == DatType); 


/* se1 attribute * 


void AttrSetting(SPtr, eh, modef lg? 
SerStrue *SPtri 
int eh; 
boolean modeflg: 
{ 
іл; Үк; XX; 13 
boolean hilitflgi 
ScrFld *sfptr; 
InpF1dAttr *ipfptr; 


827: 
328: 


333: 
334: 
335: 


341: 
342: 
343: 
344: 


348: 
349: 


350: 
351: 


352: 


353: 
354: 
355: 
356: 
357: 
358: 


if (modeflg !- AttrMode && ch > '5') í 
Beep(); 
return; 

] 

Үк seh = *® 

sfptr = &(SPtr -> InpFieldICurSFld]): 


ipfptr &(sfptr -> Attribute); 
if (modeflg == AttrMode && ch <= '4') Í 
КК = (dix + NoEntry) = ї#* 2; 
if ('isDType(sfptr -> DBFidx, sfptr -> 8Р1 
dName, date) && ixx == Today) | 
Beep(); 
return; 


| 
if (BitTest(ixx, ipfptr -> AttrSet) ) 
ipfptr -> AttrSet = BitClr(ixx, ipfptr 
-> AttrSet); 
else ipfptr -> AttrSet = BitSet(ixx, ipfpt 
P -> AttrSet); 


| else if (modeflg != AttrMode && (ch >= '1' & 
& eh <= '4')) Í 
ІЖХ = (ік ғ Left) = ix ж 2; 
if (!isNumFld(sfptr -> DBFidx, sfptr -> sF 
1dName) && ixx == Сотта) | 
Веер(); 
return; 


] 
if (BitTest(ixx, ipfptr -> Format)) 
ipfptr -> Format = BitClr(ixx, ipfptr 
-> Format); 
else | 
if (ëh t= *'4') Í 
for (j = 0; j < Зу pe l 
ipfptr -> Format = BitClr(j + 
Center, ipfptr -> Format); 
HltAttrNam(&attr[j + 7], FALSE 
); 
l 
1 
ipfptr -> Format = BitSet(ixx, ipfptr 


-> Format); 
1 
} 
ІТ (éh 2>--"5"”) j /* need input */ 
ixx = modeflg == AttrMode ? ix : 11; 
if (!isDType(sfptr -> DBFidx, sfptr -> sF1 
dName, calculate) && іхх == 5) | 
Веер(); 
return; 


] 
if (!isDType(sfptr -> DBFidx, sfptr -> SFl 
dName, real) «Ж 
'isDType(sfptr -> DBFidx, sfptr -> sF1 
dName, calculate) && ixx == 11) Í 
Beep(); 
return; 
l 
EraseRect(0, 22, 79, 24); 
Locate(0, 22); 
printf("í%s]Yn", attr[ixx].Nam); 
GetAttrStr(ipfptr, ixx); 
Locate(0, 23); 
printf("[96sYn", tmpBuf ); 
Loeate(78, 23); риїз("]"); 
if (InputLine(tmpBuf, 77, 1, 23)) 
SetAttrStr(ipfptr, ixx); 
PrintAttrNam(); 
HiliteAttr(SPtr, CurSF1d, TRUE); 
] else í 
hilitflg = BitTest(ixx, modeflg == AttrMod 
e ? ipfptr -> AttrSet ipfptr -> Format); 
if (modeflg != AttrMode) 
ix += 7; 
HltAttrNam(&attr[ix], hilitflg); 


/* get attribute string into tmpBuf */ 


void GetAttrStr(atr, ixx) 
InpFldAttr *atr; 

int ixx; 

{ 


char *bstri 


switch (ixx) Í 
ease 4 : bstr 


" 


atr -› CommentStr.StrP; break; 


сазе 5 : bstr atr -> CMPD.Cale.StrP; break; 


case 6 : bstr atr -> DefaultStr.StrP; break; 
case 11 sprintf(tmpBuf, "%d", atr -> Decimal 
Pnt); break; 

default break; 

} 

Lf (СЕКЕ Ме 41) í 

if (!bstr) 
bstr = "Xn"; 


StrCpyB(tmpBuf, bstr); 


455: 
456: 


b2estr(tmpBuf); 


j 


/* set attribute string */ 


void SetAttrStr(atr, ixx) 
InpFldAttr *atr; 
int ixx; 
{ 
Switch (ixx) í 


сазе 4 /* Comment */ 

SetStrBit(&(atr -> CommentStr), atr、Comme 
nt); 

break; 

case 5 /* Cale */ 
SetString(&(atr -> CMPD.Cale)); 
break; 

case 6 /* default string */ 
SetString(&(atr -> DefaultStr)); 
break; 

ease 11 /* DecimalPnt */ 
atr -> DecimalPnt = atoi(timnpBuf); 
break; 

default 
break; 


l 


/* set string */ 


boolean SetString(pempo) 
Compo *pempo; 
{ 

char *Sp, *malloc(); 


if (tmpBuf[0]) í 
if (Sp = malloc(DefDatLen)) í 
strepy(Sp, tmpBuf ) 
e2bstr(Sp); 
ретро -> StrP = Sp; 
| eise | 
Locate(0, 23); 
DBErrMsg(E MEMFUL) ; 
return(FALSE); 
| 
l else | 
if (pempo -> StrP) 
free(pempo -> StrP): 
pempo -> StrP = NIL; 
} 
return(TRUE); 


/* set string & attribute bit */ 


void SetStrBit(comp、 atr, ix) 
Compo *comp; 
InpFldAttr *atr; 
int ix; 
i 

if (!SetString(comp) 11 'tmpBufl0]) 

atr -> AttrSet = BitClr(ix, atr -> AttrSet 

) 

else atr -> AttrSet BitSet(ix, atr -> AttrSe 
1); 
l 


/* Move current Field to Next */ 


boolean NxtPrvFld(fdl, SPtr, di, atr) 
int тал 
SerStrue *SPtr; 
boolean di, atr; 
І 
SerFld *septr; 


if (di) | 
if (CurSFld >= SPtr -> SFCount - 1) Í 
Beep(); 
return(TRUE); 
1 
] else í 
if (CurSF1d <= 0) { 


Веер(); 
return(TRUE) : 
] 
] 
HiliteFld(SPtr, CurSFld, FALSE); 
if (atr) 
HiliteAttr(SPtr, CurSFld, FALSE); 
кг (di) 
CurSFld++; 
else CurSFld--; 
septr = &(SPtr -> InpField[CurSFld]); 
if (septr -> Page !- CurPage + 1) | 
CurPage = scptr -> Page - 1; 
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457: PutPage(septr -> Page); 

458: if (!PageOutput(CurPage, fdl1)) | 
459: Cls s 

480: return( FALSE); 

461: { 

462: l 

463: PutFldNam(SPtr, CurSFld, atr); 

464: HiliteFld(SPtr, CurSFid, TRUE); 

465: if (atr) 

466: HiliteAttr(SPtr, CurSFld, TRUE); 
467: return( TRUE) ; 

468: i 

469: 

410: 

471: /* Move to Next page ж/ 

472: 


473: boolean NxtPrvPage(fdl, SPtr, di, atr) 


414: Int fért; 

475: ScrStruc *SPtr; 
416: boolean di, atr; 
ETT if 


478: SerFld *septr; 

419: 

480: if ча) f 

481: if (CurPage >= SPtr -> PageCount - 1) |! 
482: Веер(); 

483: return(TRUE); 

484: l 

485: ] else | 

488: If (CurPage <= 0) Í 

487: Beep(); 

488: return( TRUE) ; 

489: 1 

490: | 

491: 1f (atr) 

492: HiliteAttr(SPtr, CurSFld, FALSE); 
493: StepToPage(SPtr, di): 

494: scptr = &(SPtr -> InpFieid[CurSF1d]); 
495: PutPage(scptr -› Page); 

498: if (!PageOutput(CurPage, fd1)) | 
497: C1s(): 

498: return( FALSE) ; 

499: ] 

500: PutFldNam(SPtr, CurSFld, atr); 

501: HiliteFld(SPtr, CurSFld, TRUE); 

502: 1f (atr) 

503: HiliteAttr(SPtr, CurSFld, TRUE); 
504: return(TRUE) ; 

505: l 

506: 

507: 


508: /ж Step to Page ж/ 


510: void StepToPage(SPtr, 


511:  SerStrue *SPtr; 
512 boolean di; 


di) 


513: í 

514: while (SPtr -> inpField(CurSFld].Page == CurPa 
ge + 1) 

515: іг (di) 

516: CurSF1d++i 

517: else CurSFld--; 

518: CurPage = SPtr -> InpField[CurSFld].Page - 1; 

519: l 

520: 

521: 


522: が Hilite АТЇР title */ 


524: void HItMode(md ) 
5295: boolean md; 


520: 1 

527: UnsetRvrt(); 

528: if (md -- AttrMode) ! 

529: Locate(0, 24); 

530: fputs("[Format]", stdout); fflush(stdout); 
531: SetRvrt(); 

532: Locate(0, 22): 

533: puts(" LA рУ 

534: | else 1 

525: Locate(0、 22); 

536: puts("[Attr]"); 

587: SetRvrt(); 

538: Locate(0, 24); 

539: fputs("[Format]"、 stdout); fflush(stdout); 
540: l 

541: UnsetRvrt()i 


/* Library Routins related to SerDef (4) */ 


#include <stdio.h> 
Жілсінде <еггпо.һ> 


#include "stddef.h" 
*inelude "DBDDef .h" 
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*inelude "SerDDef.h" 
*inelude "SerDExVar.h" 


/* Select Edit mode */ 


SeleetEdt() 

i 
int eh, defeh; 
boolean edflgi 


Puts("\n[Edit SDF]Yn"); 

puts(" 1: Page EditYn 2: Assign FieldYn 3: Ext 
ernal Editor\n 4: ExitYn"); 

fputs("Your Choice ?", stdout); fflush(stdout) 


defeh - (ErrFlag -- AsgnErr ? '2' : '1'); 
Putchar(defch): putcehar(LFTARW); fflush(stdout 
); 
do | 
if ((eh = GetCH()) == EOL) 
eh = defch; 
else if (ch == ESC) 
eh - "4% 
if (!(edf1g = eh >= '1' && eh <= '4')) 
Beep(); 


| while ('edf1g); 
printi" Sewn"; eh); 
гетит (еве "€f')5 


/* External Editor */ 


void ExtrnEdt( ) 

í 
char pstr[SDFLen + 2]; 
int stat; 


fputs("¥nEditor Name ?(CR:Sed)", stdout); 
fflush(stdout); 
if ('gets(tmpBuf) || tmpBuf[0] == ESC) 
return; 
if (!strlen(tmpBuf ) ) 
strcpy(tmpBuf "Sed"); 
strepy(pstr, SDFName ) : 
street (PETE, "Xn"); 
close(fdSDF); 
if (os9fork(tmpBuf, strlen(pstr), pstr, 1, 1, 
0) == ERR) | 
DBErrMsg(E CantEdit); 
OpenSDF(); 
| else | 
wait(&stat); 
OpenSDF(); 
CompileFrm(); 
Attrinit(); 


/* Page Edit */ 


void PageEdt() 

{ 
int ercode, ераде = 1; 
long posl, ров2; 


while (epage = SelPage()) | 
StUpSern(); 
Locate(0, 23); 
printf("Page %dYn", epage); 
if (ereode - SetUpTxt(epage, &posl, &pos2) 


C1s(); 
DBErrMsg(ercode); 
return; 
! 
EditTxt(EditBuf[0], 0, 2, ScrWwidth - 1, Ds 
pLines, &TLine, &TSize); 
if (ercode = PutBeTxt(pos1, pos2)) 1 
DBErrMsgtereode); 
return; 
i 
CompileFrmt(»; 
Attrinit); 
if (SerData.PageCount == 1) 
break; 


/* Setup Sereen for Page Edit */ 


void StUpSern() 
1 
FSU dada 


Cls(); 
printf("[Page Edit] 
; DbNm, CurDBF); 


Data Base: 96s РВЕ: %5Ұп" 


101: 
102: 
103: 
104: 
105: 
106: 
107: 
108: 
109 
110: 
LI 
1125 
113: 
114: 
115: 
116: 
TAF: 
118: 
119: 
120: 
121: 
122: 


123: 
124: 
125: 
126: 
де: 
128; 
129 
130: 
181: 


182: 
133: 
134: 
135: 
136: 
137: 
138: 
139: 
140: 
141: 
142: 
143: 
144: 
145: 
146: 
147: 


148: 


149: 
150: 
151: 
152: 
153: 
154: 
155: 
156: 
157: 
158: 
159: 
160: 
161: 
162: 
163: 
164: 
165: 


166 


167% 


168: 
169: 


170 


171: 
172: 


173 


174: 
175: 
176: 


177 


178: 


179 


180: 


181: 
182: 
183: 
184: 
185: 
186: 
187: 
188: 
189: 
190: 
181: 
192: 
193: 
194: 
195: 


PrtChar('-',:78); 
Locate(0, 22); 
PrtOChar('-', 78); 
for Gre g, N' Sg асс тө. v0, pe 
Locate(i, 1); 
printf("9dYn", j); 
Loeate(i, 22); 
printf("9dYn", j); 


/* Seleet Page for Edit */ 


SelPage() 
{ 
int ch; 
boolean edflg; 
if (SerData.PageCount == 1) 
return(1): 
fputs("YnPage # to Edit ?(Е5С-Ехі!)!", 


putehar(LFTARW); fflush(stdout); 


do Í 
eh = GetCH(); 
if (eh -- EOL) 
GI B Tg ts 
else if (eh -- ESC) 
eh = '0'; 
eh == '0'; 
if (!(edflg = ch >= 0 && ch <= Ser 
eCount ) ) 


Веер(); 
| while (!edfl1g); 
printf("9*cXn", ch); 
return(ch); 


/* Setup Text for Edit */ 


SetUpTxt(pag, aposl, apos2) 
int pag; 
long *aposl, жаров2; 
{ 
int ercode; 


SetMem(X(EditBuf(0][0])5, Serwidth ж Ds 
'#0'); 
if ((ereode = SeekPage(pag, aposl)) | 
= PageRead(apos2))) 
return(ercode); 
return(noErr)i 


/* беек Page */ 


SeekPage(pag, aposl) 

int рас; 

long *aposl; 

Í 
Int 4 2 2% 
boolean ОК = FALSE: 
char tbuf[LBufSizel: 


if (1seek(fdSDF, 01, 0) == ERR) 
return(errno); 
while (!OK) [ 
if (readln(fdSDF, tmpBuf, LBufSize 
ERR) 
return(errno); 
b2estr(tmpBuf); 
GetTok(tmpBuf, 1, tbuf, FALSE); 
touppers(tbuf); 
if (!stremp(tbuf, ".PAGE")) 
if (i == pag) 
OK - TRUE; 
else i++; 
} 
if ((*aposl = lseek(fdSDF, 01, 1)) == 
return(errno); 
return(noErr); 


/* Read Page */ 


PageRead(apos2) 
long жаров2; 


int rbyt; 
boolean OK - FALSE; 
long pos; 
char tbuf[LBufSize]; 


TSize - TLine 
while (!OK) | 
if ((rbyt 

= IET) 


0; 


readin(fdSDF, tmpBuf, 


-y d 


stdout) 


Data.Pag 


pLines, 


(ercode 


ERR) 


LBufSize 


return(errno); 
if (!rbyt) 
break; 
b2estr(tmpBuf); 
GetTok(tmpBuf, 1, tbuf, FALSE); 
touppers(tbuf); 


OK = !stremp(tbuf, ".PAGE") 11 !Stremp(tbu 
f, ".FIELD"); 
if ОҚ? f 


strepy(EditBuf[TLine], tmpBuf ) : 
TSize += strlen(tmpBuf); 
if (**TLine >= DspLines) | 
while (!OK) í 
if ((rbyt -readin(fdSDF, tmpBu 
f, EBufSize - 1)) < 0) 
return(errno); 
if (!rbyt) 
break; 
b2estr(tmpBuf); 
GetTok(tmpBuf, 1, tbuf, FALSE) 


touppers(tbuf); 
OK = !'stremp(tbuf, ".PAGE") 11 
1stremp(tbuf 。 ".FIELD"); 
l 
J 
l 
| 
if ((pos = lseek(fdSDF, 01, 1)) == ERR) 
return(errno); 
*apos2 - rbyt ? (pos - strlen(tmpBuf) - 1) : p 
os; 
return(noErr); 


/* Put back edited text to SDF */ 


PutBeTxt(posl, pos2) 

long posl, ров2; 

i 
int i, len, fd, ercode; 
char *bptr, *tnm, *mktemp(); 
long pos; 


Gris) 
fputs("Writing SDF ...", stdout); fflush(stdou 
t); 
tnm = mktemp("SDFtmp.XXXXX"); 
if ((fd = ereat(tnm, RW_mode)) == ERR || lseek 
(fdSDF, 01, 0) == ERR) 
return(errno); 
if (posl) | 
if (ercode - CopyFile(fdSDF, fd, (unsigned 
)pos1)) Í 
killtmp(fd, tnm); 
return(ercode); 
l 
| 
for (1 9:0; í < Тілте: Ferr í 
len = strlen(EditBuf[il): 
if (write(fd, EditBuf[i], len) == ERR 11 w 
rite(fd, "Xn", 1) ss ERR) f 
ercode = errno; 
killtmp(fd, tnm); 
return(ercode); 
| 
I 
if ((pos = lseek(fdSDF、01、2)) == ERR 11 lsee 
k(fdSDF, pos2, 0) == ERR) 4 
ercode = errno; 
killtmp(fd, tnm); 
return(ercode); 
I 
if (ereode = CopyFile(fdSDF, fd, (unsigned)(po 
з - POS2))) | 
killtmp(fd, tnm); 
return(ercode); 
l 
close(fdSDF ) ; 
if (unlink(SDFName ) == ERR) | 
ercode = errnoi 
killtmp(fd, tnm); 
return(ercode); 
l 
elose(fd); 
if (ercode = rename(tnm, SDFName)) 
return(ercode); 
OpenSDF(); 
puts(""); 
return(noErr); 


/* Kill temporary file */ 


void killtmp(fd, tnm) 
int fd; 
char *tnm; 
і 
close(fd)i 
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286: 
287: 
288: 
289: 
290: 
291: 
292: 
293: 
294: 
295: 
296: 
297: 
298: 
299: 
300: 
301: 
302: 
303: 
304: 


305: 
306: 
807: 
308: 
309: 
310: 
311: 
312: 
313: 
314: 
315: 
316: 
817: 
818: 
819: 


320: 
821: 
822: 
323: 
324: 
325: 


326: 


321: 
328: 
329: 
330: 


331: 


832: 
333: 
334: 
335: 
336: 


337: 
338: 
339: 
340: 
341: 


342: 
343: 
344: 
345: 
346: 
347: 
348: 
349: 
350: 
351: 
352: 
353: 
354: 
355: 
356: 
357: 
358: 
359: 
360: 
361: 
362: 
363: 
364: 
365: 
366: 
367: 
368: 


369: 


870: 
871: 
872: 
373: 
874: 
875: 
376: 


unlink(tnm); 


/* Assign Field */ 


void AssgnF1d() 

Í 
boolean eflg; 
int ch, ercode; 
SerStrue *SPtr; 
SerFld *septr; 


if (ErrFlag == PagErr) [ 
DBErrMsg(E CantAsgn); 
return; 


} 
SPtr = &SerData; 
if (!SetUpScreen(fdSDF, SPtr, "[ASSIGN FIELD]" 
» FALSE)) | /* set up screen */ 
Cls()ji 
DBErrMsg(E CantSetUDp ) ; 
return; 
1 
ActMsg(); 
eflg = FALSE; 
while (!eflg) Í 
septr = &(SPtr -> InpField[CurSF1d]); 
Locate(septr -> X, septr -> Y); 


if ((eh = GetCH()) == ERR) 
break; 

ch = toupper(ch); 

if (ch == EOL 11 ch == SPACE) | 


SelDBF1d(septr): 
if (!SetUpSereen(fdSDF, SPtr, "[ASSIGN 


FIELD]", FALSE)) í /* set up всгееп ж/ 
C1s(); 
DBErrMsg(E CantSetUp) ; 
return; 
l 
ActMsg(); 
| else if (ch == TAB 11 eh == DWNARW Il ch 
== RGTARW) 
if (!NxtPrvF1d(fdSDF 、 SPtr, TRUE, FALS 
E») 1 
DBErrMsg(E CantSetUp); 
return; 
l /* to Next Field */ 
} eise if. (eh == BS || eh == UPARW 11 ch = 
= LFTARW) 
if (!NxtPrvF1d(fdSDF, SPtr, FALSE, FAL 
SE)) í 
DBErrMsg(E_CantSetUp)・ 
return; 
] /ж 10 Previous Field ж 
I else if (ch == CTRLC) 
if (!NxtPrvPage(fdSDF, SPtr, TRUE, FAL 
SE)! Í 
DBErrMsg(E CantSetUp) ; 
return; 
| /ж to Next Page */ 
i else if (eh == CTRLR) { 
if ('NxtPrvPage(fdSDF, SPtr, FALSE, FA 
БЕ») 
DBErrMsg(E CantSetUp) : 
return; 
} ж to Previous Page */ 
) eise if (eh ESC) 


eflg = TRUE: 

else Beep(); 

1 

EraseRect(0, 0, 79, 24); 

Locate(0, 0); 

if (ercode = PutBeF1d()) Í 
DBErrMsg(ercode); 
return; 

| 

CompileFrm(); 

Attrinit(); 


/* Select DBF & Field */ 


void SelDBFld(septr) 
ScrFld *septr; 
{ 

FldInfo *CurFldPtr; 

int CurFld, x, y, SavDBFixi 

boolean OK; 

char msg[48], savDBF[LenOfDBF], *bptr, *malloc 
(05 

StrChain *streptr, *streptrl, *SreLabel(), *Ge 
tLastChain(); 


savDBFix - DBFix; 

strepy(savDBF, CurDBF); 

if (!(DBFix = DBFSe1())) ! 
DBFix - savDBFix; 
return; 

] 
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StrCpyB(CurDBF, DicBuf.DirEntry[DBFix - 1].DFN 
ame); 

b2estr(CurDBF); 

CurFldPtr = DicBuf.DirEntry[DBFix - l].ListEnt 
ry; /* first field */ 

CurFld = 1; 

x = Gimi + 4; y = TopY; 

strepy(msg, "Assign DBF Field"); 

SetSereen(DBFix - 1, msg); 

Loeate(0, 23); 

puts("Select Field (Select-CR, Exit-ESC)"); 

if (OK - SelectField(&CurFldPtr, &CurFld, &x, 
&y, DBFix)) Í 

БЕ (! 

LenOfLabel + 


(bptr = malloc(LenOfDBF + LenOfFld + 
4)) 11 
!(streptr = (StrChain *)malloe(sizeof( 
StrChain)))) í 
DBErrMsg(E MemFul); 
DBFix = savDBFiXi 
strepy(CurDBF, savDBF ) i 
return; 
l 
StrCpyB(bptr, septr -> Label); 
b2estr(bptr); 
streptrl = SreLabel(bptr); 
streat(bptr, "="); 
if (DBFix != savDBFix) Í 
streat(bptr, CurDBF); 
streat(bptr, "."); 
l 
c2bstr(bptr)i 
StrCatB(bptr, CurF1dPtr -> FldName); 
streptr -> StrP = bptr; 
strcptr -> SNext = NIL; 
if (strcptr1) [ 
free(streptrl -> StrP): 
free((char *)streptr); 
Strcptr1 -> StrP = bptr; 
1 else | 
51гер1г1 = GetLastChain(); 
bf (streptel3 
LabFEntry = streptr; 
else streptrl -> SNext = streptr; 
1 
l 
DBFix = savDBFix; 
strepy(CurDBF, savDBF); 
Cist); 


/* Get Last Chain */ 


StrChain *GetLastChain() 
í 


StrChain *septr. *savseptr = NIL; 


for (septr = LabFEntry; septr; SCDtr = septr 一 
> SNext) 
savscptr = septr; 
return(savseptr) 


/* Put Field Seetion back to SDF */ 


PutBeFld«» 

{ 
int fd, rbyt, ercode; 
char tbuf[LBufSize], *tnm, *mktemp(); 
StrChain x*streptr, *SrcLabel(); 
boolean OK; 


fputs("Writing SDF ...", stdout); fflush(stdou 
1); 
tnm = mktemp("SDFtmp.XXXXX"); 
if ((fd = ereat(tnm, RW mode)) == ERR 11 lseek 
(fdSDF, 01, 0) == ERR) 
return(errno); 
while (!OK) 
if ((rbyt = readln(fdSDF, tmpBuf, LBufSize 
= 19) る 8) 
return(errno); 


tt (!rbyt) í 
if (writeln(fd, ".FIELDXn", 7) == ERR) 
return(errno); 
] else í 
if (writeln(fd, tmpBuf, LBufSize) == E 


return(errno); 
l 
b2estr(tmpBuf); 
GetTok(tmpBuf, 1, tbuf, FALSE); 
touppers(tbuf); 
OK = !'stremp(tbuf, ".FIELD"); 
} 
while (readln(fdSDF, tmpBuf, LBufSize - 1) > 0 
r y 
b2estr(tmpBuf); 
GetTok(tmpBuf, 1, tbuf, FALSE); 


if (!stremp(tbuf, ".END")) 


break; 
GetTok(tmpBuf, 1, tbuf, 


if (streptr - SreLabel(tbuf)) 
if (writeln(fd, streptr -> StrP, 
nB(streptr -> StrP) + 1) == ERR) 


return(errno); 


free(Stroptr -> StrP); 
Sstreptr -> StrP = NIL; 


] else ! 
e2bstr(tmpBuf); 


if (writeln(fd, tmpBuf, 


return(errno); 
] 
1 


for (strcptr = LabFEntry; streptr; 


trcptr -> SNext) Í 
if (streptr -> StrP) 


if (writeln(fd, strcptr -> StrP, 
nB(streptr -> StrP) + 1) == ERR) 


return(errno); 


] 


if (writeln(fd, ".ENDYXn", 5) 


return(errno); 
close(fdSDF); 


if (unlink(SDFName) -- ERR) 


ercode = errno; 
killtmp(fd, tnm); 
return(ercode)i 

| 


close(fd); 

if (ereode - rename(tnm, SDFName)) 
return(ereode); 

OpenSDF(); 

putetis 


return(noErr); 


/* Free Memory */ 


void DisposMem( ) 
{ 


StrChain *streptr, *streptrl; 


streptr - LabFEntry; 
while (streptr) | 
if (streptr -> StrP) 


free(streptr -> StrP); 


streptrl - streptr; 


Streptr = strceptr -> SNext; 


free((char *)streptr1); 
| 
LabFEntry = NIL; 


/* Search Label ж/ 


StrChain *SreLabel(tbuf) 
char *tbuf; 
{ 

StrChain *Streptri 


char tbf[LBufSize], tbfl[LenOfLabel 


for (streptr = LabFEntry; stroptr; 


treptr -> SNext) [ 


StrCpyB(tbf, strcptr -> StrP); 


b2estr(tbf); 


GetTok(tbf, 1, tbf 1 。 TRUE); 
if (!stremp(tbuf, tbf1)) 


break; 
l 
return(streptr); 


/* Action Message */ 


void AetMsg() 

{ 
Loeate(0, 23); 
puts("Select=CR Exit=ESC"); 


/* DBF Select */ 


DBFSe1() 

{ 
int en; 
boolean eflg; 


EraseRect(0, 0, 79, 24); 

Locate(0, 0); 

if (DieBuf.FCount › 1) 
DBFPrint(); 


printf("Data Base File :%d"。 


putehar(LFTARW) ; 
fflush(stdout); 


Фоо — C: Qn > co tO н 


do í 
eh = GetCH(); 
if (eh == EOL) 
eh = DBFix; 
else if (ch == ESC) 
eh = 0; 
езе eh = eh = "0"; 


eflg = (ch >= 0 && ch <= DieBuf.FCount); 


if (!efljg) 
Веер ( ) ; 
J while ('eflg); 
return(eh); 


/* Library Routines */ 


*include <stdio.h> 
#include «etype.h» 
*include "stddef.h" 


*define MaxLLen 256 


/* convert lower ease in STRING to upper case 


touppers(buf) 
char *buf; 


int i, len; 


len = strlen(buf); 
for (I = 0: í < fen; tt} 
*(buf + i) = toupper(*(buf + i)); 


/* get token */ 


GetTok(buf, idx, tbuf, mode) 
char *buf, *tbuf; 
int idx, mode; 
{ 
int i, eh, inToken, edf1gi 
char bf[2]; 


i = idx - 1; 
*tbuf = bf[1] = '¥0'; 
inToken = FALSE; 
edf1g = FALSE; 
while (!edflg && i < strlen(buf)) í 

ch = *(buf + i); 

if (ch == SPACE 11 ch == EOL) Í 

if (inToken) 
edflg = TRUE; 
| else if (isalnum(eh) || sjeehk(buf, 


bf[0] = eh; 
streat(tbuf, bf); 
inToken = TRUE; 


] eise í 
if (mode) { 
if ('inToken) 
bf[0] = ch; 
strcat(tbuf , bf); 
Etts 
} 
edflg = TRUE; 
J else í 
bf[0] = ch; 
streat(tbuf, bf); 
inToken = TRUE; 
I 
| 
if (!edflg) 
Itte 


l 
return(i + 1); 


/* Put String to file with specified width */ 


PutField(fp, field, width) 
int fp, width; 
char *field; 
Í 
int len; 
char tbf[MaxLLen]; 


len = strlen(field); 
if (len >= width) 
write(fp, field, width); 
else | 
strepy(tbf, field); 
SpaceStr(tbf + len, width - len); 
write(fp, tbf, width); 
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2: 
3: 
4: 
5: 
6: 
Ts 
8 
9 
10 
11 


/* Bit Set */ 


BitSet(bit, val) 
int biti 
unsigned val 
i 
unsigned dum = 1; 


dum <<- bit; 
return(val | dum); 


/* Bit Clear */ 


BitCclr(bit, val) 
int bit; 
unsigned val; 
{ 
unsigned dum = 1; 


dum <<= bit; 
dum = dum; 
return(val & dum); 


/* 1 Line Edit */ 


InputLine(buf, len, xx, уу) 
char *buf; 

int len, xx, yy; 

i 


static char termstr[] - | EOL, NULL |; 
ehar teh; 
int chg; 
do | 
chg = InputField(buf, len, xx, yy, termstr 
» еу 
| while (teh !- EOL); 


return(chg): 


/ж Get Index ignoring char in Kanji */ 


char *kindex(bf, eh) 
char *bf, ch; 


{ 
char жіріг, *index(); 


int edflg FALSE; 
iptr = bf; 
while (!edflg) Í 
edflg = !(iptr index(iptr, ch)): 
if (tedflg) 1 
edflg = !sjechk(bf、 iptr); 
if (!edf1g) 
їрїг++; 
} 
) 


return(iptr): 


/* User defined Library Routins (3) */ 


#include <stdio.h> 
#include "stddef.h" 


#define noErr 0 
*define E MemFul 207 


typedef int boolean, void; 


/* Simple Editor */ 


void EditTxt(buf, xx, yy, col, row, aTLine, aTSize 
) 
char (*buf)[80]; 
int xx, yy, col, row; 
int *aTLine, *aTSize; 
1 
int CLine = 0; 
static char terminate[] = | CTRLY, UPARW, РИМА 
RW, CTRLR, CTRLV, EOS, TAB, CTRLC, CTRLN, ESC, 0 | 
ehar teh; 
boolean chgflg, edflg = FALSE; 


DispText(buf, CLine, xx, yy, *aTLine); /* disp 
lay text */ 
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while ('edflg) í 
ehgflg - InputField(buf[CLine], eol, xx, y 
у + CLine, terminate, &tch); 
if (CLine == *aTLine && chgflg) /* extend 
text */ 
(*aTLine)**; 
switch (teh) í 
case CTRLY /* 1 line delete */ 
if (*aTLine && CLine !- *aTLine) | 
EraseRect(xx, yy + CLine, col, yy 
+ *aTLine - 1); 
DeleteLine(buf, CLine, 1, aTLine); 


DispText(buf, CLine, xx, yy * CLin 
e, *aTLine - CLine); 
| 


break; 
case UPARW : /* 1 line ир */ 
if (--CLine < 0) 
CLine = (*aTLine >= row) ? *aTLine 
- 1 : *aTLine; 
break; 
case DWNARW : /* 1 line down */ 
CLine++; 
if (CLine > *aTLine || CLine >= row) 
CLine = 0; 
break; 
case CTRLR /* to the first line */ 
CLine = 0; 
break; 
case CTRLV /* to the last line */ 
CLine = *aTLine; 
break; 
case EOS : /* to the next line */ 
case TAB 
CLine**; 
if (CLine >= row) 
CLine - 0; 


else if (CLine > *xaTLine) | 
(*aTLine)**; 
if (*aTLine › row) | 


*aTLine = row; 
CLine = 0; 
l 
l 
break; 
case CTRLC /* clear after the current 
line */ 
EraseReet(xx, yy * CLine, col, yy + жа 
Tbine.- 1); 
DeleteLine(buf、CLine, *aTLine - CLine 
aTLine); " 
break; 
case CTRLN : /* insert null line */ 
if (CLine < *aTLine) 1 
EraseReet(xx, yy + CLine, col, уу 
* *aTLine - 1); 


InsrtLine(buf, CLine, row, aTLine) 
3 
DispText(buf, CLine, xx, yy + CLin 
e, *aTLine - CLine); 
l 
break; 
case ESC : /* quit */ 
edflg = TRUE; 
break; 
default 
Веер(); 
break; 
l 
l 
*aTSize = CaleTSize(buf, *aTLine); 


/* Display Text */ 


void DispText(buf, CLine, xx, yy, lent) 
char (*buf)[80]; 
int CLine, xx, yy, lent; 
i 
int 1; 


Locate(xx, yy); 
гог (í = Ds 1 < Kënnt; bts) 
puts(buf[CLine * i]); 


/* Delete line */ 


void DeleteLine(buf, CLine, ent, aTLine) 
char (*buf)[80]; 
int CLine, ent; 
int *aTLine; 
{ 
int i, ment; 


ment = *aTLine - CLine - ent; 
for (i = 0; i € ment; i**) 
strepy(buf[CLine + i], buf[CLine * i * ent 


1); 


for (i = CLine + ment; і < *aTLinei i++) 
зїтеру СЕ], "3; 
*aTLine -- ent; 
| 
/* Insert null line */ 
void InsrtLine(buf, CLine, row, aTLine) 
char (*buf)[80]; 
int CLine, row, *aTLine; 
Í 
int i; 
Тот (1 = *aTLine; i > CLine; i--) 
if (1 € row) 
strepy(buf[il, buf[i = 1]); 
strepy(buf[CLine], ""); 
if (*aTLine < row) 
(*aTLine)**; 
l 
/* Caleulate text size */ 
CaleTSize(buf, lent) 
ehar (*buf)[80]; 
int lent; 
| 
int i, size = 0; 
for (i D; く Чер Тж 
size += strlen(buf[i]); 
return(size); 
l 
/* Duplieate File */ 
CopyFile(fd1, fd2, sz) 
жо Edi; faz; 
unsigned sz; 
Í 
char *bptr, *malloc(); 
if (!(bptr = malloe(sz))) 
return(E MemFul); 
if (read(fd1, bptr, sz) == ERR 11 write(fd2。 b 


OS- ヨ プロ グラ ミン グ ツ ー ル ズ 


941975242) 


AV40/40EX の 0- ヨ ユー ザ の 皆さん , お 待た せ し ま し た / 
漢字 対応 スク リー ン エ ディ タ SED の AV40/40EX 対 応 版 を 含む , 
グ ツ ー ル ズ ,」 も 登場 , 各 


ーー ヽ 


3.5 イ ンチ DD 版 「0DS- ヨ プロ グラ ミン 


画 フ ィ ル タコ マン ド 


月 号 か ら "'86 年 2 月 号 に か け て 連載 され た 「0S-9 プ ログ ラミ ング 考 」 
ほか で 紹介 し た 各種 の ツー ル 群 が , 全般 的 な 改良 ・ 追 加 を 受け て 
収め られ て いま す 。 主 な 内 容 は 以下 の と お り で す 。 

ШҮ-5һе!! UNIX の シェ ル 並 み の 機能 を も つ , 強力 な 拡張 シェ ル 。 
ヒス トリ 機能 や 1 行 マ クロ コマ ンド 機能 等 の 「 マ クロ プロ セッ 
サ 機 能 」 に より コマ ンド ライ ン 入 力 の 手間 を 大 幅 に 軽減 する と 
と も に , 制御 構造 の 使え る 「 シ ェ ル プロ グラ ミン グ 機 能 」 に よ 
り , 既存 の コマ ンド を 組み 合わ せ て ユー ザ 定 義 の 新しい コマ ン 
ド を 簡単 に 作れ ます 。 

ESED- 漢字 な どの 日 本 語文 字 の 入力 に 対応 し た (Level2 用 の み ), 
ジル ル スク リー シギ モデ キ タ 。 

高速 ソー ト , 文字 列 置換 検索 . プリ ン 
トス プー ラ , 語数 カウ ント フィ ル タ 等 の 必須 の フィ ル タ コ マン 
ド 13 種 。 

圏 コ ユーティ リティ コマ ンド 拡張 コピ ー コ マン ド , ディ スク エ 
ディ タ , ツリ ー 出 力 等 の な に か と 便利 な ユー ティ リティ コマ ン 

ド 11 種 。 


ptr, sz) == ERR) 
162 return(errno); 
163 return(noErr); 
164 } 
165 
166 
167 /ж rename fl --> f2 */ 
168 
169 гепате(11, f2) 
170 char *fl, *f2; 
171: { 
172 int len, result, codi 
173 char rennam[8], param[128]; 
174 
175 rennam[0] = 'г'; 
176 rennam[1] = 'е'; 
117 геппат[2] = 'п'; 
178 геппат[3] = 'а'; 
179 rennam[4] = "т"; 
180 геппат[5] = 'е'; 
181 геппат[6] = 'Yx0'; 
182 strepy(param, f1); 
183 streat(param, " ="); 
184 strneat(param, f2, 120); 
185 len - strlen(param); 
186 param[len] = 'Ұп'; 
187 param[1en + 1] = 'Xx0'; 
188 len = strlen(param); 
189 if (os9fork(rennam, len, param, 1, 1, 0) 

) 
190 return(ERR) ; 
191 else í 
192 wait(&eod); 
193 if (cod != 0) | 
194 Веер(); 
195 return(cod); 
196: l 
197: l 
198 return(NULL); 
199 1 
200 


ШО ВЕ 


これ ら は オプ ジェ クト の ほか ソー ス も 入っ て いま す の で , 自分 の 
好み に 応じ て 自由 に 改造 で まま すし , また 自作 プロ グラ ム の た め 
の ライ プラ リ 集 と し て も 活用 IiG き の GR う 5 な お ディ の 
容量 の 関係 で , SED の ソー ス と オブ ジェ クト は メデ ィ ア に よっ て 異 
な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 組 み 合 わせ は 以下 の と お り で す 。 


@352D (3 枚 組 ) SED オ ブ ジ ェクト [7][L4 |, ソー ス [ AV 
ӨЗ5200 (2 枚 組 ) SED オ ブ ジ ェクト [Avl, ソー ス [ Av]0 
@5'2D (3 枚 組 ) SED# 77:2 КШ, ソー ス [7 
@52HD (1 枚 組 ) SED オ ブ ジ ェクト [1, V— DJ 


SED 以 外 は すべ て 共通 の 内 容 で , FM-7/NEW7/77/AV/AV20/AV20 
EX/AV40/AV40EX/8/11 の 0S-9 Level 1/Level 2 の どれ で も 利用 で 
きま す 。 


\ み 万 法 mue 


3 ペー E. 
通信 販売 の み と な り ま す 。 本 誌 と じ 込 み の 郵 便 振替 用 紙 か , 現 


金 書留 で お 申し 込み くだ さい 。 ど ちら の 場合 で も 必ず , 希望 商品 

B, メデ ィ ア , 機種 を 明記 し て くだ さい 。 お 申し 込み 後 1 一 2 週 

間 内 に お 手元 に 届き ます (た だ し , 在庫 切れ 等 に より か な りお 待 

ちい た だ く 場 合 も あり ます )。 

@ 定 価 : 9.500 円 (送料 含む ) 

⑨ 申 し 込み 先 : 帆 日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 Oh /FM「0S-9 プ 
ログ ラミ ング ツー ルズ 」 リ ー ダ ー ズ サー ビス 係 (T102 東京 都 
千代 田 区 九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル ) 
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SHORT РАОбААР 


ショ ー ト プロ グラ ム 集 


人 々 の YY を 取り 戻せ / 


MIRA-KID 


置 険 家 の MIRA は , HANARA OÚ: е る と き は 押す こと は で きま せん 。 た だ し プ MS-DOS 上 の BASIC で は , 200 ラ イン モ 
取り 戻す た め に , 迷宮 に 入っ て いっ た …… о ロッ ク が 2 つ 並 ん で いる と き は , 手前 の ブ ー ド が 使え る 場合 に 限り ます 。 

ミラ を 動か し て ハー ト 朝 を 出口 の X の と ロッ ク を 壊し ます 。 タ イム が な く な っ た り 
ミ ろ まで 運ぶ ゲーム で す 。 ミラ を 回 較 因 [6 (328), バリ ヤ 画 に 触れ る と ゲー ム オ ー 


上 下 左右 に 動か し e^ ト と な り ま す 。 * Же 
"上 下 左右 に 動か し , ブロ ッ ク ハー バ と な 
TIMES íi É š MA (m,n) 1 ラウ ンド 分 の マッ プ 
を 押し ます 。 一度 押 す と 何 か に ぶつ か る ま また , ミラ の 必殺 技 と し て FLASH が あ м) ミラ の キャ ラク タ 
СІРІ УФ ЕЛ» まだ 、.2 つ 以上 並ん で い り , スペ ー ス キー を 押す と 自分 の まわ り に MP (lm, 全 ラ ウン ド 分 の マッ プ 
Е 5 VIC RP. 525, : X,Y,XLYLOX,OY ミラ の 座標 
6 ее әееесе “е フリ ンク を 出す こと が て きま す (5 回 ВХ,ВҮ,ВХ1,ВҮ1 ブロ ッ ク の 座標 
22006060060 06066 ШЫ I-SCORE まで )。 早 ゆめ に クリ ア し て , タイ ム ボ ー ナ ス CX.CY.CX1CY1 ハー ト の 座標 
% , 55 内 で WO ワー ルド 
P FLASH を か せ ぐ (20 秒 以内 で +1) と SC E CUR 
よい と 思わ れ ま す 。 面 数 は 9 ワー ルド あっ HI ハイ スコ ア 
よこ と Se CH 残り の FLASH 
で ・ を - 枕 を れれ の 0 ラウ ンド で HG きい ます 。 
を po ハー ト の カウ ンタ 
FM-7 系 の 機種 の 方 は リス ト 1 を その ま FX.FY FLASH 処 理 に 使う 座標 
à, その 他 の 機種 の 方 は リス ト 1 に リス ト 1; d.d 
‚ IIII ы f + , Jn 
г.г.» ooo .. 2 の 変更 を 加え , FM-8 の 方 の み リ スト 3 СҮ. BAS 
z$ : の 変更 も 行っ て くだ きい 。 な お FM168 の 
@ リ スト 1 “MIRA-KID? 
1000 ', 1 
1010,71 MIRA-KID 1 Produced Іп 1986.12 / Remaked In 1988.6 | 
1020 "| - Please Enjoy Тһе Game - Programed By Tomoki Omoto | 
1030 '. 
1040 'EBBEHBENEEHEERSENSSESERRENENERHSENNN SHOCK! инпинпининиинитттииинпн 
1050 DEFINT A-Z:DIM MA(14,11),MI(95),MP(14,11,10):HI-10000:WIDTH 40,20:CLS —— sti; 
1060 ON TIME GOSUB 1930:TIME "00:03:00":TIME OFF:RESTORE 2040 タイ ム 処理 
1070 FOR Y-0 TO 95:READ A$:MI(Y)=VAL("&H"+A$)+(VAL("&H"+A$)>32767)*65536! : NEXT キャ ラク タ 読 み 込み 
| 1080 LOCATE 6,10:PRINT "<< SELECT THE WORLD!!(1-9) >>" | ラー ルド 選択 
1090 WO=VAL(INPUT$(1)):IF WO<1 OR WO>9 THEN 1090 à 
71100 CLS:RANDOMIZE(WO*10):CL-WO/1.5:LOCATE 12,12:PRINT "JUST A MOMENT! ! " —— —— — 乱数 設定 
- 1110 'NEBREREREEEBENSHEERSESBEEN MAP - MAKING BENEBESRRRERBESREEREREBERBEREREEEE 
| 1120 FOR Z-1 TO 10:FOR 72-1 TO 300-2*29.6 
4 1130 — X-INT(RND(1)*15):Y- INT(RND(1)*12) : MP(X,Y,Z2)-1:NEXT ZZ 
E 1140 FOR ZZ-1 TO Z*2 :X= INT(RND(1)*15) : Y- INT(RND( 1) 12) :MP(X,Y,2) -4: NEXT ZZ 


1 一 10 面 まで の マッ プ 作 成 
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| 1150 
1160 
- 1170 
| 1180 
f 1190 
| 1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1210 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1380 
1370 


- 1380 


1390 


. 1400 


1410 
1420 


- 1430 


1440 
1450 
1480 
1410 
| 1480 

1490 
1500 
1510 
1520 
1530 
1540 


. 1550 


1560 
1570 
1580 
1590 


| 1600 


1610 


- 1620 


1630 
. 1640 


| 1650 C 


1660 
1670 
| 1680 
_ 1690 
| 1700 
1710 


| 1720 


1730 


71740 


| 1150 
1760 
1770 
1780 
1790 
1800 
1810 
1820 
1830 
_ 1840 


FOR 22-1 TO INT((Z+1)/2) 


X=INT(RND(1)*13)+1:Y=INT(RND(1)*10)+1 

ON -((Х-1 AND Ү=1) OR MP(X,Y,Z)=3) GOTO 1160 

MP(X,Y,Z)=3:NEXT ZZ 
X=RND(1)*13+1:Y=RND(1)*10+1:ON -(MP(X,Y,Z)<4 OR (Х=1 AND Ү=1)) GOTO 1190 
MP(X,Y,Z)=2:MP(0,0,Z)=0:NEXT Z 
БІТІПТІ DEMO ТТТ 
SYMBOL(20,20),"«€ MIRA-KID >>",5,10,5:5ҮМВОГ (142,22), "MIRA-KID",5,10,3 ————— タイ トル 表示 
LOCATE 5,12:PRINT "YOUR ADVENTURE IN No. " ;WO; "WORLD. " ワー ルド No. 表 示 
LOCATE 8,17:PRINT "PUSH ANY KEY TO START!!" pes Жы. 
PLAY "L6405":I$=INPUT$(1):CH=5:R=1:SC=0 ム ス タ ー ト 。 初期 値 設定 
'ИШИНЕИНЕШНИЕШНИНЕИНЕНЕНШШНЕН SCREEN PUT ZsHšEHEHRHEHEHHHšHRRRšSHEHEHEHHH8HHHHHH 
CLS : LINE(0,0)-(488,199) ,PSET, 1,B Hed 
FOR Y-0 TO 11:FOR X-0 TO 14: MA(X, Y)-MP(X,Y,R):NEXT X,Y その ラウ ンド の マッ プ 読 み 込 み 
FOR Y=0 TO 11:ЕОВ X=0 TO 14:ОМ MA(X,Y) GOSUB 1310,1320,1330,1340 
NEXT X,Y:GOTO 1350 
SYMBOL(X*32+4,Y*16+2) ,CHR$(&HEC ) , 4, 2 ,CL : RETURN マッ プ 表 示 
SYMBOL(X*32+4,Y*16+2) ,CHR$(&HF0) ,4,2,4:RETURN ° 
SYMBOL(X*32*4,Y*16*2) ,CHR$(&HE9) , 4,2, 2: RETURN 
SYMBOL (Хж32+4,үж16+2) ,CHR$(&HFE ) , 4,2, 4:RETURN сы 
TIME ОЕЕ:ТІМЕФ-"00:00:00":,ОСАТЕ 31,0:PRINT "<MIRAKID>":LOCATE 31,2 
LOCATE 31,0:PRINT "<MIRAKID>" :LOCATE 31, 2:PRINT "HI-SCORE" 
LOCATE 31, 3:PRINT HI : LOCATE 31, 5:PRINT "SCORE" 
LOCATE 31, 6:PRINT SC : LOCATE 31, 8:PRINT "TIME" 
LOCATE 31, 9:PRINT TIMES :LOCATE 31,11:PRINT "WORLD" タイ ム 初 期 。 ス テイ タス 表示 
LOCATE 32,12:PRINT WO :LOCATE 31,14:PRINT "ROUND" 
LOCATE 32,15:PRINT R :LOCATE 31,17:PRINT "FLASH" 
LOCATE 32,18:PRINT CH 
DO-0:X-0:Y-0:0X-0:0Y-0:TIME ON:PUTGA(4,2)-(35,17),MI, PSET 初期 値 設定 2 
"ЕНЕНЕНЕНЕЕЕВЕЕЕЕЕЕЕЕНЕНЕН GAME START BBBHBBBBBBBBBBBBBBBBEBBBBBBBBBBBBBBB 
1$=INKEY$:I=VAL(I$ ) : LOCATE 31,9:PRINT TIME$ : :LOCATE 31,6:PRINT SC;——————— キー 入力 、 タ イム 、 ス コア の 表示 
ON (I$=" ")*(CH»0) GOSUB 1860 FLASH し た か ? 
Хі-(І-4)-(1-6):Ү1-(1-8)-(І-2):ОМ (X1=0)*(Y1=0) GOTO 1450 


X-OX*X1:Y-OY*Y1:1F (X=-1)+(X=15 )+( マ =-1)+(Y=12) THEN X-OX:Y-OY:GOTO 1450 — —1 ^^ th 

ON MA(X,Y) GOSUB 1530,1830,1850,1950 ミラ が 進む 場所 の す プ ルー チン へ 
LINE(OX*32+4,OY*16+2 )-(OX*32+35,OY*16+17 ) 。PSET,0,BF:PLAY EX жа 

PUT@A (X*32+4, Үж16%2)-( Хж32%35, Y*16*17),MI, PSET:OX-X:OY-Y:GOTO 1450 ОНЫ 


Ны ығы ыы ЫЫ. BLOCK аттатат 

BX-X:BY-Y: Y=OY : BX1=BX+X1 :BY1=BY+Y1 :MA( "n y SONAN, 設定 

ON -(BX1=-1 OR BY1=-1 OR BX1-15 OR BY1=12 ) aoto. 1610 ӨЛІ g: ó 

ON -(MA(BX1,BY1)»0) GOTO 1610 Zn » 2 Oii Jibi C tono 


СЕЕ ЕУ AFO a5 YL DET NIERET, @,ВРЕВХ ВА: ЭБҮЗБҮІ--- S J 


SYMBOL (BX*32*4,BY*16*2) ,CHR$(KHEC) ,4,2,CL: BX1 -BX*X1:BY1-BY«Yl ido 


ВЕЕР 1:0N -(BX1=-1 OR BY1=-1 OR BX1=15 OR BY1=12) GOTO 1600 ЕТТЕР Рен 

ON -(МА(ВХІ,ВҮ1)-0) GOTO 1560 プ ブロック の 進行 方 向 が 空 な ら 

ВЕЕР 0:MA(BX,BY)-1:RETURN プロ ッ ク が 止ま る 

PLAY "CFFC":SYMBOL(BX*32*4,BY*1642) , CHR$ (&KHEC) ,4,2,0:SC-SC«* 10: RETURN —————— 78 әй д 

ТГ ТТТ ТТТ HOLE папана 

X=OX : Y-OY : PLAY" DCDC" : RETURN 進め な い 

"ананна HEART PUSH танат 
Ү=Ү:Х=ОХ:Ү=ОҮ:СХ1=СХ+Х1:СҮ1=СҮ+Ү1:МА(СХ,СҮ ^ - 

ану TON -(CX1--1 OR CY1--1 OR CX1=15 OR に で パパ та 1700 mmm 

ON MA(CX1,CY1) GOTO 1700,1710,1700,1700 k の 進行 方 向 の 物体 は 

LINE(CX*32+4,CY+16+2)- (CX+92+55,CY*16+17),PSET, 0,BF:CX=0X1 :OY=CY1 — — ——,. ogg 

SYMBOL(CX*32*4,CY*16*2) ,CHRS(&HE9 ) ,4,2,2:CX1-CX*X1:CYl-CY*Y1:GOTO 1680 

MA(CX,CY)-3:BEEP 0:RETURN —— má 

ВЕЕР 0:DO-DO*1:LINE(CX*32*4,CY*16*2) -(CX*32*35, CY*16*17) , PSET, 0, BE —— — — — ^ — Eis AA 

PLAY "C64R6CG8":SC-SC*200:1F DO<INT((R+1)/2) THEN RETURN RETURN e 26002 

'"BEERERERERERRERRERERNSEERE ROUND CLEAR sHHHHHEHHBSSEHEEEEEEEHHEEEEEEEEEEEE ET 

TIME OFF:CLS:LOCATE 8,5:PRINT "THIS ROUND IS CLEAR!!":SC1=(180-TIME)*10 ラウ ンド クリ アテ 表示 


LOCATE 9,10:PRINT "TIME BONUS IS";SCI:LOCATE 9,14:PRINT "YOUR SCORE lg exa 

FOR 1-0 TO SC1 STEP 10:SC=SC+10:BEEP 1:LOCATE 23,14:PRINT SC:BEEP 0:NEXT 

IF ТІМЕ<20 THEN LOCATE 10,16:PRINT "FLASH 1 U P !":CH-CH*1—————————- FLASH UP»? 

FOR I-1 TO T:COLOR-(7,1):FOR J-0 TO 100:NEXT J,I 

R=R+ 1 : IF R<11 THEN RETURN 1270 全部 クリ テ さ れ て いな いな ら RETURN 
"ЕЕНЕНЕЕНЕЕЕВЕЕЕВЕНЕНЕННЕЕ ALL ROUND CLEAR HmdHimHHHHHHHHšEHHHHHER8H8HHHEšHHHHE 


SYMBOL (0,0),"CONGRATURATIONS!",5,12,1: SYMBOL(8, 2) , "CONGRATURATIONS ! " , 5, 
PRINT ".... See You Again, Mr. MIRA- -KID! ・ 

FOR I=0 TO 5000:NEXT:IS$-INPUT$(1):GOTO 1970 
ФИІЛЛФИИИИЦТИІСТІІІІ FLASH TI 
PLAY "EDCEDCEDCEDC":FOR FY-OY-1 TO OY+1:FOR FX-OX-1 TO OX+1 
ON 1-(ЕХ--1 OR FY--1 OR FX=15 OR ЕҮ-12) GOTO 1880,1900 2 
ОМ -(MA(FX,FY)-2 OR MA(FX,FY)=3 OR (X=FX AND Y=FY)) GOTO 1900 ホワ イト プ ブロック 表 示 
MA (FX , FY )=1 :SYMBOL(FX*32+4,FY*16+2 ) , CHR$(&HEC) ,4,2,7 

NEXT FX,FY:CH=CH- 1 : LOCATE 32,18:PRINT CH 


FOR 1-0 TO 80:SYMBOL(RND( 1 )*600+20,RND(1)*180+10 ) ,CHR$ (&HE9 ) , 4 , 2 , 2 :NEXT 
12,7 ^ 
ンド クリ プア 


FOR 4-0 TO 30:FOR 1-0 TO T:COLOR-(7,1):NEXT 1,2:ВЕТОВМ 1450 ж 
'RORACRANANANNNNNARNANNANNNANE TIME UP ТТТ, 
БҮМВОІ,(0,120),"ТІМЕ UP",11,9,5 タイ ム ア ッ プ 表 示 


ТТТ ТТТ" DIED Hi#lHHHHHEHEREšEH|HšHHšHHEHRRRE8EšHHHHHÉHHSE 
1988-9 Oh FM 131 


BH 1950 
1960 
1970 
1980 
1990 
2000 
2010 


IF INKEY$<>"S" THEN 2010 


LOCATE 0,19:FOR I-0 TO 18:PRINT CHR$(13 ) : NEXT 
LOCATE 9,15:PRINT "YOUR SCORE IS";SC:IF HI>SC THEN 2000 
LOCATE 7,17:PRINT "YOU KEEP THE BEST SCORE!'!":HI-SC 
LOCATE 8,19:PRINT "<< PUSH r$, KEY !! 


LINE(OX*32*4,0Y*16*2)-(OX*32*35,0Y*16*17) ,PSET, 0, BF: PLAY"CDCDCDCDCDCDC " ミラ が 死ん だ 
FOR 1-0 TO 5:FOR 2-0 TO 7:CIRCLE(X*32+20,Y*16+10 ) ,J* I*8,J:NEXT 4,1 Г ü 


スク ロー ル 


スコ ユア 表示 


у>" 


REPLAY 


2020 
2030 
2040 
2050 
2060 
2070 
2080 
2090 
2100 
2110 


@ リ スト 


1250 
1500 
1610 
1630 
1720 
1780 
1860 
1950 


CLS :RETURN 1080 


DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 
DATA 


2 BIMORE Z t 
1$- INPUTS (1) :CH-5:R-1:8C-0 


X-OX:Y-OY:RETURN 
FOR 1-1 TO 1000:NEXT 


@ リ スト 3 |8| 用 追加 変更 リス ト 


LINE(OX*32*4,0Y*16*2) -(OX*32*35,0Y*16*17) ,PSET, 0, BF 
SYMBOL(BX*32+4,BY*16+2 ) ,CHR$(&HEC ) ,4,2,0:8C-SC* 10: RETURN 


SC=SC+200:IF DO<INT((R+1 ) / 2 ) THEN RETURN 


FOR FY-OY-1 ТО OY+1:FOR FX=OX-1 TO OX+1 
LINE(OX*32*4,0Y*16*2)-(OX*32*35,0Y*16*17) ,PSET , 0, BF 


1910 FOR 1=0 TO 300:NEXT:RETURN 1450 


7 AV 用 BASIC チ ェ ッ クサ ム 


LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 
1000 00 00 00 00 00 44 81 24 09 EO :D2 
1100 ЗА 00 АС EC 8B 50 ТА 2F ЕЕ 6E :В2 
1200 ЗА 00 23 F4 АҒ F8 00 45 72 51 :A0 
1300 58 ЕТ ТА 80 ВЕ 10 6F 


最近 , な ぜ だ か Oh/FM に ブロッ ク 崩 し 
タイ プ の ゲー ム が 載っ て いま せん 。 そこ て , 
多少 レト ロ だ と は 思い つつ も , まず は 正統 
派 の ブロ ッ ク 崩 し を 作っ て み ま し た 。 それ 
は それ で お も し ろく , Ін (小学 生 ) も 喜ん 


132 Oh/FM 1988-9 


1118/HBASICTE = у 2 + А 


LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM LINE 
1000 00 00 00 00 00 44 81 24 09 Е0 :D2 1000 
1100 3A 00 АС EC 8B 50 ТА 2F ЕЕ 6E :B2 1100 
1200 3A 00 23 F4 4F 4E 00 45 72 51 :F6 1200 
1300 58 ЕТ ТА 80 8F 10 6F CD 8B СЕ :6D 1300 
1400 4F ЕТ 04 DD 00 OF 7B Е4 A6 8B :B6 1400 
1500 87 7A 00 92 A6 2C 0D 74 2C 2F :41 1500 
1600 4E 3B 00 СЕ 00 9А 31 ІҒ 15 53 :А9 1600 
1700 52 D6 69 00 ЕС 03 9E 8C ТВ CF :F4 1700 
1800 00 9C Е5 17 DC 00 17 22 5B Fl :F9 1800 
1900 D1 64 00 8А 00 87 74 57 El 57 :49 1900 
13 59 9B ЗЕ 07 51 4С El 92 91 /BD 
LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM LINE 
2000 Е4 Е2 С5 00 А6 8С ВТ 9С FE 0E :2С 2000 
2100 CO АС 00 00 00 00 00 00 00 00 :6C 2100 
А4 9E C5 00 А6 8С ВТ 9С FE OE /98 


で 遊ん で いま す 。 と き に は 子供 向け の や る 
し い ゲ ー ム も 必要 な の で は な いで し ょ うか >。 


“3 な ど と 言 な つつ も , ここ に 発表 する の 
は それ か ら 改 作 を 続け た , は る か に 難度 の 
も は や 突 極 / の プロ ッ ク 崩 し の ほ 


ТТТ ОТОТ - DATA ПЕШЕНЕНЕ 
000F,F800,00FF,FF80,07FF,FF80,0FFF,FFF8,3FFF,FFFC,TFFF,FE0C — — — — —] 


FFEF,1C04,FFEF,1C00,0000,0000,0000,0000,01BE, FBF0,01FT,DF60 
0008,FA00,000F, FF80,00FC,03F0,0000,0000,0000,0000,0000,0000 
0000,0000,0000,0000,0020,E000,0071,F1F0,0061,13F8,0061,13F8 
21FF,FFF0,780F,FC00,3FBE, FBFE, OFF7,DFTF,0006,FA07,0000,0000 
0000,0000,0000,0000,0000,0000,0015,0000,0040,0200,0200,0020 
0020,E000,0071,F0A0,0061,1150,0061,12A8,2155,5550,500A,A800 
2BBE,FBF4,05F7,DF6A,0008,FA05,0008,0080,0080,0010,0FFE, ОЕРЕ —— 


ЕЕЕ 
"Tiny Пу ІНЕ) 


ミラ の キャ ラク タダ データ 


8 用 BASIC チ ェ ッ クサ ム 


@ 大 久保 憲 秀 


2 uds 

RUN の する と すぐ に ゲー ム が 始ま り ま 
+. ШАШ — 702, [81610913 —-cz c 
ラケット を 動か し ます 。 数字 が 大 きい ほど 
速く 動き ます 。 一 度 和 失敗 する と その 時 点 で 


т ө САНЕ し K く ゲー 
が 始ま り ま す 。 難しく て 話 に な ら な い , 


と いう 人 は , 390 行 の ' 記 号 を と れ ば 気持 522 
ОР Еа C と て L. k S. ЖҮЗ 
プロ グラ ム は リス ト 1 で , FM168 の MS- = 
DOS の 方 の み リ スト 2 の 変更 を 行っ て く INS 
だ きる い 。 も っ と も , 16 ビ ッ ト マ シン の 速度 1 
で まっ と うに 遊べ る と いう 保証 は し か ね ま d 


@ リ スト 1 "BLOCK" 
100 * うー ム ( キ ョ 92 ノ フ パ ロック クウ ) 


JUNE 1988 


N.OHKUBO 


Ж 数 表 
ボー ル の 現 座標 
ボー ル の 前 座標 
ラケット の 現 座標 
ラケット の 前 座標 


ボー ル の 横 ・ 縦 移動 増分 


ラケット 移動 入力 
ЕОК-МЕХТЯ 
жа” 

ハイ スコ ア 


110 WIDTH80,25 
120 COLOR7 ,1:CLS:LINE(400.0)-(639,199 ) , PSET, 0 ,BF 


ШІП ТЕН 


130 RANDOMIZE(VAL(RIGHTS (TIMES , 2 ) ) ) 


140 X2=0:Y2=1:X4=20 
150 "ニニ ニニ ミニ ニニ = ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ミニ ニニ 
160 XX3=20:X1=33:Y1=11:A=INT(RND( 1 )*3)+1:B=11 


170 LINE (0,0)-(399,0) , PSET,6 


乱数 設定 
初期 値 設定 


初期 値 設 定 
プ ブロッ ク 表 示 


180 GOSUB 220 
190 GOSUB 330 — 


ラケット 移動 


200 GOSUB 220 


210 GOTO 180 


220 "= ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 
230 IN$=INKEY$ 


ボー ル 移 動 
ラケット 移動 


ラケット サブ プ ル ー チ ン 
キー 入力 


. 240 IF 1«INSTR("?147369",1N$) THEN GOSUB 300 有効 キー 処理 
250 IF X3<0 THEN Х3-0 左端 処理 
260 IF 360<X3 THEN X3=360 右端 処理 
270 LINE(X4,176)-(X4+39,176),PSET,1:LINE(X3,176)-(X3+39,176),PSET,0 ラケット 消去 表示 
280 X4=X3 前 座標 保存 
290 RETURN 
400 "----------------------- 有効 キー サナ プ ブルー テン 
310 IF INSTR(" ア 147369" INS )<5 THEN X3-X3-VAL(INS)*10 ELSE X3=X8+(VAL(INS ) -2 )*10 一 ラケット 移動 計算 
320 RETURN 
880 ニニ ニニ ミニ 三 三 ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ - ボー ル サ プ ルー チン 


| 340 X1=X1+A:Y1=Y1+B 


350 IF Х1<0 THEN A--A:X1-0 


ТҮҮ 
左端 処理 


360 IF 399<X1 THEN A=-A:X1=399 


右端 処理 


370 IF Ү1=0 THEN B=-B а 


йл 


380 IF Y1-176 AND (X3«-X1 AND Х1<-Х3%39) THEN B=-B:A=INT(RND(1)*40+1)*SGN(A):N=N- ラケット ヒッ ト 処 理 


*1 


390 'IF Y1=187 THEN B=-B:A=INT(RND( 1 ) *3+ 1 ) *SGN(A ) Шы 
400 IF 198<Y1 THEN ВЕЕР :GOSUB 440:GOTO 150 = 


410 PSET(X2,Y2,1) : PSET(X1,Y1,7) ー 


420 X2=X1:Y2=Y1 


430 RETURN 
000 ニー ニラニー デニ ニニ = ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 


対 ず ぼら 人 用 処理 
ラケット 宰 振 処理 
ボー 表示 
前 座標 保存 


450 IF HN<N THEN HN=N ハイ スコ ア 更 新 カ 
460 LOCATE 55,10:PRINT "サイ コウ H275-";HN ハイ スコ ア 表 示 
470 LOCATE 55,12:PRINT " (aq) トク テラ = " мез ы: 
480 LOCATE 66,12:PRINT N E PS 
| 490 N-0 ス ュ ア 初期 化 
2500 RETURN 


@⑯ リ スト 2 [ 記 (MSD) 用 変更 リス ト 


410 PSET(X2,Y2),1:PSET(X1;Y1),7 


BASIC チ ェ ッ クサ ム 


1988-9 Oh/FM 133 


Welcome to miniforth's world. 
Miniforth v3.8 


5 


E 
EDITORS; 
INPUT 3205 /99 PRINT DO 


145; 
FLEK 6899 + RETURN 
ккк 76 t RETURN 
INPUT + RETURN 


HGPLAY RETURN 
HOPLAY; 
ТЇ + 77 + RETURN 


499460 
А | 


FORTH と は 

FORTH と いう プロ グラ ミン ググ 言語 を ご 存 
じ で し ょ うか ? これ は 1960 年 代 の 後半 , 
アァ アメ リカ の 電波 天文 台 の HH. ム ー ア と いう 人 
に よっ て , 観測 の 自動 化 を 目的 に 開発 きれ 
た も の で す 。 特徴 し し て は , 自由 に 定義 ・ 
追加 ・ 削 除 で きる ワー ド と いう パー ツ を 組 
み 合 わせ て プロ グラ ム が 書か れる こと , 数 
値 演算 に 逆 ポ ー ラ ンド 記法 を 採用 し て ユー 
ザ が 自由 に スタ ッ ク を 操作 で きる と いう こ 
と な ど が あり ます 。 

今回 は ,F-BASIC で この FORTH を は ほん 


表 1 Mini FORTH コ マン ド 一 覧 


標準 コマ ンド 

Е エディ タ に 入る 

L リス ト を 見 る 

S ディ スク に モー ブ す る 
0 ディ スク か ら ロ ー ド する 
N プロ グラ ム を 消去 する 


人 @ 組 み 込み コマ ンド 


PRINT スタ ッ ク 最 上 段 の デー タ を 表示 

INPUT キー ボー ド か ら の 入力 デー タ や スタ 
ッ ク へ 積む 

END プロ グラ ム を 終了 する 

RETURN 定義 コマ ンド か ら 復 帰 

OPENO シー ケン シャ ルアウ トブ プッ ト フ ァ イ 
ル を オー プン する 

OPENI シー ケン シャ ルイ ンプ ブッ ト フ ァイル 
を オー プン する 

WRITE シー ケン シャ ルフ ァイル へ 書き 込む 

READ シー ケン シャ ルフ ァイル を 読み 込む 
ファ イル を クロ ー ズ する 


CLOSE 
- コマ ンド を 定義 する 


Mini 


の さわり? 程 府 で す が ジ ミュ レー ト し て 
み ま し た 。 も ちろ ん BASIC で 書か れ て い 
る た め 実 行 は 遅く . また 四則 演算 以外 は ご 
くき さる や か な 機能 し か も ちあ わせ て いな い 
た め , FORTH 本 来 の 計測 ・ 制 御 な おど に お 
ける ダイ ナミ ッ ク な 処理 は 望む で くも あり 
ませ ん が , それ で も BASIC の 概念 に 縛ら 
れ 気 味 の 方 に に っ て は な か な か お も し ろ い 
の で は な いで し ょ うか 。 プ ログ ラム に 手 を 
加え て いろ いろ な 機能 を 増やし て みる の も 
た や すい と 思い ます 。 と りあ え ず いろ いろ 
触っ て , 楽し ん で みて 〈《 だ さい 。 

5, この Mini FORTH で 作っ た プロ 
グラ ム は ,。 "forthdat^ と いう ファ イル 名 の 
ラン ダム ファ イル に 登録 きれ る ため, あら 
か じ め "forthdat" と いう ファ イル を ディ 
スク 上 に 作っ て お か な けれ ば な り ま せん 。 
リス ト 入 力 後 。 ダイ レク ト に 

КОМ 23800 
ЕТЕ, ドラ イジ 0 E の ディズ ク に Ufo 
rthdat” と いう ファ イル が 作成 され ます 。 
以後 この ディ スク に 対し て モー プ 。 ロー ド 
が 入 を る よう に な り ま す 。 
使い 方 
RUN する と コマ ンド 待ち の 状態 に な 5 


図 1 Mini FORTH サ ンプ ルプ ログ ラム 


ショ ー ト バー ジョ ン 


FORTH Ver.3.0 


日 高 隆 博 


変 数 表 
L 最大 行 番号 
І 実行 行 
K,K1 コマ ンド 取り 出し 用 
ST スタ ッ ク ナ ンズ バ 
NEST ネス ティ ング スタ ウッ ツク ナ シフ バエ 
Ре(п) プロ グラ ム 格 納 
STS(n) スタ ッ ク 
DR (n) ディ レク トリ 
СМ$ (п) ョ マン ド 名 
ST (n) ネス テオ ング スタ ウツ ウツ (⑳ り 
SK (n) DARA AS ARIPI 


ます 。 СОЬЗ # 1 に 示し た 標準 コマ ン 
ド お よび 後に 記す 拡張 定義 コマ ンド が 入力 
で きま すず 
ІЛЕ => >P 

ЕО また は Ee 
と つと プロ ンプ アト が 

е: 
(XE 5, ms" ЕА 
この 状態 で プロ グラ ム を 書い て いき ます 。 
エディ タ を 抜け る に は 何 も 入 力 せ ず , リタ 
ー ン キー の み 押 し ます 。 再 び エ ディ タ に 入 
っ て 入力 し た 場合 は 。 先ほど 入力 し た リス 
F の 最後 に 付け 加え られ ます 。 な お この エ 
ディ タ で は 挿入 , 削除 は 行え を ませ ん 。 
2) L リス ト 表 示 


MAIN: 


PRINT_JRETURN 


KET, それ ぞ れ ユマ ンド 待ち の 状態 で . 


D キー ボー ド か ら 入 力 し て , それ に 3 を 掛け 。 5 を 足し て , 表示 する 。 


INPUT .3..ж._,5._,+. РКІМТ.-ЕМО 


一 独立 行 で な けれ ば な ら な い 


| この 1 単位 が ワー ド ( こ の 単位 ぜ セ ー ブ き れる ) 


2 漢字 BASIC が あれ ば , 日 本 語 で も 書け る 。 
MAIN: 
入力 値 に 3 を 掛け て こ ,5 を 足し て 表示 END 
入力 値 に : 
INPUT..RETURN 
を 掛け て : 
*. RETURN 
を 足し て : 
+. RETURN 
表示 : 


MIAIN⑦ と 入力 する 。 


134 Oh/FM 1988-9 


= 
ма 


現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム の リス ト 


を 表示 し ます 。 
3) S セー プ 


現在 メモ リヒ 上 に ある プロ グラ ム を ディ ス 
| ク (あら か じ め 前 述 の ょ うに 初期 化し た も 
の を ドラ イプ 0 に 入れ て おぉ 〈《) に モー プ し 
さす と COE a, ジロ クラ みな は ささ マン ドド 
| と に セー ブ き され る だ た だめ, 前 回 セー ブ し て おぉ 
| いた コマ ンド が 消 る れる こと は あり ませ ん 。 
た だ し 同名 の コマ ンド の 場合 は 後 か ら セ 
ニー し だ ほう が 有効 に な りり ます 。 
4)L ロー ド 
БАЙ КЕЧ d хе ド に ラマ ンド ざま に 
ロー ド し ます 。 したがって, あら か じ め エ デ 


CLEAR10000:DIM ST$(100),P$(500),DR(100),CM$(100),ST(100),SK(100) 


ィ タ に 入り 。 ロ ー ド する コマ ンド を 示し て 
お が な けれ ば な がり ませ ん 。 こ の エディ タタ は 
挿入 モー ド が な い だ ため, コマ ンド を 示し た 
の は ダミ ー と し て 1 行 空け で お く . 必 要 
が あり ます ( 図 2 参照 )。 セ モー プ す る と き ュ 
マン ド の 命令 が 複数 行 に わた っ て いた コマ 
ト で も 1 行 に 直し て セー プ き され て いる た だめ 
逆 に 言え ば 1 行 空け て お くだ け で 充分 で す 。 

な お , あら か じ め エ ディ タ で 定義 し て お 
2% (558, ディス ク 上 の ヨ マ ン ド は ず ペ 
て ロー ド き され た ほう が いい と いう 場合 は 23 
60 行 を 

LN=L+1 

に 変更 し て くだ きい 。 


жжжжж 


2 ロー ド 時 は 1 行 ダ ミー を 作る 


MAIN: 

* 1 行 ダ ミー を 作る 
TESTI: 

* 

TEST2; 

* 


5) М プロ グラ ム の 消去 

メモ リ 上 の プロ グラ ム を 消去 きせ ます 。 
6) 拡張 定義 コマ ンド 

エディ イタ で 、 セ ミコ ロン を づり で 定義 
た コマ ンド が 拡張 定義 コマ ンド で , その ュ 
マン ド 名 を 入力 する と , その ブロ グラ ム が 
実行 され ます 。 


2 ・ 単 純 変数 定義 


エラ ー ト ラッ プ 定 義 


@ リ スト 1 “FORTH” 
1000 ' жжжжж mini forth (С) T.HIDAKA 
| 1010 ' 
1020 
1030 ST-0:L-0:CM-0 
1040 ON ERROR GOTO 2120 
1050 * 
1060 WIDTH 80,25:COLOR 7,0:CLS 
| 10707 
1080 PRINT " Welcome to miniforth's world." 


スク リー ン イ ニシ ャ ライ ズ 


] タイ トル 


1090 PRINT " Miniforth v3.0" 
| 1100 ' 
1110 PRINT: INPUT "5";C$ 
1120 J-INSTR(" LIEeNnSsOo" ,C$)Y2: 
1130 


ON J GOSUB 1180,1190,1750,1770,1900:GOSUB 2150:GOTO 1110 


IF J-0 THEN 1140 


プロ ンプ ト と 入力 


標準 コマ ンド か どう か チェ ッ ク 


標準 コマ ンド 分 岐 


1140 FOR І-1 TO CM:IF C$=CMS( 1 ) THEN I-DR(I):NEST-1:ST(1)-0:GOSUB 1320 ELSE NEXT — 拡張 定義 コマ ンド か 
1150 BEEP:GOTO 1110 
1160 ' LIST リス ト 表 示 ル ー チ ン 
1170 IF L=0 THEN PRINT "Not program." :RETURN リス ト が ある か ? 
1180 FOR 1=1 TO L:PRINT I;":";P$(I):NEXT:RETURN リス ト 表 示 
| 1190 ' EDIT エディ ッ ト ル ー チ ン 
1200 LINEINPUT "e: ";I$ プロ ンプ ト と 入力 
1210 IF 1$="" THEN RETURN リタ ー ン の みな ら MAIN ル ー プ へ 
1220 L-L*1 リス ト の ポイ ンタ 移動 
| 1230 P$(L)=I$+" " 最後 尾 へ 追加 
1240 GOTO 1200 
| 1250 ' RUN プロ グラ ム 実 行 1 
| 1260" pass 1 
1280 oT rent asl am CP а 
1290 ' 
1300 ' pass 2 プロ グラ ム 実 行 2 
1810 * 
1320 1=1+1:К=0:1Е I>L THEN RETURN 


"):IF INSTR(P$(I),";") THEN 1320 


実行 行 イ ンク タリ メ ント 

< ペー スズ 。 ミコ ロン サザ サーチ 
スペ ー ス が な けれ ば 1320 行 へ 
コマ ンド 取り 出し スペ ー ス カッ ト 


1400 J-INSTR("*/*-",K$) 


1330 KI-K* 1:K- INSTR(K1,P$(I)," 

1340 IF K-0 THEN GOTO 1320 

1350 K$-MIDS (P$(I),K1,K-K1) :GOSUB 1660 
1360 IF CM-0 THEN 1400 

1370 FOR J-1 TO CM 

1380 IF K$-CM$(J) THEN CD=J :GOTO 

1390 NEXT 


1600 


コマ ンド が 定義 きれ て いな けれ ば 1400 行 


コマ ンド ュー ド を セッ ト し て , COMERT 
行 ポ イン タ を 移す 


1410 IF 
1420 IF 


1430 IF K$-"END" OR K$-"end" 
7 1440 IF 
TO 1330 
- 1450 IF 
1460 IF K$-"print" OR K$="PRINT" 


1470 IF 
1480 IF 
1490 IF 
1500 IF 
330 
1510 IF 
0 

1520 IF 


K$-"INPUT" OR K$-"input" 
K$-"OPENO" OR K$-"openo" 
K$-"OPENI" OR K$-"openi" 


(KS-"CLOSE" OR K$-"elose" 


K$-"return" OR K$-"RETURN" AND NEST>0 THEN GOSUB 1630:GOTO 1330 


THEN PRINT ST$(ST):ST-ST-1:GOTO 1330 


THEN INPUT W$:ST-ST-1:STS(ST)-W$:GOTO 1330 


J AND ST>1 THEN ОМ J GOSUB 1580,1570,1580,1590:GOTO 1330 — — —  — — 93? * » FA 
K$-"NOP" OR K$-"nop" OR K$-"'" THEN 1330 
THEN RETURN 

K$-"CALL" OR K$-"call" AND ST<>0 THEN AD-VAL(STS(ST)):ST-ST-1:EXEC AD:GO 


kazy Fkt 


THEN OPEN "O",#1,ST$(ST):ST=ST-1:OF=1:GOTO 1330 
THEN OPEN "I",#1,ST$(ST):ST=ST-1:OF=2:GOTO 1330 


AND OF) THEN CLOSE:GOTO 1330 


(K$="WRITE" OR K$-"write") AND OF-1 THEN PRINT #1,ST$(ST):ST=ST-1:GOTO 1 


(K$="READ" OR K$="read") AND OF=2 THEN ST=ST+1:INPUT #1,ST$(ST):GOTO 133 
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> 
* 


1530 ST=ST+1 :ST$(ST ) =K$ コマ ンド 以外 も スタ ッ ク に 積む 

1540 IF К-0 THEN СОТО 1320 スペ ー ス が な けれ ば 1320 行 へ 

1550 GOTO 1330 р 

1560 ST$(ST-1 )=STR$(VAL(ST$(ST-1 ) ) *VAL(ST$ (ST ) ) ) : ST=ST-1 :GOSUB 1720:RETURN 

1570 ST$(ST-1 ) =STR$(VAL(ST$(ST-1 ) ) /VAL(ST$ (ST) ) ) : ST=ST-1 :GOSUB 1720:RETURN 

1580 ST$(ST-1 ) =STR$(VAL(ST$ (ST-1 ) ) +VAL(ST$ (ST ) ) ) : ST=ST- 1 :GOSUB 1720:RETURN 
) ) 


演算 
1590 ST$(ST-1 ) =STR$(VAL(ST$(ST-1 ) ) -VAL(ST$ (ST) ) ) : ST=ST- 1 :GOSUB 1720:RETURN | 
1600 ' EXTENDED COMMAND 
1610 ' 
1620 NEST-NEST«1:ST(NEST)- I: SK(NEST) -K: IZ DR(CD) :GOTO 1320 ——————— —— ———— — — —— A44 Z # Ey UHA ek 
1630 ' RETURN 
1640 IF ST(NEST)-0 THEN GOTO 1110 
1650 1I=ST(NEST ) :K=SK(NEST ) : NEST=NEST-1 : RETURN —— ——— ——————————————— スタ ッ ク か ら ポ ボイン タ を 降ろ す 
1660 ' space cut 
1670 Ө$="" 
1680 FOR CU=1 TO LEN(K$ ) 
1690 IF MID$(K$ ,CU,1)<>" " THEN Q$-Q$*MIDS (K$,CU,1) K$ の スペ ー ス を カッ ト す る 
1700 NEXT 
1710 K$=Q$ : RETURN 
120.24) t 
1730 IF VAL(ST$(ST))<0 THEN ШЕШН VA ROMA t Cu NM 
1740 ST$(ST)-RIGHTS$ (ST$(ST ) , LEN(STS(ST) ) -1) : RETURN カッ ト す る | 
1750 ' new 
1760 Ls0:P$(1)-"":RETURN ———— — —— vc Os 7 88995 
1770 ' save 
1780 GOSUB 2150 コマ ンド チェ ッ ク 
1790 OPEN "R",#1,"forthdat" "forthdat" を 開く 


1800 FIELD %1,255 AS AS 

1810 FOR I-1 TO CM 

1820 J=DR(I) コマ ンド の ある 行 番 】 

1830 GOSUB 2210 ディ レク トリ チェ ッ ク (SAVE) 
1840 FIELD %1,255 А5 BF$ 

1850 FL-0:B$-"":WHILE J+1<DR(I+1):J=J+1:IF LEN(B$+PS(J) )>254 THEN PRINT "Comman 


à tos Long." :GOTO. 1110 ELBE B$-B$4P8(J ) ———————————————————————— Wi eati 

1860 WEND:LSET BF$-B$:PUT %1,5Е t—7 

1870 NEXT 

1880 CLOSE 

1890 RETURN 

1900 ' 1oad 

1910 OPEN "R",£&1,"forthdat" "forthdat" を 開く 

1920 FIELD %1,255 AS AS | 
1930 FORK=1 TO 8 

1940 FOR М-0 ТО 15 

1950 ОЕТ #1,К 

1960 GOSUB 2300 ディ レク トリ チェ ッ ク (LOAD) 
1970 [PT EBB--LOTHEN 20D t= que 


1980 IF LN--1 THEN 2080 コマ ンド が セー プ ブ さ れ て な い 

1990 Р$ (LN) =LEFT$(W$+" ",INSTR(W$," ")-1)+"; " —— ーー 一 ーーーーーーー- コマ ンド を ロー ド 

2000 LN=LN+ 1 г 
2010 ОЕТ #1,SE ディ スク 上 の 命令 を 読む 


2020 С0-255 

2030 WHILE MID$(A$,CU,1)-" " "— 
2040 CU-CU-1 

2050 WEND 


2060 P$(LN)-LEFT$ (A$,CU-*1) 命令 を ロー ド 

2070 IF LN>L THEN L-LN 最大 行 を 超え た ら 変 更 
2080 NEXT M 

2090 NEXTK 

2100 CLOSE 

2110 RETURN 

2120 * error trap 

2130 IF ERR=54 THEN PRINT "DiSk う ショ キ カ シ ジテ クタ" サイ 。(run 2380)" : END ——ə  . R  — — —— ————— Input Past End の と き 
2140 PRINT "error ";ERR:RESUME 1100 エラ ー 番 号 表示 
2150 CM-0:FOR I-1 TO L 
2160 CH-INSTR(P$(1),";") d 
2170 IF CH THEN CM=CM+ 1 :CMS (CM) -LEFT$ (P$ ( ) ,CH-1) :DR(CM) - I コイ ンド を 登録 する 
2180 NEXT 

2190 DR(CM+ 1 ) =1 
2200 RETURN 
2210 ' directory check 

2220 FOR K-1 TO 8:GET #1,К 
2230 FOR M-0 TO 15 

| 2240 W$-MID$(A$,M*16*1,8) 
2250 IF W$-LEFT$(CMS$(I)-*" ",8) THEN SE-CVI (MID$ (A$,M*16*9,2) ): RETURN 
2260 IF W$-"" OR W$-" " THEN MID$(A$,M*16*1,8) -CM$(I) :MIDS(A$S ,M*16*9,2) 
=MKI$(LOF( 1 )+1 ) : PUT £1,K:SE-LOF(1)*1:RETURN 
2270 NEXT 

2280 NEXT : É 
2290 PRINT " Disk ful1":RETURN 1110 ディ レク トリ が いっ ぱい の と き 

2300 ' directory cheek(10ad) 

2310 W$=MID$(A$,M*16+1,8):SE=CVI(MID$(A$,M*16+9,2)) コマ ンド の 格納 モク タ 

2320 IF SE=0 OR SE-&H2020 THEN SE=-1 :RETURN モク タ が 未定 義 の と き 


2330 N-1:WHILE N<=CM 
2340 IF LEFT$(CM$ (№) +" ",8):W$ THEN LN-DR(N):RETURN ュ マ ンド の エディ タ 上 の 行 番号 
2350 N=N+1 :WEND 


ディ スク 上 に すでに コマ ンド が 登録 され 
て いた ら そ この ,、 され て いな けれ ば 最後 
尾 の モク タ 番 号 を 返す 
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2360 LN=-1 


2370 RETURN 
2380 ' 


未定 義 の と き 


2390 OPEN "R",#1,"forthdat" 
2400 FIELD %1,255 AS А8 
2410 FOR K-1 TO 8 

2420 LSET A$-"" 

2430 PUT #1,K 

2440 NEXT 
2450 CLOSE 


ラン ダム ファ イル 初期 化 
(最初 の 8 モク タ を クリ ア す る ) 


2460 END 


BASIC チ ェ ッ クサ ム 


LINE +0 +1 +2 «3 +4 +5 +6 «7 +8 +9 SUM 


““ЕМ-7. NEW7, 77.AV シ リー ズ 
…FM-77L4、FM-77 士 400 ラ イン カー ド 
…FM-77 シ リー ズ 
““ЕМТТАУ/АУ20/АУ20ЕХ/АУ40/АУ4дЕХ 
…FM77AV40/AV40EX 

FM-8 

FM-IIST/AD'EX AD2/AD2*/BS 
…BS を 除く FM-11 

FM168SD FD FD1 'FDII 

HD/HDI HDII. FM16z 

7ЕМ168 SD /FD'EDI FDII 

HD HDI HDII 

FMI6z 

““ЕМК-30/30ВХ/50/60/70 
FMR-30/30BX 

…FMR-50, FMR-60+16 ド ッ ト 表 示 カ ー ド 
FMR-60 70 


F-BASIC V1.0— v2.0 
… F BASIC V3.0 

~ Е-ВАЅІС V3.0.F-BASIC V3.3L10— 30, 
F-BASIC V3.4 L10—20 
F-BASIC V3.3 110—112 
Е-ВАЅІС V3.3 L20—30 
> F BASIC V3.4 L10—20' 
“ F-BASIC V3.5 

* F BASIC V4.0/V5.0 
СР /M-86,F-BASIC86 V2.1 
MS-DOS V3.1.F_BASIC86 V3.1 


(4.0/5.0)-- 
(C86)…・ 
(MSD) - 


周辺 機器 

(аф) e テー プレ ュー ダ で 使用 可 
Ж, (Ж р2) T 4 x 2 F 2 4 > 

i2 deze 要 プ リン タ 

K; o 要 漢 字 プ リン タ 


С) sss - 要 カ ラー 熱転写 プリ ンタ 


機種 別 ス クリ ー ン イニ シャ ライ ズ 表 

(SD の 印 の 付い て いる プロ グラ ム は RUN させ る 前 に 
以下 の コマ ンド を ダイ レク トモ ー ド で 実行 し て 、 画 面 
設定 を 行う 必要 が あり ます 。 


FM-11 F-BASIC V4.0/V5.0 
SCREEN 00) 


FM168/z F-BASIC86 V2.1 on СР/М-86 
SCREEN 0: KANJI OFF 


ЕМ168 F-BASIC86 V3.1 on MS-DOS 
・ 擬 似 200 ラ イン 用 
SCREEN 0: KANJI OFF) 


CONSOLE 0, 25,06) 


-SCREEN е 0: KANJI ОЕЕО 


WINDOW(0, 0)—(639,199) : VIEW(0, 0)—(639,399) 2) 


・400 ラ イン 用 (文中 で 指定 され た 場合 の み ) 
SCREEN 0: KANJI OFF : CONSOLE 0, 25, 0@ 
FM77AV/AV20 F-BASIC V3.3 L20—30, FM77AV40 F-BASIC V3.4 


72975,0000 


* BASIC の 場合 は | 行 80 字 以内 で , 100 行 前 後 
マシ ン 語 の 場合 は オプ ジェ クト ファ イル で 256 
バイ ト 前 後 の 大 き さ を 目安 に し て くだ さい 。 

廊 き れい な プロ グラ ム を 望み ます 。 マルチ ステ 
ー ト メン ト は 多用 し な いで くだ さい 

太 ブ ログ ラム は カセ ッ ト テ ー プ また は ディ スク 
に 入れ て お 送り くだ さい 。 デ ィ ス ケッ ト の 場 
жа, 新しい ディ スク を お 返し いた し ます 。 

文 マ シン 語 プ ログ ラム の 場合 は オブ ジェ クト の 
ほか ツー ズ 編 スト も テー まだ ば ディ スタ に 
入れ .、、 ス ター トン ノン エ シンド グモ エ ジ シン トリ りく ドル 
ス を 明記 し て くだ さい 。 

支 プ ログ ラム の 説明 と し て , 使い 方 , 使用 機種 
な ど に 加え て , 行 ご と の 内 容 注釈 (プリ ンタ 
の な い 方 は , 行 番号 士 注釈 を 別紙 に 書い て く 
だ さい ), 変数 表 を お 送り くだ さい 、。 

娘 ブ プログ ラム お よび 原稿 は , 編集 部 で 多少 修正 
させ て いた だ く 場 合 が あり ます 。 

支 他 誌 と の 二 重 投稿 , 盗作 な ど , モラ ル に 反 す 
る 投稿 は 固く お 断り いた し ます 。 

支 応 募 原 稿 は 原則 と し て , お 返し いた し ませ ん 

支 応 慕 さ れ た 方 全員 に 0h /FM シ ー ル と シャ ー プ 
ベン シル を お 送り いた し ます 。 

文 本 誌 に 掲載 され た 作品 に 関し て は , 当社 規定 
の 原稿 料 を お 支払 いい た し ます 。 

文 原稿 に も , 住所 (郵便 番号 ・ 電 話 番号 も )・ 氏 
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ог FM-7, NEW7, 77, AV(E-BASIC V3.0) 


BAS-DUET ア フタ フォ ロー 


フル AM で ディ スク アク セス / 


F-BBIOS の 使い 万 


先月 号 で は ,F-BASIC 版 の DUET を 紹介 
b. #4. 712, 2 ETR その 中 で イシ グル 
ー ド され て いる F-BIOS (File control Ва 
sic Input Output System) に つい て ふれ て 
みよ うと 思い ます 。 

マシ ン 語 で プロ グラ ム を 組む と き に 一 番 
ネッ ク と な る の は , ファ イル を どの よう に 
アク セス する か と いう こと で す 。 実際 に F- 
BASIC の 中 を 全部 解析 し て し まっ だ 人 に は 
BASIC の ROM を コー ル す る と いう 手段 が 簡 
内 EN 見 つる で し よう 。 と ころ が , ア モジ 
ブラ を 使い 始め て 間 も な い 人 や , どう し て 
も 動作 環境 に ROM が 邪魔 を し て し まい フル 
RAM 状 態 で ゲロ グラ ム を 動か さる な く て は な 
ら な いと き 。 自分 で ファ イル 管理 を し な け 
れ ば な り ま せん 。 

皆 き ん も すでに ご 存じ の と お り , FM に 
は CPU が 2 つ 存 在 し て いて , 画面 に 文字 を 
出 避 だ 0 する ときには サジ シス テム を ラー 
ル す る と か BIOS を コー ル す る と か , そ うい 
っ だ 手法 を と っ て いま す 。 と ころ が FM その 
も の に つい て 〈 る BIOS は 本 当 に ベーシック 
な 部 分 どけ で あり , 基本 動作 し か 行っ て い 
ませ ん 。 当たり 前 と いえ ば 当たり 前 で す が , 
汎用 すぎ る 分 , ユー ザ に 対す る 負担 が 大 き 
< X300 4M Xx L EJ. 

先月 の DUET の 移植 で は , や は り エ ディ 
タ と いう 観点 か の ら フ ァイル を アク セス せ ざ 
る を 得 ま せん 。 を そこ て F-BASIC の ディ スク 
シス テム を 管理 する ファ イル コン トロ ー ル 
BIOS (通称 F-BIOS) と いう も の を 新た に 
作成 し た の で , ぜひ 使っ て いた だ きだ いと 
思い , 編集 の 方 に お 願い し て ペー ジ を いた 
だ きま し た (も っ と も , その ペー ジ の 囲み 
の 中 つく みろ ぃ で 火 だ る ま に な る と は 思っ て 
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( 含 :D-ASM Е BAS-DUETRƏ<3U) 


も み ま せ ん で し た が )。 な お , この F-BIOS 
は 単 狐 で は 動作 し ませ ん 。 皆 さん が アセ ン 
ブラ で プログ ラム を 組む と き , ファ イル ん 管 
理 の ライ ブラ リ と し て 使用 し て いた だ くも 
の で す 。 こ の E-BIOS の 著作 権 は 制作 者 で あ 
る 私 に あり ます が , で きる だ け 利 用 し て い 
だ だ きだ いと いう 意図 も 合 め て 。 パプ リッ 
クウ ク ド メ イジ に し だ た いも 思 ら ます 。 パー ツ ザ が 
ル ゲ ー ム を 作っ て お られ る 方 や , 学校 の ク 
ラブ で プロ グラ ム を 発表 する 際 な ど , 自由 
Е товоо а RE, 
公共 の 場 に 出す と き (投稿 な ど ) に は 一 言 
「Oh /FM F-BIOS 使 用 」 と 記入 だ け は し て 
《 く だ さい 。 

$c, 前 置き は この くらい に し て , ЖЕҢ 
E UT 


1 リク エス ト の 種類 


この F-BIOS で は 以下 の 6 つの ファ ンタ クシ 
ョ ンコ ー ル を 用 意 し て いま す 。 
1) OPEN Read/Write 
2) GET 1 Char 
3) PUT 1 Char 
4) CLOSE 
5) KILL 
6) RENAME 

F-BIOS の 中 で は と くに ファ イル タイ プ を 
意識 し て いる わけ で は な い の で ,F-BASIC 
上 で 使用 し て いる ファ イル な ら ば どん な 形 
の も の で も , 読み 込み や 書き 込み を 行う こ 
と が で きま す 。 を その か わり , ファ イル の 構 
造 な ど は , 使用 する ユー ザ が 理解 し て いな 
(CORTE vs 

icd uoces BE 


三谷 直之 “4 


ント ロー ル ブ ロ ッ ク (FCB) と よ ば れる 管 

理 領域 を 元 に ファ イル の アク セス を 行っ て 

いま す 。 こ の FCB は U け レジ スタ の 指す アド 

レス より 270 バ イト の 長き を も ち , フ ァイル 

を 複数 オー プン し た い 場 合 に は 複数 オー プ 

ン す る 分 だ け の FCB が 必要 で す 。 ま た , 通 

常 FCB は F-BIOS に よっ て 管理 きれ て いま す 

DT, 特別 な 処理 を きせ る 場合 を 除き , д. 

ー ザ は 書き 込み を 行わ な いで くだ きい 。 
FCB の 詳細 を 図 1 に 示し ます 。 

+L ドラ イブ 番号 …… 指定 され た ファ イル 
が どの ドラ イブ に 存在 し て いる の か , Z 
の ドラ イブ 番号 を 格納 し て いま す 。 

+2 ファ イル 先頭 クラ スタ 番号 …… フ ァ イ 
ル を オー プン し た と き に , その フ デ イル 
の 先頭 番号 を 格納 し ます 。 

+3 アク セス 中 クラ スタ 番号 …… 現 在 ア ク 
モス し て いる クラ スタ 番号 が ここ に 格納 
され ます 。 

+4 クラ スタ 内 オフ セッ ト ……… アク セス 中 
の クラ スタ 番号 に 続き ,、 を その クラ スタ の 
中 の 何 モ も クタ 目 を アク セス し て いる か 
クラ スタ 中 の オフ セッ ト を 格納 し て いま 
す 。 値 0 一 7 で ず 。 

+5 ドラ イプ タイ ジ "…… 現在 アク モス し て 
いる ファ イル が 入っ て いる ディ スケ ッ ト 
の タイ プ を 示し ます 。 し か し な が ら 現 在 
の F-BIOS で は リザ ー ブ と な っ て いま す 。 

+6 セク タ 内 オフ セッ ト …… 目的 モク タ の 
何 バ イト 目 セ アク モス し て いる か , その 
オォ フェ ャ ッ ト を 格納 し て いま す 。 値 は 0 一 
$FF で す 。 

+7 ファ イム ル 状 態 …… 現 在 の ファ イル 状態 
を 示し , 単に オー プン され た だ だけ な ら ば 
0 を , オー プン 後 1 回 で も GET/PUT の 


Bi (FCB) 管 理 バ ッ フ ァ の 内 容 


+0 +1 42 +3 ы г” +6 +7 m 
Ureg | | — — 256 バ イト | 


ЕЧ ЕП (500 ОБЕМ зоя 5% 


FF EOF 
e 何 バ イト 目 を アク セス し て いる か 7 ($00 —$FF) 
ドラ イブ タイ プ ($00--2D, $01…2DD) 
1 クラ スタ 中 。 何 セ クタ 目 セ アク セス し て いる か ($00—$07) 
現在 アク モス 中 の クラ スタ No. 
ファ イル の 先頭 クラ スタ No. 
ドラ イブ No. (0—3) 


アク セス モー ド $10-Read %20--У/тйе 


ファ ンク ショ ン を 処理 し て いれ ば アク セ 
ス 中 と し て 1 を , また ファ イル の 終わ り 
を 検出 し た と き は $FF を 格納 し ます 。 
"cuspis Eee bt J — es 
ЕШЮ РОО ИИ ЕТУ ТР や JT 
ス し て いる セク タ の 実体 が 入り ます 。 
К, 各 フ ァ ン クシ ョ ン の 呼び 出し 方 法 
2S 開 し ます 。。 エ ラー ステ ー タ ス に つい て 
は 表 1 を 参照 し て くだ さい 。 
1) OPEN Read/Write 
メレ ジス タ を ポイ ンタ と し て 図 2 の よう 
な フォ ー マ ッ ト を 作成 し ます 。 こ の と き U レ 
ジス タ に FCB を 確保 し , ユー ル を 行っ て 〈 
だ きい 。 コ ー ル され た 後 の レ ジス タ は すべ で 
E l a qua pi は: た な 。 フ アァ ンク ショ ンコ 


ー ル 時 に 起き た エラ ー は , すべ て メレ ジス 
タ の エラ ー ス テー タス の 部 分 に 入り ます 。 
2) GET 1 Char 

U り レジ スタ の 指す FCB よ b 1 文字 を 取り 
出し ます 。 取り 出し た 内 容 は A レ ジス タ に 
格納 され , その 際 に 起き た エラ ー は B レ ジ 
スタ に 犬 り ます 。 も じ エ ラー が 発生 し , B 
レジ スタ が 正常 を 指し て いな い 場 合 は A レ 
ジス タ の 内 容 は 保証 きれ ませ ん 。 ま だ, 7 
テン 少 久 ョ ジコ ーッ を うと き は 1U り と ジ 
` スタ に FCB の 先頭 を ポイ ンタ と し て 指し て い 
る こと が 必要 で す ( 図 3)。 
3) PUT 1 Char 

REA LA LU s 

出力 する 内 容 は A レ ジス タ に 入れ て お 


2 -FILE OPEN 3 


入力 


Xreg | r/w | 


出力 
pem 4 Z No. (0—3) 


s. ASCII 


ASCII フ ラグ 55 еі 


800 BASIC ソー ス 
ファ イル タイ プ ' | $01 BASIC デー タ 図 4 
$02 マシン 語 ファ イル 


入力 
エラ ー ス テー タス 
eee (Ж Бы 
出力 
Шоо | 270 バ イト 管理 パッ ファ 


5, U リ レジ スタ は FCB の 先頭 を ポイ ンタ と 
ЕСІН» € uso S ЕЛЕС Yu y WE 
ショ ンコ ユ コール 時 に 起き た エラ ー は B レ ジス 
タ に 入り ます が , B レ ジス タ の 内 容 が 正常 
を 指し て いな い 場 合 の 書き 込み 動作 は 保証 
され ませ ん ( 図 4)。 
4) CLOSE 

り レ ジス タ の 指し て いる FCB の ファ イル 
に 対し て , クロ ー ズ 処理 を 行い ます 。 クロ 
ー ズ 処理 を 行う と き に 起き た エラ ー は すべ 


表 1 エラ ー ス テー タス 


I7 -—Ne 内 容 
Н 
0 Е dX 動 TE 
10 Drive Not Ready 
11 Disk Write Protect 
12 Hard Error 


13 CRC Error 


14 DD Mark Error 


15 Time Over Error 
|| 

20 Bad File Structure 

21 File Not Found 

22 File Already Exists 

23 Directory Full 


24 Disk Full 


255 End of File 


GET 1 Char 


Ureg 管理 バッ ファ 先頭 ポイ ンタ 


Areg 取り 出し た 1 文字 
Breg 取り 出し 時 に 起き だ た エラ ー ス テー タ ス 


PUT 1 Char 


Areg 書き 込む デー タ 1 文字 


Ureg 管理 バッ ファ ポイ ンタ 


Breg 書き 込み 時 に 起き た エラ ー ス テー タス 
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Б 5-- CLOSE 

АЛ Ureg 管理 バッ ファ ポイ ンタ 

出力 Breg クロ ー ズ 時 に 起き た エラ ー ス テー タス 
図 6 KILL 


図 7 RENAME 


Xreg Ё | | 


жұта 


ПЕЛЕТИ! 


ファ イル 名 [so | 


E ドラ イ 


エラ ー ス テー タス 


て B レ ジス タ に 格納 され ます ( 図 5)。 
5) KILL 

メレ ジス タ を ポイ ンタ と し て 示す フォ ー 
マッ ト に 従っ て , ファ イル の 削除 処理 を 行 
いま す 。 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル 時 に 発生 し 
だ エラ ー は エ デ ー ス デー タス と し て 処理 さる 
れ ま す ( 図 6 )。 
6) RENAME 

メレ ジス タ を ポイ ンタ と し て 示す フォ ー 
マッ ト の ファ イル 名 を , Y マ レジ スタ を ポイ 
ンタ と し て 示す フォ ー マ ッ ト の ファ イル 名 
に 変換 し ます 。 フ ァ ン クシ ョ ンコ ユー ル 時 に 
発生 し だ た エ ラー は エラ ー ス テー タス と し て 


D-ASM&BAS-DUET(ASM-JOIN) 


"88 年 8 月 号 の 特集 「 マ シン 語 環境 グレ ー 
ドア ッ プ 」 掲 載 リ スト に いく つか の バグ が 
あり まし た 。 編集 部 が 未完 成 バ ー ジ ョ ン の 
リス ト を 誤っ て 印刷 に 回 し た こと な ど が 上 原 
因 で す 。 ま こと に 申し わけ あり ませ ん で し 
た 。 ま た , 電話 を の 他 で ご 連絡 いた だ いた だ 
皆さん に は 感謝 いた し ます 。 


1.D-ASM 


まず , すべ て の ニー モニ ッ ク を ラベ ル と 
し で 扱っ て し まう 。 と いう マグ が あり まし 
た 。 ア セン ブラ と し て 全く 機能 し な いわ け 
C, 弁解 の 余地 も あり ませ ん 。 も う 1 つ は , 
8 月 号 p.21 掲 載 の アン ブラ 実行 時 の 写真 
を ご 覧 に な る と お わか り の と お り , “Warn 
ing” DAAN» “Worning に な っ て いま 
し た 。 修正 は , 8 月 号 p.23 か ら の リス ト 2 
“А5М” の , 
$42D5 を  $BD 
$42D6 を $83 
$42072 $C4 
$58AE を %6Е 
EE. 


2.BAS-DUET&ASM-JOIN 


BAS-DUET で セーブ し た も の を 再び 


$12 
$12 
$12 
$61 
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7 Ко. (0—3) 


ご の mE T d quw 
ペン デン トド に で き で いる だ 必 。 だ この アド 
レス に 置い て も か まい ませ ん 。 し か も フル 
RAM で 動作 し ます 。 で すか ら ソ ツー スリ スト 
を 打ち 込ん で 使用 され る 方 は , 各 人 の 使用 
し で いる アセ シグ プラ は 合わせ て 入力 し で く 〈 
だ きい 。 オブジェ クト を を その まま 固定 アド 
レス と し て 使用 きれ る 方 は , BASIC の MON 
コマ ンド や マシ ン 語 打ち 込み ツー ル で 打ち 


BAS-DUET で 読み 込 も うと する と 禁 走 す 
る と いう バグ , お よび D-ASM と の テキ ス 
ト 転 送 ル ー チ ン 中 , 仕様 に 則 し て いな い 部 

分 が あり まし た 。 以下 の ①ー④ の よう に プ 

ログ ラム を 修正 し て くだ るい 。 な お 。 この 

修正 に よっ て , BAS-DUET は V2.01 に , 

ASM-JOIN は V1.01 に な 0 ます 。 今後 の パ 

ッ チ 当て や 改良 は , この バー ジョ ン を 元 に 

行い ます の で , 必ず 修正 を 行っ て お 《 よ う 

に お 願い いた し ます 。 

ま た だ , BAS-DUET と D-ASM の イン タフ 

ェ ー ス の 仕様 の 変更 に 伴い , BAS-DUET 

上 の ソー ス , な ら び に BAS-DUET で 作ら 

れ た ディ スク 上 の ソー ス を アセ ン ブ ル す る 

と き は 十 リ オプ ショ ン が 必要 に な り ま し た 。 
な お , 77L4 を ゎぉ 持ち の 方 は , ASM-JOIN 

を ⑤ の よ うぅ に 変更 すれ ば , 動き ます 。 

D 8 月 号 p.54 リ スト 1 *BAS-DUET” の 
103041. PRINT 文 の 中 の 「V2.00」 を 
「V2.01」 に 修正 し て くだ さい 。 

®© p.55 か ら 5 の リス ト 2 *FDUET” を 以下 
の よう に 修正 し て くだ さい 。 

$4984 を $30 — $31 
$5A09 を $00 — $86 
$5A0A を $00 — ФА 
$5A0B を $00 —— S17 


込ん で くだ さい 。 と りあ ぇ ず $6000 番地 よ 
り ア セン ブル し た だ オジ ジェ ク ド トド を ダン ブリ 
スト と じ て 掲 載 じ ます UARIIS 0 
方 法 は , 
SAVEM `FBIOS”, &H6000, 
&H67FF, &H6000 の 
kb € (7454 


= プログ ラム に つい て 


ソー スリ スト 


(リス ト 2) の 中 に , で き 
る だ け ュ コメ ント を 入れ る よう に し て あ b k 
TOT, 動作 の 解析 を され る 方 は そちら を 


$5A0C を 
$5A0D を 
$5AOE を 
$5A0F e 
$5A10 を 
$5A11 を 
$5A13 を 
$5A14 を 


$00 
$00 
$00 
$00 
$00 
$00 
$01 
$AA = 


$01 
$A6 
$17 
$01 
$AE 
$39 
$FF 
$F4 


L.L 3 +L EA 


l 


®© p.59) х КА "ASM-JOIN" 0103047, 


PRINT 文 の 中 の 「V1.00」 を 「V1.01」 に 修 
正 し て 《 く だ さい 。 


④ р.59) х КВ MT” を 以下 の よう に 修 


正 し て 《 だ きい 。 
$69EA を $30 =» $31 
$6CA6 を $FO — $F6 
これ は 77L4 ユ ー ザ の 方 の み の 変 更 点 
で す 。①-④ の 修正 に 加え , p.59 リ スト A 
"ASM-JOIN" 0110017 Ł 1200fT е, 以下 
の よう に 修正 し て 《 く だ きい 。 
1100 DATA &Н20, &H21, &Н 
22, &H23, &H24, &H25, & 
H26, &H27, &H28, &H29, &H 
2A, &H2B, &H2C, &H2D, 
&H3E, &H3F 
1200 POKE “НЕр84, &Н29 : 
POKE  &HFD85, &H2A : 
POKE &НЕР86, &H2B 
修正 は 以上 で す 。 本当 に 申し わけ あり ま 
せん で も Rs 


⑤ 


Š 


bd 3 

と りあ え ず , こ の F-BIOS を 使用 し た MS- 
DOS の TYPE コ マン ド み だ いな も の (リス 
ト 39 を 作っ て で み ま し た の で , 参考 に し て 
《 だ さい 。 F-BIOS は $6000 よ り 5 常駐 し て い 
る も の と し ます 。 


参考 に し て いた だ 〈 と 理解 し や すい か と 思 


今回 の F-BIOS は , い ちな お う バ パー ジョン V1.00 
と し で 発表 きせ て いた だ きま し た 。 現在 の 
バー ジョ ン で は 2DD 未 サポ ー ト で あっ た り , 
リネ ー ム する と き に すでに 同じ 名 前 の ファ 


リス ト T "FBIOS" 


ADDR 
6000 
6010 
6020 
6030 
6040 
6050 
6060 
6070 
6080 
6090 
60A0 


+1 
03 
D8 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 
00 


START ADDRESS-8000 
END ADDRESS=67FF 
ENTRY ADDRESS=6000 


イル が あっ た り し た 場合 の 処理 を し て いな 

o (つま り 同 じ 名 前 の ファ イル が 2 つ で き 

る 可能 性 が ある ) な ど と いう 不都合 な 部 分 

が 多く 存在 し て いま す 。 い ずれ バー ジョ ン 

ZETT, で きる だ け 完 成 度 の 高い ちの を 

発表 し て いき た いと 考え て お り ま す 。 
それ で は また …… ° 
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616A АТ 84 STA BCMD,X 


リス ト リス ト 1 の アセ ン ブ フルリ ス 616C BD РЕ05 JSR | $РЕ05 Call Bios. 
616F 35 04 PULS B 
6171 4D TSTA 
6000 ORG s6000 6172 27 1А BEQ Disk90 
6174 81 0С CMPA #12 
Т о сыы” 6176 25 16 BCS Disk90 
* < < < F-BASIC FILE CONTROL BIOS. >>> 6178 A6 84 LDA X 
5 817A 34 16 PSHS А,В,Х 
М Programmed Ву N.Mitani. 617C 86 08 LDA £8 45129 RESTORE > 
М 617E AT 84 STA 5-4 
* Create Date : 88/07/03 02:45:00 Version 1.00 $180 BD РЕ0? JSR SFE02 
x 6183 35 16 PULS А,В,Х 
"ҮҮТ ТЫ 6185 АТ 84 STA ж” 
6187 5А DECB Err 2 の "カラ カウ ユタ 3 АЭА 
0000 всмр U 0 BIOS CALL ノ ト キ / 772293: 6188 26 ІС BNE Disk02 
0001 BERR n 1 BIOS CALL 15- гак 818A АТ 01 STA ВЕВК,Х Retry Error ナラ ty ト ДІ) 
0002 вв EQU 2 BIOS CALL テ っ リウ 9 キ アト "レス бао 20 02 BRA Disk9l х 
0004 ВТЕК EQU 4 BIOS CALL TRACK NO. 618E 6F 01 Disk90 CLR BERR,X — 15-7» 
0005 BSEC EQU 5 BIOS CALL SECTOR NO. 8190 35 РЕ Disk91 PULS  A,B,X,Y,U,DP,PC 
0006 BSID EQU 8 BIOS CALL SIDE NO. 
0007 ВОВУ EQU 1 BIOS CALL DRIVE NO. 6192 34 TE DISKW — PSHS A,B,X,Y,U,DP 
6194 86 09 LDA 49 write Ста. 
6000 16 0393 FOPEN ВКА Fopen 6196 20 c4 BRA різкої 
6003 16 0540 PUTC LBRA Pute 
6006 16 04BD GETC LBRA Getc に まま よ ま まま まま よ ま まま ます ま よど まま まま ょ ま よ ま まま まま よ ま まま 3 
6009 16 05F5 CLOSE  LBRA Close *NEXTSE 
600C 16 0655 KILL LBRA Kill ж Xreg ノ FCB 3 ソウ サ 07, F-BASIC / Ез?о“ 20 FORMAT "9 с t22 
600F 16 0608 RENAME ВКА Rename * n" Зд ヨウ = FCB う トト /rMs 
に よ よ まま よ まま よ ま まま まま よ ま まま すま まま まま まま ま よ ょ と ま ょ よ ょ まま 3 
6012 01 FCB 1 FLEX Version No. 6198 34 06 NEXTSE PSHS А,В 
6013 20 20 46 42 FCC / FBIOS V1.00/ 619A A6 05 LDA BSEC,X t25 TU の R シ 
6017 49 4F 53 20 619C 81 10 CMPA #16 
601В 56 31 2E 30 619E 24 04 всс Nextsl 
601F 30 
61A0 6C 05 INC BSEC,X | t22 3 Over シテ ナイ カラ リノ ママ SEC+1 
6020 00 00 00 00 SHOTBL FCB 0,0,0,0,0 Serch. File Found ! 6142 20 14 BRA Nexts9 
6024 00 
6025 00 00 00 00  SHITBL FCB 0,0,0,0,0 Serch. Killed 61A4 86 01 Nexts1 LDA #1 
6029 00 61A6 АТ 05 STA BSEC,X  t29 3 1 - Al 
602A 00 00 00 00  SH2TBL ЕСВ 0,0,0,0,0 Serch. EOF 61А8 A6 06 LDA BSID,X *ft* No. э GET Aj 
61AA 84 01 ANDA 41 
602E 00 61AC 26 06 BNE Nexts2 
602F FF РСВ SFF 
61AE 86 01 LDA #1 
6030 0000 0000 DDATA FDB 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 6180 A7 06 STA BSID,X Side 3 Over 0771 カラ 7/99 Side+1 
6034 0000 0000 61B2 20 04 BRA Nexts9 
6038 0000 0000 
803C 0000 0000 6184 6F 06 Nexts2 CLR BSID,X — Side-0 , Тгаск=+1 
6040 0000 0000 6186 8C 04 INC BTRK ,X 
6044 0000 0000 81B8 35 86 Nexts9 PULS А,В,РС 
8048 0000 0000 
604C 0000 0000 ж OO GERE EI 
6050 0000 0000 FDB 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 *MEMTFR 
8054 0000 0000 + Xreg => Yreg ^ Breg "ft テッ リウ Ale 
8058 0000 0000 aes] rre 
605C 0000 0000 61BA 34 30 MEMTFR PSHS Х,Х,Ү 
6060 0000 0000 61BC A8 80 Memtf0 LDA ‚^+ 
6064 0000 0000 B1BE A7 АО STA E 
6068 0000 0000 61С0 5A DECB 
606С 0000 0000 61С1 26 F9 BNE Memtf0 
8070 0000 0000 FDB 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 61С3 35 B4 PULS В,Х,Ү,РС 
6074 0000 0000 
8078 0000 0000 は ネネ ミネ ネネ キミ ミキ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミ ま まま 】 
607C 0000 0000 *MEMFIL 
8080 0000 0000 * Хол Pt"UA カラ B "イト 77 A ノア クイ F“ ウメ Me 
6084 0000 0000 . ネネ ネネ ネネ ミミ ミミ ミミ ミ よ すす すえ ミ すえ ええ 】 
6088 0000 0000 61C5 34 16 MEMFIL  PSHS А,В,Х 
608C 0000 0000 61СТ A7 80 Memfi0 STA ES 
8090 0000 0000 FDB 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 61С9 5A DECB 
6094 0000 0000 61CA 26 ЕВ BNE Memf 10 
6098 0000 0000 BlCC 35 96 PULS A,B,X,PC 


609C 0000 0000 
60A0 0000 0000 
60A4 0000 0000 
60A8 0000 0000 
60АС 0000 0000 


СОЕ Е 
*SETNAM 

ж X/54A 882" 3 219-2474 7" Y = 0210 
СЕЕН 


в0во 0000 0000 FDB — 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 DM n APETA. RR I Б 
HH HH а 
вовс 0000 0000 КАТЕР , zd М 
ТО 0000 обо >61D6 17 ЕРЕС LBSR МЕМЕТИ 
PAESE 6109 АБ А4 Setn01 LDA к; 1 モジ トリ の" 
60C8 0000 0000 61DB 27 07 BEQ Setn00 
60CC 0000 0000 БОРА SN ТЕА e 
6004 0000 0000 FDB 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 Kera а o bI 
5502 0000 0002 BlE2 26 F5 BNE Setn01 
НЕН 61Е4 35 В6 Setn00 PULS А,В,Х,Ү,РС 
60Е0 0000 0000 ミミ ミネ ミミ ネネ ミミ ミミ すす よ ミ すす ミミ ミミ ミミ ミミ 】 
60Е4 0000 0000 *CLTOTS ( 2D 39 ) 
SUED 9000 (000 ж Areg / 2522 No. 3 X カラ シメ ス 3 ハハ "イト ニ ソレ パレ TRK,SEC,SID 
80F0 0000 0000 FDB 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 MARE САГА C US A TE 
Eo 0000 9000 61Е6 34 12 CLTOTS PSHS А,Х 
боо соор 1000 61Е8 4F СВА X カラ 222 3 ツイ ト 3 0 757 
61E9 5F CLRB 
8100 0000 0000 B1EA ED 84 STD x 
8104 0000 0000 61ЕС 6F 02 CLR. 2,1 
6108 0000 0000 бІЕЕ AB E4 LDA 5 
610C 0000 0000 : 
t 1 5 3 
6110 0000 0000 FDB 0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0 Mira 1s $ алы сы Seni бегі u d uer 
6114 0000 0000 61F4 80 04 SUBA #4 
6118 0000 0000 61F6 6C 84 INC x 
E 5049 d 61F8 20 F6 BRA Cltot0 
6124 0000 0000 БІРА 81 02 Cltot1 CMPA #2 1Side ^ 22522 3 2A} 
8120049: 900) 61FC 25 04 BCS Cltot2 
61FE 8C 02 INC 2,x 
612C 0000 0000 6200 4A DECA 
6130 00 00 00 00  FILEC FCB 0,0,0,0,0,0,0,0 8202 4D Cltot2 TETA 
6134 00 00 00 00 6203 27 02 BEQ Cltot3 
+ 
512% 1000 0000 WORK FDB 0,0,0,0 "b po = Cltot3 INGA ý 
13C 0000 0000 "323" ” 
6140 0000 0000 WORKI FDB 0,0,0,0 EOS A ІШЕ е е 
6144 0000 0000 620C 6С 84 INC К 
6148 0000 0000 WORK2 FDB 0,0,0,0 620E 35 92 PULS А,Х,РС 
614C 0000 0000 ii 
8150 0000 0000 WORK3 FDB 0,0,0,0 
61500002: 0000 RR RONNIE Est ep 
* X,Y ニ ソル ツル th2 XW モラ "し レツ ノ セッ トウ 3 (U, B - ЕЛ7 Ab モ シ "スウ ラ 
сс 5 
* (v7 Call дук, = 35 (2-1) <> ナラ (2-0) 3 NIR 
[кдн % 43 40 до TAS LE КУРУТТУ ЕЕЕ 
ティ ス 2 ニ à D リト ライ Ale Ph 799 7 6210 34 30 STRCMP PSHS X,Y 
を 3-1 b 475980 X - TRK,SEC,SID,ADR,DRV 3 セッ テイ / コト 。 6212 A6 80 Strem0 LDA x: 
キキ キキ キキ キキ キキ キキ 本 キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ 6214 А1 А0 СМРА us 
$158 34 TE DISKR è PSHS  A,B,X,Y,U,DP ZA" ノル ウラ "22 3 2 イキ ョ スル 6216 26 06 BNE Streml 
615A 86 0A LDA #10 6218 5А DECB 
615C AT 8р 0009 Disk01 STA Disk50,PCR 6219 28 FT BNE | Strcm0 
8160 86 FD ША #$FD 6218 4F CLRA (2-49 
6162.1F 8B TFR А,рР DP 9 $FD - Aj 621C 20 02 ВКА Strcm9 
2184 св 03 LDB #3 Disk Error / ト キ / ReTry. 621E 86 01 Streml LDA #1 (2-0) 
168 34 04 Disk02 PSHS B 6220 35 B0 Strem9 PULS  X,Y,PC 
8168 86 0A LDA #10 Disk Read Cmd. 
8169 Disk50 EQU *-1 MEX HOM IH HIE 
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6222 
6224 
6228 
622C 
622F 
6231 
6232 
6234 
6237 
6239 
823C 
623E 
6240 
6242 
6244 
6246 
6248 
624A 
624C 


624E 
8624F 


6251 
6253 
6255 
6259 
625C 
625E 
6262 
6264 
6265 


6267 
6269 
626D 
826F 
6272 
6276 
6278 
627A 
627C 
627F 


6281 
6284 
6286 


6288 
628C 
628E 
6290 
6292 
6294 
6297 
6299 
629В 
6290 


629F 
8240 


6242 
62A4 
62A8 
62A9 
62AA 
62АС 
62АЕ 


6280 
6282 


6284 
6288 
62ВА 
62BE 
62C0 
62C4 


62C6 
62C8 
62CA 
62CE 
6200 
6204 
6206 
62DA 


62DC 
62Е0 
8252 
62E6 
62E8 
62EB 
62ED 
62F1 
62F3 


62F7 
62F9 
82FC 
8300 
8302 


6304 
6308 
830A 
830C 
630E 
6310 
6312 
6314 
6316 
8318 
831A 
831C 


ED 
35 


34 
8D FF08 
8D FE04 
02 
89 


FED4 


8D FD88 


BD FD29 


18 
0020 
0100 
A8 


*IDCHEK 


ж F-BASIC / DISK ñ チェ ッ ク 。 F-BASIC 75 A-0 ソレ イカ " イ л i5-3-t" 


ЖА = "5247" No Э 407 12-І, Abe 
КЕКЕ ЕЕЕ 


IDCHEK PSHS B,X,Y 
LEAX FILEC,PCR BIOS 2-І ヨウ ノ 7-2IUP 
LEAY DDATA , PCR 
STY BADR,X ヨミ コ / リョ ウイ キ э Y7bo 
ТЕН А,В 
CLRA 
STD BSID,X Side & Drive No. SET 


LDD #$0003 
STD BTRK,X 


Track & Sector SET 


LBSR DISKR 
LDA 1,Х 
BNE Idche9 に に エラ ー Ж” 2%25 
LDA .Ү Sign 3 21. 
CMPA es System Disk. 
BEQ Idche8 
CMPA *'E Extend System Disk. 
BEQ Idche# 
LDA #20 >Bad File Structure. 
BRA Idche9 
Idehe8 СВА s 
Idehe9 PULS B,X,Y,PC 72-5 3-t" A-Error 


本 本 ま まま 本 まま 本 まま まま まま まま まま まま まま まま まま 
*SHDIR 


ж ティ リク トリ 3 サー チ >, Killed,Eof,Exists. / メ テ -22 3 SHxTBL 


ж 2 БУРА 
ж A=Drive Мо. Х-ЕСВ : A-ERROR CODE 
本 まま まま 本 まま まま 本 本 まま まま 本 まま まま まま まま 


SHDIR PSHS А,В,Х,Ү 
LEAX 5,X ファ イル ネー ム ) セッ トウ アト "レス 
LEAY WORK , PCR 
LBSR SETNAM 
Shdiz0 PULS A 
LEAX FILEC,PCR 
TFR А,В B-Drive Мо. 
CLRA A-Side 
STD BSID,X 
PSHS x 
LEAX SHOTBL,PCR SHxTBL 3 2J? Al 
LDB #15 
LBSR MEMFIL 
LEAX DDATA , PCR 
TFR X,D 
PULS X 
STD BADR,X Work 
LDD %50104 Directory Start 
STD BTRK,X 
Shd101 LBSR DISKR 
LDA 1,Х 
ВМЕ Shdi91 Disk Error 
LEAY 5НОТВІ,,РСЕ 752" ノ アト “し レス Э セッ ト Al 
BSR SECTST 337" 732" カッ ケイ 3 hib 
LDA 4 
ADDA 10,Ү EOFFLAG+FoundFLAG 
BNE Shdi10 
LBSR NEXTSE 
LDA BTRK,X 
CMPA #2 
BEQ Shdi10 
BRA Shdi01 
Shdi10 CLRA 
Shdi91 PULS B,X,Y,PC 


А68 
*SECTST 


ж リッ ファ / ナカ ヨリ, Kllled,Empty,File ノ 2^" 3 #237. 


ж IN:X-FILEC Ү:СН\е5 / ADR. U-FCB 
本 キキ 本 キキ 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 キキ キキ 


SECTST PSHS B,X,Y 
LEAX DDATA , PCR 
CLRA ォ フ セッ ト 3 29? Аһ» 
CLRB 
Sect00 PSHS А,В,Х 4-29) 24 ノウ イヒ 
ADDD 2,5 D-D*X 
TFR D,X X 2 7"4U2R) ノ セッ トク h" Ml 
LDA .Х セッ トウ lEs" トリ 2" シ 
BNE Sect10 Killed 7" ナ ケ し ハハ "Jump 
LDA SHITBL,PCR Killed 37 752“ 9 Zio 
BNE Sect60 27" 2 ミツ カッ テイ し ハ " Jump 
LEAY SH1TBL+ 1 ,PCR 
BSR SectS Set Param. 
INC SHITBL, PCR 
BRA Sect60 
Sect10 CMPA #$FF Check Empty 
BNE Sect20 
LDA SH2TBL,PCR Empty ヨウ / 252" Э Zibo 
BNE Sect60 
LEAY SH2TBL*1,PCR 
BSR Sects Set Param. 
INC SH2TBL,PCR 
BRA Sect60 
Sect20 LDB SHOTBL , PCR 
BNE Sect60 
LEAY WORK , PCR ファ イル メイ ノ アト "し レス 
LDB #8 
LBSR STRCMP 
BNE Sect60 
LEAY SH0TBL+ 1 , PCR 
BSR Sects 
INC SHOTBL , PCR 
Sect60 PULS A,B,X 
ADDD #520 NEXT Directry 
CMPD #5100 
ВМЕ Sect00 
PULS В,Х,Ү,РС 
SectS PSHS x 
LEAX FILEC,PCR 
LDD BTRK,X GET TRACK & SECTOR 
STD з EX 
LDD BSID,X GET SIDE & DRIVE 
ANDA #1 
Р5Н5 А 
LDA 6,5 (Offset ? / ADR ^j ?) 
ANDA *sFO 
ADDA ‚58+ 
STD 2.Ү 
PULS X,PC 
ыыы 
*FPDISK 


* X Z シメ 2 TRK,SEC,SID,DRV / "$a - ラク カ " E 
ж 920. テ " ィ スク ?2tA Аро A-0 ) t£ READ 2, A-l 7 ++ WRITE, 


"y7 FILEC Э 


631E 
6320 
6322 
6326 
6328 
632A 
632C 
632E 
6330 
6332 
6334 
6336 
6339 
633B 
633E 
6340 


6342 
6344 
6346 
6347 
6349 
634C 
634E 
634F 
6352 


6354 
6356 
635A 
635C 
635E 
6360 
6362 
6364 


34 
1Е 
30 
ЕС 
ED 
EC 
84 
ED 
35 
81 

26 
17 

20 
17 
A6 
35 


* リク ター エチ ト $7 A く >0 ナラ ERROR CODE ñ" ハイ ッ テ イ ル 。 
ыыы ыс 


36 FPDISK 


8D FE0A 


Fpdis0 
01 Fpdis1 


PSHS 
TFR 
LEAX 
LDD 
STD 
LDD 
ANDA 
STD 
PULS 
CMPA 
BNE 
LBSR 
BRA 
LBSR 
LDA 
PULS 


А,В,Х,Ү 

X,Y Y-Pointer TRK,SEC・・・ 
FILEC,PCR 

P 4 GET Track,Sector 
BTRK,X 

2,Y GET Side,Drive No. 


Ah"075 DIRKR CALL. 


Fpdisl 
DISKW 
BERR ,X 
B,X,Y,PC 


モッ ERROR 75 セッ トス ル 


キキ 本 本 本 キ 本 キキ 本 キキ 本 本 本 本 本 キ 本 キキ キキ キキ 本 本 本 キキ 


*USCLR 


+ Ureg y" シテ イ 22 258*a ノ ハッ ファ Э 02)? Ай» 
キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ 本 本 キ 本 キキ 本 キ キキ キネ ネネ キネ 


16 USCLR 
31 


0A 
FE79 
0A 


FE73 
96 


PSHS 
TFR 

CLRA 
LDB 

LBSR 
LEAX 
CLRB 
LBSR 
PULS 


A,B,X 
U,X 


#10 
MEMFIL 
10,X 


MEMFIL 
A,B,X,PC 


ыы 


*SETFC 


ж Yreg / ジョ ウホ ウ с モト ツイ テ FILEC 3 7l. 
本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 キキ キネ キキ 本 本 本 本 


30 SETFC 


PSHS 
LEAX 
LDD 
STD 
LDD 
ANDA 
STD 
PULS 


X,Y 

FILEC,PCR 

4 Track & Sector 
BTRK,X 

2,Y 

#1 Side & Drive Мо. 
BSID,X 

X,Y,PC 


ыы 


*FATSH 


* 974 92 テリ ィ ス ク ノ FAT Э З522. P£FAT Э B - 41% 
+ y" NoERROR 75 А=0 ソル イカ が イハ ERROR 

* IN:A-Drive No. X-FILEC 

222222222222 22222222217) 


30 FATSH PSHS X,Y 
07 STA BDRV,X P"247" No. 3 tyt 
8D FCC2 LEAY DDATA , PCR 
02 STY BADR,X 
0101 LDD #$0101 
04 STD BTRK,X 
06 CLR BSID,X 
6158 JSR DISKR FAT h" DDATA = ハイ ル 
01 LDA BERR,X 
15 BNE Fatsh9 
25 LEAY 5,Y tuto FAT = tyt 

CLRB 
А4 Fatsh0 LDA Y 
FF CMPA #SFF Ready FAT 
0B BEQ Fatsh8 2% 2522 h" ミリ カッ ク ОВ 
21 LEAY 1,Y 

INCB 
98 CMPB #152 
ЕЗ BCS Fatsh0 
18 LDA %24 Direetry Full Error. 
01 BRA Fatsh9 

Fatsh8 CLRA 
во Fatsh9 PULS X,Y,PC 
ыыы ыыы ы 

76 Fopen PSHS A,B,X,Y,U 
13 TFR X,U 
04 LDA 4,Х Get Disk Мо. 
FE83 LBSR IDCHEK 

TSTA 
011E LBNE OPENEND Disk 1/0 Error. 
04 LDA 4,Х 
РЕАВ LBSR SHDIR 

TSTA 
0114 LBNE OPENEND Disk 1/O Error. 
84 LDA x МО; $31 3 УА 
4F CMPA ғо 
0055 LBEQ WOPN Write Open ^ 
8D FC66 НОРМ TST SHOTBL,PCR File Found FLAG 3 Zibo 
05 BNE Ropn00 
15 LDA #21 File Not Found Еггог. 
0101 LBRA OPENEND 
66 Ropn00 LDU 6,5 ユー サト 9" эйт 99 U-FCB 
FF7C LBSR USCLR U-FCB Э 2 リア メル 
04 LDA 4,Х 
41 STA 1,0 Set Drive Мо. 
10 LDA 4510 
c4 STA „U Open Mode 'Input' 
8D FC4F LEAY SHOTBL* 1, PCR 
FFTF LBSR SETFC FILEC 3 7710 
8D FC57 LEAX DDATA , PCR 
10 TFR X,D 
8D FD51 LEAX FILEC,PCR 
02 STD BADR,X FILEC / パッ ファ ラ 9 DDATA - Al 
FD74 LBSR DISKR 

CLRA 
22 LDB 2,Y Side 3 B - イル ML 
F0 ANDB #$Е0 307“ 17656 5" 9#°% 
80 ЕС43 LEAY DDATA , PCR 
AB LEAY D,Y Y-File ティ レク トリ / ADR. 
2E LDA 14,Ү First FAT 3 トリ 2 ツジ 2。 
42 STA 2,9 
04 LEAX BTRK,X ココ ニ 2522 カラ へ っ カフ ラグ モノ Э tyt 
FDEE LBSR CLTOTS 
8D FD34 LEAX FILEC,PCR 7976" 49422 Э モト "シテ 
4А LEAY 10,0 332 $"-9 9 HAs 
02 STY BADR,X 
FD54 LBSR DISKR 
01 LDA BERR,X 
62 LDX 2,s 2% ノ ト キノ メラ 9"2 
00B7 LBRA OPENEND 
8D ЕСІП! WOPN LDA SHOTBL ,PCR ト " ウ イツ ファ イル h" アル カ カク ニン 
05 BEQ wopn00 
16 LDA #22 File Already Exists Error. 
00АС LBRA OPENEND 
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8416 A6 BD ЕСОВ Wopn00 LDA SH1TBL,PCR Killed Directry 650C E8 43 LDB 3,0 イマ ) FAT 2 724 3 トリ タ " ス 
841A 27 06 BEQ Wopn01 850E A8 — AB LDA D,Y A - yt" ) FAT ノア クイ 
641С 31 8D FC06 LEAY SHITBL*1,PCR ココ ニセ ッ ト Al コト カ " Ibo 86510 АТ 43 STA 3,U 3925 AW 
6420 20 OF BRA Wopn03 6512 6F 44 CLR 4,0 + セット $ 3 0 - AW 
8422 A6 8D FC04 Wopn0l LDA SH2TBL,PCR Empty Directry 6514 30 8D FCI8 Getc10 LEAX FILEC,PCR 
$426 26 05 BNE Wopn02 6518 A8 41 LDA 1,0 ドラ イフ * No 3 ヨミ コム 
6428 86 17 LDA #23 Directry Full Error. 651A АТ 07 STA BDRV,X 
842A 16 0095 LBRA OPENEND 651C A8 43 LDA 3,U FAT No. 
642D 31 80 ЕВРА Wopn02 LEAY SH2TBL+1,PCR ココ ニセ ッ ト АШ コト カ " キマ Mo 851Е 30 04 LEAX ВТЕК,Х 
6520 17 ECC3 LBSR CLTOTS 7572 лэ TRK,SEC,SID 
643134 10 Wopn03 PSHS X 6523 30 Вр ЕСО LEAX | FILEC,PCR 
6433 A8 — 04 LDA 4,X ト " ラ イフ ナラ) ツー Э FU92"A 6527 A6 05 LDA BSEC ,X 
8435 30 Вр ЕСЕТ LEAX FILEC,PCR 6529 AB 44 ADDA 4,0 Зил" ホッ トウ с PIER А) Мәз 
6439 17 — FF2A LBSR  FATSH 8528 AT 05 STA BSEC,X 
643C 35 10 PULS X 6520 31 4А LEAY 10,0 
643Е 4D TSTA A<>0 }5 DISKERROR 652F 10AF 02 STY BADR,X  33- ヨミ コマ EL 
:643F 1028 007F LBNE OPENEND $532 17 FC23 LBSR DISKR 
6535 4F CLRA 
8443 34 20 PSHS Y 8536 ЕВ 01 LDB BERR,X | 4-00 B-ErrorCode 
6445 31 — 8D ЕВЕТ LEAY  DDATA,PCR 7"-2 / セッ トウ アト "し ス 8538 28 0A BNE Getc90 
8449 4F CLRA 
844A 31 АВ LEAY  D,Y FAT ) Pt 3 “Ro 853A 30 4А Gete20 LEAX 10,0 3-9 ) tut? アト レス 
844C 31 25 LEAY  5,Y 853C 4F CLRA 
844E 86 CO LDA #$C0 653D E8 468 LDB 6,0 ЕРА 
8450 AT А4 STA x 853F 8C 46 INC 6,0 
6452 35 20 PULS Y 6541 A8 — 8B LDA D,X Ac ty" n" Mibe 
8454 34 10 PSHS X 6543 SF CLRB No Error t ДЬ 
6456 30 Вр FCD6 LEAX FILEC,PCR 8544 35 РО Gete90 PULS X,Y,U,PC 
645A BD 8192 JSR DISKW FAT 3 ht2L 
845D A8 01 LDA BERR,X ТТТ 
645F 35 10 PULS X *PUTC 
8461 4р TSTA * ファ イル = 1 モジ ht2L ルー チン 
6462 26 5Е ВМЕ OPENEND カキ コッ テ * ERR カ " 了 し ハ " Jump ж Ureg-U-FCB A=1Char : B-ErrorCode 
で で すす すす すす すす すす すす すす すす 
8464 34 14 PSHS  B,X B= P+ 2522 No. 6546 34 72 Pute PSHS  A,X,Y,U 
8548 4F CLRA 
6466 17 — FEEB LBSR БЕТЕС FILEC = ィ レ 2 トリ 9 ヨ ヒ "2" ス 6549 ЕБ 47 LDB т,0 Ореп Flag 
6469 30 8D FCC3 LEAX  FILEC,PCR 6548 СІ ЕЕ CMPB #SFF 
646D 17 ЕСЕВ LBSR DISKR 3A" ディ レク 2 トリ 3 ヨミ コ 6 854D 27 F5 BEQ Gete90 Already End Of File. 
8470 ЕВ 22 LDB Г: (オフ ty ッ ト 3 30) 
6412 4F CLRA 654F ЕВ 46 Putc00 LDB 6,0 ナッ パイ トメ アク セス h ? 
6473 31 8D FBB9 LEAY ООАТА,РСЕ 6551 1026 009C LBNE  Pute20 0 "M 75 Jump 
8477 31 AB LEAY D,Y Y с: が ィ レ 2 トリ 2 セッ トウ n" M 
6479 34 20 PSHS sd 6555 A6 41 LDA 7,0 Open モー ト " 3 ミル 
647B 1F 21 TFR Sax 6557 26 0B BNE Рите0і 
6410 4Е CLRA 
647E C6 20 LDB #$20 3A" タ * ィ レク トリ リョ ウイ キ Э 2)P 2% 6559 A6 42 LDA 2,U イチ ハ " ッ サイ ショ с PIER スル 
6480 17 Ер42 LBSR MEMFIL 655ВАТ 43 STA 3,0 FAT ノイ チ 9 キメ Mo 
6550 86 01 LDA #1 
8483 30 Вр FCBI LEAX WORK,PCR テ " ィ レル 2 トリ - FILE 34 3 セット XML 855F AT 47 STA T,U Open Flag - ! 
8487 C8 08 LDB #8 6561 16 0080 LBRA  Pute20 207" 182" トリ 9" シ ^ 
6489 АВ 80 wopn04 LDA „X+ 
648B АТ АО STA Ez 6564 30 8D FBC8 PutcO1 LEAX FILEC,PCR 
848D 5A DECB 6568 A6 43 LDA 3,U 49 / FAT No. 3 H)2"À 
648E 28 F9 BNE Wopn04 656A 30 04 LEAX ВТЕК,Х 
656C 17 ЕСТТ LBSR  CLTOTS 
656F 30 8D FBBD LEAX FILEC,PCR 2542 2 ^оло 22 Pk EHR 
6490 35 2 W 5 PULS Y Үл “еро. t 6573 AB 05 LDA BSEC,X 
8492 35 17 du dune BiX ха кау чш 6575 AB 44 ADDA 4,0 J" A z 49 2 t22 h" Ml 
6494 EE 66 LDU 6,5 U-FCB / ヨミ コミ 6577 АТ 05 STA ВБЕС,Х 
6498 34 14 PSHS  B,X 6579 31 4А LEAY 10,0 ココ が "リツ リッ ファ 2 アト "レス 
8498 E7 2E STB 14,Y tubo 2539 3 ity Ab 657B 10AF 02 STY BADR,X 
849A EC 02 LDD 2,X ファ イル テイ シキ 。 モ ー ト " ヨミ コミ 657E 17 ЕСІ LBSR DISKW 22%" 7"-9 э カキ コム 
649C АТ 2B STA 115% 6581 4F CLRA 
649E ET 2С STB 12; Y 8582 E6 01 LDB BERR,X 
64A0 30 80 FC8C LEAX 。 FILEC,PCR 6584 26 79 BNE Pute90 #0 15- h" P725 Jump 2l 
64A4 17 CEB LBSR DISKW ディレク トリ 3 ht 
M ^ i LDA BERR,X Week St ыы 6586 5F CLRB テ "ー2 リ ョ ウイ キ Э クリ ア シテ オク 
64A9 AE 61 LDX 1.8 789"t* X 3 ҒА 6587 34 10 PSHS X 
64AB 4D TSTA 6589 1F 21 ТЕВ Y,x 
64AC 26 12 BNE wopn90 658B 4F CLRA 
* 2/7 テバ ィ レ クト リ 3 ht252" 7% U-FCB ノ セッ テイ 2 ハイ ル 658C 17 FC36 LBSR MEMFIL 
64AE 17 FE91 LBSR USCLR U-FCB 3 2)? Zibo eser 35 10 PULS X 
6481 AE 61 LDX 1,8 tb ノ X / FCB 
64B3 A6 04 LDA 4,X F5542" n"p3"9 トリ クシ 6591 6C 44 INC 4,0 44 / 72 オフ セッ ト 
6485 AT 41 STA 1,0 セッ ト 6593 A6 44 LDA 4,0 Р 
6487 86 20 LDA 4520 FileOpen Write Mode 6595 81 08 CMPA #8 1232 3 212? 
6488 АТ C4 5ТА Чч 6597 25 58 BCS Pute20 217 47475 Jump А 
64BB A6 Е4 LDA ,5 サイ ジョ ー ノ 2542 ua? E 
64BD AT 42 STA 2,0 * 12522 3 212 /% Y4" / FAT 3 95"A ジョ リラ AW 
dE d es 8599 A8 41 LDA 1,U っ パイ E547" NO. 
64C0 35 14 Wopn90 PULS  B,X 659B 30 8D FB91 LEAX  FILEC,PCR 
64C2 AT 01 OPENEND STA BERR,X HE E n FDC4 TEER FATSH 了 #FAT No. 3 サーチ AW 
А 
с saa — a sa 65A3 26 2С BNE Pute02 アキ FAT h" 74! Jump 
キキ 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 キキ キキ キキ 
ФСЕТС 65A5 34 04 PSHS В アキ FAT 3 ウイ キョ 
5 1t9" トリ 2 トス ルー 85AT 31 8D FA85 LEAY DDATA,PCR 
ыд RON 9 ааа БА 65AB 31 25 LEAY 5,Y toto 2 FAT No. #° 45 
本 本 本 本 65AD 34 20 PSHS Y 
64C6 34 70 Gete PSHS  X,Y,U 65АР 4P CLRA 
64C8 EB 47 LDB T.U Open Flag 85B0 Е6 43 LDB 3,U が っ サッ イー ノ FAT No. 
64CA Cl FF CMPB #$FF Already End Of File. 6582 31 АВ LEAY D,Y Y = 49472 セッ ト АМ 
64CC 28 03 BNE Getc00 85В4 E6 82 LDB 2,5 ァ キ FAT No. 
85B6 ЕТ А4 5ТВ У チェ ーッ 3 セッ ト 2) 
64CE 4F CLRA 65B8 35 20 PULS Y 
84CF 20 73 BRA Gete90 A-00 B-FF (ErrorCode) 85BA 4F CLRA 
85BB 31 АВ LEAY D,Y チェ ーッ 2 P9594 No tyt 
6401 E6 46 Getc00 LDB 6,0 ナリ ツイ トメ РОВА h ? 65BD 86 со LDA tsco 
6403 28 65 BNE Gete20 0 ポリ ナイ 15 Jump 85BF АТ A4 STA Y (349 SCO y" 「 ジ ョ ウシ テイ ル 」 ニ 
65C1 35 04 PULS B 
64D5 A8 47 LDA 7,U Open t-r" 3 Zl 65C3 ET 43 STB 3,U ァ 2t ス 2 チュ ウ / 2522 No 3 tyt 
64D7 26 ОА BNE Gete01 
65C5 17 ЕВСА LBSR DISKW FAT 3 5277" 
6409 A6 42 LDA 2,0 ィ イカ パッ サイ ジョ с P2tA AW 85C8 4F СЫНА 
64DB A7 43 STA 3,9 FAT / 45 Э キメ Ms 65С9 Е 01 LDB BERR,X 
64DD 86 01 LDA #1 65CB 26 32 ВМЕ Putc90 
84DF АТ 47 STA 1,0 Open Flag = 1 65CD 6Е 44 CLR 4,U ォ フ セッ ト 3 2 リア AW 
64E1 20 57 BRA Getc20 2/9" 182" куйу ^ 65CF 20 20 BRA Pute20 ity" セッ ト b-$5 x 
64E3 6C 44 Getc01 INC 4,0 イマ ト " コ 3 了 ク 2 シテ イル カ * P+ 2522 h" ナイ トキ ノ ジ ョ リ 。 File Close ?! 
64Е5 A8 44 LDA 4,0 8501 31 80 FA5B Pute02  LEAY DDATA,PCR 
64E7 81 08 СМРА #8 12522 3 Over 535 ? 6505 31 25 LEAY 5,Ү ホッ トウ 2 2522 / бәй? x 
64Е9 28 29 ВМЕ беїс10 2314 15 Jump 6507 4F CLRA 
6508 ЕБ 43 LDB 3,U 9281919 / 2522 
* 12522 3 オー ハツ ー 39/7" Y4" / FAT ヨリ 9 が スラ ョ リラ AW 65DA 31 АВ LEAY D,Y #° (52 9 セッ テイ スル 
65DC 86 СТ LDA #SC7 6079 ショ ウチ ュ ウ 。 チェ ー ン ナウ o 
64EB 30 8D FC41 LEAX FILEC,PCR 32" ^ FAT 3 32 65DE АТ A4 STA Ү 
64EF АВ 41 LDA 1,0 ト " ラ イフ " No. 65Е0 17 FBAF LBSR DISKW 
64F1 АТ 07 STA BDRV,X 85E3 4F CLRA 
64F3 CC 0101 LDD 450101 65Е4 E6 01 LDB BERR,X 
64F6 ED 04 STD BTRK,X | Track & Sector 65E6 26 17 BNE Putc90 ҒАТ 3 カキ コッ テオ ク 
64F8 6F 06 CLR BSID,X Side 65Е8 86 FF LDA #SFF 
64FA 31 8D FB32 LEAY DDATA,PCR 85EA АТ 47 STA T.U File EOF セッ ティ 
84FE 10АР 02 STY BADR,X — 3z3¿ アト "し 65EC 4F CLRA 
8501 BD 8158 JSR DISKR 1t22 ヨミ コミ 65ED C6 16 LDB #22 Disk Full Error. 
8504 4F CLRA 65EF 20 OE BRA Putc90 
6505 EB 01 LDB BERR,X 
8507 28 3B BNE Getc90 65ҒІ 30 4А Pute20 LEAX 10,0 $"-2 ブリ セント ウ ток 
65F3 4Е CLRA 
ж A=Error Code В=Мем Fat ! 6SF4 ЕБ 46 LDB 6,U 
65F6 30 8B LEAX  D,X X с $422 Э モッ テ 2 ル 
8509 31 25 LEAY  5,Y ネッ トウ / FAT 0 / Мз 65F8 6С 46 INC 6,0 
850B 4F CLRA 65FA AB — E4 LDA E 
65FC A7 84 STA X 
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65ЕЕ 5F CLRB 8700 26 04 BNE Rnam00 


65FF 35 F2 Putc90 PULS А,Х,Ү,Ш,РС 670286 15 LDA #21 File Not Found Error. 
8704 20 5E BRA Rnam90 
キキ キキ キキ キキ キキ キキ を キキ キキ キネ キキ キキ 
*CLOSES 6708 30 8D F917 Rnam00 LEAX SHOTBL+1,PCR 
+ ファ イル Э 20-47 Rivo 870A 31 80 FA32 LEAY  WORKI,PCR マス " 22- セッ ト シテ クイ ヒ 
ж U-U-FCB : B-ErrorCode 670E EC 84 LDD »X 
D 6710 ED А4 STD ia 
6601 34 72 Close  PSHS  A,X,Y,U 6712 EC 02 LDD dX 
6603 A6 — C4 LDA ,U Open Mode э zi. 6714 ED 22 STD 2,Ү 
660581 20 CMPA #520 ライ トモ ー ト " 7" Open ? 6116 АЕ 64 LDX 4,8 Yreg ) ハイ ッ テ イル ナイ ヨウ 
6607 26 54 BNE RClose チカ リッ テイ し ハ " Jump 6718 10AE 62 LDY 2,s 
671B A6 24 LDA 4,Y Xreg / К“547" ナッ 
6609 30 8D FB23 LEAX FILEC,PCR 671D АТ 04 STA 4,Х Yreg ノ ト "ライ 2" $n" 
6600 А6 43 LDA OE ッッ サイ 2 2522 No. 671F 17 ЕВ2Е LBSR SHDIR 
660Е 30 04 LEAX ВТЕК,Х 6722 4D TSTA 
8611 17 ЕВр2 LBSR СІТОТ5 2522 カラ TRK,SEC,SID = >6723 1026 003D LBNE Rnam90 
8614 30 8D FB18 LEAX FILEC,PCR 6727 6D 8D F8F5 TST SH0TBL,PCR лт ナマ エ h" P ル カト " ウ カ 
8618 A6 05 LDA BSEC,X 672B 27 05 BEQ Rnam01 
861A AB — 44 ADDA 4,0 872D 86 16 LDA #22 File Already Exists. 
661C АТ 05 STA BSEC,X | 2/9" カキ コム ん へ "を БЕС ケッ テイ >672F 16 0032 LBRA Rnam90 
661E 31 4А LEAY 10,0 Wy?» 2 アト" し ルス 
6620 10AF 02 STY BADR,X 8732 30 8D F8FA Rnam0l LEAX DDATA,PCR 
6623 A6 41 LDA 1,U ト " ラ イフ ナ っ ハツ ー 6736 1F 10 TFR х,р パッ ファ アト "レス 
6625 A7 07 STA BDRV,X コレ テ " 154-9 XN ツテ セッ テイ 6738 30 8D F9F4 LEAX FILEC,PCR 
8627 17 ЕВ68 LBSR  DISKW 673C ED 02 STD BADR,X PF"UZ セッ ト 
862A 4F CLRA 673E 31 80 F9FE LEAY  WORKI,PCR 
PROS E6 01 LDB BERR,X エラ ー ト * リ タ " シ 6742 17 FCOF LBSR SETFC TRK,SEC,SID,DRV セッ ト 
62D 26 33 BNE Clos90 I5-h" PUn Jump 6745 17 ҒА10 LBSR DISKR 
6148 ЕВ 22 LDB 2,Y SID(Offset) GET 
862F 30 8D FAFD LEAX  FILEC,PCR 874A 31 Вр F8E2 LEAY РАТА, РСЕ 
8633 31 8D F9F9 LEAY РрАТА,РСЕ 674E 4F CLRA 
6637 10AF 02 STY BADR,X FAT ) コウ ラッ Э A 3j 874F 31 AB LEAY D,Y モク テキ ティ レク トリ ) ホイ ンク 
863A CC 0101 LDD +50101 8751 АЕ 64 LDX 4,5 tb ) Yreg / P94 
6630 ED 04 STD BTRK,X Тгаск,Ѕес = 1 : 1 8753 30 05 LEAX 5,Х ファ イル メイ 2 セッ トウ アト "し レス 
663F БЕ 06 CLR BSID,X 875517  FAT6 LBSR БЕТМАМ 
6641 17 ЕВІ4 LBSR DISKR 207“ FAT 3 ヨミ コッ クタ " 6758 30 8р F9D4 LEAX FILEC,PCR 
6644 4F CLRA 675C 17 FA33 LBSR DISKW 
8645 E6 01 LDB BERR,X 675F A6 01 LDA BERR ,X 
6647 26 19 BNE clos90 6761 26 01 BNE Rnam90 
664931 25 LEAY  5,Y 25220 ) Na = Y 6763 4F CLRA 
664B ЕБ 43 LDB 3,U 
664D 31 АВ LEAY  D,Y Р2ВАЎ27 / 2522 ハシ ョ 6764 AE 62 Rnam90 LDX 2,5 
664F АВ А4 LDA E, 6766 A7 01 STA LX 15-3-h" 2 セッ テイ 
6851 AA 44 ORA 4,0 8768 35 ЕБ PULS — A,B,X,Y,U, PC 
8653 AT А4 STA E 2512 コウ シン ジュ ウリ ョ ウ 
6655 17 ЕВЗА LBSR DISKw РАТ / カキ カエ 
6658 4F CLRA 
6659 ЕВ 01 LDB BERR,X 
665B 26 05 BNE Clos90 
I “ 4 
8650 86 ЕЕ RClose LDA #SFF End Of File / tyt リス ト 3 TYPE 
865F A7 47 STA 7,0 
6661 5F CLRB 1 
6662 35 F2 Clos90 PULS A,X,Y,U, PC EE х ха 
ネネ ネ ネネ ミキ キミ キミ ミミ ミミ ミオ ミミ ミミ ミミ ミミ: 1020 "ж SAMPLE PROGRAM * 
*KILLC 1030 '* * 
срива SA ULYUME キ キキ キキ キキ キキ キキ キミ キキ キキ キキ キネ キネ ネネ ネネ キネ ネネ ミネ ネネ ネネ: 
6664 34 76 Kill PSHS A,B,X,Y,U 1050 ' 
6666 1F 13 TFR X,U 1060 CLEAR ,&H4FFF : LOADM "FBIOS" 
6668 A6 04 LDA 4,Х ト " ラ イフ " ナ っ 人 ハ "ー Э ЈА 1070 ' 
866A 17 ЕВВ5 LBSR  IDCHEK 
888D 4D TSTA 1080 XFCB-&H5000 : FCB=&H5100 
:866Е 1026 0072 LBNE  Kil190 Disk 1/О Error. 1090 ' 
8672 A6 04 LDA 4,Х 1100 DATA 34,76 : PSAS А,В,Х,Ү,0 
$814 17 — FBDA LBSR — SHDIR 1110 DATA 8E,50,00 S'LDX — £$5000 
8877 4D TSTA — | 5 - 
18678 1026 0068 LBNE  Kill90 Disk 1/О Error. 1120 DATA CE,51,00 :'LDU #$5100 
Ае УЯТА ТЕ mL 2 1130 DATA BD,60,00 :'JSR $6000 
D A T SHOTBL, PCR ファ イル h" ミウ カッ テイ ルカ ? d 
8880 28 05 BNE K11100 1140 DATA 35,F6 :'PULS  A,B,X,Y,U,PC 
8882 86 15 LDA #21 File Not Found. 1150 DATA 0,0,0 
'6684 16 005D LBRA К11190 1160 DATA 34,76 :"РБНБ А,В;Х,Ү,0 
Е 1170 DATA СЕ, 51,00 :'LDU #$5100 
о шети Шыр кы, 1180 DATA BD,80,08 — :'3SR $6006 
668F 17 ЕСС? LBSR ЅЕТЕС ティ 2 トリ 2 ヨミ コ = 1190 DATA В7,50,10 :'5ТА $5010 
6692 30 8D F99A LEAX DDATA,PCR 1200 DATA F7,50,11 :'STB $5011 
6696 IF 10 TFR X,D e- 
8698 30 Вр FA94 LEAX — FILEC,PCR uM DATA 35,P8 :'PULS А,В,Х,Ү,0,РС 
669C ED 02 STD BADR,X L アト "し 2 セッ ティ 20 
669E 17 ҒАВТ LBSR DISKR ディ レク 2 トリ 3 ヨミ コム 1230 FOR 1=&Н5500 ТО &H551F 
56A1 4F CLRA 1240 READ A$ : POKE I,VAL("&H"+AS ) 
66A2 E6 22 LDB 2,Ү Side э B = イィ LM 
88A4 C4 FO ANDB #$FO コレ テ " オフ セッ ト ノミ = AW 1250 МЕХТ 
66A6 31 8DF986 LEAY DDATA, PCR 1260 
88AA 31 AB LEAY D,Y = ティ レク トリ л ej? 1270 INPUT "ヒョウ シス ルル ファ イル メイ Э イレ テ 29794 = ",A$ 
MA CES. ДЕ T Me i TS UN) ONES 1280 PRINT "P ト "レス ";HEXS(XFCB);" ヨリ n?54-2 9 サク セイ 2X2. " 
86B0 17  FADF LBSR DISKw ` š 1290 POKE XFCB+0,ASC("1") ! イ ンプ ッ ト モ ー ド で オー プン し ます 。 
8683 A6 01 LDA BERR,X 1300 POKE ХЕСВ+1,0 
6685 2% 2D ЕНЕ Kil190 ライ ト 2E 、 ミ ラー ir, umm 1310 POKE XFCB-*2,0 
66B7 04 S B Breg-First 1320 POKE ХЕСВ+3,0 
88B9 CC — 0101 LDD 450101 TRACK & SECTOR 1330 POKE ХРСВ+4,0 ! ド ライ ブ 番 号 で す が 、 今 回 は デフ ォ ル ト で 0 で す 。 
66BC ED 04 STD BTRK,X 1340 A$=A$+CHR$(0) 
S DEO ELR ra, BSIDSN M 1350 FOR I-1 TO LEN(AS) ' フ ァイル 名 を 書き 込み ます 。 
66CO 17 ҒА95 LBSR DISKR FAT 3 DDATA = +J2"2 1360 POKE XFCB+4+1.ASC(MIDS(AS 1 1 
88C3 31 8р F969 LEAY DDATA,PCR ;ASC( (A$,1,1)) 
88C7 31 25 LEAY  5,Y 32h" サイ ジョ ニーノ FAT js 1370 NEXT 
88C9 35 04 PULS B 1380 ' 
' š 
$8CB 34 20 Kil101 PSHS Y ue E xt Os. LOW VOR 
86CD 4F CLRA 
86CE 31 АВ LEAY D,Y FAT 3 + イカ ケル 1410 IF РЕЕК(ХЕСВ+1) <> 0 THEN 1520 
6600 E6 А4 LDB 1420 ' 
66D2 86 РЕ LDA #SFF P+ FAT 3 7572 š 
6604 AT А4 STA X 1430 "1 文字 ずつ 読み 込む 処理 
66D6 35 20 PULS Y 1440 EXEC &Н5510 
6608 Cl СО CMPB #sCO サイ シュウ РАТ = 240% 1450 IF PEEK(&H5011) <> 0 THEN 1520 " 0 で な いな ら 何 ら か の エ ラー 
66DA 25 ЕЕ BCS Ki1101 1460 A-PEEK(&H5010) 
66DC 17 ЕАВЗ LBSR DISKW 
66DF А6 01 LDA BERR,X 1470 IF A=&H1A THEN 1500 ' ЕОР の 処理 
66E1 26 01 BNE Kil190 1480 PRINT CHR$ (A); 
88E3 4F CLRA es STO 40 
66E4 AE 62 Kill90 LDX 2,5 モト 2 Х-ЕСВ END 
88E8 A7 01 STA lix Error Code Set. 1510 ' 
66E8 35 F6 PULS — A,B,X,Y,U,PC 1520 PRINT " F-BIOS ERROR " : END 
本 まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま 
*RNAME `v 
* X ) 222 Х-РОВ ヨリ Y / одд Y-FCB ) ナマ ェ = "2927 Ар BASICF 17274 
жака каекка eee 
66EA 34 76 Rename PSHS А,В,Х,Ү,0 LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM 
SO AB 9% гра. аах tT No. 1000 00 00 00 00 00 00 21 00 09 00 :2A 
Ci Q. Fa cr -A a 1100 54 EE FA F8 64 02 54 FA FE EB :D1 
6BF2 26 ТО BNE Rnam90 Disk 1/0 Еггог. 1200 Е0 64 00 97 91 ЗЕ 00 D4 2С 4А :05 
66F4 A6 04 LDA 4,Х 1300 0А OB OC OD B4 D6 РЕ 3F 00 00 :F6 
БВЕВ 17 ЕВ58 LBSR SHDIR ティ ルク トリ 3 サカ " ス 1400 5D 25 00 00 5E DB 28 E2 5B 02 :22 
66F9 4D TSTA 1500 D7 00 28 00 00 00 00 00 00 00 :FF 
88FA 26 68 ВМЕ Rnam90 Disk МОй —— - 4 ED ы aa зды су село, 
86FC 60 BD F920 TST — SHOTBL,PCR File Found ? 82 82 2E 9C 07 F2 9C EF RE 37 /17 
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for FM-7, NEW7, 77, AV(F-BASIC V3.0) 


"Word Master" と いえ ば , 知る 人 ぞ 知 る 
CP/M 上 の エディ タ の 名 前 で す が , 今回 お 
送り する WORD MASTER ЕМ” は , 残念 な 
が ら エ ディ タ で は あり ませ ん 。 文字 どおり 
WORD を MASTER す る だ た め の ツ ー ル , < 
5, 英 単語 の 意味 や 難易 度 の 登録 を 行い , 
その 単語 の 暗記 や テス ト を 行う た め の ソ フ 
トウ ェ ア な の で す 。 高校 ・ 大 学 受験 を ひか 
えた 皆さん , も の は 試し に 使っ て みて くだ 

い 。 同 じ 英 単語 の 勉強 で も , 気分 が 変わ 
る て よ W ゆ の で ば は な いで しょ う が か 。 


| maen | 


まず は ,。 リス ト 1 て 3 を 也 ち 込ん で (だ 
Ss リスト 1 は BASIC T, b k > š 
大 きい の で す が , 頑張 っ て 打ち 込ん で くだ 
きい 。 打ち 込み が 終わ っ た ら , 

SAVE "MASTER" の 
t セージ 。 し きす 。 
リス ド 2・3 は マシ ン 語 プロ グラ ム で す 。 
それ ぞ れ ダイ レク ト に 
CLEAR, &H3E85 の 
CLEAR, &H5FFF の 
を 実行 後 , MON コマ ンド や お 手持 ちの マ 
シン 語 入 力 ツ ー ル で 打ち 込み , 
SAVEM “М1”, “НЗЕ86, 
&H3FFF, &H0 © 
SAVEM “М2”, &H6000, 
&H61D5, &H0 © 
БАРМЫ С УЕА, 

な お ち 。 リ スト 4 "W.DATAODL di. 
ログ ラム 評価 用 サン プル デー タ で す 。 いく 
つか 英 単語 と その 訳 が 入っ て いる の で , 時 
間 に 余 裕 の ある 方 は 打ち 込ん で みて 〈《 だ る 
Oo 受験 に 出る 頻度 の 高い 単語 ば か り を サ 
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| 受験 生 集まれ / 


Q HDE 
landlady ses ode: |» 


hc. — HESIMOE | юх 


ut {һе answer, 


し * ょ せい の か ん り に ん 。 , お ん を し ゅ い ん 


DELIS NECNON Lick е а] 


山本 敦史 


диче し だ Ye" わけ で は 決し て あり ませ 
ん の で 念 の た め (これ を 見 る と この プ ブログ 
ラム の 本 来 の 目的 が わか っ て し まう か も し 
れ な い ……)。 セー ブ は 
SAVEM “W. DATAOI", 
&Н41р4, &H0 の 
で す 。 も ちろ ん , 打ち 込む 前 に 
CLEAR, &H3FFF О 
を お 忘れ な く 。 
対応 機種 , BASIC は , FM-7/AV シ リー 
ズ の F-BASIC V3.0 で す 。 ディ スク BASIC 
の 方 は , 空き エリ ア が 少な い の で , 立 ち 上 げ 
時 の 設定 を ドラ イブ 数 は 2 以下, ファ イル 
数 は 1 以下 に し て くだ さい (結局 。 両方 と も 
Ее ЕРІН БОҚ, LOFTET 
す )。 


Em 


&H4000, 


TEL IDOR a ディスク 。 2-7 
と も 
RUN 'MASTER" の 
T, 後 は 自動 的 に M1", “М?” を 読み 込み , 


メイ ン モ ー ド (EDIT モ ー ド ・MEMORIZE = 
ー ド ・TEST モー ド ) の 設定 画面 に な り ま 
7. се ТШ ША ША 
動か し , の キー で 決定 し ます 。 

起動 直後 は , まず 単語 デー タ を 入力 する 
か ロー ド し て こ な け れ ば な り ま せん 。 その 
た め に は , まず , 次 の EDIT モー ド に 入る 
= СЛЕ ОУУ > 


| EDITE-E | 


この EDIT モ ー ド で は , 単語 デー タ の 登 
録 。 修正, 削除 等 の 管理 を 行い ます 。 


カー ソル を 


Pointer : 
Data: 808 - br) "H, DATABI" 


モー ド に 入る と , さら に サブ モー ド の 選 
Reir d dT СЪ —– ВАЕ 


カー ソル を 動か し , の キー て で 決定 し ます 。 
この と き ,|IHOMEI キ ー を 押す と, メイン モ 
ー ド の 設定 画面 に 戻り ます 。 
@| 〇 AD モー ド 

単語 デー タ (マシ ン 語 ファ イル ) の ロー 
ド を 行い ます 。 ロー ド お よび セー プ は 。 デ 
ィ ス ク BASIC の 場合 は ドラ イブ 0 に 対し 
T, テー ブ ベ ー ス の 場合 は カセ モッ ト テ ー プ 
に 対し て 行い ます 。 

この モー ド に 入る と , まず すし ZZ 
を 入力 し ます 。 フ ァイル 名 は キー ボー ド か 
ら 入 力 し , の キー を 押す と その ファ イル 名 
を も つ 単 語 ブ ゲー タフ ァイル を ロー ド し ます 。 


ァイル 名 は 8 文字 まで し か キー 入力 が 
受け 付け ませ ん 。 ファ イル 名 入力 中 に | < 
(バッ クス ペー ス ) キー を 押す と 1 文字 戻 


り ,| EL | キー を 押す と それ まで に 入力 きれ 
た 全文 字 が 消去 まさ れ ま す 。 

1 文字 も 入力 せ ず に の ⑦ キ ー の み を 入力 す 
る と , 画面 の 一 番 右 下 に 表示 きれ て いる フ 
アイ ル 名 を 入力 し だ とみ なさ れき あの 
デフ ォ ル ト の ファ イル 名 は “У/.БАТА01% 
と な っ て いま す が , ロー ド プ セー ジ 51) 
た びに , その ファ イル 名 に 更新 きれ ます 。 
ロー ド プ セー ブ 等 に エラ ー が 起き て ロー ド 
セー ブ を 中 止 し た 場合 に も 更新 され ます 。 

ロー ド が 終了 する か , ファ イル 名 の 入力 
中 に IDUP | キー か [HOME キー を 押す と , 
サブ モー ド (後述 ) の 設定 画面 に 戻り ます 。 


@ ら AVE モ ー ド 


単語 ゲー タ の セー ブ を 行い ます 。 操 作 は 
ロー ド と 同様 で す 。 


な お 。 す で に 存在 する ファ イル 名 を 入力 
し た 場合 に は , 

Are you sure? (Y/N) 
と 表示 され る の で , その ファ イル を 書き 換 


e Uds түе чы А” 0 
の ずれ が か が を 入力 し て くだ さい ぃ 。 ELT, 

"Are you sure? (Y/N)” と 表示 され る も 
ОЕШ. Сүт” “уу TOLL T0979) 
いずれ か が 入力 され た 場合 は その まま 実行 
L, それ 以外 の 文字 が 入力 され た 場合 は そ 
GO ある こせ と し ます 。 


@INPUT モ ー ド 


単語 デー タ の 登録 ・ 修 正 ・ 
す 。 

まず, 

Input following key. 

と 表示 る れる の で , НОМЕ | キー か |DUP 
キー か の キー を 押し ます 。 
(D [HOME キー を 押し た 場合 

サ プ モ ー ド の 設定 画面 に 戻り ます 。 
© [DUP| キ ー を 押し た 場合 

フラ コンデ イィ ショ ン の 設定 を 行い ます 。 

b う 一 度 |DUP| キ ー を 押す と , INPUT 
モー ド に 戻れ ます 。 

この サ プ コ ン デ ィ シ ョ ン で "Forced Sea 
rch" と いう の は , 新た に 入力 し た 単語 デ 
ニタ が デー タ エ リ ア に すでに ある か どう か 


・ 削 除 を 行い ま 


を サー チ す る か し な いか を 決め る も の で す 。 


これ を ON に する と サー チ し , OFF に する 
бу, ませ ん 。 

ON, OFF の 切り 換え ぇ は, 加 ま た は 円 キ 
ー で 赤い カー ソル を “ON′ また は “OFF” 
の と ころ に 移す だ け で 行わ れ ま す 。 

次 に キー を 押す と, 


"Forced Level Іп 


1 表示 画面 の 説明 


ОЮ) MASTER РМ, 


難易 度 Prosrammed bu ñ, ү жае 
8 MAIN MODE 8 : 


表示 | D MAIN PANEL н 
evel 


ш” の 項目 に 移り ます 。 
入力 し た 単語 に 付加 さる れる 難易 度 (難易 度 
は 1 て 5 の 数 字 で 表 き れ , 数 が 小さ い ほ ど 
を の 単語 が や さる し い 。 と いう こと に な ララ で 
ぃ ます ) を 一 括 し て 入力 する か , 自分 で 入 
力 す る か を 決め る も の で す 。 これが OFF に 


な っ て いる Е, 単語 デー タク Р Де ІТ, 
難易 度 を 自分 で 入力 し な けれ ば な り ま せん 。 


ON に な っ て いる と “ON と いう 表示 の す 
ぐ 左 側 に ある 数 字 が , その 単語 の 難易 度 と 
し て 自動 的 に 入力 され ます 。 な お , その 数 
字 を 変更 する と き は , `ON” の と ころ に ヵ 
ー ソ ル が あ る 状態 で 唱 -[5 キ 一 を 押す と , 
その 値 に 変更 きれ ます 。 

Э = 919-0563 20 
の 設定 が 行え る 状態 に 戻り ます 。 
@ の キー を 押し た 場合 

単語 ゲー タ の 登録 を 行い ます 。 

まず , 英 単 語 を 入力 し (28 文 字 以 内 ), 
の キー を 押し ます 。 グ ラフ ィ ッ ク 記 号 , 数 


Forced Search” 


字 等 も 英 単語 デー タ と し て 扱え ます 。 なお, 


語末 の スペ ー ス は 無 祝 8 れ ます 。 ま た , X 
単語 ・ 日 本 語 訳 の キー ボー ド か ら の 受け 付 
け に は LINE INPUT 文 を 利用 し て いま す 
OC, BASIC と ほぼ 同等 の エディ ッ ト 操 作 
И д ГЕ 

KU, その 日 本 語 訳 (160 文 字 以内 ) を 入 
Ло, の キー を 押し ます 。 

日 本 語 訳 は , カタ カナ て で 入力 COURBES 
(XE, 数 字 も 可 ) し ます が , カタ カナ で 
入力 され た 部 分 に つい て は , 後 で 述べ る ひ 
ら が な モー ド に て ひら が な で 表示 され る こ 
と に な り ま す 。 た だ だし, 訳語 中 の 一 部 ある 
い は 全部 も `ж” で 囲む こと に よっ て , U 
ら が な モー ド で も を の 部 分 だ け 強 制 的 に カ 


現在 選択 中 の メ 
イン モー ド 名 


(C) 1988 "Maison" projec 
EDIT MODE 


サブ モー ド が あ 


英 単語 Hord: 0 SUB MODE в : LOAD MODE る モー ド で は サ 
表示 プ モ ー ド 表示 
サ プ コ um ィ シ 
ョ ン が ある モー 
日 本 語 訳 ド で は サ プ ュ ン 
表示 ディ ョ ション 表示 
H SUB PANEL € 8 SYSTEM CONDITION e 


Input the file name, 


パッ コン 側 か ら の 警告 ・ 確 認 ・ 


質問 等 表示 


表示 きれ る 単語 
の 先頭 アド レス 


Pointer: ($4882) 
Data: $4888 - $8881 "H.DA[ABi" 


ロー ドモ ー ブ の 


а рну 
デー タ アァ の 範囲 сш E 


cqui, WA 


HORD MASTER FM. 


タカ ナ で 表示 する こと が で きま す (日 本 語 
訳 の み で す )。 

も L "Forced Level Input” 2? OFF tz 7z 
っ て いれ ば , 次 に その 英 単 語 の 難易 度 を [1| 
ー[5| の 数 字 キ ー で 入力 し ます 。 

以上 で 1 単語 文 の 登録 は 終了 し, 
the following key.” と 表示 する と ころ まで 
戻り ます 。 

な お , "Forced Search" が ON に な っ て 
いる と き に は 英 単 語 入力 後 サ ー チ を 行い , 

も し すでに を の 英 単語 が デー タ エ リ ア に 存 
在 す れ ば ВЕЕР 音 と と も に を の 旨 の 表示 を 

fr, [HOME」 キ ー ま だ た は の キー の 入力 を 
求め ゆま す 。 その 英 単語 に 対す る 日 本 語 訳 の 
内 容 を 変更 し な い 場 合 は [HOME| キ ー を 押 
し ます 。 変更 する 場合 は の キー を 押し ます 。 
を そうすると, すでに デー タ エ リ ア 内 に 登録 
され て いた だ その 単語 の 日 本 語 訳 が 表示 され 

る の で , カー ソル を 動か し , それ を 変更 し 
て ⑦ キ ー を 押し ます 。 も し 途中 で 変更 を 中 
断 し た く な っ だ た だら, カー ツル を どれ か 1 文 
字 の 上 に も っ て いき , カー ソル 位置 に ある 
文字 と 同じ キー も キー イン し て か ら の キー 
を 押す と 変更 せ すず に すみ ます 。 ま た 日 本 語 
訳 が 表示 され た 後 , 何 も せ ず に その まま の 
キー を 押す と , その 英 単 語 と 日 本 語 訳す べ 
て を デー クエ リア か ら 5 抹消 する こし と が で でき 
ます (単語 の 削除 )。 

Жы, 日 本 語 訳 の 長き が 変更 前 と 変更 後 
で 違う 場合 で も , 正しく 登録 どき ます 。 長 
く な っ だ た と き は , その 単語 以後 の デー タ を 
後方 に ずら し , 短く な っ た と き は そこ まで 
前 方 に つめ る 処理 を 行い ます 。 

こう し て 英 単語 の 入力 を 続け ます が , X 
ー タ エリ ア が いっ ぱい に な っ た 場合 や 規定 
以上 の 文字 長 ( 英 単語 は 28 文 字 以 内 СТ” 
マー ク で 示さ れ て いる と ころ まで )), 日 本 語 
киет エー 
っ た 場合 は 警告 を 表示 し , 単語 の 登録 は 


“Input 
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行い ま せん 。 


また , 英 単 語 ま た は 日 本 語 訳 の 登録 中 に 


途中 て 登録 し た てく な 《 く な っ だ た と き に は, = 
文字 列 を 入力 し て 《 だ さい 。 


この モー ド は , 主 に 登録 し た 単語 の 暗記 
用 に 作成 きれ だ た も の で す が , デー タ エ リ ア 
の 内 容 確 認 に も 使え ます 。 

Шу —» i7 йлуу 
い 場 合 は この モー ド に は 入れ ませ ん 。 

exec Nauck 5b まず デー タメ エリ ア 
の うち で 見 た い ア ドレ ス を 入力 し な けれ ば 
いけ ませ ん 。 

この と き 入 力 さ れ た アド レス 以上 で 最も 
近い 単語 に ポイ ンタ が セッ ト る れ ま す 。 な 
в, データ エリ ア は $4000~$6FFF まで な 
ос, 最上 位 の 桁 は [4]~[6] キ ー し か 受け 付 
け ま せん 。 また 4 桁 入力 し て し まう まで に 
[EL キー を 押す と, 
きら に 何 $ も 入力 せ ず に の キー の み を 入力 す 
る と $4000 か ら (デー タ の 最初 か ら ) を 指 
定 し た もの と みな され ます 。 

日 本 語 訳 の 上 に 黄色 で “l” が 表示 され 
て いる と き は 区 | キー を 押す こと に より 次 の 
ШЕ, "1" が 表示 きれ て いる と き は 財 キ 
ー を 押す こと に より 1 つ 前 の 単語 を 見 る こ 
と が で きま す 。 両方 と も 表示 きれ て いな い 
と き は 単語 が 1 つ し か 登録 きれ て いな い 場 
合 で すか ら , それ 以上 見 る こと は で きま せ 
fis 

DUP | キー を 押す と ひら が な モー ド の ON 


内 に 存在 し な 


入力 は 取り 消 る れ ま す 。 


/OFF が トグル 動作 で 変更 きれ ます 。 ひ ら 
が な モー ド が ON の とき は , 日 本 語 訳 が ひ 
ら が な で 表示 され ます 。 

HOME | キー を 押す と, この MEMORIZE 
モー ド か ら 抜 け , メイ ン モ ー ド の 設定 画面 
に 戻り ます 。 


| TEST ESF | 


この モー ド は , ы лы 
き て いる か どう ヵ с 簡単 に テス ト す る 
CEN y. 


この モー ド に 入る と すぐ で に 日 本 語 訳 が 表 
示さ れる の で , それ に 対応 する 英 単語 を キ 
ー ボ ー ド か ら 入 力 し て くだ さい (な お , с 
こ で は 大 文字 ・ 小 文字 の 区 別 を 行う の で 
INPUT モー ド で の 単語 デー タ 入 力 時 に 統 
= を と っ て お いた (まう が さい で しょう 9。 入 
ЖЕСІ < | (バック スペース) キー を 押す 
t 文字 戻り , [EL キ 一 を 押す と すべ て 消 
去 し ます 。 ま た [DUP] キ ー を 押す と ひら が 
な モー ド の ON/OFF が トグル 動作 で 変更 
され ます 。 を そし て [HOME | キー を 押す とこ 
の TEST モー ド を 抜け て よい か どう か の 確 
認 を と っ た 後 , メイ ン モ ー ド の 設定 画面 に 
戻り ます 。 

英 単語 を 入力 し た 後 , 
答 か 誤 答 か を 表示 し , 
難易 度 を 1 つ 下 げ , また 誤 答 な ら 1 つ 上 げ 
た 後 (当然 で す が , 難易 度 は 1 て 5 以外 に 
は な り ま せん ), 次 の 単語 に 移り ます 。 

問題 は 一 番 ア ドレ ス の 低い も の か ら 一 番 
高い も の まで 順番 に 出題 きれ, 最後 の 単語 


ааа 
Па 答 な ら その ңан RE 


まで 解答 し 終え る と 正答 率 を 表示 し 。 メイ 
定 画 面 に 戻り ます 。 


ン モ ー ド の 設 


メイ ン モ ー ド の 設定 画面 に な いて | HOME 
キー を 押す と 2 度 確認 を 取っ た 後 , プロ グ 
ラム を 終了 し ます 。 


ШЕТ : 


"WORD MASTER ЕМ”, 


bs oy qs 
うか が 。 一 見 ずい が ん た ーー ザイ ンタ シン テース 
に 江 っ た 作り に 見 を える か と 思い ます 。 し か 
し …… 様 々 な が モー ド や 様々 な キー 選択 は , 
ちょ っ と 冷静 に 見 れ ば , B 級 SF 映画 の 宇 
宙 船 の コク ピッ ト と 似 た よう な も の で は な 
いか と 言わ れる か も し れ ま せな 。 そう て 3 


実際 に 英 単語 を 暗記 する の に 必要 な 機能 
覚え を や すい モー ド と いう こと だ け を ね ら っ 
て シス テム 設計 を 行っ た な ら ば , 20 “М 
ORD MASTER ЕМ” の 仕様 は 最初 か ら 全 
《 異な っ た だ も の と な っ た だ でしょ よう Cl65 
335 25/ 全体 の 公正 は と も か く , 
細部 に つい て は 自分 で ゲロ グラ ム を 組 も う 
と いう 皆さん の 参考 に な る と 思い ます し , 
それ に 第 一 , 勉強 は 楽し て で きれ ば それ に 
ご し た こと は あり ませ ん が ら 交 / ョ ei め 
ぇ え ず 打ち 間違い の な いよ うに 単語 デー タ を 


入力 する の は 英 単語 学習 の 手助け に な る は 
FETs 

それ で は , 受験 生 の 皆さん , WIRT? 
だ さい 〆 


1000 'g WORD MASTER FM version 2.05 B 
1010 'r 1 
1020 "| Programmed by | 
1030 '| Atsushi Yamamoto 1988,5,28 | 
1040 "| ("Maison" project) | 
1050 "| Special thanks to | 
1060 "| Kyoko Otonashi є, Hanae Ichinosel 
1070 "| Nozomu Nikaido ‚ Syun Mitaka | 
1080 "| Х Yotsuya ‚ Yusaku Godai | 
1090 "| Akemi Roppongi , Kozue Nanao | 
1100 "| Ibuki Yagami , Asuna Kujo 44 
1110 "L 

1120 ' 


1130 CLEAR 1030,&H3E85:DEFINT A-Z:DIM А%(6),5$(3),С(4) 


1140 LOADM"MI1":LOADM"M2",&H1000 


1150 C(0)=3:C(1)=1:C(2)=1:C(4)=1:C=5:E=&H4001:P=E+1:ON ERROR GOTO 3070 


1160 I$="Programmed by A.Yamamoto":D$-"WORD MASTER FM":S%(0)="22I952Pp" ! セク スマ ュ イ イィ : 
S$( 1 ) =" #МЬ јро! Ј11р1у#! ハリ! ジウ マエ 2 ェ ァ ! UW クッ ケス ! ラ ェ エク ョ エル ラ エ " :8$(2)-"L(6 "2)222 ":S$(3)="D99 
to“ "TU!":FILE$-"W.DATAO1":TIME$-"00:00:00" 


1170 FOR 2-0 TO 1:FOR 1=1 TO LEN(S$(J)):MIDS(SS$(J),I 
) -1 ) : NEXT :NEXT:PRINT CHR$(27)+"g" 


1180 "Н opening 


,1)=CHR$ (ASC(MID$(S$(J),1,1) 


1190 WIDTH 80,25:COLOR 5:SYMBOL(100,76),D$,2,2:LINE(100,73)-(324,92),PSET,1,B 
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1200 PLAY"T255L6407BAGFEDCO6BAGFEDCO5BAGFEDO4CBAGFEDC" 

1210 FOR J=6 ТО 1 STEP -1:COLOR=(1,J):FOR 1-0 TO 100:NEXT:NEXT:FOR 1=0 TO 31:PRI 

NT : NEXT 

1220 FOR І-18 ТО 4 STEP -1:LOCATE 20,1:PRINT I$:LOCATE 20,1%1:РВІМТ SPACE$(25):N 

EXT:FOR 1-24 TO 1 STEP -1:FOR J-1 TO 8:LOCATE 18-*1*J,4:PRINT CHR$(32)*MIDS$(IS$,I, 
1):NEXT:NEXT 

1230 CONSOLE 13,4,0, 0: 5ҮМВОІ, (100,12) ,D$,2,2:LINE(100,9)-(324,28) , PSET, 1, B: LOCATE 
28,4:PRINT I$:LOCATE 42,3:PRINT"Ver 2.05":LOCATE 53,4:PRINT"(C) 1988  "«CHR$(34 
)*"Maison"*CHR$(34)*" project" 

1240 LINE(355,45)-(0,93), PSET, 7,B:COLOR 4:LOCATE 2,6:PRINT"4$€ MAIN PANEL 4$4":LOC 

ATE 10,7:PRINT"Level:":LOCATE 11,8:PRINT"Word:" 

1250 LINE(355,45)-(639,98) , PSET, 7Z,B: LOCATE 45,6:PRINT"e MAIN MODE e :":LINE(355, 
58)-(639,60) , PSET, 7,B 

1260 LOCATE 45,8:PRINT'e SUB MODE e :" 

1270 LOCATE 1,18:PRINT"4€ SUB PANEL $$":LOCATE 45,18:PRINT"e SYSTEM CONDITION e" 
:COLOR 7:LINE(0,155)-(639,157) , PSET,,B 

1280 LINE(0,141)-(355,194) , PSET, ,B:LINE-(639,141),PSET, ,B 

1290 LOCATE 48,22:PRINT"Pointer: ($4002)":LOCATE 48,23:PRINT"Data: $4000 - $ 

4001 "+CHR$(34)+FILE$+CHR$ (34 ) :LOCATE 70,8:PRINT"MODE" 

1300 'g main 

1310 GOSUB 2740:COLOR 6:LOCATE 5,20:PRINT"Seleet the main mode.":COLOR 7:LOCATE 
61,6:PRINT SPACE$(9);"MODE":LOCATE 17,21:PRINT"MEMORIZE":LOCATE 17,22:PRINT"TEST 
": LOCATE 17,23:PRINT"EDIT":D-2:GOSUB 1400:LINE(136,160*C(0)*8)-(199,167*C(0)*8), 

OR,2,BF 

1320 IS-INPUT$(1):BEEP 

1330 IF I$-CHR$(30) AND С(0)21 THEN C(0)-C(0)-1 

1340 IF I$-CHR$(31) AND C(0)«3 THEN C(0 ) =C(0 )+1 

1350 IF I$-CHR$(11) THEN GOSUB 2740:LOCATE 5,20:COLOR 2:PRINT"Exit":GOTO 1390 
1360 IF I$-CHR$(13) THEN COLOR 7:D-0:GOSUB 1400:0М C(0) GOTO 1420,1730,1910 

1370 IF I$-"M" OR I$="¥" THEN GOSUB 2740:LOCATE 3,13:PRINT S$(-(I$-"M")):GOSUB 2 
870 

1380 GOTO 1310 

1390 GOSUB 2810:IF D-1 THEN 1310 ELSE LOCATE 8,22:PRINT"Have you saved data (Y/N 
) ?":GOSUB 2820:1Е D-1 THEN 1310 ELSE WIDTH80,25:LOCATE 20,10:COLOR 7:PRINT" Bye 
.-.":,ОСАТЕ 30,13:PRINT"study time = ";TIMES$:ON ERROR GOTO 0:END 

1400 LINE(357,47)-(637,56) , PSET, D,B: RETURN 

1410. "Б MEMORIZE 

1420 GOSUB 3050:PRINT"MEMORIZE" 

1430 GOSUB 2740:GOSUB 1720:LOCATE 5,21:COLOR 6:BEEP:PRINT"Input the start addres 


s. ($ )":J$-"" 
1440 D$-INPUTS(1):BEEP:IF J$-"" AND D$-CHR$(13) THEN 1480 
1450 IF (J$-"" AND D$2"3" AND DS«"T7") OR (Ј%<>"" AND ((D$2"/" AND DS«":") OR (D$ 


>"@" AND D$«4"G") OR (D$»CHR$(96) AND D$4"g"))) THEN J$=J$+D$ :COLOR 7:LOCATE 31*L 
EN(J$),21:PRINT D$;:1IF LEN(J$)«X4 THEN 1440 ELSE 1460 ELSE IF D$-CHR$(5) THEN 143 
0 ELSE 1440 

1460 D-VAL("&H"*J$):1F D>E THEN D-E 

1470 IF D<&H4001 THEN 1480 ELSE IF PEEK(D)<5 THEN P-D:GOTO 1490 ELSE D-D-1:GOTO 
1470 

1480 Р-4Н4002 

1490 GOSUB 2740:GOTO 1630 

1500 D=P:D=D+PEEK(D+1 ) :IF D>E THEN 1-0 ELSE 1-1 


1510 D=P 
1520 D-D-1:1F D>&H4001 THEN IF PEEK(D)<5 THEN 1=3-1 ELSE 1520 
1530 18-"":ІЕ I=1 OR 1=2 THEN IS$-CHR$(31) 


1540 IF І21 THEN I$-I$*CHR$(30) 

1550 SYMBOL(8,96),1$,1,1,6 

1560 I$=INPUT$( 1 ) : BEEP 

1570 IF IS-CHR$(17) THEN C(1 ) =-(C(1 ) = 0 ) :GOSUB 2720:GOSUB 1720:GOTO 1630 

1580 IF I$=CHR$(31) AND 1<3 AND 1›0 THEN P=P+PEEK(P+1 ) :GOTO 1630 

1590 IF I$=CHR$(30) AND 121 THEN P-D:GOTO 1630 

1600 IF I$-CHR$(11) THEN GOSUB 2720:GOSUB 2760:GOTO 1310 

1610 GOTO 1560 

1620 'g put 

1630 GOSUB 2720:G-C(1):B$(0)-"":B$(1)-"":M-0:J-1:X-0:Y-0:GOSUB 2900:COLOR 7:LOCA 
TE 16,7:PRINT PEEK(P)*1:FOR D=P+2 TO P+PEEK(P+1 ) -1 : IF PEEK(D)=255 THEN М-1:МЕХТ 
ELSE B$(M)=B$(M)+CHR$(PEEK(D) ) : NEXT : IF C(0)-1 THEN LOCATE 17,8:PRINT B$(0) 

1640 D$-MID$(B$(1),J,1):IF D$-"" THEN IF C(0)-1 THEN 1500 ELSE 1760 

1650 4-7%1:ІЕ D$-"*" THEN G--(G-0):GOTO 1640 

1660 IF С(1)=1 AND G-1 AND D$5CHR$(165) AND D$<CHR$(222) THEN GOSUB 1690:GOSUB 2 
940:X=X+2 ELSE LOCATE X,Y-13:PRINT D$;:X-X«1 

1670 IF X>79 THEN Y-Y*1:X-0 

1680 GOTO 1640 

1690 IF X-79 THEN Y-Y*1:X-0 

1700 RETURN 

DLP. 

1720 COLOR 7:LOCATE 48,9:PRINT"Hiragana Mode:":LOCATE 68,9:J-1:GOSUB 2970:RETURN 
1730 "ЕН TEST 

1740 GOSUB 2740:GOSUB 3050:PRINT" TEST" :A=0:B=0:P=&H4002:J=1:GOSUB 1720 

1750 LOCATE 15,9:PRINT SPACE$ (29 ) : IF P<E THEN 1630 ELSE COLOR 7 : BEEP :LOCATE 5,21: 
PRINI"result ...'";A;"/":A-B;" (";ВТОНТе(" "*STR$(INT(A/(A*B)*100)),3) ; 965) " :OSU 
B 2720:LOCATE 7,23:GOSUB 2880:GOTO 1310 

1760 B$(1)-"":X-17:LOCATE 19,12:COLOR 6:BEEP:PRINT"Input the answer."; 
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1770 COLOR 7:D$-INPUT$(1):1F D$=CHR$(&HB) THEN LOCATE 5,20:COLOR 2:PRINT"Break": 
GOSUB 2810:1F D-0 THEN GOSUB 2720:LOCATE 15,9:PRINT SPACE$(29 ) :GOTO 1310 ELSE GO 
SUB 2740:BEEP:GOTO 1770 

1780 IF D$-CHR$(13) THEN BEEP:COLOR 5:LOCATE 17,8:PRINT B$(0):COLOR 2:LOCATE 15, 
9:IF B$(1)-B$(0) THEN 1850 ELSE 1870 

1790 IF D$=CHR$(8) AND LEN(B$(1) )>0 THEN X-X-1:LOCATE X,9:PRINT" ":B$(1)-LEFTS(B 
$(1),LEN(B$(1))-1) 

1800 IF D$-CHR$(5) THEN BEEP:LOCATE 17,9:PRINT SPACES (27) :GOTO 1760 

1810 IF D$-CHR$(17) THEN C(1)--(C(1)20):GOSUB 2720:LOCATE 17,9:PRINT SPACE$( 27 ) : 
GOSUB 1720:GOTO 1750 

1820 IF D$«CHR$(32) OR D$-CHR$(127) THEN BEEP:GOTO 1770 

1830 IF LEN(B$(1))«27 THEN LOCATE X,9:PRINT D$:B$(1)-BS$(1)*D$:X-X*1 
1840 GOTO 1770 

1850 PRINT"O":A-A*1:X-400:IF PEEK(P)>0 THEN POKE P,PEEK(P)-1 

1860 GOTO 1880 

1870 PRINT"x":B-B*1:X-800:IF PEEK(P) く <4 THEN POKE P,PEEK(P)*1 

1880 FOR D-0 TO LEN(B$(0 ) ) *X:NEXT:P=P+PEEK(P+1 ) :GOTO 1750 

1890 GOTO 1890 

1900 'B EDIT 

1910 LOCATE 64,8:PRINT" ":LOCATE 61,6:COLOR 7:PRINT" EDIT":D-2:GOSUB 2020 
1920 GOSUB 2740:COLOR 6:LOCATE 5,20:PRINT"Seleet the sub mode.":COLOR T:LOCATE.1 
1,21:PRINT"LOAD":LOCATE 17,22:PRINT"SAVE" : LOCATE 17,23:PRINT"INPUT" 

1930 LINE(136,160+C(2)*8)-(175,167+C(2)*8) , OR,2,BF 

1940 I$=INPUT$( 1 ) : BEEP 

1950 IF I$=CHR$(30) AND С(2)21 THEN C(2 ) =C(2 ) -1 

1960 IF I$-CHR$(31) AND C(2)«43 THEN С(2)-С(2)%1 

1970 IF 1%-СНВ%(11) THEN LINE(357,63)-(837,71), PSET, 0, B:GOTO 1310 

1980 IF I$-CHR$(13) THEN D-0:GOSUB 2020:GOSUB 2740:1F C(2)-3 THEN 2040 ELSE 2580 
1990 IF I$-"G" THEN GOSUB 2740:PRINT8(100,104),&H242C,&H2473,&H2450,&H2443,&H244 
6,&H323C,&H2435,&H2424,&H244D,&H2443:GOSUB 2870 

2000 IF I$-"L" THEN GOSUB 2740:LOCATE 3,13:COLOR 7:PRINT LEFT$(S$(1),18);:FOR D= 
1 TO 11:PRINT MID$(S$(2),D,1);:PRINT MID$(S$(3),D,1) ; : NEXT:GOSUB 2870 

2010 GOTO 1920 

2020 LINE(357,63)-(637,71) ,PSET,D, B: RETURN 

2030 'В input 

2040 LOCATE 84,8:PRINT" INPUT":GOSUB 2540 

2050 G-0:GOSUB 2720:GOSUB 3000:PRINT"RET],[DUP],[HOME]"; :COLOR 7:LOCATE 16,7:IF 

C(4)=1 THEN PRINT C ELSE PRINT" x" 

2060 I$-INPUT$(1):BEEP 

2070 IF 1%-СНВ%(17) THEN 2400 

2080 IF I$=CHR$(11) THEN GOSUB 2720:GOSUB 2760:GOTO 1910 

2090 IF I$<>CHR$(13) THEN 2060 

2100 COLOR 6:LOCATE 1,12:D$-"English":PRINT"Input an ";D$;" word. T';SPACES$(17 
);:COLOR 7:LOCATE 0,13:LINEINPUT B$(0):1-LEN(B$(0)):1F 1=0 THEN 2050 

2110 IF I>27 THEN GOSUB 2380:GOTO 2100 

2120 LOCATE 17,8:PRINT B$(0):CLS 1:BEEP 

2130 IF C(3)-0 THEN D-0:GOTO 2200 ELSE P-&H4002:B$(1)-"":GOSUB 2690 

2140 IF D-0 THEN 2200 ELSE ВЕЕР 1:LOCATE 5,22:COLOR 2:PRINT"The English word":LO 
САТЕ 11,23:PRINT"has already existed.":FOR D-P*LEN(B$(0))*3 TO Р+РЕЕК(Р+1)-1:В% ( 
1)=B$ ( 1 )+CHR$ (PEEK (D) ) : NEXT:G-LEN(B$(1)):GOSUB 2900:GOSUB 3030 

2150 QOSUB 3000:PRINT"RET] ,[HOME]"; 

2160 I$=INPUTS$ (1):BEEP 

2170 IF I$=CHR$(&HB) THEN 2050 

2180 IF I$<>CHR$(13) THEN 2160 

2190 COLOR 7:LOCATE 0,13:PRINT B$(1):D-2 

2200 COLOR 8:LOCATE 1,12:D$-"Japanese":PRINT"Input the ";D$;" word." ; ЅРАСЕ$(18); 
:COLOR 7:LOCATE 0,13+D:LINEINPUT B$(1):1I-LEN(B$(1)):IF 12160 THEN GOSUB 2380:GOT 
O 2130 

2210 'B poke 

2220 IF І-0 AND G-0 THEN 2050 

2230 IF G>0 THEN K=PEEK(P)+1:GOTO 2270 

2240 IF C(4)-1 THEN K-C:GOTO 2270 

2250 BEEP:LOCATE 1,12:COLOR 6:PRINT"Input the level. (1-5) "; 

2260 K-VAL(INPUT$(1)):IF К<1 OR K>5 THEN 2260 

2270 B$(0)-B$(0)*CHR$(255)*B$(1):X-LEN(B$(0)) 

2280 IF G-0 THEN D=E+X+ 2 : IF D>&H6FFF THEN 2370 ELSE P=E+1:E=D:GOTO 2350 

2290 IF I-G THEN 2350 

2300 IF I«G THEN О=Р+Х+О-1+2 ELSE IF E-G+I>&H6FFF THEN 2370 ELSE D-E 

2310 POKE &H7000,DY256:POKE &H7001,D MOD 256:D=D-G+1+(1=0 )*(X+2 ) : POKE &H7002,DY2 
56:POKE &H7003,D MOD 256:D-E-P-X-1*I-G:IF D<1 THEN D=1 

2320 POKE &H7004,DY256:POKE &H7005,D MOD 256:E-E-G*I*(1-0)*(X*2) 

2330 IF I«G THEN EXEC &H7006 ELSE EXEC &H701D 

2340 IF I-0 THEN 2360 

2350 POKE P,K-1:POKE P+1 ,X+2:FOR D=P+2 TO Р+Х+1:РӨКЕ D,ASC(MID$(B$(0),D-P-1,1)): 
NEXT 

2360 GOSUB 2900:GOTO 2050 

2370 D$-"The data area is full.":GOSUB 3020:GOSUB 2720:GOTO 2050 

2380 D$-"The "+D$+" word is too long." :GOSUB 3020:CLS 1:RETURN 

2390 ' 

2400 GOSUB 2540:GOSUB 2780:J-3:GOSUB 2520 

2410 1I$=INPUT$( 1 ) : BEEP 

2420 IF 1%-СНН%(30) AND J-4 THEN GOSUB 2530:J=3 


` 
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2430 IF I$=CHR$(31) AND J-3 THEN GOSUB 2530:J=4 

2440 IF IS$-CHR$(28) AND C(J)-1 THEN C(J)=0 :GOSUB 2530:GOSUB 2520 

2450 IF I$=CHR$(29) AND C(J)-0 THEN C(J)=1 :GOSUB 2530:GOSUB 2520:IF 2-4 THEN I$- 
WIE 

2460 IF J-4 AND C(4)-1 AND I$>"0" AND I$«"6" THEN C-VAL(I$):COLOR 7 :LOCATE 67,10 
:PRINT CHR$(&H30+C) 

2470 IF J-4 AND C(4)-0 THEN C=0 :COLOR 1:LOCATE 67,10:PRINT"*" 

2480 IF IS$-CHR$(17) THEN GOSUB 2540:GOTO 2050 

2490 COLOR 7:ІЕ I$="K" THEN РВІМТ6(100,104),%Н3641,%Н3В52,%Н2435,%Н2473,%Н244Е,% 
H3A6E,&H2443,&H243F,&H255F,&H253D,&H3D41,&H2144,&H307B,&H245F,&H243F,&H2424,&H21 
44:GOSUB 2870 

2500 IF I$-"C" THEN PRINT6(100,104),&H2158,&H2461,&H243E,&H2473,&H497C,&H3368 ,&H 
3F64,&H3F4A,&H3051,&H3077,&H3271,&H2159,&H3768,&H352F,&H243B,&H2468:GOSUB 2870 
2510 GOSUB 2520:GOTO 2410 

2520 LINE(592-C(J)*48,48+J*8)-(615-C(J)*48 ,55+J*8 ) ,OR, 2, BF: RETURN 

2530 LOCATE 68,6+J:GOSUB 2970:RETURN 

2540 GOSUB 2720:GOSUB 2760:COLOR 7:LOCATE 48,9:PRINT"Foreed Search:":LOCATE 48,1 
0:PRINT"Foreed Level Input:" 

2550 FOR J-3 TO 4:GOSUB 2530:NEXT:LOCATE 67,10:IF C(4)-1 THEN COLOR 7:PRINT CHR$ 
(&H30+C) ELSE COLOR 1:PRINT"*" 

2560 RETURN 

2570 'H 1/0 

2580 LOCATE 64,8:1F C(2)=1 THEN PRINT" LOAD" ELSE PRINT" SAVE" 

2590 J$-"":COLOR 6:LOCATE 5,20:PRINT"Input the file name." :BEEP 

2600 COLOR 7:1$-INPUT$(1):IF I$=CHR$(127 ) THEN 2600 

2610 IF IS$-CHR$(17) OR IS-CHR$(11) THEN GOSUB 2740:GOTO 1910 

2620 IF IS$-CHR$(5) THEN GOSUB 2740:GOTO 2590 З 

2630 J=LEN(J$ ) : IF I$>CHR$(31 ) AND J<8 THEN J$=J$+1$:LOCATE 7+J,22:PRINT I$ 

2640 IF IS$-CHR$(8) AND 420 THEN LOCATE 6+J,22:PRINT" ":J$=LEFT$(J$ ,LEN(J$ ) -1 ) 
2650 IF I$<>CHR$(13 ) THEN 2600 ELSE IF 720 THEN FILE$=J$ 

2660 COLOR 7 :LOCATE 69,23:PRINT LEFT$(FILES$*SPACES(7),8):1F C(2)-1 THEN LOADM FI 
LES:E-PEEK(&H4000)*256*PEEK (&H4001):P-&H4002:GOSUB 2900 ELSE POKE &H4000,EY256:P 
ОКЕ &H4001,E MOD 256:SAVEM FILE$ ,&H4000,E,0 

2670 I$-CHR$(11):BEEP:GOTO 2610 

2680 "Н research 

2690 D-2:1F P>E THEN D-0:RETURN 

2700 WHILE CHR$(PEEK(P+D ) ) -MID$(B$(0)*CHR$(255),D-1,1) AND PEEK(P+D-1 ) く >25 5 :D=D+ 
1 :WEND: IF D=LEN(B$ (0 ) )+3 THEN RETURN ELSE P=P+PEEK(P+ 1 ) :GOTO 2690 

2Cr 

2720 LOCATE 17,7:PRINT" ":LOCATE 17,8:PRINT SPACE$(27 ) :LOCATE 1,12:PRINT SPACE$( 
43); :CLS 1:RETURN 


2730 

2140 LINE(40,160)-(311,191) , PSET, 0, BF: RETURN 
21:50 гї 

2160 LINE(357,71)-(637,96),PSET, 0, BF: RETURN 
27 T0 ' 


2780 LINE(357,71)-(637,96),PSET, 2, B: RETURN 

2190 'sure? 

2800 GOSUB 2740 

2810 LOCATE 8,21:COLOR 6:PRINT"Are you sure (Y/N) ?" 
2820 BEEP 

2830 D$=INPUT$( 1 ) 

2840 IF INSTR("Yy っ 0",D$)=0 THEN D-1 ELSE D=0 


2850 RETURN 

2860 "Н key 

2810 LOCATE 20,15 

2880 COLOR 6:PRINT"Hit any key !":BEEP:D$-INPUT$(1):CLS 1:RETURN 
2890 'W P,E 


2900 COLOR 7:LOCATE 63,22:PRINT HEX$(P) :LOCATE 63,23:PRINT HEX$(E) :RETURN 

2910 'g wait 

2920 FOR D-0 TO 5000:NEXT:RETURN 

2930 "Шри 

2940 D=&H3E86+(ASC(D$ ) -166 )*14-(D$>"2")*12344:FOR K-0 TO 6:A!=PEEK(D)*256+PEEK(D 
+1):IF A!>32768! THEN A!=A!-32768! 

2950 A%(K)=A! :D=D+ 2 : NEXT : PUTG(X*8 ,Y*8+104)-(X*8+15,Y*8+110 ) , A96, PSET: RETURN 

2960 ' 園 ON/OFF 

2970 IF C(J)=0 THEN COLOR 1:PRINT" ON ";:COLOR Т:РВІМТ"/ OFF" ELSE COLOR 7:PRINT 
" ON /";:COLOR 1:PRINT" OFF" 

2980 COLOR 7:RETURN 

2990. ' 

3000 LOCATE 1,12:COLOR 8:BEEP:PRINT"Input the following key. [";:RETURN 

8010 'Bg warning 

3020 BEEP 1:LOCATE 5,22:COLOR 2:PRINT D$ 

3030 GOSUB 2920:GOSUB 2740:BEEP 0:RETURN 

3040 ' 

3050 IF E-&H4001 THEN GOSUB 2740:D$-"Data don't exist.":GOSUB 3020:RETURN 1310 E 
LSE LOCATE 61,6:COLOR 7 :RETURN 

3060 ' error 

3070 IF ERR=14 THEN IF FRE("M")=0 THEN RESUME ELSE RESUME 

3080 LOCATE 15,13:COLOR 7:IF ERR=53 OR ERR=71 THEN PRINT"I/O Error":GOTO 3180 
3090 IF ERR-55 THEN PRINT"Bad File Descriptor":GOTO 3160 

3100 IF ERR=63 THEN PRINT"File Not Found":GOTO 3160 
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3110 IF ERR=72 THEN PRINT"Drive Not Ready":GOTO 3180 
3120 IF ERR=73 THEN PRINT"Disk Write Protected":GOTO 3180 
3130 IF ERR=67 THEN PRINT"Disk Full":CLOSE:GOTO 3180 


3140 IF ERR-64 THEN PRINT"File Already Exists. 


Y/N)":GOSUB 2830:CLS 1:1F D-0 THEN RESUME 3190 ELSE 3170 
in";ERL:LOCATE 22,12:PRINT"END 


3150 WIDTH 80,25:LOCATE 20,10:PRINT"ERROR" ; ERR; " 
ADDRESS = X&H";HEX$(E):END 

3160 GOSUB 2870 

3170 CLS 1:1Е ERL=3190 ТНЕМ RESUME 3190 ELSE 3200 


";:СОҺОВ 6:PRINT"Are you sure ? ( 


3180 GOSUB 2870:CLS 1:1F ERL-3190 THEN RESUME 3190 ELSE 3200 


3190 KILL FILE$:CLS 1:GOTO 2660 
3200 1I$=CHR$(5 ) :RESUME 2620 


| BASC а УА NM はら "GEES お の | 


+8 
2E 
24 
68 
D2 
A7 


+9 SUM LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 SUM 

23 :ЕС 3000 4D 00 1E 74 00 A2 00 ВА 10 FE :49 

04 :5B 3100 04 79 9A 0B 45 А0 51 84 ОҒ FE :E9 

55 :65 3200 06 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :06 

08:70: ーーーー コ ニニ ーー エーー コ ニー ニュ ッ ピエ ニニ ニー デー デニ ニー ニョ ニニ デー ドニ 

34 :1D 57 79 B8 7F 45 42 51 3E 1F FC /38 

8С :5В 

49 :C8 

00 :AD 

00 :AF 

00 :BE 

85 /93 

6110 ЗЕ DO 48 38 50 24 20 CO 08 00 OF 18 78 04 38 02 :С8 
6120 48 10 70 20 OF CO 00 40 20 40 17 F0 39 08 4A 04 :ED 
6130 46 08 3A 30 02 00 1F 00 04 00 3F 88 04 08 04 30 :E4 
6140 03 CO 11 80 08 F0 OB 8C 7C 04 04 78 02 00 01 00 :E2 
6150 00 40 23 FO 24 4C 48 44 52 84 21 F8 00 80 02 00 :С0 
6160 01 FO 01 00 01 00 1F 00 21 CO 1F 30 07 80 00 00 :C9 
6170 08 EO 13 10 ІС 08 10 30 01 CO 10 20 08 20 10 10 :A8 
6180 10 10 08 20 00 40 07 80 07 CO 01 00 07 EO 08 10 :D6 
6190 33 08 04 88 03 FO 08 00 09 EO ТА 10 OC 10 18 20 :89 
61A0 68 24 08 38 07 CO 00 80 03 F0 0С 08 30 08 00 30 :82 
61B0 01 CO 08 00 08 70 ТВ 88 0С 04 18 04 68 08 08 FO :D8 
61С0 02 00 02 00 04 00 08 00 1F 04 20 84 40 78 00 00 :8F 
61D0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 
SUM A4 B4 5B C8 CF 88 64 08 69 40 TF 70 СА АС C3 Аб :В5 


START ADDRESS-6000 
END ADDRESS=61D5 
ENTRY ADDRESS=0000 


リス ト 4 “у/.БАТА01” 


LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 «9 SUM LINE +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 
1000 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :00 2000 ЕЗ 05 ВЕ 00 62 84 36 
1100 00 00 00 82 6С 29 CD БА 00 ЕЕ :CD 2100 55 31 D5 AE 29 9А 36 
1200 5E ІВ ЕВ 52 05 D5 OD АТ 98 39 :15 2200 СС 00 С2 5В FD DA СВ 
1300 00 E6 36 46 45 АА СТ ТА FE 73 :03 2300 А6 DC АС 82 ЗЕ СЗ 85 
1400 C4 00 77 80 СЕ ҒА 41 ED СІ ВА :FD 2400 4р 36 Е9 ЕА 95 28 37 
1500 66 D1 D9 12 6D AF 36 lA 9A B6 :DE 2500 BC 83 4A АЗ D8 67 EO 
1600 28 05 00 B0 F9 E8 D6 OE 04 OD :B3 2600 26 AC ТЕ 22 72 Bl F9 
1700 EO 00 97 00 98 СЕ DD 0В 02 ВО :77 2100 5B 00 9C 00 0С 00 F7 
1800 17 ЕВ A9 7С 08 2D 0A BE Fl OB :1D 2800 4D 4F 1C DB 0B EO 00 
1900 00 70 B8 40 36 4C 4B E5 CO 68 :42 2900 TE 00 93 00 AF 1C 00 
AT 2F 89 18 C1 80 20 CE A8 1B /49 FF C8 FF 15 6C ЕТ C3 
ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +Е *F :5М 
3E80 00 00 00 00 00 00 03 00 ЗЕ EO 08 00 1F 0С 67 FO :АС 
3E90 08 80 07 Е0 00 00 02 00 OF 80 02 40 OE А0 13 10 :23 
ЗЕА0 0С 60 00 00 00 00 10 40 10 20 10 10 0А 10 04 00 :2А 
3EBO 00 00 03 00 03 CO 0С 20 00 20 00 40 03 80 00 00 :D5 
3ECO 06 00 01 00 OF CO 03 00 0С 80 10 FO 00 00 04 00 :69 
3EDO ОҒ 20 04 10 OF FO 14 10 08 EO 00 00 08 80 OB EO :C1 
3EEO 3C 10 04 10 04 EO 04 00 00 00 00 80 13 FO ІС 88 :6F 
3EF0 12 88 11 FO 03 00 00 00 02 00 01 EO 01 00 OF 80:11 
SUM ТТ 98 24 00 28 50 3C 70 74 00 2B EO 56 AC B8 E8 :78 
ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F :5М 
3Е00 11 60 0Е 00 00 00 00 00 00 00 ЗЕ Е0 00 10 00 60 :0Е 
3F10 03 80 00 00 00 00 1E 00 61 86 00 78 00 00 00 00 :00 
3Е20 04 00 ЗЕ С0 04 40 ОҒ Е0 35 08 46 08 ТА 70 00 00 :ВВ 
3F30 20 00 20 10 40 08 44 0С 28 00 18 00 06 00 03 80 :B1 
3F40 0С CO 10 20 00 10 00 20 03 CO 07 00 00 80 ЗЕ CO :75 
3F50 01 00 06 00 1B 00 60 ЕС 04 00 04 30 ТЕ 0С 04 Е0 :24 
3F60 ЗЕ 18 44 08 3С 70 06 00 04 00 ТЕ 90 08 8С 18 84 :98 
3F70 30 80 67 00 10 00 OF 80 ЗЕ 70 07 80 08 80 40 00 :B3 
3F80 ЗЕ 80 00 40 01 80 06 00 18 00 0С 00 03 00 00 CO :6D 
3F90 20 40 23 ЕС 20 20 40 20 40 20 50 40 21 80 07 80 :37 
3FA0 00 70 00 00 00 00 20 00 ІС 00 03 F8 08 00 ЗЕ FO :DE 
3FBO 02 00 01 00 10 80 08 00 07 EO 08 00 08 00 08 00 :9А 
3FCO 08 04 08 08 04 70 03 80 00 80 ТЕ FE 06 80 09 80 :1F 
3FDO 06 80 00 80 07 00 08 40 08 ТЕ ТЕ CO 08 40 08 80 :ЕА 
3FEO 08 00 07 EO OF 80 01 00 07 FC ТА 00 02 00 02 00 :00 
3FFO 01 FO 04 00 06 00 ТС F8 08 10 10 00 11 00 60 FC :04 
SUM 2С DC 65 9C ЕС D8 DC 70 99 C8 ID 96 63 58 5F 30 :87 


START ADDRESS=3E86 
END ADDRESS-3FFF 
ENTRY ADDRESS-0000 


ADDR +0 +1 *2 *3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +А +В +С *D *E *F :5М 
6000 00 00 00 00 00 00 34 72 ВЕ 70 00 ЕЕ 70 02 10 BE :12 
6010 70 04 A6 80 A7 CO 31 ЗЕ 26 F8 35 72 39 34 72 BE :D3 
6020 70 00 FE 70 02 10 ВЕ 70 04 30 01 33 41 A6 82 AT :96 
6030 C2 31 ЗЕ 26 F8 35 72 39 04 00 2F FO 14 00 07 F8 :66 
68040 OC 04 10 18 03 EO 00 00 01 FO ТЕ 08 00 04 00 04 :9A 
8050 00 18 03 Е0 00 3С 1Е CO 61 80 02 00 04 00 04 00 :01 
8060 03 Е0 10 00 08 70 07 80 ІС 00 20 00 10 18 ОҒ Е0 :55 
6070 04 00 ТЕ 70 09 OC 10 80 13 CO 24 60 03 ро 00 00 :C1 
6080 21 80 20 78 40 00 42 00 51 80 20 ТС 00 80 20 80 :48 
6090 17 Е8 39 04 46 34 42 48 3C 3C 08 00 08 70 7D 88 :4D 
80A0 OE 08 18 E8 29 10 48 E8 00 00 OF FO 11 08 22 04 :BD 
60B0 44 04 48 08 30 FO 20 40 27 FC 20 20 40 20 41 EO :FC 
60C0 52 30 21 C8 00 40 ТЕ 20 08 30 10 28 20 24 10 CO :CD 
68000 OF 00 02 00 01 CO 04 00 04 00 03 30 20 8C 47 84 :84 
60Е0 00 00 00 00 OF 00 30 CO 40 38 00 06 00 00 01 FO :6E 
60F0 20 40 21 ЕЗ 40 20 41 EO 52 30 21 C8 ІС 80 03 EO :E4 
SUM С0 35 81 AA E4 F1 AA 4A CF 18 B4 AD CA 10 79 FF :83 
ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +В +С *D +E *F :SM 
6100 1D 00 03 EO OF 00 11 80 OF 60 07 80 19 00 02 10 :СІ 
152 Oh FM 1988-9 


ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +Á +В +С +0 +E +P :5М 
4000 41 D4 00 0С 73 ВЕ 66 74 FF D4 рс рт B6 B2 00 16 :E1 
4010 62 61 6E 6B FF ВТ DE DD BA B3 2C СІ AE BF DE ВЗ :65 
4020 CA DE BC AE 01 19 65 64 69 74 6F 72 FF CD DD BC :18 
4030 AD B3 ВС AC 2C CD DD BC AD B3 СІ AE B3 03 1A 61 :5A 
4040 73 73 65 6D 62 6C 65 FF ВІ C2 D2 D9 2C ВІ C2 CF :76 
4050 D9 2C B8 ро со сз D9 02 1B 61 6E 69 6D 61 74 69 :E9 
4060 6F 6E FF C4 DE ВЗ B6 DE 2C 2A ВІ C6 D2 ВО BC AE :7E 
4070 DD 2A 04 22 85 6D 6F 74 69 6F 8E FF B6 DD BC DE :54 
4080 AE B3 2C BC DE AE ВЗ СІ AE 2C B6 DD C4 DE ВЗ 2C :37 
4090 BA B3 CC DD 04 19 70 69 65 72 72 6F 74 FF 2A CB :2C 
40A0 DF B4 DB 2A 2C C4 DE B3 B9 D4 B8 BC AC 03 16 6D :4C 
40B0 69 6E 6B FF 2A DO DD B8 2C D0 DD B8 2A 20 C9 B9 :2D 
40C0 B6 DE DC 01 1E 63 72 65 61 6D 79 FF 2A ВВ D8 В0 :79 
40D0 D1 2A BC DE AE ВЗ C9 2C 2A B8 D8 BO D1 2A B2 DB :DD 
40E0 C9 01 17 6D 61 67 69 63 61 6C FF BC DD CB DF C3 :B4 
40F0 ВТ C5 2C CC BC ВТ DE C5 03 1A 70 61 73 74 65 6C :30 
SUM 69 53 1F CE 25 EA 49 12 17 57 14 4B 90 01 0р 81 :FF 
ADDR +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +В +С +D ЗЕ ЗЕ :5М 
4100 ЕЕ 2А СА DF BD СЗ D9 2С CA DF BD СЗ D9 2А С1 АЕ :Е2 
4110 B3 C9 02 2E 68 61 72 62 6F 72 FF 28 Вб BE DE 2C :CF 
4120 C5 ро 20 C5 C4 DE A6 20 CC BE B2 C3 DE B8 DA D9 :2A 
4130 20 СІ B9 B2 C6 20 B6 ВА CF DA С0 29 20 DO C5 C4 :AD 
4140 00 2B 6C 69 67 68 74 FF CB B6 D8 2C ВІ B6 D8 2C :32 
4150 B1 B6 D8 A6 20 C2 B9 D9 2C CB 2C CB A6 20 C2 B9 :88 
4180 D9 2C B6 D9 B2 2C B7 B6 DE D9 C5 00 12 73 Т4 6F :C3 
4170 72 79 FF D3 C9 B6 DE CO D8 2C CA C5 BC 02 ІС 66 :AD 
4180 61 73 68 69 6F 6E FF 08 AD ВЗ BA ВЗ 2C D8 AD ВЗ :8A 
4190 BA B3 BC C3 B2 D9 20 D3 C9 04 1C 6D 61 69 73 6F :6C 
41A0 6E 65 74 74 65 FF BC AE B3 BC DE AD ВЗ C0 B8 2C :DA 
41B0 B6 BC CD DE D4 04 20 6C 61 6E 64 6C 61 64 79 FF :5D 
41C0 BC DE AE BE B2 C9 20 B6 DD D8 C6 DD 2C B5 DD C5 :32 
41D0 BC AD BC DE DD 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 :EO 
SUM 4А DC 6D 59 9A 41 84 31 E8 28 9F A9 ТЕ D5 96 43 :01 


START ADDRESS-4000 
END ADDRESS-41D4 
ENTRY ADDRESS-0000 


FM サー クル ブロ グラ ム 


サー ビス の お 知ら せ 


富士 通 の 運営 する ユー ザ 親 睦 会 FM サー ク 
ル で は , 各種 ユー ティ リティ や 基本 ツー ル な 
どの プロ グラ ム , ある い は グラ フィ ッ ク グ ミ 
ュー ジッ ク デ ー タ や FM シリ ー ズ 情報 を ディ 
スク で 提供 する 「FM サ ー ク ルプ ログ ラム サ 
ービス 」 を 実施 し て いる 。 対象 は FM-7 , 77, 
AV シリ ー ズ な どの 8 ビッ ト 機 ユー ザ で , > 
ログ ラム や デー タ は 月 刊 ベ ペース で 提供 きれ る 。 

本 サー ビス で は , 当面 は 本 誌 掲載 の プロ グ 
ラム が 中 心 と な る が , 今後 は 提供 ゲロ グラ ム 
を 一 般 に 公募 する こと も 準備 され て お り , ゆ 
く ⑳〈《 は ユー ザ の ソフ トウ ェ ア 資 産 を 集め 配 
布 す る 場 と する こと が 考え られ て いる 。 

〔 申 し 込み 方 法 〕 

Oh/FM に 綴じ 込み の FM サー クル 宛 振 符 
用 紙 に , 住所 , 氏名 , 希望 の 号 の ナン バー, Ж 
数 , 振 替 金額 . メ ディ イア (3.5 イ ンチ 2 D ま た は 
5 イン チ 2D), サ ー ク ル 会 員 な ら ば 会 員 ュ コー ド 
を 書き 込み , 郵便 局 に て 必要 金額 を 振 b 込む 。 


(Же) 
25 boe E t lya š; 
E : 1, 500 円 
サー クル 会 員 : 1, 300 円 
発送 


第 7 号 は 9 月 10 日 発行 。 毎 月 10 日 発行 だ が . 


memorandum . 


発送 に は 受け 付け 後 7 一 10 日 ほど か か る こと 
が ある (振替 の 処理 に 郵便 局内 部 で も 1 週間 
ほど か か る )。 

Еге. а УЛ») 

マニ ュ ア ル は と くに 添付 し な い 。 プ ログ ラ 
ム の 使い 方 は , Oh / FM 掲載 の も の は , 該当 
月 の 本 誌 を 参照 し それ 以外 の も の は , ディ 
スク 中 に README” フ ァイル の 形 で 示 き れ 
る (LIST コマ ンド で 見 る )。 


GB 7 号 の 内 容 〕 

9 月 10 日 発行 の アロ グラ ム サ ー ビ ス 第 7 号 
に は , 富士 通 か ら 提 供 の も の の ほか Oh/ 
FM 掲載 プロ グラ ム 中 か ら 提 供 き れ , KOLL 
うな プロ グラ ム が 収録 きれ る 。 

〔 問 い 合 わせ 先 〕 

FM サー クル , お よび FM サー クル プロ グラ 
ム サ ー ビ ス に 関す る 問い 合わ せ は , FM サー ク 
ル 事 務 局 (〒135 東京 都 江東 区 東陽 4 - 1 -13 
東陽 モン トラ ルビ ル ん 富士通 OA 引 内 703 
615-4739 (НУ 9:30—17:00) £c, 

また , ブログ ラム の 内 容 を その他 に つい て の 
質問 は , Oh /FM 編 集 室 ( 谷 03-265-7998 H~ 
$ 16:00-18:00) まで 。 た だ し , 記事 の コピ 
ー サ ービス は 行わ な が い の で , バッ ク ナ ン バー 
が 必要 な 場合 は , 書店 に て ご 注文 くだ きい 。 


975 (9 月 10D 日 発行 ) p 
・8 色 グラ フォ ッ ク エ ディ タ GB-8 (88 年 ` 

9 月 号 ) ; des. 
・3D 対 応 レ イト レー シン グ ('88 年 9 月 号 ) 
ж BASIC 変 数 表示 ユー ティ リティ 


バッ ク ナ ン バー 
(第 1 号 ) ss 
*F-BASIC V3.0L €: > BASICT rA Б. 
レー シン グ を / :HGPLAY-HGEDIT 
—X ・BASIC 総 合 EDITORH 他 - 
* AV 用 デイ ジ タ ダイ ズ ジ グッ ソー 
(%25) š 
・ タ イニ ー カ リグ ラフ ・TELOP XO 
k ・ フ ァイル セレ クタ & 自 動 CLEAR 文 
付き ロー ダ ・7 用 スク リー ン エ ディ イタ D 
UET( OS-9 Ji ) fi 
* ネ HGPLAY 対 応 オ リ ジ ナ ル 音 楽 デ ー タ 集 
(#38) 
・BASIC ゲ ー ム 作成 パッ ケー ジフ ルセット 
※ ポ ステ レオ ミュ ー ジ ッ ク ボ ックス ドラ イ バ 
(845) 
・ オ リ ジ ナ ル RPG* STONE of DIETY’ 
・ 日 付け つき FEILES-- 式 ・ 日 本 語 通 信 カ 
ー ド 対応 NT-Ksys (OS -9 用 、 フ ァイル ュ 
ン バ ー タ 付き )  ・ 高 速 機械 語 入 カツ タール 
*DASWANI ※ サ イド レス オセ モロ 
(855) 
*FSTERM > ROBO-BATTLE ・ タ イ 
ニー イン タプ リタ AMI + Fu —3&74 
ス ア セン プラ — * ま か ん こ ( ゲ ー ム ) 
(#69) 
* D-ASM ・BAS-DUET & ASM-JOIN 
ネ ク ラ ッシュ ブロ ッ ク . 
(* 印 は 富士 通 提供 の も の ) 


一 FM サー クル より 
・ 発 送 遅 れ の お 詫び 
FM サー クル プロ グラ ム サ ー ビ ス は 毎月 


10 日 発行 で す が 。 発送 が 大 幅 に 遅れ , ご 迷 
惑 を むか けし て お り ま す 。 こ れ は , TAZ 


上 回 る 申し 込み 数 の た め , ディ スク の コピ 
—, お よび 発送 に 手間 ぼっ て いる も の で 
今後 は スム ー ズ に 進む よう シス テム を 改善 
じ て で てい さだ や と 考 ん で もり まず 

また , 発送 に は 今 の と ころ FM サー クル 
に て 受け 付け 後 7 10 日 ほ は どか か る よう に 
な っ て お り ま す が , 郵便 局内 部 で 振り 込ま 
れ て か ら 65FM サ ー ク ル に 書類 が 届く の に も 
1 週間 上 か か る 場合 が あり ます の で , 2 


の 点 ご 容赦 《 だ きい 。 
・ 点 数 券 で プレ ゼン ト を / 

FM サー クル プロ グラ ム サ ー ビ ス に 同封 
の 点数 券 で 記念 品 が プレ ゼン ト さ れ ま す 。 
内 容 は 。 キー ホル ダー (658, T シャツ 
( 8 点 )。 ス ポー ツタ オル (104), 
ンカ ー ド (12 点 ) が 予定 され て いま す (A 
数 券 は 2 年 間 有効 )。 
一 第 4 号 を ご 注文 の 方 へ 

FM サー クル プロ グラ ム サ ー ビ ス 第 4 号 
( 6 月 10 日 発行 ) を ご 注文 の 皆様 へ 。 収 録 
され た 「 日 付け つき FILES」 の プロ グラ ム 
- 式 の うち , 6 月 号 p.76 の リス ト 5 "STA 
RTUP? (日 本 語 通 信 カ ー ド 用 ハイ ブリ ッ ド 


テレ ホ 


V3.0J リ シス テム ディ スク スタ ー ト アッ プ ) 
が , 当 編 集 部 の ミス に よ ょ より, 全く 別 の ファ 
ДЕДЕ EN FE LA-EL 
わけ あり ませ ん 。 

Oh / FM 編集 部 (〒102 東 京都 千代 田 
区 九段 南 2 - 3 -26 井関 ビ じん ) 「FMC- PS 
担当 」 宛 に FM サー クル プロ グラ ム サ ー ビ 
ス の ディ スク を お 送り いた だ けれ ば , EL 
い ブ ログ ラム を 収録 し て 返送 いた し ます 
(郵送 費 は 切手 で お 返し いた し ます )。 

な お , 当方 に プログ ラム サー ビス の ディ 
スク を お 送り の 際 は , 万 一 の 事故 に そ な ぇ 
C, 必ず バッ クア デップ "を 取っ て お いて くだ 
きい 


° 
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① イ ー ス I 
IAVId 名 
(提供 : 日 本 ファ ルコ ム ) 
発売 され る や いな や 大 人 
気 の ア クシ ョ ン RPG。 $ 
べ て が バ パワー ツブ され だ 
内 容 は , 前 作 以 上 ビ プ ピ イ 
ヤー を 楽し ませ て くれ ます 。 


愛し て 作ら れ た , 白い 
ゲー ム の 途中 の コー ヒビ 


DRACO q 
Кесу 
PHANTASIE HI 
lici 


⑤FM サ ー ク ルキ 。 

ら 5 名 j 

先月 号 ( こ 引き 続い 

クル の キー ホル ダー。 f$ 

け じ ゃ な く て , バッ グ な ど [ 
Goode 


Oh/EM オ リ ジ ナ ル バ ッ グ 
10 名 


hi/FM 読 者 な ら 誰 も が 欲し く な る 特製 バッ 
Js OCT, 友達 に 自慢 し て くだ さい 。 


⑦Oh/FM オ リ 
т5# 


Oh/ FM 誌上 に 載っ 
ブ し て プレ ゼン ト 。 > 
今回 は ; リク エス ト の 多 カ 
で す 。 


Ñ S 7 Ж 
この ほか に , 抽選 に も れ だ ハガキ の 中 か ら 10 名 様 に 残 意 賞 と し て Oh / FM 8 月 号 ノ ー ト を 
プレ ゼン ト 。 この ノー ト , ちよ つっ とみ だ め に は Oh / ЕМ, 中 を 開く と 真 つ 白 と いう 特製 品 。 
プレ ゼン ト の 応募 万 法 は ,。 と じ 込 み ア ン ケ ー ト ハガキ に 郵便 番号 , 住所 ( 都 道 府 県 名 か 


Б), 氏名 , 年 齢 , プレゼ ント 番号 , アン ケー ト 内 容 を 記入 の うえ , お 送り ぐだ さい 。 締め 
切り は 9 月 15 日 , 当選 者 の 発表 は 11 月 号 (10 月 18 日 発売 ) の 誌上 で 行い ます 。 

な お , 公正 取引 委員 会 の 告示 に より , この 懸賞 に 当選 され だ 方 は, この 号 の ほか の 懸賞 
に 当選 で き な い 場合 が あり ます 。 
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ッ ク 。 パ ソコ ン 用 接続 コー ド 付 き 。 


| (提供 ) エス ピー エル ) 
SHOoRGScbfa Uc 
いる 11 用 の 増設 RS-232C 
カー ド 。 通信 ター ミナ ル ソ 
フト も 付属 され て いま す ° 


7 月 号 プ レ ゼ ント 当選 者 発表 


① サ イキ ッ ク ウ ォ ー 713% 
藤島 裕二 (Пат) - ЕЕРЕЕ (РВБ) A 
原 洋一 (福岡 市 ) 

БЕЗЕ2З 713% 
富田 浩史 (仙台 市 )・ 坂 本 剛 ( 取 手 市 )・ 吉 田 
悟史 (稲沢 市 ) 

⑧T シ ャ ツ 5&2 
植 地理 (帯広 市 )・ 渡 辺 敏 男 (横浜 市 ) ・ 本 多 
和 也 (刈谷 市 )・ 森 田 正 子 (奈良 市 )・ 四 方 学 
(京都 市 ) 

④⑳ ジ ャ ン ポ タオ ル за 
木島 悟 (長岡 市 ) ・ 岡 崎 敦史 ( 北 区 )・ 三 津屋 
晴彦 (大 阪 市 ) 

Oh/FM オ リ ジ ナ ル バ ッ グ 10 名 
長谷 部 貴之 (室蘭 市 ) ・ 小 口 博 ( 那 須 郡 ) ・ 村 
岡 健一 (練馬 区 ) - жка GERI) - 2+ 
直 貴 (小松 市 ) ・ 佐 々 木 英 人 (鳥取 市 ) ` R6 
川 貴 史 ( 福 井 市 )・ 前 林 幸 治 (長野 市 )・ 三 浦 
友和 (岡山 市 ) ・ 平 木 太 (熊本 市 ) 

Oh/ FM オリジナ ル ブ ロ グラ ム MSA 
熊谷 将 知 (柴田 郡 )・ 長 谷川 豊 (郡山 市 )・ 朝 
日 太一 (新治 郡 ) ・ 堀 俊一 (保谷 市 )・ 竹 中 一 
(泉南 郡 ) 

⑦0h/ FM ノー ト 10 名 
太田 久 真 (秋田 市 ) ・ 遠 藤 健一 (白根 市 )・ 出 
口 敏之 (佐倉 市 ) ・ 中 川 健一 (三島 市 )・ 渡 辺 
宏司 (瀬戸 市 )・ 西 浦 幸司 (広島 市 )・ 先 田 成 
伸 ( 松 山 市 ) ・ 鬼 谷 秀樹 (土佐 清水 市 )・ 甲 斐 
典 洋 (延岡 市 ) ・ 溝 上 雅人 (伊万里 市 ) 

以上 敬称 略 

※ な お , ご 当選 の 商品 は 諸々 の 事情 に より 発送 
が 遅れ る こと も あり ます の で ご 了承 くだ さ 

い 。 


New Products 
LV 


低 価格 MNP モ デム 
PV-A?400MNPA 


717013, 同社 の パソ ュ ン 通信 用 モデ ム 
PV シリ ー ズ の 最新 機種 し し て ,PV-A2400MNP 
4 を 発売 し た 。 

PV-A2400MNP4 は , CCITT V.21/V.22/ 
V.22bis と Bell103//212A に 対応 全 二 重 300/ 
1200 プ 2400bps の モデ ム で , 公衆 回 線 ZPBX 内 
線 に 接続 し て 使い , 自動 手動 発着 信 ほ も に 
で き , ヘ イズ 社 の AT ュ マ ンド に 準拠 し た 方 法 
で 制御 す る 。 高 速 通信 時 の 伝送 エラ ー 対 策 と 
LT, 米 マ イク ロ ュ ム 社 が 開発 し た モデ ム 間 
の 通信 手順 MNP (Microcom Networking 
Protocol) を 採用 し て お り , エラ ー を 検出 す 
る と 自動 的 に 再送 する 。 こ れ に よ b, МЕУ 
フト は 従来 の まま で デー タ の 信頼 性 を 上 げ る 
こと が で き , さら 6 に 実効 伝送 速度 を 上 げ る こ 
と が で き る ( 約 120%)。 従来 の MNF 未 対応 モ 
デム と も 接続 可能 。 MNP 対 応 以外 に も , 不 揮 


ワー ブロ 専用 機 


パー ソナ ル OASYS 
ニニ ュー ラインナップ 


富士 通 帆 は パー ソナ ル ワ ー プ ロ の ライ ン ナ 
ッ プ を 強化 する た め , 文書 作成 機能 ほし グラ フ 
ィ ッ ク 機 能 を 強化 し た 0ASYS 30АЕШ //305Ғ 
II Z Lite F・ROM11D プ Lite F・ROM11 L 文書 作 
成 用 の 低 価 格 機 0ASYS Lite F・ROM10S の 5 機 
種 を 発売 し た 。 

ЗОАЕШ (X, 高 輝度 バッ クラ イト 付き 液晶 (40 
字 X21 行 ) の トラ ンス ポー タプ ブル 機 。 作 成 可 
文書 容量 が 増え , 複数 文書 の 同時 作成 が で 


BICAN 72. ЯШ PRO ^— FX л 2 Little S4 の 容量 は .。 
EU (1845М94 FC UE, お 詫び する と と も に 訂正 いた し ます 。 


高 性 能 ジ ョ イス ティ ッ ク 
G-7TURBO 


各種 電子 機器 メー カ の シグ マ 電 子 は , 同社 
で 製造 し て いる 業務 用 ゲー ム 機 の パー ツ を 流 
用 し た ホビ ー 用 ジョ イス ティ ッ ク も 作っ て お 
り , 一 部 マニ ア の 間 で は 非常 に 高い 評価 を 受 
け て いる が , 今 回 その 新型 と し て G-7TURBO を 
発売 し た 。 こ れ は , 接続 ケー ブル を 変換 する 
だ けり て 7 パタ コン や ンカ ミュ ユン に セグ マス メ タリ 
ー シ ス テム , PC エン ジン , 業務 用 ゲー ム 機 に 
接続 でき る も の 。 トリ ガー が 3 つ あ る の が 特 
SC, 2 つ し か 使わ な い パ ソコ ュ ン ゲー ム で は 。 
af, 7 の 好き な 組み 合わ せ を 選ん で 使う こと 
が で きる 。 も ちろ ん 連射 機能 も 付い て お り , 
連射 速度 調整 や 自動 連射 も 可能 。 サ イズ は ョ 
п30х タテ 19cm。 

Off : 11,000 円 (本 体 + す パッ ュ ン 用 接続 ケ 
ー ブ ル ) 

⑨ ぐ 問い 合わ せ 先 : シグ マ 和 電子 (5673-05) 
県 三木 市 志染 町 広野 5-293 石田 どん 1F 
1207948-4-0476) 


発 性 メモ リ へ の 各 設 定 値 の 記憶 や , 自動 回 線 

イコ ライ ゼー ショ ン 機 能 等 の 各種 の 機能 を も 

= 

価格 : 46,8001] 

〇 問い 合わ せ 先 : アイ リ 幌 特 機 営業 部 門 営業 
企画 室 (T10 東京 都 台東 区 池之端 1-2-11 
703-827-3620) 


きる よう に な り , 長文 作成 に 便利 な アウ トラ 
イン プロ セッ サ 機 能 メモ スケジュ ー ル 管 
理 等 の セク レタ リ 機 能 。 画像 の 作成 修正 を 
する ドロ ウツ ウ 機能 が 追加 され た 。 

30SF II は ,12 イ ンチ ペー パ ホ ワイ ト CRT の 


追加 し た 低 価 格 機 。 
価格 SS 
ЗОАЕШ : 228,000] 30SFII : 198.000 円 
F:ROMIID : 138,000] Е-КОМ11: 128,000H] 


コン パク ト デ ス クト ッ プ 機 で ,30AF 四 と ほぼ OASYS ЗОАҒШ Eon 
同等 の 機能 を も つ 。 OM Abe , 
F・ROM11D/11 は , バッ クラ イト 付き と 反 — P 9 Léa 7 2 
射 型 の 液晶 (40 字 x10 行 ) ポー タプ ブル 機 。 作 — =Q | ре МЧ ee 
成 可能 文書 容量 が 増え , メモ 機能 と ドロ ウッ 機 E 
z 100 東 京都 千代 田 
能 が 追加 され た 。 
区 丸の内 1-6-1 
F・ROM10S は 作 i 
sa 丸の内 モン ター 
成 可 能 文書 容量 を Р 
増やし , メ キモ 機能 を RG 
? F 3211) 
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New Products 


項目 内 容 

① ジ ャ ン ル 

② 機 種 (0S) 

③ メ ディ ア ・ オ プシ ョ ン 
④ 価 格 

⑤ 問 い 合 わせ 先 


機種 表示 

[7]: FM-7.NEW7,77,77AV/AV20/AV20EX/AV40/AV40EX 
[L4]: FM-77 十 400 ラ イン カー ド , 7714 

[CAV |: FM77AV/AV20/AV20EX/AV40/AV40/AV40EX 

MO : FM77AV40/AV40EX [i1]: FM-11 

[B]: FM168 [Z]: FM167X [R3]: FMR-30 


[85]: FMR-50  [R6]:FMR-60 [R7]: FMR-70 


: オー ディ オカ セッ トド デー ニブ 

・ マ イク ロカ セッ ト テ ー デ プ 

: 3.5 イ ンチ 両面 倍 密 度 デ ィ ス ケッ ト (320KB) 

: 3.5 イ ンチ 両面 倍 密 度 倍 ト ラッ ク デ ィ ス ケッ ト (640KB) 
: 3.5 イ ンチ 両面 高密 度 倍 ト ラッ ク デ ィ ス ケッ ト (1MB) 
: 5 イン チ 両 面 倍 密度 ディ スケ ッ ト (320KB) 

: 5 イン チ 両 面 高 密度 倍 ト ラッ ク デ ィ ス ケッ ト (1MB) 

: 8 イン チ 両 面 倍 密度 ディ スケ ッ ト (1MB) 


UD-CACHE 


DISBAS 


① デ クキ ポッ シュ ミポ ライ パ 

@ [mlle] (05-9/68000) 

③5HD・68000 カ ー ド 

④16,000 円 

⑤ 績 エー・ ア ー ル ・ ケ ー・ コ ー ポ レー ショ ン (〒 
335 埼玉 県 戸田 市 新曽 1021 フ ラ ワ ー ハ イツ 
205 容 0484-45-9020) 

OS-9/68000 用 の 汎用 ガ ィ スク キャ ッシュ ドラ 

イ バ 。 フ ロッ ピ ィ や ハー ド デ ィ スク の 内 容 の 

一 部 を メイ ン メ モリ 中 の バッ ファ に 置き , 7 

クセ モス 速 度 を 大 幅 に 向上 る せる 。 め ん どう な 

シス テム ジェ ネ レ ー ト が いら ず , 簡 単に 起動 ン 

停止 で きる の が 特徴 。 


漢字 成績 管理 


F-BASIC V3.0 (ディ スク ) 用 の 漢字 対応 
の 成績 管理 ツウ フト で す 。17 ク ラス , 16 科 目 , 
1 クラ ス 52 名 , 1 学年 750 名 まで 処理 で き , た 
と えば 5 クラ ス 5 科目 な ら 2D デ ィ ス ク 1 枚 に 
37 回 分 の 試験 結果 を 記録 で きま す 。 EJIRE 
は , 出席 番号 順 プ 学年 上 位 順 成績 一 覧 , 度数 
分 布 表 , 個人 別 年 間 成 績 カー ド 等 約 20 種 類 で 
す 。 生 徒 名 を 始め すべ て の 項目 に 漢字 が 使え 
る の が 特徴 で , 入力 は 縮小 漢字 表示 の 画面 で 
熟語 変換 で 入力 で き , 出力 は 漢字 デリ ンタ 以 
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① 逆 BASIC コ ン パ イラ 

@[3|[в5][в6][в7] (MS-DOS) 

③5HD・ (18]50 : 要 増 設 RAM) 

④148,000 円 

⑤ 直 シス テム サー ビス オフ ィ ス 6809 (T030 
青森 県 青森 市 中 央 1-1-14 容 0177-73-6809) 

F-BASIC86 コ ン パ イラ に よっ て 生成 され た オ 

プ ブ ジ ェクト を ソー ス に 復元 する 逆 コ ン パ イラ 。 

BASIC の すべ て の 命令 を サポ ー ト し て お り , 

1 本 あたり 20 一 40 秒 で 復元 で き る 。 復元 し た 

ソー ス は 再 コ ユン パイ ル し て 実行 で き る 。 クロ 

スリ ファ レン ス を 出力 する ユー ティ リティ ヒ と 

し て も 使用 可能 。 


88 年 版 駅 す ば あ と 


① 電 車 路線 網 エ キス パー トシ ステ ム 

@ [R 5| (MS-DOS) 

③5HD・ プ リン タ 

④27,000 円 

⑤ ヴ ァ ル ソフ ト 販 売 帆 (151 東京 都 渋谷 区 
代々 木 2-7-4 天 間 ビル 容 03-370-0547) 

首都 圏 電 車 網 乗 継ぎ 案内 エキ スパ ー ト シス 

テム の '?88 年 版 。5 月 18 日 の 私 鉄 運賃 改定 と そ 

の 前 後 の ダ イヤ 改定 の 情報 を 反映 し て いる 。 

機能 は 旧版 同様 , 東京 50km 固 内 で の 移動 所 要 

時 間 , 乗り 換え 回 数 , 経路 図 等 を 割り 出す も 

の 。 旧版 の バー ジョ ン ア ッ フ サー ビス も あり 。 


ハウ ス ・ ブ プラ ン ニ ング 


① マ イ ホ ー ム 設計 ユー ティ リティ 集 

②[g][R 5][R6] (MS-DOS) 

⑨③5HD・( マ ウス ) 

④12,800 円 

(S 334473 y 2. (〒151 東京 都 渋谷 区 代々 木 
1-37-1 ぜ ん らく ビル 容 03-375-3401) 

マイ ホー ム 設 計 用 の ユー ティ リティ 3 本 セッ 

bo 1 つ は 住宅 設計 の 基本 た と な る 間取り 図 を 

作成 する 簡易 CAD。 も う 1 つ は , 間取り デー 

A を 元 に 立 面 図 や パー ス 表 示 を 行う 3D グ ラフ 

ィ ッ クツ ー ル で , 残り は 各種 住宅 ロー ン を 使 

っ か た 返済 計画 を 立て る た め の マ ル チ ロ ー ン 計 

算 ツ ー ル 。 


お すそ 分 け --2- 


外 で も 大 丈夫 で す 。 ま た 漢字 ROM が な (て も 
作動 し ます (も ちろ ん あっ だ ほう が 動作 が 速 
い )。 ご 希望 の 方 は , 漢字 ROM の 有無 と メデ 
47 (3.52D, 52р) を 明記 し , 4.800 円 ( マ 
ニュ アル ユ コピ ー オ 製本 代 2,500 円 、。 デ ィ イス ケッ 
К 送料 十 梱 包 代 1.480 円 , 各種 連絡 用 郵便 代 
手数料 820 円 ) の 定額 小 為 替 を 同封 し て 下記 
まで ご 連絡 くだ きる い 。 
7871 大 分 県 中 津 市 万 田 566-6 松永 兼 幸 
容 0979-24-2639 
* * * * * * * 
一 自作 ソフ ト を お すそ 分 けし た い , と いう 方 


と の コー ナー は 売り物 に する ほど で は 
な いけ ご ど 。- ち よっ を 使え る お ま 製 ソフ ト 
を お 互い に 融通 し あう だ め の 伝言 板 で す 。 


(à, ① ソ フト の 内 容 (1 一 50 行 に まとめ て ), 
@ 対 応 機種 (必要 な オプ ショ ン も ), ③ 連 絡 先 
(郵便 番号 , 電話 番号 も 忘れ ず に /), ORL 
込み 方 法 (な る べく 「 空 メデ イィ ア 十 重量 分 の 
切手 付き 返信 用 封筒 を 同封 」 の 形式 で ,. マニ 
ユア ルコ ピー 等 で 経費 が か か る 場合 は 何 に 何 
円 か か る の か 明細 を 必ず 明記 し て くだ さい ) 
を 書き ,「 お すそ 分 け コ ー ナ ー」 まで お 送り く 
だ さい 。 

また , パソ コン 通信 等 で の お すそ 分 け ソ フ 
ト 一 覧 の ご 紹介 も 歓迎 し ます 。 

な お , 音楽 プロ グラ ム に つい て は , 原 曲 の 
著作 権 の 問題 が あり ます の で , と くに ご 注意 
< JS Us 


ロゴ 大 賞 懸賞 論文 募集 


中 高生 ソフ トウ ェ ア ・ ア イデ ア ・ コ ン テ ス ト 


1 つ は 神奈 川 新聞 社 主催 , 富士 通 プ 日 電 ほ 
か 協賛 の , 第 5 回 ソフ トウ ェ ア ・ ア イデ ア ・ 
コン テス ト 。 神 奈川 県 在住 在学 の 中 学生 ン 
高校 生 を 対象 > し し た コン テス ト で , ゲー ム の 
スト ー リ ー や 教育 家庭 用 ツ フ ト の 仕様 等 の 
アイ デア 部 門 , ゲー ム ノ 音楽 デ ゲロ グ ラム ン C 
G ン 実用 ウフ ト 等 の プロ グラ ム 部 門 に つい て 
募集 する 。 締め 切り , 9 月 30 日 (当日 消印 有効 )。 
© 問い 合わ せ 先 : 神奈 川 新聞 社 事 業 局 (〒231 


実費 交換 サー ビス 


パ ツ ユン 関連 の コン テス ト が 2 件 行わ れる 。 


神奈 川 県 横浜 市 中 区 太田 町 2-33 囚 045-311- 

5561) 

も う 1 つ は , 産業 工学 研究 所 主催 , ロゴ ジ 
ャ パン 協賛 の 。 ロゴ 大 賞 懸 賞 論文 募集 。「 ュ コン 
ビ ピュー タ は 人 間 の 学習 の あり 方 を どう 変え る 
D コン ピュ ー タ 教育 に 関 

る 論文 を 求め る 自由 部 門 に つい て 募集 する 。 
Mis 9, 9 月 20 日 (当日 消印 有効 )。 
問い合わせ 先 : 産業 工学 研究 所 CT150 Ж 

京都 渋谷 区 神宮 前 5-41-6 7%03-498-1571) 


冨士 通 帆 の ツ ソフトウェア レベ ル ア ッ プ サ ー 
ビス に , FMR 用 FM 秘書 V1.1 等 の 下記 の 品目 
が 追加 きれ た 。 

この サー ビス は , レベ ル ア ッ プ 対 象 ソ フト 
の 従来 版 を (機能 追加 な どの 改良 や 障害 の 修 
正 を 行っ だ た) 最新 版 と 交換 する も の で , DE 
士 通 プラ ザ へ 持参 し て 交換 する 方 法 ほ と, @ 
送 で 富士 通 ツ フト ウェ アセ ンタ ー に 送り 変換 


FM 秘書 V1.1 等 4 種 レ ベル アッ プ 


する 方 法 の 2 と な りあ る 。 い ずれ の 場合 も 従 
来 版 オ リ ジ ナ ルフ ロッ ピ ィ が 必要 。 郵送 の 場 
ез, さら に 専用 の 申込 書 が 必要 で , ГЕМ? 
ォ ー ラ ム 」「FM シ ャ トル 」 綴 に 込み の も の を 
使う か , 同 モ ンタ ー に ハガキ で 請求 する 。 
⑥ 問 い 合わ せ 先 : 富士 通 帆 パー ソナ ル シ ス テ 
ム 事 業 部 ツ ソフ トウ ェ ア ャ ンタ ー (T206 X 


jw -DOS V3.1 


対応 : R50S。 

型番 : B284L100, 

レベ ル : 従来 版 L21 — 最新 版 L22。 

期間 : 1988 年 8 月 22 日 一 1988 年 11 月 末日 。 

窓口 セン ター, プラ ザ 。 

:4,200 円 

: OAK の JFF 拡 張 漢 字 ド ライ ッッ ヾ V1.1 L11 対 応 。 
VDI に ビデ オ 切 り 換 え モ ー ド を 追加 。 


@FM 秘 書 V1.1 


対応 : R70/60/50/30/30BX/30H X/50S, 

型番 : В283Е050, B285E050。 

レベ ル : 従来 版 L10 — 最新 版 L20。 

期間 : 1988 年 9 月 1 日 一 1988 年 12 月 末日 。 

窓口 : セン ター。 

料金 : 7,200 円 

概要 : FM 秘書 環境 (文書 , メモ ) の 継承 ユー ティ 
リティ の 追加 。 文 書 管理 の 強化 。 連 続 用 紙 へ 
の 印刷 を サポ ー ト 。R70/60 で も 縮 ジ 小 印刷 が 
可能 。 JIS7 ビ ッ ト 系 ホス ト の アク セス の 修 
正 。 マニ ュ ア ル 付 き 。 

@FB680 エ ミュ レー タ V1.1 

対応 : R50S。 

型番 : B284M050。 

レベ ル : 従来 版 L20 — 最新 版 L30。 

期間 : 1988 年 8 月 22 日 一 1988 年 11 月 末日 。 


8 月 号 に 掲載 し た 、 


は 4,200 円 で し た 。 お 詫び する と と も に 証 正 いた し ます ( 富 


富 上 通 レ ベル アッ プ サ ー ビ ス の JEF 拡 張 漢 字 ド ライ バ の 料金 は 。 


京都 稲城 市 大 丸 1405 7%0423-78-3695) 
窓口 : モン ター。 


料金 : 6,200 円 


概要 : エ ミュ レー ショ ン 画 面 の FM プリ ンタ へ の ハ 
ー ド コピ ー を サポ ー ト 。 レ ー ザ ビー ム フ " リ ン 
タ (FMLBP111) を サポ ー ト 。JEF ュ ユー ド 
と 83JIS ュ ユー ド の 非 互換 部 分 の 対応 (JEF 拡 
張 漢字 ドラ イ バ が 必要 )。 マ ニュ アル 付き 。 

・F6680 エ ミュ レー タ V1.1 L30 の 動作 に は , 
次 の ソフ トウ ェ ア が 必要 。 日 本 語 MS-DOS 
V3.1 L22。 通 信 タ スク モニ タ (CPMGR) 
V3.1 L12。DSLINK ドライバ V1.1 L12(D 
SLINK 接 続 時 の み )。JEF 拡 張 漢字 ドラ イ 
バ V1.1 L11 EF 拡張 漢字 の 使用 時 の み )。 


@DSLINK ド ライ バ V1.1 


対応 : R50S。 

型番 : B284M700 

レベ ル : 従来 版 L11 — 最新 版 L12。 

期間 : 1988 年 8 月 22 日 一 1988 年 11 月 末日 。 

窓口 : モン ター。 

料金 : 3,200 円 

概要 : ノー ド 番 号 (論理 アド レス ) に 対す る ノー ドア 
ドレ ス (物理 アド レス ) ОНЕ (2 バイ トー 
6 バイ ト )。 F6680 エ ミュ レー タ の ホス トマ 
シン と の LAN (DSLINK) 直結 対応 。 ハー 
ドウ ェ ア の 状態 チェ ッ ク 等 を 行う た め の ユ ー 
ティ リティ コマ ンド を 追加 。 

: DSLINK ド ライ バド V1.1 L12 の 動作 に は 。 通 

信 タ スク モニ タ (CPMGR) V3.1 азай 


注意 


注意 


iE L 4 
用 ソ フト ウェ アセ モ ンター)。 


猫 と コン に ュー タ 


姉妹 誌 Oh MZ 5& 
載 さ れ た 同名 エッ セイ 
を 再編 集 し た も の 。 家 
庭 の 主婦 で ある 著者 が , 
獲 の ホン ニャ ア と と も 
に くり ひろ げ る パソ コン 崩 険 記 。 年 季 の 入 
っ だ バツ ユン ユー ザ の 夫 に 一 人 息子 の ト オ 
AB, そし て 著者 自ら も キー ボー ド を た た 

コン ピュ ー タ が 侵入 し て きた 家 

庭 の 中 が , あく まで 自然 に 。 そし て 生き 生 
き と 描 写 $ さ れ て いる 。A5 判 224 ペ ー ジ 。 
高沢 恭子 著 , 日 本 ツ フ トバ ンク 刊 。 定 価 
1.200 円 。 


803867023 
イン テル の 80386 開 
発 ス タッ フ が 書い た 解 
説 書 。80386 な よび 80387 
の 命令 と , メス モリ 管理 , 
マル チタ スク , 例外 処 
理 , デバ ッ ク 等 に つい 
て プロ グラ ム 実 例 付 き т 
で 詳細 に 解説 し た プロ グラ マ 向 け の 一 冊 。 
B5:8687^$ — 7. J.H.Crawford// P.P.Gelsin 
регй, 岩谷 宏 訳 , 工学 社 刊 。 定価 3,500 円 


= 


HPG プ レイ 
ヤー ズ ガ イド 
ファ ンタ ジー 系 RPG 
= 登場 する 主要 キャ ラ 
クタ に つい て の 特徴 や 
性 格 を , 職業 別種 族 
別に 解説 し な 一 冊 。RPG 
を より 雰囲気 を 出し て 遊ぶ た め に 便利 
A5 判 189 ペ ー ジ 。 市川 定 春 著 , 新紀元 社 刊 。 
定価 1.500 円 。 


ルン リョ キン テー タク 
ベー ス 電 話 帳 


国内 外 の 主要 オン ラ 
イン デー タダ ベー ス の , 
рЫ. SE 
ス 体系 。 収録 データ 概 
X 取り 扱い 業者 名 等 
を まとめ た だ, アク セス ガイ ドブ ッ ク 。B5 判 
216 ペ ー ジ 。 マイ コン BASIC マガ ジン 編集 
部 編 , 電波 新聞 社 刊 。 定 価 1.500 円 。 


バン コ > 
DU 
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隊員 A 「 隊 長 , 今回 の 水曜 日 は も う 決 まり 
З 7? 

隊長 「 ば ずっ 」 

隊員 A「 た だ っ, も う 。 い き な り 叩く ん だ 
か ら 」 

隊長 「 私 の 後ろ か ら 足 音 を 忍ばせ て 近寄る 
ん じゃ な い 」 

隊員 B「…… あ の 一 , 隊長 。 あ まり 言い た 
く は な いん で す が , 最近 水曜 日 の プロ グラ 
ム へ の 導入 の し か た が ワン パタ ー ン 化し て 
ませ ん ? どう せ そ れ で ゴル ゴ 13 だ か ゴル 
ゴ ・ コ バ ヤ シ の レイ トレ ー シ ン グ だ か に つ 
OA ONE AT し よっ た 

隊長 「 げ げっ , スナ イ パ ー は 居所 を 見 破 ら 
УӘ bebo tv 

隊員 B「 は い は い , で すか ら , 早く プロ グ 
ラム の 紹介 し て くだ さい 」 

隊長 「…… 隊 員 B っ て , 昔 , 副 委員 長 か 何 
か や っ て て 。 ホ ー ム ルー ム で 『 誰 それ 君 が 
掃除 を せ ず に 帰る の は いけ な いと 思い ます 』 
と か 『 座 それ る ん が 花壇 に 入っ て いた の は 
い ば な い 8 思 いま す 』 と か いっ て , 先生 に 
対し て は いい 子 ぶ っ て , 実は ネチネチ と 人 
を いじ め る タイ プ だ っ た だ た でしょ 」 

隊員 A「 ほ ーー っ , な ん だ か ずい ぶん 暗い 過 
去 を 背負 っ て る みた いで すね , 隊長 」 
隊長 「 う うっ , と も か く , 今回 は , あの ゴ 
ル ゴ ・ コ バ ヤ シ の レイ ト レー シン グ の 水曜 


で ある 」 
っ て いう の は , どう いう 


バー ジョ ン , か な ? 
隊員 B「 か な ? 
к са て) 
隊長 「 ほ とり あえ ぇ ず , 届い た 原稿 を 読ん で み 
る の だ 」 


DVI- IIP 
レイ ビレ ー シ ン グ 


レイ トレ ー シ ン グ を ご 存 知 で すか ? v 
イト レー シン グ と は , オプ ジェ クト (物体) 
の 形 や 属性 (反射 率 な ど で す ね ) を 3D で 
設定 し て , 光源 を 決め て , 計算 で 絵 を 描く 
ん で し た ね 。 しかし, 複雑 な 絵 を 描こ うと 
する と ベク トル が どう の の が どう の と や っ 
か いな 数 学 記号 を 理解 し な く て は な ら ず 
お まけ に パソ コン で は 数 十 時 間 以 上 も か か 
みて し まい Борас егт, 
今回 は , その 原理 を 応用 し て , 小 規 模 な プ 
ログ ラム を 作っ て み ま し た 。 マシ ン 語 を 使 
用 し て いる の で , 20 分 も あれ ば OK で す 。 

ォ オブ ジェ クト の 位置 や 属性 は プロ グラ ム 
中 に 指定 し て ある の で , パラ メー タ な ど を 
ユー ザ が 気 に す る 必要 は あり ませ ん 。 リ ス 
ト 1 の BASIC プ ログ ラム と リス ト 2 の マ 
シン 語 プ ログ ラム を 打ち 込ん で , それぞれ 
セー ブ し だ た うえ, リスト 1 を RUN の し て 
(NS US 


ESOL LOZA ATRE s 
ん 重要 な 注意 事項 が あり ます 。 計 算 中 は , 
絶対 に モニ タ を 消し て お いて ほし い , to 
うこ と で す 。 な ぜ か っ ? っ て 聞か れ て も 
ー ロ で は 説明 で きま せん が , 消し て お か な 
いと ちょ っ と まず いこ と が 起こ る ん で す よ 
ね 。 ですから, 計算 に 入っ た ら 必 ず モ ニタ 
は 消し まし ょ う 。 間違っ て も モニ タ を 付け 
っ ぱな し に し て , 画面 に と きた ま 表 示さ れ 
る 文字 を 読ん だり し て は いけ ませ ん 。 そし 
т の LED が 点滅 (計算 ) し て いる 間 は , 
くれ で れ も モ ニタ の 電源 を 入れ な いよ うに 
Lc So, 

ж ж ж 
隊員 A 「 こ の 計算 中 は モニ タ を 消し と くっ 
TOR E WC Ae E ? i 
隊員 B「 何 か 危な いも の を 感じ ます が 」 
隊長 「 モ ニタ の 後ろ か ら 足 音 を 忍ばせ て 近 
づけ ば わか る の だ 。 ふっ ふつ っ ふ 」 
BAB ПКЕ, 自分 が 知っ て いる こと を 
まわ り の 人 に 教え て くれ な いか らい け な い 
と 思い ます 」 
隊員 A ЖЕН, モニ タ を 消し て ね と いう 
但し 書き の ある プ ブログ ラム を モニ タ を 付け 
っ ぱな し に し て 見 て い だ た から いけない と 思 
いま す 」 
隊員 B「 思 いま あす 」 


1000 ' "YASINOKI" 


1010 ' 
1020 ' ges Жак шй ды qme 
1030 ' 2 ログ ニラ マカ ー 
1040 ' 


1050 SCREEN 61 


n 


ER Чыр улл с 


By EXPANZER ト " ラ ス ヒ °・ ケ ンチ ャ シ 


1080 CLEAR ,&H5FFF:LOADM"YASI.M":CONSOLE ,,,,1:CLS:POKE &H602B,0 


1070 FOR 1=0 TO 500:PRINT" エ ッ ト ー イマ 514929 53742"; 
モニ ター ヲ ケシ テク クタ" サイ "5: 


1080 COLOR C:PRINT" 


с 


:С=1+1 Y 35:POKE &H6235,C 
ВЕЕР 1:ЕХЕС &H6000:BEEP 0:NEXT:COLOR 7 


1090 DEF FNN=INT(RND*5 ) -2 :ON INTERVAL GOSUB 1510:INTERVAL 1:INTERVAL ОМ 
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DEF FNX= INT(RND* 3 2 0 ) : DEF FNY= INT(RND*120 ) : DEF FNL=INT(RND*6 ) 

DEF FNZ=INT(RND*80 )+120:DEF FNM= INT(RND*4 ) : DEF FNS=INT(RND*7 ) -3 
LINE(0,120)-(320.200),PSET,[32,16,196] ,BF 
PAINT(0,0),[255,160,255],[32,16,198]:GOSUB 1520 

FOR J=208 TO 255 STEP 4:FOR 1=0 TO 2 5 0 :X=FNX*(RND+ 。 4 ) : マ =FNY*(RND+ 。1 ) 
LINE(X,Y)-(X+FNL,Y),PSET,[J,J,J]:NEXT 1,J2:GOSUB 1520:F-1:GOSUB 1520 
S=3:K=0:FOR Ү-130 TO 180 STEP 10:IF Y=170 THEN GOSUB 1220:Y=170:S=8:K=20 
FOR X-0 ТО 319 :YS-FNM 

YY-Y*SIN(K*3.14/180) *S:LINE(X, YY*YS) -(X+FNM* 1 .5 ,YY+YS ) , OR, [128,128,B] 
B-(INT(RND*34)*30)*4:G-RND*3*3:K-K*1.7:XX-FNX:YY-FNZ:IF K>180 THEN K-0 
IF Ү<170 THEN FOR I-0TOI:LINE(XX,YY)-(XX*FNM, YY),PSET, [G*100,G*90,B] : NEXT 
NEXT:8-8*2.5:K-FNY:NEXT:GOTO 1540 
CIRCLE(140,175),70,[48,80,32],.5,.55,.95, F:BB-32:R-0:B-0:GOSUB 1520 

FOR 55-25 TO -14 STEP -9:XX-90:FOR X-70 TO 210:Y=160+COS(XX*3.14/180)*SS 
IF SS<-8 THEN R=30:QG=45 :B=RND*20+35:XX=XX+ 1 。 3 :X=X+ 1 ELSE G- INT(RND*2 0 ) «BB 
LINE(X+FNS ,Y+FNS ) -(X+FNS*3 ,Y+FNS*3 ) ,PSET, [G*4+25-BB,R*4+32,B*4+321 
XX=XX+1.3:NEXT:IF SS=25 THEN GOSUB 1280:МЕХТ 

BB=BB-4 :NEXT:GOSUB 1520:GOTO 1430 

RR-8:K-0:8-8:FOR Ү-143 TO 40 STEP -。7:R=INT(RND*20)+25 
XX-COS(K*3.14/180) *S:CIRCLE(130*XX,Y) ,RR, [120,R*4,90],.5 

х= INT(RND* (RR*8) ) -(RR+8 ) /2+130+XX:R=INT(RND*20)+35 

LINE(X+FNN ,Y+5 ) -(X+FNN,Y+FNN ) , PSET, [150,R*4,102] 

C=C+ 1 : IF С-1 AND Y>120 THEN 1300 ELSE IF С-2 AND Y>100 THEN 1300 

C=0 :RR=RR- . 0 3 9 :K=K+ 2 :NEXT:R=0 :RETURN 
X-125:Y-40:SX--18:8TY-.03:C-15:R-175:H- 0:GOSUB 1390 
X-124:Y-40:8X--13:STY- .1:C-10:R-155:H- 0:GOSUB 1390 

X-128:Y-4T:8X-- 7:5ТҮ-.28:С-15:В-185:Н- 0:GOSUB 1390 

X-126:Y-47:SX- 11:8TY-.15:C-10:R-175:H--8:GOSUB 1390 

Х-140:Ү-52:5Х- 11:STY= .1:C-15:R-180:H--8:GOSUB 1390:R-R1:RETURN 
ST-(SX«0)-(SX»0):FOR XX-X TO X«SX STEP ST:Y=Y+SY:SY=SY+STY : I =FNM 

FOR I-0 TO 8:X2=SY*5+H*SY:Y2=SY*6 

LINE(XX*FNN,Y*FNN)-(XX*X2,Y*Y2) ,PSET, [80* (C* I) £4, R-«(FNN*4) ,50*(C*I)*4] 
NEXT:NEXT:SY-0:RETURN 
X-RND*15*«128:Y-RND*3*32:SX-RND*5-2.3:RD-120:S-RND*2049:CHK-CHK-*1 
SD-RND*2*5:SDS-RND:RD-RD* INT(RND*30 ) :CO= 0 : SYS=RND*1 。5+ 1 :X1=X:Y1=Y:F=0 
YS=SIN(RD*3.14/180 )*S:G=RND*80+110:IF CO>13 THEN Y=Y+SYS 
LINE(X1,Y1)-(X,Y*YS),PSET, [G, 120,120] 

IF CHK<50 THEN Y1=Y+YS ELSE Y1=Y:IF F-0 THEN RD-RD*20:8-845:SX-SX*1.6:F-1 
X1-2X:CO-CO* 1: SD=SD+SDS : RD-RD*SD:X-X*SX 

IF RD>360 THEN IF CHK=40 THEN GOSUB 1340:GOTO 1430 ELSE 1430 
IF CHK«60 THEN 1450 ELSE F-0:GOSUB 1520:RETURN 


BEEP1:EXEC &H6000:BEEP0:RETURN LIE 
NUM-PEEK(&H602B):1F F<>0 THEN NUM-NUM-*F:F-0 i100 
NUM=NUM+ 1 : POKE &H602B,NUM:BEEP:EXEC &H602C:RETURN 1200 
A$= INPUT$ ( 1 ) : END s 


ENEN BASIC チ ェ ッ クサ ム ШШШ 


START ADDRESS=6000 


END 


ADDRESS=613D 


ENTRY ADDRESS=6000 


1988-9 Oh./FM 159 


` =< = = =< =< == =< - — m om 


ニー ニー ニニ ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー 


71659 
食前 ・ 食 後に R.A/ 


と 深夜 放送 の 電波 の 走査 線 の 隙間 で び し ば ぱし 
叫ぶ 私 が 隊長 や め ま す か 人 間 や め ま す か , Ж 
長き ん の 頭 は 軽く て いい ね え の サ イ バ ー パ ン 
ク R.A 隊 長 で ある 。 な ん な ん だ これ 。 ど っ 
か の メー カー が な か な か お も し ろ い こと し て 
くれ な いか ら R.A の 書き 出し に ち も 苦 労 し ちゃ 
うじ ゃ な いか 。 ぐ な ど と 正直 で な か な か 好感 
の も て る 私 。 ぐ で 一方. 噂 に よる と 朝倉 さん 
は 8 月 いっ ぱい アメ リカ に 行く と いう し 。 真 


4 練馬 区 熱 暴走 の KJN ? 
ーーFM-7 の 向こう に 電子 レン ジ が ある あたり …… Ë 


理 ち ゃ ん , 飛行 機 に 乗っ て て 
も 潜水艦 が 見 を たら すぐ 逃げ 
な きゃ だ め だ お 。 LOTH 
5, Xo, 釣り に 行く ん じゃ 
vo? 

1 と いう わけ で , ええ い , 
そう いう わけ で も ああ いう わ 
け で も , 今月 も が し が し 始め 
る の だ 。 BBA t B t d£ fi O 
K? BEEP? それ じゃ 今 
Hb, 届い た だ たばかり の 熱い は 
が き の 山 の 中 へ , 帰る ぞ っ , 


Tofia と し t 
WA 《 れ た 3 ぇ 7 


4 人 瑞浪 市 TeeK ? 

ғ な い ` > 4 に е 

じゃ な いや 。 いく ぞ つ つつ つ 絶好調 の Tee.K 君 、 信 回 も また うま い 。 編 集 部 で も パカ ウケ ノ 
っ っ っ っ っ ググ ググ ーー な ぜ こ ん な に 内 実 を 知っ て いる ん だ ー っ ./ 


from R.A は が き 選 考 決死 隊 隊 長 
と うと う 載せ て くれ まし だ ね , アセ 
ンプ ブラ 。 私 は FM-Z ア な の で 
ASM-JOIN は 使え ませ ん が , それ で も 多分 
これ まで より は 快適 に プロ グラ ム を 組 お こと 
が で きる よう に な る と 思い ます 。OS-9 も 考 
え だ の で す が , な ガ な が ガ 難 し そう で すね 。 ご 
れ か が らし ば らく 忙し く な る の で 打ち 込み が 終 
わる の は いつ に な る が わか り ま せん けど , Ж 
ぐ く と も 今年 中 に は 使い 慣れ , 来年 中 に は お 見 
せ で きる も の の 1 つも こし ら え て み だ い も ん 
だ と の ん びり の 夢見 て ます 。 
P.S「 マ シン 語 道場 」 に も 期待 し て いま す 。 
今 の と ころ は ほぼ つい て いけ て いる こと 思う の 
саз, も う 少 し 先 に な る と いろ いろ 疑問 も 
ある の で 。 
(横浜 市 石川 陽明 32) 
ーー と いう あたたか い 励 まし の 
お 便り を いた だ いた と き は た い 
へ ん 嬉し い が , 
人様 が 苦労 し 
て 10 K バ イト 
を 入力 し だ た の に バ ゾ が ある じゃ 
な いかが かっ / ラベ ル が ある 行 は 


rInstruction」 エ ラー が 出る 


=, チェ ッ ク サ ム は 入力 中 と エ 
ラー が 出る こと を 確認 し た 後 と 


R.A 臣 の 一 な の だ / 


アセ ン ブ ル す る の に , な い 行 は 


調べ た ん だ ぞ 。 

9 月 号 に 虫 つく ろ い が 載 つ て いる こと を 祈 
つて いる ぞ 。 バ カヤ ロー。 

(長崎 市 増田 勝美 19) 

ーー と いう よう な は が き に 対し て は , た だ も 
5 平 身 低 頭 …… ご めん な る い 。 うう うっ 。 
1 枚 残ら ず は が き に 遇 を 通す 自分 の お 仕事 が 
な か な か に シビ ヤ 。 


= ==. 


我 が た に (父親 所 有 ) は , 音声 合 
カー ド , FM 音源 カー ド , それ に 本 
体 付属 の カー ド で オプ ショ ンス ロッ ト が いっ 
ぱい に な っ つて いる 。 そ の せい で 発熱 時 すさ ま 
U<, 2 時 間 も 使 用 し て いる と ディ ス フ ド ラ 
イブ が 誤動作 し だ りす る 。 そ こ で , 大 改造 。 
オプ ショ ンス ロッ トカ バー に 大 穴 (10cm x10 
cm くらい) を 開け , 空冷 ファ ン を 無理 や り 取 
り のり 付け を の で ある 。 お が げ で 5 時 間 は 使用 で 
きる よう に な つ だ 。 し , し か し , 夏場 は か え 
つて 暑く て し よう が な い 。 な ぜ な ら , フロ ン 
トカ バー の 隙間 が ら 熱 風 ガ 吹き 出し て くる か 
ら で あ る 。 今度 は 水冷 に し よう か な ……。 
(岩槻 市 牧 岡 大 器 16) 
ーー フロ ッ ピ イデ ィ ス ク と 一 緒 に 熱湯 が 吹き 
出し て きだ りす る の で ある 。 


大 阪 の NANNO-NET に アク セス し よ 
うと し た と きのこ と で す 。 夜中 
の 3 時 半 頃 , 間違え て , 知ら な い お ば さん に 
アク セス し て し まい まし だ 。 お ば さん いわ く , 

「 何 や ね ん / 話さ ん か い /」。 

私 は ター ミナ ル に 「 す み ま せ ん , 間違え ま 
し だ た だ 」 と 打ち 込ん で 電話 を 切り まし だ 。 皆 さ 
ん も , 間違い 電話 に 気 を つけ まし よう 。 

(稲沢 市 TOMMY. 23) 
ーー 私 も 間違い 電話 に は 迷惑 し て いる の だ 。 
роо Отс 


C$. 


ーー どっ か の 会 社 と 番号 が 似 て る らし い の 。 
私 の 部 屋 に 昼間 か ら 間 違い 電話 を か け て くる 


と は , ゆ ・ る ・ せ ・ な ・ 
ー 一 昼間 か ら , х, 
お い ずい Z 月 号 の 宮地 さん 。 喜 ば し て ご 

れる が ガ がら お 金 も な い の に R -70 買 つっ 
ちゃ つ だ 。 す る と , NANNO は 来 な ん だ けれ 
а, も つと いい も の や っ て 来 だ 。 隊長 な ん だ 
が わか の り ます りっぱ な , りつ っ ぱお 請求 書 / 
(三原 市 井上 博紀 15) 


, KR=70 っ で いて くら だ っ つっ だ っ せ ? 


いっ ググ 


малма O3? 理 を 行う と , メイ 
rec coins Ma. ーーー り 、 hi OE 多く の こと が 
今度 の は 安い а arepa ORHON US сат. 

シッ リ ー ズ で ぷ ※ Й に E 
енин Ее mes TOT (神戸 市 
す だ ろ う ! ы k 8 ビッ ト で は E A ー ド な ど を 出す の $ ) 
マシ ン を 早 出し て ほり" に と いる の ッ オ ブシ ョ ンー この 価格 を ぜ け て も らい 
е 


N 社 や X58K k / 
apes で まとも な dug parn EIS な い 理 由 。 
格 Маа pCMx3 く < らい) FM 音源 НВ ya 
ввохз. PU 4. 
ド を 出し て くだ で n Ез に ‚ m, vp Bon 
u, つい で に ., 3.5 = = м. 者 を 嫌っ て いる A^ 
ミラ , fa だ に 
eTD の ドラ イブ や аа еле жор いま 
4754-1007 7 а рр” DEEZER 
ブシ ョ ン の ほう も よ 2 ga し て くる OS-9 ユ ー 
хэй tm gam cuero 
その 3 % 
15) >? : 
市 田村 未央 T š à, に 忙し いか ら 。 
3 -9z の 開発 
p FM シリ ー ズ も 64 жос わせ 表示 が ほし は どれ や (横浜 市 EIS t: 
пака). 89064 с АБ ГУ m a mz жЕ 
lide peer uxcuso VETT DI erm. も ちる ん 
отан ЭРО Н их ә) жакет > LEUR 
佐野 市 ロ -70 や 98 の ッ ト な ら 
て いま す 。 ー ド を つけ る か く と し て , 3e ビ ッ 
-gy I Ж か い 仕様 は と も ます 
y 次 の AV に 親 揚 ジン ころん JI も あ トロ 
な ぁ と 思う (も 
( 


С Ж м, 


4, CX d 
POR 
きき 


で は な いか 
тет amua 55) 


お あお そろ し や "ろう З パー ドル 
Igi UIN 
通信 し た い 」 と 言っ だら, 7f, "Ux, 
父 き さん が モデ ム 作 っ て や る が から 安心 せい 」 と 
いつ た だ 。 
ああ , お そろ し や , お そろ し や 。 
(相模 原市 匿名 希望 13) 
ーー よい お 余る ん じゃ な い の 。 フ パワ フル で 
優し く て , お 勤め 先 も よい し 。 
ーー ペー っ Ер 
基 の 四 を 見 て くだ きい 。 


7 月 号 の R.A 


R.A 其 の 二 な の だ / 


7B = зз ире Тгіаі гог 
'E3 UJ асос, に 対し て の 評価 を 


2 人 の 評者 が 別々 の 違っ だ 角度 か なら 行っ て い 
る の は , だ い へ ん よい 試み だ と 思う 。 と ぐに 
rOS」「 言 語 」 と いう 種 の も の は 個々 人 の 思 
い 入れ が あっ だ りす る の で , これ か が か ら も こう 
いう 評価 体制 で お 願い し だ い 。 
(砺波 市 中 村 則 夫 30) 
ーー ツ ソフ トウ ェ ア や ハー ドウ ェ ア の 評価 は , 
思い 込み や 偏り が 誌面 に 表れ な いよ う 日 頃 か 
ら 注意 し て いま す 。 複数 の 人 間 に 評 価 を やま か 
せる と いう の は を の 手段 の 1 つ で , 毎回 お 約 


力 多 角 的 か つ 広 範 な 情報 を 掲載 し て いき た い 
と 思っ て お り ま す 。 () 
79 , 広告 の 南野 陽子 の 写真 が 変わ 
な ん と つ だ で は あり ませ ん が ガ 。 就職 を 
ひかえ だ 電気 の 学生 と し て は , いろ いろ な お 鳴 
話 の ある 富士 通 (行き だ こく な い ) TIH, lA 
告 は 大 ヒッ ト で すね 。 ご の 調子 で も うそ ろ そ 
ろ 画 期 的 な 16 ビ ツ ッ ト マシ ン を お 願い し ます 
(な に せ PC-9801 で は FM 音源 すら オプ ショ 
ン で 泣い だ )。 (京都 市 就職 直前 23) 
— 裏表 紙 の NANNO の 写真 に つい て は , 私 
も 気に入っ て いる ん だ よん 。 ち ゃ ん と ENAN 
NO らし く 見 える ん だ も ん ね , 


Финве «68046501 $ 1106000 1 O 
d 98635 09^ /в® аў 


EF [30236 | 00% 00 ^ 008 
зге | 5005000005 (Ж 


束 で きる わけ で は あり ませ ん が , 今後 と も 極 今度 の は 。 < 
れ に し て も ,「bra が 透け て 見 える 」 な ん 
て 書い て きた 尾西 市 の 杉本 芳 康 (19) … 
…NANNO に 対し て 失礼 じゃ な いか / 
で も, そう か な あ , ほん と に 見 える ? 
= Ж. を ん なほ まや $t ee ° 
— k b2 4, 65 1 枚 CM ネ タ ね 。 
ビジ ネス と ホビ ー は , 両 
『 私 は 立 で きる と 思い ま ー す 』 
"HD, ゲー ム の で きる R な ん て で 
275 6110082 (陽子 談 ) 
P.S 早く 『 き め て 。』 
(三鷹 市 船 本 千尋 20) 
わけ で ある 。 


や つ だ : , な ん と 9 月 号 は , 3D 特 
€ 集 で は な いか ガ 。 富士 通 が 出さ な 
いな ら , 自分 を な ち で 作る , これ こそ が パソ コ 
ン の 神髄 だ と 思い ます 。 私 は SEGAmk 四 を 
持つ て いる の で , 3D を 体験 し て みた いと 思 
いま す 。 ( 南 埼玉 郡 PREH 20) 

一 特集 ペー ジ が 足り な けれ ば 自分 で 作る , 


2-15 と 言っ て 元気 に 3D 対 応 ツ ウフ ト を 作っ て い だ 


-- 17 き あ ぁ の で す 。 
s は ү САЙТ a な いこ と も 
з ic oa PE 
ー9 月 17 日 まで 
ЖЕ 月 ロー9 月 1 
フー ド 表示 プログラム)" 
(今月 の キー 7:DIM 1$ C0 tember *** 
A-Z: sep 
1000 CLEAR Тану Decoder 197 
[o 
010 PRINT | 1 
1020 FOR rte 
1030 BEAD. AD FS Иш; SOUS EI. 1) 
56 NEXT s OO слоты ақа, sana 1 (0? 
1000 DEFFNR2S (DM қоды 
10 FOR рг; TNR2s (FNRS (VÀ y xoRASC (C E")? 
1080 15 sage  ESR2S C05 СО, ws 
1090 NEXT kgs ((VALUS p tnis mont 
110 PR " "+19( $))5 
110 co=VALL BB oc XORASCUES ) 
1130 POR 1=1 TO 1 » 
сан 18 0D «ar BEXS (OO) 202 
50 E 9 PRINT CHRS (DO) + 


у 
ゾ イ タ 
ge EM o “oarso” = 5 ルカ ラ の 話題 を 
y JUN "cursor に TT テモ “іште ovi sg little triangle АТ ur 2 
3 SU ES АТАҒА) > デス ヨネ < ыы em ў AN эку 2° 
TUR n» イナ ク ME. rung ダケ ニ シル ん ОКК шы дар ты ш 
УЕА т カン ケイ ナ app ie ^ ова АЧ CU 
E カメ ハ * 2 ィ デ ショ ウッ 明らか ! 
パソ コン ト P ォ モ ッ タ ノ カ ナ "m Epit ve š ゴイ ドブ プッ クラ = クル も 多かっ た 。 
ヵ ラ マチ ガ аа cd p d RUNE PER ЕОР ТЕ 
а оо Lac TONS X. ЕИ БЫЛ `1 
ソレ ッ テ イ タラ өзен. PES 


RAROZI«sSOR/ 


š, 私 は 
基本 的 に は "ナイ コン "な ん で す が , 
ж 


3k 校 の が あ 
る か 
% әз Босае 
Ran o 本 も 部 で 
oe ne 
ж 会 いま せん 。 % Бейш 
2 と ん に o 先生 は お 忙 氏 ば か り | 
š 5227 た て くれ な い 。 KE Mor 
Bs Sis な 女子 部 員 は 「" リ スト 1., m 
X っ て 何 ?」 iilis > Wee ] 
FI vcn des aea 
£ зат た め に ある の ね 。 っ て 思う こ 
(神戸 市 誰が 
"125 
š — >, жо, イグ а 4 
EANA n 
vd , 今 背 中 に 隠し た は が き 
E £0, これ は …… jara) „жа 
š », cqTui/ 5-2 i 
da 私 で ある 。 ま ず UM s 
っ て の P А ‚= 
decipit cda 


18) 


て ある の 5 
は , 自分 の パソ ユン で 使っ て る 
て る の が 3. 


5 イン チ の デ 
すか Ya eue den それ と も > 
E du. 
げた い が 。 EEDI ka 
2 е), 言葉 の 説明 の 中 に с 
言葉 が 出 て き て し まう 2 


ыы UR 
| миды 4008393998 
ж PERRERA 


23— 
ン 2 ンカ SF ラド 
イタ が から 
RAT AX и 
2 ク を 机 の 下 に 落っ こと し г 
241% を か が め た と き ERTOn rt : 
2# き し り な が ら デ ィ ス ク の 上 beg 
音 を 聞い た そう な 。 End о и 
— Pull; 25 а 2 
|。 ッ ク ア ッ プ は こま め に 取り 
2 dat 


ESY 
Бели ge 
私 , 今日 
жу , 今日 は , 主人 の 代理 で 
co затокдста сиал 
СА し か し, 私 に は 内 容 の こと 
Е оа な ん と か , 少し で 
ұшсын ジ を 開き まし だ が , そこ に 
течан 私 に は 意味 不明 で жд 
Be ег уре し だ た が っ て, > PAU 
興味 を も つか も だ な い ガ な 


ж 所 に 出し た も の 
PF Жазған KEY е 
ж 4 RESERVE C Me 難し い 言 葉 が 出 て くる と 隊長 本 
ле кем, いる の で , し ば ら а idis eec 
& o 2t RA と も か る 。 た よ え ば KN つど 
УД: ЕУ ре &ct Ko TOh/ MER Ex. えば 5 月 号 の 瀬尾 рек. dup кын, 4 
E Todi uz AP ろ 方 」 を 何 度 も 読ん で АО ЫП ЫЕ 答え る スベ に お いて , 上 記 の アン ケー 
& えば フロ ッ ピ MK | 込む とも, その うち わか A 8, 全 ぐ な い の で す … E 
AROA ui nq ata SS: l d cM eC qa で も , プレ ゼン ト ガ だ る と ま 和 人 
S ン ケ ー ト は が き の 右 上 に 「 テー プ の こ に 手紙 を 送 うか ら な いこ と が あっ % た よろ し ぐ く ……… BBCEAS- 
ЖЕЕ に 「 メ ディ ア を 送っ て ほし い の だ Io, RU / à 
T 24 24 22 hu сетін の だ 。 
Fede exe xe ze Fey Кене а a (滝川 市 
ER ゃ あっ み ара чы 田子 山 純 彦 31) 
RR. 5552525 н 
Fujio 氏 に よる と ・ ソス テム で は 集計 を 手 ー ぎっ ぎっ ぎっ ぎっ ぎ よね 。 
e bui o. 存続 は 難し いと の ざっ ざっ ざっ ざか り て 
こと 。 て 2 回 UP し た も の の gagan, "b? Ч 
2-0 中 旬 мла と の こと 。 
ы... F ae co tT 我 こ っ ぱっ た ら ブシ ミュ T 
кор i ELT. て は と 思 う ти: 真っ 白 に な っ た < 
or nsu zac Rn — ni ed ソノ タ 21 ? な ん だ ぁ ー【 そこ ら じ ゅ う ビー ル の 泡 で 
(つま り , өжет алы oh/FM ノ ー ト ヲ モラ ッ テ а a び ち ょ び 
ке ЕС) = кыллы ARE [old7] 89. Сэ 
EEO ri ERRORS の ん べ え 氏 UPs -+77 РОРСОМ МЕТ: ap hem? P か り к-к ЖУСУ ЭТ 
gv, "ER と 「 ビ ピール 編 』 ンダ W? し か し КІ) алада そん な に 乱 
лоо е FMAVA0EX / チョ ウシ ョ oe pas な ん で こ og € vam 
r ア タラ シイ э abi に つい て の 話題 。 HAYAKAWA シ ハ ャ ク ザ 4v? AN Moe じ た の だ ろう 
+ の 声 に 応え て ・ ンス テム も す ば や く 改 良さ れ ク ザ イシ : | tonto ce вк. \ 分 ほど 凍っ て いた * 
Ë . "HENKAN' / ondes t2 : な る ほど と ど , わか っ た イメ 
@ ノ ー ト ンス テム 導入 て t 2 v 5 RE の タイ オン ナメ i guan AREN, aaant - 製氷 室 の ある タ 
y R U ORC Š ° 9 [Transit] 88/07/20 20:53 ィ プ の も の で レー ル を その 製 水 室 の あま り に も 
(カン ガ エ テ ミレ バ ュ ノ タイ トル ヲ バチ YY BASIC УЗ 0」 の 変換 キー を (cR) に し て * 2 近く に 入れ ぎ た た め 中 身 が 凍っ て し まこ ・ * 
ン ッ カ ッ テ イ タ ノ バ озу” 779) 方 へ H БАҚА а зложана 
өт” = 族 の ノー トド 3 auc eH 24312 Ей! 6729) し て いま すか i Sona DIE RNC ғ” ques 
ミ と は …… ォ ー ボ ー ド を 見 よ < : жәнс [CR] キー を 使っ て し まう と жолы і た さん が つと で し ょ う 
И O О TUN. 参加 の 意志 は ある も : せん よね 1 ee な ゅ だけ な ら と も か {‚ 登録 モ EE. cre ee 
の の 積極 的 意見 が 出す 先行 き 不 安 で ある 。 В ー ド か ら 抜 け られ な い の で: 知ら ず に UNS) キ 
@ 2 nt は し た も の の WHO・ CHAT が まだ ons ud と 危険 で す 。 FM-03720 (Next) 88/07/25 17:57 
な い 状 況 。 : 私 は こ ea pes А の ん べ え ぇ さん, СЕН РЕЗИ 
e@ruiio%, 速報 の 中 止 を 決定 。 mork, 代役 と し H カカ に し まし た < うに , 気 を 付け まし ょ う ・ 過ぎ は , 3E 
| : rw-03066 LO Фи.) 88/07/24 18 :58 : の も と で す //7 
: SH, dise с ые : P o oposa [svoTa184]88/07/ 70 00:16 
: pp ан азы 
り ま す 。 


R. AROARO 


“В 本 ソフ トバ ンク の 書籍 特約 書店 ? 
の ベ ページ の さ し 絵 の お つ さ ん / 
Oh / FM に 載る つて の に Oh / PC 持つ て る つっ 
て の は , 人 の 道 に は ずれ て る ぜ 。 
(松本 市 守 岡 太郎 19) 
ーー ログ イン や ユ コンプ" ティ ー ク 持っ て た ら 笑 
える の だ 。 
SET 何 度 も は が き を 出し だ けど , 一 
= 度 も 当たっ だ こと が な い 。 プ レ 


F 


ーー 先月 SF の な おもしろい の を 紹介 し て ね と 書 
いたら 思っ た より 反響 が 大 きく て , 早く も 5 たく 
さん 届い て し まっ た 。 と いう わけ で , 最近 マン 
ネリ 気味 の 「 新 文学 」 が 落ち て 「SF な ら 5 これ 
が オス ス メ 」 が ユー ナー に 浮上 する の で ある 。 
EIE. 

ー 一 担当 は 隊員 B. 

— Z. 

ーー と いう わけ で , 後 は よろ し く 。 

— え つ 。。 えつ 。 

SF と いえ ば やはり C.F. (キャ プ テ ン ・ 
フュ ー チ ャ ー の て と で す ) で じょう 。 "МО 
PEA O “ ロ シ ェ の 限界 "など まじ め な こと 
を も ち だ し な が ら , 科 単 に 光速 を 超え , な ん で 
も か ん で も ' カ 線 "で 可能 に し て し まう あの ノ 
), зи», (館山 市 鈴木 基 7 の 
Ф 「 オ スス メ 8F き &」 と いう こと な の で , 私 の 


ーー ›ф>— ›ф>— e ター トー し セー トー 1B pixi” トー p= し ーー HB HM トーー ト ゆー 


に 


ちゆ うれ ん ぼう 


” セン ト で 当たる と いう こと は , We Che 


ж "FM АУ-ТЕАМ. Tik, AV シリ ー ズ 
ユー ザ (と くに 20/40・EX) を 募集 し ます 。 何 
を や る ガ が とい うと, あら ゆめ る こと に 挑戦 し て い 
こう と 考え て いま す 。 ま ざ ず は , だ まさ れ だ と 思 
つて 入り まし よう 。 詳 し く は , 60 円 切手 1 枚 を 
同封 し て 下記 まで 。(〒005 北海 道 札幌 市 南 区 
真駒内 本 町 7-2-1-1016 吉田 夏樹 16) 

文 だ ず ね 人 の お 願い で す 。FM-7 系 の パソ コン 
757 「 せ ぶん 」 を や つて いる (や つて い だ ゃ ) 
津田 清 昭 さん と いう 人 を 探し て いま す 。 1 月 か 
ら 4 月 まで 連絡 を と ろう と し まし だ が , £i 
答 が あり ませ ん で し だ 。 ご な だ か ガ 知 つて いる 方 
は は が きか 手紙 を くだ さい 。 (тз50 埼玉 県 
川越 市 岸 町 3-14-10 新井 誠 20) 

文 OS-9 を 購入 し まし だ が , よく わか のり ませ ん / 
AV40 ユ ー ザ で OS-9 を 一 緒 に 勉強 で きる 方 (S 
つて いな い 人 も 可 ), 連絡 を くだ さい 。 
(〒270-11 和 干 葉 県 我孫子 市 我孫子 529-19 Б 
R M) 

友近 県 で 音楽 関係 の サー クル 活動 を し て いる 方 
が あり まし だ ら 私 も 仲間 に し て くだ さい 。 当 方 
HGPLAY, WHG, V3.4L20 の PLAY 文 使用 可 
の AV40EX ユ ー ザ で す 。(〒243 神奈 川 県 厚木 
市 愛 名 745-2 古屋 一 彦 23) 

文 ま だ 名 称 は 決ま つて いま せん が , 仲間 を 募集 


x 8 月 号 掲載 の EGGPLANT'S NET は 容 0542-46-2049 で 24H 運 営 に な っ た そう で す 。 


徐 を あがる よう な こと な の で は な い だ ろ うか 。 
жас, 最近 は , 当たら な いこ と を お し ろ 原 
っ つて いる 私 で し た (ウソ )。 

( 北 足立 郡 横田 和 章 19) 
— 編集 の 某氏 (きっ き の 話題 と は 別人 ) は 
学生 時 代 , 年 末 の 1 か 月 の 間 に 雑誌 の 懸賞 


し ます 。 参加 資格 は FM-7 シ リー ズ の 3 .5D か M 
SXDT, ファ ミコ ン を 持つ て いる 人 , まだ は 
興味 の ある 人 (で きれ ば 中 学生 )。 内 容 は , 月 
1 回 の 会 誌 の 発行 , 自作 ソフ ト の 交換 , 雑誌 掲 
載 プ ログ ラム の 分 割 入力 で す 。 入会 金 は な し , 
会 費 は 送料 の み で す 。 細か い ご と は 60 円 切手 同 
封 で 下記 まで ご 連絡 くだ さい 。(〒596 ABUS 
岸和田 市 畑 町 347-15 ФШ #5 14) 
云 Southern-Net 副 会 長 の 高岡 と 申し ます 。 こ 
ФЕ, 我 が お outhern-Net (20975- 
52-4410) と PANDA-Net (22092-475-21 
46) で は , あの 谷山 浩子 嬢 の 「101 人 コン サー 
ト 」 を 九州 で 開催 する こと を 計画 中 で す 。 RE, 
5 つの 候補 地 が あがっ て いま す が , より の 盛り 上 
げ る だ め に 多く の 開催 地 候補 を 募集 し て いま す 。 
我 ぞ と 思わ れる 方 は , 至急 どちら か の ネッ ト ヘ へ 
連絡 くだ さい 。 

プロ トコ ル は , いずれ も 全 二 重 300/1200bps, 
デー タ 長 8 ビット , シフ ト JIS, ノン パリティ, 
スト ッ プ ビッ ト 1 , XON あ り 。 ゲ スト ID は , S 
outhern-Net が 「TESTUSER」, バス ワー ド 
Г05-9;, PANDA-Net が 「GUEST」, パス ワ 
ー ド な し で す 。(〒870-11 大 分 県 大 分 市 字 旦 
野原 860 一 149 E ハ イム 303 7%0975-67-0973 
高岡 和宏 ) 


R.A 其 の 五 な の だ / 


ーー 


な ら こ れ が オス ス メ アメ * キ 1] 


好き ば SF # 並 べ る と ……- に 

1. T. Z E? 47 Derzv AER 

2. の . キ イス 「 ア ルレ ジャー ノン に 花束 き ] 

3. /. ア シモ フク 「 バ イセ ン テ ニ アル ・ マ ン 」 

4.J.T47hkU)—Jr. 「 た っ た ひと つの 省 

えた や りか た 」 

どれ も 泣か ず に は いら れ な ば い 名 作 ば か り 。 古い 

の も ある けど , 手 に 入り や すい も の ば か り で す 。 
Gasp xA 2 の 

Otit, 読ん で 杭 は し ば い 驚 くべ き SF (bv 

うか 何と いう か )。 DPA TE EITS TED, 

さだ め は 死 」( リ . ティ アプト リーJ ノ r.)- の 解説 。 
(Жанр ФАА 21) 

ーー ご 覧 の も おり, テキ ネプ トリ サー に 注目 の 集 ま 

る 第 1 回目 の 「SF な ら こ れ が オス ス メ 」 だ っ つっ 

Jos: e 7%, ね 8 

(いま だ 事態 を 把握 で き な い で いる 隊員 B) 


ーー 


に 


で 5,000 円 当たり , ぴあ で LP が 当たり , コカ 
ユー ラ で ホー ロー 鍋 が 当たり , これ は 宝くじ 
で も 買っ て みよ うと 思っ た と ころ で バイク で 
中 学生 の 自転 車 に 当たり (ふっ と ん だ の は 基 


氏 の ほう だ っ た そう だ けど ), それ で 運 を 使 
い ぃ 果たし た そう で す 。 
ーー それ で バン ク グ に 就職 ? うむ うむ 。 


bid と 今月 の R.A は , お し 


まい で す 。(R.A で 1 行人 奈 つ だ ら , ご 
れ を 使っ て くだ さい ) 
(宝塚 市 末吉 克行 
— JId4rUtu まな の 2: つ だ の が だ 5 
— 305 35; 


19) 


バ パック ナン パー 情報 & 定 期 購 読 の お 知ら せ 


Oh / FM バッ ク ナ ン バー 情報 
EAEE 特集 : デバ ッ グ は 明る く 恐 れず た くま し く AVE MEA 特集 : マシ ン 語 な ん か 怖く な い / 日 P は タワ ー オ 
サブ モニ タ の 全貌 11 で PLAY@ を ブ ム ー ン ライ ト アル ル の 女 第 二 組 曲 | 
特集 : 日 本 語 ワー プロ ロ 考 (ワー プロ ファ イル コン バ 特集 : H は コン ピュ ー タ ミュ ー ジ ッ ク (HGPLAY, 
| 一 夕 ) アク ショ ン ゲ ー ム TANK-5 ロ 7 HGEDIT) 4096 色 グラ フィ ッ ク エ ディ タ 色 彩 世界 — 
J ШЕШЕЕШ 特集 : 集まれ / シ ョ ー ト プロ グラ ム 音声 認識 カー 特集 : 武装 する な ら ハ ー ド ディ スク 3 ログ ラフ ィ 
ド を 使う マウ ス で GCURSOR を ックス SURVIVAL GAME IN THE SKY 
特集 : 使え る マシ ン 語 慣用 句集 1M バ イト HAM 特集 : ニホン 語 , 得意 。 AV に 日 本 語 ロ P/M を R 
ディ スク ボー ド の 製作 AVAO/BOXESR 極 の ハー ドコ ピー AV EX 速報 
特集 : ゲー ム 音 楽 を 考え る 少年 マイ ク の ひと り 旅 特集 : BASIG で ゲー ムコ ンス トラ クシ ョ ン 3X 
高速 機械 語 入力 ツー ルク イッ クモ ニタ 動 小数 点 演算 加速 カー ド の 制作 KEIEI-MGR 
特集 : 日 本 語 を 扱い や すく 汎用 3 パッ ケー ジ H4I:—4—x—kOBASIC 特集 II : S 
ー 提 千金 宣 織 ゲー ム 人 AV に 疑似 テキ スト VRAM を 青 は ワン マン オー ケス トラ ら ネー ム ド パ イプ B809 版 
特集 : トラ イ / パ ソコ ン 通 信 無 改造 / PGSG で サ 特集 : 比較 F-BASIO 学 入門 漢字 BAGIOL = 
ンプ リン グ し よう ЕМН-60/50/ЗО BASIC で レイ トレ ー シ ン グ を 
特集 : わく わく ゲー ムラ ンド ゴル ゴ ・ コ バ ヤ シ の 特集 : FM アニ メー ショ ン ワ ー ル ド 6809 マ シン 
レイ トレ ー シ ン グ 680007275 DMA の 使い 方 語 道場 シミ ュ レ ーション ゲー ム WAR 
BEES 特集 : ディ スク めい っ ぱい 活用 ガイ ド BASIC ЕЖЕ 特集 : ソフ トウ ェ ア 大 陸 を 空 か ら 見 れ ば WHG 
に Pascal 風 ロー カル 変数 を 男 一 匹 ASIO PLAY 高速 機械 語 入 カ ツー ル BASICD チ ェ ッ クサ ム 
EEES 特集 : CG な ら FM に まっ か せな さい / (PEDT Ж ЕЖЕН 特集 : 第 回 集まれ クシ ョ ー ト プロ グラ ム RP 
МК.8) 08- ヨ ファ イル 名 漢字 化 作戦 G : STONE of DEITY 日 本 語 通信 カー ド 用 Ksys 
BUEXELEÓ 特集 : らく らく デー タ 処 理 多 機能 パタ ー ン エディ Ж ШЕЖ ЖЕШ 56! : 手作り 言語 入門 特集 IT : トラ イ / パ ソコ 
4 0S-9°MS-DOS フ ァイル コン バー タ ужар カム イ の 言語 見 聞録 
EEES 特集 1 : 科学 ゴコロ で 遊び ゴロ 特集 :'B7 年 ШЕ ЕШ 特集 : マシ ン 語 環境 グレ ー ド アッ プ オン メモ リ 版 
版 こ れ が オプ ショ ンカ タロ グ だ RPG 'LABYRINTH OF DARK: MicLISP リ ファ レン スマ ニュ アル 
N. ※'B6 年 月 号 以前 の も の は 品切れ で す 。 定価 は , '87 年 10 月 号 ま で の も の が 480 ロ 円 , '87 年 11 月 号 以降 の も の が 540 円 で す 。 7 


太 バッ ク ナ ン バー を ご 希望 の 皆さん へ . ノ *Oh./ FM f& H FAC AULZ (o Rr AL ~ 


上 記 の バッ ク ナ ン バー を ご 希望 の 方 は 。 ぉ 近く 読者 の 皆さん より , Oh /FM が お 近く の 書店 の 店 頭 に な く 〈, 買う こと が で き な か っ た と いう 
の 書店 へ ご 注文 いた だ く か , 直接 当社 営業 部 宛 に 連絡 を いた だ く 《 こ と が あり ます 。 当 社 ほ いた し まし て は 。 な る べく 広範 囲 に わた 5 書店 に 並ぶ 
現金 書留 に て ご 注文 くだ さい 。 当 社 へ 直接 お 申し よう 努力 し て お り ま す が 、 地域 に よっ て は すぐ で 品切れ に な っ て し まう 場合 も ある よう で す 。 る 
込み の 場合 は , 定価 に 送料 (1 冊 75 円 , 2 冊 115 円 、 こ で 毎月 確実 に 手 に 入れ たい 方 は , 
3 冊 以 上 300 円 ) を 加 を て お 送り くだ さき さい 。 入金 後 1. 本 誌 綴じ 込み の 振替 用 紙 に 必要 事項 も 記入 の うえ ぇ , 必要 金額 (年 間 6.500 円 ) を 合わ せ て 郵便 
20: АСУ loko 局 で 手続 き を し て いた だ く (この 場合 , 当社 より 直接 発送 いた し ます ) か , 

"86 年 度 ,"87 年 度 の バッ ク ナ ン バー は 在庫 が 残り 2. 下 記 の 申し 込み 書 に 必要 事項 記入 の う ぇ , ぉ 近く の 書店 へ お 持ち くだ さい 。 を の 書店 に て 定 
少な が く な っ て いる の で ご 注意 くだ さい 。 期 購読 扱い と な り , 毎月 発売 日 に を その 書店 に て 手 に 入る よう に な り ま す 。 


月 号 よ り 
定期 で 申し 込み ます 


1988-9 Oh./FM 165 


日 本 ソフ トバ ンク の 


書籍 特約 書店 


下記 の 書店 の 一 覧 は 、 日 本 ソフ トバ ンク 書籍 特 crei yay 
約 店 と し て 右 に ある 商品 の 他 、 新 刊 も と り そ ろ 
えて お り ま す 。 ご 希望 の 商品 が ある 場合 は 、 下 
記 の お 近く の 書店 に て お 買い 求め 下さ い 。 
(x) 現品 が 売れ て 補充 中 の 場合 も ご ざい ます の で 、 
ご 注意 下さ い 。 
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〒108 東京 都 千代 田 区 九段 南 8-3-26 € 03 (061) 4095 


NY 


SNNN 


< 北海 道 浦和 市 須原 屋 コ ルソン 店 0488-24-5321 相模 原市 文教 堂 橋本 店 0427-74-5581 
札幌 市 紀伊 國 屋 書店 札幌 店 011-231-2131 х = 市 押田 謙 文 堂 0486-41-3141 / 文教 堂 星ヶ丘 店 0427-58-612! 
Й 旭屋 書店 札幌 店 011-241-3007 и ブッ クセ ンタ ー 押 田 0486-47-3141 津久井 郡 文教 堂 城山 店 0427-82-9278 
Й 丸善 札幌 支店 011-241-7252 Л 三省 堂 ブ ッ ク ポ ボート 0486-46-2600 oO o 
ん リー プ ブル な に わ 011-221-3800 ЖЕ 市 須原 屋 藤 店 0484-44-1211 千代 田 区 三省 堂 書店 神田 本 店 03-233-3312 
„ 富貴 営 札幌 パルコ 店 011-214-2303 川口 市 岩渕 書店 川口 店 0482-52-2190 „ 書泉 グラ ン デ 03-295-0011 
" ダイ ヤ 書 房 本 店 011-712-2541 川越 市 黒田 書店 川越 店 0492-25-3138 7 東京 堂 書 店 03-291-5181 
ん ダイ ヤ 書 房 西 店 011-665-6223 所 沢 市 芳 林 堂 所 沢 店 0429-25-5355 и 旭屋 書店 水道 橋 店 03-294-3781 
旭川 市 旭川 富貴 党 0166-26-348! Й いけ だ 書店 所 沢 店 0429-28-3271 Г 丸善 お 茶 の 水 店 03-295-5581 
ГА ブッ クス 平和 マル カツ 店 0166-23-6211 上 福岡 市 黒田 書店 上 福岡 店 0492-66-0120 / жат 03-291-1362 
苫小牧 市 旭屋 書店 苫小牧 店 0144-36-5185 朝霞 市 文教 堂 朝霞 店 0484-76-0107 и いずみ 神田 南口 店 03-254-8521 
< 東北 > 志木 市 新星 堂 志 木 店 0484-74-0182 / 明正 堂 秋葉 原 店 03-257-0758 
青森 市 成田 本 店 0177-23-2431 春日 部 市 文教 堂 春日 部 店 0487-52-7666 中 央 区 八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー 03-281-1811 
Й 岡田 書店 0177-23-138! 比企 郡 錦 電 サー ビス 0492-96-2962 / EX PR 03-22-7211 
弘前 市 紀伊 國 屋 書 店 弘前 店 0172-36-451! Ф Ж Б 多田 屋 セ ント ラル プラ ザ 店 0472-24-1333 " 旭屋 書店 銀座 店 03-573-4936 
/ プ ブック イン 城東 0172-28-2882 / キディ ラン ド 千 葉 店 0472-25-201! ж 区 書 原 新橋 店 03-591-8738 
八戸 市 伊 吉 書院 0178-44-1917 習志野 市 BRŽ 0474-72-5011 / 雄 蜂 堂 N SIE 03-503-6586 
盛岡 市 東山 堂 書店 本 店 0196-53-6464 船橋 市 と きわ 書房 本 店 0474-24-0750 и 虎ノ門 書房 本 店 03-502-3461 
/ さわ や 書店 0196-53-441! Й リプ ロ 船 橋 店 0474-25-01 1 1 / 虎ノ門 書房 田町 店 03-454-2571 
/ 第 一 書店 0196-53-3355 / 旭屋 書店 船橋 店 0474-24-7331 品川 区 芳 林堂 大 井町 店 03-474-4946 
仙台 市 金 港 堂 022-225-652! Л 芳 林堂 津田 沼 0474-78-3737 и 明 屋 書店 五反田 店 03-492-3881 
/ 金 港 堂 ブッ クセ ンタ ー 022-223-0979 / ж-ж 0474-65-0926 渋谷 区 紀伊 國 屋 書店 渋谷 店 03-463-3241 
" アイ エ 書 店 駅 前 店 022-264-0718 ж 市 西 ロ アサ ノ 0471-44-211! / 旭屋 書店 渋谷 店 03-476-3971 
А 丸善 仙台 支店 022-266-1127 2 新星 堂 柏 店 0471-64-8551 А 三省 堂 書店 渋谷 店 03-407-4545 
/ 高山 書店 022-263-1511 № Р 堀江 良文 党 0473-65-5121 / 大 盛 堂 書店 03-463-0511 
„ ブッ クス みや ぎ 022-267-4422 / 辰 正 堂 駅 ビル 店 0473-64-7997 [A 紀伊 國 屋 書店 笹塚 店 03-485-0131 
秋田 市 三浦 書店 0188-33-8131 横浜 市 有隣堂 トー ヨー 店 045-311-6265 新宿 区 紀伊 國 屋 書 店 本 店 03-354-0131 
山形 市 AXE 0236-22-2150 " 有隣堂 東 ロ ルミ ネ 店 045-453-081 | и 三省 堂 書店 新宿 西口 店 03-343-4871 
福島 市 岩瀬 書店 コル ニ エ ツ タ ヤ 店 0245-21-2101 и 栄 松堂 相鉄 ジョ イナ ス 店 045-321-6831 „ 福家 書店 セン ター ビル 店 03-345-1246 
ГА 博 向 堂 0245-21-1161 ГА そごう ブッ クセ ンタ ー 045-465-2111 ГА 福家 書店 野村 ビル 店 03-342-0298 
郡山 市 東北 書店 0249-32-0379 ГА 刀 善 ブッ ク メ イ ツ ポ ル タ 店 045-453-681! Д 新星 堂 N S ビル 店 03-344-2055 
いわ き 市 ヤマ ニ 書 房 本 店 0246-23-3481 ГА 有隣堂 伊勢 佐 木 店 045-261-123! / 西武 新宿 ブッ クセ ンタ ー 03-208-0380 
u 鹿島 ブッ クセ ンタ ー 0246-28-2222 / 有隣堂 戸塚 店 045-881-2661 u 芳 林堂 高田 馬場 店 03-208-0241 
qu ж / 文華 堂 戸塚 店 045-864-5151 [4 *ж= 03-200-9185 
水戸 市 川又 書店 駅 前 店 0292-31-0102 / アー バン 文華 堂 045-821-5151 豊島 区 旭屋 書店 池袋 店 03-986-0311 
„ ツル ヤ プ ブック セン ター 0292-25-2711 ク 文教 堂 青 葉 台南 口 店 045-983-5150 " 芳 林堂 池袋 店 03-984-1101 
勝田 市 武石 書店 0292-73-1212 川崎 市 有隣堂 アゼリア 店 044-245-1231 Л リブ プロ 池袋 店 03-981-0111 
東海 村 大 野 書店 0292-82-2098 / 有隣堂 川崎 BE 店 044-200-683! и 三省 堂 書店 池袋 店 03-987-0511 
鹿島 郡 な みき 書店 0299-96-1855 и 文学 堂本 店 044-244-1251 и 新栄 堂本 店 03-984-2345 
土浦 市 共栄 党 0298-21-6134 / プ ブック センター 文教 堂 044-811-5557 / 新栄 堂 ア ル パ 店 03-988-0181 
筑波 市 ЛЕКУВА 0298-51-6000 / 文教 堂 溝の口 店 044-811-8258 台東 区 明正 堂 中 通り 店 03-831-0191 
А 友 朋 堂 和 吾妻 本 店 0298-52-3665 鎌倉 市 島 森 書 店 大 船 店 0467-46-3841 ЖНЕ リブ ロ 錦 糸 町 店 03-846-0111 
宇都 宮 市 落合 書店 オリ オン 店 0286-34-3777 / 鎌倉 書店 0467-46-2619 / ブッ クス ト ア ・ 談 03-635-1841 
и 落合 書店 東武 ブッ クセ ンタ ー 0286-34-827! 横須賀 市 平 坂 書房 WALK 店 0468-25-5537 江東 区 新栄 堂 亀 戸 駅 ビル 店 03-638-2345 
" 新星 堂宇 都 宮 店 0286-33-2337 Е Л 市 有隣堂 藤沢 店 0466-26-1411 江戸 川 区 文教 堂 西 葛西 店 03-689-3621 
小山 市 ЖИЖМЕЛУЕ 0285-25-1522 / リプ ブロ 藤沢 店 0466-27-0111 大 田 区 アク トブ プッ クス サン カマ タ 店 03-735-1551 
前 橋 市 rai 0272-23-1211 / 文教 堂 大会 店 0466-82-9610 / 竜 文 堂 大 森 駅 ビル 店 03-775-3851 
А リプ ブロ 前 橋 店 0272-34-101! 茅ヶ崎 市 川上 書店 ルミ ネ 店 0467-87-3827 中 野 区 明 屋 書店 東京 本 社 03-387-8451 
„ 戸田 書店 前 橋 店 0272-61-5063 平塚 市 サク ラ 書 店 駅 ビル 店 0463-23-2751 杉並 区 702629 08 03-393-5571 
高崎 市 学 陽 書房 0273-23-4055 / 文教 堂 四 之 宮 店 0463-54-2880 " 書 原 杉並 店 03-313-4778 
„ サカ 土 書 店 0273-62-1500 小田 原市 AJ e ШЕ 0465-22-7111 武蔵 野市 紀伊國屋 書店 吉祥 寺 東急 店 0422-21-5543 
Й 新星 堂 高崎 店 0273-27-3961 А 伊勢 治 書店 0465-22-1366 / 弘 栄 堂 吉祥 寺 店 0422-22-1031 
Й 戸田 書店 高崎 店 0273-63-5110 А 文教 営 小田 原 店 0465-36-3677 ГА パル コ プ ッ クセ ンタ ー 吉 祥 寺 0422-21-8122 
太田 市 ナカ ムラ ヤ 0276-22-2001 厚木 市 有隣堂 厚木 店 0462-23-41 1 1 調布 市 真光 書店 0424-87-2222 
< 首都 圏 > 大 和 和 市 文教 堂 中 央 林間 店 0462-75-4165 府中 市 啓文 党 0423-66-315! 
浦和 市 須原 屋 本 店 0488-22-5321 相模 原市 文教 堂 相模 大 野 店 0427-49-0650 ҥй 三省 堂 書店 三 廉 店 0422-48-4510 
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三鷹 市 東西 書房 0422-46-0275 名 古屋 市 星野 書店 近鉄 ビル 店 052-581-4796 尾道 市 啓文 社 尾道 店 0848-37-5151 
小金 井 市 文教 堂 小金 井 店 0423-86-0161 " 丸善 ブッ ク メ イ ツ セ ント ラル バー ク 052-971-1231 福山 市 啓文 社 福山 店 0849-22-31 | | 
国分 寺 市 三成 堂 国分 寺 店 0423-25-321! ГА 日 進 堂上 前 津 店 052-263-0550 ん 70209 4 УА 0849-25-0050 
立 市 東西 書店 0425-75-5061 " 三洋 堂 パ ソコ ン シ ョ ッ プ ミ > 052-251-8334 / 啓文 社 コ ア 0849-41-0909 
小平 市 文教 堂 小平 店 0423-43-9229 и 三洋 堂 い りな か 本 店 052-832-8202 山戸 市 五十部 誠 文 党 0839-24-6630 
東村 山 市 文教 堂 東村 山 店 0423-96-1115 „ ちく さ 正 文 館 本 店 052-741-1137 " Xu 0839-22-561! 
立川 市 オリ オン 書房 ウイ ル 店 0425-27-2311 / 白樺 書房 西 店 052-774-7223 宇部 市 京屋 書店 0836-31-2323 
八王子 市 くま ざね 書店 本 店 0426-25-120! 豊橋 市 精 文 館 0532-54-2345 " 末広 書店 0836-31-0086 
町 田 市 有隣堂 町 田 店 0427-23-3018 岡崎 722 0564-54-1822 防府 市 誠 文 堂 国 衛 店 0835-25-|988 
/ 久美 堂本 店 0427-25-1330 豊田 市 三洋 堂 梅坪 店 0565-35-2334 Ж m 三文 字 屋 0833-71-025! 
@ 久美 堂 小田 急 店 0427-27-111! 刈谷 市 堂 刈 谷 店 0566-24-1134 鳥取 市 富士 書店 0857-23-727! 
„ 久美 堂 東急 ハン ズ 店 0427-28-2772 春日 井 市 三洋 堂 勝川 店 0568-32-7806 松江 市 園山 書店 0852-21-4167 
„ ра 64 ШИ 0427-35-4117 岐阜 市 自由 書房 0582-65-4301 ая BE 
/ 文教 堂 小川 店 0427-96-1781 A Eh 大 洞 堂 ブ ックス 258 0584-81-2553 徳島 市 小山 助 学 館 本 店 0886-54-2135 
多摩 市 くま ざわ 書店 桜ヶ丘 店 0423-37-253! / 大 洞 堂 岐大 バイ パス 店 0584-74-7766 / 小山 助 学 館 東口 店 0886-25-1380 
福生 市 文教 堂 福 生 店 0425-53-7708 — mih 三洋 堂 一 宮 店 0586-77-5734 / 森 住 丸善 0886-23-3228 
く 信越 ・ 北 陸 > 可児 市 三洋 堂 可児 店 0574-63-2334 高松 市 宮脇 書店 本 店 0878-51-3733 
甲府 市 文教 堂 甲府 店 0552-22-4600 多治見 市 三洋 堂 多 治 見 店 0572-24-0340 丸亀 市 宮脇 書店 丸 重 店 0877-22-5533 
長野 市 平安 堂 長野 店 0262-26-4545 Ж 市 別所 書店 | ビル 店 0592-24-1014 松山 市 紀伊 國 屋 書店 松山 店 0899-32-0005 
/ 長 合川 書店 0262-26-2122 日 市 市 文化 セン ター 白 揚 0593-51-0711 / 明 屋 書店 本 店 0899-41-4141 
+ 田 市 平安 堂上 田 店 0268-22-4545 鈴鹿 市 シェ トワ 白 楊 スズカ 0593-82-522! / 明 屋 書店 大 街道 店 0899-41-4242 
松本 市 ブッ クス ロク サン 0263-35-5555 ол db 丸三 書店 0899-31-8501 
и 改造 社 松本 駅 ビル 店 0263-36-3777 京都 Нежд 075-223-1003 新居 浜 市 明 屋 星 原 店 0897-44-4000 
飯田 市 平安 堂 飯田 店 0265-24-4545 / アバ パン ティ ・ ブ ッ ク セ ンタ ー 075-682-5031 宇和 島 市 明 屋 宇和 島 店 0895-23-1118 
岡谷 市 笠原 書店 0266-23-5070 ГА オー ム 社 書店 河原 町 店 075-221-0280 高知 市 жат 0888-22-0161 
諏訪 郡 平安 堂 下諏訪 店 0266-28-1111 @ ジュ ンク 堂 京都 店 075-252-010! く 九 州 ・ 沖 縄 > 
新潟 市 紀伊 國 屋 書店 新潟 店 025-241-528! 奈良 市 通 々 堂 大 丸 店 0742-26-6241 福岡 市 紀伊 國 屋 書 店 福岡 店 092-721-7755 
H 萬 松堂 025-229-2221 大 阪 市 旭屋 書店 本 店 06-313-1191 / リー ぶる 天神 092-713-1001 
/ 北 光 社 025-228-232! А 紀伊 國 屋 書店 梅田 店 06-372-5821 / 福岡 金 文 党 092-741-2106 
長岡 市 覚 張 書店 0258-32-1139 ん オー ム 社 書店 大 阪 店 06-345-0641 / 積 文 館 新 天 町 店 092-781-299! 
/ ブッ クセ ンタ ー 長 岡 0258-36-1360 „ 54 ri 13 06-353-3209 / 金 文 堂 朝日 ビル 店 092-431-1094 
/ 長岡 技 大 長峰 文化 0258-46-6437 " ео 06-251-0881 北九州 市 ナガ リ 書 店 093-521-1044 
富山 市 瀬川 書店 0764-24-4566 ГА 旭屋 書店 ナン バ 店 06-644-2551 / 金 栄 党 093-531-3685 
„ 清明 堂 0764-24-4166 / ナン バブ ッ ク セ ンタ ー 06-644-5501 " 旭屋 書店 北九州 店 093-631-6421 
/ BOOKS ^7 ЖЕҢЕ 0764-32-1353 " 旭屋 書店 アベ ノ 店 06-631-6051 / 井筒 屋 ブ ッ ク セ ンタ ー 093-641-0131 
и 文苑 堂本 郷 店 0764-22-0552 „ ユー ゴー 書店 06-623-2341 / カル パーク 平野 093-661-7988 
и 文苑 堂 赤江 店 0764-33-0321 и 河村 書店 06-951-2968 „ 白石 書店 本 城 店 093-601-2200 
高岡 市 文苑 党 0766-21-0333 枚方 市 水嶋 書房 京阪 デパート 店 0720-51-3432 久留 米 市 エマ ックス た が み 0942-33-1841 
/ 文苑 堂 横田 店 0766-21-0431 高槻 市 コー ベ プ ックス 西武 高槻 店 0726-83-1766 飯塚 市 BOOK リ ー ド 0948-25-7266 
沢 市 うつ の みや 片町 店 0762-21-6136 東大 阪 市 ヒバ リヤ 書店 本 社 06-722-1121 大 分 市 パル コブ ッ ク セ ンタ ーー 大 分 店 0975-35-0643 
А 書林 香林坊 本 店 0762-20-501! 神戸 市 ジュ シク 堂 セ ンタ ー 街 店 078-392-1001 / 本 町 晃 星 党 0975-33-023! 
野々 市 町 王様 の 本 本 店 0762-46-5325 / ジュ ンク 堂 サ ン バ ル 店 078-252-0777 別府 市 明 林 堂 0977-23-0936 
福井 市 勝木 書店 0776-24-0428 А 海 文 堂 書店 078-331-6501 宮崎 市 田中 書店 中 央 店 0985-24-511! 
„ 品川 書店 新 田 塚 店 0776-24-1112 @ 日 東館 書林 078-391-8701 ГА 寿屋 宮崎 店 0985-27-4111 
GR ж 姫路 市 新興 書房 0792-85-3344 佐賀 市 金華 堂 北 バ イ パ ス 店 0952-32-1965 
静岡 市 静岡 谷 島屋 呉服 町 本 店 0542-54-1301 и 誠心 堂 書 店 0792-81-2055 / 積 文 館 デ イト ス 店 0952-23-7155 
/ 江崎 書店 0542-54-4481 和歌 山 市 宮井 平安 党 0734-31-1331 長崎 市 メト ロ 書 店 0958-21-5453 
/ 吉見 書店 0542-52-0157 и 帯 伊 書店 0734-22-0441 / 好文 堂 0958-23-717! 
ГА 戸田 書店 S BS 店 0542-81-5733 < 中 EB) 佐世保 市 金明 堂 0956-22-4214 
/ 戸田 書店 曲 金 店 0542-81-5899 PJ ш т 紀伊 國 屋 書店 岡山 店 0862-32-3411 熊本 市 紀伊 國 屋 書店 熊本 店 0963-22-5531 
沼津 市 吉野 屋 0559-23-5676 ク 丸善 岡山 支店 0862-31-2261 / BOOKS まる ぶん 0963-52-5665 
ク マル サン 書店 宝塚 店 0559-63-0350 津山 市 津山 ブッ クセ ンタ ー 08682-6-4047 / 長崎 書店 0963-53-0555 
富士 市 戸田 書店 富士 店 0545-51-5121 広島 市 紀伊 國 屋 書 店 広島 店 082-225-3232 人 吉 明 屋 人 吉 店 0966-22-5486 
清水 市 戸田 書店 本 店 0543-65-2345 и 丸善 広島 支店 082-247-2251 鹿児島 市 春 苑 堂 ブ ッ ク プ ラ ザ 0992-25-3200 
浜松 市 浜松 谷 島屋 連 尺 本 店 0534-53-9121 / 金正 堂 082-248-3715 / プッ クス みす み 0992-57-101! 
名 古屋 市 三省 堂 書店 名 古屋 店 052-562-0077 " = 082-248-3151 那覇 市 球 陽 堂 書房 ビル 店 0988-63-3752 
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Бы TORS ПООМ 
画 Oh / FM で は , 原稿 を 下記 の 要領 で 募集 し て いま す 。 


I 
@ オリ ラナ ルプ ログ ラム 画 つ っ い に 学 生 最 後 の 夏休み に 突入 し た 。 数 か 月 間 を 自由 きま ま に 過 


エー デイ ИО Ты іле RH ББ な か ど ロ ジン ル は 問い は 5 ЖАКИН = z a ой 
ませ ん 。 パ ー ソ ナル ユー ス に 使え る プロ グラ ム な ら な ん で も 結構 で ご せる の も これ が 最後 と いう わけ 。 こ の 休み を 利用 し て どこ か 旅行 


す 。 と くに .7.AV. 8.11 の どれ で も 走る も の は 大 歓迎 で す に で も で か けた いけ ど バ イト の 仕事 も 累積 し て る し , 旅行 の た め の 
々 原稿 に は , 住所 , 氏名 , 年 齢 電話 番号 を 明記 し , ブロ グラ ム は , 覧 用 は だ め て いな いし て 結局 いつ も の 夏 ほ 同じ ヒ に な りう 。 (ES) 


テー プ ま た は ディ スケ ッ ト に 入れ て , 郵便 で お 送り くだ さい 。 田 サ ザン オー ルス ター ズ が 復活 し て コン サー ト 活 動 を 始め まし た 。 
$ ブロ グラ ム は 未 発表 の も の に 限り ます 。 ま た , 他 誌 と の 二 重 投稿 , 友人 が チケ ッ ト を と っ て くれ た だ も の の , 4500 円 と い うお 金 は 今 の 私 
次 作 な どの モラ ル に 反する 応募 は 固く お 断り し ます 。 ВЧ С АЛМ ЕСІР 22 エー ニン 40 きだ で よー。 
$ 応募 原稿 は 原則 と し て お 返し し ませ ん の で , 必要 な 場合 は 必ず 応 (バン ク ま で 自転 車 で 来 て し まう ⑳ の 志村 で し た ) 
募 前 に コピ ー を お 取り くだ さい 。 なお, ディ スケ ッ ト の 場合 は , 較 「 フ ァ ン タ ジ ー 皿 」 の 冒険 を 終わ ら せ た 。 永く 苦し い 戦い を 続け て 
新しい も の を お 送り し ます 。 きた 宿敵 = ニカ デ モス も つい に 倒れ た 。 ゲー ム を 終え て し ば らく 放心 
$ 採用 通知 は 掲載 予定 の も の に の み 行 いま す 。 他 は 原則 と し て 受取 状態 に な り , 続い て うれ し きると と も に, えも いわ れ ぬ 寂し き が …… ? 
通知 の みい た し ます 。 彼 は RPG 史 上 に 残る 、 実 在 感 の ある 名 悪役 で あっ た …… % 
$ 応募 者 全員 に 0h /FM の ロゴ 入り 筆記 用 具 を 進呈 いた し ます 。 画 私 事 用 に 買っ た ワー プロ ソフ ト を バー ジョ ン ア ッ プ UT も も うか - 
* 掲載 の 場合 は 本 誌 規定 の 原稿 料 を お 支払 いい た し ます 。 不満 だ っ た と ころ が 改良 きれ て おぉ り , また HD で 使え る よう ノン プ 


$ な お , 掲載 に あたっ て 多少 修正 させ て いた だ く こ と が あり ます 。 
ゃ あぁ あて先 は , Oh /FM「 読 者 投稿 」 係 で す 。 
ショ ー ト プロ グラ ム 

アイ デア に 富ん だ ゲー ム / ユ ー テ ィ リ ティ , な に か と 使え る サブ ル 
ー チ ン な ど , 小粒 で も ピリ ッ と し た プロ グラ ム を お 待ち し て いま す 。 


ロ テ ク ト に し て ある な ど , な か な か 。 た だ , 起動 時 に 「 〇 OOO 〇 様 
専用 版 」 と 名 前 入り で 表示 され る の は な に や ら は ず か し い 。 (4E) 
圏 も う 7 月 も 終わ り だ と いう の に , いっ こう に 梅雨 が 明け る 気配 も 
な く 肌 寒い 日 が 続い て いる 。 別に 海 に で も 行こ うと 思っ て いる わけ 


$ 応募 要領 は , 記事 中 に 掲載 し て いま す の で 参照 し て くだ さい 。 じゃ な いけ ぼ , せっ か く ク ー ラ ー を 買っ た の に 使え な い の が くやし 
$ あて 先 は , Oh/FM 編 集 室 「 ショート プロ グラ ム 」 係 で す 。 Oo し ょ う が な いか ら ,。 今度 鍋 料 理 で も 食べ て 使 お むう っ と 。 (4) 
© 音楽 プログ ラム B CD 談義 を 交わ し て いる と き に , ふと スト コフスキー は クラ シッ 


FM 音源 や PSG を 使い こなし た ,「 聞 か せる 」 音 楽 プ ログ ラム を 募集 。 彡 界 の 力道山 びっ た の で は , と も ら 5 し て クラ シッ ク フ ァ ン に ウケ た 。 
し ます 。 曲 の ジャ ン ル は 問い ませ ん が , 誰 で も 知っ て いる よう な ス 。 クラ シッ ク も プロ レス も すでに 文化 と し て 眺め る ため の マ ニュ アル 
タン ダー ド な 曲 を 歓迎 し ます 。 と くに , 歌謡 曲 や ニュ ー ミ ュー ジッ は で き 上 が っ て いる と 思う が ,。 パッ ソ ュ コン の 世界 は どう だ ろう 7 ж 


ク の あたり は よい 作品 が 少な い の で 狙い 目 で す 。 
。 応募 要領 は オリ ジ ナ ルプ ログ ラム と 同じ で す 娘 友 文太 文 文太 オリ ジ ナ ル 投 稿 ゲー ム 大 募集 / 文 丸文 文 文 文太 


e あて 先 は , Oh /FM 編 集 室 [Let's PLAY MUSIC」 係 で す 。 Oh/ FM で は , 来 た る ゲー ム 特 集 に 備え オリ ジ ナ ル ゲ ー ム を 募 

б その ほか ,「 き ょ うぶ の 水 曜日 用 プロ グラ ム , BASIC や 0S の 解析 , 集中 で す 。 ゲ ー ム 内 容 は , 1 月 号 の ゲー ム 作成 パッ ケー ジ を 使用 し 

プロ グラ ム 作 成 時 の ノウ ハウ を 解説 し た も の , ハ ー ド 作成 な ど .FM を た も の は も ちろ ん , それ 以外 の アク ショ ン , ХАЛ, RPG, アド 

活用 する も の で あれ ば な ん で も 結構 で す 。 こ れ は と いう も の が あれ ベン チャ ー, シミ ュ レ ーション 等 , ジャ ン ル , 機種 は 問い ませ ん が 

ば , ご 投稿 くだ さい 。 応 募 要 領 は オリ ジ ナ ルプ ログ ラム に 準じ ます 。 オリ ジ ナ ル 作 品 に 限り ます 。 腕 に 自信 の ある 人 も な い 人 も , СОЮ 

画 Oh /FM 協 力 ス タッ フ を 募集 し て いま す 。 会 に ぜひ ご 応募 くだ さい 。 締め 切り は 日 月 末 で す (応募 要領 は 「 オ 
電話 の うえ , 実力 評価 用 の 作品 (ソフ ト ま た は ハー ド , な ん ら か — リ ジ ナ ルプ ログ ラム 」 と 同様 )。 


の 原稿 ) を ご 持参 くだ さい 。 連絡 先 : Oh./FM 編 集 室 谷 03-239-4158。 
1082 (主要 地域 発売 : 9 月 18 日 ) 予定 


画 FM に 関す る ご 質問 を お 寄せ くだ さい 。 
質問 は 官製 ハガキ か 封書 で 「Q&A」 係 あて お 送り くだ さい 。 な お , : 
回 答 は 誌上 の み で す 。 ご 了承 くだ さい 。 特集 : 誰 に だ っ て を 始め る と きき が ある 
画 木 誌 掲 載 リ スト の バグ 情報 を お 寄せ くだ さい 。 -~C ュ コン パイ ラ も 手 に 入り や すく 《 な っ た と ころ で , 5. 
ちか ね の C 言 語 特集 で す 。 BASIC に は な か っ た 概念 の 解 
説 や , コ ン パ イラ の オペ レー ショ ン ガ イド , サン プル プロ 


1203-265-7998 受付 時 間 月 一 金 16:00 一 18:00 
グラ ッ 徹 底 解説 等 。 C の 学習 に 役立つ あれ これ を 満載 クー 


機器 の 取り 扱い に つい て の お 問い 合わ せ や , リス ト 改 造 に つい て の 
ご 質問 は ご 遠慮 くだ さい 。 受け付け は バグ 情報 に 限定 し ます 。 
画 森 誌 バ ッ ク ナ ン バ ー の コピ ー サ ービス は 行っ て いま せん 。 ご 了承 


くだ さい 。 
・ 編 集 長 星 加 純 郎 ・ 昭 和 63 年 9 A | 日 発行 : : S 
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DS-9 ア プリ ケー ショ ン シ リ ー ス 第 ど 弾 / 
日 本 語 リ レー ショ ナル ・ 


デー タベース 


シー エス ネジ ー・ ア イエ エス 


алақ 


B809 版 は 機種 ご と に 異な り ま す の で 、 
お 買い 上 げ の 際 に お 確か め 下さ い 。 


熟語 辞書 の 使用 制限 | 


mns 


WIOS-9.rc&frj 5 ЖА) J LL — 1⁄ a 2 JL + 
デー ター スズ 。 

画 マ ル チ ユ ー ザ ー、 マ ル チ テ チタ スク 、 ネ ットワーク 
(LAN) 可 能 。 

画 日 本 語 対 応 ( 従 来 の か な 漢字 変換 処理 を 強化 、 
熟語 辞書 付く <6809 版 >) 。 

画 言 語 型 デー タベース ・ シ ステ ム 。 BASIC ラ イ 
ク で 習得 が 容易 。 

画 フ ォ ー マ ッ タ 付属 。 (画面 と 出 カ フォー マッ ト を 
決め る だ け で て プログ ラム を 自動 生成 ) 

画 住 所 録 や 顧客 管理 な ど は フラ フォー マッ ト を 決定 
する だ け で 即 使 用 可能 。 


どしどし ご 応募 下さ い 。 
"ИЕА = 


(0 M 
一 等 300,000 円 二 等 200.000 円 三 等 100,000 円 Im 
(商品 化 の 際 に は 、 販 売 数 量 に より 当社 規定 の 印 
税 を 支払 いま す 。) 

(2) 募 集 す る ビジ ネス フォ ー ム の 種類 " 
① 給 与 計算 シス テム  ② 在 庫 管理 シス テム 
③ ス ケ ジ ュ ー ル 管理 シス テム ④ 見 積 書 発行 シス テム 
⑤ 女 献 管理 シス テム ⑥ 部 品 管理 レス テム 
(⑦ カ ー ド 型 デ ー タ ベー ス  ⑧IMS ソ ー ス ジェ ネ レ ー タ ー 
な どの 汎用 型 ア プリ ケー ショ ン ・ プ ログ ラム で す 。 間 
(3) 応 募 の 条件 ІІ 
① 自 作 の 未 発表 オリ ジ ナ ル ・ ソ フト で 原著 作 権 を | 


A タ イプ 、 ロ タイ プ を 購入 され た 方 は 、 そ れ ぞ れ 差 額 
で C タ イプ に する こと が で きま す 。 


320KB の ディ スク (77AV、77L4、11AD/EX ) で 熟語 


商品 形態 ир 
CSG-IMS の 商品 形態 は 次 の よう な の с TS Я 
ОЗО M Oue MEAE, шансов. |" 
r м Ш (4 応募 の 方 法 III 
タイ プ | ^ в аки | m М | In| 操作 説明 書 、 オ プ ジ ェ クト ・ コ ー ド 、 テ スト ・ デ ー ln 
Ез FM-77L4 „| を 係 まで 送付 し て くだ さい 。 
6809 版 の み Желі емсе ЫЕ (5 応募 期間 
aa の 人 Y 98,000 | jy 第 2 期 昭和 63 年 4 月 | 日 一 8 月 30 日 M 
= ET ^ \ (6) 究 先 ІІІ) 
B タ イプ | 68000 版 の み с Иск 118,000 | u| FIO 東京 都 千 代田 区 外 神 田 6-5-|! и 
ト х > п ОЕ IMS コ ン テ ス ト 係 " 
6809 版 68000 版 -11 シロ ニア (7) 当 選 発 表 
C タ イプ Е АЕ Y128,000 | | Т 


ІЗ 


辞書 を 使用 する 場合 、3 ド 必要 で 


す 。 た だ し 、77AV シ リー ズ は 日 本 語 カ ー ド を 使用 する こと が で きま す 。 


J9 (E) [0+9-Ш 


EALER XY- : 12912 Ready 


漢字 DYNACALC 


ORAE] 定価 \ 48,000 EU 
機 種 メデ ィ ア 組込み OS 

уле т FM-8 52D |OS-9 レベ ル 1 
E 2251 ЕМ-7 52D |05-9 レベ ル 1 

545,408 „6 Я 5 
еа 49408 FM-77L2 3.5'20 | 05-9 レベ ル 1 
ШОП 8% 3% FM-77L4 3.5720 | OS-9 レベ ル 2 

398,008 358,088 г 
_ FM-77AV 3.5' 2D | OS-9 レベ ル 2 
E z ; ЕН 0.88 FM-77AV20 |3.5'200 | 05-9 レベ ル 2 
алаш FM-77AV40 |3.5'2DD| 05-9 レベ ル 2 
- 4% = ” 

05-97 プリ ケー ショ ン ・ シ リー ズ 表 計算 型 簡易 言 z FM-11AD2、AD2+ | 5'2HD | OS-9 レベ ル 2 
05-9 6809 上 で 動作 する 初 の 本 格 的 な 表 計 算 ソ フト ウェ ア で す 。 本 製品 は 富士 通 、 マ イク ロウ ェ ア MB-S1 10/20 520 (開発 中 ) 
ie BEER CR CETTE etapa Iron наст ER rr en 

た め 、OS-9 を お "ない PE こと が で Я - 
Š à ZSDYNACALCHISAER SHE (328) Y 6,000 
OS-9/868000 季刊 OS-9 NEWS 年 間 購 読 申し 込み 方 法 OS-9 NEWS | 
送金 方 法 : @ バ パッ ク ナ ン バー2 号 一 5 号 (在庫 な し )、6 号 一 9 号 (\3.000)、 NOM * | 

€0S9-68K11-01 (FM11580S9//68000) ----------------------.------.--.......... 在庫 切れ ыжы ык рата О, обет " И 

-68K98  ( 己 CO801Vm 用 ) xov 購読 予約 …-\ 3,000 を 郵便 振替 1-33562 d$ J£ y 子 宛 お 送り 下 
sS; бы, En さい 。 жо 27 2 6 一 9 号 に つい て は 在庫 を 確認 し て お 申し 込み 
S 下さ い 。 

@OS9-68K16 (FM16/ 用 ) 4%%%%%%%............а««............................... ¥ 198,000 御 注意 a 振替 用 紙 の 通信 欄 に は TOS-9 NEWS14 号 一 17 号 希望 」 と いう よ 

ои RD SNA И ОЙУ Rd eee va kya ы 8 АЕА» また 、 お 届け 先 の 住所 ・ 氏 名 ・ 
КЕЛЕМ BASIC) ШЫТ. И デコ 

90S9-CONV01 (FM162 用 MSDOS<…OS9) - y 19,800 ・2 タ ララ ィ ッ クー ライ ブラ リー シース コード) ーーYe. 

€ OS9-CONV02 (PC9801 用 MSDOS…OS9) …… -Y 19,800 A EEE Ie eoa Map 

€ Q-Tools (MSDOS 用 ター ミナ ルン フト 等 )………… -Y 28,000 


08- ヨ BBUd ソ フト ウェ ア 


@Lisp09 (リス プ ゼ ロナ イン ) 0S-9/6809 レ ベル 2 用 
JCEATNE A PSSI... ul utu U N.a sss 
9 カナ 漢字 変換 パッ ケー ジ (OS-9 で 日 本 語 処 理 サ ポー ト ) 
D rsness eees ees snes ene Level I 用 /Level II 用 Y 14.000/S 
ФСНА5МВ 8 ビッ トマ クロ アセ ンプ ラ ・ Ұ100,000/5 
@SPELLING CHECKER 英文 用 \30.000 


@STYLOGRAPH (スタ イロ グラ フ ) 英文 ワー ド プ ロ セ ッ サ 

(0S-9 組 み 込み ) ¥ 38,000 
€ERINA (エリ ナ ) 0S- 9 ユー ザー モー ド デ バ ッ ガ ー…・\28,000③⑤ 
@ ConvFB (コン プ ・ エ フ ビ ー) FM シリ ー ズ 専用 FBASIC 

ファ イル コン バー タ ※2 ド ライ ブ が 必要 で す 。 
@ ConvCPM (コン プ ・ シ ー ピ ビー エム) FM シリ ー ズ 専用 

CP/M フ ァイル コン バー タ ※2 ド ライ ブ が 必要 で す 。…\12.800 
SERINA (セリ ナ ) 0S-9 シ ステ ム モ ー ド デバ ッ ガ ー …\58、000⑤ 


eGTerm (ジー ター ム ) 漢字 グラ フィ ッ ク タ ー ミ ナル 

いっ っ (FM11/77L4 プ AV40) 
@ 辞書 メン テ ユ ー テ ィ リ ティ 
eC コン パイ ラノ 6809…・ 
@Pascal/6809 


Y 18,000 
Y 8,000 ©) 
:Ұ48,000/6) 
\59,800⑤ 


※⑤ 印 の も の は 、 日 立 MB-S1 用 0S-9 で 使え ます 。 


次 の も の は 、 各 社 の 登録 商標 で す 。@ 05-9 は マイ クロ ウェ ア 社 。@ STYLOGRAPH は GPC 社 。 © DYNASTAR、DYNAFORM は ダイ ナ ソ フト 社 。 ө CP/M は デジ タル リサ ー チ 社 。@ MS- DOS は マイ クロ ソフ ト 社 。 


株 式 会 社 


AUTHORIZED 0S-9 SOFTWARE IMPLEMENTOR 


年 光電 子 


TEL. 03(832)60004: 


〒101 東京 都 千代 田 区 外 神 田 6 一 5 一 11 長谷 川 ビ ル 
FAX. 03(833)6100 


お 求め は 全国 有名 マイ コン ショ ッ プ で お 願い し ます 。 通信 販売 は 郵便 振替 で 以下 の 必要 事項 を 通信 欄 に 必ず ご 記入 の 上 、 星 光電 子 まで ぉ 申し 込み 下さ い 。 


ein 名 @ 数 Ы @ パソ コン の 機種 (FM-7 等 ) @ ディ スケ ッ ト の 種類 (5 イン チ 2D、5 イ ンチ 2DD 等 ) e 住 所 、 氏 名 、 電 話 番号 


支 郵便 振替 口座 東京 1-33562 株 式 会 社 星光 電子 


ФТ-2ОМЕ(ЖХЗЕ/Я) 7:03-257-2650 日 成 シ スラ ボ ( 名 古屋 ) 合 052-303-5561 e 大 学生 協 ゅ 富士 通 OA e 富 士 通 ビ ジラ ジネス シス テム 
0S-9 関 連 ソ フト ウェ ア 取扱 店 @ YEC( 浜 松 ) 会 0534-56-1500 共立 電子 産業 (大 阪 ) 全 06-644-4666 ө ESL REME(U&P)7T06-634-3111 e 関東 電子 © ソフトウェア ジャ 
バン 容 03-862-2765 e ン フ トク リエ イト (渋谷 ) 合 08-486-0871 © ÆR 75- 7 (#8) 7103-295-0011 ө + EE (HE 7L) 21093- 641-0131 


7% 0.935 401008) cr の SO の 


91у10и502 Y 


вян) 


Joshin Computer Store 


コス モラ ンド 


大 阪 市 浪速 区 難波 中 2-1-17 (T556) 


2 (06)0634-3111 


MS-DOS 版 C 言 語 
TURBO-C v1.5 IBM-PC 専 用 (J-3100, AX 可 ) 一 -\18.000 


TURBO-C v1.5 98 専 用 (MSA) 一 一 一 一 \19.500 
TURBO-C v1.5 9838 (3HP 775774: 2) — — ¥ 16,800 
Micro Soft-C v4.0 — — — — — —— X: 98,000 
DATALIGHT-C —— — ——— - X 28,000 
直ら が Sc( ウ ーー = — = -¥ 25,000 
HI-TECH C (サザ ン パ シフ ィ ッ ク ) 一 一 Ұ47,500 
Lattice-C v4.0 = = -3 98,000 
その 他 多 数 


MS-DOS 版 C 言 語 関連 ユー ティ リティ 


C-Terp (サザ ン パ ジフ ィ ッ ク ) — — —— X 39,800 
C-Terp TURBO-C 専 用 (サザ ン パ シフ ィ ッ ク ) —— ж 29,800 
Advanced RUN/C — — — W Ұ29,800 
日 本 語 PRO-C (ソー スコ ー ド ジェ ネ レ ー タ ー) 一 \198.000 
日 本 語 PRO-C パー ソナ ル ^JVZ/ C —— X 98,000 
その 他 多 数 


他 一 般 OS、DOS 版 C 言 語 関連 製品 


Microware-C (OS-9/6809) (星光 電子 ) 一 一 Ұ48,000 
CCSP(0S-9/6809) (ARK コ ー ポ レー ショ ン ) —— \32.000 
ERROR(0S-9/6809/68000) (ARK コ ー ポ レー ショ ン ) ҰЗ,000 
HI-TECH C (CP/M-80) (サザ ン パ シフ ィ ッ ク ) — 42,500 
C Compiler PRO68K — — — — — — ҰЗ9,800 
HI-TECH C (CP/M-86) (サザ ン パ シフ ィ ッ ク ) — X 41,500 
C80+MATH РАС (CP/M-80) жам — X 17,500 


0S9-68K- 11 — X 198,000 
OS9-68K-11 (1MB) — — — —— — X 228,000 
OS9-68K-16 \198.000 


059-68К-98 (PC-9801/E/F/M/VM 対 応 ) 一 一 \198.000 
0S9-68K-98X (PC-9801VX2 以 降 対 応 ) 一 \198.000 
その 他 多 数 


※ 電 話 注文 お 受け いた し ます 。 TEL.06-634-3111 
(J&P コ スモ ラン ド 担当 中 川 ) 


最 先端 情報 を 常に 提供 する we&P 


(C3 = 語 関連 ソフ ト 大 量 品 揃え / 


Lets 


_\25.000 


| X98, 000 ¥ 28,000 


= RUN/ C | PROD Ie id 


PC48IZU-X 5 


ヘル レプ / 


\29.800 


b compiler 


08971092788: 


DB-9/BB0B じ ベル 1 82 


Ұ48,000 ҰЗ9,800 


万 全 の サポ ー ト 体制 を 誇る J り &P。 


シス テム サポート 


MSX か ら IBM ま で 人 気 の ハ ー ド 
ウェ ア を 一 常に 集結 。 プリ ンタ 久 
ハー ド デ ィ スク な どの 周辺 機器 


も ズラ リ 勢 揃い 。 さ きま ざ まな ニー ズ 


に 的 確 に お 応え 出来 る 品 揃え 
82%; 


人 気 の ホ ビー ソフ ト を は じ め 、 日 
本 語 ワ ー プ ロ 、 簡 易 言 語 、 販 売 
管理 、 顧 客 管理 、CAD シ ステ ム 、 
デー タベース 、 各 種 05 な ど あ ら 
ゆる 用 途 の ソフ トウ ェ ア を 取り 捕 
АЖО 


職場 の OA 化 を 図る た め の コ ン 
サル ティ ング は も ちろ ん 、 お 客 様 
の ビジ ネス に ピッ タリ の ソフ トウ 
ェ ア を 設計 制作 いた し ます 


ІШІ LT NET m 


TER 


eiiim | | 
姫路 バイ パス 至 大 
ЧЕН ЕЗ ЖА 姫路 南 ラ ンプ / 


Joshin Computer Store 


ШЕ ge 店 


姫路 市 東 延 末 1 丁 目 1 番 佳 友 生 命 姫 路 南 ビル 1F CT 670) 


Z (0792) 22-1221 


オブ プ ション 通 
jor. r.B 


全国 どこ で も 
無料 配達 == 


KP КОТУР で も お 申 し 込み い だ だ | 


= Р ЧЫР l: 


|шу/ ブル で 使い や すい パソ コン ラッ ク ・ デ スク ・ チ ェ ア ー 
T エレ コム バ パソ コン チェ ア 
PD-09+FOL00E % S ж 


ШШ パソ コン ラッ クチ ェ ア ー セ ッ ト ш 
ラッ クサ 法 


ラッ ク : エレ コム DS-10 T cue キャ スタ ー 付 
+ ; 9 チエ アー : コ イズ ミ L-395 qw. LU 標準 価格 合計 51.500 円 Ncc Eo 
арена МЕР 
В: ss メー カー 標 失 価格 43.000 円 cii Mere 6,800[ 
ーー) a & E = 
| E m J&P 特 価 29,0007 ды: 9,800 円 M bli ү シー カラ - 
3 Y ? 。 最 大 法 由 1200X 高 さ 650- 1180x370% ара 130556 T700 19004x 1280x1370% Š $ ORE ORI 


画 バ ソコ ング ッ ズ 5 s ае. 
ШЫ OA 電源 タッ プ { e \ 
ナシ ョ ナル WCH4511 1 | 
J&P 価 格 6,980 円 
: coop DIU S —- 


EPA ッ ツチ 付 


MS-300 
J&P 特 価 3,500 円 


ディ スプ レイ の 角度 を ` Ww 
аш CES. 
° < re m - 
; СА E е. 5155 


エレ コム S0450 
クリ ー ニ ング «дд ※ ブ プリンタ 別売 JP 特 箇 3.300 円 
J&P 価 格 150| F9-10 
の 5 イン チ @3.5 イ ンチ [ンチ паляос<ате 


dm クー ишв 
100 枚 収納 可 “Ц, 
JP 特価 2.000 円 ノー J&P 特 価 2000 円 


87775 


( 
スタ ーTR-24CLT CERE 

J&P 特 価 44,800 円 

24 ド ッ ト 熟 転写 カラ ー プ リン タ 

コピ ビー 用 紙 や / ハ ガキ に も 鮮明 印字 可能 
第 2 水準 ROM も 標準 装備 、 

ケー ブル 別売 。 


асла повно г 日 本 語 カー ド FM77-211 29,8009 イン テリ ジェ ント マウ ス 
メー カー 標準 価格 18 000 円 第 2 水準 ROM、 辞 書 ROM、64K パ イト RAM 搭 載 FMMO-101 12,800 円 
7 ' FM77AV -20f8 FM 用 マウ ス 
スピ ー カ ー・ JOY-STICKIS F M77 AV -20-40R8 
J&P 価 格 12,800 円 


さあ 始め よう パソ コン 通信 идэ 
画 FM77 シ リー ズ 通 信 セ ッ ト ⑩MD ら -D(10 枚 ) 1,7008 


@MD8-DD(10 枚 ) 2,000 円 
@MDE-85BHD(10 枚 ) 2,200 円 


dd @MF ら -D(10 枚 ) 3,6009 
ЕТА 740 PV-Al200MKI ӨМЕ?2-ОП (10) 4,0009 


アダ プ タ 忌 ソフト: 富士 通 FM77-101 
ЈЕР HOTLINE: ス ター タキ ッ ト 
通信 速度 300・1800bps 

セッ ト 価 格 54,800 円 


③MF ら -856HD(10 枚 ) 7,300 円 


BFM77AV/ 


EX シリ ー ズ 通信 セッ ト 


MD-2HD (10%) 


\ ZIEDIAO 2,0008 
zu \ == MICRO FLOPPY DISK - 1 
жі E MED 
3 аа ; SUM igi | MF-8DD(0 枚 ) 
モデ ム : ア イワ PV-AI?00MKI a 
通信 ソフ ト :dB-SOFT メデ ィ ア 9 м сүзле 3,3009 


ЈЕР HOTLINE: ス ター タキ ッ ト 
通信 速度 300・1PUUDDDS セッ ト 価格 35,800 円 


メー ル シ ョ ッ ピ ンプ の 3 し Ao Jap 谷 店 で 束 り ます 。 


ула 孝二 
vAMa-a2eBASICEMA-A 
u СЕБЕЕЫ 


画 ホ ビー ソフ ト ソフ ト ハ ウス 


YS( イ ー ス ) DIRES |9 ン ギ スカ ン | ЖЖ |FM-7AV 


適応 #9 種 IFM-77/AV | ж ю 機種 FM-77AV ザ ナ ド ウ ・ シ ナリ オ II | 日 本 ファ ルコ ム | FM-77/AV 
ソフ ト ハ ウス | 日 本 ファ ルコ ム | 2 dg | ソフト ハ ウス | ポー ステ ッ ク フ | 
аза аяр s WALUEULTRPRIUDES ド = bL | シス テム サコ ム | ЕМ-77 
QUA. HOUR で お 互い の 立て だ 16 本 の ボ - 


ー ル を 体 当たり で 取り 合う ワー ルド ゴル フ II | エニ ックス | FM-77AV 
UN 2 . 5 д ザ + ド ウ | 日 本 ファ ルコ ム | FM-77/AV 


T + 


ウィ ザー ドリ ー ク | アス キー | FM-77/AV 


タイ トル | ソフ ト ハ ウス | зали 
| | P А Егу フフ |2 し 2 タル アト | ЕМ-7 
- + 
а ж 機 m|EM-7AV ү ЕШ 3 m @ 種 |FM77AV щы 70| SY |FM-7/AV 
V2EFJV2A|R/2E2x718 i ; ソフ ト ハ ウス | スタ ー ク ラフ ト t 
D! DOREL Бо ROMP ШЕШЕ MOS ЗЕ E ж 光栄 |FM-7 
うだ - emi 
ЕЕ нұс іа т UP ら つ だ 。 我 ガバ ー E A 2 5 プ | リ ヒル フト | FM-7 
し 、 そ の 行こ ご 手 に は 魔 族 と それ met à 3 MI 


tom на лычы, A HIS ファ ンタ ジー n | スタ ー フ ラフ ト | FM-7 


ハイ ドラ イド II T&E FM-7 


FM 日 本 三 シ ー ト VI1 MEDIAS 


適応 機種 FM77AV А | ë юй 9 HW |FM- 77AV シ リース | 
VEDIA? 
3.570 | \6800 ン フト ハウ ス | mra ソフ トバ ウス | avr 


З 
3.50 | 37,800 авт) 12,000 (35°D) \9,800 


、 スケ ジュ ー ル 舟 な どの 作成 ・ 印 Е алвон, 7 ユー ザー 待 久 ブル 
шр ү ダウ ンカ 式 の 通電 ソフ ト 新 登場 。 


JET-77A ーー プリ ント ショ ッ プ EE 
ЕМ-7/77/АУ | sq Shop ЕШ | FM777L2 " 
ә 


キャ リー ラボ ソフ ト ハ ウス | ブロー タダ パン ドジ ャ ルパン 


850 29,800 _ (35"D) Y9,800 

重い 田 さ が 好評 / өнтесевенжЕ アメ リカ で て 60 万 本 の 実 横 の プリ ント ショ 

ワー プロ 。 さ ら に 機能 を 充実 し て 新 登場 。 — ェ ーーー VZNESESUEEXNAN RA SLN 
TS 印刷 ソフ ト で す 。 


ソフ ト ハ ウス | 適応 機種 

1887—59-UA | FM-77AV/20/40 
コマ ス IFM-77AV720740 

1187-59-02 | FM-77AVIQUI AQ 


右 の 注文 書 に ご 希望 商品 の 注文 No 
お よび 必要 事項 ご 8 

жаз с 

込み めこ だ ざい 。 現 金 受領 後 、 発 送 
いし ます 。 

まだ 、J&gP HOTLINE 会 員 の 方 | 
は 、 シ ョ ッ ピ ング コー ナー で も お ーー 1 
申 レ 込み いた だ け ま す 。 お 手持 ちの パソ コン 


様 


mum ишш шаш s шыш s REM m 
ЗААВ G8 UN Rb St 


以外 の バー ツ の ご 注文 も 承り ます 。 
: 合わ せ 下 さい 。 . 
| 定休 : 毎週 水曜 日 お 申込 み 先 : 東京 都 渋谷 区 道玄坂 の 丁目 28 番 4 号 〈〒150) «Јар 渋谷 店 メー ル シ ョ ッ ピ ング 係 


-ҒАСОМ 9450 シリ ー ズ 取扱 販売 店 。 "E 

店 > -OASYS 100 シリ ワー ズ 販 売店 。 
各種 シス テム - 技 術 サ ポー ト 。 

IL a \ 方 法 も あり ます 。 

2 ソノ クレ ジッ ト OK./ 超 低 金 利 ./ ) 


BR 5 


"rs БЕЛУУ, オプ ショ は Ce ЁТ! 


Fu7 フ グル ルク 0 と EX rM77/ll/AOEX 


@FM77AV40EX( 本 体 ) ee \168.000 | €FM77AVAOEXCRIB n ¥ 168,000 | 6FMR-30BX-AGISt—5—D- trte ¥ 268,000 
E 5 @FMTV-154(CRT: ス テレ オ TV) m ¥ 138,000 | また は @FMR-30BX- 日 (親指 シフ トキ ー ボ ー ド )………… % 268,000 
@FMDPC231D( デ ュ ア ルス キャ ディ スフレ イ )・ ж 89,800 @ カ ラー 熱転写 ブリ ンタ декан еке EXE Ы» М 777 Ge FMPR-2032W20»2—& T 8&57)»5—) \ 80.000 
RECEPIT UOMEEIT w Jr 272 m s s ` 
画定 価 合計 ………………… \263.600 クリ エイ ト 特 価 | EEG сла DTE A 249 00 Eee 
クレ ジッ ト 均等 払い (頭金 な し ) " クレ ジッ ト 均 等 払い (頭金 な し ) クレ ジッ ト 均 等 払い (頭金 な し ) 
x15730-vm | ж 8350x2lm | v 5,860 | | | \22000xim | \11.700x24 | ж 820056 | | | \26320xizm | \13.970xztm | ж 9810»: 


ғмН-ЗПнх FuR-50Fo 


@⑱FMR-30HX-A(JIS キ ー ボ ー ド モデ ル ・ 本 体 ) …………・ \488.000 | @FMR-50FD( 本 体 ) гы @FMR-60FD( 本 体 ) HMM ¥ 455,000 
&7- FF MR-30HX-Bi 7—7) -< ¥ 488,000 | @FMR-60KB キ ー ボ ポーリー е) TD кван... ERES ¥ 30.000 


ж CPU:80L 286(8MHz)3.5 FDDX2, 20MB-HDDX1 FMDPC-433 の ラーCR… Sis itis 


f @FMDPC631D()3—CRT:1120x750) reee ¥ 210,000 
メイ ン メモ リ :1MB、540X400 ド y ト LCD、 プ リン ターー 体 型 ( プ リン ター 別売) RSS ウー ブロ ソフ €FMDPC631D C25 CRT: 1120x750) ーー 210,000 
画定 価 合計 ……… ーー Y488.000P クリ エイ ト 特価 | T. rS — Шетен \695.000P クリ エイ ト 特価 


クレ ジッ ト 均 等 払い (頭金 な し ) "Ed 金 な し ) - クレ ジッ ト 均 等 払い (頭金 な し ) 
Y 36,570128 | Ұ19,410х<244 | 3143630368 Ұ21,700х248 | Ұ15,240х368 | \12.010x48 加 | Ұ26,070х248 | \18.310x36 回 | \14.430x48 回 


回 


К-Б0 <> 5455277 СТ. 
ғм HD 9450 

G FMR-GÜHDUEEE)- tenter 3695000 | €FMR-70HDGk&) asss wong аР АЕ 

OFMR PUBER == X 30000 | @FMDPC631D⑦ ラ ーCRTD em V210.000 | xFACOMSISD X297 F77 (AN Боле ЗВ) 
@FMDPC631D( カ ラーCRT)… … 学 210.000 | SFMR60kB-*ーD の ーー \ 30.000 4 階 調 プ ラズ マデ ィ ス プレ イ 、3.5'FDD と 20 /40MB・HDD 
0B283A100(Ms-D0SV3.: rreren: \ 18,000 E 5 ※40M・HDD タ イプ (F9450LT13) 定 価 \680.000 も あり ます 。 
BUEESN n nM X953 000 クリ エイ ト 特 価 BERR 69 1,190,000» クリエイト 特価 | Е. \538.000 クリ エイ ト 特 価 


クレ ジッ ト 均 等 払い (頭金 な し ) ※ ボ ポー ナス 併 用 も ご 利用 くだ さい 。 
\44.780x24 回 | \31.440x36 回 | \20.460x60 回 


oasvsut FROM 110 


@OASYS Lite F-ROMIID--- ¥ 138,000 
[II TY E Ұ138,000» クリ エイ ト 特 価 


クレ ジッ ト 均 等 払い (頭金 な し ) 


クレ ジッ ト 均 等 払い (頭金 な し ) 
к 328202 | \23.050x3s | \18.160xdm 


| \40370xizm | \21.430<2t | ж15,050х%Ы 


OASYS 

ООРУ 
@F6140FX1( 文 書 作 成 装置 )… 
@F6130XF 1( 親 指 シ フト キー ボー ド 
@F6123TN1(B4 熱 転写 プリ ンタ ) …… 
@ PCBL-F020( プ ブリ ンタ 接続 ケー ブル 
@F6140FX11( 基 本 シス テム ) ………… 
Г таа x 548,000» クタ リエ イト 特価 
クレ ジッ ト 均 等 払い (頭金 な し ) 


| X 38.690125 | \ 20,540x24 | \11.370x48 回 


特報 / 新古 品 20 馬 幸 仕 | | тал/ЖаШа-КІНІШЕШ | | Pa MS-wINDOWS 
FM168HDI・JIS キ ー ボ ー ド *MB | | 装着 する と 内 蔵 の 通信 ソフ ト に | | 日 本 語 Ms-oos3.1 に マレ テウ ン FM 情 fg] FM-7 は FM-11 よ 処理 が 速い? 


27333( カ ラーCRT ディス プレ イ ) | | 下記 の 機能 が プラ ス さ れ ま す 。 ドウ 機能 や グラ フィ ッ ク 機 能 を 追加 先日 友人 が 『 私 の FM-7 は お 前 の FM- I まり 処 
が 新古 品 で 20 台 ご 用 意 で きま || @ 送 スク ロー ル 480 行 (12200 文 字 ) | | し 、 従 来 の テキ スト 中 心 の 処理 か ら | | 理 が ТЕ: 。 と 言い な が ら 、 古い カタ ログ を 片手 に 家 に きた 。『 何 故 だ ?』 
す 早い 者 勝ち / @ オ ー ト ログ オン イメ ー ジ ・ グ ラフ ィ ッ ク の 世界 へ と 拡 と 問う と カタ ログ を 見 せな が ら 説明 を 始め た 。 彼 の 言い 分 は こう だ 。『FM-7 の 
セッ ト 価 格 Ұ200,000 @F-ROM7、9 で 1200 ボ ー 使 用 可能 … | | 19725727 C3: メイ ン CPU は 68BB09 の 8MHz, FM-11 の メイ ン CPU は 68B09E の 2MHz。 ク ロッ ク 
(注意 : 箱 、 マ ニュ アル 等 は 添付 ne қ 3E fi Y 20,000)» @ Ұ 18,000 周波 数 で は 7 の 方 が | より 4 倍速 い の で 処理 も 4 倍速 い 。』 と 言う も の だ っ た 。 
され て いま せん 。) 定価 \18.000( 送 料 サ ービス ) (送料 サー ビス ) 聞い た 直後 私 は 吹き 出し そう に な っ た か ^、 気 を 落ち 着け て 『 そ れい は 使用 CPU の 
違い で 、 実 際 は 同じ 速度 で 処理 を し て いる ョ 。』 と 彼 に 言っ た 。『68B09( 後 に 
ハードディスク ユニ ッ ト -40(FMHD-41) S+ zm の 付か な いも の ) の クロ ッ ク 周 波数 は 、CPU 内 部 の 水晶 発信 回 路 の 発信 周波 
平均 ポジ ショ ニン グ 時 間 35ms の 3.5 &TBFM QgA 設 置 / 数 の 値 で 、 実 際 に は 内 部 で 1/4 に 分 周 さ れ た 周波 数 (2MHz) で 処理 を 行っ て 
イン チ 40 メ ガバ イト 高 性 能 ハ ー ド デ FM シリ ー ズ 。 に 関し て の 技術 的 質問 | | いる . 一 方 、68BogE は 外部 か ら 2MHz の クロ ッ ク 信 号 を 入力 し て 処理 を 行っ て 
ィ ス ク ド ラ イブ を 採用 し 、 低 消費 電力 に 対し て 従来 の 電話 だ け の サポ ー ト いる の で 、 カ タロ グ 上 で は 2MHz の 記載 に な っ て いる 。 つま り 、 実 際 に 動作 し て い 
と 高速 アク セス を 同時 に 実現 し て い で は な く 、『 富士 通 株 式 会 社 』 が Ж る 速度 に 違い は な い 。』 彼 は 私 の 説明 で 理解 し た らし い 。 し か いし 、 次 の 瞬間 彼 は 
ます 書 に て 回 答 い た し ます 。 私 に こう 問い 返し た 。『 今 の 説明 で 良く 判っ た 。 で も 7 より |! の ほう が 処理 が 速 
定価 \320.000 趣 特価 (価格 は 友 ご 質問 は 必ず 店 頭 に お いで くだ さい 。 い の は 何故 ?』 私 は 暫く 考え た 後 、 彼 に こう 答え た 。『 富 士 通 に 聞い て みた ら 。』 
TEL に て お 問合せ くだ さい 。 送料 | | 回 答 方 法 は 、 約 2 週間 後に 、 店 頭 掲示 
サー ビス ) 板 に て 回 答 いた し ます 。 


開講 中 / 富士 通 マ イ ゼ ミ ナー ル 渋 谷 校 @ ワ ー プ ロ ( 一 太郎 コー ス ) eR:BASE SYSTEMV @EnJjoy バ ソコ ン 通 信 お ぉ 問合せ は 
と FMH-BOHID を 1 人 1 台 使用 (定員 1 名 ) eu-»xi23 egwcoBASIO а 203-486-9041:« 


ФЕ 士 通 バ パソコン 専門 ショ ッ プ リプ ビク リア テア 富士 通 製品 の 修理 


ーー == 
: SA EB sns, | お寺 受け いた し まあ 
еже © (日 ・ 祭 日 は PM6 :00 迄 水曜 定休 ) | 当 FM-LAB に て お 買上 げに な 
〒150 東京 都 渋 谷 区 渋谷 1-12-7 三 和 ビル 3F 渋谷 られ まし た 富士 通 製品 は も ちろ ん 、 
振込 銀行 : 協和 銀行 滋 谷 支店 ( 普 )No.289313 | ыст рл ышту. 


03-486-0871t) 横浜 店 も ご 利用 くだ さ мт) 


7221 横浜 市 神奈 川 区 鈴屋 8 


… ¥ 228,000 
画定 価 合計 228,000» クリ エイ ト 特 価 


クレ ジッ ト 均 等 払い (頭金 な し ) 
X 16,700x 1283 | \ 8.860x24 


クレ ジッ ト 均 等 払い (頭金 な し ) 
Y 9.720xi2 | Y 5.160x24m | \ 3620xəsm 


[n 


[ Ұ 6220-5 | 


富士 通 製品 は 責任 を も っ て 修理 ・ 
いた し ます 


за 
LIBRARY 
SBG ソ フト ウェ アラ イフ ラリー 


xe S 
vet Oe Ссс 


xe ffi € 19,800 


FM シリ ー ズ 用 ワー ブロ NM] 
(ЖУО КЛОПИ 新作 売れ 筋 
(~Vol.181) の 全国 売り 上 げ ラ ン キ ング 調 
査 に よる ) 


IN 49-40500 


最強 の 辞書 に よる 漢字 変換 機能 


ます 。 「 ワ ー プ ロ は 初め て 」 と いう 方 で 


FM シリ ー ズ 用 ワー プロ ソフ ト 最 高 の 
50.000 語 の 登録 語数 を 誇る 辞書 が 
搭載 きれ て いま す 。 文書 に 豊か な 表 


5、 付 属 の 『15 分 間 マ ニュ アル 』 に 日 
を 通す だ け で 、 す ぐに マス ター で きま 


+, 豊富 な 編集 機能 目線 は 完全 に 


現 を 与え ます 。 即 戦力 Samurai は 、 


4 倍角 、 縦 倍角 、 横 倍角 、 全 角 、 半 
角 、1/4 角 上 つき ・ 下 つき の 7 種 の 文 
を 、 す べ て の 対応 プリ ンタ ー て 打 
ち 出 すこ と が で きま す 。 Soc, 

字 単 位 の カラ ー 印 字 機 

や 下線 を 組み 合わ せる こと に よっ 

か な 表現 力 を 持つ 文書 を 作成 で き 
ます 。 ど な た も 15 分 間 で マス ター で き 


пт сото, ХЕ 
どど ん な 扱い を し て も 、 表 の 形 が 壊れ 
る こと は あり ませ ん 
位 で の 移動 ・ 複 写 ・ 削 除 が 可能 で 
T. きら に 、 ШИЕ JJ Samurai に は 、 
文書 や 表 を 画面 上 で 確認 し な が ら 
作業 を すす め ら れる 縮小 表示 機能 
を 搭載 し まし た 


また 、 プ ロック 単 


FM-1 1 用 ター ミナ ル ソフ ト 付 
コム カー ド ] ech HB-838C IF 基板 ) 


| ҒМ-7 INT /'TTL2/L4 AV Also 


Ао Киося 5425035429 


人 を 大 切 に する テク ノロ ジー 

株 式 会 社 サム シン ググ ッ ド 
T 609 REM UE X 2482 5 20 
TELO03(232)0801 (tt ) 


ボー レー ト は ソフ トウ ェ ア で か えら れ ま す 。 
@ 向 チャ ン ネ ル と も DB25 コ ネ ク タ で す 。 
@ ド ライ バ プ ブログ ラム (05-9) と 多 機 能 BBS 
ー ミ ナル プロ グラ ム が 付属 。 各 種 フ ァイル 
転送 プロ トコ ル を サポ ー ト し 、 自動 login も で き 
ます 。 いずれ も OS-9/6809 用 


定価 \34.800 


0S-9 は MICROWARE 社 、BASIC09 は モト ロー ラ 社 、MICROWARE 社 の 登録 商標 で す 。 


< 所 在 地 を 変更 いた し まし た > 


拡張 配列 
ЫЗЭ 


@ Sbit pir tu pl A вота 
© 当社 の RAM Disk 上 に 最大 2M バ イト の 配列 デ 


Oh! FM874F-10H^7 (P100) t 


2M バ イト \69,800 
FM-11 FD 用 シー ルド カバ ー あ り ま す 


[高速 RAM Disk 受注 販売 中 | 


- 記 事 が あり ます 


ー タ エリ ア を と る こと が で きま す 。 


BASIC09、C 版 と も \12.800 


当社 は 通信 販売 を し て お り ま す 。 事前 に 電話 に て 在庫 の 確認 を し て 下 
さる よう お ね が いし ます 。 
振込 先 三井 銀行 八千代 支店 


p ED 


T275 千葉 県 習志野 市 谷津 3-12-27 石原 荘 4 号 TEL0474-51-7445 


普 )5198041 


エル 


〔 広 〕175 


PC4 SOFT 


手軽 に 活用 バン コン OA 


使い や ゃ すさ が 大 好評 
ов А =Z クン < Һ O 


JRÍE х に чыр 52 — II 
ен 


家計 簿 感 覚 の 前 挙 備 で 一 般 的 な 財務 会 計 処 理 は も こよ り 、 
請求 書 発行 、 部 門別 商品 別売 上 高 管理 、 各 種 分 析 も 可能 
ха 一 段 と 充実 し た 実務 性 最高 の シス テム で す 。 


J 〇 専門 家 の 評価 ②③ 利用 者 の 評価 l 
WERE PE 2 1 f v3 S THREE, і 
І 


有力 パソ コン 専門 誌 の 評価 で す 。 [| 


Въ < < = = кш мш шш аш шш s иш ша шя ыш s кә шш m u ma m ти шш шы m s wd 


誰 で も 入力 操作 が で きる 高 機能 + 高 速 入力 


取引 の 内 容 を ウイ ンド ウ か ら 選 ぶ だ け 。 後 は | | コク ヨ の 振替 伝票 イメ ー ジ で 入力 で きま 
パソ コン が 借方 、 貸 方 に 自動 仕訳 し ます 。 | す 。 複合 仕 訳 は 91:1 ま で 一 気 に 入 力 。 


勘定 科目 月 次 推移 フフ 比較 財務 諸表 


最大 性 期 分 の 比較 財務 諸表 が 作成 可能 。 


| 分 の 推移 を グラ フ や 集計 プリ ント 。 
使用 機種 | FMR-50FD・FMR-60FD/PC-9800 シ リー ズ Mr マイ ツー ル 


勘定 科目 や 集計 項目 を 指示 し 、 月 別 其 | 


7 2 h m 格 
R- 50 7 R- GO 用 シス テム A (бет. лж. HAR ARFS) Ұ 98,000 
FM FD/ F'M FD シス テム 日 (へ 補間 表 、 ARBAT)  ¥ 148,000 | 
し シス テム (BREF ESRR EOWA) ¥ 198,000 
と =+ FH = <- 
! PC4 SOFT 試用 説明 会 
I 大 16-6 (f& E € ビル ) 合 03(368)9%31( 代 ) 
M.M.D( 札 幌 ) 011-281- 2925( 予 約 制 - 有料 ) о = ~ т сы Pep 
ペー ス 3 5 e „т. = т] 大 孤 市 東 区 南 久宝寺 町 5-19 (NEUF) — @(%(2М) (К) 
生生 per E 


| 。 語 士 通 マイ セミ ナー ル 秋葉 原 数 室 03-615-4751@ 毎月 開催 (有料 ) І | 


| 


ご 希望 の 方 は 資料 を お 送り いた し ます 。 


17605) 


— 
SZ 


ATUI me? 


カー ド 型 デー タベース の カン タン 操作 で 、 高級 デー タベース に せま る 高 機能 を 実現 。 
ワー プロ 機能 で カン タン 作成 表 処 理 で カン タン 入力 計算 機能 も サポ ー ト 


最大 90 杵 X90 行 まで の カー ド を 作成 で きる ワー プロ 機 大量 の デー タ 入 力 は カー ド で は 面倒 。 そ こ で 定義 デー 四則 計算 ・ 比 較 演 算 を は じ め 、 多 数 の 関数 を も つつ 項目 

能 は 、 普通 の ワー プロ ソフ ト に 匹敵 する 豊富 な 編集 機 タ を 表 形 式 に お きか えて いっ き に 入力 で きま す 。 お きか — 間 計 算 や 集計 機能 も サポ ー ト 、 高度 な ビジ ネス 業務 に 

能 を も ち 、 し か も カラ ー 対応 。 上 自由 な レイ アウ ト で カー ド える デー タ と その 順番 は 自由 に 設定 可能 、 デ ー タ の 入 、 も 充分 対応 で きま す 。 

を 作成 で きま す 。 デー タベース 定義 も カー ド 上 で 範囲 を カカ 時 間 が 節約 で きま す 。 ^N == 5 
余裕 の デー タ サ イズ 


指定 する カン タン 操作 で す 。 
2) Я に | カー ド 最 大 4,000 文 字 ・| 項 目 で 最大 250 文 字 (OF 
印刷 イメ ー ジ も カン タン 作成 れ も 漢 字 換算 ) の 余裕 の デー タ サ イズ は 、 ち ょ っ と し た 文 


作成 し た カー ド を その まま 印刷 イメ ー ジ と し て 使え る ほか 、 ic Милли кшен 
定義 デー タ を 置き か えて 新た に 印刷 専用 の カー ド を 作 大 !6 桁 、」 カ ー ド 最大 500 項 目 、|[ フ ァイル 最大 9,999 レ 


成す る こと も で きま す 。 印刷 専用 カー ド の 作成 は まっ た く コー ド (カード ) 、| ド ライ ブ 最 大 99 フ ァイル と 全体 の スペ 
カー ド 作 成 と 同じ 、 ワー プロ 機能 で 自由 に 作っ た カー ド ッ ク も 充分 で す 。 
に デー タ 項 目 を あて は め る カン タン 操作 で す 。 


* な お 、 日 本 語 処 理 に は 当社 独自 の フロ ント プロ セッ サ 「S-JIP」 を 
は じ め 、 任 意 の フロ ント プロ セッ サ を 組み 込め ます 。 

*DATUM を ご 利用 に な る に は 、 日 本 同 MS-DOSV3 . 1 が 必要 で 
す 。 


追加 機能 プロ グラ ム 集 


— — 人 @ 対 応 機種 
DATUM 21— 7 4U 74 £5. |, 


WPV3, K2,Letter Bank の デー タ 変 換 機能 と 新た な 
ファ イル 操作 機能 を DATUM に 追加 レ し ます 。 価格 15,000 円 


その 他 、 コ マス の 多 機能 ソフ ト ・ ラ イン ナッ プ 
— 


ot ne, COMAS-WPV 3 シリ ー ズ 
WPV36 е: OT 


人 対応 機種 :FMI62, FMR-30 (以上 要 メ モリ 512KB), FMR-50,60(16 ド ッ ト 対 応 ) 


WPV3SEHE ууз may 
価格 58.000 円 ラノ 作成 機能 を プラ ス 。 
人 対応 機種 :FMR-30( 要 メモ リ 512KB),FMR-50,60(I16 ド ッ ト 対 応 ) 


WPV 3 WPV3G の 全 機 能 に 、 作 図 ・ グ ラフ 作成 を アラ ス 。 
し か も 、OASYS 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ を 標準 装備 。 


グラ フィ ッ ク ・ ワ デーブ 回 


TE 


@FM77AV シ リー ズ 各 機種 用 
( 要 2 ド ライ ブ ) 価格 25, 000F3 


カラ ー 対 応 の ワー プロ & グ ラフ ィ ッ クエ デ 
ィ タ 。 文 書 の 中 に 描い た 絵 を 取り 込ん で 
印刷 で きま す 。 富士 通 純生 HIS (ハン ディ 
イメ ー ジ スキ ャ ナ ) を サポ ー ト し て 、 イ メー 
ジ デ ー タ の 取り 込み も 簡単 で す 。 


ウォ ー ル ディ ミネ テア レイ (wall display) 信 対 応 機種 :FMI6Z ( 要 メ モリ 768KB) 価格 75,000 円 
先頭 周 発 され た 発光 石板 (stone rose) £ @ R M E L ND: 
ж 日 本 語 カ ー ド に も 対応 (AV40, AV40EX 用 は に ーー ヤー キー 55044 ※FMR シ リー ズ 用 ソフ ト の ご 利用 に は 、 日 本 語 MS-D0S V3.1 が 必要 で す 。 
«жо! テレ ビジ ョ ン と て 
対応 済 ) し まし た 。 REGNOKOR " a = 
| Doa | 沢 用 フォ ー マ ッ タ 


日 本 語 PT @FM77AV シ リー ズ 各 機種 用 ( 要 2 ド ライ ブ ) COMAS C-FORM 
カー ド 型 デー タベース ・ ワ ー プ ロ ・ ク ラフ ィ ッ クエ デ 価格 38,000 円 


e° ィ タ の 統合 ソフ ト で す 。 オプ ショ ン の 「 つ どい 集計 る 対応 機種 :MS-DOS 版 (Ver.4):FMI68, FMR-50, 60,70 0S-9 版 (Ver.3) ЕМІ 
^ キッ ト 」 (価格 8,000 円 ) で 、「 つ どい 」 の デー タ ベ ー | ご 好評 いた だ いて いる 「C-FORM」 に 図 型 用 コマ ンド が 追加 され 


ス 機能 に ^ 集 計 機能 ” を 組み 込む こと が で きま す 。| て バー ジョ ン ア ッ プ (Ver.4)。 k り 多彩 な 印刷 が で きる よう に な り 


価格 38,000 円 *「 つ どい 集計 キッ ト 」 は 単体 で は ご 利用 いた だ け ませ ん 。 | аСт ※0S-9 版 は Ver.3 の まま で す 。 御 了 承 く だ さい 。 
※MS-D0S は 、 マ イク ロ ソ フト 社 の 登録 商標 で す — 
| желіге 
COMAS 協和 BK 
- - = : た くき ん Ый 東横 線 
Computer Application Service 株 式 会 社 コマ ス / パ ソコ ン 事 業 部 


СӨ MA 150 東京 都 渋谷 区 渋谷 |-!4-6( 平 野 屋 ビル ) 
q С TEL. 03-407-8893⑯ と 
アル バイ ト 募 集中 コピ ー 商 品 に ご 注意 くだ さい 。 E 渋谷 駅 
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e?65& &m @400 ラ イン 対応 @ メ イン 

メモ リ 198KB (最大 448KB) @ グ ラフ ィ ッ ク VHAM19ZKB @ 辞 書 選 OM 搭載 @ へ ソ ク リ ッ プ 添付 @ ビ デオ 入力 端子 付 
還 FM77AV40EX 本 体 ( キ ー ボ ー ド 付 ) 標 準 価格 \\18.000 画 カラ ー ロ 日 T デ ィ ス プレ イ -|4 標 準 価格 \B9.800 画 チル ト 台 標準 価格 \5.BOD 
@4096 色 同時 発色 @200 ラ イン @ メ イン 

メモ リ 16BKB( 最 大 198KB) @ グ ラフ ィ ッ ク VHAM96KB @ ビ デオ 入力 端子 付 í — 
ШР М77АУ0ЕХЖ (8—0) ЕА Ұ128.001062>-СНТ>1/6-15546 (558 #108.000 = — 
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スー パー・ ク リエ イ テ ィ プ * バ ツ 


FM7T7AIVADEX/20EX EE 


富士 通 株 式 会 社 @ 家 電 量 販 店 販売 推進 部 〒100 東 京都 千代 田 区 丸の内 |-6-| 7%(03)216-3211 代 技 術 的 よー FM イン フォ メー ショ ン 
富士 通 プ ラ ザ 〔【 マ イコ ンス カイ ラブ 含む 〕 @ 丸の内 (03)215-0321 @@ 秋 葉 原 (03)25!-|448 @ 札 幌 (OII)222- 5466 @ 022)266-8711 € £i Е(052 


Е27%(03)646-0816 〔 お 問い 合わ せ 時 間 〕 10:00 一 18:00 月 - 土 
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пке 


〔 祝 日 を 除く ] 


51-7231 € X:8&(06)344-7648 @ A В(082)211-1717 念 福岡 (092)713-0135 
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